
    
      
        
      
    

  











本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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凡例





一　本書は、陽明文庫蔵『山家集』（函架番号〔近─ロ─ニ〕）を底本として、作製した本文に注解を施したものである。本文は久保田淳編『西行全集』（日本古典文学会貴重本刊行会、一九八二）、寺澤行忠編著『山家集の校本と研究』（笠間書院、一九九三）を参照した。

二　本文は文庫本として読みやすい形にするために、次のような方針で作製した。




１　仮名遣いを歴史的仮名遣いに統一し、句読点、濁点、送り仮名を補った。仮名の踊り字は用いなかった。適宜底本の仮名表記を漢字に改め、あるいは漢字表記を仮名に改め、必要に応じて読み仮名を付した。漢字は原則として通行の字体を用いた。

２　原則として底本の本文を尊重したが、とくに底本の独自異文は同系統の他本（上中巻15本・下巻14本）により底本の本文を改めた。底本の陽明文庫本系統の祖本を復元する校訂方針を取るものである。同系統の多数・他系統・他集の本文の方が原形に遡る可能性があると考えられる箇所については原則として脚注・補注に校異を記した。底本系統の本文が明らかに誤写で意味が取れない箇所は、例外的に他系統・他集により底本の本文を改めた場合もあるが、それについては脚注・補注にその事情を説明した。底本の改訂箇所には＊を付し、本文校訂一覧に一括して記した。

３　歌頭に『新編国歌大観』第三巻（角川書店）所収『山家集』の歌番号を付した。




三　注解は次のような方針で施した。




１　脚注は作品理解の助けとなるように配慮し、語釈を主とした。

２　脚注におさまらないものは補注にまわした。参考歌のほか典拠や、作品理解に有用な知見を必要な限り記した。

３　底本系統と他系統・他集の本文が異なる場合は、歌意の理解の上で参照する必要に応じて脚注・補注に記した。参照本文は理解しやすい形にするため適宜濁点を付し、仮名表記を漢字に改めた場合もある。『山家集』流布本系統は茨城大学本、同松屋本系統は松屋本に代表させた。古写本のある『山家心中集』『西行上人集（西行法師家集）』、松屋本系統の本文を伝える『別本山家集』、および自歌合『御裳濯河歌合』『宮河歌合』等を用い、これら西行の家集・自歌合については以下の略号を用いた。




茨　　　茨城大学蔵本『山家集』

松　　　松屋本『山家集』

心　　　宮本家蔵本『山家心中集』

心妙　　妙法院蔵本『山家心中集』

西　　　石川県立図書館李花亭文庫蔵本『西行上人集』

西追加　　　（李花亭文庫本の「追而加書西行上人和歌次第不同」所収歌）

別　　　志香須賀文庫蔵本『別本山家集』

裳合　　島根県立図書館蔵本『御裳濯河歌合』

宮合　　寺澤行忠蔵本『続三十六番歌合（宮河歌合）』




　本文は久保田淳編『西行全集』（前掲）、寺澤行忠編著『山家集の校本と研究』（前掲）のほか、心・心妙・西・裳合・宮合については寺澤行忠編著『西行集の校本と研究』（笠間書院、二〇〇五）、別については日本古典文学会編『平安私家集（日本古典文学影印叢刊８）』（貴重本刊行会、一九七九）を参照した。西行の家集・自歌合以外については略号を用いず（ただし万葉集・勅撰集・和漢朗詠集については原則として「集」を省略）、本文は原則として『新編国歌大観』を用いた。




４　「→」によって、参照すべき歌番号（漢数字）などを掲げた。

５　文庫本としての性格上、一つ一つの説の出所を掲げることはできなかった。補注でとくに学恩を蒙ること多大であったものについては説の出所を明示した。




四　本文・脚注頁の後に本文校訂一覧・補注を付した。

五　解説では、西行の家集、『山家集』の系統と本文校訂、同集の構成と成立、西行とその和歌について略説し、主要参考文献を掲げた。

六　巻末に人名索引・地名索引・初句索引を付した。









山家集上








春







立一つ春の朝あしたよみける




１　年くれぬ春来＊くべしとは思二ひ寝ねにま三さしく見えてかなふ初四夢







２　山の端はの霞かすむけしきにし五るきかな今朝けさよりやさ六は春七の曙あけぼの







３　春立つと思八ひもあへぬ朝九出いでにいつしか霞かすむ音一〇おと羽は山かな







４　た一一ちかはる春を知れとも見一二せ顔がほに年を隔へだつる霞な一三りけり











一　立春。一年を二十四節気に分けた最初の節気。以下四首は立春の一日の時間の推移による配列。

二　ものを思いながら寝ること。恋人を思いながら寝るとその人が夢に現れるという恋歌の語を転用し、春を恋人に見立てて擬人化。

三　予期が適中する意。

四　節分の夜から立春の朝にかけて見る夢。民間の習俗に取材。→補注

五　明らかである。

六　それでは。山の稜線が霞む景により立春と判断した。

七　枕草子初段を踏まえる当時の流行表現。

八　思いもよらない。

九　早朝の外出。茨・別「朝戸出」。




一〇　山城国の歌枕。近江国境の山。京都から東方の春の到来する方角。

一一　交替する。「たち」は「春」「霞」の縁語。

一二　見せたそうに。「…顔」は西行の愛用語。→補注

一三　気づきの意を表す。












家いへ々いへ翫もてあそブレ春ヲと云ふ事＊を




５　門一かどごとに立つる小こ松まつに飾かざられて宿て二ふ宿に春は来きにけり







元三ぐわん日じつ子ねの日びにて侍はべりけるに




６　子ねの日びして立てたる松に植四ゑそへん千ち代よ重ぬべき年のしるしに







山里に春立つと云ふ事＊を




７　山里は霞みわたれるけしきにて空五にや春の立つを知るら六ん







難七なに波はわたりに年八越しに侍りけるに、春立つ心をよみける




８　い九つしかと春来きにけりと津の国の難波の浦を霞みこめたり







春一〇になりける方かた違たがへに、志一一し賀がの里へまかりける人に具ぐしてま一二かりけるに、一三逢あふ坂さか山の霞みけるを見て




９　わ一四きて今け日ふ逢坂山の霞めるはた一五ち遅れたる春や越ゆらん











一　門松は平安末期の民間に始まる風習。非勅撰集的題材。

二　「といふ」の縮約形。

三　元日と正月最初の子日が重なったこと。子日には野辺の小松を引いて長寿を願う風習があった。→補注

四　一緒に植えよう。引いた小松を立ててある門松に、の含意。松・別「うちそへん」。

五　暗に、の意の形容動詞「そらに」を掛ける。暦が無くてもの含意。

六　現在推量。他所から山里を思いやる。

七　摂津国難波の辺り。

八　節分の夜に方角のよい社寺に参詣して越年すること。

九　いつのまにか早くも。→補注




一〇　前歌と同じく節分の方違え。

一一　近江国の里。今の大津市。

一二　下向したとき。→補注

一三　近江国の歌枕。「逢ふ」を掛ける。

一四　とりわけ格別に。

一五　「たち」は「霞」「春」の縁語。旅人に見立てた春が「発ち」を掛ける。












題一しらず




10　春二知れと谷の細ほそ水みづ漏もりぞ来る岩間の氷ひ三ま絶えにけり







11　霞まずは何四をか春と思＊はましまだ雪消えぬみ五よしのの山







海辺ノ霞と云ふ事を




12　藻六も塩しほ焼く浦のあたりは立七ち退のかで煙けぶり立八ち添ふ春霞かな







同九じ心を、伊勢に二一〇ふ見たみと云ふ所にて




13　浪一一越すと二見の松の見えつるは梢にかかる霞なりけり







子一二ね日のび




14　春ごとに野辺の小松を引く人は幾いくらの千代を経ふべきなるらん







15　子日する人に霞は先一三立ちて小松が原をた一四なびきてけり







16　子一五日しに霞たなびく野辺に出いでて初鶯の声を聞きつる











一　→補注

二　春を知れと。漏れて来る谷川の細流が春を告知すると擬人化。東風解氷。

三　すき間。

四　何を春の証拠かと思うだろうに。「まし」は反実仮想の助動詞。現実には霞が懸るのにより春の到来が了解される。

五　吉野山。「み」は美称の接頭語。

六　海藻に海水をかけて焼き、塩を取る。

七　「立ち」は「煙」「霞」の縁語。

八　茨・松・別「あらそふ」。

九　前歌と同じく「海辺霞」の題意を。→補注




一〇　二見浦。西行は晩年に二見浦に草庵を結ぶが、これは山家集の成立時期から見て伊勢移住以前の詠と推定される。

一一　霞を浪に見まがえる。→補注

一二　→六・注三

一三　「先立ち」に霞が「立ち」を掛ける。

一四　松の縁語「引き」を掛ける。

一五　初子の松に初鶯の趣向を隠す。→補注












若一菜に初はつ子ねのあひたりければ、人の許もとへ申しつかはしける




17　若菜摘む今日に初子のあひぬれば松二にや人の心惹三ひくらん







雪中ノ若菜




18　今け日ふはただ思四ひもよらで帰りなむ雪積五む野辺の若＊菜なりけり







若菜




19　春日六かすが野のは年の内には雪積七みて春は若菜の生おふるなりけり







雨中ノ若菜




20　春雨の布八ふ留る野のの若菜生おひぬらし濡れ濡れ摘まん筐九かたみた一〇ぬきれ







若菜に寄せて旧ふるきを懐おもふと云ふ事を




21　若菜摘む野辺の霞＊ぞあはれなる昔一一を遠く隔つと思へば







老人の若菜と云ふ事＊を




22　卯＊一二う杖づゑつき七一三なな草くさにこそ老いにけれ年を重ねて摘一四める若菜に一五











一　正月七日の若菜の日に初子の日が重なったので。→補注

二　「待つ」を掛ける。

三　松の縁語「引く」を掛ける。

四　若菜を摘むことは断念して。野辺に雪が降り積むゆえ。

五　若菜の縁語「摘む」を掛ける。

六　大和国の歌枕。若菜の名所。→補注

七　若菜の縁語「摘み」を掛ける。

八　大和国・石上の歌枕。春雨の「降る」を掛ける。「古」を響かせ、若菜の「若」と対照。布留野に若菜を詠むのは珍しい。

九　目の細かい竹籠。




一〇　未詳語。「手（た）貫き入れ」の縮約形か。心妙「たぬきいれ」。

一一　若菜の「若」に「昔」を対照。空間を隔てる「霞」が時間を隔てると詠む。→補注

一二　正月初卯の日に悪鬼を払うため天皇等に献上した杖。→補注

一三　若菜の日に供した七種粥。邪気を払い、万病を除く。

一四　年を「積め」を掛ける。

一五　「は」とある本も多い。












寄よスル二若＊わか菜なニ一述一しゆつ懐かいと云ふ事を




23　若菜生おふる春の野二の守もりに我なりて憂うき世を人に摘三つみ知らせばや







寄よスルレ鶯うぐひすニ述懐




24　憂四うき身にて聞くも惜しきは鶯の霞五にむせぶあけぼのの声＊







閑中ノ鶯




25　鶯の声ぞ霞六に漏もれてくる人七目ともしき春の山里







雨中ノ鶯




26　鶯＊の春八さめざめと鳴九きゐたる竹一〇の雫しづくや涙なるらん







住一一みける谷に、鶯の声せずなりければ




27　古巣う一二とく谷の鶯な＊りはてば我やかはりてな一三かんとすらん







28　鶯は谷の古巣を出一四いでぬともわ一五がゆくへをば忘れざらな一六ん











一　身の嘆きの懐いを述べること。

二　野を守る番人。

三　「罪」または「抓み」を掛ける。宮合。→二一補注

四　つらい身。出家者の境涯をさす。

五　鳴き初めの声を霞に咽び泣くと表現。→補注

六　霞の間に。

七　人の往来・訪問が稀な。→補注

八　「春雨」と、声を忍ばせて泣く様子を表す「さめざめ」を言い掛ける。

九　「泣き」を掛ける。




一〇　鶯が止まって鳴いていた竹から滴る雫は鶯の涙なのだろう、という見立て。古今集的風体。

一一　修行のため草庵を結んで住んだ谷。

一二　疎遠に。鶯は春が深まると谷から里へ出ると思われていた。

一三　「鳴か」に「泣か」を掛ける。草庵生活の親しい友である鶯に去られた悲しみのため。

一四　出て行ったとしても。

一五　→補注

一六　願望の終助詞。












29　鶯は我を巣一す守もりにたのみてや谷の岡二を辺かべは出いでてな三くらむ







30　春四のほどはわが住む庵いほの友に成りて古巣な五出いでそ谷の鶯







雉きぎ子すを




31　萌もえ出いづる若菜あ六さると聞きこゆな七り雉きぎ子す鳴なく野の春の曙あけぼの







32　生おひかはる春の若草待ちわびて原八の枯かれ野のに雉きぎ子す鳴くなり







33　春＊九霞家一〇いへたち出いでて行ゆきにけん雉子た一一つ野を焼一二きてけるかな







34　片一三岡にし一四ば移うつりして鳴く雉子た一五つ羽は音おととて高からぬか＊は







山家ノ梅




35　香かをと一六めん人＊をこそ待て山里の垣根の梅の散らぬかぎりは







36　心せん賤一七しづが垣根の梅はあ一八やなよ一九しなく過すぐる人とどめけり











一　巣を守る人。

二　岡辺をば。茨「外へは」、松・別「外には」。

三　茨「ゆく」、松・別「行」。

四　春の間は。

五　出て行かないでくれ。「な…そ」は禁止。

六　餌を探し求める。

七　伝聞の助動詞。

八　通常の「枯野の原」を転倒し、「若草」に対し枯草の野原を強調。

九　「たち」を導く有意（情景を伴う）の枕詞的修辞。




一〇　主語は雉子。茨「いづち立出て」、松・別「いづち立てか」。

一一　「たつ」の重複。茨・松「すむ」。

一二　若草がよく育つように野の草を焼く。野焼により雉子は巣を失う。

一三　片側が緩斜面の岡。

一四　しばしば移ること。「屢」に小さな雑木の意の「柴」を掛ける。

一五　→補注

一六　求めて来るだろう人。

一七　卑賤の人の家の垣根。→補注

一八　わけが分からない。

一九　何のゆかりもなく。












37　この春は賤しづが垣根に触一ふればひて梅が香かと二めん人親したしまん







嵯三さ峨がに住みけるに、道を隔てて房四ばうの侍りけるより、梅の風に散りけるを




38　主五ぬしいかに風わたるとていとふらんよ六そにうれしき梅の匂にほひを







庵いほりの前なりける梅を見てよみける




39　梅が香を谷七ふところに吹八きためて入いり来こん人に染九しめよ春風







伊勢にも一〇りやまと申す所に侍りけるに、庵いほりに梅の香かうばしく匂にほひけるを




40　柴しばの庵いほにと一一くとく梅の匂ひ来てや一二さしきかたもあるすみかかな







梅に鶯鳴きけるを




41　梅が香かにた一三ぐへて聞けば鶯の声なつかしき春の山一四里







42　作りおきし苔一五こけのふすまに鶯は身にしむ梅の香や匂一六にほふらん











一　触れ親しもうとして。

二　→三五・注一六

三　京都の西郊。西行は出家後まもなく嵯峨、小倉山の麓に結庵。

四　僧房。

五　僧房の房主。

六　隣家の主から見て無関係な他所である西行の庵をいう。→補注

七　谷間の、懐状に山に囲まれた所。源俊頼・源仲正に先例。懐は「入る」「染む」の縁語。茨・松「山ふところ」。

八　散らさずに吹き溜めて。→補注

九　染み込ませよ。命令形で句割れ。




一〇　茨「にしふく山」。いずれも所在未詳。移住以前の伊勢行での所詠か。

一一　「疾く疾く」で早速に、の意。茨・松・別「よるよる」は夜々。

一二　優美なところ。

一三　添わせて聞くと。声を「聞く」に、香をかぐ意の「聞く」を掛ける。嗅覚と聴覚の複合。

一四　心「あけぼの」、西「明ぼの」。

一五　苔を夜具にした巣。「苔の」は隠者の形容に通用。それを鶯に転じた。

一六　松ほか「うつす」。












旅の泊とまりの梅




43　ひとり寝ぬる草一の枕の移二うつり香がは垣根の梅の匂ひなりけり







古三ふるキ砌みぎりノ梅




44　な四にとなく軒のきなつかしき梅ゆゑに住五みけん人の心をぞ知る







山家ノ春雨と云ふ事を、大六原にてよみけるに




45　春雨の軒た七れこむるつ八れづれに人に知られぬ人のすみかか







霞ノ中ノ帰九雁




46　なにとなくお＊一〇ぼつかなきは天一一あまの原はら霞に消えて帰る雁がね







47　雁がねは帰る道にやまよふらん越一二こしの中なか山やま霞隔てて







帰一三雁




48　玉一四たま章づさの端はし書がきかとも見ゆるかな飛び遅れつつ帰る雁がね











一　旅寝。

二　移り香は恋人との共寝によるはずなのに、の含意。垣根の梅の匂いの移り香だったか、の気づきへ展開。

三　古い家の軒端。

四　理由もなく。西行の愛用語。

五　住んでいただろう人。題の「古砌」に通わせる。

六　山城国の歌枕。隠者の里。

七　簾や帳を掛けて中に籠る。春雨の「垂れ」を掛け、春雨を簾に見立てる。

八　所在なさに。松・別は三・四句「山里はつれづれしらぬ」。

九　春に北国へ帰る雁。




一〇　かすんではっきり見えないの意に、気がかりで不安の意を含ませる。以下三首は雁に法師の境涯を重ねる。

一一　広くて大きな空。

一二　越後国の妙高山とする説が有力。

一三　→補注

一四　手紙の追って書き。蘇そ武ぶの雁信の故事（史記）に由来する、飛ぶ雁の列を「玉章」に見立てる伝統的発想に、列から遅れてゆく雁を「端書き」に見立てる趣向を加える。












山家ノ喚よぶ子こ鳥どり




49　山一里へ誰たれをまたこは喚二子鳥ひとりのみこそ住まんと思ふに







苗代




50　苗なは代しろの水を霞三はた四なびきて打五う樋ちひの上にか六くるなりけり







霞に月の曇れるを見て




51　雲七な＊くて朧おぼろなりとも見ゆるかな霞かかれる春の夜の月







山家ノ柳




52　山八やま賤がつの片九岡かけて占しむる庵一〇いほのさかひに見ゆる玉一一たまの小を柳やなぎ







雨中ノ柳




53　な一二かなかに風のほ一三すにぞ乱一四れける雨に濡れたる青一五柳の糸







柳一六やなぎ乱みだルレ風かぜニ




54　見一七わたせば佐一八さ保ほの河原に繰りかけて風に縒よらるる青あを柳やぎの糸











一　茨「やま里に」。

二　通説はかっこうだが、春の鳥という以外は未詳。古今伝授「三鳥」の一つ。誰を「呼ぶ」を掛ける。

三　打樋の上にたなびく霞が苗代の水を引き、樋の上に掛けて流すと見立てた。

四　水の縁語「引き」を掛ける。

五　長く架け渡した樋。

六　霞の縁語。

七　通常の朧月は雲による。

八　卑賤の山人。樵など。

九　片側が緩斜面の岡に掛けて占有する。




一〇　松・心・西ほか「野の」。

一一　→補注

一二　かえって。

一三　乾かす。下の「濡れ」に対照。

一四　糸の縁語。

一五　柳の細枝を糸に見立てた歌語。

一六　心・西ほか「柳風にしたがふ」。

一七　糸の縁語「繰り」「掛け」「縒る」を用い、また佐保に「棹」、風に「綛（かせ）」（糸を巻く道具）を掛けて共に糸の縁語を寄せたか。→補注

一八　大和国。












水辺ノ柳




55　水みな底そこに深一き緑の色見えて風にな二み寄る川かは柳やなぎかな







待チテレ花ヲ忘＊ルレ他ヲ




56　待つにより散三らぬ心を山桜咲きなば花の思四ひ知らなん







独ひとり尋たづヌ二山ノ花ヲ一




57　誰五たれかまた花を尋ねて吉野山苔こけ踏み分くる岩つたふらん







待六ツレ花ヲ




58　今さらに春を忘るる花もあらじや＊七すう待ちつつ今日も暮らさん







59　お八ぼつかないづれの山の峯みねよりか待たるる花の咲きはじむらん







60　空九に出いでていづくともなく尋ぬれば雲一〇とは花の見ゆるなりけり







61　雪閉とぢし谷の古ふる巣すを思ひ出でて花にむ一一つるる鶯の声











一　「深き」は水底の縁語。

二　「なみ」は「靡み」に水・川の縁語「波」を、「寄る」に明示しない柳の「糸」の縁語「縒る」を掛ける。

三　花に集中し、他に気が散らない心。仏教語「散心」を逆に転用。「散る」は花の縁語。

四　私の思いを知り、散らないでほしい。

五　自分以外の誰がまた。数奇者の自負。

六　底本と同系統本は以下四首に懸る詞書だが、後半二首は「待花」の題意に合わない内容。流布本系統は六二の詞書「花の歌あまたよみけるに」が六〇の前にある。

七　安心して。形容詞「安し」の連用形のウ音便形。→補注

八　気がかりだ。形容詞「おぼつかなし」の語幹。西行の愛用語。

九　あてもなく出て。→補注




一〇　「雲」は空の縁語。「空」に出て花を尋ねたので、花が「雲」と見えたのだった、という因果に気づいた。

一一　馴れ親しんでいる。雪に見まがう花ゆえに。












花の歌あまたよみけるに




62　吉野山雲をは一かりに尋ね入りて心にかけし花を見るかな







63　思ひやる心二や花に行ゆかざらん霞こめたるみ吉野の山







64　お三しなべて花の盛りに成りにけり山の端はごとにかかる白四雲







65　ま五がふ色に花咲きぬれば吉野山春六は晴れせぬ峯みねの白雲







66　吉野山梢七こずゑの花を見し日より心八は身にもそはず成りにき







67　あ九くがるる心はさ一〇ても山一一桜散一二りなんのちや身に帰かへるべき







68　花見ればそ一三のいはれとはなけれども心の内うちぞ苦くるしかりける







69　白一四し川らかはの梢こずゑを見てぞなぐさむる吉野の山にかよふ心を











一　目当てに。「かけ」の縁語「秤」を掛ける。「花」にまがう「雲」を目当てにしたので、期待した花を尋ねて見ることができた、の含意。

二　心が花に行かないことはない。「や」は反語。霞の奥に花を想像して気を晴らす（心行く）。→補注

三　どこもすべて。→補注

四　「白雲」は花の見立て。

五　白雲に見まがう色に。→補注

六　→補注

七　この場合、遠望する樹々の花。遠山桜。

八　心は花にあこがれ出て、身に添わなくなってしまった。次歌と共に遊離魂現象は恋の物思いに通有。→補注

九　山桜にあこがれて身をさまよい出る心。




一〇　それにしても。

一一　「止まず」を掛ける。

一二　散ってしまった後に身に帰るだろうか、帰りそうにない。

一三　それという理由。

一四　洛東の歌枕。鴨川の東一帯の地をいう。古来花の名所。












70　白川の春一の梢の鶯は花二のことばを聞く心ここ地ちする







71　引三ひきかへて花見る春は夜はなく月四見る秋は昼なからなん







72　花五散らで月は曇らぬ世よなりせば物を思はぬわが身ならまし







73　たぐひなき花をし六枝に咲かすれば桜に並ならぶ木ぞなかりける







74　身七をわけて見ぬ梢なく尽つくさばやよろづの山の花の盛りを







75　桜咲く四方よもの山辺を兼八かぬるまにのどかに花を見ぬ心ここ地ちする







76　花九に染そむ心のいかで残りけん捨一〇て果ててきと思ふ我が身に







77　願一一はくは花のし一二たにて春死なんそのき一三さらぎの望もち月づきのころ







78　仏一四には桜の花をた＊てまつれわ一五が後のちの世よを人とぶらはば











一　源氏物語・初音、藤原公実、源俊頼などに先例がある歌語。

二　花の物いう言葉。→補注

三　そっくり取り替えて。

四　心ほか「月見ん」。

五　西・別は述懐歌群にあり、心は雑に部類。反実仮想で、現実には物思いが絶えない、の意を裏に含む。

六　「し」は強意。

七　仏の分身する如くと取る解と、恋歌的表現と取る解と両説ある。

八　兼ね合わせて同時に歩き回るうちに。歩く行動でなく、兼ね思う故と解する説もある。

九　花に思いを深く染め、執着する心。→補注




一〇　出家して執着心をすっかり捨ててしまったと。

一一　願うことは。→補注

一二　底本と心ほか「した」が本来の本文。後代に「もと」の本文が派生し、両本文が混交して継承された。

一三　釈迦が入滅した二月一五日の頃。

一四　追善供養の際の仏。→補注

一五　私の来世の冥福、成仏を祈ってくれる人がいたならば。












79　何なにとかや世一よにありがたき名を得たる花も桜にまさりしもせじ







80　山桜霞の衣ころも厚あつく着てこ二の春だにも風三つつまなん







81　思ひやる高たか嶺ねの雲の花ならば散四らぬ七なぬ日かは晴れじとぞ思ふ







82　長五の閑どかなれ心をさらに尽くしつつ花ゆゑにこそ春は待ちしか







83　風六か越ざこしの峯みねの続きに咲く花はいつ盛りともなくや散七りなん







84　な八らひありて風さそふとも山桜尋ぬるわれを待九ちつけて散れ







85　裾一〇すそ野の焼く煙ぞ春はよ一一しの山花をへだつる霞一二なりける







86　今一三よりは花見ん人に伝へおかん世を遁一四のがれつつ山に住まへと











一　世にもまれな名声を得た花。仏教関係の花を想定するか。

二　せめてこの春だけでも。

三　散らぬよう風に気を付けてほしい。「風」に「風邪」を掛け、「慎む」に衣の縁語「包む」を掛ける。

四　桜の盛りは七日間という俗説があった（八雲御抄ほか）。→補注

五　のどかに散らないであれよ。桜に下知。

六　信濃国の歌枕。現実に風が越えてゆく意を掛ける。

七　きっと散るだろう。茨・心・西・別ほか「ちるらん」。

八　花を散らす習性があって。花に散る定めがあって、とも取れる。

九　待ち受けて。




一〇　山裾の野焼きをする煙。

一一　吉野山に「良し」を掛ける。

一二　煙が霞だったという気づき。霞に見立てた煙が落花を隔てて見せないのを良しとした。

一三　出家遁世し山住みして花を見た今よりは、の含意。

一四　松・別「いとひつつ」。












し一づかならんと思ひける頃、花見に人々まうで来たりければ




87　花二見にと群むれつつ人の来るのみぞあ三たら桜の咎四とがにはありける







88　花五も散り人も来こざらんをりはまた山の狭六かひにて長閑のどかなるべし







か七き絶え、言問こととはずなりにける人の、花見に山里へまうで来たりと聞きて、よみける




89　年を経へて同じこずゑに匂にほへども花八こそ人に飽あかれざりけれ







花の下したにて、月を見てよみける




90　雲にまがふ花の下にてながむれば朧九おぼろに月は見ゆるなりけり







春の曙あけぼの花見けるに、鶯のなきければ




91　花一〇の色や声＊に染そむらん鶯の鳴く音ねこ一一となる春のあけぼの







春は花を友と云ふ事を、清＊一二せ和が院の斎院にて人々よみけるに




92　お一三のづから花なき年の春もあらば何につけてか日を暮らすべき











一　閑静でありたいと。

二　謡曲「西行桜」に取られた歌。

三　惜しいことに。

四　罪。欠点。

五　松・別「花ちりて」。

六　山間の狭い所。「甲斐（効）」を掛ける。平地より桜の時期が遅れることを前提。松・別「かひまで」。

七　すっかり音信や訪問のなくなってしまった人。

八　花が人に飽きられることはなかったよ。私は人に飽きられたという皮肉を込める。

九　ぼんやりかすむさま。雲に見紛う花の下で望見したから朧に見えたのだったかという理知を主とする。




一〇　花の色が声に染まったのだろうか。花に馴染んだゆえ鶯の声の中に花の色が染着した。視覚と聴覚の複合。花の色の中に鶯の声が染まったと解する説もある。

一一　通常と異なり格別である。

一二　平安左京の邸宅。染殿の一角。清和院を居所とした斎院は白河院皇女官子内親王。源頼政、源俊高（→九九）が親しく出入した。→補注

一三　万が一。ひょっとして。












老おイテ見ルレ花はなヲと云ふ事を




93　思一ひ出いでに何をかせま二しこ三の春の花待ちつけぬわが身なりせば







ふ四る木の桜の、ところどころ咲きたるを見て




94　わ五きて見ん老六お木いきは花もあはれなり今七いくたびか春にあふべき







屛風の絵を人々よみけるに、春八の宮人群むれて花見九ける所に、よ一〇そなる人の見やりて立てりけるを




95　木このもとは見る人しげし桜花よそにながめて香一一かをば惜しまん







山寺の花盛さかりなりけるに、昔を思ひ出いでて




96　吉野山ほ一二きぢ伝づたひに尋たづね入りて花見し春はひ一三と昔かも







修行し侍りけるに、花のおもしろかりける所にて




97　ながむるに花の名一四な立たての身ならずはこ一五の里にてや春を暮らさん











一　今生の思い出に。茨・松・別ほか「老づとに」（冥土への土産に）。

二　反実仮想の助動詞。

三　死んでこの春の花を待ち受けられない我が身であったならば。現実には存命して今春の花にめぐり会えた、その喜びを込める。

四　続古今詞「修行し侍りける時、花のかげに休みてよみ侍りける」。

五　とりわけ心して見よう。

六　多くの年を経た老木。→補注

七　下句の主語は老木。老齢の自分を重ねる。

八　東宮に仕えて時めく人。→補注

九　松「見る」。




一〇　東宮と無関係な人。

一一　色でなく香を、の含意。茨・松・別「我は」。

一二　山腹の険しい崖道。

一三　年数に諸説ある。ここは遠い昔。

一四　評判、とくに悪評。→補注

一五　茨・松・別ほか「木の本」。












熊一野へまゐりけるに、八二や上がみの王＊子の花面白かりければ、社やしろに書きつけける




98　待三ち来つる八上の桜咲きにけりあらくおろすな三栖四みすの山風







清五せ和が院の花盛りなりける頃、俊六と高したかのもとよりいひ送＊れりける




99　お七のづから来八る人あらばも九ろともにながめまほしき山一〇桜＊かな







返し




[image: ]　ながむて一一ふ数一二に入るべき身なりせば君が宿にて春は経一三へぬべし







上一四西門院の女房、法一五ほつ勝しよう寺じの花見侍一六りけるに、雨の降りて暮れにければ帰られにけり。またの日、兵一七ひやう衛ゑの局つぼねの許もとへ、花一八の御み幸ゆき思ひ出でさせ給ふらんとお＊ぼえて、か一九くなん申さまほしかりしとて、遣つかはしける




[image: ]　見二〇る人に花も昔を思ひ出いでて恋しかるべし雨二一にしほるる











一　紀伊国の熊野権現。

二　熊野道中に権現を勧請した九十九王子の一つ。田辺より熊野本宮に至る中辺路に所在。→補注

三　咲くのを期待して来た。

四　田辺の北東にある山。「おろす」の縁語「御簾」を掛ける。

五　→九二・注一一

六　右兵衛佐・源能賢男。→補注

七　ひょっとして。花見や歌会への招待がなくとも、の含意。

八　松・別「見る」。

九　一緒に。




一〇　松・別「花桜」。

一一　「といふ」の約。松・別「とて」。

一二　人数に入るべき身であったならば。現実には数に入るべき名士の身でないという謙辞。

一三　茨「へなまし」、松・別「へてまし」。

一四　鳥羽天皇皇女・統子内親王。母は待賢門院璋子。

一五　白河六勝寺の一つ。桜の名所。

一六　茨・松・別ほか「られ」。

一七　神祇伯・源顕仲女。初め待賢門院に仕え、後に上西門院に出仕。

一八　→補注

一九　このように申し上げたかった。

二〇　見る人ゆえに。人は兵衛をさす。

二一　懐旧の涙の雨も含意。












返し




[image: ]　い一にしへを忍ぶる雨と誰たれか見ん花もそ二の世の友しなければ




若三き人々ばかりなん。老いにける身は風四のわづらはしさに厭いとはるる事にて、とありける、や五さしく聞えけり







雨六の降りけるに、花の下したにて車七立ててながめける人に




[image: ]　濡八ぬるともと蔭をたのみて思＊九ひけん人の跡一〇踏む今日にもあるかな







世を遁のがれて東一一山に侍りけるころ、白川の花ざかりに人さそひければ、まかりて、帰りて昔一二思ひ出でて




[image: ]　散るを見一三て帰一四る心や桜花昔にかはるしるしなるらん







山路ノ落花




[image: ]　散り初そむる花一五の初雪降りぬれば踏一六み分けま憂き志一七し賀がの山越







落花の歌あまたよみけるに




[image: ]　勅一八ちよくとかや下くだす帝みかどのいませかしさらばおそれて花や散らぬと











一　花の御幸の往時を。

二　その当時の友である私（兵衛）。

三　若い女房ばかりが花見に出かけた。「事にて」まで兵衛の消息を引用。

四　花を散らす風に風邪を掛ける。

五　優美に。厭われる老いの身の風邪を理由に不参の心遣いを賞美した。

六　底本ほか当歌詞書を前歌左注に続けて記す。

七　車を止めて。

八　→補注

九　陽明文庫本系諸本は「をそひ」か「おそひ」だが、歌意が通じない。茨・松・別「おもひ」により改訂。




一〇　古人を見習う。

一一　京都東方の山の総称。→補注

一二　出家遁世以前の在俗時をさす。

一三　「見で」と解する説もある。

一四　散るのを見届けて後に帰る心。→六七

一五　落花を雪に見立てる。

一六　踏み分けることがつらい。足跡が付くのを憂慮。

一七　白川から志賀（大津）へ越える山路。→補注

一八　→補注












[image: ]　浪一もなく風ををさめし白二川の君の折をりもや花は散りけん







[image: ]　いかで我こ三の世のほかの思ひ出いでに風をいとはで花をながめん







[image: ]　年を経て待つも惜しむも山四桜心五を春は尽くすなりけり







[image: ]　吉野山谷へたなびく白六雲は峯の桜の散るにやあ＊るらん







[image: ]　吉七野山峯なる花はいづかたの谷にか分きて散りつもるらん







[image: ]　山八おろしの木このもと埋うづむ花＊九の雪は岩一〇井に浮くも氷一一とぞ見る







[image: ]　春風の花の吹雪ふぶきに埋一二まれて行一三ゆきもやられぬ志賀の山やま道みち







[image: ]　立ちまがふ峯の雲をば払ふとも花一四を散らさぬ嵐一五なりせば







[image: ]　吉野山花一六吹き具ぐして峯越ゆる嵐は雲とよ一七そに見ゆらん











一　泰平の治世を寿ぐ常用句「四海波静かに、風枝を鳴らさず」による。「浪」は白川の縁語。

二　白河天皇。

三　来世への思い出に。→補注

四　「止まず」を掛ける。

五　宮合ほか「花に心を」。

六　桜を白雲に見立てる。

七　この歌は流布本系にない。

八　松・別「山寒み」。

九　落花を雪に見立てる。




一〇　岩の間から湧き出る清水。

一一　岩井に浮く花を氷に見立てる。珍しい着想。

一二　埋められて。「埋ま」は四段他動詞の未然形。「れ」は受身。松・心・西ほか「うづもれて」。

一三　行こうとしても行けない。→補注

一四　松・別「花をばのこす」。

一五　反実仮想の「…まし」を後略した句法。

一六　花を吹き散らし伴って。「具す」は西行の愛用語。

一七　実体を関知しないよそ目には、の意。松「ほかに」、別「外に」。












[image: ]　惜一しまれぬ身だにも世にはあるも＊のをあ二なあやにくの花の心や







[image: ]　憂き世には留とどめ置かじと春風の散らすは花を惜しむなりけり







[image: ]　も三ろともに我をも具四ぐして散＊五りね花憂き世を厭いとふ心ある身＊ぞ







[image: ]　思六へただ花の散七りなん木このもとに何を陰八かげにて我が身住みなん







[image: ]　ながむとて花にもいたく馴九なれぬれば散る別れこそ悲しかりけれ







[image: ]　惜一〇しめども思一一ひげもなくあ一二だに散る花は心ぞ畏かしこかりける







[image: ]　梢こずゑ吹く風の心はい＊一三かがせんしたがふ花の恨めしきかな







[image: ]　い一四かでかは散らであれとも思ふべきし一五ばしと慕したふ歎一六き知一七れ花







[image: ]　木このもとの花に今こ宵よひは埋うづもれて飽一八あかぬ梢を思ひ明かさん











一　人に惜しまれない我が身でさえも。「だに」は類推。

二　惜しまれて散るとは、ああ憎らしい。恋歌的表現。→補注

三　→補注

四　伴って。東から吹く春風により西方浄土へ、の含意。

五　散ってしまえ、花よ。→補注

六　→補注

七　茨・松・別・心・西「なからん（む）」。

八　頼り。心の拠り所。「木」の縁語。

九　馴れ親しんだので。恋歌的表現。




一〇　→補注

一一　「げ」は様子。

一二　はかなく散る。

一三　どうしようもない。反語。

一四　どうしていつまでも散らないでいてくれと思うだろうか、そんなことは思うはずがない。「いかでかは」は反語。

一五　しばらくは散らないでほしいと慕う。

一六　茨・松・西・別「なさけ（情）」。

一七　命令形「知れ」で句割れ。

一八　終日眺めて見飽きない梢の花を。












[image: ]　木このもとに旅寝をすれば吉野山花一の衾ふすまを着する春風







[image: ]　雪と見えて風に桜の乱るれば花二の笠かさ着きる春の夜の月







[image: ]　散る花を惜しむ心やとどまりてま三た来ん春の種たねになるべき







[image: ]　春四深み枝五も揺ゆるがで散る花は風の咎六とがにはあらぬなるべし







[image: ]　あ七ながちに庭八をさへ掃はく嵐かなさ九こそ心に花をまかせめ







[image: ]　あ一〇だに散るさ一一こそ梢の花ならめ少一二しは残せ春の山風







[image: ]　心一三得つただ一筋に今よりは花を惜しまで風を厭いとはん







[image: ]　吉野山桜にまがふ白雲の散りなん後のちは晴一四れずもあらなん







[image: ]　花一五と見ばさすが情なさけをかけましを雲とて風の払はらふなるべし











一　落花を夜具に見立てる。雅語「衣」に対して「衾」は俗語。

二　散乱する雪と見紛う花片のために月が笠をかぶるように見える。「笠」は「雪」の縁語。→補注

三　再び巡り来る春の花を咲かせる種。「種」は「花」の縁語。

四　春が深まったので。「み」は原因。

五　枝も揺れ動かないで。無風で。

六　罪。

七　強引に。散文系の語彙。

八　梢だけでなく、花が散り敷く庭までも一掃する。

九　そのように嵐の心に花を任せよう。→補注




一〇　はかなく散る。

一一　それこそ梢の花の習いだろうけれど。

一二　平俗談語調を取る。

一三　よくわかった。口語的語法。

一四　晴れないでほしい。「なん」は他への希望。白雲をせめて桜と思って過ごしたいから、の含意。

一五　もし花と見たならば、無情の風とはいっても情をかけただろうに。「見ば…まし」は反実仮想。












[image: ]　風一さそふ花のゆくへは知＊らねども惜しむ心は身にとまりけり







[image: ]　花ざかり梢二をさそふ風なくてのどかに散＊三らん春にあはばや







庭ノ花似タリレ波ニと云ふ事を




[image: ]　風四あらみ梢の花の流五れ来て庭に波立つ白六川の里







白七川の花、庭おもしろかりけるを見て




[image: ]　あ八だに散る梢の花をながむれば庭九には消えぬ雪ぞつもれる







高一〇か野うやに籠こもりたりける頃＊、草の庵いほりに花の散り積みければ




[image: ]　散る花の庵の上をふ一一くならば風一二入いるまじくめぐりかこはん







夢中ノ落花と云ふ事を、清一三せ和が院の斎院にて、人々よみけるに




[image: ]　春一四風の花を散らすと見る夢はさめても胸の騒一五さわぐなりけり











一　風が誘って散らす。心・西・別「かぜにちる」。

二　梢の花を、の含意。

三　花がおのずと散るだろう春に会いたい。→補注

四　風が荒いので。「み」は原因。

五　「流れ来て」「波立つ」は「白川」の縁語。白い桜の落花を川の流れ・波に見立てる。

六　→六九・注一四

七　前歌と共に白川の貴族の邸宅の庭を詠むか。

八　はかなく散る。

九　庭に散り敷く花を消えない雪に見立てる。→補注




一〇　紀伊国の高野山。西行は三〇年ほど在住。寺房でなく草庵に閑居したことが本作からわかる。

一一　屋根を葺くように吹かれて積もったならば。「葺く」に「吹く」を掛ける。

一二　花を吹き散らす風が入ってこないよう周りに囲いをしよう。

一三　→補注

一四　→補注

一五　「風」の縁語。












風前ノ落花




[image: ]　山桜枝一きる風の名な残ごりなく花二をさながらわがものにする







雨中ノ落花




[image: ]　梢打うつ雨にしほれて散る花の惜しき心を何にたとへん







遠山ノ残三花




[image: ]　吉野山ひ四とむら見ゆる白雲は咲き遅れたる桜な五るべし







花ノ歌十五首よみけるに




[image: ]　吉野山人に心六をつけ顔がほに花七よりさきにかかる白雲







[image: ]　山八寒み花咲くべくもなかりけりあ九まりかねてもたづね来にけ一〇る







[image: ]　か一一たばかりつぼむと花を思ふよりそ一二そまた心も一三のになるらん







[image: ]　お一四ぼつかな谷は桜のいかならん峯にはいまだかけぬ白一五雲











一　枝を切るように強く吹く風。

二　花を散らせてそっくりそのまま自分の物にする。

三　ここは、遅く咲いて暮春に残る桜。

四　一群。

五　松・別「なりけり」。

六　花を待つ心を付けさせるという様子で。

七　心「はなまつみねに」。

八　山はまだ寒いので。

九　あまりに前もって。人より先に山の初花を見たい風狂心の表れた行動を表現。




一〇　「ける」は連体中止法。上句と「けり」が重複。

一一　ほんの少しだけ。

一二　それそれ、の意の感動詞。驚いたり注意を促したりするときに発することば。

一三　花の物になる（花に独占される）だろう。花をわが物にするのとは逆に、花が私の心をわが物にするだろうという趣向。

一四　気がかりだ。

一五　花を白雲に見立てる。












[image: ]　花と聞くは誰たれもさ一こそはうれしけれ思二ひしづめぬわが心かな







[image: ]　初花のひらけはじむる梢よりそ三ばへて風のわたるな四りけり







[image: ]　お五ぼつかな春＊は心の花＊にのみいづれの年かう六かれ初そめけん







[image: ]　いざ今こ年とし散れと桜七を語らはんな八かなかさらば風や惜しむと







[image: ]　風九吹くと枝を離れて落つまじく花と＊一〇ぢつけよ青一一あ柳をやぎの糸







[image: ]　吹く風のな一二めて梢にあたるかなかばかり人の惜しむ桜に







[image: ]　な一三にとかくあ一四だなる花＊の色一五をしも心に深く染一六めはじめけん







[image: ]　同一七じ身の珍しからず惜しめばや花も変らず咲けば散るらん







[image: ]　峯一八に散＊る花は谷なる木＊にぞ咲くい一九たくいとはじ春の山風











一　さぞ嬉しいだろうが。

二　下句に、殊に自分は、の含意。

三　戯れて。→補注

四　茨・松・心・西「なるかな」。

五　はっきりしないことだ。

六　落ち着かなくなり始めたのだろうか。「浮かる」は対象に心を引かれて動揺する、の意。遊離魂現象を表し、西行を特徴づける語。

七　桜に相談しよう。

八　却ってそうしたら。風が惜しんで散らさないだろう、と続く。

九　風が吹いても。「と」は逆接の仮定条件を意味する接続助詞。




一〇　花を枝に閉じつけてくれよ。「とぢ」は「糸」の縁語。→補注

一一　→五三・注一五

一二　一面に。「なべて」に同じ。

一三　どうしてこんなにも。

一四　はかない。不実な。→補注

一五　「色」は「深く」「染め」と縁語。

一六　心・西ほか「おもひそめけん」。

一七　毎年変り映えしない同じ私が、の含意。

一八　→補注

一九　ひどくは嫌うまい。












[image: ]　山おろしに乱れて花の散一りけるを岩二離れたる滝と見三たれば







[image: ]　花も散り人＊も都へ帰りなば山四さびしくやならんとすらん







散五りて後のち花を思ふと云ふ事を




[image: ]　青六葉さへ見れば心のと七まるかな散りにし花の名残＊なごりと思へば







菫八すみれ




[image: ]　跡九たえて浅一〇あ茅さぢしげれる庭の面おもに誰一一たれ分け入いりてすみれ摘一二みてん







[image: ]　誰ならん荒＊一三田の畔くろにすみれ摘む人は心のわ一四りなかるべし







早さわ蕨らび




[image: ]　な一五ほざりに焼＊き捨てし野の早蕨は折る人なくてほ一六どろとやなる







杜かき若つばた




[image: ]　沼水にしげる真ま菰こものわ一七かれぬを咲一八き隔てたるか一九きつばたかな











一　松・万代集「おちけるを」、別「落けるに」。「を」は感動の間投助詞。

二　岩頭を離れた。→補注

三　見たところ。「ば」は順接の確定条件。上句に返る倒置法。→補注

四　連作の中では吉野山をさすか。

五　→補注

六　青葉までも。「さへ」は添加。

七　「とまる」は「散る」に対する。

八　荒れた庭や原に配して詠む歌題。

九　人の訪れが途絶えて。かつて住馴れた愛人の廃宅か。→補注




一〇　丈の低いちがや。

一一　私のほかに誰が、の意。嫉妬か。

一二　茨「つみけん」。

一三　冬に荒れて耕起を待つ田のあぜ。

一四　「荒田」の縁で、条理を外れる意の「わりなし」を用いたか。人の心への共感を含む。

一五　いい加減に。

一六　蕨の穂の伸びすぎてほうけたもの。→補注

一七　見分けがつかないのを。真菰と杜若は葉が似るゆえ。

一八　咲いて、それと区別した。

一九　「隔て」の縁語「垣」を掛ける。












山路ノ躑躅つつじ




[image: ]　岩伝つたひ折一らでつつじを手にぞ取る険さがしき山のと二りどころには







躑躅山の光たり




[image: ]　つつじ咲く山の岩かげ夕三映はえて小四を倉ぐらはよその名のみなりけり







山吹




[image: ]　岸五近み植ゑけん人ぞ恨めしき波六に折らるる山＊吹の花







[image: ]　山七吹の花八咲く里になりぬればこ九こにも井ゐ手でと思ほゆるかな







蛙かはづ




[image: ]　真一〇ま菅すげ生おふる山一一田に水一二をまかすればう一三れし顔がほにも鳴くかはづかな







[image: ]　み一四さびゐて月も宿らぬ濁にごり江えにわれ住一五まんとてかはづ鳴くなり











一　手折らずに、躑躅を登攀の頼りとして手に取ることだ。

二　取り柄。「取る」と同語重複。

三　夕陽の色に映じて。躑躅の紅色が鮮やかに映る様。→補注

四　小暗いという小倉山は余所の名前ばかりだったか。「小暗」を掛ける。小倉山は洛西。→補注

五　岸に近いので。第四句に懸る。

六　→補注

七　心詞「山ぶきいゑのさかりたりといふことを」。心妙は「さかり」が「かざり」とある。

八　心・西「はなのさかりに」。

九　ここにも居ながらにして井手の里があると。「井手」に「居」を掛ける。井手は山城国の歌枕で、山吹の名所。→補注




一〇　蚊屋吊草科の草。「真」は美称。

一一　心・西・宮合ほか「あらた（荒田）」。

一二　水を引くと。耕す準備で。

一三　嬉しそうな様子で。

一四　溜り水に浮く錆状の水垢。→補注

一五　「澄ま」を掛け、「濁江」と対比。












春のうちに郭公ほととぎすを聞くと云ふ事を




[image: ]　うれしとも思一ひぞわかぬ郭公春聞くことのな二らひなければ







伊三勢にまかりたりけるに、三津四みつと申す所にて、海＊辺ノ暮春と云ふ事を神五主どもよみけるに




[image: ]　過ぐる春し六ほのみつより舟七ふ出なでして波八の花をや先九に立つらん







三月、一一〇ひ日とひ足らで暮れにけるによみける




[image: ]　春ゆゑにせ一一めても物を思へとや三み十そ日かにだにも足らで暮れぬる







[image: ]　今一二日のみと思へばながき春の日も程なく暮るる心ここ地ちこそすれ







[image: ]　ゆく春を留とどめかねぬる夕暮は曙一三あけぼのよりもあはれなりけり











一　分別がつかない。松・心・西・別「おもひぞはてぬ」。

二　習慣がないので。郭公は初夏に聞くのが和歌の約束事。

三　西行は出家後より晩年の移住までの間に、幾度か伊勢に赴いたと推定される。

四　伊勢国渡会郡二見にあった港。

五　伊勢神宮の神官。

六　「潮の満つ」に地名「三津」を掛ける。

七　主語は「春」。行春を擬人化。→補注

八　白波を花に見立てた歌語。

九　舳先に立てて行くだろう、の意。「立つ」は波の縁語。




一〇　小の月で、二九日。→補注

一一　強いて。

一二　松・別「けふ（今日）までと」。→補注

一三　枕草子初段の「春は曙」を反転。












夏一







[image: ]　限二りあれば衣ばかりはぬぎかへて心は花＊を慕ふなりけり







夏歌中に




[image: ]　草しげる道三刈りあけて山里は花四見し人の心をぞ見＊る







水＊五の上の卯うの花




[image: ]　立六田河岸の籬七まがきを見わたせば井八ゐ堰せきの波にまがふ卯の花







夜の卯の花




[image: ]　ま九がふべき月なき頃の卯の花は夜一〇さへさらす布かとぞ見る







社一一頭ノ卯花




[image: ]　神垣の辺りに咲くも便一二たよりあれや木一三ゆ綿ふかけたりと見ゆる卯の花







無一四む言ごんなりける頃、郭公ほととぎすの初はつ声こゑを聞きて




[image: ]　郭公人に語らぬ折にしも初一五は音つね聞くこそかひなかりけれ











一　部立。山家集の三系統とも一七四の詞書を欠く。別詞「更衣をよめる」。

二　限度があるので。衣替をしないわけにはゆかない、の含意。→補注

三　道の夏草を刈り開いて。

四　春に花を見るため山里へ通ってきた人の心を、現れた道により見ることだ。余情として今は誰も来ない嘆き。

五　茨・夫木抄「水辺卯花」。→補注

六　大和国。紅葉の名所。→補注

七　柴や竹で粗く編んだ垣。

八　用水を引くため柵や石組を設けて水流を堰き止めた所。

九　見紛えるはずの。卯の花を月光に見立てるのは常套。




一〇　昼だけでなく夜までも晒す。→補注

一一　松・心「やしろのへん（社の辺）のうのはな」。

一二　縁があろうか。「あれや」は「ありや」と同意の和歌的表現。

一三　楮（こうぞ）の皮を糸状にして榊にかけ幣としたもの。

一四　ある期間無言を通す仏道修行。

一五　その季に初めて鳴く声。誰よりも先に初音を聞き、人にそれを語るのが数奇者の喜びとされた。












尋ねざるに郭公を聞くと云ふ事を、賀一茂社にて人々よみけ＊るに




[image: ]　ほととぎす卯二う月づきの忌いみに忌＊三い籠こもるを思ひ知りても来鳴くなるかな







夕暮の郭公




[image: ]　里四馴るるたそがれどきの郭公ほととぎす聞五かず顔がほにてまた名六乗らせん







郭公




[image: ]　我が宿に花七はな橘たちばなを植ゑてこそ山ほととぎす待つべかりけれ







[image: ]　尋八ぬれば聞きがたきかと郭公ほととぎす今宵ばかりは待九ちこころみん







[image: ]　郭公待一〇つ心のみ尽くさせて声一一をば惜しむ五月さつきなりけり







人一二に代りて




[image: ]　待一三つ人の心を知らばほととぎすた一四のもしくてや夜をあかさまし







郭公を待ちて空むなしく明けぬと云ふ事を




[image: ]　ほととぎす聞一五かで明けぬと告一六げ顔がほに待一七たれぬ鳥＊の音ねぞ聞きこゆなる











一　京都の賀茂別雷神社（上賀茂社）と賀茂御祖神社（下鴨社）の総称。

二　賀茂祭に奉仕する者が行う潔斎。

三　私が籠っているのを。外出して尋ねられない、の含意。→補注

四　四月ころ山から出て里に馴れる。忍び音を鳴く時季。→補注

五　聞かなかった振りをして。

六　名乗りをさせよう（鳴かせよう）。

七　橘の美称。橘は郭公の宿り。

八　郭公を尋ねて行ったなら、かえって聞くのは難しいだろうかと。

九　ここに居ながら試みに待ってみよう。




一〇　私にばかり声を待つ心を尽くさせておいて。

一一　鳴き盛りの五月だというのに声を惜しむのだったか。

一二　人に代って詠んだ代作歌。

一三　お前を待つ私の心。期待の大きさを含意。

一四　必ず来て鳴くと、私は頼もしく夜を明かすだろうに。反実仮想で、現実には頼もしく待てない。

一五　茨・松・心・西・別「なかで」。

一六　告げ知らせる様子で。

一七　待たれもしない鶏。郭公を聞かない夜明けを鶏鳴が告知するゆえ。












[image: ]　郭公聞かで明一けぬる夏の夜の浦二島の子はまことなりけり







郭公歌五首よみけるに




[image: ]　ほととぎす聞三かぬものゆゑ迷はまし花＊四を尋ねぬ山路なりせば







[image: ]　待つことは初はつ音ねまでかと思ひしに聞五きふるされぬ郭公ほととぎすかな







[image: ]　聞六き送る心を具ぐしてほととぎす高七た間かまの山の峯八越えぬなり







[image: ]　大九お井ほゐ川がは小を倉ぐらの山のほととぎす井一〇ゐ堰せきに声のとまらましかば







[image: ]　ほととぎすそ一一ののち越えん山路にも語一二らふ声は変らざらなん







ほととぎすを




[image: ]　郭公思一三ひもわかぬひと声を聞きつといかが人に語らん







[image: ]　ほととぎすい一四かばかりなる契ちぎりにて心つくさで人の聞くらん











一　浦島の箱の縁語「開け」を掛ける。

二　浦島の子があけて悔しいというのは本当だった。→補注

三　聞かないものだから、声を尋ねて山に分け入り迷っただろう。

四　もし春に花を尋ねない山路だったならば。花を尋ねて熟知した山路だった。反実仮想で倒置法。→補注

五　聞き古されない。聞き飽きずに何度聞いても待たれる、の含意。

六　声を聞いて行方を追う私の心を伴って。新奇な口語的表現。

七　大和・河内国境の山。→補注

八　峯を越えたようだ。「なり」は聴覚による推定の助動詞。

九　山城国。洛西を流れる川。




一〇　→補注

一一　死後に越える山路。死出の山路。

一二　語らう（鳴く）声は変らないでほしい。「なん」は他への希望。→補注

一三　はっきり聞いたと識別できない。

一四　どれほどの宿縁があって、心も尽さずに人は聞くのだろう。心を尽しても聞くことができない私と対比。












[image: ]　語一らひしその夜の声はほととぎすいかなる世二よにも忘三れんものか







[image: ]　ほととぎす花四橘はにほふとも身五をうの花の垣根忘＊るな







雨中待ツ二郭公ヲ一と云ふ事を




[image: ]　郭公し六のぶ卯う月づきも過ぎにしをな七ほ声惜しむ五月雨の空







雨中ノ郭公




[image: ]　五八月雨の晴れ間も見えぬ雲九く路もぢより山ほととぎす鳴一〇きて過ぐなり







山寺ノ郭公、人々よみけ＊るに




[image: ]　郭公聞一一くにとてしも籠こもらねど初一二は瀬つせの山はた一三よりありけり







五一四月晦日つごもりに、山里にま＊かりてた一五ち帰りけるを、郭公もす一六げなく聞き捨てて帰りし事など、人の申し遣つかはしたりける返事に




[image: ]　郭公ほととぎす名一七な残ごりあらせて帰りしが聞き捨つるにもなりにけるかな











一　語り合った。恋歌的表現。

二　後世を含意。「夜」を掛ける。

三　忘れようものか、忘れはしない。

四　橘は五月の花。四月の卯の花より郭公の宿りが移動したことを表す。

五　「身を憂」に「卯の花」を言い掛ける。沈淪の身の嘆きを寄せる。→補注

六　忍び音を鳴く四月も過ぎたのに。

七　（鳴くべき五月が来ても）依然として声を惜しむ。→補注

八　→補注

九　雲の上の道を通って。「より」は経過の意を示す。




一〇　鳴いて通り過ぎたようだ。「なり」は聴覚による推定。

一一　聞くためにといって参籠したのでもないけれど。→補注

一二　大和国。長谷寺のある山。初瀬山に郭公を詠む先例はない。→補注

一三　便宜があったのだな。参籠のついでに郭公を聞けたゆえ。

一四　和歌の上で郭公を聞く最後の日。

一五　泊りもせず帰ったのを。

一六　そっけなく。

一七　名残りを残すようにして。












題不知




[image: ]　空一はれて沼の水み嵩かさを落さずはあ二やめもふかぬ五月さつきなるべし







高三かう野やの中ちゆう院ゐんと申す所に、菖蒲あやめ葺ふきたる房の侍りけるに、桜四の散りけるが珍しくおぼえて、よみける




[image: ]　桜散る宿をかざれるあやめをばは五なさうぶとやいふべ＊かるらん







坊六なる稚七ち児ご、これを聞きて




[image: ]　散る花を今日のあやめの根にかけて薬八く玉すだまともやいふべ＊かるらん







さる事ありて、人のもの申し遣つかはしたりける返事に、五日




[image: ]　折九にあひて人にわが身やひ一〇かれまし筑一一つ摩くまの沼のあやめなりせば







五月五日、山一二寺へ人の今日いる物なればとて、し＊やうぶを遣はしたりける返事に




[image: ]　西一三にのみ心ぞか一四かるあやめ草この世は仮一五りの宿と思へば











一　雨空が晴れて、沼の水位を落さないなら。

二　菖蒲を引くこともできず、軒に葺けない五月節句になるだろう。

三　高野山の中院は現在の竜光院。西行同族・佐藤氏出身の明算が開基。

四　陰暦五月五日に高所ゆえ遅い桜が散っていたのが珍しく思われて。

五　桜が上に散りかかる宿を飾っている菖蒲を、まさに「花菖蒲」と言うべきだろうという語戯。→補注

六　「房」に同じ。僧房。

七　寺で召し使う少年。

八　→補注

九　よい時節にあって。→補注




一〇　人に引き立てられる意と菖蒲の根が引かれる意とを掛ける。

一一　筑摩の沼（近江国坂田郡）の菖蒲だったならば。反実仮想で、私は筑摩の沼の菖蒲ではないから引き立てられないでよいと申し出を断る。

一二　西行の住む山寺へ。

一三　西方浄土。

一四　「かかる」はあやめ草の縁語。

一五　あやめ草の縁語「刈り」を掛ける。












[image: ]　みな人の心の憂一きはあやめ草西二に思ひの引かぬなりけり







五月雨さみだれ




[image: ]　水たたふ入＊三江の真ま菰こも刈りかねてむ四なでに過ぐる五月雨の頃







[image: ]　五月雨に水まさるらし宇五う治ぢ橋ばしや蜘六く蛛も手でにかかる波の白七し糸らいと







[image: ]　五八月雨は岩九いはせく沼の水深み分一〇わけし石いし間まの通＊ひ路ぢもなし







[image: ]　小こ笹ざさ敷く古一一ふ里るさと小を野のの道一二のあてをまた沢になす五月雨の頃







[image: ]　つ一三くづくと軒の雫しづくをな一四がめつつ日をのみ暮らす五月雨の頃







[image: ]　東一五あづ屋まやの小一六を萱がやが軒の糸水に玉貫ぬきかくる五月雨の頃







[image: ]　五月雨に小を田だの早さ苗なへやいかならん畔一七あぜの埿うき土つちあらひこされて











一　あやめ草の縁語「埿（うき）」を掛ける。

二　菖蒲は引くが、西方浄土に思いが引かないのだったか。

三　→補注

四　空手に。収穫せずに。記紀に用例はあるが、珍しい語。

五　山城国。宇治川に架る。→補注

六　材木を交差した支柱。

七　「糸」は蜘蛛の縁語。

八　この歌は流布本系統にない。

九　岩がせきとめた沼。




一〇　水がないとき踏み分けた。

一一　古く荒れた小野の里。山城国。

一二　道の所在を知る目当て。小笹の踏み跡が道の目当てになる。

一三　→補注

一四　物思いに耽る意の「眺め」に「長雨」を掛ける。

一五　四方の柱だけで壁のない小屋。

一六　萱葺きの軒から糸のように滴り落ちる雨水に宝石を貫き通して垂らしているように見える。「貫き」「かくる」は糸の縁語。→補注

一七　畔を固めた泥土は洗い流され水に越されて。一面水浸しの田を想像。












[image: ]　五月雨さみだれの頃にしなれば荒一あら小を田だに人二もまかせぬ水た三たひけり







或る所に、五月雨の歌十五首よみ侍りしに、人に代りて




[image: ]　五四月雨に干ほすひまなくて藻五も塩しほ草ぐさ煙けぶりも立てぬ浦のあま人







[image: ]　水六み無な瀬せ川がはを七ちの通かよ路ひぢ水満ちて舟渡りする五月雨の頃







[image: ]　広八瀬川渡りの沖九のみ一〇をじるし水み嵩かさぞ深き五月雨の頃







[image: ]　早一一瀬川つ一二なでの岸を沖一三に見てのぼりわづらふ五月雨の頃







[image: ]　水わくる難一四な波には堀ほり江えのなかりせばいかにかせまし五月雨の頃







[image: ]　舟一五すゑしみなとの蘆あし間ま棹さを立てて心一六ゆくらん五月雨の頃







[image: ]　水みな底そこに敷一七かれにけりなさ一八みだれて美一九み豆づの真ま菰こもを刈りに来たれば











一　荒れた田。

二　人が引いたのでもない水。

三　充満したな。「たたひ」は自動詞・四段活用の連用形。

四　→補注

五　製塩のため干して焼く海藻。

六　摂津国三島郡。水無し川の意を利かす。

七　彼方の岸へ徒渉する路。

八　→補注

九　岸から離れた川中。




一〇　舟の水路を標示する杭。歌語としては「みをつくし」を通常用いる。

一一　所在未詳。流れの早い川。

一二　綱を引いて舟を遡上させる岸。

一三　普段の岸を沖合の川中に見て。

一四　淀川を分流した堀江。→補注

一五　湊に茂る蘆の間に舟を据え置き、棹を水底に突き立ててつなぎ。

一六　満足だろう。「ゆく」は「すゑ」に対照。

一七　乱れて敷き伏せられたよ。「敷く」は菰の縁語。

一八　動詞「五月雨る」に「さ乱る」を掛ける。

一九　山城国。→補注












[image: ]　五月雨さみだれの小を止やむ晴れ間のな＊一からめや水二の嵩かさほせ真ま菰こも刈る舟







[image: ]　五月雨に佐三野の舟ふな橋はし浮きぬれば乗四りてぞ人はさし渡るらん







[image: ]　五月雨の晴れぬ日数のふ五るままに沼の真菰は水み隠がくれにけり







[image: ]　水なしと聞六きてふりにし勝七か間つま田たの池八あらたむる五月雨の頃







[image: ]　五月雨は行くべき道九のあてもなし小を笹ざさが原も埿一〇うきにながれて







[image: ]　五月雨は山田の畔あぜの滝一一まくら数一二を重ねて落つるなりけり







[image: ]　川一三ばたの淀みにとまる流れ木の浮一四う橋きはし渡す五月雨の頃







[image: ]　思一五はずにあなづりにくき小こ川がわかな五月さつきの雨に水まさりつつ











一　きっとあるだろう。「や」は反語。

二　干して水位を落とせ、と舟人に下知。→補注

三　上野国。舟橋は舟を並べて上に板を渡した橋。→補注

四　人はその舟に乗り棹さして渡るだろう。「乗り」「さし」は舟の、「渡る」は橋の縁語。

五　「経る」に「降る」を掛ける。

六　古くから聞いてきた。「ふり」は「古り」に「降り」を掛ける。

七　所在未詳。→補注

八　水が満ちて池の様を一新する。

九　→二一〇・注一二　→補注




一〇　泥土になって流れて。

一一　畔を枕に見立て、水が越えて滝状に見える様。

一二　棚田の段ごとにいくつもの滝が数を重ねて。「重ねて」は枕の縁語。

一三　川岸。茨・別「川わた」は川の曲がった所。

一四　淀みに留る流木が浮橋（舟橋に同じ）を渡す、と見立てる。

一五　思いがけず、ばかにできない。「あなづる」は散文系語彙。









と一なりの泉




[image: ]　風二をのみ花なき宿は待ち待ちて泉三の末をまた掬四むすぶかな







水辺ノ納涼と云ふ事を、北五白川にてよみける




[image: ]　水の音おとに暑さ忘るるま六とゐかな梢こずゑの蟬せみの声七もまぎれて







深山ノ水鶏くひな




[image: ]　杣そま人びとの暮八に宿借かるここちして庵いほりをた九たく水鶏なりけり







題不知




[image: ]　夏山の夕一〇ゆ下ふし風たかぜの涼しさに楢一一ならの木こ蔭かげの立一二たま憂うきかな







撫子なでしこ




[image: ]　か一三き分けて折れば露一四こそこぼれけれ浅一五あ茅さぢにまじるなでしこの花







雨一六中ノ撫子




[image: ]　露一七おもみ園一八のなでしこいかならんあらく見えつる夕ゆふ立だちの空











一　別「隣家泉」。

二　春は隣家から落花を運ぶ風だけを、花のない私の家では。→補注

三　夏は隣家の林泉の下流を。

四　手に掬って涼を取ることだな。

五　洛東・白川の北部。

六　親しい同士の団欒。ここは歌会。

七　蟬の暑苦しい声も涼しい白川の水音に紛れて。

八　杣人（木樵）の縁語「榑（くれ）」を掛ける。

九　戸を叩く音との類似から水鶏が鳴くのを「たたく」という。訪問を含意。→補注




一〇　夕方に地上を低く吹く風。

一一　楢は葉が広いので納涼の主題。

一二　立ち去るのが辛いことだ。→補注

一三　浅茅を搔き分けて折ると。「折る」は恋歌的表現。

一四　撫子は露を帯びた風情を賞玩される。

一五　丈の低い茅などの雑草。

一六　松・別「雨後の撫子といふことを」。

一七　露が重く置いたので。→補注

一八　屋敷に付属する園地。












夏野ノ草




[image: ]　み一まくさに原の小をす薄すきし二がふとて臥三ふ所しどあせぬと鹿四思ふらん







旅行クニ草深シと云ふ事を




[image: ]　旅人の分くる夏野の草しげみ葉は末ずゑに菅すげの小を笠がさは五づれて







[image: ]　雲六ひ雀ばりあがる大七野の茅ち原はら夏来れば涼む木蔭をたづねてぞ行く







照八と射もし




[image: ]　照射する火ほ串ぐしの松もか九へなくに鹿一〇し目かめ合あはせで明かす夏の夜







題不知




[image: ]　夏の夜一一は篠しのの小こ竹たけの節一二ふし近みそ一三よやほどなく明くるなりけり







[image: ]　夏の夜の月見ることやなかるらん蚊一四か遣やり火びたつる賤一五しづの伏ふせ屋やは











一　貴人の馬の飼料にする馬草。→補注

二　草を刈り束ねて、その末を結ぶ。

三　寝床が浅くなり荒れた。

四　副詞「然（し）か」を掛ける。

五　丈高い夏草の葉先の上に小笠だけ浮上って見える。→補注

六　春の景。→補注

七　大きく広い野。普通名詞か。

八　夏の闇夜に火串（灯火を保持する串）に松明を灯し、その明りが鹿の目に反射するのを目当てに弓を射る狩猟法。

九　取り替えない内に。短夜の表現。




一〇　鹿が照射の光に目を合わせず、私も目蓋を合わせて眠らない間に、の意。鹿に「然か」を掛ける。→補注

一一　竹の縁語「節（よ）」を掛ける。

一二　節の間が近く短いので。

一三　そうそう、の意の感動詞。篠竹の揺れる様の擬音を響かす。

一四　蚊を屋外へ追いやるために焚く火。庶民の風俗。その煙で月が見えないだろうと推量。

一五　卑賤の者の地に伏せたような家。












海辺ノ夏ノ月




[image: ]　露一の＊ぼる蘆二あしの若葉に月さえて秋三をあらそふ難四波江の浦







泉にむかひて月を見ると云ふ事を




[image: ]　掬五むすびあぐる泉にす六める月影は手にもとられぬ鏡七なりけり







[image: ]　掬ぶ手に涼しき影を八慕ふかな清水に宿る夏の夜の月







夏ノ月ノ歌をよみけるに




[image: ]　夏の夜も小を笹ざさが原に霜九ぞ置く月の光のさ一〇えしわたれば







[image: ]　山やま川がはの岩にせかれて散る波を霰一一あられと見する夏の夜の月







池上ノ夏ノ月




[image: ]　影さえて月一二しもことにすみぬれば夏の池にもつ一三ららゐにけり







蓮満ツレ池ニと云ふ事を




[image: ]　お一四のづから月宿るべきひ一五まもなく池に蓮はちすの花一六咲きにけり











一　露が葉末に登る。→補注

二　通常は春の歌語。

三　露と月とが早くも秋の趣を争う。

四　摂津国。蘆が景物の歌枕。

五　第四句にも懸る。

六　「澄める」と「住める」の掛詞。

七　泉水に映る月光を鏡に見立てる。

八　…を私は慕うよ。松・別「のかよふ」、流布本・心・西「をそふる」は、それぞれ影・月が主語。

九　冴えた月光を霜に見立てる。冬の景物で納涼を強調。以下二首の「霰」「つらら」も同様。→補注




一〇　月光が「冴え」に、夜が「さえ」（冷え）を掛ける。「し」は強意。

一一　月が光を宿して波の飛沫を霰のように見せる。

一二　「しも」は強意。「すみ」は「澄み」に「住み」を掛ける。

一三　氷が張ったのだ。「つらら」（氷柱ではなく氷）は池上に映る月光の見立て。→補注

一四　自然に。

一五　「ひま」は空間的な隙間。「ひまなく」で題の「満」に対応。

一六　蓮は夜明けに咲く。












雨一中ノ夏ノ月




[image: ]　夕立の晴るれば月ぞ宿りける玉二ゆり据うる蓮三はすの浮葉に







涼風如シレ秋ノ




[image: ]　ま四だきより身五にしむ風のけしきかな秋六先立つる深＊み山やま辺べの里







松七風如シレ秋ノと云ふ事を、北八白川なる所にて人々よみて、また水声ニ有リレ秋と云ふ事をか九さねけるに




[image: ]　松風の音のみならず石一〇い走しばしる水にも秋はありけるものを







山家待ツレ秋ヲ




[image: ]　山里は外一一そ面ともの真＊ま葛くず葉一二をしげみ裏一三吹きかへす秋を待つかな







六一四み月なづき祓ばらへ




[image: ]　禊みそぎして幣一五ぬさきりながす河の瀬にや一六がて秋めく風ぞ涼しき











一　茨・松も「雨中夏月」だが、別・西「雨後夏月」、心「あめののちのなつのつき」とある方が適切。

二　夕立の残した露の玉を揺らして据え置く。

三　→補注

四　まだ秋が来ないうちから。

五　→補注

六　都より先に秋を立たせる。

七　→補注

八　洛東・白川の北部。

九　二題を重ね合わせて詠んだ折に。




一〇　水が岩に当ってしぶきを上げて流れる。万葉語「いはばしる」の平安期の訓より生じた語。白川の水流を表現。

一一　家の外側。

一二　葉を茂らせているので。

一三　葉を裏返す秋風が吹く。葛の葉の風に裏返る性質による歌句。→補注

一四　六月晦日に川原で行う禊。人形や幣を川に流して穢れを払う。夏越（なごし）の祓とも。

一五　幣を刀で切って流す。→補注

一六　すぐに秋を思わせる。












秋







山家ノ初秋




[image: ]　さ一まざまのあはれをこめて梢二吹く風三に秋知る深み山やま辺べの里







山居ノ初秋




[image: ]　秋四立つと人は告げねど知五られけり深み山やまの裾の風のけしきに







常六と盤きはの里にて、初秋ノ月と云ふ事を人々よみけるに




[image: ]　秋立つと思ふに空もた七だならでわ＊八れて光を分＊けん三日月







初めの秋頃、鳴＊九な尾るをと申す所にて、松風の音を聞きて




[image: ]　常よりも秋にな一〇るをの松風はわきて身にしむ心一一こ地こちこそすれ







七夕たなばた




[image: ]　急ぎ起一二きて庭の小こ草ぐさの露一三踏まんや一四さしき数に人や思ふと







[image: ]　暮れぬめり今日待ちつけて七夕はう一五れしきにもや露こぼるらん











一　秋の多様な情趣。自身の情感も含むか。

二　山家の実景の描写。

三　参考「秋来ぬと目にはさやかに見えねども風の音にぞおどろかれぬる」（古今・秋上・藤原敏行）。風に秋を知るのは伝統的発想。

四　参考→前歌注三の敏行の歌。

五　自ずと知られたよ。「れ」は自発。

六　山城国葛野（かどの）郡。三寂の父・藤原為忠邸があった。

七　普通でない趣で。

八　身を分割して、欠けた部分は光を分けて他所をも照しているだろう。→補注

九　摂津国の歌枕。松の名所。




一〇　秋に「成る」と地名「鳴尾」の掛詞。

一一　心・西・新拾遺「物にぞ有ける」。

一二　露の縁語「置き」を掛ける。

一三　露を踏んで草露を集めよう。露ですった墨で梶の葉に願い事を書く慣習を実行。→補注

一四　私を優美な人の数に。

一五　うれしいにつけても涙の露がこぼれるだろう。織女の胸中を推量。












[image: ]　天の川今日の七なぬ日かはな一がき世のためしにも引き忌いみもしつべし







[image: ]　船二寄する天の河三辺の夕暮は涼しき風や吹きわ四たるらん







[image: ]　待ちつけてうれしかるらん七夕の心のうちぞ空五に知らるる







蜘蛛くものい六かきけるを見て




[image: ]　さ七さがにの蜘八く蛛も手でにかけて引く糸やけふ七夕にか九ささぎの橋







草花路を遮さいぎると云ふ事を




[image: ]　夕露を払へば袖にた一〇ま消えて路一一分けかぬる小一二野の萩原







野一三ノ径




[image: ]　末一四す葉ゑば吹く風は野一五も狭せにわたるとも荒一六くは分けじ萩の下露







草花得タリレ時ヲと云ふ事を




[image: ]　糸一七いと薄すすき縫一八はれて鹿の臥す野辺にほ一九ころびやすき藤ふぢ袴ばかまかな











一　きっと永遠に続く男女の仲の例にも引き、年に一度しか逢えないので憚り避けもするだろう。

二　牽牛が船を寄せる。→補注

三　心・西「川瀬（かはせ）」。

四　心・西「わたす」。

五　七夕の「空」に、暗に知る意の「空に」を掛ける。→補注

六　巣をかけたのを。「い」は巣。

七　蜘蛛の異称。

八　四方八方に。「橋」の縁語。

九　鵲（かささぎ）が翼を並べて天の川に架ける橋。→補注




一〇　露の玉が消えて。

一一　道を分けて行くのが躊躇われる。

一二　「小野」は、ここは普通名詞か。

一三　野の小道。茨・松・心・西・別は下に「秋風」が付く結題。

一四　草木の先端の葉。

一五　野も狭しと一面に。

一六　私は荒く分けては行くまい。主語を風と取る解もある。

一七　茎の細い薄。「糸」「縫ふ」「綻ぶ」は「袴」の縁語。

一八　糸に縫われて鹿が臥す。

一九　つぼみが開きやすい。→補注












行路ノ草花




[image: ]　折一らで行く袖にも露ぞし二ほれける萩＊の枝えしげき野三辺の細道







霧中ノ草花




[image: ]　穂四に出いづる深み山が裾のむ五らすすき籬六まがきに籠こめてかこふ秋霧







終日見ル二野ノ花ヲ一




[image: ]　乱れ咲く野辺の萩原分七け暮れて露八にも袖を染めてけるかな







萩満テリレ野ニ




[image: ]　咲九きそはん所一〇の野辺にあ一一らばやは萩より外ほかの花も見るべき







萩一二満テリ二野亭ニ一




[image: ]　分一三けて入いる庭しもや一四がて野辺なれば萩の盛りをわがものに見る







野萩似タリレ錦ニ




[image: ]　今け日ふぞ知るそ一五の江えに洗ふ唐からに錦しき萩咲く野辺に有りけるものを











一　折れば濡れて当然だが、の含意。

二　ぐっしょり濡れた。

三　心・西・夫木抄「のぢ」は近江国の歌枕「野路」か。

四　高く花穂を出す。人目につく意を掛ける。

五　群生する薄。

六　粗く編んだ垣根のうちに囲うようにする。霧を擬人化。

七　題の「終日」を表す。

八　萩の花摺りの上に夕露にも染めてしまったよ。

九　咲き勝る。以下の歌意は、もしここが萩の咲き勝る名所の野辺であったならば、萩以外の花も見られただろうか、いや萩の名所でその他の花を見られはしないし、名所ではないここでも萩しか目に入らない。




一〇　名所の野。

一一　「ば」は仮定、「やは」は反語。

一二　→補注

一三　草を分けて入る他人の庵の庭。

一四　そのまま野辺なので。

一五　蜀の国の錦江（四川省成都付近を流れる川）。ここでさらされる錦は蜀の名産。→補注












草花を




[image: ]　茂一りゆきし原の下草尾二を花ばな出いでて招くは誰たれを慕ふなるらん







薄当リテレ道ニ繁シ




[image: ]　花はな薄すすき心三あてにぞ分けてゆくほ四の見し道の跡しなければ







古キ籬まがきノ刈かる萱かや




[image: ]　籬五荒れて薄六ならねど刈萱もしげき野辺ともなりにけるものを







女郎花をみなへし




[image: ]　をみなへし分けつる野辺と思七はばや同八じ露にし濡るとし＊ならば







[image: ]　をみなへし色九めく野辺にふ一〇ればはん袂に露やこぼれかかると







草一一花露重シ




[image: ]　今一二朝見れば露のす＊がるに折れ伏して起一三きも上がらぬ女郎花をみなへしかな











一　夏に茂っていった野原の下草の中から。茨「しげりゆくしばの下草」。

二　薄の花穂が出たもの。花薄。風になびくさまを擬人化して「招く」と詠む。

三　あて推量で。

四　かつて通り、ほのかに見た覚えのある道。薄の縁語「穂」を掛ける。

五　人が住まず、垣根も荒れて。

六　古歌にいう一群薄ではないけれど、の含意。→補注

七　思いたい。「ばや」は願望。

八　同じ秋草の露に濡れるとするならば。どうせなら女性を思わせる女郎花の露（涙を暗示）に濡れたことにしたい、の含意。

九　美しく色づく。また、あだめく。女郎花に女性の姿を重ねて詠む古今集以来の伝統で、両方の意味を含めて用いた。→補注




一〇　触れて親しもう。「ふればふ」は四段動詞。恋歌的官能性を表現。

一一　源俊頼ほかの家集に同題。

一二　→補注

一三　起き上がりもしない。後きぬ朝ぎぬの別れの女性の姿態を重ねる。












[image: ]　おほかたの野辺の露にはしほるれどわ一が涙なきをみなへしかな







女郎花をみなへし帯ブレ露ヲ




[image: ]　花二が枝えに露の白しら玉たま貫三ぬきかけて折四る袖濡らすをみなへしかな







[image: ]　折五らぬより袖ぞ濡れぬる女郎花露六むすぼれて立てるけしきに







水七辺ノ女郎花




[image: ]　池の面おもに影をさやかにう＊八つしもて水九鏡見るをみなへしかな







[image: ]　た一〇ぐひなき花の姿ををみなへし池の鏡にうつしてぞ見る







女郎花水一一ニ近シ




[image: ]　をみなへし池一二のさなみに枝ひちても一三の思ふ袖の濡るる顔がほなる







荻をぎ




[image: ]　思一四ふにも過ぎてあはれに聞ゆるは荻の葉乱一五る秋の夕風











一　自分の涙の露は持たない。男に対して無情な女の見立て。

二　→補注

三　宝石のように貫き通して。

四　女との契りを暗示。

五　折る前から。

六　露が凝固して。心晴れない心情を重ねる。

七　先例のない歌題。

八　映すことで。底本の独自異文「うつしても」を他本により改訂したが、松・別「うつしても」。→補注

九　水面に影が映るのを鏡にたとえた語。女郎花を、鏡を見る女に見立てる。




一〇　比べるものがない。→補注

一一　→補注

一二　池のさざ波に枝が浸って。「ひつ」は当時すでに古風な語だった。

一三　恋の物思いの涙で袖が濡れた風情。

一四　思っていた以上に。心・西はこの歌を「秋の歌どもよみ侍りしに」の歌群に収める。

一五　吹き乱す。「乱る」は四段活用の他動詞。












[image: ]　お一しなべて木二草の末の原＊までになびきて秋のあはれ見えけり







荻ノ風払フレ露ヲ




[image: ]　牡三を鹿しか伏す萩咲く野辺の夕露をしばしもためぬ荻四をぎの上うは風かぜ







隣五ノ夕ノ荻ノ風




[image: ]　あたりまであはれ知れとも言六ひ顔に荻七の音こす秋の夕風







秋歌中に




[image: ]　吹きわたす風にあはれをひ八としめてい九づくもす一〇ごき秋の夕暮







[image: ]　お一一ぼつかな秋はいかなる故ゆゑのあればす一二ずろに物の悲しかるらん







[image: ]　なにごとをい一三かに思ふとなけれども袂一四かわかぬ秋の夕暮







[image: ]　な一五にとなくもの悲しくぞ見えわたる鳥一六と羽ば田たの面おもの秋の夕暮











一　荻の歌でなく、配列不審とする説もある。

二　草木の葉末が野原の末に至るまで風になびいて。「末」は葉の先端の意に野原の果ての意を言い掛ける。「までに」は空間的極限を表す。

三　萩は鹿の花妻。

四　→補注

五　「隣家夕荻」（林葉集）、「隣家晩荻」（頼政集・教長集）の類題がある。

六　言いたげに。風を擬人化。

七　荻の葉ずれの音を吹き送ってよこす。「こす」はこちらによこすの意の他動詞。

八　等しくして。

九　参考「さびしさに宿を立ち出でてながむればいづくも同じ秋の夕暮」（後拾遺・秋上・良暹法師）。




一〇　荒涼として寂しい。散文系の語。

一一　はっきりしない。

一二　むやみに。→補注

一三　松・言葉集「いかにとおもふと」。→補注

一四　涙に濡れて、の含意。

一五　→補注

一六　山城国紀伊郡の歌枕。












野亭ノ秋夜




[image: ]　寝一覚めつつ長き夜二よかなと磐三い余はれ野のに幾いく秋あきさてもわが身経へぬらん







露を




[image: ]　お四ほかたの露には何五なにのなるならん袂たもとに置くは涙なりけり







山里に人々まかりて、秋の歌よみけるに




[image: ]　山里の外六そ面ともの岡の高き木にそ七ぞろがましき秋八あ蟬きぜみの声







人九々秋ノ歌十首よみけるに




[image: ]　玉一〇に貫ぬく露はこぼれて武蔵むさし野のの草一一の葉むすぶ秋の初風







[image: ]　穂一二に出でて篠一三の小をす薄すき招く野＊にた一四はれて立てる女郎花をみなへしかな







[image: ]　花一五をこそ野辺の物とは見に来つれ暮るれば虫の音ねをも聞きけり







[image: ]　荻一六をぎの葉を吹き過ぎて行く風の音に心乱るる秋の夕暮











一　「寝覚め」は嘆老を表現。

二　「齢（よ）」を掛ける。

三　大和国の歌枕。「言はれ」を言い掛ける。

四　世間一般の。野辺一面の露の映像を伴うか。私の袂に置く涙の露と対比。→補注

五　一体何がなるのだろう。

六　家の外側。

七　落ち着きない様子で鳴く。蟬の短命を含意。→補注

八　夏から秋にかけて鳴く蟬。

九　歌会で初秋より暮秋までを詠んだ十首歌。→補注




一〇　玉を貫き通したように置く。

一一　草の葉をなびかせて結ぶように吹く。草の葉を糸に見立て、「貫く」「むすぶ」を縁語とする。

一二　薄が花穂を出して、と恋心を表に出しての意を掛ける。→補注

一三　まだ穂の出ない薄。「小」に「男」を掛け、女郎花の「女」に対比。

一四　戯れて。男の手招きに媚びる女に見立てる。

一五　→補注

一六　→補注












[image: ]　は一れやらぬ深み山やまの霧のた二えだえにほのかに鹿の声きこゆなり







[image: ]　か三ねてより梢の色を思ふかな時雨しぐれはじむる深み山やま辺べの里







[image: ]　鹿四の音ねを垣五根にこめて聞くのみか月もす六みけり秋の山里







[image: ]　庵いほに漏七もる月の影こそさびしけれ山田は引八ひ板たの音ばかりして







[image: ]　わ九づかなる庭の小こ草ぐさの白露をも一〇とめて宿る秋の夜の月







[image: ]　な一一にとかく心一二をさへはつくすらんわ一三が歎きにて暮るる秋かは







月




[image: ]　秋の夜の空に出づてふ名一四のみして影ほのかなる夕一五ゆ月ふづ夜くよかな







[image: ]　天あまの原月一六たけのぼる雲くも路ぢをばわ一七きても風の吹きはらはなん











一　→補注

二　絶え間絶え間に、途切れがちに。「霧の」を承け、「きこゆ」を修飾。

三　時雨が紅葉を染める前から。→補注

四　→補注

五　庭に入って来た鹿の鳴く音を垣根の内に籠めて聞く。

六　「住み」と「澄み」の掛詞。

七　山田の縁語「守もる」を掛ける。

八　板を鳴らして鳥獣を追う仕掛。

九　量が少ない。非歌語的語彙。「白露」を修飾。




一〇　探し尋ねて宿る。月光遍満は仏教の恩沢にも通う。

一一　どうしてこのように。心・西「秋の暮」題。

一二　心をまでも尽すのだろう。→補注

一三　私の歎きのせいで暮れる秋だろうか、いやそうではないのに。

一四　名ばかりで。秋の月といえば明月という観念を前提とする。

一五　陰暦上旬の夕方にかかる月。

一六　月が天高く上る。

一七　とりわけ風が吹き払ってほしい。












[image: ]　うれしとや待つ人ごとに思ふらん山一の端は出いづる秋の夜の月







[image: ]　な二かなかに心三つくすも苦しきに曇四らば入＊いりね秋の夜の月







[image: ]　いかばかりうれしからまし秋の夜の月すむ空に雲五なかりせば







[image: ]　播六は磨りま潟がた灘七なだの深八み沖おきに漕ぎ出でてあ九たり思はぬ月をながめん







[image: ]　い一〇さよはで出いづるは月のうれしくて入る山の端ははつらきなりけり







[image: ]　水一一の面おもに宿る月さへ入りぬるは池の底にも山やあるらん







[image: ]　慕一二はるる心一三やゆくと山の端にし一四ばしな入りそ秋の夜の月







[image: ]　明くるまで宵より空に雲なくてま一五たこそかかる月見ざりつれ











一　山の稜線。月の出で入る所。

二　かえって。「苦しきに」に懸る。

三　雲が懸るかと心配しつくすのも。

四　曇ったなら入ってしまえ。「ね」は完了の助動詞「ぬ」の命令形。

五　雲がなかったら、どんなにうれしいだろう。反実仮想の倒置。現実には雲があり、気がかりゆえ。

六　播磨国南部の海岸。

七　摂津国武庫川から生田川に至る沿海。

八　遥か遠い沖。

九　周囲にさえぎる物を気にしない。下句は西・別「西に山なき月を見るかな」。→補注




一〇　ためらわずに。「出づる」「入る」共に懸る。

一一　空の月はもちろん水面に映る月まで。「さへ」は添加。→補注

一二　自ずと慕われる。「るる」は自発。

一三　心は満たされ、そこまで行くと思うから。

一四　暫く入るなよ。→補注

一五　二度とはこんな月を見なかったよ。「また…」を過去に用いた破格の語法。












[image: ]　浅一あ茅さぢ原はら葉末の露の玉ごとに光二つらぬく秋の夜の月







[image: ]　秋の夜の月を雪かとま三がふれば露も霰あられの心ここ地ちこそすれ







閑しづかニ待ツレ月ヲ




[image: ]　月四ならでさし入る影のなきままに暮るるうれしき秋の山里







海辺ノ月




[image: ]　清五き見よみ潟がた月すむ空の浮雲は富士の高たか嶺ねの煙六けぶりなりけり







池上ノ月




[image: ]　水七み錆さびゐぬ池の面おもての清ければ宿れる月もめ八やすかりけり







同九じ心を、遍一〇照寺にて、人々よみけるに




[image: ]　宿一一しもつ月の光のを一二をしさはい一三かにいへども広沢の池







[image: ]　池一四にす一五む月にかかれる浮雲は払一六ひ残せる水み錆さびなりけり











一　→補注

二　糸で玉を貫き留めるように、露の玉に映る光を貫く。

三　見紛えると。一面の月光を雪と見るのは常套。

四　月光以外には差し入ってくるものがないので。訪れる人もないの含意。→九四八・九四九

五　駿河国。月の名所。→補注

六　浮雲と見えたのは煙だったよ、という気づき。

七　水垢がたまっていない。→補注

八　見た目が安らかだよ。「めやすし」は非歌語。

九　前歌と同じ「池上月」の題意。




一〇　山城国葛野郡嵯峨の寺。広沢池の南に所在。翫月の名勝。

一一　宿らせて持つ。主語は広沢の池。

一二　雄大さ。月光の形容としては珍しい。松・別「をかしさは」。茨「おほさはは」は大沢の池に取り成す。

一三　何といっても。

一四　→補注

一五　「住む」「澄む」の掛詞。

一六　清掃し残したの意に、風が吹き払い残したの意を掛ける。












月＊似タリ二池ノ氷ニ一




[image: ]　水なくてこ一ほりぞしたる勝二か間つま田たの池あらたむる秋の夜の月







名所ノ月




[image: ]　清三き見よみ潟がた沖の岩越す白波に光四をかはす秋の夜の月







[image: ]　な五べてな＊き所＊の名をや惜しむらん明六石はわきて月のさやけき







海辺ノ明月




[image: ]　難なに波は潟がた月の光にう七らさえて波の面おもてに氷八をぞ敷く







月九前ノ遠望




[image: ]　く一〇まもなき月一一の光にさそはれて幾いく雲居までゆく心ぞ一二も







終夜見ルレ月ヲ




[image: ]　誰一三た来れきなん月の光にさそはれてと思ふに夜よ半はの明一四けぬなるかな











一　結氷した。月光を氷に見立てる。

二　所在未詳。→二二五補注

三　→三一九・注五。沖に岩が実在。初度奥州の旅途上に嘱目したか。

四　白波に月光を重ね合わせる。→補注

五　比類ない名所の名声を月が惜しむのだろうか。

六　播磨国の歌枕。月の名所。

七　浦が心のうちまで凍るように冴えて。「浦」に「うら（心・裏）」を掛けて「面」に対照。

八　月光を氷に見立てる。参考「秦甸之一千余里　凜凜氷舖」（和漢朗詠・上・十五夜）。

九　心詞「月の前に遠く望むといへることを、菩提院の前の斎宮にて人々よみ侍りしに」。→一〇補注




一〇　一点も曇るところない。

一一　→補注

一二　「幾」の疑問に呼応して感動を込めた疑いを表す。

一三　きっと誰か来るだろう。

一四　明けてしまうようだよ。「なる」は推定。誰も来ずに、の含意。茨・万代集「明けにけるかな」。












八月十五夜




[image: ]　山の端はを出づる宵よりし一るきかな今二宵しらする秋の夜の月







[image: ]　数＊三へねど今宵の月のけしきにて秋四のなかばを空五にしるかな







[image: ]　天六の川名七に流れたるかひありて今宵の月はことに澄みけり







[image: ]　さやかなる影にてしるし秋の月十八と夜よにあまれる五日いつかなりけり







[image: ]　う九ちつけにまた来こん秋の今宵まで月ゆゑ惜しくなる命かな







[image: ]　秋一〇はただ今宵一ひと夜よの名なりけり同じ雲居に月はす一一めども







[image: ]　老一二いもせぬ十じふ五ごの年もあるものを今宵の月のか一三からましかば







くもれる十五夜を




[image: ]　月一四見れば影なく雲につつまれて今一五宵ならずは闇に見えまし











一　はっきりと分るよ。

二　今夜が十五夜だと知らせる。

三　今日は何日と暦の上で数えないけれど。→補注

四　仲秋。ここは八月十五夜。

五　暗にの意の「そらに」を掛ける。

六　銀河。または伊勢物語で有名な河内国天の川か。→補注

七　名が世に広く流布している。「流れ」は川の縁語。

八　十夜と五日で十五夜を表す。→補注

九　出しぬけに。出家の不ふ惜じやく身しん命みようの覚悟に矛盾する衝動。→補注




一〇　→補注

一一　「澄め」と「住め」の掛詞。

一二　年老いることもない。→補注

一三　空に「かから」と「かくあら」を掛ける。「ましかば」は反実仮想の後半を省略。現実の月は十六夜以降、月齢を重ねて老いる（欠ける）。

一四　心・西「月まてば」。

一五　今夜でなかったら闇に見えただろう。反実仮想。現実には十五夜の明月ゆえ、雲に包まれて姿が見えなくともほの明るい。












月ノ歌あまたよみけるに




[image: ]　入一いりぬとやあづまに人は惜しむらん都に出づる山の端はの月







[image: ]　待二ち出でて隈くまなき宵の月見れば雲三ぞ心にまづかかりける







[image: ]　秋風や天あまつ雲くも居ゐをは四らふらん更五ふけゆくままに月のさやけき







[image: ]　何六い処づくとてあはれならずはなけれども荒七れたる宿ぞ月はさびしき







[image: ]　蓬八よもぎわけて荒れたる庭九の月見れば昔すみけん人ぞ恋しき







[image: ]　身一〇にしみてあはれ知らする風よりも月にぞ秋一一の色はあ一二りける







[image: ]　虫一三の音ねにかれゆく野辺の草むらにあはれをそへてすめる月かげ







[image: ]　人も見ぬよ一四しなき山の末一五までにす一六むらん月のかげをこそ思へ











一　月が西の山へ入ってしまったと東国で人は惜しんでいるだろうか。心・西・別「あづまには入りぬと人や思ふらん」。→補注

二　「待ち」の主語は私、「出でて」の主語は月。

三　雲が月に懸りはしないかとまず気にかかるよ。「かかり」は月・雲の縁語。

四　「はらふ」は雲の縁語。

五　更けてゆくにつれて。

六　どこだとて月があわれでない所はないけれど。

七　→補注

八　蓬は荒廃を表す植物。→補注

九　茨「やど」。




一〇　→補注

一一　秋を感じさせる色彩や気配。

一二　茨・西・玄玉集「みえける」。

一三　虫の音につれて。陽明文庫本系の多くと茨・松・別「虫の音も」。この本文によれば、続く「枯れ」は「離かれ」との掛詞になる。

一四　由緒のない、つまらない山。

一五　末に至るまで。

一六　「澄む」と「住む」の掛詞。












[image: ]　木この間洩もる有明の月をながむればさ一びしさそふる峯の松風







[image: ]　いかにせんか二げをば袖に宿せども心三の澄めば月の曇るを







[image: ]　く四やしくも賤五しづの伏ふせ屋やとおとしめて月六の洩るをも知らで過ぎける







[image: ]　あ七ばれたる草の庵いほりにもる月を袖八にうつしてながめつるかな







[image: ]　月を見て心九うかれしい一〇にしへの秋にもさ一一らにめぐりあひぬる







[image: ]　な一二にごとも変りのみゆく世の中に同じ影にてすめる月かな







[image: ]　夜もすがら月こそ袖一三に宿りけれ昔一四の秋を思ひ出づれば







[image: ]　ながむればほ一五かの影こそゆ一六かしけれ変らじものを秋の夜の月







[image: ]　ゆくへなく月に心のす一七みすみて果一八はてはいかにかならんとすらん











一　寂しさを添える。先例のない西行の独自句。

二　月光を袖の涙に映すけれども。

三　下句は、心が澄むと涙が納まり、今度は月に雲が懸って曇るのをと取る解と、心が澄むと感涙の涙によって月が曇って見えるのをと取る解と、両解ある。

四　第五句に懸る。

五　下賤の陋屋と卑下して。

六　月が洩る情趣をも。屋の縁語「守（も）る」を掛ける。

七　中が透けて見えるほど荒廃した。動詞「あばる」は西行に三例。

八　袖の涙に映して。

九　心が身を離れ出て行った。




一〇　ここは在俗の昔の意。

一一　再び巡り会った。昔の強い感動を再生させるほどの月の美を表現。

一二　→補注

一三　袖に懐旧の涙を暗示。

一四　在俗の昔。

一五　他所で見る月影。→補注

一六　行って見たい。

一七　澄みに澄んで。

一八　→補注












[image: ]　月影のかたぶく山をながめつつ惜一しむしるしや有明の空







[image: ]　ながむるもま二ことしからぬ心ここ地ちして世三よにあまりたる月の影かな







[image: ]　行四ゆ末くすゑの月をば知らず過ぎ来つる秋またか五かる影はなかりき







[image: ]　ま六こととも誰たれか思はんひとり見て後のちに今宵の月を語らば







[image: ]　月のため昼と思ふがかひなきにし七ばし曇りて夜をしらせよ







[image: ]　天あまの原朝＊八日山より出いづればや月の光の昼にまがへる







[image: ]　有九明の月の頃にしなりぬれば秋は夜一〇なき心地こそすれ







[image: ]　な一一かなかに時一二々雲のかかるこそ月をも一三てなす飾かざりなりけ＊れ







[image: ]　雲一四晴るる嵐の音は松にあれや月一五もみどりの色にはえつつ











一　惜しむ効験があって、有明の月が残る空。しるしや「有り」に「有明」を言い掛ける。陰暦一五日以降、明けても残る有明月の習性による。

二　現実ではない。→補注

三　この世のものとは思えない。「世」に「夜」を掛け、夜と思えないほど明るい、の意を含める。

四　これから先に見る月。→補注

五　このような。月の縁語「懸る」を掛ける。

六　→補注

七　常には厭う雲だが、の含意。

八　山城国の歌枕。宇治。山名「朝日」と「昼」を因果で結ぶ。→補注

九　→補注




一〇　昼のように明るい月が明けても空に残るので、の含意。

一一　かえって。第四句に懸る。

一二　常時でなく「時々」とした点が下句の表現に生きる。→三五八

一三　もてはやす。擬人法。

一四　月に懸る雲が晴れてゆく嵐の音は松の間にあったか。

一五　松の上に見える月も松の緑の色に映えている。→補注












[image: ]　さ一だめなく鳥や鳴くらん秋の夜＊は月の光を思二ひまがへて







[image: ]　誰たれもみなこ三とわりとこそ定むらめ昼四をあらそふ秋の夜の月







[image: ]　影さえてまことに月の明あかき夜は心も空五にう六かれてぞすむ







[image: ]　くまもなき月の面おもてに飛ぶ雁かりの影を雲かとま七がへつるかな







[image: ]　ながむればい八なや心の苦しきにい九たくな澄みそ秋の夜の月







[image: ]　雲一〇も見ゆ風もふくれば荒くなるの一一どかなりつる月の光を







[image: ]　も一二ろともに影を並ぶる人もあれや月の洩りくる笹一三の庵いほりに







[image: ]　な一四かなかに曇ると見えて晴るる夜の月は光一五のそふ心ここ地ちする







[image: ]　う一六き雲の月の面おもてにかかれどもはやく過ぐるはうれしかりけり











一　時を定めず鶏は鳴いているのだろうか。

二　夜明けの光と間違えて。→補注

三　月は秋とは道理だと。

四　昼を我物にしようと日と争う。

五　天空にの意と、うわの空にの意を掛ける。

六　身を離れ出た心は空に住み、澄みわたる。「住む」と「澄む」の掛詞。「浮かる」と「澄む」を結び合わせたのは西行独自。

七　見間違えたよ。茨・松・別・夫木抄「おもひけるかな」。

八　いやだな。感動詞「否」と間投助詞「や」。美を求めるのに反し、心を苦しめるゆえ。

九　あまり澄んでくれるな。




一〇　夜が更けると、雲も見え、風も荒くなる。

一一　宵のうちはのどかだった。

一二　一緒に月に照された姿を並べる人もいたらいいな。「影」は月の縁語。

一三　笹葺きの草庵。行尊に三例。

一四　かえって。「光のそふ」に懸る。

一五　松・心・別「ひかりぞ」。→補注

一六　「浮き」に「憂き」を掛ける。












[image: ]　過一ぎやらで月近くゆくう二き雲のただよふ見るはわ三びしかりけり







[image: ]　厭いとへどもさ四すがに雲のうち散りて月のあたりを離れざりけり







[image: ]　雲はらふあらしに月五のみ＊がかれて光得て澄む秋の空かな







[image: ]　く＊まもなき月の光をながむればまづ姨六を捨ばすての山ぞ恋しき







[image: ]　月冴さゆる明七石の瀬戸に風ふけばこ八ほりの上にた九たむ白波







[image: ]　天あまの原おなじ岩一〇戸を出づれども光ことなる秋の夜の月







[image: ]　かぎりなく名な残ごり惜しきは秋の夜の月一一にともなふ曙あけぼのの空







九一二月十三夜




[image: ]　今宵はと心一三ここ得ろえ顔がほにすむ月の光一四もてなす菊一五の白露











一　通り過ぎないで。前歌と逆の事態。

二　→三七一・注一六

三　雲が懸るかとやり切れないよ。

四　そうはいってもやはり。

五　月が磨かれて輝きを増し。

六　信濃国の歌枕。名月を眺めて真っ先に月の名所を想起して恋う。

七　播磨国。明石と淡路島の間の海峡。明るい意の「明し」を掛ける。

八　海面に映る月光を氷に見立てる。参考「秦甸之一千余里　凜凜氷舖」（和漢朗詠・上・十五夜）。

九　畳み重なる白波。→補注




一〇　日月が出る「天の戸」を西行は天岩屋の岩戸と見なしたか。→補注

一一　明けて残る残月に曙の日が連れ添う空。枕草子以来の春曙に対する新しい美の発見。

一二　我国で観月の宴が宇多朝に始まり、八月十五夜に対し後の名月とも。

一三　名月と心得ている様子で。茨・心「所えがほ」。

一四　光をもてはやす。擬人法。

一五　九月九日、重陽の節句の菊を取り合わせる。












[image: ]　雲きえし秋一のなかばの空よりも月は今宵ぞ名二に負＊おへりける







後三のちノ九月、月をもてあそぶと云ふ事を




[image: ]　月見れば秋四加はれる年はまたあ五かぬ心もそ六らにぞありける







月七照スレ滝ヲ




[image: ]　雲消ゆる那八智のたかねに月九たけて光一〇をぬける滝の白糸







久シク待ツレ月ヲ




[image: ]　出いでながら雲にかくるる月影を重一一ねて待つや二一二ふ村たむらの山







雲間ニ待ツレ月ヲ




[image: ]　秋＊の月い一三さよふ山の端はのみかは雲一四の絶え間も待たれやはせぬ







月ノ前ノ薄すすき




[image: ]　惜一五しむ夜の月にならひて有明の入らぬをまねく花薄かな











一　仲秋、八月十五夜。

二　名月の名にふさわしい。→補注

三　閏九月。→補注

四　秋がひと月加わった今年。

五　月を見て飽きない心も。

六　身を離れ出て空にの意と、うわの空にの意を掛ける。茨・心・西「そふ」。

七　先例のない結題。西追加・夫木抄「月照滝水」。建仁元年（一二〇一）の仙洞句題五十首に同題。

八　紀伊国熊野三山の一つ。→補注

九　月が中天高く上って。




一〇　滝の飛沫ごとに宿る月光を滝の白糸が貫き通しているかのようだ。「ぬける」は糸の縁語。

一一　度重ねて待つのか。

一二　尾張国の歌枕。「蓋」を掛け、「重ねて」を縁語とする。

一三　出るのをためらう。

一四　出ながら隠れた雲の絶間も待たれる。「やは」は上の「かは」と共に反語。

一五　明ける前に入る十五夜以前の月を惜しんで招き返した習慣で。花薄が揺れる様を招くと見立てる。












[image: ]　花薄月の光にま一がはまし深きま＊二すほの色に染めずは







月ノ前ノ荻




[image: ]　月三すむと荻植ゑざらん宿ならばあ四はれすくなき秋にやあらまし







月照ラス二野ノ花ヲ一




[image: ]　月五なくは暮れは宿へや帰らまし野辺には花の盛りなりとも







月ノ前ノ野ノ花




[image: ]　花六のころを影にうつせば秋の夜の月も野七守の鏡なりけり







月ノ前ノ草花




[image: ]　月八の色を花に重ねてをみなへし表九う裳はもの下に露一〇をかけたる







[image: ]　宵の間の露一一にしほれてをみなへし有一二明の月の影にたはるる











一　同じ白い色ゆえ見紛えただろう。反実仮想。現実には穂先の深紅で区別がついた。

二　赤い色。「まそほ」の転。→補注

三　たとえ月が澄んでいても。「澄む」に宿の縁語「住む」を掛ける。「と」は逆接仮定条件の接続助詞。

四　情趣に乏しい秋だったろう。反実仮想。現実には荻を植えて月に照された風情を堪能。

五　月がなかったら日暮には宿へ帰っただろう。反実仮想。現実には月が野花を照しているゆえ見続ける。

六　秋の野花を照すだけでなく、春の花の頃を面影に映すので。→補注

七　見失った鷹の影を野守が野中の水に映して探し当てた故事による語。

八　月の色を表に、花の色を裏に重ねる襲（かさね）の色目として。

九　袴の上に着用した衣服。女郎花を正装の女官に見立てる。




一〇　表裳の下に飾る玉に見立てる。

一一　露に濡れてぐったりして。人待つ宵の涙に濡れる女性に見立てる。

一二　明方は露に宿した月に戯れている。後朝の場面の女性に見立てる。












月ノ前ノ女郎花をみなへし




[image: ]　庭一さゆる月なりけりなをみなへし霜二にあひぬる花と見たれば







月ノ前ノ虫




[image: ]　月のす三む浅あさ茅ぢにす四だくき五りぎりす露六の置くにや秋を知るらん







[image: ]　露七ながらこぼさで折らん月影に小萩が枝の松八虫の声







深夜聞クレ蛬きりぎりすヲ




[image: ]　わ九がよとや更ふけゆく空一〇を思ふらん声も休まぬきりぎりすかな







田一一家ノ月




[image: ]　夕一二露の玉しく小を田だの＊稲一三いな筵むしろか一四ぶす穂末に月ぞす一五みける







月ノ前ノ鹿




[image: ]　たぐひなき心ここ地ちこそすれ秋の夜の月すむ峯みねの小一六さ牡を鹿しかの声











一　実は庭一面に冴えわたった月光だったよ。

二　霜に出会った花と見たところ。霜は月光の見立て。「あひ」は擬人法。倒置法で初句に返る。→九八七

三　「澄む」と「住む」の掛詞。

四　集まる。集って鳴く。

五　現在のこおろぎ。

六　露が置くことによって秋が来たのを知るのだろうか。→補注

七　枝に露の置いたまま、露に宿る月光も松虫の声もこぼさずに折ろう。

八　現在の鈴虫。「待つ」を響かせる。

九　自分たちの思いのままの夜と思ってか。「よ」に「世」と「夜」を掛ける。




一〇　茨「月」。

一一　心・夫木抄「田の上の月」。

一二　夕露が玉を敷き並べたように置く。「しく」は筵の縁語。

一三　稲穂が稔り伏すさまを筵にたとえた語。俊頼髄脳の語釈による。

一四　稲穂が稔り傾く。→補注

一五　「澄み」と「住み」の掛詞。茨・心・西・別・夫木抄「やどれる」。

一六　牡鹿の妻恋いの声。












月ノ前ノ紅葉




[image: ]　木この間ま洩もる有明の月のさやけきに紅一も葉みぢをそへてながめつるかな







霧隔ツレ月ヲ




[image: ]　立二田山月す三む峯のか四ひぞなきふもとに霧の晴れぬかぎりは＊







月ノ前ノ懐旧




[image: ]　い五にしへを何につけてか思ひ出でん月六さへ曇る夜七よならましかば







寄スルレ月ニ述懐




[image: ]　世の中の憂きをも知らです八む月の影はわ九が身の心ここ地ちこそすれ







[image: ]　世の中は曇りはてぬる月なれやさ一〇りともと見し影も待たれず







[image: ]　い一一とふ世よも月澄すむ秋になりぬればな一二がらへずはと思＊ひなるかな







[image: ]　さ一三らぬだにう一四かれてものを思ふ身の心をさそふ秋の夜の月











一　照り映える紅葉の色を添えて。→補注

二　大和国の歌枕。紅葉ほかの景物を詠むが、月との取り合わせは珍しい。霧の縁語「立つ」を掛ける。

三　「澄む」と「住む」の掛詞。

四　甲斐がない。山の縁語「峡（かひ）」を掛ける。

五　過ぎ去った時。

六　月までも曇る。茨・西・別「月さへかはる」。

七　夜だったなら。反実仮想。上句に返る倒置法。現実には曇らない月が懐旧のよすがとなる。

八　「澄む」と「住む」の掛詞。

九　私自身の心境と同じ気がする。出家の立場で発想。




一〇　曇ったといっても晴れるかと思ってみた月影も期待できない。

一一　厭離する世も。「世」に「夜」を掛ける。

一二　生き永らえていなかったら、この月を見ることもなかったと思うようになるよ。→補注

一三　月夜でなくてさえ。

一四　落ち着かずに物思いする身。












[image: ]　捨一てて往いにし憂き世に月のす二まであれなさ三らば心の留とまらざらまし







[image: ]　あ四ながちに山五にのみすむ心かな誰六たれかは月の入いるを惜しまぬ







春七か日すがにまゐりたりけるに、常よりも月明あかくて、あはれなりければ




[image: ]　ふ八りさけし人の心ぞ知られぬる今宵三九笠の月をながめて







月明ノ寺ノ辺リ




[image: ]　昼と見ゆる月に明くるを知らましや時一〇つく鐘の音せざりせば







人々住一一吉にまゐりて、月一二をもてあそびけるに




[image: ]　片一三か削たそぎのゆきあはぬ間まより洩る月や冴えてみ一四袖の霜に置くらん







[image: ]　波にやどる月をみ一五ぎはに揺ゆり寄せて鏡一六に懸くる住吉の岸











一　捨てて去った。松・西・別「捨てて出でし」。西は題「旅の心を」。

二　澄まないでいてほしいな。「澄まで」に「住まで」を掛ける。

三　そうだったなら憂世に心が留らないだろうに。反実仮想。現実には月が澄むゆえ執着が残る。

四　むやみに。非歌語。

五　月の入る西山にのみあって、澄む私の心だよ。西方浄土を暗示。

六　誰も月が山に入るのは惜しむけれど。「かは」は反語。

七　大和国の春日神社。

八　ふり仰いで遠く望み見た人。安倍仲麿の望郷歌による。→補注

九　三笠山。春日神社の東方。




一〇　時を撞き知らせる鐘の音がしなかったら。反実仮想。晨朝の鐘により夜明けを知る。

一一　摂津国の住吉明神。

一二　月を賞翫したときに。

一三　片端を削いだ千木（ちぎ）の交差がゆるんだ隙間より。→補注

一四　神の御袖。

一五　汀に揺らしながら寄せて。

一六　神鏡として懸けたように見える。












旅まかりける泊りにて




[image: ]　あ一かずのみ都にて見し影よりも旅二こそ月はあはれなりけれ







[image: ]　見三しままに姿四に影もかはらねば月五ぞ都の形見なりける







旅宿ニ思フレ月ヲ




[image: ]　月はなほ夜六な夜なごとに宿るべしわ七が結びおく草の庵いほりに







心ざすことありて安八あ芸きの一いち宮のみやへまゐりけるに、た九かとみの浦と申す所に、風に吹きとめられて、程経へにけり、苫一〇とま葺きたる庵いほりより月の洩＊もりけるを見て




[image: ]　波の音を心一一にかけて明かすかな苫洩る月のかげを友にて







ま一二ゐりつきて、月いと明あかくて、あはれにおぼえければ




[image: ]　も一三ろともに旅なる空＊に月も出でて澄めばや影のあはれなるらん











一　ただもう飽きることなく。

二　旅の宿で見る月こそは。

三　都で見た通りに。

四　姿に加えて光も。茨・松・心・西・別「すがたもかげも」。

五　月が都を偲ぶよすがであったな。参考「ありしにもあらぬうき世にかはらねど月ぞ昔の形見なりける」（待賢門院堀河集）。

六　夜毎夜毎に。

七　私が結び残してきた草庵に。「草」に露を暗示し、それに月光が宿るだろうとする。「結び」と「草」、「宿る」と「庵」は縁語。

八　厳島神社。次歌と共に初度西国の旅の詠か。→補注

九　安芸国賀茂郡。今の多た賀か登と美み浦か。散木奇歌集に見える地名。




一〇　苫葺きの庵の苫の隙間より。上陸して仮泊した漁師小屋か。西「とまより」に拠れば、船の苫屋形より月光が洩れたとも取れ、その場合は船中泊となる。

一一　気にかけて。「かけ」は波の縁語。

一二　安芸の一宮に参着して。

一三　私と一緒に月も旅の空に出て。












旅宿ノ月




[image: ]　あ一はれしる人見たらばと思ふかな旅二寝の床とこに宿る月影







[image: ]　月宿る同じ浮三うき寝の波にしも袖四しほるべきちぎり有りけ五る







[image: ]　都にて月をあはれと思ひしは数六よりほかのす七さびなりけり







船中ノ初はつ雁かり




[image: ]　沖八かけて八九やへ重の潮＊し路ほぢをゆく船はほ＊一〇のかにぞ聞く初雁の声







朝＊一一ニ聞ク二初雁ヲ一




[image: ]　横一二よ雲こぐもの風に別るるしののめに山飛び越ゆる初雁の声







入リテレ夜ニ聞クレ雁ヲ




[image: ]　烏一三から羽すばに書く玉たま章づさの心地して雁なきわたる夕闇の空







雁ノ声遠ク近シ




[image: ]　白一四雲をつばさにかけてゆく雁の門一五か田どたの面おもの友慕ふなり











一　→補注

二　「床」に旅愁の涙を暗示。それに月光が宿るとした。西・万代集「旅ねの袖に」。

三　船中に宿る旅寝。「憂き」を掛ける。

四　袖が波に濡れて萎れるべき宿縁。「しほる」は「絞る」とも解せる。

五　「ける」は連体中止。茨「けり」。

六　物の数にも入らない。西・別・新古今「数にもあらぬ」。

七　慰み。

八　→補注

九　幾重にも波が立つ海路。




一〇　船の縁語「帆」を掛ける。

一一　重家集・親宗集に同題。心・西「あか月はつかりおきく」。

一二　暁に山の端にたなびく雲。院政期より用いられた歌語。→補注

一三　烏の黒羽に書く手紙。明瞭に判別しない事の喩え。→補注

一四　白雲を手紙の如く翼に懸けて。→補注

一五　門田の面に残る友を慕って鳴き交すのが聞える。「なり」は心・宮合・御裳濯集ほか「なる」で連体中止。












霧中ノ雁




[image: ]　玉一た章まづさのつづきは見えで雁がねの声二こそ霧に消けたれざりけれ







霧上ノ雁




[image: ]　空三色のこなたをうらにたつ霧のおもてに雁のか＊くる玉章







霧




[image: ]　うづら鳴くをりにしなれば霧こめてあはれさびしき深四草の里







霧隔ツ二行客ヲ一




[image: ]　名残五なごり多＊みむ六つごと尽きで帰七り行く人をば霧もたち隔てけり







山家ノ霧




[image: ]　たちこむる霧八の下にもうづもれて心九晴れせぬ深み山やま辺べの里







[image: ]　夜一〇よをこめて竹一一の編あみ戸どに立一二たつ霧の晴一三ればやがてや明一四けんとすらん











一　手紙の文字の続き様。雁の列を書信に見立てる。→四八

二　声は霧に消されないよ。

三　空色の紙のこちら（地上側）を裏にして立つ霧の上の、紙の表（青空）に雁が懸けた手紙のような雁の列。空・霧を青紙の表裏に、霧の上を飛ぶ雁を書信に見立てる。→補注

四　山城国紀伊郡。伊勢物語により鶉の名所。

五　名残り多いので。

六　仲睦まじい語らい。男女間に限らず心許した相手との懇談。

七　→補注

八　世に埋もれ、さらに霧の下にも、の含意。

九　心が晴れない。「晴れ」は霧の縁語。




一〇　夜半から明方にかけて。「夜」に竹の縁語「節（よ）」を掛ける。

一一　山家を象徴させる。→補注

一二　戸の縁語「たつ」（閉じる）を掛ける。

一三　霧が晴れたらそのまま夜が。「晴れ」は霧の縁語。

一四　戸の縁語「開け」を掛ける。












鹿




[image: ]　し一だり咲く萩の古ふる枝えに風二かけてす三がひすがひに牡を鹿しかなくなり







[image: ]　萩が枝えの露四ためず吹く秋風に牡鹿なくなり宮五み城やぎ野のの原







[image: ]　夜六もすがら妻恋ひかねてなく鹿の涙や野辺の露となるらん







[image: ]　さ七らぬだに秋はもののみ悲しきを涙もよほす小さ牡を鹿しかの声







[image: ]　山八やま颪おろしに鹿の音ねたぐふ夕＊暮をもの悲しとは言ふにやあるらん







[image: ]　鹿もわぶ空のけしきもし九ぐるめり悲一〇しかれともなれる秋かな







[image: ]　な一一にとなく住一二ままほしくぞ思ほゆる鹿一三あはれなる秋の山里







小一四を倉ぐらの麓ふもとに住み侍りけるに、鹿の鳴きけるを聞きて




[image: ]　牡を鹿しかなく小倉の山のす一五そ近みただひとりす一六むわが心かな











一　枝垂れて咲く萩の古い枝に。

二　風が鹿の声を寄せ懸けての意か。

三　次々に、後から後からと。結び合わせるように、の意も掛けるか。→補注

四　露がたまる間もないほど吹く。

五　陸奥国の歌枕。萩の名所。

六　夜通し妻を恋う心に堪えかねて。妻恋の哀音は他歌にも通底。→補注

七　鹿の鳴かない時でさえ。→補注

八　山から吹き下ろす風に鹿の音が響きを添える。

九　時雨れるようだ。晩秋・冬の景。




一〇　「悲しくあれ」と私に命じているような情景ともなった秋だよ。

一一　何という理由もなく。この歌、心・西は「山家鹿」題。

一二　住みたいと思われる。

一三　そのようにの意の「然（し）か」を掛ける。茨「鹿のねたへぬ」（流布本系他本「鹿のねたえぬ」）。

一四　洛西の嵯峨。西行は出家後しばらくして嵯峨に結庵。→補注

一五　山裾が近いので。鹿を間近に聞く、の含意。

一六　「住む」「澄む」の掛詞。












暁ノ鹿




[image: ]　夜一よを残す寝ね覚ざめに聞くぞあはれなる夢二野の鹿もかくや鳴＊きけん







夕ニ聞クレ鹿ヲ




[image: ]　篠三し原のはらや霧四にまがひて鳴く鹿の声かすかなる秋の夕暮







幽居ニ聞クレ鹿ヲ




[image: ]　隣五となりゐぬ原六の仮かり屋やに明かす夜は鹿七あはれなるものにぞありける







田ノ庵ノ鹿




[image: ]　小八を山やま田だの庵いほ近く鳴く鹿の音ねにお九どろかされてお一〇どろかすかな







人を尋ねて、小一一野にまかりたりけるに、鹿の鳴きければ




[image: ]　鹿の音ねを聞くにつけても住一二む人の心知らるる小野の山里







独ひとリ聞ク二擣一三たう衣いヲ一




[image: ]　ひとり寝ねの夜よ寒さむになるにか一四さねばや誰たがために擣うつ衣なるらん











一　年老いて夜明け前のまだ夜を残す寝覚めに。参考「老眠早覚常残レ夜」（和漢朗詠・下・老人・白楽天）。

二　摂津国の歌枕。神戸市兵庫区。湊川の西。夢野は古名「刀我野（とがの）」で、院政期には「つげの」と呼称。「とがの」は神戸市灘区、大阪市北区に比定する説がある。→補注

三　近江国の歌枕。普通名詞とも解せる。

四　姿も声も霧に紛れて。

五　隣人の家居もない。→補注

六　野原の仮庵。茨・松・西追加・夫木抄「はた（畑）の…」。

七　「然（し）か」を掛ける。

八　山田守りの立場で詠む。→補注

九　目覚めさせられて。




一〇　今度は引板（ひた）などを鳴らして鹿を驚かせるよ。「おどろく」の語意に差異を持たせた同語反復の諧謔。

一一　ここは洛北の大原の小野。

一二　「澄む」を掛ける。→補注

一三　砧にのせた衣を槌で擣つこと。留守居の妻の夫への思慕を詠む題材。

一四　衣を重ねたい。恋歌的表現。












隔テテレ里ヲ擣うツレ衣ヲ




[image: ]　小一さ夜よご衣ろもいづくの里に擣うつならん遠く聞ゆる槌つちの音おとかな







年二頃申しなれたる人の、伏三見に住むと聞きて、尋ねまかりたりけるに、庭の草、道＊見えぬほどに茂りて、虫の鳴きければ




[image: ]　分けて入いる袖にあはれをかけよとて露四けき庭に虫五さへぞなく







虫の歌よみ侍りけるに




[image: ]　夕六されや玉七おく露の小八こ笹ざさ生ふに声九初はつ鳴ならすきりぎりすかな







[image: ]　秋風に穂ほ末ずゑなみよる刈一〇か萱るかやの下葉に虫の声乱一一るなり







[image: ]　きりぎりす鳴くなる野辺はよ一二そなるを思一三はぬ袖に露のこぼるる







[image: ]　秋一四風のふけゆく野辺の虫の音ねには一五したなきまで濡るる袖かな











一　夜着。「小」は接頭語。

二　長年馴れ親しんだ人。心「むかし申なれたりし人の、よのがれて…」では出家遁世した人。男性とも女性（妻）とも取れる。

三　山城国紀伊郡。

四　「露けき」に涙を暗示。「袖」「かけ」と縁語。

五　虫までも鳴く。「さへ」は添加。

六　夕方になると。

七　茨「玉うごく」。

八　小笹の生えている所。

九　声を初めて鳴らす。「鳴らす」は玉の縁語。




一〇　秋の七草。「乱る」と縁語。→補注

一一　松・別（重出）・続拾遺「よわる」。

一二　私と関わりない他所なのに。

一三　意想外の私の袖に涙の露がこぼれかかる。「こぼるる」は連体中止。「の」は茨「ぞ」で係り結び。

一四　秋風が吹き、夜が更けてゆく。無名抄に近代の詞として「風ふけて」を挙げる。

一五　きまりが悪いまでに。「はしたなし」は非歌語。→補注












[image: ]　虫の音ねをよ一そに思ひて明かさねば袂も露二は野辺にかはらじ







[image: ]　野辺に鳴く虫三もやものは悲四しきに答五へましかば問ひて聞かまし







[image: ]　秋六の夜をひとりやなきて明かさましと七もなふ虫の声なかりせば







[image: ]　秋の夜に声も休八まず鳴く虫をつ九ゆまどろまで聞き明かすかな







[image: ]　秋の野の尾一〇を花ばなが袖に招かせていかなる人を松一一虫の声







[image: ]　夜もすがら袂一二たもとに虫の音ねをかけて払一三ひわづらふ袖の白露







[image: ]　き一四りぎりす夜よ寒さむになるを告一五げ顔に枕一六のもとに来つつ鳴くなり







[image: ]　虫の音をよわりゆくかと聞一七くからに心一八に秋の日数をぞ経ふる







[image: ]　秋深みよわるは虫の声のみか聞くわれとても頼一九みやはある











一　私と無関係に思って。

二　露は涙を暗示。

三　→補注

四　茨・別「悲しきと」。

五　もし虫が答えるなら問うて聞くのに。反実仮想。結句は茨・松「しらまし」。

六　茨・松・別は次歌と配列順が逆。

七　もし連れ添う虫の声がなかったら。反実仮想。→補注

八　茨「おしまず」、松・別「やすめず」。→四五〇補注

九　少しも。「つゆ」は副詞。




一〇　尾花の様を袖で人を招くのに見立てる。「招かせて」の主語は松虫。

一一　人を「待つ」を掛ける。松虫は現在の鈴虫という。

一二　袂に虫の音と涙の白露を懸けて。

一三　払いかねる。優美の情。

一四　現在のこおろぎ。

一五　告げ知らせる様子で。

一六　床・枕の蟋蟀は詩経による。→四六一補注

一七　聞くと共に。→補注

一八　心中に秋の日数の経過を想う。

一九　行先は頼みない。「やは」は反語。












[image: ]　虫の音ねに露一けかるべき袂かはあ二やしや心もの思ふべし







独リ聞クレ虫ヲ




[image: ]　独り寝の友三には馴なれてきりぎりす鳴く音ねを聞けばも四の思ひ添ふ







故郷ノ虫




[image: ]　草五深み分け入りてとふ人もあ六れやふ七りゆく跡の鈴八虫の声







雨中ノ虫




[image: ]　壁九に生おふる小こ草ぐさにわ一〇ぶるきりぎりすし一一ぐるる庭の露いとふべし







田ノ庵ニ聞クレ虫ヲ




[image: ]　小萩咲く山一二田の畔くろの虫の音ねに庵一三い守ほもる人や袖濡らすらん







暮ノ路ノ虫




[image: ]　う一四ち過ぐる人なき路一五の夕一六されは声一七にて送るくつわ虫かな











一　こんなに涙の露に濡れるはずの袂か。茨・松・西・別「さのみぬるべき」、心「つゆけかるべき」。

二　不思議だ、わが心は物思いをしているに違いない。→補注

三　茨・心・西・別「友にはならで」。底本ほかにより「友には馴れて」としたが、やや通じ難い。

四　心「ものおもひぞそふ」。→補注

五　草が深いので。荒廃した様。

六　あってほしい。

七　「旧り」に鈴の縁語「振り」を掛ける。→補注

八　現在の松虫という。

九　礼記・月令の「蟋蟀居レ壁」など漢詩文で壁の蟋蟀は常套。和歌にも詠まれた。壁の小草は旧屋を表す。




一〇　わびしげに鳴く。

一一　時雨の降る庭の露を嫌ったのだろう。→補注

一二　山田の境界。あぜ。

一三　仮庵で山田を守る番人。

一四　茨「うちぐする」。

一五　松・歌枕名寄「野路の」。

一六　夕方。「夕され」は名詞。

一七　声によって見送る。→補注












田家ノ秋ノ夕




[image: ]　ながむれば袖にも露一ぞこぼれける外二そと面もの小を田だの秋の夕暮







[image: ]　吹き過ぐる風三さへことに身にぞしむ山田の庵いほの秋の夕暮







京四極太政大臣、中納言と申しける折、菊五をおびたたしき程に仕立てて、鳥羽院に参らせ給ひたりけり。鳥六羽の南みなみ殿どのの東七ひんがし面おもての坪八に、所無き程に植ゑさせ給ひたりけり。公九きん重しげの少将、人々すすめて菊一〇もてなされけるに、加はるべき由よしありければ




[image: ]　君一一が住む宿の坪をば菊ぞかざる仙一二ひじりの宮とやいふべかるらん







菊




[image: ]　幾いく秋あきにわれあひぬらん九一三な月がつきの九日ここぬかに摘一四つむ八一五重の白しら菊ぎく







[image: ]　秋深みな一六らぶ花なき菊なれば所一七を霜のおけとこそ思へ











一　涙の露。

二　家の外側の小さな田。→補注

三　風までも格別に。「さへ」は添加。

四　藤原宗輔。→補注

五　菊を非常に多く作り上げて。

六　鳥羽離宮に数ある御所のうち最も早く寛治元年（一〇八七）に白河院が造営。のち鳥羽院の御所。

七　松「ひがし西の」、別「東西の」。→補注

八　坪前栽（つぼせんざい）。中庭。

九　藤原通季の子、実能（叔父）の猶子。歌人。→補注




一〇　菊をもてはやして歌を詠まれたときに私（西行）も加わるように言われたので。院北面として出詠。

一一　鳥羽院。

一二　上皇御所「仙洞（せんとう）」の和語化。神仙の宮殿に擬す。菊の縁で不老長生の祝意を寄せる。

一三　重陽の節句。菊の宴が行われ、長寿を祈る。

一四　「積む」を掛ける。→補注

一五　九・八の数を対照。

一六　→補注

一七　「所を…おけ」は遠慮せよ。












月前ノ菊




[image: ]　ま一せなくは何をしるしに思はまし月にま二がよふ白菊の花







秋、も三のへまかりける道にて




[image: ]　心四なき身にもあはれは知られけり鴫五しぎたつ沢の秋六の夕暮







嵯七峨に住みける頃、隣の坊八に申すべきことありて、まかりけるに、道もなく葎むぐらの茂りければ




[image: ]　立ちよりて隣とふべき垣九に添ひてひまなく這へる八一〇重葎かな







題不知




[image: ]　いつよりか一一紅葉もみぢの色は染むべきと時雨にくもる空に問はばや







紅葉未ダレ遍あまねカラズ




[image: ]　糸一二いと鹿か山やま時雨に色を染めさせてか一三つがつ織れる錦なりけり











一　ませ垣（竹や木で粗く編んだ垣）がなかったら何を菊の目印に思っただろう。反実仮想。ませ垣により月光と白菊の花を区別できた。

二　「まがよふ」は「まがふ」の派生語。区別がつかなくなる。

三　寺社詣などちょっとした外出の途上で。

四　情趣を解しない身。謙辞。俗情を超越した出家の身と取る説もある。→補注

五　鴫が飛び立つ。佇立すると解する説もある。

六　結句体言止め。新古今の三夕の歌の一つ。

七　出家後まもなくの頃。→三八

八　僧房。

九　松・別「垣そひにしげくはひたる」。




一〇　幾重にも茂る葎。葎は蔓草の総称。荒廃を象徴。→補注

一一　時雨が紅葉の色を染めるという当時の観念による。→補注

一二　紀伊国の歌枕。「糸」と「色」「染め」「織る」「錦」は縁語。

一三　ようやく少しずつ織っている。












山家ノ紅葉




[image: ]　染一めてけり紅葉の色のくれなゐを時雨二しぐると見えし深み山やま辺べの里







秋の末に松虫を聞きて




[image: ]　さ三らぬだに声弱かりし松虫の秋の末には聞四きもわかれず







[image: ]　梢五あれば枯れゆく野辺はいかがせん虫の音ね残せ秋の山里







寂六然、高野にまゐりて、深七キ秋ノ紅葉と云ふ事をよ八みけるに




[image: ]　さ九まざまの錦ありける深み山やまかな花見し峯みねを時雨染めつつ







紅葉色深シ




[image: ]　限一〇りあればいかがは色のまさるべきあ一一かず時雨るる小一二を倉ぐら山やまかな







[image: ]　もみぢ葉の散一三らで時雨しぐれの日数経へばい一四かばかりなる色にはあらまし











一　紅葉の色の紅を時雨がすっかり染めてしまった。

二　時雨れていると見えた深山辺の里では。晴れて一変した景観に感嘆。

三　秋の末ならぬ時にさえ。

四　聞き分けることもできない。

五　枯れることのない松の梢があるから、虫の宿る草が枯れてゆく野辺は致し方ないとしても、せめて梢に松虫を宿らせて鳴く音を残せ、の意か。→補注

六　藤原頼業。西行の親友。

七　茨・心・西「深山紅葉」。

八　心・西「宮の法印の御庵室にてよむべきよし申し侍りしに、参りあひて」。宮の法印は崇徳院第二皇子・元性。→補注

九　色とりどりの錦。春の花の錦や秋の紅葉の錦と取る説もある。




一〇　限度があるから、紅葉の色がこれ以上深くなるはずないのに。

一一　飽きることなく。

一二　洛西・嵯峨の歌枕。

一三　散らないで時雨の染める時日がたてば。

一四　どんなに深い色になっただろう。












霧中ノ紅葉




[image: ]　錦一にしきはる秋のこずゑを見せぬかなへだつる霧の闇をつくりて







い二やしかりける家に、蔦つたの紅葉もみぢのおもしろかりけるを見て




[image: ]　思三はずによしある賤しづのすみかかな蔦の紅葉を軒のきに這ははせて







東四あづまへまかりけるに、信五しの夫ぶの奥に侍りける社やしろの紅葉を




[image: ]　常磐六ときはなる松の緑に神さびて紅七葉ぞ秋は朱あけの玉たま垣がき







草花の野路の紅葉




[image: ]　紅葉散る野原を分けて行く人は花八ならぬまた錦きるべし







秋の末に、法九ほふ輪りんにこもりてよめる




[image: ]　大一〇おほ井ゐ川がは井一一ゐ堰せきによどむ水一二の色に秋深くなる程ぞ知らるる







[image: ]　小を倉ぐら山やま麓一三ふもとに秋の色はあれや梢こずゑの錦風にた一四たれて







[image: ]　わ一五がものと秋の梢を思ふかな小倉の里に家いへ居ゐせせしより











一　錦を張ったように美しい紅葉の秋の梢を見せないことだ。

二　下賤の者が住むみすぼらしい家。風情を解しない者の住家を含意。

三　思いがけなく風情ある下賤の者の住家だな。

四　初度奥州の旅か。

五　陸奥国信夫郡。→補注

六　→補注

七　紅葉を朱色の玉垣（神社の周囲にめぐらした垣根）に見立てた。

八　野辺の秋草の花の錦だけでなく、その上にまた紅葉の錦を着るだろう。→一一六〇「野辺の錦」。→補注

九　洛西・嵯峨の法輪寺。出家後まもなくの参籠か。在俗時にも同寺に住した空仁を訪問した（残集）。




一〇　桂川の上流、嵐山付近の名称。

一一　川を堰き止めた所。

一二　井堰に積る紅葉が映じた水の色。→補注

一三　紅葉の錦が散り敷いて麓に秋の色はあったか。

一四　断ち切られて。錦の縁語「裁たれて」を掛ける。

一五　→補注












[image: ]　山一里は秋の末にぞ思ひしる悲しかりけり木枯二こがらしの風







暮三秋




[image: ]　暮れはつる秋の形見にしばし見ん紅葉散＊らすな木四枯の風







[image: ]　秋五暮るる月なみ分くるや六まがつの心うらやむ今け日ふの夕暮







夜七すがら秋を惜しむ




[image: ]　惜八しめども鐘の音さへかはるかな霜九にや露を結びかぬらん











一　→補注

二　木を吹き枯らす風。三句切れ・四句切れ・結句体言止めは西行愛用の律調。

三　流布本系は題詞がなく、次歌まで法輪寺歌群に連続。

四　松・別・歌枕名寄「みむろとの山」。三室戸山は山城国宇治郡。その奥に喜撰法師の住居跡。三室戸寺は西国三十三所観音霊場。

五　秋が暮れる月の次第を周囲より知る。→補注

六　山住の卑賤者。木樵など。

七　心・西「…といふことを、北白川にて人々よみ侍りしに」。北白川→二三一・二五一・一〇四二

八　暁の鐘の音までも冬の音色に変ったよ。

九　秋の露を冬の霜に結びかねているのだろう、の意で通じがたい。→補注












冬







長一楽寺にて、夜よる紅葉を思ふと云ふ事を、人々よみけるに




[image: ]　夜もすがら惜しげなく吹く嵐かなわ二ざと時雨しぐれの染むる梢こずゑを







題不知




[image: ]　寝三ね覚ざめする人の心を侘四びしめて時し雨ぐるる音は悲しかりけり











一　→四八補注

二　わざわざ時雨が染めて紅葉させる梢を。「わざと」に惜秋の含意。

三　ここは老いの寝覚。

四　侘しくさせて。












十月はじめつかた、山里にまかりたりけるに、き一りぎりすの声のわづかにしければよめる




[image: ]　霜二うづむ葎三むぐらが下のきりぎりすあるかなきかの声聞ゆなり







山家ノ落葉




[image: ]　道四もなし宿は木この葉に埋うづもれてま五だきせさする冬籠りかな







暁六ノ落葉




[image: ]　木の葉散れば月七に心ぞあらはるる深み山やま隠れに住まんと思ふに







[image: ]　時雨八しぐれかと寝ね覚ざめの床に聞ゆるは嵐に絶九えぬ木の葉なりけり







水上ノ落葉




[image: ]　立一〇田姫染一一めし梢こずゑの散るをりはく一二れなゐあらふ山やま川がはの水







落葉




[image: ]　嵐一三掃く庭の木の葉の惜しきかなま一四ことの塵ちりになりぬと思へば











一　今の蟋蟀。初冬まで鳴く。

二　→補注

三　蔓草の総称。

四　→補注

五　まだ早いのに私に冬籠りをさせることだよ。

六　この題詞は流布本系では次歌の前にあり、前歌の題詞「山家落葉」が当歌に懸る。「暁」は歌の内容に合わず、流布本系の方がよいか。

七　枝の間よりさす月光に照されて、月に憧れる私の心はあらわになる。「あらはるる」は「隠れ」に対照。茨「あくがるる」。

八　→補注

九　絶え間なく散る。「耐へぬ」（こらえきれずに散る）と取る説もある。




一〇　秋の女神。

一一　竜田姫が染めた梢の紅葉が散る時は。松・別「染しもみぢのちるときは」。

一二　水上の紅葉を紅色に染めた錦を洗う様に見立てる。→補注

一三　嵐が掃き寄せる。箒で掃くのに見立てる。

一四　本当の塵。塵は「掃く」の縁語。












月ノ前ノ落葉




[image: ]　山一やま颪おろしの月に木の葉を吹きかけて光二にまがふ影を見るかな







滝ノ上ノ落葉




[image: ]　木こ枯がらしに峯の木三の葉やた四ぐふらんむ五ら濃ごに見ゆる滝六の白糸







山家ノ時雨




[image: ]　宿かこふ柞七ははその柴の時雨八しぐれさへ慕ひて染むる初時雨かな







閑中ノ時雨




[image: ]　お九のづからおとする人ぞなかりける山一〇めぐりする時雨ならでは







時雨ノ歌よみけるに




[image: ]　東一一あづま屋やのあまりにも降る時雨かな誰一二たれかは知らぬ神かみ無な月づきとは







落葉留ル二網一三あ代じろニ一




[image: ]　紅葉寄る網代の布の色染めてひ一四をくくりとは見えぬなりけり











一　山から吹きおろす風が。→補注

二　月光にまじり合う葉影。

三　茨・松・別「紅葉や」。

四　連れ添うのだろう。

五　まだらに濃淡のある染色。滝の流れに散る紅葉の見立て。→補注

六　滝の激流を白糸に見立てた語。白糸は「むら濃」の縁語。

七　コナラ・クヌギ・カシワなどブナ科の植物の総称。「柴」は低木。

八　茨・松・別・夫木抄「色をさへ」によれば、山家を囲う丈の低い柞の葉の色までも、の意。

九　たまたま訪れる人もないよ。




一〇　山寺を巡りながら降る時雨以外には。→補注

一一　東屋の軒先の意に、余りに多くの意を言い掛ける。→補注

一二　誰も神無月（一〇月）と分っているのに。「かは」は反語。時雨が神無月を告げるという通念を踏む。

一三　川瀬に竹木を編み、先端に簀（す）を置き魚を捕る仕掛。

一四　緋緒括に氷魚括（氷魚を捕える意）を掛けたか。氷魚と「寄る」は縁語。→補注












山家ノ枯草と云ふ事を、覚一範僧都房ばうにて人々よみけるに




[image: ]　か二きこめし裾すそ野のの薄すすき霜枯れてさびしさまさる柴の庵いほかな







野辺ノ寒草と云ふ事を、双三林寺にてよみけるに




[image: ]　さ四まざまに花咲きけりと見し野辺の同五じ色にも霜枯れにける







枯野ノ草




[image: ]　分六けかねし袖に露をば留とどめ置きて霜に朽ちぬる真七ま野のの萩はぎ原はら







[image: ]　霜八かづく枯野の草のさびしきにい九づらは人の心とむらん







[image: ]　霜枯れてもろく砕くだくる荻＊をぎの葉をあ一〇らく分くなる風の音かな







冬一一歌よみけるに




[image: ]　難なに波は江えの汀みぎはの葦あしに霜冴えて浦風寒き朝ぼらけかな







[image: ]　玉一二かけし花の姿もおとろへて霜一三をいただくをみなへしかな











一　茨「覚雅僧都」。→補注

二　秋には庵を取り込めるように茂った山の裾野の薄が。接頭語「かき」に、柴の庵の縁語「垣」を掛ける。

三　京都東山の寺。西行庵跡がある。

四　色とりどりに。

五　同じ白一色に霜枯れたよ。「ける」は連体中止法。茨「けり」。

六　秋には萩が茂り露も多く分けかねたが、冬の今は私の袖に秋を偲ぶ涙の露を留め置いて。

七　摂津国武庫郡の歌枕。大和国とも。万葉の「真野の榛原（はりはら）」の異訓より「萩原」と詠まれた。

八　霜に覆われた。

九　一体どこに人は心をとどめるのだろう。




一〇　荒く吹き分けてゆく風の音が聞えるよ。「なる」は聴覚による推定。

一一　別「江寒草」、新拾遺「寒草帯霜」。

一二　露の玉を飾りに懸けた花の姿も衰えて。露を帯びた女郎花を、真珠の髪飾りを懸けた女性に見立て、その衰亡を詠む。→補注

一三　霜を白髪に見立てる。












[image: ]　山一ざくら初雪降れば咲きにけり吉二野は里に冬ごもれども







[image: ]　さびしさに堪たへたる人のま三たもあれな庵いほりならべん冬の山里







水辺ノ寒四草




[image: ]　霜にあひて色五あらたむる葦の穂のさびしく見ゆる難六波江の浦







山七家ノ冬




[image: ]　玉八まきし垣根の真ま葛くず霜枯れてさびしく見ゆる冬の山里







寒夜ノ旅宿




[image: ]　旅寝する草のまくらに霜九冴えて有一〇あり明あけの月のかげぞ待たるる







山家ノ冬ノ月




[image: ]　冬枯れのす一一さまじげなる山里に月のす一二むこそあはれなりけれ







[image: ]　月出いづる峯一三の木この葉も散りはてて麓ふもとの里はう一四れしかるらん











一　初雪を山桜に見立てる。→補注

二　吉野では私は里に冬籠りしているけれども。

三　もう一人いてほしいな。三六九と類想だが、これは同心の隣人を希求。西詞「山家の冬の心を」。

四　寒さにあい、枯れた草。

五　紫から白に色を改める。→補注

六　→二四二・注四

七　茨・松「山ざとの冬といふことを、人々よみけるに」で歌会詠。

八　玉を巻いたように茂った。葛の新葉が巻葉になる様。季は初秋。宝石のように美しい、の含意。→補注

九　霜が冷たく凍りついて。霜は旅愁の涙を暗示。秋なら露だが、冬は霜となる。




一〇　有明月は夜明け近く出るので、夜明けを待つ、の含意。

一一　荒涼とした様子の。和歌では稀少語。→補注

一二　「澄む」「住む」の掛詞。

一三　月光が射すのに障りがなくなって、の含意。

一四　峯住みの立場から里人の嬉しさを推量。












月照ス二寒草ヲ一




[image: ]　花一に置く露に宿りしかげよりも枯二野の月はあはれなりけり







[image: ]　氷三しく沼の葦あし原はら風さえて月四も光ぞさびしかりける







閑夜ノ冬ノ月




[image: ]　霜五さゆる庭の木この葉を踏みわけて月六は見るやと訪七とふ人もがな







庭上ノ冬ノ月




[image: ]　冴さゆと見えて冬深八くなる月影は水九なき庭に氷をぞしく







鷹狩




[image: ]　あ一〇はせつる木こ居ゐのはし鷹お＊はへかし犬一一いぬ飼かひ人びとの声しきるなり







雪中ノ鷹狩




[image: ]　か一二きくらす雪に雉子きぎすは見えねども羽一三は音おとに鈴をくはへてぞやる











一　秋草の花。千草の花に宿る月光の華麗な景を提示。

二　冬の枯野を照す月。→補注

三　一面に氷が張った。

四　氷に見立てられる月の光もいっそうさびしいことよ。

五　一面の霜が月光に冴えわたる。

六　会話体「月は見るや」を詠み込む。→補注

七　訪ねてくる人がいたらいいな。「もがな」は願望。

八　「深く」は水の縁語。松・別「ふかくすむ」。

九　水のない庭に氷を敷いたように見える。→補注




一〇　獲物を狙わせて放ったが、木に止まっているはし鷹よ、獲物を追えよ、の意か。難解で通じ難い。「はし鷹」はハイタカ。大鷹より小型の鷹。→補注

一一　犬飼人の声が頻りに聞えてくるから。「なり」は聴覚による推定。

一二　空を一面に暗くする。

一三　雉子の羽音に、鷹の尾につけた鈴の音を加えて放つ、の意。「くはへて」は茨・松・別「たぐへて」。












[image: ]　ふる雪に鳥一と立だちも見えずうづもれてと二りどころなきみ三狩野の原







庭ノ雪似タリレ月ニ




[image: ]　木この間ま洩もる月のかげとも見ゆるかなは四だらに降れる庭の白雪







雪の朝あした、霊五りやう山ぜんと申す所にて、眺六望を人々よみけるに




[image: ]　た七ちのぼる朝日の影のさすままに都の雪は消八えみ消えずみ







枯野に雪の降りたりけるを




[image: ]　枯れはつる茅かやが上うは葉ばにふる雪はさ九らに尾花の心ここ地ちこそすれ







雪の歌よみけるに




[image: ]　た一〇ゆみつつ橇そりの早はや緒をもつけなくに積りにけりな越一一こしの白雪







雪一二埋ムレ路ヲ




[image: ]　降る雪に枝一三し折をりし柴もうづもれて思一四はぬ山に冬ごもりぬる











一　狩場で鳥が集まるように設けた湿地・叢。→補注

二　取り柄の意に、獲物の捕り所の意を掛ける。

三　天皇の遊猟地の野原。禁野。

四　うっすらと降り積った。庭の白雪を月光に見立てる。→補注

五　京都・東山の正法寺の裏山。もとは釈迦が説法したインドの霊鷲山の略。能因、源道済らが詠歌の場とした風光明媚な所。

六　元来は漢詩題。

七　茨・心「たけのぼる」。→三〇七

八　消えたり、消えずに残ったり。陽の当る場所と当らない場所の光景。

九　改めて秋の尾花（花薄）を見る心地がするよ。




一〇　油断して橇の早緒（引き綱）も付けないうちに。

一一　越路の白雪。→補注

一二　松・別「雪埋山路」。

一三　下山時の道しるべのために折った雑木の枝。

一四　籠山修行すると思い決めたのではない山。思いがけない、の意を掛ける。→補注












秋頃、高かう野やへまゐるべき由よした一のめてまゐらざりける人の許もとへ、雪降りてのち、申し遣つかはしける




[image: ]　雪深くうづみてけりな君来くやと紅葉二もみぢのにしきしきし山路を







雪ノ朝待ツレ人ヲ




[image: ]　わ三が宿に庭四よりほかの道もがな訪とひこん人の跡五つけで見ん







雪に庵いほり埋みて、せ六んかたなくおもしろかりけり。い七まも来たらばと詠よみけんこと思ひ出でて、見けるほどに、鹿の分けて通りけるを見て




[image: ]　人来こばと思ひて雪を見るほどに鹿八跡つくることもありけり







雪ノ朝会フレ友ニ




[image: ]　跡九とむる駒のゆくへはさ一〇もあらばあれうれしく君にゆ一一きにあひぬる











一　約束して期待させて。

二　紅葉の錦を敷いた山路を。私が客をもてなすために敷いたと表現。

三　参考「待つ人の今も来たらばいかがせむ踏ままく惜しき庭の雪かな」（詞花・冬・和泉式部）。

四　庭を通る以外の道があればよいな。「もがな」は願望。

五　足跡を付けないで見たい。

六　言うすべもなく。

七　前歌注三の和泉式部歌を引用。

八　そのように鹿が足跡を付ける。鹿に「然（し）か」を掛ける。

九　足跡を求めてきた馬の行方。管仲が道に迷い、老馬を放ってそれに従い道を得た、老馬智の故事（韓非子）が原拠。「夕闇は道も見えねど旧里は本こし駒にまかせてぞ来る」（後撰・恋五・よみ人しらず）は俊頼髄脳でこの故事によると指摘。題の「雪朝」は「雪中放レ馬朝尋レ跡」（和漢朗詠・下・将軍・羅虬）による。




一〇　どうでもよろしい。

一一　雪中に行き合った。「ゆき」は「雪」に「行き」を掛ける。茨・松・別「行きもあひぬる」。












雪埋ムレ竹ヲと云ふ事を




[image: ]　雪うづむ園一の呉二くれ竹たけ折れ伏してねぐら求むる群三むら雀すずめかな







賀四茂臨時祭返かへり立だちの御み神楽かぐら、土＊五つち御み門かど内だい裏りにて侍りけるに、竹六のつぼに雪の降りたりけるを見て




[image: ]　うらがへす小七を忌みの衣と見ゆるかな竹の末葉うれはに降れる白雪







社頭ノ雪




[image: ]　玉八たま垣がきは朱九あけも緑もうづもれて雪おもしろき松まつの尾をの山







雪ノ歌よみけるに




[image: ]　な一〇にとなく暮一一るるしづりの音までも雪一二あはれなる深草の里







[image: ]　雪降れば野の路ぢも山やま路ぢもうづもれてを一三ちこちしらぬ旅の空かな







[image: ]　青一四あを根ね山やま苔こけのむしろの上に敷く雪は白しら根ねのここちこそすれ







[image: ]　卯一五うの花のここちこそすれ山里の垣根の柴をうづむ白雪











一　屋敷に付属する園地。

二　中国渡来のハチクの一種。

三　雀は非勅撰集的題材。

四　一一月下の酉の日に行う賀茂社の祭で、社頭の儀が終り、祭使・舞人が内裏に帰参して奏する神楽。

五　鳥羽・崇徳・近衛天皇の里内裏。土御門南・烏丸西。→補注

六　竹を植えた坪庭。清涼殿の東庭に竹台があった。

七　白布に模様を青摺りした神事の衣。竹の葉末の雪を舞人が袖を裏返す様に見立て、配色の逆転に興じる。

八　本殿と背後の神体山の間に朱の玉垣があった（山城国松尾社境内図）。

九　玉垣の朱も、松の緑も。→補注




一〇　「雪あはれなる」に懸る。

一一　夕暮に枝から雪が落ちる音までも。「しづり」は院政期に流行した語。

一二　下句は茨「山辺は雪ぞあはれなりける」。深草の里は山城国。

一三　遠くも近くも分らない。

一四　吉野山の最南端にある分水嶺。青根ケ峰。→補注

一五　垣根の白雪を卯の花に見立てる。→補注












[image: ]　を一りならぬめぐりの垣の卯の花をうれしく雪二の咲かせつるかな







[image: ]　訪三とへな君夕暮になる庭の雪を跡四なきよりはあはれならまし







舟中ノ霰あられ




[image: ]　瀬五戸わたるたななしをぶね心せよ霰六みだるるしまき横ぎる







深七山ノ霰




[image: ]　杣八そま人びとのま九きの仮かり屋やのあ一〇だ臥ぶしに音一一するものは霰なりけり







桜の木に霰のた一二ばしりけるを見て




[image: ]　た一三だはお＊ちで枝を伝へる霰かなつ一四ぼめる花の散る心ここ地ちして







月ノ前ノ炭すみ竈がま




[image: ]　か一五ぎりあらん雲こそあらめ炭竈の煙けぶりに月のす一六すけぬるかな











一　時節でない、家の周囲の垣根の卯の花を。

二　雪を卯の花に見立て、咲かせたと擬人化。

三　訪れてくれよ、君。句割れ。

四　足跡がないより、君の足跡のついた方が趣き深いだろうに。

五　海峡を渡る船棚（両側面に渡した板）を付けない小船よ、用心せよ。舟人に下知。

六　海上は霰が乱れ散り、旋風が横切ろうとしている。→補注

七　松「旅のとまりの霰」、別「旅宿霰」。

八　木樵。

九　杉・檜で屋根を葺いた仮小屋。




一〇　恋人と離れた独り寝。

一一　音を立てて訪れるものは。→補注

一二　勢いよく飛び散ったのを。

一三　すぐには落ちないで。

一四　霰を蕾の花に見立てる。

一五　月を隠すにも限りがあって、やがては晴れる雲だったらよいのに。こそ…已然形は逆接。

一六　「すすけ」は煙の縁語。→補注












千ち鳥どり




[image: ]　淡一路島い二そわの千鳥声し＊げし瀬戸の潮風さえわたる夜よは







[image: ]　淡三路島瀬戸の潮四しほ干ひの夕暮に須磨よりかよふ千鳥鳴くなり







[image: ]　霜さえて＊汀五みぎはふけゆく浦風を思六ひ知りげに鳴く千鳥かな







[image: ]　さ七ゆれども心八やすくぞききあかす河瀬の千鳥友具してけり







[image: ]　八＊九や瀬せわたるみなとの風に月ふけて潮一〇干ひるかたに千鳥鳴くなり







題不知




[image: ]　千鳥鳴く絵一一島の浦にす一二む月を波にう一三つして見る今宵かな







氷留ム二山水ヲ一




[image: ]　岩一四間ゆく木この葉わけ来こし山水をつ一五ゆ洩らさぬは氷なりけり











一　→補注

二　磯の湾曲した所。万葉語「磯回（いそみ）」の訓から派生した語。

三　心・西は題「夕暮千鳥」。→補注

四　干潮時に現れる海岸。海峡の距離が短くなって、の含意。

五　水際に夜が更けてゆく。

六　浦風の侘しさを思い知っている様子で。

七　西は題「寒夜千鳥」。→補注

八　安心して夜明けまで聞く。千鳥は友を連れているゆえ。私は独り寝だけれど、の含意。

九　数多い瀬を吹き渡る川口の風に月も夜が更けて冴え。




一〇　潮が引いて現れた干潟に。「かた」は「方」とも解せる。

一一　淡路国の歌枕。淡路島北東岸。

一二　「澄む」「住む」の掛詞。

一三　「映し」に絵の縁語「写し」を掛ける。

一四　岩間を流れ行き、岩間の木の葉を分けて来た山水を。「ゆく」は茨・松・別・月詣集「せく」。

一五　冬になると少しも洩らさないものは。→補注












滝ノ上ノ氷




[image: ]　水みな上かみに水やこほりをむすぶらん来一るとも見えぬ滝二の白しら糸いと







氷筏いかだを閉づと云ふ事を




[image: ]　氷三わる筏のさをのたゆければ持四ちやこさまし保五津の山越







冬歌十首




[image: ]　花六も枯れ紅葉も散らぬ山里はさ七びしさをまた訪とふ人もがな







[image: ]　ひとり住む片八山かげの友なれやあらしに晴るる冬九の山里







[image: ]　津の国の葦一〇あしの丸まろ屋やのさびしさは冬一一こそわ＊きて訪ふべかりけれ







[image: ]　さゆる夜はよ一二その空にぞ鴛を鴦しも鳴く氷りにけりな昆一三こ陽やの池水







[image: ]　よもすがらあ一四らしの山に風さえてお一五ほゐの淀よどに氷をぞしく







[image: ]　さえわたる浦風いかに寒からん千鳥群れゐるゆ一六ふさきの浦











一　糸を繰るように来るとも見えない。「来る」に「繰る」を掛ける。

二　滝の流れを白糸に見立てた歌語。糸は「結ぶ」「繰る」と縁語。

三　筏の棹で氷を割りながら行くのは疲れるので。

四　筏に組んだ材木を持って越えられたらよいのに。実現不可能な想像。

五　丹波と山城の国境。

六　秋草の花も枯れ紅葉も散り果ててもう散らない。「ちらぬ」は松・心・西・別「ちりぬ」で二句切れ。

七　さびしさをまた訪れてくれる人がいたらよいな。→補注

八　孤立した山の蔭。

九　茨・松・心・西・別「冬の夜の月」の方がよいか。




一〇　葦で葺いた粗末な小屋。→補注

一一　冬こそとくに訪れるべきだ。

一二　離れた他所に。鴛鴦の縁で「空に」という。

一三　摂津国・猪い名な野の。行基が昆陽寺のそばに築造したという池。→補注

一四　「嵐」に「嵐山」を掛ける。

一五　大井川の水流の淀んだ所。

一六　所在未詳。摂津国か。→補注












[image: ]　山里はしぐれし頃のさびしさに嵐一の音はや二やまさりけり







[image: ]　風三さえて寄四すればやがて氷りつつか＊へる波なき志賀五しがの唐から崎さき







[image: ]　吉野山麓六ふもとにふらぬ雪ならば花七かと見てやたづね入いらまし







[image: ]　山八ごとにさ九びしからじとはげむべし煙けぶりこめたり小一〇野の山里







題不知




[image: ]　山桜思一一ひよそへてながむれば木一二ごとの花は雪一三まさりけり







仁一四和寺の御お室むろにて、山家ニ閑居シテ見ルレ雪ヲと云ふ事をよませ給ひけるに




[image: ]　降りうづむ雪を友にて春き一五ては日を送るべき深み山やま辺べの里







山家冬深シ




[image: ]　訪一六とふ人は初雪をこそ分け来こしか道とぢてけり深山辺の里











一　茨・松・心・西・別「あられ」。

二　寂しさがいっそう勝るよ。

三　→補注

四　寄せるとそのまま氷って、返る波がない。

五　近江国の歌枕。琵琶湖南西岸。

六　麓に降らず、奥の峯に降る雪だったなら。反実仮想。

七　雪を花かと見て奥まで尋ね入っただろうに。

八　炭竈のある山毎に。茨「やどごとに」。

九　寂しくないようにしようと励むのだろう。→補注




一〇　山城国の歌枕。炭焼で有名。

一一　雪を花に思い寄せて。

一二　木毎に咲く花。→補注

一三　雪の花の方が現実の花に勝って美しいよ。

一四　仁和寺の覚性法親王の御所で。→補注

一五　茨・松「までは」の方がよいか。

一六　訪れる人は初雪をこそ分けて来たけれど。こそ…已然形は逆接で下へ続く。初句は茨・心・西「とふ人も」。→補注












山居ノ雪




[image: ]　年のうちは訪とふ人さ一らにあらじか＊し雪二も山路も深き住処すみかを







世を遁のがれて、鞍三くら馬まの奥に侍りけるに、筧四かけひ氷りて、水ま五うで来こざりけり。春になるまでかく侍るなりと申しけるを聞きて、よめる




[image: ]　わ六りなしや氷＊る筧の水ゆえに思七ひ捨ててし春の待たるる







陸奥国八みちのくににて、年の暮によめる




[image: ]　つ九ねよりも心細くぞ思ほゆる旅の空にて年の暮一〇れぬる







山家ノ歳暮




[image: ]　あたらしき柴の編あみ戸どをた一一てかへて年の明くるを待一二ちわたるかな







東一三山にて歳暮ノ述懐




[image: ]　年暮＊れしそ一四の営いとなみは忘られてあ一五らぬさまなるいそぎをぞする











一　一向にあるまいよ。

二　→補注

三　山城国愛宕郡。「鞍馬の奥」が鞍馬寺か天台系別所か、また寺院に止住か草庵を結んだか未詳。出家直後の作との推定が有力。

四　竹木を懸け渡して水を引く樋。

五　流れて来ませんでした。「まうで来」は、やって来るの丁寧語。

六　道理に合わないな。下句を倒置で受けていう。氷の縁語「割り」を掛ける。

七　出家して思い捨てた春が自ずと待たれるのは。「るる」は自発。

八　初度陸奥の旅か。

九　通常の歳暮よりも。




一〇　松・別「暮るるは」。

一一　「たて」「明くる」は戸の縁語「閉（た）て」「開くる」を掛ける。

一二　待ち続けることよ。

一三　→補注

一四　在俗時の歳暮の営みは忘れられて。第三句「忘られで」と解する説もある。

一五　俗世間と異なる越年の用意をする。












年の暮に、高一野より都二なる人の許もとに遣つかはしける




[image: ]　お三しなべて同じ月日の過ぎゆけば都四もかくや年は暮れぬる







年の暮に、人の許へ遣はしける




[image: ]　お五のづから言はぬを慕ふ人やあるとや六すらふほどに年の暮れぬる







常七つね無きことに寄せて




[image: ]　いつかわれ昔八の人と言はるべき重九なる年を送り迎へて











一　茨「あがた」（地方・いなかの意）。

二　心・西・別「京へ」。

三　すべて一様に。

四　都でもこのように、高野山と同様に年は暮れただろうか。

五　ひょっとして、こちらから何も言わないのを慕わしく思う人もあるかと。「おのづから」は「慕ふ」に懸る。

六　音信するのをためらううちに。

七　世の無常に寄せて歳暮を詠んだ歌。

八　死んで昔の人と。

九　毎年積み重なる年。











山家集中








恋







聞一キテレ名ヲ尋ヌル恋




[image: ]　逢二はざらんことをば知らで帚三ははき木ぎの伏四ふせ屋やと聞きてたづね来にけり







自五よリレ門帰ル恋




[image: ]　立六て初そめてかへる心は錦七にしき木ぎの千八ち束つか待つべきここちこそせね







涙ニ顕あらはルル恋




[image: ]　覚おぼ束つかないかにと人のく九れはとりあ一〇やむるまでに濡るる袖かな











一　評判を聞いて尋ねる恋。

二　逢ってくれないことは知らないで。

三　信濃国の園原にある箒に似た伝承の木。遠くからは見え、近づくと見えなくなるという。→補注

四　軒が低い粗末な家。園原にあった布施屋（宿泊施設）をさす。

五　後に藤川百首「従門帰恋」の難題として著名。その早い例。

六　錦木を初めて立てて女の家の門より帰る時の心は。

七　陸奥国の風習で、男が想う女の家の門戸に五彩の木（錦木）を立て、女は応じれば木を取り入れるが、その気がなければ放置し、男は一日一束ずつ千日かけて千束の木を置き続けるという。

八　千束立てるまで待てそうにない。→補注

九　呉の国の技法で織った布。ここは「あやむる」に掛けた「綾」を導く枕詞。→補注




一〇　人が怪しむまでに。「あやむ」は非歌語。→六六〇












夢ニ会フ恋




[image: ]　な一かなかに夢にうれしきあふことは現二うつつにものを思ふなりけり







[image: ]　あ三ふとみることを限れる夢路にてさ四むる別れのな五からましかば







[image: ]　夢六とのみ思ひなさるる現うつつこそあひ見しことのかひなかりけ＊れ







後七きぬ朝ぎぬ




[image: ]　今朝けさよりぞ人の心はつらからで明八けはなれゆく空を恨＊むる







[image: ]　あ九ふことを忍ばざりせば道一〇芝の露より先におきて来こましや







後朝ノ郭公ほととぎす




[image: ]　さ一一らぬだに帰りやられぬし一二ののめに添一三へて語らふ郭公かな







後朝ノ花橘




[image: ]　か一四さねては＊濃一五こからまほしき移り香を花橘に今朝たぐへつつ











一　なまじっか。

二　現実には物思いする原因だったか、という気づき。

三　恋人と逢うことだけを夢に見て。

四　目覚めによる夢の中の恋人との別れ。「別れ」は「夢路」と縁語。

五　後に「よからまし」を省略。

六　感激の余り夢としか思えない現実の逢瀬。

七　恋人と共寝した翌朝の別れ。男女が互いの衣を身につけることからいう。

八　明け放れゆく空を恨むのは、女の家を去らねばならない男。

九　人目を忍んで逢う恋でなかったなら。




一〇　道端の草に置く露より先に起きて来なかっただろうに。反実仮想。「や」は反語。「起きて」に露の縁語「置きて」を掛ける。

一一　郭公の鳴かないときでさえ。

一二　東の空の白む夜明け。

一三　名残惜しさを添えて鳴く。

一四　袖を重ねる共寝を重ねて。

一五　濃くなってほしい移り香。→補注












後朝ノ霧




[image: ]　や一すらはんおほかたの夜は明けぬとも闇＊二とかこへる霧に籠こもりて







かへる朝あしたの時雨しぐれ




[image: ]　こ三とづけて今朝の別＊れはやすらはん時四雨をさへや袖にかくべき







逢五ヒテ不ルレ遭ハ恋




[image: ]　つらくとも逢六はずはなにの習ひにか身のほど知らず人を恨みん







[image: ]　さ七らばたださらでぞ人のやみなましさて後のちもさはさもあらじとや







恨




[image: ]　漏らさじと袖にあまるを包八つつまましな九さけを忍ぶ涙なりせば







再ビ絶ユル恋




[image: ]　か一〇ら衣た一一ち離れにしままならば重一二ねてものは思はざらまし











一　世間の夜は明けたとしても、ここにとどまっていよう。

二　闇とばかり女の家を取り囲んでいる。→補注

三　時雨にかこつけて。

四　別れの涙の上に時雨までを。

五　一度逢って後、逢えない恋。

六　一度も逢わなかったなら、どういう習いで身の程知らずに人を恨もうか。逢ってしまったゆえ恋の習いで再び逢えない人を身の程知らずに恨むことになった。→補注

七　二度と逢ってくれないなら、一度も逢わずに終ってほしかった。逢って後も逢ったからもう逢うこともあるまいというのか。

八　慎んで包み隠そうものを。「包ま」に「慎ま」を掛ける。

九　人目を忍ぶあなたの愛情を思う涙だったなら。薄情を恨む涙ゆえ隠す必要もない。




一〇　「裁ち」を導く枕詞。

一一　「裁ち」に「立ち」を掛ける。

一二　再び逢って別れ、重ねて物思いはしなかったろうに。「重ねて」は衣の縁語。












寄スルレ糸ニ恋




[image: ]　賤しづの女めが裾一すそとる糸に露二そひて思三ひにたがふ恋もするかな







寄スルレ梅ニ恋




[image: ]　折四らばやとなに思はまし梅五の花な六つかしからぬ匂ひなりせ＊ば







[image: ]　ゆ七きずりに一枝折りし梅が香のふかくも袖に染しみにけるかな







寄八スルレ花ニ恋




[image: ]　つ九れもなき人に見せばや桜花風にしたがふ心一〇よわさを







[image: ]　花一一を見る心はよそに隔たりて身につきたるは君がおもかげ







寄スル二残レル花ニ一恋




[image: ]　葉一二隠れに散りとどまれる花のみぞ忍一三びし人に逢ふ心ここ地ちする











一　端を取って紡ぐ糸に。→補注

二　涙の露が落ちかかって。

三　思い通りにつなげないように、思いに相違する。「たがふ」は糸の縁語。上句は第四句を導く有意の序。

四　折りたいとどうして思おうか、思いはしない。「折る」は女と契る意を含む。「なに」は反語。

五　梅の花は女性の比喩。

六　心ひかれる匂いでなかったなら。反実仮想。現実には心ひかれる匂いであったので折りたいと思った。

七　通りすがりに、気楽に。→補注

八　言葉集・恋下では「寄桜花」題で、作者を「教行法師」とする。

九　冷淡なあの人に見せたい。→補注




一〇　女の強情に桜花の従順な心弱さを対比。

一一　花を見る心は身を離れ他所に遠ざかって。花への執心・遊離魂を恋歌へ転移。

一二　若葉に隠れて散り残っている桜。発見の喜び。

一三　人目を忍び心に秘めて想っていた人。












寄スル二帰ル雁ニ一恋




[image: ]　つ一れもなく絶えにし人を雁二がねの帰る心と思はましかば







寄スル二草三花ニ一恋




[image: ]　朽四くちてただしほればよしやわが袖も萩はぎの下した枝えの露によ五そへて







寄スルレ鹿ニ恋




[image: ]　つま恋ひて人目つ六つまぬ鹿の音ねを＊羨七む袖のみさをなるかは







寄スル二刈八かる萱かやニ一恋




[image: ]　ひ九とかたに乱るともなきわが恋や風一〇さだまらぬ野辺の刈萱







寄スルレ霧ニ恋




[image: ]　夕一一霧のへだてなくこそ思ほゆれ隠れて君が逢はぬなりけり







寄スル二紅葉ニ一恋




[image: ]　わ一二がなみだしぐれの雨にた一三ぐへばや紅一四葉の色の袖にまがへる











一　無情にも仲絶えてしまった人を。

二　雁が花を見捨てて帰る心と思えたならば（心慰むだろうに、そうは思えず辛い）。反実仮想の後略。

三　「草花」は秋草の花。→補注

四　露により草花が朽ちしおれるように、私の袖も涙で濡れて朽ちしおれるなら、それでもよい。

五　なずらえて。

六　はばからない。

七　羨ましく思う私の袖はいつに変らずいられようか、いや涙で濡れるよ。「かは」は反語。茨「哉」。

八　イネ科の多年草。秋の七草の一。

九　一方になびくでもなく、様々に乱れる私の恋心だな。「乱る」は刈萱の縁語。




一〇　向きの定まらない風にあちらこちらへなびく野辺の刈萱のようだよ。

一一　夕霧のような隔てはないと思ったのに。「夕霧」は枕詞的用法。「隔て」「隠れ」は夕霧の縁語。

一二　この歌、流布本系は秋に重出。

一三　一緒にさせてみたい。→補注

一四　時雨の染める紅葉の色が、私の紅涙（恋の涙）に見紛えるから。












寄スル二落葉ニ一恋




[image: ]　朝一ごとに声をたたむる風の音は夜二をへてかかる人の心か




寄スルレ氷ニ恋




[image: ]　春を待つ諏三訪のわたりもあるものをい四つを限りにすべきつららぞ







寄スル二水鳥ニ一恋




[image: ]　わが袖の涙五かかると濡れであれなうらやましきは池の鴛六を鴦し鳥どり







賀七茂の方かたに佐々木と申す里に、冬ふかく侍りけるに、隆八信など詣まできて、山家ノ恋と云ふ事を詠みけるに




[image: ]　筧九かけひにも君一〇がつららや結ぶらん心細くも絶一一えぬなるかな







商＊あき人びとニ付クルレ文ヲ恋と云ふ事を




[image: ]　思ひかね市一二いちの中には人多みゆ一三かりたづねて付くるたまづさ











一　毎朝落葉が増し、梢を吹く風声が減少することを表現。「たたむる」はしまい収める意か。→補注

二　夜を過して睦言を交し、朝にはこんな様子で静まりかえる恋人の心か。「かかる」は「かくある」の約。茨・松・別「かるる」は離れる意。

三　信濃国諏訪湖で冬季に氷がもり上るのを神の足跡と見なす「御神渡（おみわたり）」をいう。→補注

四　いつを限度に解けるべき氷か。「つらら」に「辛し」を響かせる。

五　涙がこのように落ち懸って濡れないでほしいな。「かかる」は「かくある」の約。涙が「懸る」を掛ける。

六　夫婦仲のよい鳥とされる。

七　賀茂別雷神社境内河上郷の佐々木野。→補注

八　藤原隆信。寂超の子。「隆信など」は茨「人々」。

九　竹木を懸け渡して水を引く樋。




一〇　恋人の冷淡な心のような氷。

一一　絶えてしまったよ。「ぬ」は完了。

一二　市の中には人目が多いので。「なか」は松・別「かた」。→補注

一三　縁故を尋ねて商人に託す恋文。












海一路ノ恋




[image: ]　波二しのぐことをも何かわづらはん君に逢ふべき路と思はば







松風ニ増サル恋




[image: ]　岩三い代はしろの松四風聞けばも五の思ふ人も心ぞむ六すぼほれける







九七な月がつきふたつありける年、閏＊八うる月ふづきを忌いむ恋と云ふ事を人々詠みけるに




[image: ]　な九がつきのあまりにつらき心にて忌むとは人の言ふにやあるらん







御一〇み生あれの頃、賀茂に詣まゐりたりけるに、精さう進じニ憚ル恋を人々詠みけるに




[image: ]　こ一一とづくる御生のほどを過すぐしてもな一二ほやうづきの心なるべき







同社にて祈ルレ神ニ恋と云ふ事を、神一三かん主ぬしども詠みけるに




[image: ]　天あま降くだる神一四のしるしの有り無しをつれなき人のゆくへにて見ん











一　同題は源俊頼に先例。

二　波を凌いで海路を行くことも何も苦にならないよ。「何か」は反語。

三　紀伊国の歌枕。有間皇子の結び松で著名。→補注

四　「待つ」を掛ける。

五　恋の物思いをする人も。

六　晴れずに鬱屈するよ。「結ぼほる」は言外に暗示した結び松に縁を持たせた措辞。

七　閏九月のあった年。→三八一

八　先例のない題。九月は正月・五月と共に忌月。

九　「九月の余り」（閏九月）に副詞「あまりに」を言い掛ける。




一〇　神の降誕の意から転じ、賀茂別雷神社で、陰暦四月、中の酉の日の賀茂祭（葵祭）の前日に行われる神招きの神事をいう。

一一　逢えない口実にした御生の精進潔斎の頃を過ぎても。

一二　なお逢わないのは卯月だから私につらいあの人の心に違いない。「卯月」に「憂」を掛ける。

一三　神主達の中心人物は賀茂重保か。

一四　神の霊験があるか否かを。












月一




[image: ]　月二待つといひなされつるよひの間まの心の色を袖三に見えぬる







[image: ]　知らざりき雲四居のよそに見し月のか五げを袂たもとに宿すべしとは







[image: ]　あ六はれとも見る人あらば思七ひなん月のおもてにやどる心は







[image: ]　月見ればい八でやと世のみ思ほえて持九たりにくくもなる心かな







[image: ]　弓一〇張の月に外はづれて見し影のやさしかりしはい一一つか忘れん







[image: ]　おもかげの忘らるまじき別れかな名一二な残ごりを人の月にとどめて







[image: ]　秋の夜の月一三や涙をかこつらん雲なきかげをも一四てやつすとて







[image: ]　天の原さ一五ゆるみ空は晴れながらなみだぞ月の雲一六になりける











一　この歌群は松・別「寄月恋」題。

二　実は恋人を待ちながら、月を待つと言いつくろわれた。→補注

三　袖の涙に月が宿り、本心を人に見せてしまったよ。

四　空の彼方に見た月。無縁な女性の比喩。→補注

五　月光を袂の涙に映そうとは。

六　→補注

七　きっと思うだろう。心・西・別・玉葉「おもはなん…やどす心を」。「思はなん」は思ってほしい、の意。

八　さて逢いに出かけたいと、あなたとの仲ばかり。→補注

九　持ちこたえ難くも。「持たり」は「持ちたり」の転で、俗語。




一〇　弦月の光から外れ、物蔭からほのかに見た面影。→補注

一一　いつ忘れられようか、忘れ難い。

一二　名残惜しさを別れてゆく男が月の面に留めて。後朝（きぬぎぬ）の別れを女の立場で詠む。

一三　月は私の涙を不満に思うだろう。

一四　曇らせて貧相にするといって。

一五　月光が冴える。

一六　茨・松・別「くま」（隈）。












[image: ]　もの思ふ心一のたけぞ知られぬる夜な夜な月をながめあかして







[image: ]　月を見る心二の節ふしをとがにしてたより得顔に濡るる袖かな







[image: ]　思三ひ出づることは何時四いつともいひながら月五にはた＊へぬ心なりけり







[image: ]　あ六しひきの山のあなたに君住＊七まば入るとも月を惜八しまざらまし







[image: ]　歎けとて月九やはものを思はするか一〇こち顔なるわが涙かな







[image: ]　君一一にいかで月一二にあらそふほどばかりめ一三ぐり逢ひつつかげを並べん







[image: ]　白一四し妙ろたへのころもかさぬる月かげのさゆる真ま袖そでにかかる白一五露







[image: ]　忍び音ねの涙たたふる袖一六のうらにな一七づまずやどる秋の夜の月











一　心の限りが知られたよ。恋情の深さを自覚。→補注

二　心の箇所を罪科と見なして、拠り所を得たという様子で。

三　恋人を思い出す。

四　茨・松・別「いつもと」。

五　月を見ると一層こらえきれない。

六　「山」を導く枕詞。

七　月の縁語「澄ま」を掛ける。

八　惜しまないだろうに。反実仮想。→補注

九　月が私に物思いさせるのか、そうではない。「やは」は反語。




一〇　恋人ゆえなのに、月にかこつけた様子の。→補注

一一　あなたに何とかして。下句に懸る。

一二　月と競い合うほど夜毎に。

一三　「めぐり逢ひ」「影」は月の縁語。

一四　白い衣を重ねたように見える月光が冷たく冴える両袖に。共寝を暗示しつつ独り寝を表現。

一五　「白露」は涙の見立て。

一六　出羽国の歌枕「袖の浦」に「袖の裏」を掛ける。

一七　さえぎられることなく。












[image: ]　もの思ふ袖にも月は宿りけりにごらで澄一める水ならねども







[image: ]　恋二しさをもよほす月のかげなればこぼれかかりてか三こつ涙か







[image: ]　よ四しさらば涙五の池に袖六なれて心のままに月を宿さん







[image: ]　う七ちたえてなげく涙にわが袖の朽八くちなば何に月を宿さん







[image: ]　世九々経ふとも忘一〇れがたみの思ひ出はたもとに月の宿るばかりか







[image: ]　涙ゆゑくまなき月ぞ曇りぬる天一一あまのはらはらとのみ泣かれて







[image: ]　あ一二やにくにしるくも月の宿るかな夜一三よにまぎれてと思ふ袂たもとに







[image: ]　お一四もかげに君が姿を見つるよりにはかに月の曇りぬるかな







[image: ]　よもすがら月一五を見顔にもてなして心一六の闇にまよふ頃かな











一　月が「住める」を響かせる。

二　恋人への恋しさをつのらせる。

三　月のせいだと歎く涙か。

四　よしそれなら。

五　多量の涙を池に見立てた語。「涙の川」「涙の湖」に比して「涙の池」は用例稀少。→補注

六　袖は馴染んで。茨・夫木抄「身をなして」、西・別「袖なして」。

七　恋人との仲が絶えて。「うち」は接頭語。

八　朽ちてしまったら一体何に。

九　幾世を経ようとも。




一〇　「忘れ難み」に「忘れ形見」を掛ける。

一一　「天の原」に副詞「はらはらと」を言い掛ける。

一二　あいにくにもはっきりと。

一三　夜陰に紛れて人知れず泣こうと。

一四　月を眺めて面影にあなたの姿を見たと思ったら。

一五　月を見ている様子に装って。「…顔」は西行の愛用表現。

一六　恋心の闇。「心の闇」は親心の闇を表すほか、恋心の闇を表す系列もある歌語。→補注












[image: ]　秋の月も一の思ふ人のためとてや憂二きおもかげにそへて出づらん







[image: ]　へ三だてたる人の心のくまにより月をさやかに見ぬがかなしさ







[image: ]　涙ゆゑ月四はくもれる月なればな五がれぬ折ぞ晴れ間なりける







[image: ]　くまもなき折りしも人を思ひ出でて心六と月をや七つしつるかな







[image: ]　もの思ふ心のくまを拭八のごひうてて曇らぬ月を見九るよしもがな







[image: ]　恋一〇しさや思ひ弱るとながむればい一一とど心をくだく月影







[image: ]　ともすれば月す一二む空にあくがるる心一三の果てを知るよしもがな







[image: ]　ながむるに慰一四むことはなけれども月を友にてあかす頃かな







[image: ]　物思ひてながむる頃の月の色にい一五かばかりなるあはれ染そむらん











一　恋の物思いをする私。

二　私につらい恋人の面影に寄り添えて出るのだろうか。→補注

三　打ち解けない恋人の心のかげりのために流す涙により。「くま」は月の縁語。→補注

四　茨・松「常は」。→補注

五　涙が「流れぬ」に「泣かれぬ」を掛ける。

六　副詞「心と」はわが心から進んで、の意。

七　みすぼらしく涙で曇らせたよ。

八　ぬぐい捨て去って。→補注

九　見る方法がないものか。




一〇　恋しさが弱まるかと。

一一　ますます心を粉々に砕くほど苦しめる月影。

一二　「澄む」と「住む」の掛詞。茨・松「見る」。

一三　心の行き着く先。恋歌としてはあなたの所という含意。

一四　恋心が慰められることはないけれども。→補注

一五　どれほどあわれな色が染まっているだろうか。「染む」は色の縁語。→補注












[image: ]　雨雲のわ一りなき隙ひまを洩る月のか二げばかりだに逢ひ見てしがな







[image: ]　秋の月信三しの太だの杜もりの千ち枝えよりも繁き歎四きやく＊五まになるらん







[image: ]　思六ひしる人あり明けの夜なりせば尽七きせず身をば恨みざらまし







恋




[image: ]　数八ならぬ心九の咎とがになし果てじ知らせてこそは身をも恨みめ







[image: ]　う一〇ちむかふそのあらましの面影をまことになして見るよしもがな







[image: ]　山＊やま賤がつの荒一一あら野のをしめて住みそむるかたたよりなき恋もするかな







[image: ]　常一二と盤きは山やまし一三ひの下柴刈り捨てんか一四くれて思ふかひのなきかと







[image: ]　歎一五くとも知らばや人のおのづからあはれと思ふこともあるべき











一　むやみに密集している隙間を。

二　光のように少しだけでも恋人に逢いたいな。上句は「影」を導く序。

三　和泉国の歌枕。「千枝」は楠の数多く分岐した枝。→補注

四　千枝の縁語「木」を掛ける。

五　秋の月のかげりになるだろう。

六　有明の月を眺める私の思いを分る人があったなら。「人あり」に「有明け」を、「夜」に「世」を掛ける。

七　「月」を響かせる。→補注

八　取るに足りない。自卑。

九　自分の心のせいにしてしまうまい、思いを知らせて叶わなかったら、わが身を恨もう。→補注




一〇　面と向うとき、そうありたいと願う予想の面影を。

一一　荒野を占有して住み始めた地点は拠り所ないように、先方から一片の手紙も来ない恋もするよ。→補注

一二　洛西の歌枕。

一三　薪にする椎の木の下枝。紅葉せず常緑。→補注

一四　隠れて恋する甲斐がないと。「かひ」に山の縁語「峡」を掛ける。

一五　私が歎くと知ったら恋しい人は。












[image: ]　なにとなくさすがに惜しき命かなあ一り経へば人や思ひ知るとて







[image: ]　な二にゆゑか今日までものを思はまし命三にかへて逢ふ世よなりせば







[image: ]　あ四やめつつ人知るとてもいかがせん忍五びはつべき袂たもとならねば







[image: ]　涙六川深く流るる水脈七みをならば浅八き人目につつまざらまし







[image: ]　しばしこそ人九目つつみに堰せかれけれ果ては涙や鳴一〇なる滝たきの川







[image: ]　もの思へば袖に流るる涙川い一一かなる水み脈をに逢ふ瀬なりなん







[image: ]　憂一二きにだになどなど人を思へどもかなはで年の積りぬるかな







[image: ]　な一三かなかに馴一四れぬ思ひのままならば恨みばかりや身に積らまし







[image: ]　何一五せんにつれなかりしを恨みけん逢一六はずはかかる思ひせましや











一　生き永らえていたら恋人が私の苦しい心を分るかと思って。→補注

二　→補注

三　命と引き替えに逢える仲だったなら。反実仮想の倒置。

四　怪しんで人がわが恋を知るとしてもどうしようもない。→補注

五　堪え切れる袂の涙ではないから。

六　涙の流れを川にたとえた歌語。

七　船が往来する深い水路。「深く」「浅き」と共に川の縁語。

八　浅い人目をはばかる必要もなかっただろうに、隠しようなく顕れた。

九　歌語「人目慎み」に川の縁語「堤」を掛ける。




一〇　洛西の歌枕。涙が「成る」を掛ける。→補注

一一　どんな水脈に逢う瀬となるのだろう。→補注

一二　たとえ仕打ちがつらくとも、何故何故と。→補注

一三　かえって。下句に懸る。

一四　心・西・別「あはぬ思ひ」。

一五　どうして。

一六　逢わなかったらこんな思いはしなかっただろう。「や」は反語。












[image: ]　む一かはらばわれが歎きの報いにて誰二たれゆゑ君がものを思はん







[image: ]　身三の憂さの思ひ知らるることわりにおさへられぬは涙なりけり







[image: ]　日四を経ふれば袂たもとの雨の脚あしそひて晴五るべくもなきわが心かな







[image: ]　か六きくらす涙の雨の脚しげみさ七かりにものの歎かしきかな







[image: ]　もの思へどもか八からぬ人もあるものをあはれなりける身の契九りかな







[image: ]　な一〇ほざりの情なさけは人のあるものを絶一一ゆるは常の習ひなれども







[image: ]　な一二にとこは数かずまへられぬ身のほどに人を恨むる心な一三りけん







[image: ]　憂一四きふしをまづ思ひ知る涙かなさ一五のみこそはと慰むれども











一　因果がめぐったなら。

二　誰のためにあなたは私と同じ歎きをするだろうか。→補注

三　わが身の憂さが思い知られるのは道理だと思うにつけ。→補注

四　逢えずに日が経つと袂の涙の雨脚が増して。→補注

五　晴れるはずもない。「晴る」は雨の縁語。

六　空一面暗くして涙の雨脚が頻りなので。「み」は原因。

七　今を盛りに。梅雨の盛りを含意。

八　こんなに私ほど苦しく思わない人もあるのに。→補注

九　前世よりの宿命。




一〇　人並みの情なら誰にもあるのに。あなたはそれもかけてくれない。

一一　逢って後に仲が絶えるのは恋の常の習いだけれども。上下句とも逆接の後略で、破格の歌。

一二　何とこれは、人数にも入れられない身の程にありながら。

一三　茨「ありけん」。

一四　つらいことを。→補注

一五　そんなに歎いてばかりいなくともと。












[image: ]　さまざまに思ひ乱るる心をば君がもとにぞ束一つかねあつむる







[image: ]　もの思へば千ち々ぢに心ぞくだけぬる信二しの太だの杜もりの千ち枝えならねども







[image: ]　か三かる身に生おほしたてけんた四らちねの親五さへつらき恋もするかな







[image: ]　お六ぼつかな何なにの報いのかへりきて心七せたむるあたとなるらん







[image: ]　か八き乱る心やすめぬことぐさはあ九はれあはれと歎くばかりか







[image: ]　身一〇を知れば人のとがには思はぬにう一一らみ顔にも濡るる袖かな







[image: ]　な一二かなかに馴一三るるつらさに比ぶれば疎一四うとき恨みはみさをなりけり







[image: ]　人は憂し歎きはつゆも慰まずさ一五はこはいかにすべき心ぞ







[image: ]　日にそへて恨みはいとど大一六おほ海うみのゆたかなりけるわが思一七ひかな











一　束ね集めるよ。思い乱れる心はすべて恋人の許に帰着するという意。「束ぬ」は「乱る」と対。→補注

二　→六五一・注三

三　このように恋に思い悩む身に育て上げてくれた。

四　垂乳根の。「親」を導く枕詞。

五　親までも恨めしい恋。「さへ」は添加。→補注

六　よく分らない。初句切れ。

七　心を責め苛む仇となるのだろう。

八　すっかり乱れる心を休ませない口癖は。→補注

九　ああ、ああと歎くばかりか。




一〇　我が身の程を知っているので恋人のせいとは思わないけれど。

一一　恋人を恨むように涙で濡れる袖だよ。「恨み顔」は和泉式部に先例。

一二　かえって。下句に懸る。

一三　逢い馴れて逢えないつらさ。

一四　疎遠で逢えなかった時の恨みの方が、そうか平気だったのだ。

一五　それではこれはいったいどうしたらよい我が心か。

一六　恨みは「多し」を言い掛ける。

一七　茨・松・心・別・万代集「涙」。












[image: ]　さ一ることのあるなりけりと思ひ出でて忍二ぶ心をしのべとぞ思ふ







[image: ]　今三日ぞ知る思四ひ出でよとちぎりしは忘れんとての情なさけなりけり







[image: ]　難なに波は潟がた波五のみいとど数そひてう六らみの干ひばや袖の乾かん







[image: ]　こ七ころざし有りてのみやは人を訪とふ情八なさけはなどと思ふばかりぞ







[image: ]　な九かなかに思ひ知るてふ言ことの葉は問一〇はぬにすぎて恨めしきかな







[image: ]　な一一どか我われことのほかなる歎きせでみ一二さをなる身に生れざりけん







[image: ]　汲みて知る人一三もあらなんおのづからほ一四りかねの井の底の心を







[image: ]　けぶり立つ富士に思一五ひの争ひてよ一六だけき恋をするがへぞ行く







[image: ]　涙川さかまく水み脈をの底一七ふかみみ一八なぎりあへぬわが心かな











一　逢う瀬もあったなと。

二　私が忍ぶ心をあなたも偲べよと。

三　忘れられた今日分った。→補注

四　あの人が思い出してよと言って約束したのは忘れることを予想しての情だったのだ。女の立場で詠むか。

五　波のみ一層数重なって濡れるが。

六　浦廻（海岸の湾曲部）が干上がったなら恨みも退いて袖の涙は乾くのだろうか。「浦廻」「恨み」の掛詞。

七　志のあるだけが人を訪う理由ではない。初句は茨「心ざしの」。

八　恋の情はなぜ人を訪う理由にならないのかと思うばかりだ。

九　かえって。




一〇　問いかけてくれない以上に。

一一　どうして。→補注

一二　恋に平然としていられる身。

一三　人もあってほしい。

一四　武蔵国の歌枕。→補注

一五　富士山の噴煙の「火」を掛ける。

一六　猛々しく仰山な恋をする、駿河へ行くよ。「駿河」に恋を「する」を言い掛ける。→補注

一七　底が深いので。「み」は原因。

一八　満たされ切れない。→補注












[image: ]　磯一のまに波あらげなる折々はう二らみをかづく里のあま人







[image: ]　瀬三せ戸と口ぐちにたけるうしほの大おほ淀よどみ淀四むとどひのなき涙かな







[image: ]　東あづま路ぢやあ五ひの中山ほ六どせばみ心七の奥の見えばこそあらめ







[image: ]　いつとなく思八ひに燃ゆるわが身かな浅間の煙けぶりし九める世もなく







[image: ]　播はり磨ま路ぢや心のす一〇まに関据すゑていかでわが身の恋をとどめん







[image: ]　あ一一はれてふ情なさけに恋の慰まば問一二ふ言ことの葉はやうれしからまし







[image: ]　も一三の思へばま一四だ夕暮のままなるに明けぬと告一五ぐるし一六ば鳥の声







[image: ]　夢をなど夜ごろたのまで過ぎ来けんさ一七らで逢ふべき君ならなくに











一　松屋本・流布本系は次歌と逆順。

二　「浦廻」と「恨み」、「潜く」と「被く」（身に負うの意）を掛ける。

三　瀬戸の入口に盛んな潮流が大きく淀み。上句は「淀む」を導く序。

四　淀んで流れが留まることなく滂沱と流れ下る涙よ。→補注

五　所在未詳。

六　道が狭いので。「み」は原因。

七　恋人の心の奥が見えたらいいのに、見えない。→補注

八　「思ひ」に「火」を掛ける。「燃ゆる」「煙」は火の縁語。

九　火勢が衰える時もなく。→補注




一〇　隅の意の「すま」と「須磨」を掛ける。須磨には関所があった。

一一　可哀想というあなたの同情に。

一二　かけてくれる言葉はうれしいだろうに。現実にはそれで慰まない。

一三　茨・松「物思ひは」。

一四　私の気持ちはまだ夕暮のままなのに。

一五　「作る」とも取れる。

一六　鶏の異名。「屢鳴鳥（しばなきどり）」の略という。

一七　夢以外で逢える人ではないのに。












[image: ]　さ一はと言ひて衣返してうち臥せど目二の合はばやは夢も見るべき







[image: ]　恋三ひらるるうき名を人に立てじとて忍四ぶわりなきわが袂たもとかな







[image: ]　夏五草のしげりのみゆく思ひかな待六たるる秋のあはれ知られて







[image: ]　く七れなゐの色に袂の時し雨ぐれつつ袖に秋八ある心ここ地ちこそすれ







[image: ]　あ九はれとて訪とふ人のなどなかるらんも一〇の思ふ宿の荻をぎの上うは風かぜ







[image: ]　わ一一りなしやさこそもの思ふ袖ならめ秋一二に逢ひてもおける露かな







[image: ]　秋一三ふかき野辺の草葉にくらべばやもの思ふ頃の袖の白一四露







[image: ]　いかにせん来一五ん世の海人あまとなるほどもみ一六るめ難かたくて過すぐるうらみを











一　それではせめて夢で逢おうといって。→補注

二　目を閉じられたら夢も見るだろうに（眠れないから夢でも逢えない）。

三　私に恋されているという浮名をあなたのために立てるまいと思って。

四　涙を堪えるけれどむやみに辛い。

五　夏草が茂るように深くなってゆく一方の恋心だよ。

六　夏ゆえ待たれる秋だが、飽きられる悲哀が思い知られて。→補注

七　恋人に飽きられて流す紅の血の涙が袂に紅葉を促す時雨のように落ちて。→補注

八　「飽き」を掛ける。

九　可哀想といって訪れてくれる人がどうしてないのだろう。




一〇　恋の物思いする我が宿。→補注

一一　どうしようもない。

一二　「飽き」を掛ける。露は涙の意。

一三　流布本系は次歌と逆順。

一四　涙の見立て。

一五　来世に海人と生れ変る時も。→補注

一六　「見る目」と「海松布」、「恨み」と「浦廻」を掛ける。












[image: ]　もの思ふと涙ややがて三一みつ瀬せ川がは人二をしづむる淵となるらん







[image: ]　あ三はれあはれこの世はよ四しやさもあらばあれ来五ん世もかくや苦しかるべき







[image: ]　頼もしなよ六ひあかつきの鐘の音＊おとにもの思ふ罪もつ七きざらめやは











一　三途の川。涙が「満つ」を掛ける。

二　人を三悪道（地獄・餓鬼・畜生）に沈める。

三　ああ、ああ。→補注

四　ままよ、どうとでもなれ。

五　来世もこのように恋の苦悩が報いとなって苦しいのだろうか。

六　宵（初夜）暁（晨朝）に撞く勤行の鐘。

七　尽きないことがあろうか。「やは」は反語。「尽き」に鐘の縁語「撞き」を掛ける。→補注












本＊一是以下為二下帖一




雑







[image: ]　つ二くづくとものを思ふにう三ちそへて折あはれなる鐘の音かな







[image: ]　情ありし昔四のみなほしのばれてな五がらへま憂き世にもあるかな







[image: ]　軒近き花六橘に袖しめて昔をしのぶ涙つつまん







[image: ]　なにごとも昔七を聞くは情ありてゆ八ゑあるさまにしのばるるかな











一　親本は以下の雑部が下帖にあることを示す。

二　つくねんと。鐘の縁語「撞く」を掛ける。以下八首は無題。茨・松「題しらず」。→補注

三　接頭語「うち」に鐘の縁語「打ち」を掛ける。

四　自身が知る昔。保元・平治以前をいうか。

五　生き永らえるのがつらい。

六　→補注

七　延喜・天暦の聖代をさすか。

八　由緒ある様に。












[image: ]　わが宿は山一のあなたにあるものをな二にに憂き世を知らぬ心ぞ







[image: ]　曇＊三りなき鏡の上にゐる塵を眼四に立てて見る世と思はばや







[image: ]　ながらへんと思ふ心ぞつゆもなき厭五ふにだにもた＊へぬ憂＊き身は







[image: ]　思ひ出づる過六ぎにし方かたをはづかしみあるにもの憂きこの世なりけり







世七に仕つかふべかりける人の、籠八こもりゐたりける許もとへ遣つかはしける




[image: ]　世の中にす九まぬもよしや秋の月に一〇ごれる水のたたふさかりに







五一一日、菖蒲を人の遣はしたりける返事に




[image: ]　世のう一二きに引かるる人はあやめ草心一三の根なき心ここ地ちこそすれ







寄スル二花橘ニ一述懐




[image: ]　世の憂さを昔一四語りになしはてて花たちばなに思一五ひ出＊でばや











一　山の彼方。出離する所。→補注

二　松・宮合「なにと」。

三　明鏡の上にかかる僅かな欠点。→補注

四　取り立てて注目する。

五　現世を厭うことにさえ耐え得ないいやな我が身は。底本「たえぬ」は茨・松「たらぬ」。

六　自分が過してきた過去。

七　朝廷に出仕するはずだった人。

八　出家して籠っていたところへ。単なる籠居とも解せる。

九　「住まぬ」と「澄まぬ」の掛詞。月の縁語「澄む」を「濁る」に対照。




一〇　濁った水が今を盛りに湛えている時に。秋の月（あなた）が宿るにふさわしくない濁水を濁世（じょくせ）にたとえる。

一一　五月五日、菖蒲の根を引いて葺き、邪気を払った。

一二　「憂き」に「埿」（泥地）を掛ける。「埿」「ひく」「根」はあやめ草の縁語。

一三　仏道を求める心性。→補注

一四　昔語りにしてしまって。→補注

一五　思い出したいものだ。












世一にあらじと思ひ立ちける頃、東二山にて、人々、寄スルレ霞ニ述懐と云ふ事を詠める




[image: ]　空三になる心は春のかすみにて世にあらじとも思ひ立つかな







同四ジ心を




[image: ]　世を厭いとふ名五をだにもさは留とどめ置きて数六ならぬ身の思＊七ひ出いでにせん







い八にしへ頃、東山に阿九あ弥み陀だ房と申しける上しや人うにんの庵室にまかりて見けるに、なにとなくあはれにおぼえて詠める




[image: ]　柴しばの庵いほと聞くはく一〇やしき名なれども世一一に好もしき住すま居ひなりけり







世一二を遁のがれける折、ゆ一三かりありける人の許もとへ言ひ送りける




[image: ]　世一四の中を背そむきはてぬと言ひ置かん思ひしるべき人はなくとも







遥一五かなる所に籠こもりて、都なる人の許へ、月の頃遣つかはしける




[image: ]　月のみやう一六はの空なるかたみにて思一七ひも出でば心かよはん











一　遁世したいと。西行出家は保延六年（一一四〇）一〇月一五日。二三歳。同年春の詠か。

二　京都東山。長楽寺、双林寺などでの歌会か。

三　上の空になり落ちつかない。「空」「霞」「立つ」は縁語。→補注

四　前歌と同じ遁世願望の心。

五　評判。

六　人数に入らない身。卑下。

七　自身の今生の思い出。人に思い出してもらう種と取る説もある。

八　遠く過ぎ去った頃。在俗時か。

九　未詳。浄土教の聖の一人か。




一〇　悔しく残念な。茨・松・夫木抄「いやしき」なら卑賤観の表明。

一一　実際に見てみると実に好ましい。

一二　出家した折。→七二三・注一

一三　俗縁があった人。妻・恋人とも。

一四　→補注

一五　西詞「旅にまかるとて」。→補注

一六　当てにならない、都で共に眺めた思い出の種。

一七　あなたが思い出すなら、月を仲立ちに二人の心は通うだろう。












世一を遁のがれて、伊勢の方かたへまかりけるに、鈴鹿山にて




[image: ]　鈴二鹿山うき世をよそにふり捨てていかになりゆくわが身なるらん







述三懐




[image: ]　なにごとにと四まる心のありければ更五にしもまた世のいとはしき







侍六従大納言成なり通みちの許へ、後七のちの世の事おどろかし申したりける返かへり事ごとに




[image: ]　おどろかす君によりてぞ長八き夜よの久しき夢九は覚さむべかりける







返一〇事




[image: ]　お一一どろかぬ心なりせば世の中を夢ぞと語る甲斐なからまし











一　出家直後の伊勢下向か。初度奥州の旅の旅程に位置づける説もある。

二　古代三関の一。近江と伊勢の境界。「鈴」の縁語「振り」「鳴り」を用いた。→補注

三　→補注

四　執着する心。

五　遁世後の今も、更にまた強く世間が厭わしいのだろうか。

六　藤原成通。平治元年（一一五九）出家。→補注

七　後世の事に目を開かせ申し上げた。出家を勧めた。

八　無仏の無明長夜。

九　はかない迷妄。




一〇　西行の返歌。

一一　迷いから目覚めないお心だったなら、世の中を夢と語る甲斐がなかった（迷いから目覚めるお心で、出家の勧めがいがあった）。反実仮想。












中一院右大臣、出家思ひ立つ由よしの事、語り給ひけるに、月いと明あかくて夜よもすがらあはれにて、明けにければ帰りにけり。その後のち、その夜の名二な残ごり多かりし由よし言ひ送り給ふとて




[image: ]　夜よもすがら月をながめて契り置きしその睦三むつ言ごとに闇は晴れにき







返し




[image: ]　澄むといひし心四の月し現ればこの世も闇五の晴れざらめやは







為六ため業なり、常盤七ときはに堂八だう供く養やうし＊けるに、世九を遁のがれて山寺に住み侍りける親しき人々、ま＊うできたりと聞きて、言一〇ひ遣はしける




[image: ]　い一一にしへにかはらぬ君が姿こそ今日はと一二きはの形見なりけれ







返し




[image: ]　色一三かへでひとり残れる常盤木はい一四つを待つとか人の見るらん







あ一五る人、様一六さま変へて仁一七和寺の奥なる所に住むと聞きて、まかりてたづねければ、あ一八からさまに京にと聞きて帰りにけり。その後のち人遣はして、かくなんまゐりたりしと申したる返事に




[image: ]　立ち寄りて柴しばの煙けぶりのあはれさをいかが思ひし冬の山里











一　源雅定。村上源氏。待賢門院堀河・兵衛の従兄。仁平四年（一一五四）五月二八日出家。六一歳。法名蓮如。無病による出家を称賛された。

二　感銘が多く残ったと右大臣が言ってお送り下さった贈歌。

三　出家を誓約した親密な語らいに。

四　澄むとあなた様が言われた心中の真如（絶対の真理）の月。→補注

五　迷妄の闇が晴れないことはない。

六　藤原為忠男。後に出家して寂念。常盤三寂の一人。西詞「前伊賀守為業…」。寂念は「伊賀入道為業」（頼政集）とも号す。

七　洛西双ヶ岡の麓。父から相伝した為業邸があった。

八　為忠の建立した堂が久安四年（一一四八）に焼亡したのを再建した堂供養か。

九　先に遁世した寂超・寂然などか。




一〇　西行は高野山から歌を送ったか。

一一　昔に変らないあなたの在俗の姿。

一二　地名に永久不変の意を掛ける。

一三　常盤木の縁語。出家せずの含意。

一四　いつを出家の時機に待つと人は見ているだろうか。「待つ」に常盤木の縁語「松」を掛ける。

一五　誰か不明。一説に待賢門院兵衛。

一六　出家して。

一七　京都西北郊の門跡寺院。その奥は鳴滝北辺の諸院家のうちか。

一八　ちょっと京に出かけていてと。












返一事




[image: ]　山里に心は深く入いりながら柴二のけぶりの立ちかへりにし







こ三の歌も添へられたりける




[image: ]　惜しからぬ身四を捨てやらで経ふるほどに長五き闇にやまた迷ひなん







返六し




[image: ]　世七を捨てぬ心のうちに闇こめて迷はんことは君八ひとりかは







親九しき人々あまたありければ、同一〇じ心に誰も御覧ぜよとて遣はしたりける返一一事に、また




[image: ]　なべてみな晴れせぬ闇の悲しさを君し一二るべせよ光一三見ゆやと







また返し




[image: ]　思ふともいかにしてかはしるべせん教一四ふる道に入いらばこそあらめ











一　西行の返歌。

二　柴の煙が立つように、立ち帰りました。煙の縁語「立ち」を導く有意の序とした。

三　前々歌にこの歌も添えられていた。これもある人の贈歌。

四　身を捨離して出家を敢行しないで。西行の伝聞とは異なり、ある人は出家していなかったことが分る。

五　無明長夜の闇。迷妄の喩え。

六　西行の返歌。

七　世を捨てて出家できない心の内に闇が立ちこめて迷うことは。

八　あなた一人だけか、いや誰しもだ。「かは」は反語。

九　親しい人々がある人の所に多くいたので。




一〇　ある人一人だけでなく、同じ心に皆さん誰も御覧下さいと。

一一　西行に対する返事として、またある人からの贈歌。

一二　道しるべ。西行を導師と頼む。

一三　迷妄の闇を照す光明。

一四　仏の教える悟道の境地に私が入っていればよいのだが、そうではないので。導師は務まらないと謙遜。












後のちの世の事、無下一むげに思はずしもなしと見えける人の許へ遣はしける




[image: ]　世の中に心二ありあけの人はみなかくて闇には迷はぬものを







返し




[image: ]　世を背そむく心ばかりはあ三りあけのつきせぬ闇は君四に晴るけん







あ五る所の女房、世を遁のがれて西六山に住むと聞きて、たづねければ、住み荒らしたる様さまして、人の影かげもせざりけり。あたりの人にか七くと申し置きたりけるを聞きて、言八ひ送れりける




[image: ]　潮九しほなれし苫とま屋やも荒れてう一〇き波に寄る方かたもなきあ一一まと知らずや







返し




[image: ]　苫とまの屋やに波一二立ち寄らぬけしきにてあ一三まり住み憂きほどは見えにき











一　全く思わないでもない。その人に出家を勧誘する。→補注

二　仏道に志ある意の心「有り」に、「有明」を言い掛ける。有明は「闇」の縁語。

三　「有り」に「有明の月」、「尽きせぬ」と続けて言い掛ける。→補注

四　あなたにより晴らせるだろう。西行を導師と頼む。

五　心妙・西・別「待賢門院堀川局」。堀川（堀河）は源顕仲女。康治元年（一一四二）二月の待賢門院落飾に伴い出家（本朝世紀）。

六　京都西郊。心妙「仁和寺」。

七　自分が訪問したこと。

八　女房が言い送って来た歌。

九　潮に馴染んだ（涙を暗示）苫葺きの粗末な家。海女の家に見立てる。→補注




一〇　「浮き」と「憂き」の掛詞。「波」と「寄る」は縁語。

一一　「海女」と「尼」を掛ける。

一二　誰も立ち寄らぬ、の含意。

一三　余りに住みづらい様子。「余り」に「尼」を響かせ、「海女」の意も含めて「苫の屋」の縁語とする。












待一賢門院中納言の局つぼね、世二を背きて、小三倉山の麓ふもとに住まれける頃、まかりたりけるに、事こと柄がらまことに幽四いうにあはれなりけり。風のけしきさへことに悲しかりければ、書五きつけける




[image: ]　山おろす嵐六の音のは七げしさをいつならひける君がすみかぞ







あはれなるすみか訪とひにまかりたりけるに、こ八の歌を見て書きつけける




同九じ院の兵衛の局　　




[image: ]　うき世をばあ一〇らしの風に誘はれて家を出いでにしすみかとぞ見る











一　世尊寺藤原定実女。定信（→八五八）の姉妹。

二　出家して。待賢門院落飾時に堀河と共に出家（本朝世紀）。

三　洛西・嵯峨の歌枕。

四　奥深く胸にしみた。

五　西行が柱か障子に書き付けた歌。

六　近辺の嵐山に寄せる。

七　→補注

八　西行が書き付けた歌を見て兵衛が書き付けた歌。

九　待賢門院兵衛。堀河の妹。→補注




一〇　「嵐」に「あらじ」を掛ける。→補注












小一倉を捨＊てて、高野の麓＊に天＊二野と申す山に住まれけり。同三じ院の帥そちの局、都のほかのすみか訪ひ申＊さではいかでかとて、分けおはしたりける、ありがたくなん。帰るさに粉四こ河かはへまゐられけるに、御五お山やまより出いであひたりけるを、しるべせよとありければ、具し申して粉河へまゐりたりけり。かかるついでは、今はあるまじき事なり。吹六ふき上あげ見んといふこと、具せられたりける人々申し出でて、吹上へおはしけり。道より大おほ雨あめ風吹きて、興なくなりにけり。さ＊りとてはとて吹上に行きつきたりけれども、見所なきやうにて、社七やしろに輿こしかきすゑて、思ふにも似ざりけり。能八因が「苗なは代しろ水に堰せき下くだせ」と詠よみて、言ひ伝へられたるものをと思ひて、社に書きつけける




[image: ]　天九あま降くだる名を吹ふき上あげの神ならば雲一〇晴れ退のきて光あらはせ







[image: ]　苗一一代に堰せき下されし天の川とむるも神の心なるべし




かく書きつけたりければ、やがて西の風吹きかはりて、忽たちまちに雲晴れてうらうらと日なりにけり。末一二の世なれど、志一三いたりぬることには、しるしあらたな＊ることを人々申しつつ、信一四おこして、吹上和一五歌の浦思ふやうに見て帰られにけり







待一六賢門院の女房、堀川の局＊の許より言ひ送られける




[image: ]　この世にて語らひ置かんほ一七ととぎす死一八し出での山路のし一九るべともなれ











一　待賢門院中納言が。

二　高野山麓の西谷の地。遁世門の比丘尼の住む所（雑談集）。西行の妻娘が出家して住んだという（発心集）。

三　待賢門院帥。出自不明。建春門院帥と同一人なら藤原季兼女。

四　紀伊国那賀郡の粉河寺。

五　西行が高野山より降りて出会い、道案内をせよというので。

六　かつて紀ノ川左岸から雑さい賀かにかけて存在した浜。名所歌枕。

七　吹上社。中世末に水みな門と社に合祀されたが、以前は吹上浜に在ったか。

八　能因の「天の川苗代水に堰き下せ天降ります神ならば神」（金葉・雑下）を引用。能因は俗名橘永愷。数奇者として西行も思慕。→補注

九　天降って鎮座し、名を吹上の神というならば。




一〇　神への命令形による止し雨うの祈願。

一一　前歌と同じ能因歌が本歌。苗代に堰き下された天の川の水を、逆に止めるのも神の御心だろう、の意。

一二　末法の世。日本では永承七年（一〇五二）より末法に入ると信じられた。能因歌は末法に入る以前。

一三　心を極めたこと（和歌）に対しては、神仏の霊験もあらたかなこと。

一四　信心の心を起こして。

一五　紀伊国の古来有名な歌枕。吹上に南接。

一六　→七四四・注五。堀川は没年未詳だが、この贈歌は最晩年の事跡か。

一七　冥界へ往来する鳥と思われていた。ここは西行をたとえる。→補注

一八　冥土に赴く中ちゆう有うの旅で辿る山路。

一九　道しるべ。往生の導師。












返し




[image: ]　ほととぎすな一くなくこそは語らはめ死出の山路に君しかからば







天二王寺へまゐりけるに、雨の降りければ、江三口と申す所に宿を借りけるに、貸さざりければ




[image: ]　世四の中をいとふまでこそかたからめ仮五りの宿りを惜しむ君かな







返六し




[image: ]　家七を出いづる人とし聞けば仮りの宿八心九と＊むなと思ふばかりぞ







あ一〇る人世を遁れて、北一一山寺に籠りゐたりと聞きて、訪ねまかりたりけるに、月の明あかかりければ




[image: ]　世を捨てて谷底にすむ人見よと峯の木の間を分くる月一二影







ある宮一三みや腹ばらにつ一四け仕うまつりける女房、世を背きて、都離れて遠くまからんと思ひ立ちて、ま一五ゐらせけるに代りて




[image: ]　くやしきはよ＊一六しなく君に馴れそめていとふ都のしのばれぬべき











一　「鳴く鳴く」と「泣く泣く」の掛詞。

二　摂津国の四天王寺。

三　淀川と神崎川を結ぶ運河の口。水上交通の要衝。神崎川河口の神崎と並称される遊女の拠点。

四　世の中を厭離することまでは遊女のあなたには難しいだろうけれど。→補注

五　一時の旅宿に、仏教でいう現世を含意。現世に執着する遊女を批判。

六　この下に松・西・新古今「遊女妙」と作者標記がある。→補注

七　出家する。西・別・新古今「世をいとふ」。

八　西・別・新古今「宿に」。

九　執心するなと。西行歌に応酬。




一〇　誰か不明。

一一　北山辺りの寺。→補注

一二　真如の月。分け隔てなく遍満。

一三　内親王の子。「宮輩」（皇族）とも取れる。→補注

一四　側付きで仕え申し上げた。

一五　別れの歌を主人に差し上げるのに代って。西行が代作。

一六　わけもなく。第三句に懸る。












題一だいしらず




[image: ]　さ＊二らぬだに世のはかなさを思ふ身に鵼三ぬえなきわたるあけぼのの空







[image: ]　鳥四とり部べ野のを心五のうちに分け行ゆけばい六ぶきの露に袖ぞそぼつる







[image: ]　いつの世に長七きねぶりの夢さめてお八どろくことのあらんとすらん







[image: ]　世九の中を夢と見る見るはかなくもなほお一〇どろかぬわが心かな







[image: ]　亡一一き人もあるを思ふも世の中はねぶりのうちの夢とこそ見れ







[image: ]　来きし方の見しよの夢にかはらねば今一二も現うつつの心ここ地ちやはする







[image: ]　事一三と無く今日暮れぬめり明日もまた変らずこそは隙一四ひますぐる影







[image: ]　越えぬればまたもこの世に帰り来こぬ死一五し出での山こそ悲しかりけれ











一　以下、内容は無常の歌群一三首。

二　そうでなくて（鵼が鳴かない時）さえ。

三　とらつぐみの異称。鳴声に悲哀あり、忌むべきものとされた。「よみつ鳥」（冥土の鳥）と意識され、鵼が鳴く時に唱える歌があった（口遊）。

四　洛東の葬送地。

五　心中に死の世界を想って。

六　息吹が凝結した露の意か。底本「いふき」に対し松「いふき」だが、心妙「ゆふき」、茨「いまき」、西・別「いそち」の異文がある。「露」は命の喩、また涙を暗示。

七　無明長夜の眠りのような迷妄。

八　目がさめる。覚醒を含意。

九　→補注




一〇　覚醒しない我が心だよ。

一一　亡くなった人を思い、いま生きている人を思うにつけても。→補注

一二　今も現実の心地がしようか、夢のようだ。「やは」は反語。

一三　何という事もなく今日も暮れてしまったようだ。「めり」は婉曲。

一四　忽然と過ぎる時間の喩。→補注

一五　冥土の途中で越える山。












[image: ]　はかなしやあだに命一の露消えて野二辺にわが身や送り置くらん







[image: ]　露の玉は消三ゆればまたも置くものを頼みもなきはわが身なりけり







[image: ]　あ四ればとて頼まれぬかな明日はまた昨日と今＊日は言はるべければ







[image: ]　秋の色は枯かれ野のながらもあるものを世のはかなさや浅五あさ茅ぢ生ふの露







[image: ]　年六とし月つきをいかでわが身におくりけん昨日の人も今日はなき世に







范七はん蠡れいノ長男の心を




[image: ]　捨八てやらで命を終＊ふる人はみな千ち々ぢの黄金こがねをもて帰るなり







暁ノ無常を




[image: ]　つ九きはてしその入いり相あひのほ一〇どなさをこの暁に思ひ知りぬる











一　命を露にたとえる。「消え」「置く」は露の縁語。

二　野辺に己が亡骸を送り置くのだろうか。→補注

三　朝消えると、夕にはまたも置くのに。「ものを」は逆接。

四　今生きているからといって。明日があるからといって、と解する説もある。

五　しばらくも留まらない物の喩。

六　→補注

七　中国春秋時代の越王勾こう践せんの賢臣范蠡は隠退して後、富豪となり陶朱公と称した。楚の国で次男が殺人により獄に繫がれた命乞いに長男が身代金を持って赴いたが、金を惜しんで捨て得ず、助命ならずに空しく千金を持って帰った故事による（史記・越世家）。→補注

八　世を捨てきれずに生を終える人は。底本「こふる」を同系統多数「おふる」により改訂。

九　入相（日没時）の鐘を「撞き果て」と、一日の「尽き果て」の掛詞。松・心妙・西・別「つきはてむ（ん）」。




一〇　時の経過の程無さ。無常迅速。












寄スルレ霞ニ無常を




[image: ]　亡き人を霞一める空にまがふるは道二を隔つる心なるべし







花の散りたりけるに並びて咲きはじめける桜を見て




[image: ]　散ると見ればまた咲く花の匂三ひにも後四おくれ先だつためしありけり







月前ノ述五懐




[image: ]　月を見ていづれの年の秋までかこ六の世にわれが契七ちぎりあるらん







七八月十五夜、月明かかりけるに、船九岡にまかりて




[image: ]　い一〇かでわれ今宵の月を身にそへて死出の山路の人を照らさん







もの心細くあはれなりける折しも、き一一りぎりすの声の枕に近く聞えければ




[image: ]　そ一二の折の蓬一三よもぎがもとの枕にもかくこそ虫の音ねには睦一四むつれめ











一　火葬の煙で霞んだ空に見紛えるのは。

二　六道（地獄・餓鬼・畜生・修羅・人間・天上）に輪廻転生して、生を隔てる心だろう。

三　色つやの美しさ。

四　遅速あり、無常を示す例だった。→補注

五　心妙・西「無常を」。

六　心妙・西「この世の中に」。

七　前世からの約束。宿縁として定められた寿命をいう。

八　盂蘭盆会の夜。

九　洛北の歌枕。二十五三さん昧まい会えが行われた雲林院の西にある山。火葬場があり、葬送地。




一〇　→補注

一一　こおろぎの古名。「十月蟋蟀我が牀下に入る」（詩経）という。

一二　自分が死ぬその時。

一三　蓬の根元への野辺送りを想う。蓬屋の寝室と取る説もある。→補注

一四　馴れ親しみたい。












鳥一とり部べ山やまにて、と二かくのわざしける煙＊けぶりの中なかより、夜更けて出でける月のあはれに見えければ




[image: ]　鳥三部野や鷲四の高嶺の末五ならん煙を分けて出づる月影







諸六行無常の心を




[image: ]　はかなくて過ぎにし方かたを思ふにも今もさ七こそは朝八顔の露







同九行に侍りける上しやう人にん、例一〇ならぬ事、大事に侍りけるに、月の明あかくてあはれなりければ、詠みける




[image: ]　も一一ろともに眺め眺めて秋の月ひとりにならんことぞ悲しき







待一二賢門院かくれさせおはしましにける御一三あとに、人々ま一四たの年の御はてまで候さぶらはれけるに、南一五みなみ面おもての花散りける頃、堀一六川の局つぼねの許へ申し送りける




[image: ]　たづぬとも風のつてにも聞かじかし花と散りにし君がゆくへを







返一七し




[image: ]　吹く風のゆくへ知らするものならば花と散るに一八も後おくれざらまし











一　洛東の阿弥陀ヶ峰。その山裾を鳥部野という（拾遺抄注）。

二　あれこれ葬送の事。

三　流布本系統はこの詞書に次歌の題詞が続き、この歌を欠く。

四　釈迦が説法した霊鷲山。

五　末流。心妙・別ほか「すそ」。

六　涅槃経の偈の一句。広く通用。

七　「さこそはあらめ」を約して「朝顔」に言い掛ける。

八　はかないもののたとえ。→補注

九　西・別「西住上人」、千載「同行西住上人」。西住は俗名源次兵衛季政（正）。村上源氏の覚雅男とする説も。




一〇　病気が重態となって。西・別はこの後に「訪ひに人々まうで来て、又かやうに行き会はむ事も難しなど申して」という事情を記す。

一一　王子猷の故事から派生した発想による。→補注

一二　藤原璋子。公実女。鳥羽天皇皇后。久安元年（一一四五）八月二二日崩。四五歳。

一三　三条高倉第。

一四　翌年の一周忌明けまで。

一五　寝殿の南向きの庭。→補注

一六　待賢門院堀河。→七四四・注五

一七　待賢門院堀河の返歌。→補注

一八　西・別「とも」。












近一衛院の御墓に人々具してまゐりたりけるに、露の深かりければ




[image: ]　みがかれし玉二のすみかを露深き野辺にうつして見るぞ悲しき







一三院崩かくれさせおはしまして、や四がての御所へ渡しまゐらせける夜、高野より出であひてまゐりあひたりける、いと悲しかりけり。こ五の後のちおはしますべき所御覧じ始はじめけるそのかみの御供に、右六大臣実さね能よし、大納言と申しける候さぶらはれけり。忍ばせおはしますことにて、また人候はざりけり。そ＊のをり御供に候さぶらひけることの思ひ出いでられて、折しも今宵にまゐりあひたる、昔むかし今いまのこと思ひ続けられて詠みける




[image: ]　今宵こそ思ひ知七らるれ浅からぬ君に契八ちぎりのある身なりけり







納九めまゐらせける所へ渡しまゐらせけるに




[image: ]　道一〇かはる御み幸ゆき悲しき今宵かな限一一りの旅と見るにつけても











一　鳥羽天皇第八皇子。久寿二年（一一五五）七月二三日崩御。一七歳。八月一日に船岡山の西北に火葬。同所に火葬塚を築く。遺骨は知足院不動堂に安置、長寛元年（一一六三）に鳥羽殿の安楽寿院新御塔に移された。→補注

二　玉楼。帝王の居所。西・別・玉葉「玉のうてな」。→補注

三　鳥羽法皇。保元元年（一一五六）七月二日、安楽寿院御所で崩御。

四　そのまま遺体を移された安楽寿院本御塔（三重御塔）。

五　安楽寿院は保延三年（一一三七）に、本御塔は同五年に落慶供養。いずれかの下検分の時。

六　藤原実能。権大納言任命は保延二年。それより西行遁世の保延六年の間のこと。実能は内大臣より左大臣に転じたので「右大臣」は誤り。

七　松・新拾遺「しりぬれ」。

八　前世からの宿縁。

九　安楽寿院本御塔。→補注




一〇　生前と行路が変る死への御幸。

一一　最後の旅。旅に「度」を掛ける。












納一めまゐらせて後のち、御供に候さぶらはれける人々、たとへん方なく悲しながら、かぎりある事なれば帰られにけり。は二じめたることありて、明くるまで候ひて詠める




[image: ]　と三はばやと思ひよらでぞ歎かまし昔四ながらのわが身なりせば







右五大将公きん能よし父六の服ぶくのうちに母七亡なくなりぬと聞きて、高野よりとぶらひ申しける




[image: ]　重ね着る藤八の衣をたよりにて心九の色を染めよとぞ思ふ







返し




[image: ]　藤衣かさぬる色は深けれど浅き心のし一〇らぬはかなさ







同一一じ歎きし侍りける人の許もとへ




[image: ]　君がため秋はよに憂き折をりなれや去こ年ぞも今年ももの思ひにて







返一二し




[image: ]　晴れやらぬ去こ年ぞの時雨しぐれのうへにまたか一三きくらさるる山一四めぐりかな











一　納棺が終了したのは翌三日午刻。

二　僧達が始めた御後の仏事。

三　弔問したいと思い寄らないで。

四　昔のまま在俗の身だったら。遁世したから弔問できたの含意。反実仮想。

五　藤原公能は実能の子。大炊御門と号す。

六　実能は保元二年（一一五七）九月二日薨。父の服喪は一年。

七　母の藤原顕隆女は保元三年八月一三日逝去（山槐記）。→補注

八　藤色の衣。喪服。

九　衣と共に心の色を墨染めにして仏道に入れよ。「色」「染め」は衣の縁語。




一〇　知らない儚さ。出家の勧めを辞す。茨「しまぬばかりぞ」、松・心妙・月詣「しまぬはかなさ」。衣の縁語「染まぬ」の方が歌らしい措辞。

一一　同じく秋に父母に続けて死なれた重服の人。

一二　弔問した人からの返歌。

一三　空が一面暗くされる意に、涙で心が曇らせられる意を掛けた。

一四　両親供養の山寺巡拝の意に、時雨の山廻り（→五〇二）を掛けた。












母亡なくなりて山里に籠りゐたりける人を、程一経て思ひ出いでて人のと二ひたりければ、か三はりて




[image: ]　思ひ出づる情なさけを人の同四じくはその折とへなうれしからまし







縁五ゆかりありける人、はかなくなりにけり。と六かくのわざに鳥七部山へまかりて帰りけるに




[image: ]　かぎりなく悲しかりけり鳥部山亡きを送りて帰る心は







親かくれ、頼みたりける婿など失うせて、歎きしける人の、また程なく女八むすめにさへおくれにけりと聞きて、とぶらひけるに




[image: ]　このたびはさ九きざき見けん夢よりも覚めずやものは悲しかるらん







五一〇十日の果てつ方に、二一一条院の御墓に御仏供養しける人に具してまゐりたりけるに、月明あかくてあはれなりければ




[image: ]　こよひ君死一二出の山路の月を見て雲一三の上をや思ひ出づらん











一　母の死後、日が経って。

二　手紙で弔問してきたので。

三　母を亡くした人の返歌を代作。

四　同じことなら母の死んだ折に弔問して下さったなら、うれしかったろうに。反実仮想。

五　俗縁ある人。誰か不詳。妻、親など諸説ある。

六　あれこれ葬送のこと。火葬した。

七　→七七六

八　娘にまで先に死なれてしまった。「さへ」は添加。

九　以前に見た夢の如くはかない事（死別）。




一〇　五十日の忌明けに。

一一　後白河天皇第一皇子。永万元年（一一六五）七月二八日、二条東洞院殿にて崩御、二三歳。香隆寺の北に火葬。同年一〇月一五日に遺髪を高野山に納める。遺骨は嘉応二年（一一七〇）に香隆寺本堂より三昧堂に移す。→補注。

一二　中陰の旅において死者が越えるという山路。

一三　空の雲の上に、宮中の意を掛ける。












御一あとに、三二河の内ない侍し候さぶらひけるに、九三月十三夜、人四にかはりて




[image: ]　かくれにし君が御五み影かげの恋しさに月にむかひて音六ねをや泣くらん







返し




[image: ]　わが君の光七かくれし夕ゆふべより闇にぞまよふ月は澄めども







寄スル二紅葉ニ一懐旧と云ふ事を、宝八金剛院にて詠みける




[image: ]　い九にしへを恋ふる涙一〇の色に似て袂たもとに散るは紅葉もみぢなりけり







故郷ノ述懐と云ふ事を、常一一とき盤はの家にて為ため業なり詠みけるに、まかりあひて




[image: ]　し一二げき野を幾一三ひと群むらに分けなしてさらに昔をし一四のびかへさん











一　追善供養の喪中に。二条天皇が崩御した二条東洞院殿か。→補注

二　藤原為業（寂念）女。二条天皇に東宮時代から仕えた。

三　後の名月。五十日の忌明け以前。

四　誰か不明。同僚の女房かとする説がある。

五　御姿。「かくる」「影」は月の縁語。

六　声を立てて泣いているだろう。

七　天皇の崩御をいう。→補注

八　法金剛院が正式名称。山城国葛野郡。仁和寺のうち。→補注

九　待賢門院の在世時。→補注




一〇　紅涙。紅の色で「紅葉」を導く。

一一　→七三四

一二　→補注

一三　幾つかの一群ずつに区分けして、あそこは何、ここは何と。

一四　偲び返そう。「かへす」は野の縁語か。












十一月中の頃、宝二金剛院の紅葉見けるに、上西門院おはします由よし聞きて、待賢門院の御時思ひ出でられて、兵三衛殿の局つぼねにさし置かせける




[image: ]　紅葉ももぢ見て君が袂＊たもとや時雨四しぐるらん昔五の秋の色をしたひて







返六し




[image: ]　色深き梢を見ても時し雨ぐれつつふ七りにしことをか八けぬ日ぞなき







周九す防はうの内な侍いし、「わ一〇れさへのきの」と書きつけける古ふる里さとにて、人一一々思ひを述べけ＊るに




[image: ]　いにしへはつ＊一二いゐし宿もあるものを何一三なにをか今け日ふのしるしにはせん







陸一四み奥ちの国にまかりたりけるに、野の中に常一五よりもとおぼしき塚の見えけるを、人に問ひければ、中将の御み墓はかと申すはこれがことなりと申しければ、中将とは誰たがことぞと、また問ひければ、実一六さね方かたの御ことなりと申しける、さ一七らぬだにものあはれに覚えけるに、霜＊枯れの薄すすきほ一八のぼの見えわたりて、後のちに語らんも言葉なきやうにおぼえて




[image: ]　朽一九くちもせぬその名ばかりをとどめ置きて枯かれ野のの薄形見にぞ見る











一　茨「十月中の十日比」、心妙「十月はじめのころ」、西「十月ばかりに」、別「神な月ばかりに」。

二　→七九五

三　→一〇一

四　涙に濡れているだろう。時雨は紅葉を染めるもの。

五　待賢門院在世時。

六　兵衛の返歌。主の心境も代弁。

七　「降り」と「旧り」の掛詞。

八　心に懸けない日はない。「日」は松・心妙・西・別「ま（間）」。

九　周防守平棟仲女。本名仲子。後拾遺以下作者。




一〇　「家を人に放ちて立つとて柱に書きつけける　住みわびて我さへ軒の忍ぶ草しのぶ方々しげき宿かな」（金葉・雑上）。→補注

一一　藤原隆信もいたか（隆信集）。

一二　ちょっと居た宿も残っているが。

一三　何を今日の記念に残そうか。歌しかない。

一四　初度奥州の旅と推定される。

一五　通常よりも由緒ありげと。

一六　藤原実方。三十六歌仙。→補注

一七　実方の墓でなくてさえ。

一八　ぼんやり一面に。薄の縁語「穂」を響かす。

一九　「遺文三十軸　軸軸金玉声　竜門原上土　埋骨不埋名」（和漢朗詠・下・白楽天）に拠るか。












ゆ一かりなくなりて、住二みうかれにける古ふる郷さとへ帰りゐける人の許へ




[image: ]　住み捨てしその古郷をあらためて昔にかへる心ここ地ちやはする







親三におくれて歎きける人を、五四十日過ぐるまでと五はざりければ、とふべき人のとはぬことをあやしみて、人六にたづぬと聞きて、か七く思ひて今まで申さざりつる由よし申して遣つかはしける人八にかはりて




[image: ]　な九べてみな君が歎きをとふ数に思ひなされぬ言の葉もがな




か一〇く思ひて程経侍りにけりと申して、返かへり事ごとかくなん。







ゆ一一かりにつけてもの思ひける人の許もとより、などかとはざらん、と恨み遣はしたりける返事に




[image: ]　あ一二はれとも心に思ふほどばかり言はれぬべくはとひこそはせめ











一　縁者（結婚相手など）が死んで。

二　住みやめ、離れて出て行った旧宅へ帰って住んでいる人。誰か不明。

三　親に先立たれて歎いている人。誰か不明。

四　五十日の忌明け。→七九二

五　弔問しなかったので。

六　当人でなく別の人に尋ねたと聞いて。聞いたのはその人とも西行とも取れる。

七　次の歌のように思って。

八　その人に代わって代作。玉葉集は代作とせず、西行自身が弔問しなかったとする詞書で入集。

九　並一通りにあなたの歎きを見舞う人数と同じに思いなされない言葉があったらいいな（と思案するうちに時が経って弔問が遅れた）。




一〇　この左注は流布本系にない。

一一　縁者が死んだことにつけて物思いしている人。→補注

一二　ああお気の毒と心に思うほどのことを言い表せるくらいなら弔問したでしょうに（とても言い表せないほどの気持ちだった）。












は一かなくなりて年経にける人の文を、ものの中より見出だして、女むすめに侍りける人の許へ見せに遣はすとて




[image: ]　涙をやしのばん人は流すべきあはれに見ゆる水二みづ茎くきの跡







同三どう行ぎやうに侍りける上しやう人にん、終四りよく思五ふさまなりと聞きて、申し送りける




寂六　然　　




[image: ]　乱れずと終り聞くこそうれしけれさ七ても別れは慰まねども







返八し




[image: ]　この世にてまた逢ふまじき悲しさに勧九めし人ぞ心乱れし







と一〇かくのわざ果てて、後一一あとの事ども拾ひて、高一二野へまゐりて帰りたりけるに




寂　然　　




[image: ]　入一三るさには拾ふ形見も残りけり帰る山路の友は涙一四か







返し




[image: ]　い一五かにとも思ひ分かで＊ぞ過ぎにける夢に山路を行く心ここ地ちして











一　死んで年月がたった人の手紙。

二　筆跡。「水」は「流す」の縁語。

三　西住。没年未詳。→補注

四　臨終正念で（心乱れず念仏を唱えて死に）。

五　生前の願い通りだった。

六　藤原頼業。西行の親友。

七　それにしても死別の悲しみは慰まないけれども。

八　西行の返歌。

九　臨終正念を勧めた私（西行）の方が心乱れた。




一〇　あれこれ葬送のこと。

一一　火葬の後、骨を拾って。

一二　私（西行）が高野へ納骨に参上して京へ帰って来たところに（また寂然より贈歌）。

一三　高野山に入る時には。

一四　「無み」（無いので）を言い掛ける。

一五　どのようにしてとも分別することなく往復の時が過ぎてしまった。












侍一従大納言入道はかなくなりて、宵よひ暁あかつきに勤めする僧各々帰二りける日、申三し送りける




[image: ]　行四ゆき散らん今日の別れを思ふにもさらに歎きやそふ心地する







返し




[image: ]　臥ししづむ身には心五のあらばこそさらに歎きもそふ心地せめ







この歌も返六しのほかに具せられたりける




[image: ]　た七ぐひなき昔の人の形見には君八をのみこそ頼みましけれ







返九し




[image: ]　い一〇にしへの形見になると聞くからにい一一とど露けき墨染の袖







同＊一二じ日、範一三のり綱つなが許へ遣はしける




[image: ]　亡一四なき跡も今日まではなほ残一五りけるを明日や別れをそへてしのばん











一　藤原成通。成通は応保二年（一一六二）一〇月二〇日薨、六六歳（楽臣類聚）。五条坊門高倉亭の北対で入滅（兵範記）。→七三〇

二　満中陰（四十九日）の忌明けか。

三　遺族（誰か不明）に申し送った歌。→補注

四　仏事を務めた僧達が散り散りになってゆくだろう。

五　心があったなら、仰せの通り歎きも添うだろうが（悲しみのあまり歎きの添う心すら失った）。

六　前の返歌の他に添えられていた（遺族の歌）。

七　比類ない故人（成通）の形見には。初句を第三句に懸ると取り、故人の比類ない形見としては、と解する説もある。

八　あなた（西行）だけを頼み申し上げる。「まし」は「申し」の約。

九　前歌に対する西行の返歌。




一〇　故人（成通）の。

一一　一層涙に濡れる私の墨染めの僧衣の袖。

一二　八〇九と同じ忌明けの日。

一三　藤原永雅男の範綱か。歌人範永の曾孫。詞花・千載作者。従五位上・右馬助に至る。→補注

一四　成通が薨じ、中陰の追善供養が行われていた亭。

一五　茨・松「名残あるを」。












返し




[image: ]　思へただ今日の別れの悲しさに姿一を変へて忍ぶ心を




や二がてその日、様さま変へてのち、この返事をかく申したりけり。いとあはれなり。







同三じ様さまに世遁のがれて大原に住み侍りける妹の、はかなくなりにけるあはれとぶらひけるに




[image: ]　いかばかり君思はまし道四に入いらで頼もしからぬ別れなりせば







返し




寂五　然　　




[image: ]　頼もしき道には入りて行きしかどわ六が身をつめばいかがとぞ思ふ







院七の二位の局つぼねみまかりにける跡あとに、十首歌人々詠よみけるに




[image: ]　流れ行く水に玉なすう八たかたのあはれあ九だなるこの世なりけり







[image: ]　消えぬめるも一〇との雫を思ふにも誰一一たれかは末の露の身ならぬ











一　出家して。左注「様変へて」も同意。法名は西遊。

二　そのままその日。

三　寂然と同様に遁世して大原に住みました妹。藤原俊成の初妻となった為忠女か。→補注

四　入道しないで頼もしくない死別だったら。入道したから往生も望め、頼もしいという含意。反実仮想。

五　流布本系統は作者表記なし。これも範綱との贈答と取れる扱い。

六　自身に引きつけてみると如何かと思う（往生は不安）。

七　藤原朝子。紀伊守兼永女。紀伊二位。信西（藤原通憲）の後妻で成範・修憲の母。待賢門院女房、後白河院乳母。「院」は後白河院。仁安元年（一一六六）一月一〇日薨。

八　泡沫。はかないものの喩え。

九　空しくはかない。→補注




一〇　院の二位の局を喩える。参考「末の露もとの雫や世の中の遅れ先立つためしなるらむ」（古今六帖）。

一一　誰か木末の露の身でない者があろうか。誰も遅速はあれ露と消える。












[image: ]　送一りおきて帰りし野辺の朝二露を袖に移すは涙なりけり







[image: ]　船三岡の裾野の塚四の数添へてむかしの人に君をなしつる







[image: ]　あ五らぬ世の別れはげにぞ憂うかりける浅あさ茅ぢが原を見るにつけても







[image: ]　後六のちの世をとへと契ちぎりし言ことの葉はや忘らるまじき形見なるべ七き







[image: ]　後八おくれいて涙に沈むふるさとを魂九たまのかげにもあはれとや見ん







[image: ]　あ一〇とをとふ道にや君は入いりぬらん苦しき死し出での山へかからで







[image: ]　名一一残りさへほどなく過ぎばか一二なし世に七一三な日ぬかの数を重ねずもがな







[image: ]　あ一四としのぶ人にさへまた別るべきその日をかねて散る涙かな











一　野辺送りを詠む。万代集・新千載集は鳥羽院葬送に誤る。

二　朝露を袖に移すと思ったが、実は涙だったか。

三　洛北の葬所。→七七四　→補注

四　新しく墓の数をひとつ加えて。「添へて」は心妙・西・別・夫木抄「そひて」。

五　この世でない死後の世。

六　後世の供養をせよと生前に約束した。→補注

七　茨・松・西・別「らん」。

八　先立たれた遺族が涙に沈む旧宅。

九　死者の霊。




一〇　遺族が後世を弔う仏の道にあなたは入っただろう（死出の山を免れ）。

一一　生前の名残りである中陰。

一二　茨「悲しきに」。→補注

一三　七日毎の仏事の数を重ねたくないな。名残り惜しさ。

一四　後世を弔う人にまで別れねばならぬ、中陰の果ての日をあらかじめ知って散る涙よ。












後一あとの事ども果てて、散り散りになりけるに、成二しげ範のり、修なが憲のり涙流して、今三日にさへまたと申しけるほどに、南みなみ面おもての桜四に鶯うぐひすのなきけるを聞きて詠みける




[image: ]　桜花散五り散りになる木この下もとに名残りを惜しむうぐひすの声







返し




少六将修なが憲のり　　




[image: ]　散る花はまた来ん春も咲きぬべし別七れはい八つか巡めぐりあふべき







同じ日、暮れけるままに、雨のかきくらし降りければ




[image: ]　あ九はれしる空も心のありければ涙に雨を添ふるなりけり







返し




院一〇少納言の局　　




[image: ]　あ一一はれしる空＊にはあらじわ一二び人の涙ぞ今日は雨と降るらん







行＊き散りて、ま一三たの朝あした遣はしける




[image: ]　今朝いかに思ひの色のまさるらん昨一四日にさへもまた別れつつ











一　中陰の仏事が終って。

二　信西の四男・五男（母は朝子）。共に千載以下作者。→補注

三　母の後世を弔う人と別れる今日にまでまたなった。

四　一月一〇日より四十九日が過ぎて桜の時節。

五　桜が「散り」と人が「散り散りになる」を掛けた。

六　「少将なりのり」とする本も多い。茨・松は作者名なし。

七　ここは亡き人との別れ。

八　いつ巡りあえようか、あえない。「か」は反語。

九　空もあわれを知る心があるので。




一〇　後白河院少納言。建春門院少納言と同一人か。姓系未詳の筑前阿闍梨覚兼（→一〇七九）の妹（たまきはる）。修憲の恋人か妻妾（言葉集）。

一一　空があわれを知ると言われるが、そうではあるまい。

一二　歎きにくれる私達の涙が雨となり降るのだろう。

一三　満中陰の翌朝。

一四　人々が散り別れた昨日にまでもまた別れては。












返し




少一将修なが憲のり　　




[image: ]　君二にさへ立ち別れつつ今日よりぞ慰む方かたはげになかりける







兄三の入道想空は四かなくなりにけるを、と五はざりければ、言ひ遣はしける




寂　然　　




[image: ]　と六へかしな別れの袖に露七しげき蓬八がもとの心細さを







[image: ]　待ちわびぬ後九おくれ先立つあはれをも君ならでさは誰たれかとふべき







[image: ]　別一〇れにし人をふたたびあとを見ば恨一一みやせましとはぬ心を







[image: ]　いかがせんあとのあはれはとはずとも別れし人の行方一二ゆくへたづねよ







[image: ]　な一三かなかにとはぬは深き方かたもあらん心浅くも恨みつるかな







返一四し




[image: ]　分け入りて蓬一五が露をこぼさじと思ふも人をと一六ふにあらずや











一　「少将なりのり」とする本も多い。茨・松「少将ながのり」。

二　あなた（西行）にまで。

三　三寂の兄・藤原為盛か。相空とも。→補注

四　心妙・西・別「大原にて」と入滅の場所を明示。

五　西行が弔問しなかったので。

六　弔問してほしいよ。以下、寂然の贈歌五首。心妙・西は八三三と八三九を一対の贈答とし、続後撰に入集。

七　袖の涙と蓬に置く露。

八　蓬は荒廃を表象。

九　先後あれ免れ難い死の悲歎。→八一八・注一一




一〇　死別した兄の跡をあなたが再び訪れて見てくれるなら。→補注

一一　弔問しなかった心を恨もうか、恨みはすまい。「や」は反語。

一二　死後の行方を尋ねて下さい。往生できたかどうか。

一三　弔問しないのはかえって深い理由があるのだろう。

一四　各贈歌への西行の返歌五首。

一五　あなたに涙をこぼさせまいと。蓬の露に寂然の涙を暗喩。

一六　弔問したことにならないか。












[image: ]　よ一そに思ふ別れならねば誰二たれをかは身よりほかにはとふべかりける







[image: ]　隔三へだてなき法のりの言葉にたより得て蓮四はちすの露にあはれかくらん







[image: ]　亡五なき人を忍ぶ思ひの慰なぐさまばあとをも千ち度たびとひこそはせめ







[image: ]　御六み法のりをば言葉なけれど説くと聞けば深きあはれはとはでこそ思へ







こ七れは具して遣つかはしける




[image: ]　露深き野辺になりゆくふ八るさとは思ひやるにも袖九しほれけり







無常の歌あまた詠よみける中に




[image: ]　い一〇づくにか眠一一ねぶり眠りて倒たふれ伏さんと思一二ふ悲しき道一三芝の露







[image: ]　お一四どろかんと思ふ心のあらばやは長一五き眠りの夢も覚むべき











一　他所事と思う死別ではないので。→補注

二　我身よりほかに誰を弔問したらよいか。私こそ弔問されるべき身だ。「かは」は反語。

三　分け隔てしない仏法の言葉。

四　極楽浄土の蓮の露。兄上は往生したと含意。寂然四首目に応答。

五　故人を忍ぶあなたの思いが慰むなら（とても慰まないだろうから一度も弔問しなかった、と言い訳）。→補注

六　仏は言葉を用いず説法すると聞いているので。

七　この歌は答歌と別に添えて。→補注

八　主を亡くした旧宅。荒廃の様。

九　「露」より涙を暗示。




一〇　→補注

一一　無明長夜の眠りを重ねて。眠るように死ぬ意も含むか。

一二　松・別「おもふもかなし」。

一三　道端の草に置く露。儚い命の喩。

一四　目覚めようと思う心があったらなあ。→補注

一五　無明長夜の迷妄の眠り。












[image: ]　風荒き磯にかかれる海あま人びとはつ一ながぬ舟の心ここ地ちこそすれ







[image: ]　大波に引かれ出でたる心地して助二け舟なき沖に揺らるる







[image: ]　な三きあとを誰たれと知らねど鳥四部山お五のおのすごき塚の夕暮







[image: ]　波高き世を漕六こぎ漕ぎて人はみな船七岡山を泊八りにぞする







[image: ]　死にて伏さん苔こけの莚むしろを思ふよりか九ねて知らるる岩一〇いは陰かげの露







[image: ]　露一一と消えば蓮一二台野にを送りおけ願一三ふ心を名にあらはさん











一　参考「論レ命江頭不レ繫舟」（和漢朗詠・下・無常・羅維）。→補注

二　波風荒く難船の時分に、その近辺より出す舟。

三　墓の主を誰と知らないけれど。

四　洛東の葬所。→七五七・七七六

五　それぞれ荒涼とした。

六　畳語は西行の特色。「漕ぎ」は「波」「泊り」と共に船の縁語。

七　洛北の葬所。→七七四・八二〇

八　船の泊りに人生の「止り」を掛ける。

九　生前よりあらかじめ。




一〇　岩の陰に人目につかず、日も当たらず消えないで残る露。地名「石陰」を掛ける。→補注

一一　私が露のように消え失せたら。

一二　洛北の葬送地。→補注

一三　願生浄土の心。蓮台の名は極楽浄土に通じる。












那＊一な智ちに籠こもりて滝二に入堂し侍はべりけるに、この上に一三いち、二にの滝おはします。それへまゐるなりと申す常四住の僧の侍りけるに、具してまゐりけり。花や咲きぬらんとたづねまほしかりける折節にて、たよりある心地して分けまゐりたり。二の滝のもとへまゐりつきたる。如意輪の滝となん申すと聞きて、拝みければ、まことに少五しうち傾かたぶきたるやうに流れ下くだりて、尊く覚えけり。花六くわ山ざん院の御庵室の跡の侍りける前に、年旧ふりたりける桜の侍りけるを見て、「す七みかとすれば」と詠よませ給ひけんこと思ひ出いでられて




[image: ]　木このもとにす八みけるあとを見つるかな那智の高たか嶺ねの花を尋ねて







同九どう行ぎやうに侍りける上人、月の頃天一〇王寺に籠りたりけりと聞きて言ひ遣はしける




[image: ]　いとどいかに西一一へかたぶく月影を常よりもけ一二に君慕ふらん







堀一三川の局、仁和寺に住みけるに、まゐるべき由よし申したりけれども、ま一四ぎるることありて程経へにけり。月の頃、前一五を過ぎけるを聞きて言＊ひ送れりける




[image: ]　西一六へ行くしるべとたのむ月影のそ一七らだのめこそかひなかりけれ







返し




[image: ]　さし入らで雲一八路をよぎし月影は待たぬ心ぞ空一九に見えける











一　紀伊国那智山。熊野三山の一。

二　滝籠りの修行をした。

三　四十八滝の一の滝（大滝）、二の滝（如意輪の滝）。神体ゆえ滝に敬語。

四　那智山には神官がいず、常住と客僧からなる大衆が一山組織の中心。

五　少し傾いたように。頰を傾ける如意輪観音の姿態を髣髴。

六　二の滝の上に花山法皇御籠所跡の伝承地がある。

七　「木のもとをすみかとすればおのづから花見る人となりぬべきかな」（詞花・雑上・花山院）。→補注

八　「住み」に「澄み」を掛ける。

九　西住をさす。




一〇　摂津国の四天王寺。その西門は極楽浄土の東門に相対するとされた。

一一　西へ傾く月影に西方浄土を観想。

一二　異に。格別に。

一三　待賢門院堀河。→七四四

一四　所用に紛れる事。

一五　私（西行）が堀川の住庵の前を。

一六　西方浄土へ往生する導師。西行の名を詠み込む。堀川の贈歌。

一七　あてにならない頼み。「空」は月の縁語。

一八　雲路を通り過ぎた（家に立ち寄らなかった）。「よぎし」は「避（よ）きし」とも解せる。

一九　「空」は雲・月の縁語。推量の「そら」を掛ける。私を待たない心が推し量られたからと言い訳。












寂一超入道談二議すと聞きて遣はしける




[image: ]　弘三ひろむらん法のりにはあはぬ身なりとも名四を聞く数に入いらざらめやは







返し




[image: ]　つ五たへ聞く流れなりとも法の水汲六む人からや深くなるらん







定七さだ信のぶの入道、観八音寺に堂造るに、結九けち縁えんすべき由申し遣はすとて




観音寺入道生光　　




[image: ]　寺造るこのわが谷に土埋めよ君ばかりこそ山一〇も崩さめ







返し




[image: ]　山崩すその力一一ちから根ねは難かたくとも心一二たくみを添へこそはせめ







阿一三あ闍ざ梨り勝命、千一四人集めて法華経結縁せさせけ＊るに参りて、またの日遣はしける




[image: ]　つ一五らなりし昔につゆも変らじと思ひ知られし法の庭かな











一　藤原為経。三寂の一。寂然の兄。

二　西「大原にて止観の談義すと」。大原別所で摩訶止観の談義をすると。

三　仏法弘布の談義には参会できない身であっても。高野から送ったか。

四　私の名を聴聞者の数に入れないことはないよ。「やは」は反語。

五　人づてに聞く仏法の流れであっても。「流れ」「水」「汲む」「深く」は縁語。

六　汲む人ゆえに（あなただから）深くなるだろう。

七　世尊寺流の藤原定信。→補注

八　洛東の観音寺（今熊野）か。

九　仏縁を結ぶこと。ここは寄進。




一〇　山をも崩す勧進力と称讃。

一一　蓄え持っている力。力量。

一二　心中での工夫。勧進はできなくともと謙遜し、心的援助はしようと応答。

一三　藤原時長孫（利仁流）の勝命か。西行の遠戚。→補注

一四　法華経と開結二経を千人に書写結縁させる千部法華経。

一五　諸菩薩・大衆が列座して釈迦の説法を聞いた霊鷲山の昔。












人に代りて、これも遣はしける




[image: ]　い一にしへに洩もれけんことの悲しさは昨日の庭二にはに心ゆきにき







六＊三ろく波は羅ら太政入道、持四ぢ経きやう者しや千人集めて、津五の国輪わ田だと申す所にて供養侍りけり。やがてそのついでに万六ま燈んど会うゑしけり。夜更ふくるままに、燈ともし火びの消えけるを、各々点ともしつぎけるを見て




[image: ]　消七えぬべき法のりの光の燈火をかかぐる輪田の泊八とまりなりけり







天九王寺へまゐりて、亀一〇井の水を見て詠よみける




[image: ]　浅一一からぬ契ちぎりのほどぞ汲まれぬる亀井の水に影映うつしつつ







こころざすことありて、扇＊一二あふぎを仏にまゐらせけるに、院一三より賜はりけるに、女一四房うけたまはりて、包つつみ紙がみに書きつけられける




[image: ]　ありがたき法のりに扇一五あふぎの風ならば心一六の塵ちりを払へとぞ思ふ











一　釈迦が昔説法した折に。

二　供養の場にあって満足した。

三　平清盛。仁安三年（一一六八）出家。翌年春頃に福原へ退隠。

四　法華経受持者。千僧供養を行った。→補注

五　摂津国の大輪田泊。福原の南。

六　万坏の燈明を供養する法会。

七　末法の世にまさに消えようとする法燈の火をかきたてて明るくする。主催者・清盛への讃美を含む。

八　茨「みさき」。

九　摂津国の四天王寺。西門の浄土信仰が有名。




一〇　四天王寺境内にあった霊水。歌枕。→補注

一一　浅くない仏縁。西方浄土に相対する寺ゆえ。「浅からぬ」「汲まれ」は水の縁語。

一二　西行が仏に供養する扇を崇徳院より下賜された。

一三　茨・松「新院」により崇徳院。

一四　女房が院の歌を拝受して包紙に書き付けた。

一五　「逢ふ」を掛ける。→補注

一六　煩悩。












御一返事奉りける




[image: ]　ち二りばかり疑ふ心なからなん法のりを仰三あふぎて頼むとならば







心四しん性しやう定まらずと云ふ事を題にて、人々詠みけるに




[image: ]　雲雀ひばりたつ荒五あら野のに生おふる姫六ひめ百ゆ合りの何なににつくともなき心かな







懺七さん悔げ業ごふ障しやうと云ふ事を




[image: ]　ま＊どひつつ過ぎける方かたの悔しさに泣く泣く身をぞ今日は恨むる







遇八あヒテレ教ニ待ツ二竜りう花げヲ一と云ふ事を




[image: ]　朝九日待つほどは闇にや迷はまし有一〇明の月の影一一なかりせば







寄スル二藤花ニ一述懐




[image: ]　西一二を待つ心に藤をかけてこそそ一三の紫の雲を思はめ







見テレ月ヲ思フレ西ヲと云ふ事を




[image: ]　山一四の端はに隠るる月をながむれば我＊も心の西一五に入いるかな











一　西行の崇徳院への御返事。

二　塵ほども疑う心がなくあってほしい。

三　「扇」を掛ける。

四　生れつき持つ心。

五　一度は耕されたが、荒廃した野。

六　「秘め」「揺り」を掛ける。→補注

七　悪業による障害の懺悔。→補注

八　仏の教えに遇い、龍花三会（さんえ）を待つ。龍花三会は釈迦入滅の五六億七千万年後に弥勒菩薩が出世し、龍花樹下で三度の法会を開き衆生を済渡すること。→補注

九　弥勒菩薩の隠喩。「朝日」「闇」「月」「影」は縁語。




一〇　霊鷲山の釈迦の象徴。その遺教である法華経。

一一　光がなかったら（あったので闇に迷うまい）。反実仮想。

一二　西方極楽浄土への往生を待つ心。

一三　往生時に阿弥陀仏が聖衆を従えて来迎される、その聖衆来迎の折にたなびく紫雲。→補注

一四　西の山の端。

一五　西方極楽浄土。












暁一ノ念仏と云ふ事を




[image: ]　夢二さむる鐘の響きに打三ち添へて十四と度たびの御み名なを唱へつるかな







易五クシテレ往キ無シレ人の文もんの心を




[image: ]　西六へ行く月をやよ七そに思ふらん心に入らぬ人のためには







人八ノ命ノ不ルコトレ停ラ過＊ギタリ二於山ノ水ヨリモ一の文の心を




[image: ]　山川のみなぎる水の音聞けば迫九せむる命ぞ思ひ知らるる







菩一〇提心論に乃一一至身しん命みやうヲモ而不二悋りん惜じやくセ一の文を




[image: ]　あ一二だならぬやがて悟りに返りけり人のためにも捨つる命は







疏一三しよの文もんに悟＊心々証心々




[image: ]　まどひ来て悟り得うべくもなかりつる心一四を知るは心なりけり







観一五くわん心じん




[image: ]　闇一六晴れて心の空に澄む月は西一七の山辺や近くなるらん











一　六時のうち晨朝の念仏。→補注

二　迷妄の夢の意も掛ける。

三　「打ち」は鐘の縁語。

四　阿弥陀仏の名号を十度唱えること。十念。→補注

五　無量寿経「易往而無人」。→補注

六　西方極楽浄土。

七　自分と無関係に。よそごとに。

八　涅槃経の句。往生要集などに引用。無常を表す要文。→補注

九　さし迫る命終。




一〇　龍樹作、唐不空訳（空海説）。真言十巻章の一。

一一　行願心の項にある句。衆生済度のためには身命を惜しまない、の意。

一二　身命を惜しまず捨てるのは無駄でなくそのまま。

一三　大日経疏に「唯是心自証心心自覚心」の句がある。茨「心自悟心心自証心」はそれに近似。

一四　愚心を知るのは菩提心だったか。

一五　自己の心の本性を観ずること。天台止観の要諦。歌は月輪観（がちりんかん）に拠る。新古今の巻軸歌。

一六　煩悩の闇。

一七　西方極楽浄土。












序一じよ品ほん




[image: ]　散二りまがふ花の匂ひを先立てて光を法三のりのむしろにぞ敷く







[image: ]　花の香をつ四らなる袖に吹き染しめて悟れと風の散らすなりけり







深五ク着ス二於＊五欲ニ一の文




[image: ]　懲こりもせずうき世の闇にま六がふかな身を思はぬは心なりけり







譬七ひ喩ゆ品ほん




[image: ]　法八のり知らぬ人をぞ今日九けふはう一〇しと見る三一一つの車に心か一二けねば







は一三かなくなりにける人のあとに、五十日のうちに一一四いつ品ぽん経きやう供養しけるに、化一五け城じやう喩ゆ品ほん




[image: ]　休むべき宿を思へば中一六なか空ぞらの旅も何＊かは苦しかるべき







五一七百弟子品




[image: ]　おのづから清き心に磨一八かれて玉解一九きかくる法のりを知りぬる











一　法華経第一品。

二　雨華瑞、放光瑞を詠む。「花」「法」で法華経の題号を詠み入れる。

三　法筵。法会の会座。

四　列座する会衆の袖。

五　法華経法便品（第二品）の句。五欲は色・声・香・味・触。

六　紛れることだ。茨・松・別「まよふかな」、西「まどふかな」。

七　法華経第三品。

八　車の縁語「乗り」を掛ける。

九　茨「けには」（異には）。




一〇　「憂し」に車の縁語「牛」を響かせる。

一一　羊車・鹿車・牛車。→補注

一二　「かけ」は車の縁語。

一三　死んだ人の追善供養。

一四　法華経二十八品を一人一品ずつ分担書写して行う追善供養。

一五　法華経第七品。→補注

一六　宝処に至る途中。中有（四十九日）の意を掛ける。

一七　法華経第八品、五百弟子受記品。歌は衣裏宝珠の喩を詠む。→補注

一八　「磨かれ」は玉の縁語。

一九　法の縁語「説き」を掛ける。












提一だい婆ば品ほん




[image: ]　い二さぎよき玉を心に磨き出いでてい三はけなき身に悟りをぞ得し







[image: ]　これやさは年積るまで樵四こりつめし法のりにあ五ふごの薪たきぎなりける







[image: ]　いかにして聞くことのかく安からんあ六だに思ひて得ける法かは







勧＊七くわん持ぢ品ほん




[image: ]　雨八あま雲ぐもの晴るるみ空の月九影に恨みなぐさむ姨一〇をば捨すての山







[image: ]　いかにして恨みし袖一一に宿りけん出いで難がたく見し有一二明の月







寿一三じゆ量りやう品ほん




[image: ]　鷲一四わしの山月一五を入りぬと見る人は暗きに迷ふ心なりけり







[image: ]　悟り得し心一六の月のあらはれて鷲の高嶺に澄一七むにぞありける











一　法華経第十二品。提だい婆ば達だつ多た品。

二　世尊に玉を献じた龍女の成仏を詠む。「玉」「磨き」は縁語。→補注

三　幼い身。龍女は八歳。

四　木を伐り集めた。釈迦が阿あ私し仙せんに千年奉仕したことによる。→補注

五　「逢ふ期（ご）」に「朸（あふご）」（担い棒）を掛ける。

六　釈迦がいい加減に思って得た法華経ではないのに。「かは」は反語。

七　法華経第十三品。歌二首は釈迦の姨母・憍曇弥が授記（成仏の予言）の遅れを憂いたことを詠む。→補注

八　「尼」を掛ける。→補注

九　釈迦に拠る授記を含意。




一〇　信濃国の歌枕。「姨母（をば）」を掛ける。→補注

一一　憍曇弥（きょうどんみ）の袖。

一二　釈迦の隠喩。成仏を暗示。

一三　法華経第十六品、如来寿量品。歌二首は常在霊鷲山（入滅は方便で実は霊鷲山に常住して不滅）を詠む。

一四　霊鷲山。釈迦説法の山。

一五　釈迦が入滅したと見る人。

一六　仏性を月にたとえた語。

一七　「住む」を掛け、常住を含意。












亡なき人のあとに一一いつ品ぽん経きやう供養しけるに、寿量品を人に代りて




[image: ]　雲晴るる鷲二のみ山の月影を心澄みてや君三ながむらん







一四心ニ欲シテレ見タテマツラントレ仏ヲの文もんを人々詠よみけるに




[image: ]　鷲の山誰五たれかは月を見ざるべき心にかかる雲六し晴れなば







神七じん力りき品ほん




[image: ]　行八ゆく末すゑのためにと説かぬ法のりならば何九かわが身に頼みあらまし







普一〇ふ賢げん品ほん




[image: ]　散一一り敷きし花の匂ひの名な残ごり多み立一二たま憂うかりし法の庭かな







心一三しん経ぎやう




[image: ]　何一四なに事ごとも空むなしき法のりの心にて罪ある身とはつ一五ゆも思はじ







無一六上菩提の心を詠みけ＊るに




[image: ]　鷲の山上うへ暗くらからぬ峯みねなればあたりを払ふ有一七明の月











一　→八八一

二　常在霊鷲山の釈迦をたとえる。

三　亡くなって供養を受ける人。

四　寿量品の偈の一節。

五　誰でも月（釈迦）を見られないはずはないよ。「かは」は反語。

六　雲（煩悩）が晴れるなら。反実仮想。

七　法華経第二十一品、如来神力品。茨「神力品、於我滅度後の文を」。→補注

八　仏滅後の衆生のために。

九　我が身に何の頼みもない。現実には法華経を滅後のために説き残してくれて、頼もしい。反実仮想。




一〇　法華経第二十八品、普賢菩薩勧発品。

一一　普賢品の「従東方来、所経諸国、普皆震動、雨宝蓮華」に拠る。

一二　席を立つのがつらい。→補注

一三　般若波羅蜜多心経。

一四　心経の句「色即是空、空即是色」に拠る。

一五　少しも思うまい。

一六　最高の悟り。

一七　霊鷲山の釈迦を象徴。












和一わ光くわう同どう塵ぢん結けち縁えんノ始メと云ふ事を




[image: ]　いかなれば塵ちりに交じりてま二す鏡仕ふる人は清きよまはるらん







六三道歌詠みけるに、地獄




[image: ]　罪四つみ人びとのし＊五める世もなく燃ゆる火の薪たきぎなるらんことぞ悲しき







餓六が鬼き




[image: ]　朝七夕の子をやしなひにすと聞けば苦くにすぐれても悲しかるらん







畜八ちく生しやう




[image: ]　神楽九かぐら歌うたに草取り飼ふはい一〇たけれどなほその駒になることは憂し







修一一しゆ羅ら




[image: ]　よ一二しなしな争ふことを楯一三たてにして怒いかりをのみも結ぶ心は







人一四




[image: ]　あ一五りがたき人になりけるかひ有りて悟り求むる心あ一六らなん











一　摩訶止観・巻六下の文。和光同塵は仏が化現して衆生済度のため俗塵に交ること。本地垂迹に同じ。

二　「坐す」と「真澄鏡」を掛ける。鏡面に神の本地仏を線刻した御正体の鏡（本地垂迹を反映）を詠む。

三　生前の業因により生死を繰り返す六つの世界（地獄・餓鬼・畜生・修羅・人・天）。六趣とも。

四　初句は「薪なるらん」の主語。

五　消える時もなく。

六　餓鬼道。常に飢渇に苦しむ世界。

七　朝夕に生む子を食べ物にする。→補注

八　畜生道。動物転生苦の世界。

九　神楽歌・其駒に拠る。→補注




一〇　すばらしいけれど。

一一　阿修羅道。闘争を好んだ者が堕ちる怒りと争いの世界。

一二　つまらないことだな。

一三　勝手な護身の口実にして。「楯」は「争ふ」の縁語的用法。

一四　人道。人としての世界。

一五　めったにない。「人身難受」は当時の仏教的常識。

一六　あってほしい。他への希望。












天一




[image: ]　雲の上の楽しみとてもかひぞなきさ二てしもやがて住みし果てねば







心に思ひける事を




[image: ]　濁りたる心三の水の少すくなきに何四なにかは月の影宿るべき







[image: ]　い五かでわれ清六く曇らぬ身になりて心七の月の影を磨かん







[image: ]　逃れなくつ八ひに行くべき道をさ九は知一〇らではいかが過ぐべかりける







[image: ]　愚一一おろかなる心にのみやまかすべき師一二となることもあるなるものを







[image: ]　野に立てる枝一三なき木にも劣りけり後一四のちの世知らぬ人の心は











一　天道。天上の快楽世界だが、天人にも五衰があるという。

二　そうして楽しいまま住み終われないから。輪廻転生を免れない含意。

三　心の清濁を水にたとえた語。「心水」は密教系仏典に多用。→補注

四　どうして月光（仏心）が宿ろうか、宿らない。「かは」は反語。

五　何とかして私は。下句に懸る。

六　「清く」「曇らぬ」は月の縁語。

七　心月輪（しんがちりん）を磨こう。菩提心を起こす決意。

八　死をいう。→補注

九　そうとは。ついに死を逃れえないとは。




一〇　知らないではどうして過ごせようか、過ごせない。「いかが」は反語。

一一　涅槃経を原拠に往生要集など浄土教典に説く「常に心の師となるべし。心を師とせざれ」の文に拠る。

一二　私が自分の心の師となることもあるというから。→補注

一三　枝葉なく、花咲き実もならない枯木。→補注

一四　後世を思わず、仏道を知らない人の心は。












五首述懐




[image: ]　身一の憂さを思ひ知らでややみなまし背二く習ひのなき世なりせば







[image: ]　い三づくにか身を隠さまし厭四いとひても憂き世に深五き山なかりせば







[image: ]　身の憂さの隠六かくれ家がにせん山里は心七ありてぞ住むべかりける







[image: ]　あはれ知る涙の露ぞこぼれける草八の庵をむすぶ契りは







[image: ]　う九かれ出づる心は身一〇にもかなはねばい一一かなりとてもいかにかはせん







高一二野より京なる人一三に遣はしける




[image: ]　住一四むことは所からぞといひながら高たか野のはもののあはれなるかな







仁＊一五にん和な寺じの御お室むろにて、道心逐＊おヒテレ年ヲ深シと云ふ事を詠＊よませ給ひけるに




[image: ]　浅く出でて心一六の水や湛たたふらんす一七みゆくままに深くなるかな











一　我が身のつらさを思い知らずに生涯を終わっただろう。反実仮想。→補注

二　出家の習わし。

三　→補注

四　西・別・千載「いとひ出でて」。

五　深い山がなかったら（深い山があったから身を隠せる）。反実仮想。

六　→補注

七　仏道に入る心と、和歌的な情趣を解する心。

八　出家して草庵を結ぶ因縁。「露」「結ぶ」は草の縁語。

九　身から抜け出る心。西行の愛用表現。




一〇　出家の身でも自由にならないので。→補注

一一　どうであっても、どうにもしようはない。

一二　高野山。→補注

一三　誰か不明。妻と見る説がある。

一四　心の「澄む」を掛ける。

一五　→補注

一六　心の浅深を水にたとえた語。「深く」「浅く」は水の縁語。→九〇三

一七　「住み」と「澄み」の掛詞。












閑一中ノ暁




[image: ]　嵐のみときどき窓におとづれて明けぬる空の名残りをぞ思ふ







ことのほかに荒れ寒かりける頃、宮二の法印、高野に籠らせ給ひて、この程の寒さはいかがとて、小三袖を給はせたりけるま四たのあした申しける




[image: ]　今こ宵よひこそあはれみ厚五き心ここ地ちして嵐の音をよ六そに聞きつれ







御＊七み嶽たけより笙＊八しやうの窟いはやへまゐりけるに、「も九らぬいはやも」とありけん折、思ひ出でられて




[image: ]　露もらぬ岩いは屋やも袖一〇は濡れけりと聞一一かずはいかが怪しからまし







小一二を篠ざさの泊とまりと申す所にて、露のしげかりければ




[image: ]　分け来つる小一三篠の露一四にそぼちつつ干しぞわづらふ墨染の袖











一　茨詞「閑中暁心と云ことを同夜」によれば前歌と同時。→補注

二　崇徳天皇第二皇子・元性法印。→四七七補注

三　袖口の狭い衣服。→補注

四　翌朝。

五　「小袖」に寄せた表現。

六　自分とは無関係に。よそごとに。

七　大峯。吉野の金峯山。→補注

八　大峯山中の国見山にある岩屋。日蔵、行尊らが修行した。

九　「草の庵は何つゆけしと思ひけん洩らぬ岩屋も袖は濡れけり」（金葉・雑上・行尊）を引く。




一〇　涙で袖は濡れたと。

一一　聞かなかったらどんなに不思議だったろう（聞き知っていたから、洩れる涙の訳も得心した）。反実仮想。

一二　後の大峯七五靡（なびき）第六六小篠宿。大峯山寺の奥の院。

一三　普通名詞に地名を掛ける。

一四　涙に袖が濡れることも暗示。












阿一あ闍ざ梨り源賢、世を遁れて高野に住み侍りける、あ二からさまに仁和寺へ出でて、帰りも参らぬことにて、僧三そ都うづになりぬと聞きて、いひ遣はしける




[image: ]　袈け裟さの色や若四紫に染めてける苔五の袂たもとを思六ひかへして







秋頃、風七わづらひける人をとぶらひたりける返かへり事ごとに




[image: ]　消八えぬべき露九の命も君がとふ言の葉にこそ起一〇きゐられけれ







返し




[image: ]　吹き過ぐる風一一しやみなばたのもしみ秋の野一二も狭せの露の白玉







院一三の小こ侍じ従じゆう、例一四ならぬこと大事に臥し沈みて、年一五月経へにけりと聞＊きて、と一六ぶらひにまかりたりけるに、この程少しよろしき由申して、人にも聞かせぬ和一七わ琴ごんの手、弾ひきならしけるを聞きて




[image: ]　琴ことの音ねに涙を添へてながすかな絶一八えなましかばと思ふあはれに







返し




[image: ]　頼むべきこ一九ともなき身を今日までも何にかかれる玉二〇の緒ならん











一　阿闍梨兼賢か。→補注

二　ついちょっと。

三　茨・松・西・別「僧綱」、心妙「そうがう」。

四　紫衣は勅許による。

五　粗末な僧衣の袂。

六　翻意して。「かへし」は「染め」の縁語で、染め変える意を掛ける。

七　風病を患った人を見舞った返事。

八　→補注

九　露の如くはかない命。「消え」「葉」「置き」は露の縁語。




一〇　起居できるようになったよ。露の縁語「置き」を掛ける。

一一　風が止んだなら（風病が治ったなら）頼もしいので。

一二　野一面に露の白玉が置くことよ。健康回復を象徴する表現。

一三　後白河院に仕えた小侍従。石清水別当光清女。先に二条院、太皇太后宮多子に出仕。待宵の小侍従。

一四　重病を患い。

一五　玉葉「月ごろ」。

一六　西行が病気見舞いに出かけた。

一七　和琴（六絃琴）の秘曲。→補注

一八　あなたの命が絶えてしまったらの意に、秘曲が絶えてしまったらの意を掛ける。反実仮想の後半省略。

一九　「事」に「琴」を掛ける。

二〇　命。「緒」は琴の縁語。












風一わづらひて山二寺に帰りけるに、人々とぶらひて、よ三ろしくなりなばまた疾とく、と申し侍りけるに、各々のこころざしを思ひて




[image: ]　定めなし風四わづらはぬ折だにもまた来んことを頼むべき世か







[image: ]　あ五だに散る木この葉につけて思ふかな風六さそふめる露七の命を







[image: ]　我八なくはこの里人や秋深き露九を袂たもとにかけてしのばん







[image: ]　さ一〇まざまにあはれ多かる別れかな心一一を君が宿にとどめて







[image: ]　帰れども人一二の情なさけにしたはれて心一三は身にも添はずなりぬる




返一四しどもありけり、聞き及＊ばねば書かず











一　西行が風病を患って。

二　どこの山寺か不明。→補注

三　本復したならまた早く私達の所へお出かけください、の意か。

四　風病を患わない時でさえ。まして患っている今はさらに。

五　はかなく散る。「散る」「葉」「風」「露」は縁語。

六　風病を掛ける。「める」は婉曲。

七　露の如くはかない命。

八　私が死んだなら。

九　涙を暗示。




一〇　各々様々に。

一一　それぞれ身は離れるが、心を亭主であるあなたの家に留め置いて。

一二　集いの人々の情けに心ひかれて。

一三　私の心は身にも添わなくなってしまったよ。遊離魂を詠む。→六六

一四　→補注












新一院、歌二集めさせおはしますと聞きて、常盤に為三忠が歌の侍りけるを、書四き集めてまゐらせけるを、大原より見せに遣はすとて




寂五　超　　




[image: ]　も六ろともに散る言の葉を書七くほどにや八がても袖のそほちぬるかな







返し




[image: ]　年経ふれど朽九ちぬときはの言の葉をさぞしのぶらん大原の里







寂超、為忠が歌にわ一〇が歌書き具し、また弟の寂一一然が歌など取り具して、新院へまゐらせけるを、人一二にとり伝へてまゐらせさせけりと聞きて、兄に侍りける想一三空がもとより




[image: ]　家一四の風伝ふばかりはなけれどもな一五どか散らさぬ無なげの言の葉







返し




[image: ]　家の風む一六ねと吹くべき木一七この本もとは今一八散りなんと思ふ言の葉







新院、百一九首歌召しけるに、奉るとて、右二〇大将公きん能よしのもとより見二一せに遣はしたりける、返し申すとて




[image: ]　家の風吹き伝へけるかひありて散る言の葉のめ二二づらしきかな











一　崇徳院。

二　詞花集の改撰時か。→補注

三　常盤三寂の父。

四　寂超が書き集めて進上したのを、大原より西行にも見せによこした。

五　常盤三寂の一人。作者表記の下に茨「長門入道」とある。

六　父子共に散逸する和歌。謙辞。初句は茨・松「木のもとに」。

七　葉の縁語「搔く」を掛ける。

八　そのまま袖が涙で濡れてしまったよ。

九　常盤木の意に為忠の本拠「常盤」の地名を掛け、不朽の和歌と讃称。




一〇　寂超自身の歌を書き添え。

一一　常盤三寂の一人。西行の親友。

一二　人を介して伝奏した。

一三　→八三三

一四　わが歌は家風を伝える程ではないけれども。想空の謙遜。「風」「散らす」「葉」は縁語。

一五　どうして散り弘めてくれないのか、なげやりの歌であっても。奏上に外された不満を表明。→補注

一六　主として。「宗」に家の縁語「棟」を掛ける。

一七　常盤木の本。常盤一族を表意。

一八　今すぐにも散り弘まるだろう。不満を慰撫。

一九　久安百首。→補注

二〇　→七八五

二一　西行に歌稿を見せに。

二二　すばらしい出来栄えだよ。












返し




[image: ]　家一の風吹き伝ふとも和歌の浦にかひある言ことの葉にてこそ知れ







題二しらず




[image: ]　木こ枯がらしに木この葉の落つる山里は涙三さ＊へこそもろくなりけれ







[image: ]　峯四わたる嵐はげしき山里に添へて聞ゆる滝川の水







[image: ]　と五ふ人も思ひ絶えたる山里のさ六びしさなくは住み憂からまし







[image: ]　暁七の嵐にたぐふ鐘の音おとを心八の底そこにこたへてぞ聞く







[image: ]　待九たれつる入一〇相の鐘の音すなり明一一日もやあらば聞かんとすらん







[image: ]　松一二風の音あはれなる山里にさ一三びしさ添ふるひぐらしの声







[image: ]　谷一四の間まにひ一五とりぞ松も立てりけるわれのみ友はなきかと思へば











一　和歌において名誉ある百首歌作者に拾われ、詠みがいある言葉で家風を伝えたことも知ったよ。歌枕「和歌の浦」に和歌を掛け、「かひ」に浦の縁語「貝」を掛ける。→補注

二　→補注

三　木の葉だけでなく涙までも。「さへ」は添加。→補注

四　峯から峯へ吹き渡る。他には覚性法親王の出観集に見える措辞。

五　訪客もないと断念した。

六　さびしさがなかったら、住みづらいだろう。→補注

七　暁の嵐に伴う鐘の音。六時鐘のうち晨朝の鐘。→八七一　→補注

八　心の奥底に感応して聞く。

九　今日を過ぎれば命終かと自ずと待たれた。




一〇　六時鐘のうち入相の鐘。→補注

一一　もし明日も生きていたならまた。

一二　→補注

一三　さびしさを添えるように。先例のない句。

一四　谷間に。西・玉葉「谷の戸に」は歌語。

一五　「一つ松」を詠む。→補注












[image: ]　入一いり日ひさす山のあなたは知らねども心二をかねて送りおきつる







[image: ]　何なにとなく汲三むたびに澄む心かな岩四井の水に影うつしつつ







[image: ]　水五の音はさびしき庵いほの友なれや峯の嵐の絶六え間絶え間に







[image: ]　鶉うづら伏ふす刈田のひ七つち生八おひ出いでてほ九のかに照らす三日月の影







[image: ]　嵐一〇越す峯の木この間まを分け来つつ谷の清水に宿る月影







[image: ]　濁るべき岩井の水にあらねども汲一一まば宿れる月やさわがん







[image: ]　ひとり住一二む庵いほりに月一三のさし来ずは何か山辺の友にならまし







[image: ]　た一四づね来て言問こととふ人のなき宿に木この間まの月の影ぞさし来る







[image: ]　柴の庵いほは住一五み憂きこともあらましをと一六もなふ月の影なかりせば











一　西方極楽浄土をさす。入日を見て浄土を想う日想観による。

二　身は現世にあっても、心を前もって送っておいたよ。→補注

三　汲水は山里の仏道修行のひとつ。

四　岩間から湧く井泉に自らの姿を映しては。下句は八六三に似る。

五　水流の音。滝川（→九三六）か。

六　途絶える度に聞えて来て。

七　刈った後の稲株から生えるひこ生え。

八　茨・夫木抄「思ひ出て」。→補注

九　上句を序とし、「ひつち」の縁語「穂」を掛けて「ほのかに」を導く。




一〇　→補注

一一　汲んだなら、水面に宿っている月は動揺するだろうか。→補注

一二　「澄む」を掛ける。

一三　月光が射して来なかったら、何が山辺の友になるだろうか。月だけが友だ。反実仮想。→補注

一四　私を尋ねて来て安否を問う人。→補注

一五　住みづらいこともあるだろうに。

一六　連れ添う月がなかったなら。月があるから住みうる。反実仮想。












[image: ]　影消えて端一は山やまの月は洩りも来ず谷は梢の雪二と見えつつ







[image: ]　雲にただ今三宵の月をまかせてん厭四いとふとてしも晴れぬものゆゑ







[image: ]　月を見るほかもさこそは厭ふらめ雲た五だここの空に漂へ







[image: ]　晴れ間なく雲こそ空に満ちにけれ月見＊んことは思六ひ絶えなん







[image: ]　濡るれども雨七もる山のうれしきは入八り来ん月を思ふなりけり







[image: ]　分け入りて誰九たれかは人をたづぬべき岩一〇いは陰かげ草くさのしげる山路を







[image: ]　山里は谷の筧かけひの絶一一え絶えに水一二み乞づこ鳥ひどりの声聞ゆなり







[image: ]　つがはねど映一三うつれば影を友として鴛を鴦し住みけりな山やま川がはの水







[image: ]　連一四つらならで風に乱れて鳴く雁かりのし一五どろに声の聞ゆなるかな











一　人里に近い山。木が繁っているからの含意。→九六一

二　月光の喩。端山より谷住みの方が月光を見るには好適という。

三　心・西「こよひは」。

四　月を隠す雲を嫌ったとしても、晴れないのだから。

五　ただ私の住む此処。他所には漂わず、月を見せてやれという余意。

六　あきらめよう。

七　樹間より雨が「洩る」に、近江国の歌枕「守山」を掛ける。→補注

八　木の間より射し入って来るだろう月。

九　誰が私を尋ねて来ようか、誰も来ない。「かは」は反語。「人」は自分を一般化していう。→補注




一〇　岩の陰に生える草。

一一　筧の水の「絶え絶え」と、「絶え絶え」に聞えるを掛ける。→補注

一二　カワセミ科のアカショウビン（赤翡翠）の異名。→補注

一三　水面に映ると、その自分の影を友として。→補注

一四　列を離れて。→補注

一五　秩序なく乱れて。












[image: ]　晴れがたき山路の雲に埋うづもれて苔一の袂たもとは霧きり朽くちにけり







[image: ]　葛二つづら這ふ端は山やまは下もしげければ住む人いかに木こ暗ぐらかるらん







[image: ]　熊の住む苔の岩山お三そろしみむべなりけりな人も通はぬ







[image: ]　音四はせで岩にたばしる霰あられこそ蓬五よもぎの窓の友となりけれ







[image: ]　あ六はれにぞものめかしくは聞えける枯れたる楢＊七ならの柴の落葉は







[image: ]　柴八囲かこふ庵いほりのうちは旅九だちてすどほる風もとまらざりけり







[image: ]　谷風は戸一〇を吹きあけて入るものを何一一なにと嵐の窓たたくらん







[image: ]　春浅＊みす一二ずの籬まがきに風さえてまだ雪消えぬ信一三しが楽らきの里







[image: ]　水み脈をよどむ天一四の川岸波立一五たで月をば見るやさ一六へさみの神











一　僧衣は霧により朽ちてしまったよ。自在な表現。

二　つる草の這う里近い山は下枝も繁っているので。

三　恐ろしいので、なるほどそうだよ、人も通ってこない。

四　→補注

五　「蓬窓」の和語化か。茅屋。

六　茨「霰」、松「あられ」。その場合、霰に打たれてひとかどのものめいて聞える、の意。

七　楢の小枝の落葉。

八　柴垣で囲う。→補注

九　旅立って素通りする風。




一〇　戸を吹き開けて勝手に庵へ入って来るのに。

一一　どうして嵐は窓を叩くだけで入って来ないのだろう。風を対比。

一二　細い竹。吉野に特有の景物を、古都・信楽に転用。

一三　近江国甲賀郡。山間地で春の訪れが遅い。

一四　河内国の歌枕。伊勢物語で有名。

一五　→補注

一六　未詳。茨・松・夫木抄「さくさみの神」。道祖神の一種か。












[image: ]　光一をば曇らぬ月ぞみがきける稲葉にかかる朝二あさ日ひ子この玉







[image: ]　磐余三いはれ野のの萩が絶え間のひまひまに児四この手て柏かしはの花咲きにけり







[image: ]　衣五ころも手でに移りし花の色かれて袖ほころぶる萩六が花摺ずり







[image: ]　小を笹ざさ原はら葉末の露は玉に似て石七なき山を行くここちする







[image: ]　ま八さき割る檜＊九ひ物もの工たくみや出一〇でぬらん村むら雨さめ過＊ぎぬ笠一一か取さとりの山







[image: ]　河一二かは合あひや真一三木の裾山石一四立てて杣そま人びといかに涼しかるらん







[image: ]　雪解くるし一五みみに蹂したくからさきの道行きにくき足一六あし柄がらの山







[image: ]　嶺一七ね渡わたしにし一八るしの竿さほや立てつらん木一九こ挽びき待ちつる越二〇こしの中山







[image: ]　雲くも取とりや志二一し古この山路はさ二二ておきて小を口ぐち川が原はらのさびしからぬか











一　露の玉の光。

二　朝日の親称。神楽歌に由来の詞。

三　大和国の歌枕。萩の名所。

四　オトコエシか。→補注

五　「衣手」「袖」「ほころぶ」は縁語。美しい衣手も抖藪により花摺りの色が枯れて袖は綻びた、の趣意。

六　催馬楽に由来の詞。→補注

七　崑崙山を想起。→補注

八　檜を柾目に割って作る用材か。

九　檜物細工の職人。→補注




一〇　笠を取って山を出ただろう。

一一　山城国宇治郡の歌枕。醍醐山。

一二　河の合流点。

一三　杉・檜が立つ杣山の裾。

一四　樵が石を立てる作業を作庭の立石に見立てて興じる。

一五　みっしり踏みつける。→補注

一六　相模国の歌枕。

一七　山降しの風が吹く頃に。→補注

一八　積雪量、または雪道を示す棹か。

一九　樵の入山を待っていた。

二〇　越後国の妙高山か。

二一　熊野山中の道。→補注

二二　山道が寂しいのは当然だからさておいて。












[image: ]　ふ一もと行く舟人いかに寒からんく二ま山岳をおろす嵐に







[image: ]　折三をりかくる波の立つかと見ゆるかなさ四すがに来ゐる鷺さぎのむら鳥







[image: ]　わ五づらはで月六には夜も通ひけり隣へつたふ畦あぜの細道







[image: ]　荒れにける沢田の畦あぜにく七らら生ひて秋八待つべくもなきわたりかな







[image: ]　伝九ひくる打うち樋ひを絶えずまかすれば山田は水一〇も重おもらざりけり







[image: ]　身にしみし荻一一をぎの音にはかはれどもし一二ぶく風こそげ一三にはもの憂き







[image: ]　小一四こ芹ぜり摘む沢の氷一五のひまたえて春めきそむる桜一六井の里







[image: ]　来る春は峯一七みねに霞を先立てて谷一八の筧かけひを伝ふなりけり











一　→補注

二　紀伊国か。→補注

三　寄せ返す白波が立つかと見紛うよ。→補注

四　語義未詳。茨・松・心・西・別「すさき」（洲崎）。

五　難儀しないで。

六　→補注

七　マメ科の薬草。苦参（くじん）。

八　秋の収穫を期待できない。

九　溜池より伝い来る打樋を絶えず引いているので。




一〇　水持も重くならないことだよ。→補注

一一　荻吹く風は秋のあはれを感じさせる景物。

一二　激しく吹く。冬の風。→補注

一三　ほんとうに気が重いよ。

一四　→補注

一五　春風により氷が切れ隙間ができて。東風解氷。

一六　摂津国か。→補注

一七　→補注

一八　山家では伝い流れる谷の筧の水がそのまま春の到来を告知するのだった、という気づき。












[image: ]　春＊になる桜の枝は何一なにとなく花なけれどもむ二つましきかな







[image: ]　空三晴＊るる雲なりけりな吉野山花四もてわたる風と見たれば







[image: ]　さ五らにまた霞に暮るる山路かな花＊をたづぬる春＊の曙







[image: ]　雲六もかかれ花とを春は見て過ぎんい七づれの山もあだに思はで







[image: ]　雲八かかる山見ばわれも思ひ出でよ＊花九ゆゑ馴れしむつび忘れず







[image: ]　山一〇深＊み霞こめたる柴の庵に言一一問ふものはうぐひすの声







[image: ]　うぐひすはゐ一二なかの谷の巣なれどもだ一三びたる音ねをば鳴かぬなりけり







[image: ]　う一四ぐひすの声に悟りを得一五うべきかは聞一六くうれしきもはかなかりけり











一　西行の愛用語。

二　親しみが持てるよ。→補注

三　実は空が晴れる雲だったか、という気づき。→補注

四　落花を持って空を渡る風と見たところ。倒置で初句に返る。三九二に同様の構文。

五　今日もまた早朝から霞のうちに夕暮になる山路だな。→補注

六　雲も懸れ、されば雲を花と春の間は見て過ぎよう。「を」は間投助詞。

七　花のある山もない山も、どちらの山もおろそかには思わないで。

八　雲が懸る山を見たならば、私をも思い出してくれよ。

九　花のために馴れ親しんだ、花に見立てられる雲への親愛。→補注




一〇　山が深いので。

一一　物を言う。訪問する。→補注

一二　都の外の地。地方ではない。→補注

一三　訛った。→補注

一四　法華経と鳴く鶯の声。

一五　得られようか、得られはしない。「かは」は反語。

一六　下句は一〇二六に類似。












[image: ]　過一ぎて行く羽は風かぜな二つかしうぐひすよ＊な三づさひけりな梅の立たち枝えに







[image: ]　山もなき海のおもてにたなびきて波四の花にもま五がふ白しら雲くも







[image: ]　同じくは月のをり咲け山桜花六見る夜よ半はの絶え間あらせじ







[image: ]　古七ふる畑はたの岨八そはの立つ木にゐる鳩の友呼ぶ声の＊す九ごき夕暮







[image: ]　波に漬つきて磯一〇い回そわにいます荒あら神かみは潮一一踏む巫き覡ねを待つにやあるらん







[image: ]　潮風に伊一二勢の浜はま荻をぎ伏せばまづほ一三すしほなみのあらたむるかな







[image: ]　荒磯の波に磯そ馴なれて這ふ松はみ一四さごのゐるぞた一五よりなりける







[image: ]　浦近み枯れたる松の梢には波一六の音をや風は借かるらん







[image: ]　淡路島瀬戸のな一七ごろは高くともこの潮一八しほにだに押し渡らばや











一　→補注

二　心ひかれる。梅の香りを含む故。

三　馴れ親しんだのだな。

四　白い波頭を花に見立てた歌語。

五　見紛う。山では白雲は花に紛うが、海ではの含意。

六　花を見る夜の絶え間がないようにしよう。→補注

七　放棄された焼畑か。→補注

八　急斜面。

九　ぞっとするほど寂しい。




一〇　磯辺に鎮座する荒神。

一一　潮を踏んで神事を行う巫覡。→補注

一二　伊勢の浜辺の荻。葦の異名とも。→補注

一三　句意未詳。→補注

一四　水辺に棲むタカ科の猛禽類。→補注

一五　頼り所で、縁があったのだな。

一六　波の音を風は借りるのだろう。葉が枯れて音を立てない松風の代りにの含意。

一七　余波。風が止んだ後も立つ波。

一八　潮時。機会の意を掛ける。→六九四「とどひ」












[image: ]　潮路行くか一こみの艫二と艪もろ心せよまた渦速き瀬戸わたるほど







[image: ]　磯にを三る波の険しく見ゆるかな沖にな四ごろや高く行くらん







[image: ]　おぼつかな伊五い吹ぶき颪おろしの風かざ先さきに朝六あ妻さづ舟まぶねはあひやしぬらん







[image: ]　榑七く舟れふねよ朝妻わたり今朝けさなせそ伊吹の嶽たけに雪し八まくめり







[image: ]　近江あふみ路ぢや野路九のぢの旅人いそがなん野一〇や洲す河が原はらとて遠からぬかは







[image: ]　里人の大おほ幣ぬさ小こ幣ぬさ立て並なめて馬一一む形まかた結ぶ野＊つ子なりけり







[image: ]　い一二たけもるあまみが時になりにけり蝦＊一三え夷ぞが千島を煙こめたり







[image: ]　も一四ののふの馴らすすさみは面おも立だたしあ一五ちそのしさり鴨かもの入いれ首くび







[image: ]　む一六つのくの奥ゆかしくぞ思おもほゆる壺一七のいしぶみ外そとの浜風











一　周囲を板で囲った舟か。→補注

二　複数付けた艪のうち艫に近い最後尾の艪か。→補注

三　折れ返って打ち寄せる。

四　→一〇〇二・注一七

五　伊吹山（美濃・近江国境）から吹き下ろす風の吹き向かう先に。

六　朝妻と大津を結んだ舟。→補注

七　榑（皮つきの材木）を運ぶ舟。「朝」に対して「暮」を響かす。

八　吹き巻いているようだ。→補注

九　近江国栗太郡。




一〇　近江国野洲郡。「（行き）易し」を掛ける。

一一　馬の形代（人形）を作って祀る野つ子であったか。→補注

一二　巫女が奉斎するあまみの神の時節になった。→補注

一三　蝦夷が住む多くの島々。

一四　武士の調練する気ままな技は面目がある。

一五　未詳。練技の名目か。→補注

一六　陸奥国の奥に行ってみたいと思われるよ。→補注

一七　陸奥国の歌枕を列挙。前者は所在未詳。→補注












[image: ]　朝一帰るかりゐうなこのむらともは原二の岡山越えやしぬらん







[image: ]　す三がる伏すす四くれが下の葛五くず巻まきを吹き裏返す秋の初風







[image: ]　諸六もろ声ごゑにも七りかきみかぞ聞きこゆなる言ひ合はせてや妻を恋ふらん







[image: ]　すみれ咲く横八野の茅九つ花ばな咲きぬれば思ひ思ひに人通ふめ＊り







[image: ]　紅くれなゐの色なりながら蓼たでの穂のか一〇らしや人の目にも立てぬは







[image: ]　蓬よもぎ生ふはさ一一まことなりや庭の面おもにか一二らすあふぎのなぞ茂るらん







[image: ]　刈り残す水一三の真ま菰こもに隠ろへて蔭一四もち顔に鳴く蛙かはづかな







[image: ]　柳一五やなぎ原はら川風吹かぬ蔭ならば暑一六くや蟬の声にならまし







[image: ]　久一七ひさ木ぎ生おひて涼一八めとなれる蔭なれや波打つ岸に風渡りつつ











一　歌意未詳。→補注

二　所在未詳の地名か。

三　鹿の異名。

四　語意不明。茨・夫木抄「こくれ」。→補注

五　葛の葉先、蔓が巻きついたもの。

六　声を合わせて。

七　語意不明。鹿に関わる語か。

八　河内の国の歌枕か。→補注

九　茅萱（ちがや）の花穂。




一〇　蓼の「辛し」につらいの意を掛ける。→補注

一一　様子が異なっているかな。茨・松「さることなれや」、夫木抄「さる事あれや」。

一二　檜扇・射しや干がの古名。「枯らす」を掛けて「茂る」と俳諧的に対照。

一三　山城国の歌枕・美豆か。→補注

一四　蔭を持っている様子で。納涼。

一五　一般名詞か。→補注

一六　暑苦しく蟬の声に満たされただろうに。現実には風が吹くので蟬の声も紛れて涼しい。反実仮想。

一七　赤芽柏か。木き豇ささ豆げとも。

一八　私に「涼め」と言わんばかりになった。→補注












[image: ]　月一のため水み錆さびすゑじと思ひしに緑にも敷く池の浮草







[image: ]　思ふこと御二み生あれの標しめに引く鈴のかなはずはよもな＊三らじとぞ思ふ







[image: ]　み四熊野の浜はま木綿ゆふ生ふるうらさびて人五なみなみに年ぞ重六なる







[image: ]　石七いその上かみ古き住すみ家かへ分け入れば庭八の浅あさ茅ぢに露のこぼるる







[image: ]　と九をちさすひたの面おもてに引く潮しほに沈む心ぞかなしかりける







[image: ]　ま一〇せに咲く花一一に睦むつれて飛ぶ蝶てふのう＊一二らやましきもはかなかりけり







[image: ]　移一三り行く色をば知らず言一四ことの葉はの名さへあだなる露草の花







[image: ]　風一五吹けばあだに破やれ行く芭蕉ばせを葉ばのあ一六ればと身をも頼むべきかは







[image: ]　故郷一七ふるさとの蓬は宿の何なになれば荒れ行く庭にまづ茂るらん











一　水面に映る月を見るため水垢を生じさせまいと。

二　陰暦四月、中の申の日に行われる賀茂別雷社の神事。→補注

三　「成ら」に鈴の縁語「鳴ら」を掛ける。

四　初二句は「浦」を導く序。「浦」に「心（うら）」を掛ける。→補注

五　人並に。能因ほかに先例ある畳語を受容。浦の縁語「波」を掛ける。

六　「重なる」は浜木綿の縁語。

七　「古」の枕詞。→補注

八　「浅茅」は荒廃、「露」は涙を暗示。

九　歌意未詳。→補注




一〇　ませ垣。低く目の粗い垣。

一一　花に馴れ親しんで飛ぶ蝶。→補注

一二　下句は九九三に類同。

一三　うつろい易い色はともかく。露草による染色は褪せ易いことから。

一四　言葉の上の名までもはかない。

一五　維摩経・十喩のうち「是身如芭蕉」による。→補注

一六　生きているからといって。

一七　古くなり荒れた家。












[image: ]　古ふる里さとは見し世よにも似ず褪一あせにけりい二づち昔の人行ゆきにけん







[image: ]　し三ぐるれば山四巡めぐりする心かないつまでとのみうちしほれつつ







[image: ]　はらはらと落つる涙五ぞあはれなるた六まらずものの悲しかるべし







[image: ]　何なにとなく芹七せりと聞くこそあはれなれ摘つみけん人の心知られて







[image: ]　山八人よ吉九野の奥のしるべせよ花も尋ねんま一〇た思ひあり







[image: ]　わ一一び人の涙に似たる桜かな風身にしめばまづこぼれつつ







[image: ]　吉野山や一二がて出でじと思ふ身を花一三散りなばと人一四や待つらん







[image: ]　人も来ず心一五も散らで山やま陰かげは花を見るにも便一六たよりありけり







[image: ]　風の音おとにもの思ふ我か色一七染めて身にし一八みわたる秋の夕暮











一　荒れ果ててしまった。

二　昔見知っていた人はどちらへ行ってしまっただろうか。→補注

三　時雨が降ると。茨・松・西・別「時雨かは」。→補注

四　山寺を巡拝する。→五〇二補注

五　自身の涙か。他者の涙と取る解もある。

六　こらえきれず。涙の縁語「溜らず」を掛ける。

七　献芹説話を踏む。→補注

八　木樵など山で生活する者。

九　修験道の行場で、大峯に続く所。




一〇　数奇とはまた異なる思い。仏道の奥義を求めたい念願。遁世の思いと取る説もある。→補注

一一　世を住み詫びた人。西行自身。

一二　そのまま出るまい。

一三　花が散ったなら。山を出て帰って来るだろうという含意。

一四　都の知人か。→補注

一五　心も散漫にならず。仏教語「散心」に拠るか。「散らで」は花の縁語。

一六　都合がよかったよ。

一七　様子に表して。→補注

一八　「沁み」と「染み」を掛ける。












[image: ]　わ一れなれや風二をわづらふ篠しの竹だけは起三き臥しものの心四細くて







[image: ]　来五こん世にもかかる月をし見るべくは命六を惜しむ人なからまし







[image: ]　この世にてながめら七れぬる月なれば迷八はん闇も照九らさざらめや











一　初句切れ、倒置法。→補注

二　篠竹が風を苦にするのと、我が風邪を患うのとを掛ける。

三　「臥し」に竹の縁語「節」を掛ける。

四　「細く」は篠竹の縁語。

五　死後の来世にもこのように美しい月を見ることができるなら。「し」は強意。

六　命を惜しむ人はないだろう。しかし来世に月を見られる保証はないので、命が惜しまれる。反実仮想。→三三三「月ゆゑ惜しくなる命」

七　茨・松・心妙「なれ」。

八　来世に迷うだろう闇。地獄の闇か。

九　照らさないだろうか、照らしてくれるに違いない。「や」は反語。











山家集下








雑一







八二月、月三の頃、夜更けて北四白川へまかりけり。由五よしあるやうなる家の侍りけるに、琴＊の音おとのしければ、立ち止まりて聞きけり。折あはれに秋六しう風ふう楽らくと申す楽がくなりけり。庭を見入れければ、浅七あさ茅ぢの露に月の宿れる気け色しきあはれなり。垣＊八かきに添ひたる荻の風、身にしむらんとおぼえて、申九し入れて通りける




[image: ]　秋一〇風のこ一一とに身にしむ今宵かな月一二さへす一三める庭のけしきに











一　上中下三巻から成る陽明文庫本系統は、雑の部の途中で下巻となる。対して上下二巻から成る流布本系統は雑の部より下巻。

二　いつの年か不明。→補注

三　仲秋の名月の頃か。

四　洛東・白川の北部。

五　由緒ありそうな家。

六　雅楽の曲名。盤渉（ばんしき）調。

七　丈の低い茅。荒廃の象徴。

八　垣根添いに生えている荻。荻吹く風は恋人訪問を暗示。

九　詠んだ歌を差し入れて。松「誰すむらんとこゝろにくゝて申入て」。




一〇　「秋風」に「秋風楽」を掛ける。

一一　「殊に」に「琴に」を掛ける。

一二　月までも。「さへ」は添加。

一三　「澄める」と「住める」を掛ける。












泉一の主ぬし隠二れて、あ三と伝へたりける人の許にまかりて、泉にむかひて旧ふるきを思ふといふことを、人々詠みけるに




[image: ]　住四む人の心五汲まるる泉かな昔をいかに思ひ出づらん







逢六ヒレ友ニ恋フレ昔ヲと云ふ事＊七を




[image: ]　今よりは昔語りは心せんあ八やしきまでに袖しほれけり







秋九の末に、寂一〇然高野にまゐりて、暮一一くれの秋に寄せて思ひを述べけるに




[image: ]　馴一二れ来きにし都もうとくなり果てて悲しさ添ふる秋の暮かな







相一三知りたりける人の、み一四ちの国へまかりけるに、別一五れの歌詠みけるに




[image: ]　君往いなば月一六待つとてもながめやらん東あづまの方かたの夕暮の空











一　誰か不明。→補注

二　亡くなって。

三　その後を伝領した人。

四　「澄む」を掛ける。

五　心がしのばれる。「澄む」「汲む」は泉の縁語。

六　教長集に同題。→補注

七　底本「事も」によれば前歌と同時だが、独自異文ゆえ改訂。

八　不思議なほどに袖は涙で濡れしおれたよ。

九　雲葉集・詞書「高野山へまゐりて元性法印の庵室にて、暮秋述懐を」によれば、元性の庵室での詠。→四七七補注




一〇　藤原頼業。西行の親友。

一一　暮秋。陰暦九月。

一二　馴れ親しんで来た都もすっかり疎遠になってしまって。

一三　誰か不明。心妙「としごろあひしりて侍人の」。

一四　陸奥国。

一五　心妙「とをきくにのわかれとまうすことをよみ侍し」。

一六　→補注












大一原に良暹が住みける所に、人々まかりて、述懐歌詠みて、妻戸に書き付けける




[image: ]　大二原やまだ炭すみ竈がまもならはずと言ひけん人を今三あらせばや







大四学寺の滝五殿の石ども、閑六院に移されて、跡もなくなりたりと聞きて、見にまかりたりけるに、赤七染が「今八だにかかり」と詠みけん思ひ出でられて、あはれに覚えければ




[image: ]　今九だにもか一〇かりと言ひし滝つ瀬のそ一一の折までは昔なりけん







深一二夜ノ水ノ声と云ふ事を、高野にて人々詠みけるに




[image: ]　ま一三ぎれつる窓の嵐の声とめて更ふくるを告ぐる水の音かな







竹一四風驚カスレ夢ヲ




[image: ]　玉みがく露一五ぞ枕に散りかかる夢一六おどろかす竹一七の嵐に







山一八家ノ夕と云ふ事を、人々詠みけるに




[image: ]　峯おろす松の嵐の音にまた響きを添ふる入いり相あひの鐘











一　→補注

二　上句に良暹歌を引用。→補注

三　今ここにいてほしいと願う。

四　洛西・嵯峨の大覚寺。もと嵯峨上皇御所を寺院化。

五　滝に臨む殿舎。→補注

六　もと藤原冬嗣邸。二条南・西洞院西。→補注

七　赤染衛門。大江匡衡の妻。中古三十六歌仙。

八　赤染衛門歌の句。→補注

九　上句は赤染衛門歌の引用。




一〇　「かくあり」に滝の縁語「懸り」を掛ける。

一一　赤染衛門が歌を詠んだ折までは昔という時だったのだろう。

一二　→補注

一三　紛れて聞えていた窓を打つ嵐の声を止めて。

一四　出観集に「竹風覚夢」題。

一五　涙の喩。「玉」「散り」は露の縁語。

一六　夢を覚ます。

一七　先例のない句。

一八　茨「山寺の夕暮」。












暮一ノ山路




[image: ]　夕二されや檜三ひ原はらの峯を越え行けばす四ごく聞ゆる山鳩の声







海辺重ヌ二旅宿ヲ一




[image: ]　波近き磯五の松が根枕にてう六らがなしきは今七こ宵よひのみかは







俊八しゆん恵ゑ天九王寺に籠りて、人々具ぐして住一〇吉にまゐりて、歌詠みけるに具して




[image: ]　住一一吉の松が根洗ふ波の音おとを梢に懸くる沖つ潮風







寂一二然高野にまゐりて、立帰りて、大一三原より遣つかはしける




[image: ]　隔一四て来こしその年月もあるものを名残り多かる峯の秋一五霧







返し




[image: ]　慕一六はれし名残りをこそはながめつれ立帰りにし峯の秋霧











一　茨・松・夫木抄「夕暮山路」。

二　夕方。「夕さり」の転か。

三　檜の生え茂った原。大和国の歌枕とも。→補注

四　→九九七

五　→補注

六　「うら（心）」に「波」「磯」の縁語「浦」を掛ける。

七　今宵だけか、いや幾夜もだ。題の「重ぬ」に応じる表現。「かは」は反語。

八　源俊頼の子。経信の孫。歌林苑（かりんえん）の主。

九　摂津国・四天王寺。




一〇　摂津国・住吉明神。和歌神。

一一　→補注

一二　→四七七・一〇四五

一三　大原より寂然が西行に送った。

一四　隔絶して逢わないで来た。「隔て」は「年月」「霧」の縁語。

一五　晴れない気持ちを含意。

一六　「下晴れし」を掛ける。「晴れ」「立」は霧の縁語。












常よりも道辿たどらるるほどに雪深かりける頃、高一野へまゐると聞きて、中＊二宮大夫の許より、か三かる雪にはいかに思ひ立つぞ、都へはいつ出づべきぞ、と申四したりける返事に




[image: ]　雪分けて深き山路に籠りなば年五返りてや君に逢ふべき







返六し




[image: ]　分けて行く山路の雪は深くとも疾とく立ち帰れ年七にたぐへて







山籠りして侍りけるに、年八をこめて春になりぬと聞九きけるからに、霞みわたりて、山一〇河の音、日ごろにも似ず聞えければ




[image: ]　霞一一めども年一二の内はと分かぬまに春一三を告＊ぐなる山河の水







年の内に春立ちて、雨の降りければ




[image: ]　春としもなほ思一四はれぬ心かな雨一五ふる年の心ここ地ちのみして











一　西行が都から高野へ参ると中宮大夫が聞いて。

二　平時忠。→補注

三　→補注

四　中宮大夫が申してきた返事に（西行が贈った贈歌）。

五　年が返り、都へ帰ってあなたに逢うことになりましょうか。「返り」に「帰り」を掛ける。

六　中宮大夫の返歌。

七　立ち返る年に伴って。

八　年が返らない内に春になったと。以下三首、年内立春詠。

九　聞いたと同時に。




一〇　山河の音が、氷が解けて冬の日頃とは異なって聞えたので。

一一　霞は立ったけれども。霞は立春の象徴。

一二　年の内は春になるまいと、立春を知らずにいるうちに。

一三　春の訪れを告げるように聞える。「なる」は音による推定。

一四　雨の縁語「晴れぬ」を響かせる。

一五　雨「降る」に「旧る」年を言い掛ける。→補注












野に人のあまた侍りけるを、何する人にかと問ひければ、菜な摘む者なりと答へければ、年の内に立ち替る春のしるしの若一菜か、さ二は、と思ひて詠める




[image: ]　年ははや月三なみかけて越えにけりむ四べ摘五つみはへししばの若＊六わか立だち







春七立つ日詠みける




[image: ]　何八なにとなく春九になりぬと聞く日より心一〇にかかるみ吉野の山







正月元日に雨降りけるに




[image: ]　い一一つしかも初はつ春はる雨さめぞ降りにける野辺の若菜も生おひやしぬらん







山深く住み侍りけ＊るに、春立ちぬと聞きて




[image: ]　山路こそ雪一二の下水解一三けざらめ都の空は春めきぬらん







深山不レ知ラレ春ヲ




[image: ]　雪分けて外一四と山やまが谷一五の鶯は麓の里に春や告ぐらん







嵯一六峨にまかりたりけるに、雪深かりけるを見一七置きて出でしこ＊となど、申し遣つかはすとて




[image: ]　お一八ぼつかな春の日数の経一九ふるままに嵯峨野の雪は消えやしぬらん











一　若菜は新春、特に正月最初の子の日に摘む。ここは若菜に年内立春の表徴を認める。

二　それでは。

三　毎月が経過して。「月つき次なみ」に「波」を掛け、波の縁語「かけ」「越え」「立」を用いた。

四　なるほど。

五　語句の意味不詳。→補注

六　草木の根株から生える若芽。

七　当歌を心は巻頭歌、西は「花」歌群に所収。

八　第四句に懸る。→補注

九　春になったと。口頭語的。




一〇　花が気にかかる。

一一　早くももう。万葉調の古風な語。→補注

一二　雪の下を流れる水。→補注

一三　解けないだろうが。逆接で下句に続く。山と都を対比。

一四　里近い山。深山の対。

一五　谷を古巣とする鶯。谷から里へ移り、春を告げるものと考えられた。

一六　洛西。

一七　西行は見届けて嵯峨を出て帰ったことなどを。

一八　はっきりせず気がかりだ。西行の愛用語。

一九　雪の縁語「降る」を掛ける。












返し




静一忍法師　　




[image: ]　立二帰り君や訪とひ来くと待つほどにまだ消えやらず野辺の淡あは雪ゆき







鳴き絶えたりける鶯の、住三み侍りける谷に声のしければ




[image: ]　思ひ出＊いでて古四巣に帰る鶯は旅五のねぐらや住み憂かりつる







春の月明あかかりけるに、花六まだしき桜の枝を、風の揺がしけるを見て




[image: ]　月見れば風に桜の枝七ならで花八よと告ぐる心地こそすれ







国九々巡り回りて、春帰りて、吉野の方かたへま＊からんとしけるに、人の、こ一〇のほどは何処いづくにか跡あと止とむべきと申しければ




[image: ]　花一一を見し昔の心あらためて吉一二野の里に住まんとぞ思ふ











一　未詳。忍西入道（→一一五九）と同一人の可能性もある。

二　折返し貴方が訪ね来るかと。

三　西行が住んでいた谷。

四　春になり谷を出て里から都へ移って後、谷の古巣へ帰る鶯。

五　→補注

六　花が咲くにはまだ早い。

七　枝は鳴らないで。→補注

八　下句は口語的。月光の白を花に見立て、開花を無音に告知すると感取。

九　どの旅か不明。初度奥州の旅が有力か。




一〇　今度はどこに足跡を止めるのかと。

一一　花を見て愛した昔の心を新たにして。→補注

一二　吉野は隠遁地としても著名。












み一やたてと申しける半はし者たものの、年高くなりて、様二さ変まかへなどして、ゆ三かりにつきて、吉野に住み侍りけり。思四ひかけぬやうなれども、供五く養やうを述べん料れうにとて、果六くだ物ものを遣はしたりけるに、花七と申すものの侍りけるを見て遣八はしける




[image: ]　思九ひつつ花の果物つ一〇みてけり吉野の人のみ一一やたてにして







かへし




みやたて　　




[image: ]　心一二ざし深く運べるみやたてを悟り開一三けん花＊にた一四ぐへよ







桜に並び立てりける柳＊に、花の散りかかりけるを見て




[image: ]　吹き乱る風になびくと見るほどに花＊を結べる青一五柳の糸







寂一六然、紅葉もみぢの盛りに高野にまゐりて出一七いでにけり。ま一八たの年の花の折に申し遣はしける




[image: ]　紅葉見し高たか野のの峯の花ざかり頼一九めぬ人の待たるるやな＊ぞ







かへし




寂　然　　




[image: ]　共＊に見し峯の紅葉のか二〇ひなれや花の折にも思二一ひ出でける











一　みやたてと呼ばれた召使の女。未詳。→補注

二　出家して。

三　縁故を求めて。

四　思いがけない様なことだが。

五　仏に供養の志を述べる品物。

六　菓子。→補注

七　茨・夫木抄「花と申すくだ物」。花供（はなく）に用いた花弁状の餅か。→補注

八　西行がみやたてに送った歌。

九　→補注




一〇　「積み」に花の縁語「摘み」を掛ける。

一一　贈物の意を掛けるか。→補注

一二　後世（ごせ）安楽を願う心。

一三　「開け」は花の縁語。

一四　添わせて下さい。

一五　柳の枝を糸に見立てた歌語。「乱る」「なびく」「結べる」は糸の縁語。

一六　→四七七

一七　高野を出て帰洛した。

一八　翌年。

一九　再訪を約束した訳でもない人が待たれるのは何故か。

二〇　「甲斐」に峯の縁語「峡（かひ）」を掛ける。

二一　私も思い出したよ。主語を西行と取り、思い出して下さり有難い、と解する説もある。












天一王寺へまゐりたりけるに、松に鷺さぎの居たりけるを、月の光＊に見て詠める




[image: ]　庭二よりは鷺ゐる松の梢にぞ雪三はつもれる夏の夜の月







夏、熊野へまゐりけるに、岩四田と申す所に涼みて、下五げ向かうしける人につ六けて、京へ、西七住上人の許へ遣はしける




[image: ]　松八が根の岩田の岸の夕涼み君九があれなと思ほゆるかな







葛一〇かづら城きを過ぎ侍りけるに、折一一にもあらぬ紅葉もみぢの見えけるを、何なにぞと問ひければ、ま一二さきなりと申しけるを聞きて




[image: ]　葛一三かづら城きやまさきの色は秋に似てよその梢は緑なるかな







高一四野より出でたりけるに、か＊一五くくゑん阿闍梨聞かぬさまなりければ、菊一六を遣はすとて




[image: ]　汲一七みてなど心通はば問はざらん出でたるものを菊一八の下水







返し




かくくゑん　　




[image: ]　谷深く住一九むかと思ひて問はぬまに恨みを結二〇ぶ菊の下水











一　摂津国・四天王寺。

二　月光の白が雪のように見える庭よりはさらに。

三　月光に照らされた鷺を雪に見立てる。→補注

四　紀伊国・西牟婁郡。→補注

五　熊野から京へ下向する人。

六　言伝して。

七　西行の同行。→七七八・注七

八　松の根元の岩に地名「岩田」を言い掛ける。枕詞的用法。

九　君がいたらいいな。




一〇　大和国・葛城山。役行者開山という修験道の霊地。

一一　夏の季節にも合わない紅葉。

一二　まさきのかづら。実体は未詳。→補注

一三　「かづら」を掛ける。

一四　西行が高野より出京したところ。

一五　不詳。→補注

一六　「聞く」を掛ける。

一七　「汲み」「通は」「出で」は水の縁語。

一八　菊水の故事を踏む。→補注

一九　水の縁語「澄む」を掛ける。

二〇　水の縁語「掬ぶ」を掛ける。












旅まかりけるに、入一いり相あひを聞きて




[image: ]　思二へただ暮れぬと聞きし鐘の音おとは都三にてだに悲しかりしを







秋四、遠五く修行し侍りけるに、ほ六ど経へける所より、侍七従大納言成通の許もとへ申し送りける




[image: ]　あらし吹く峯の木の葉にともなひていづち浮かるる心なるらん







返八し




[image: ]　何九なにとなく落つる木の葉も吹く風に散り行く方かたは知一〇られやはせぬ







宮一一の法印、高野に籠らせ給ひて、お一二ぼろけにては出でじと思ふに、修行のせまほしき由よし語らせ給ひけり。千一三日果てて、御み嶽たけにまゐらせ給ひて、言ひ遣はしける




[image: ]　あくがれし心を道のしるべにて雲一四にともなふ身とぞなりぬる







返一五し




[image: ]　山一六の端はに月一七澄むまじと知られにき心の空一八になると見しより











一　日暮を告げる入相の鐘。

二　西行の愛用句。→一一五六

三　都にいてさえ悲しかったものを（まして旅にあってはなおさら）。「だに」は類推。

四　別「秋の暮に」、続拾遺「秋の暮つ方」。

五　どこへの旅か不明。→補注

六　「ほど」は距離。

七　藤原成通。→七三〇・八〇九

八　成通の返歌。→補注

九　西行の愛用語を襲用。




一〇　知られはしないか、知られるだろうよ。「やは」は反語。名の如く西の方だろうの含意か。

一一　元性法印。→九一六

一二　並大抵の事では。

一三　千日間の御嶽精進。験者が金峯山（大峯）へ入る前に弥勒菩薩に祈願し精進。→補注

一四　山岳修験者の境位を寓喩。

一五　西行の返歌。

一六　ここは高野山を暗示。

一七　「月」は元性を喩え、「澄む」に「住む」を掛ける。

一八　「空」は月の縁語。












年一とし頃ごろ申し馴れたりける人に、遠二く修行する由よし申してまかりたりけり。名な残ごり多くて立ちけるに、紅三も葉みぢのしたりけるを見せまほしくて、待ちつる甲斐なく、いかに、と申しければ、木この下もとに立ち寄りて詠みける




[image: ]　心をば深き紅葉の色に染四めて別れて行くや散五るになるらん







駿六する河がの国久く能のの山寺にて、月を見て詠みける




[image: ]　涙のみかきくらさるる旅なれやさやかに見よと月は澄めども







題不知




[image: ]　身にもしみ物七あはれなるけ八しきさへあ九はれを責むる風の音かな







[image: ]　い一〇かでかは音に心の澄まざらん草一一木もなびく嵐なりけり







[image: ]　松風はい一二つも常磐ときはに身にしめどわ一三きてさびしき夕暮の空











一　長年なじみを交した人。女性か。

二　どこへの修行か不明。秋出立の旅。→一〇八二

三　「いかに」までその人の言。

四　「染めて」は紅葉の縁語。

五　紅葉でいえば散るということになるのだろう。死の予想を含む。

六　駿河国の久能寺。初度奥州の旅の途次に参籠したという説が有力。→補注

七　茨「物あらげなる」。→補注

八　様子までも。「さへ」は添加。

九　情感をつきつめる。




一〇　どうして嵐の音に心の澄まないことがあろうか（澄むに違いない）。「かは」は反語。

一一　心ない草木も、の含意。

一二　いつも変りなく。「常磐」は常緑の松の縁語。

一三　格別に。












遠一く修行に思ひ立ち侍りけるに、遠＊二行の別れと云ふ事を、人々詣まで来て詠み侍りしに




[image: ]　ほ三ど経ふれば同四じ都の内だにもおぼつかなさは問はまほしきを







年久しく相たのみたりける同五どう行ぎやうに離れて、遠六く修行して、帰七らずもやと思ひける、何なにとなくあはれにて




[image: ]　定めなし幾いく年とせ君に馴れ馴れて別八れを今日は思ふなるらん







年九とし頃ごろ聞きわたりける人に、初めて対面申して帰りける朝あしたに




[image: ]　別一〇るとも馴るる思ひや重ねまし過一一ぎにし方かたの今こ宵よひなりせば







修一二行して、伊勢にまかりた＊りけるに、月の頃、都思ひ出でられて




[image: ]　都一三にも旅一四なる月の影をこそ同じ雲居の空に見るらめ











一　どこへの修行か不明。

二　陽明文庫本系統は「す行の別」が有力本文で「修行の別」か。茨・続後撰「遠行別」により改訂。「遠行」は遠く旅に出ること。

三　時がたつと。→補注

四　同じ都の内でさえも安否をたずねたいのに（まして旅中はなおさら）。「だに」は類推。

五　山家集では西住をさす。

六　どこへの修行か不明。

七　帰らないこともあろうかと。

八　どうして別れを今日は思っているのだろうか。

九　長年評判だけ聞き続けた人。




一〇　別れても幾度も会ってなじみを重ねられただろうに（もっと早くお会いしたかったよ）。

一一　会わずに過ぎた過去が昨夜のように対面可能な日々だったら。反実仮想。→補注

一二　いつか不明。若年時か。→七二八

一三　→補注

一四　旅に出ている月。旅中の私が見る月の意を重ねる。












そ一のかみまゐり仕うまつりける慣ならひに、世を遁のがれて後のちも、賀二茂にまゐりけり。年とし高たかくなりて、四国の方かたへ修行しけるに、ま三た帰りまゐらぬこともやとて、仁四安二年十月十日の夜ま＊ゐりて、幣五へいまゐらせけり。内六うちへも入いらぬ事なれば、棚七たな尾うの社やしろにと八りつきて、まゐらせ給へとて、心ざしけるに、木この間まの月九ほのぼのに、常つねよりも神さび、あはれに覚えて詠みける




[image: ]　かしこまるしでに涙のかかるかなま一〇たいつかはと思ふあはれに







播一一はり磨まの書しよ写しやへまゐるとて、野一二中の清水を見けること、一一三ひと昔むかしになりにけり。年経て後のち、修行すとて通りけるに、同じ様さまにて変らざりければ




[image: ]　昔見し野中の清水かはらねばわ一四が影をもや思ひ出づらん







四一五国の方かたへ具ぐしてまかりたりける同一六どう行ぎやう、都へ帰りけるに




[image: ]　帰り行く人の心を思ふにも離れ難きは都なりけり







ひ一七とり見置きて帰りまかりなんずるこそ、あはれに、いつか都へは帰るべき、な一八ど申しければ




[image: ]　柴一九の庵いほのし二〇ばし都へ帰らじと思はんだにもあはれなるべし











一　在俗時に参勤申した習慣で。

二　賀茂別雷神社（上賀茂社）。

三　再び帰参できないこともあろうかといって。

四　→補注

五　神前に捧げる幣帛。しで。

六　僧形を憚って境内へも入らない事なので。

七　賀茂別雷神社の末社。四足門の傍らに所在。

八　「取り次ぎて」とも解せる。

九　一四〇二も月夜の参詣。




一〇　詞書「また帰りまゐらぬこともや」に対応。

一一　播磨国・書写山円教寺。性空上人の開基。天台三道場の一。

一二　播磨国印南野の歌枕。→補注

一三　年数に諸説。ここは一〇年か。→補注

一四　私の姿をも思い出すだろう。清水を擬人化。

一五　仁安三年（一一六八）または二年の四国の旅。

一六　西住。西住は先に帰京。

一七　西行を一人残し置いて。

一八　以上、西住の言葉。

一九　「しばし」を導く序として用いた。善通寺近辺の草庵か。

二〇　しばらく都へ帰るまいと思うのさえもあわれだよ。












旅の歌詠みけるに




[image: ]　草一枕旅なる袖に置く露二を都三の人や夢に見るらん







[image: ]　越え来つる都隔つる山四さへにはては霞に消えぬめるかな







[image: ]　わ五たの原遥かに波を隔て来て都に出でし月を見るか＊な







[image: ]　わ六たの原波にも月は隠れけり都七の山を何なにいとひけん







西八の国の方かたへ修行してまかり侍りけるに、美九み豆づ野のと申す所に、具ぐしならひたる同一〇どう行ぎやうの侍りけるが、親一一しき者の例ならぬこと侍るとて、具せざりければ




[image: ]　山城の美豆のみ一二草につながれて駒もの憂げに見ゆる旅かな







大一三峯の神しん仙せんと申す所にて、月を見て詠みける




[image: ]　深一四き山に澄みける月を見ざりせば思一五ひ出いでもなきわが身ならまし











一　「旅」に掛る枕詞。

二　草の露に旅愁の涙を暗示。

三　思いが相手の夢に通うという思想による。

四　山までもついには霞に隔てられ消えてしまったようだな。霞は春。春出発の初度西国の旅か。→一一四二

五　海原。→補注

六　→補注

七　月を隠すからとてどうして都の山をうとましく思ったのだろうか。

八　初度西国の旅か。→補注

九　山城国の歌枕。御牧が存在。




一〇　西住。

一一　近縁者が病気だからといって。

一二　美豆の景物・真菰か。西住を草に繫ぎ止められる駒にたとえ、同行できない憂いを投影。

一三　大和国・大峯山の深仙宿。→補注

一四　深仙と同音の「深山」を和語化して詠む。

一五　→補注












[image: ]　峯の上も同一じ月こそ照らすらめ所二からなるあはれなるべし







[image: ]　月三澄めば谷にぞ雲四は沈むめる峯吹き払ふ風に敷五かれて







姨六を捨ばすての峯と申す所の見渡されて、思七ひなしにや、月異ことに見えければ




[image: ]　をばすては信濃しなのならねど何処いづくにも月澄む峯の名にこそありけれ







小八池と申す宿すくにて




[image: ]　いかにして梢の隙ひまを＊求め得て小九池に今宵月の澄一〇むらん







篠一一ささの宿すくにて




[image: ]　庵一二いほりさす草の枕にともなひて篠一三ささの露にも宿る月かな







平一四へ地いちと申す宿すくにて、月を見けるに、梢の露の袂にかかりければ




[image: ]　こずゑ洩もる月もあはれを思ふべ＊し光一五に具して露のこぼるる











一　平地と同じ月が。

二　聖なる場所柄ゆえの。→補注

三　悟りの隠喩。

四　迷妄の隠喩。

五　押し敷かれて。

六　吉野郡川上村・伯母峰か。心妙・西・別「をばがみね」。歌枕名寄は「姨峰」として収録。→補注

七　気のせいか。山の名より月の名所として有名な信濃国の歌枕・姨捨山が連想されるため。

八　大峯の宿名。→補注

九　月が澄んだ影を宿す小さな池に、宿名を詠み込む。




一〇　「住む」を掛ける。

一一　後の七五靡第二三乾光門（けんこうもん）か。→補注

一二　仮庵を結ぶ旅寝。

一三　篠に宿名を詠み込む。

一四　七五靡第二一平地宿。

一五　光に伴って露がこぼれる。梢より落ちる露に涙を暗示。月もあわれを解して涙をこぼすのだろうと擬人化。












東一あづ屋まやと申す所にて、時雨しぐれの後のち、月を見て




[image: ]　神二無月しぐれ晴るれば東屋の峯にぞ月はむ＊三ねと澄四みける







[image: ]　神かみ無な月谷五にぞ雲はしぐるめる月澄む峯は秋に変はらで







古六ふる屋やと申す宿すくにて




[image: ]　神無月時雨ふ七るやに澄八む月は曇らぬ影もた九のまれぬかな







平等院一〇行尊僧正也の名書かれたる卒一一そ塔と婆ばに、紅葉の散りかかりけるを見て、「花一二よりほかの」とありける、一一三ひと昔むかしとあはれに覚えて詠＊みける




[image: ]　あはれとて花見し峯に名を留めて紅葉ぞ今日は共に降一四りける







千一五ち種くさの嶽にて




[image: ]　分けて行く色一六のみならずこずゑさへ千一七種の嶽は心染そみけり











一　七五靡第一六四あづま阿や宿。

二　冬十月。

三　専ら。東屋の縁語「棟」を掛ける。→補注

四　「住み」を掛ける。

五　谷で雲は初冬らしく時雨れているようだ。東屋嶽から俯瞰。

六　七五靡第一二古屋宿。

七　「古屋」に時雨「降る」を言い掛ける。

八　「住む」を掛ける。

九　あてにならない。




一〇　平等院（園城寺円満院の別称）を住房とした行尊の号。

一一　死者供養の板。

一二　行尊歌の歌句引用。→補注

一三　茨「人ぞかし」。

一四　「旧り」を掛ける。

一五　七五靡第五五講婆世宿より北、第五八行者還より南。七五靡第三〇千草岳とは異なる。

一六　草の多種の色だけでなく梢までも。「染み」は色の縁語。

一七　「千草」を掛ける。












蟻一ありの戸と渡わたりと申す所にて




[image: ]　笹深み霧二越す岫くきを朝立三ちてな四びきわづらふ蟻の戸渡







行五者還がへり、稚六ち児ごの泊とまり、続きたる宿すくなり。春七の山伏は屛八びやう風ぶ立だてと申す所を平九たひらかに過ぎんことを難＊かたく思ひて、行者、稚児の泊にて、思ひわづらふなるべし




[image: ]　屛風にや心一〇を立てて思ひけん行者は還り稚児は泊りぬ







三一一重の滝を拝みけるに、ことに尊くおぼえて、三一二さ業んごふの罪もすすがるる心地しければ




[image: ]　身に積る言一三こと葉ばの罪も洗はれて心澄みぬる三み重かさねの滝







転＊一四てん法ぼふ輪りんの嶽たけと申す所にて、釈一五迦の説法の座の石＊と申す所拝みて




[image: ]　此こ処ここそは法のり説かれけ一六る所よと聞一七く悟りをも得つる今日かな











一　七五靡第六〇稚児泊の北の難所。→補注

二　霧が越え行く洞穴のある山。山穴の吐出した気が霧と化す。

三　「立ち」「靡き」は霧の縁語。

四　行き悩む。難渋する。

五　七五靡第五八。→補注

六　七五靡第六〇。

七　春から夏にかけて熊野側より入峰する山伏。

八　稚児泊と行者還の間の断崖。

九　平穏無事に。懸崖の垂直に対する修辞。




一〇　心を立て据えて。「立て」は屛風の縁語。

一一　七五靡第二八。→補注

一二　身・口・意の三のはたらき。

一三　口業の罪。狂言綺語観による。

一四　七五靡第二一平地宿の南。→補注

一五　霊鷲山で釈迦説法のとき座した石。霊鷲山飛来伝承による。

一六　茨「たる」。→補注

一七　聞法による悟り。所と「聞く」に法を「聞く」を掛ける。












修一行して、遠くまかりける折、人二の思ひ隔てたるや＊うなる事の侍りければ




[image: ]　よ三しさらば幾いく重へともなく山越えてや四がても人に隔てられなん







思五はずな＊る事思ひ立つ由よし、聞六えける人の許へ、高野より言ひ遣つかはしける




[image: ]　枝七し折をりせじなほ山深く分け入らん憂八きこと聞かぬ所ありやと







塩九しほ湯ゆにまかりたりけるに＊、具一〇ぐしたりける人、九月晦日つごもりに、先に上一一のぼりければ、遣一二はしける人に代りて




[image: ]　秋は暮れ君は都へ帰りなばあはれなるべき旅の空かな







返し




大一三宮の女房加賀　　




[image: ]　君を置一四きて立ち出づる空の露一五けさに秋さへ暮るる旅の悲しさ







塩湯出一六でて、京へ帰りま一七で来て、故一八ふる郷さとの花霜枯れに＊ける、あはれなりけり。急一九ぎ帰りし人の許へ、また代りて




[image: ]　露置きし庭の小萩も枯れにけりい二〇づら都に秋留まるらん











一　どこへの修行か不明。

二　誰か不明。

三　よしそれならば。

四　そのまま人に思い隔てられてしまおう。

五　思いがけない事。事情不明。

六　評判が聞えた人。誰か不明。妻と取る説がある。→九一三

七　帰途の目印の枝折はするまい。下山せず隠遁する決意。茨・西・裳合・新古今「せで」。

八　→補注

九　通説は有馬温泉。後出「舟出」によれば海浜の塩湯浴みか。




一〇　連れ立った人。加賀。

一一　帰京したので。

一二　加賀へ消息を遣わした人に代って代作。→補注

一三　太皇太后藤原多子（公能女）の女房。千載集作者・待賢門院加賀（伏柴の加賀）と同一人か。

一四　「置き」は露の縁語。

一五　涙の意を含む。

一六　茨・松「はてゝ」。

一七　「詣で」に同じ。

一八　住み馴れた家。

一九　加賀をさす。

二〇　どのあたりに。












かへし




お一なじ人　　




[image: ]　慕ふ秋は露二も留とまらぬ都へとなどて急ぎし舟ふな出でなるらん







み三ちの国へ修行してまかりけるに、白四川の関に留とどまりて、所からにや、常よりも月おもしろくあはれにて、能五の因ういんが「秋六風ぞ吹く」と申しけん折、何時七いつなりけんと思ひ出でられて、名な残ごり多くおぼえければ、関八せ屋きやの柱に書きつけける




[image: ]　白川の関屋を月の洩九もる影は人の心を留一〇とむるなりけり







関に入りて、信一一しの夫ぶと申すわたり、あ一二らぬ世のことにおぼえてあはれなり。都出いでし日数思ひ続けられて、「霞一三とともに」と侍ることの跡、辿一四りまで来にける心一五一つに思ひ知られて詠みける




[image: ]　都出でて逢一六坂越えし折までは心一七かすめし白川の関











一　大宮の女房加賀。

二　少しも。「露」は秋の縁語。

三　初度奥州の旅。→補注

四　陸奥国の歌枕。ここを越えると陸奥。

五　→七四八・注二

六　「都をば霞とともに立ちしかど秋風ぞ吹く白川の関」（後拾遺・羈旅・能因）を引用。

七　能因集に拠れば万寿二年（一〇二五）と推定される。

八　関の番小屋。無人だったか。

九　関の縁語「守る」を掛ける。




一〇　関の縁語。

一一　陸奥国の歌枕。信夫庄司・佐藤氏は西行の同族。

一二　この世と思えない異世界。

一三　→前歌注六の歌。

一四　茨・松「たどる」。→補注

一五　わが心ひとつに。

一六　逢坂の関。京都と近江の間。

一七　折々心かすめた。逢坂を越え東路に入ってからは常に心にかかった、という含意。












武一た隈けくまの松も昔になりたりけれども、跡二をだにとて見にまかりて詠みける




[image: ]　枯れにける松なき跡の武隈はみ三きと言ひてもかひなかるべし







旧ふりたる棚四たな橋はしを紅葉の埋みたりける、渡りにくくて、や五すらはれて、人に尋ねければ、お六もはくの橋と申すはこれなりと申しけるを聞きて




[image: ]　踏七まま憂き紅葉の錦散りしきて人も通はぬおもはくの橋




信八夫の里より奥へ二九日ばかり入りてある橋なり







名一〇な取とり河がはを渡りけるに、岸の紅葉の影かげを見て




[image: ]　名取河岸の紅葉の映る影はお一一なじ錦を底にさへ敷く







十月十二日、平泉にまかり着きたりけるに、雪降り、嵐激しく、ことの外ほかに荒れたりけり。い一二つしか衣一三河見まほしくて、まかりむかひて見けり。河の岸に着きて、衣一四河の城し一五まはしたる事柄、や一六う変りてものを見る心地しけり。汀みぎは凍こほりてとりわき冴一七えければ




[image: ]　とりわきて心も凍一八しみて冴えぞわ一九たる衣河見に来二〇たる今日しも











一　陸奥国の歌枕。→補注

二　せめて跡だけでも。

三　橘季通歌により「見き」に「三木」「幹」を掛ける。

四　棚の如く板を渡しただけの橋。

五　ためらわれて。踏めば錦（散り敷いた紅葉の喩）を乱すゆえ。

六　所在未詳。→補注

七　踏むことがつらい。

八　左注は西行か後人によるか不明。

九　夫木抄「一日二日」。




一〇　陸奥国の歌枕。人事を詠むのが一般で、自然詠は稀少。流布本系統は当歌の前に一一三三を配列。

一一　岸の紅葉と同じ錦を川底にまで敷く。

一二　早速に。

一三　陸奥国の歌枕。中尊寺の北を東行して北上川に合流する。

一四　→補注

一五　柵列または板塀をめぐらして。

一六　都の風物とは様変りして。

一七　底本系統の多くと茨「さひ」（寂び）。

一八　衣の縁語「染み」を掛ける。

一九　河の縁語。

二〇　衣の縁語「着たる」を掛ける。












又の年の三月に、出いで羽はの国に越えて、滝一の山と申す山寺に侍りけるに、桜二の常よりも薄うす紅くれなゐの色濃き花にて、並なみ立てりけるを、寺の人々も見興じければ




[image: ]　たぐひなき思三ひいではの桜かな薄紅の花のに四ほひは







下五し野もつけの国にて、柴の煙けぶりを見て




[image: ]　都近き小六野大原を思ひ出づる柴の煙のあはれなるかな







同七じ旅にて




[image: ]　風荒き柴の庵は常よりも寝八覚ぞものは悲しかりける







津九の国に、山やま本もとと申す所にて、人一〇を待ちて日ひ数かず経へければ




[image: ]　何一一となく都の方と＊聞く空はむ一二つましくてぞながめられける







新一三院讃一四さ岐ぬきにおはしましけるに、便たよりにつけて、女一五房の許より




[image: ]　水一六みづ茎くきの書き流すべき方かたぞなき心のうちは汲みて知一七らなん











一　出羽国最上郡霊山寺（龍山寺・瀧山寺とも）か。→補注

二　紅山桜。東北から北海道に分布。かば桜の実体か。

三　「思ひ出で」に「出羽」を言い掛ける。

四　色彩の美をいう。

五　出羽国で半年余滞在して帰路、晩秋の作か。

六　いずれも洛北の産炭地。

七　同じ初度奥州の旅。

八　→補注

九　摂津国川辺郡山本。茨「あかしに」、松「摂津国にやまとと申所にて」。→補注




一〇　西住と解するのが通説だが、西住は「同行」と記すのが通常。

一一　「むつましく」に懸る。

一二　親しみを感じて。

一三　崇徳院。

一四　保元の乱により保元元年（一一五六）七月、讃岐に配流。

一五　実は崇徳院か。→補注

一六　手跡、手紙。「流す」「汲み」は水の縁語。

一七　知ってほしい。












か一へし




[image: ]　ほ二ど遠み通三ふ心のゆくばかりなほ書き流せ水茎の跡







また、女房遣つかはしける




[image: ]　いとどしく憂きにつけても頼むかな契四ちぎりし道のしるべ違ふな







[image: ]　か五かりける涙にしづむ身の憂さを君六ならでまた誰たれか浮＊かべん







かへし




[image: ]　頼むらんしるべもい七さや一八ひとつ世よの別九れにだにも惑まどふ心は







[image: ]　流れ出づる涙に今日は沈むとも浮一〇かばん末をなほ思はなん







遠一一く修行する事ありけるに、菩一二ぼ提だい院ゐんの前さきの斎宮にまゐりたりけるに、人々別れの歌仕つかうまつりけるに




[image: ]　さ一三りともとなほ逢ふことを頼むかな死一四し出での山やま路ぢを越えぬ別れは











一　西行の返歌。→補注

二　距離が遠いので。

三　心が通い行くだけだが、心満たされるまで存分に。「ゆく」「流せ」は水の縁語。

四　約束した仏道への導きを間違いなく果たせよ。

五　「涙」の縁語。

六　あなた以外の誰が浮かび上らせてくれようか、あなただけだ。「沈む」に対し「浮かぶ」は浄土往生の含意。

七　さあ、どうだか。

八　同じ現世。

九　生別にさえも惑う心では。




一〇　涙の淵から浮かび上がり、浄土に往生する来世をやはり思ってほしい。

一一　どこへの旅か不明だが、あるいは初度西国の旅か。→補注

一二　通説は統子内親王（上西門院）に当てるが、亮子内親王（殷富門院）か。

一三　そうであってもと。遠く修行することをさす。

一四　冥途にある山を越える路。












同じ折、坪一の桜の散りけるを見て、かくなんおぼえ侍ると申二しける




[image: ]　この春は君三に別れの惜しきかな花のゆくへを思ひ忘れて







かへしせよと承四りて、檜＊五ひ扇あふぎに書きてさし出でける




女六房六角の局　　




[image: ]　君七が往いなん形見にすべき桜さへ名八残りあらせず風誘ふなり







西九国へ修行してまかりける折、児一〇島と申す所に、八一一幡の斎いははれ給ひたりけるに、籠りたりけり。年一二経へてまたその社を見けるに、松どもの古ふる木きになりたりけるを見て




[image: ]　昔見し松は老おい木きになりにけりわ一三が年経たるほども知られて







山里へまかりて侍りけるに、竹の風の荻をぎに紛一四まがへて聞えければ




[image: ]　竹一五の音も荻一六吹く風の少なきにたぐへて聞けばやさしかりけり











一　坪庭。建物に囲まれた庭。

二　西行が前斎宮に申し上げた歌。

三　前斎宮をさす。

四　六角が前斎宮の命を承って。

五　冬扇。一〇～三月に用いる。

六　伝未詳。

七　西行が去った後の形見。

八　残らせることなく風が誘って散るのだった。

九　初度西国の旅。




一〇　備前国児島郡児島。当時は島だった。

一一　未詳。→補注

一二　年が経って。仁安の四国の旅途上に再訪か。→一〇九六

一三　自分が年をとった程も思い知られて。

一四　入り乱れさせて。茨・松「まかひて」。

一五　結句に懸る。つつましく上品とは言えない竹風の音も、荻吹く風が少ないのに連れ添わせて聞けば、優美に聞えた。

一六　荻吹く風は秋の到来、恋人の来訪を予感させる伝統美。












世一よ遁のがれて嵯峨に住み侍りける人の許もとにまかりて、後二のちの世の事、怠らず勤むべき由よし、申して帰りけるに、竹三の柱を立てたりけるを見て




[image: ]　世四よ々よ経ふとも竹の柱の一五筋に立てたる節ふしは変六らざらなん







題不知




[image: ]　あ七ばれたる草の庵いほりのさびしさは風八よりほかに訪とふ人ぞなき







[image: ]　あはれなりよ九もよも知らぬ野の末にか一〇せぎを友に馴るるすみかは







高一一野に籠こもりたりける人を、京より、何一二事かまたいつか出づべきと申したる由よし聞きて、そ一三の人に代＊かはりて




[image: ]　山一四水のいつ出づべしと思はねば心細くてす一五むと知らずや







松の絶え間より、わづかに月のか一六げろひて見えけるを見て




[image: ]　影うすみ松の絶え間を洩もり来つつ心一七細しや三日月の空











一　誰か不明。

二　後世安楽のため怠らず勤行すべきこと。

三　→補注

四　時が経っても。「節（よ）」を掛け、「節（ふし）」と共に竹の縁語。

五　竹柱の様態「一筋」と「一筋」に志を立てたことを掛け、序的表現とする。

六　変らないでほしい。

七　荒れはてた。→三四八・注七

八　→補注

九　よもやまさか住もうとは知らなかった。→補注




一〇　鹿の異名。

一一　誰か不明。

一二　どうした事か、またいつ下山するのか。

一三　その人に代って代作。

一四　山水のように。「出づ」「細く」「澄む」は山水の縁語。

一五　「住む」と「澄む」の掛詞。

一六　光がほのめいて。

一七　「細し」は三日月の縁語。→補注












木一陰ノ納涼といふ事を人々詠みけるに




[image: ]　今日もまた松＊二に風吹く岡へ行ゆかん昨三日涼みし友に逢ふやと







入り日の影かげ隠れけるままに、月の窓にさし入りければ




[image: ]　さ四し来つる窓の入り日をあらためて光五を変ふる夕六ゆふ月づく夜よかな







月ぐわつ蝕しよくを題にて歌詠みけるに




[image: ]　忌七いむといひて影に当らぬ今こ宵よひしも破八われて月見る名や立ちぬらん







寂九然入道、大原に住みけるに遣はしける




[image: ]　大原は比一〇ひ良らの高たか嶺ねの近ければ雪一一降るほどを思ひこそやれ







か一二へし




[image: ]　おもへただ都一三にてだに袖さえし比良の高嶺の雪のけしきを











一　為忠家初度百首に「樹陰納涼」題の先例。

二　「待つ」を響かせる。

三　共に昨日涼んだ友に逢うかと期待して。

四　先刻までさして来ていた。

五　夕日の光を夕月の光に変える。

六　夕方に月の出る頃。月齢が早い。また夕月そのもの。

七　月蝕は忌むべきものといって光に当らない。→補注

八　強いて月を見る酔狂者の評判が立つだろう。月の縁語「破れて」を掛ける。

九　藤原頼業。西行の親友。




一〇　近江国・比良山。雪を詠む歌枕。洛北の大原の東北方。

一一　→補注

一二　寂然の返歌。

一三　都にいてさえ袖が凍ったのに。












高一野の奥の院の橋の上にて、月明あかかりければ、も二ろともにながめ明かして、その頃、西住上人京へ出でにけり。その夜の月忘れ難がたくて、また同三じ橋の月の頃、西住上人の許もとへ言ひ遣つかはしける




[image: ]　こ四ととなく君恋ひわ五たる橋の上にあ六らそふものは月の影のみ







かへし




西　住　　




[image: ]　思七ひやる心は見えで橋の上にあらそひけりな月の影のみ







忍八西入道、吉九野山の麓に住みけ＊るに、秋の花いかにおもしろかるらんとゆ一〇かしう、と申し遣はしたりける返事に、いろいろの花を折り集めて




[image: ]　鹿一一の音ねや心ならねばとまるらんさ一二らでは野辺をみな見するかな







か一三へし




[image: ]　鹿の立一四つ野辺の錦にしきの切一五り端はしは残一六り多かる心ここ地ちこそすれ











一　空海が入定していると伝える高野山奥の院（蓮華谷の東）の玉川にかかる橋。

二　西住と一緒に一晩中眺め明かして。→七七八

三　同じ橋で月が明るい頃。

四　何という事なく。

五　「わたる」は橋の縁語。

六　わが激しい君への慕情と競い合うものとては。

七　私があなたを思いやる心は見えないで。女歌的切り返し。

八　西・別「西忍入道」。→補注

九　茨・松「西山のふもとに」、西・別・続詞花集「西山に」。ここは西山、それも嵯峨がふさわしいか。




一〇　見たく思うと西行が申し遣わした返事に。

一一　鹿の音は心のままにならないので野辺に留まっているだろう（送れない）。→補注

一二　そうでないなら（鹿の音も花と共に送れるなら）。

一三　西行の返歌。

一四　錦の縁語「裁つ」を掛ける。

一五　切り取った断片。

一六　残り多く、心残りな心地がすると言いつつ感謝。












人数多あまたして、一人に隠して、あ一らぬさまに言ひなしけることの侍りけるを聞きて、詠みける




[image: ]　一二筋にいかで杣木の揃ひけんいつはりつくる心三たくみに







陰四おん陽みやうの頭かみに侍りける者に、或る所の半五はした者ものも六の申しけり。いと思ふやうにもなかりければ、六七みな月つき晦日つごもりに遣はしけるに代りて




[image: ]　わがためにつらき心をみ八なつきの手九づからやがて祓はらへ棄うてなん







縁一〇ゆかり有りける人の、新一一院の勘一二かん当だうなりけるを、許し給たぶべき由よし、申し入れたりける御一三返事に




[image: ]　最一四上川な一五べて引くらん稲一六い舟なふねのしばしがほどはい一七かりおろさん







御＊返事奉りける




[image: ]　強く引く綱手と見一八せよ最上川その稲舟のいかり収めて




かく申したりければ、許し給びてけり











一　事実を違えて非道に言いつくろった。

二　「一筋」「杣木」「梁（「偽り」に掛ける）」「作る」は工（たくみ）の縁語。

三　心中での工夫。→補注

四　陰陽頭だった者。→補注

五　召使の女。

六　恋愛関係にあった。

七　六月晦日の大祓。

八　「六月」に「見せ」を言い掛ける。

九　私に辛くする心を自身の手でそのまま祓い捨ててほしいよ。




一〇　誰か不明。

一一　崇徳院。

一二　譴責を受け出仕を止められること。ここは上皇による院勘。

一三　崇徳院から西行への御返事。

一四　出羽国の歌枕。→補注

一五　茨・松・心妙・夫木抄ほか「つなで引くとも」。

一六　「否」を掛ける。

一七　碇を下して怒りをそのままにしておこう。舟の縁語「碇」に「怒り」を掛ける。

一八　ご覧ください。「見す」は「見る」の敬語。












屛びやう風ぶの絵を人々詠みけるに、海の際きはに、幼く賤いやしき者のある所を




[image: ]　磯一い菜そな摘む海人あまのさ二乙女をとめ心せよ沖吹く風に波高くなる







同じ絵に、苫三とまのうちに人の寝＊四ねおどろきたるところを




[image: ]　磯に寄る波に心の洗五はれて寝覚めがちなる苫とま屋や形かたかな







庚六かう申しんの夜、孔七く子じ配りをして、歌詠みけるに、古今・後撰・拾遺、これを、梅・桜・山吹に寄八せたる題をとりて、詠みける




古今、梅に寄す




[image: ]　くれなゐの色濃九き梅むめを折る人の袖には深き香や留とまるらん







後撰、桜を寄す




[image: ]　春一〇風の吹きお＊一一こせむに桜花隣り苦しく主ぬしや思はん







拾遺に山吹を寄す




[image: ]　山吹の花咲く井一二ゐ手での里こ一三そはや一四しうゐたりと思はざらなん











一　磯辺に生え、食用にする海藻。→補注

二　田植女の意を離れ、「さ」を接頭語にとりなした用法。

三　苫葺きの小屋（苫屋形）。

四　ふと目をさました。

五　「洗ふ」は波の縁語。画中の海人の立場で、覚醒と心の浄化に通じる心境を詠む。

六　道教の影響により、庚申の夜には眠らず、徹夜する風習があった。

七　籤配り。「孔子」は当て字。籤で配当された題を詠んだ。

八　以下三首はただ題に寄せただけでなく、隠し題（物名）の手法を取る。→補注

九　「こきむめ」に古今を隠す。




一〇　→補注

一一　「おこせむ」に後撰を隠す。

一二　山城国の歌枕。山吹の名所。

一三　「こそ」の結びの已然形を省略して破格。松「そこは」。

一四　心安らかにしていたと思わないでほしい。「やしうゐたり」に拾遺を隠す。→補注












祝いはひ




[image: ]　隙ひまもなく降り来る雨一の脚あしよりも数二限りなき君三が御み代よかな







[image: ]　千ち世よ経ふべきものをさ四ながら集五むとも君が齢よはひを知らんものかは







[image: ]　苔六こけ埋うづむ揺ゆるがぬ岩の深き根は君が千ち歳とせを固めたるべし







[image: ]　群むれ立ちて雲居に鶴七たづの声すなり君が千ち歳とせや空八に見ゆらん







[image: ]　沢辺さはべより巣九立ち始むる鶴つるの子は松の枝にや移り初そむらん







[image: ]　大一〇おほ海うみの潮しほ干ひて山になるま一一でに君は変らぬ君にましませ







[image: ]　君一二が代のためしに何を思はまし変一三らぬ松の色なかりせば







[image: ]　君が代は天あまつ空なる星なれや数一四も知られぬ心地のみして











一　「雨脚」の訓読語。→補注

二　数量の無限をいうのは賀歌の常套表現。

三　皇室の治世への祝意。

四　そのまますべて。

五　第二句以下は西・別「集めてや君が齢の数にとるべき」とあり、改稿か。

六　この歌は夫木抄に「家集、百首」とある。

七　「鶴寿千歳」（淮南子）という目出度い鶴の声。

八　「空」に「諳に」（それとなく）の意を掛ける。

九　「巣立ち」に祝意をこめる。→補注




一〇　→補注

一一　までも。時間の至り及ぶ究極点。

一二　→補注

一三　変らない松の色がなかったら（他に何もない）。反実仮想。常緑の松は賀歌の常套的題材。

一四　「数も知られぬ」は祝意をいう一般的表現だが、星によそえるのは珍しい。












[image: ]　光一さす三二み笠かさの山の朝日こそげに万よろづ代よのためしなりけれ







[image: ]　万三よろづ代よのためしに引四かん亀五山の裾野の原に茂る小松を







[image: ]　数六かくる波に下しづ枝えの色染めて神七さびまさる住八すみ吉よしの松







[image: ]　若葉さす平九ひ野らのの松はさらにまた枝に八や千ち代よの数を添ふらん







[image: ]　竹一〇の色も君がみどりに染められて幾一一いく世よともなく久しかるべし







孫むまご儲まうけて喜びける人の許へ言ひ遣はしける




[image: ]　千ち世よ経ふべき二一二ふた葉ばの松の生おひ先さきを見る人いかにうれしかるらん







五一三葉の下したに、二葉なる小松どもの侍りけるを、子一四ねの日びに当りける日、折一五をり櫃びつに引き植ゑて、京へ遣はすとて




[image: ]　君がため五一六ご葉えふの子ねの日びしつるかなた一七びたび千世を経ふべきしるしに











一　「さす」は笠の縁語。

二　大和国の歌枕。近衛府の別称の意も含め、皇室との関係を万代の嘉例と見たか。→補注

三　→補注

四　「引か」は小松の縁語。

五　洛西の歌枕。小倉山の東南。「亀」に長寿の祝意。

六　数限りなくうち懸る。

七　神々しさを増す。

八　摂津国の歌枕。松は名物。

九　山城国葛野郡・平野神社。→補注




一〇　竹の園（皇室）では君の緑に竹の色も染められて、と発想したか。

一一　「世」に竹の縁語「節（よ）」を掛ける。

一二　芽を出したばかりの松。孫をさす。→補注

一三　五葉の松。

一四　正月初子の日。野辺で小松を引いた。→一四

一五　檜の薄板で作った箱。

一六　→補注

一七　普通の松より度重ねての意。












た一だの松を曳ひき添へて、この松の思＊ふ事、申すべくなんとて




[image: ]　子ねの日びする野辺のわ二れこそ主ぬしなるをご三えふなしとてひく人のなき







世四に仕つかへぬべき縁ゆかり数多あまた有りける人の、さ五もなかりけることを思ひて、清六水に年とし越こしに籠りたりけるに、遣はしける




[image: ]　こ七の春は枝八々までに栄ゆべし枯九れたる木だに花は咲くめり







こ一〇れも具して




[image: ]　あ一一はれにぞ深一二き誓ひの頼もしき清一三き流れの底汲まれつつ







八一四条院、宮と申しける折、白＊一五河殿にて、女房虫合はせられけるに、人に代りて、虫一六具して取り出だしけるものに、水に月の映りたるよしを作りて、その心を詠みける




[image: ]　行一七末の名にや流れん常よりも月澄みわたる白川の水











一　普通の二葉の松を。

二　私が主役なのに。松の立場で詠む。

三　字音「五葉」に字音「御用（ごよう）」を掛ける。破格。

四　仕官するに有力な縁故。

五　さほどの地位になかった事。

六　洛東の清水寺。観音の現世利益を求めて参籠が行われた。

七　正月の県召（あがためし）の除目（じもく）を想定。

八　枝々までも。一族までも。

九　→補注




一〇　前歌にこの歌も添えて。

一一　茨「あわれびの」。陽明文庫本系統も本文の揺れが大きい。

一二　観音の衆生済度の弘誓願。

一三　「清水」をさす。「深き」「清き」「底」「汲まれ」は「流れ」の縁語。

一四　暲子内親王。→補注

一五　白河法皇の仙洞御所。

一六　虫を伴って出した虫籠。

一七　行末長く評判になろう。祝意表明。「流れ」は白川の縁語。












内一二条院に、貝かひ合あはせせんとせさせ給ひけるに、人に代りて




[image: ]　風二立たで波を治むる浦々に小こ貝がひを群れて拾ふなりけり







[image: ]　難波潟潮三干ひば群れて出で立たん白四しら洲すの崎の小貝拾ひに







[image: ]　風吹けば花咲く波の折五るたびに桜六貝寄る三七み島しま江えの浦







[image: ]　波洗ふ衣八の浦の袖九そで貝がひを水み際ぎはに風の畳みおくかな







[image: ]　波かくる吹一〇ふ上きあげの浜の簾一一すだ貝れがひ風もぞおろすいそぎ拾はん







[image: ]　潮染むるま＊一二すほの小貝拾ふとて色一三の浜とは言ふにやあるらん







[image: ]　波一四臥ふする竹一五の泊の雀一六貝うれしき世一七よにも遇ひにけるかな







[image: ]　波寄する白一八しら良らの浜の烏一九貝拾二〇ひやすくも思ほゆるかな







[image: ]　か＊二一ひありな君がみ袖に蔽おほはれて心に合はぬことも無き世は











一　中宮育子貝合。→補注

二　二条天皇治世への祝意。

三　潮がひいたなら。

四　地名でなく、普通名詞か。

五　「折る」は花の縁語。

六　淡紅色をした海産の二枚貝。

七　所在地未詳。→補注

八　三河国。「洗ふ」「袖」「裏」「身」「畳み」は衣の縁語。→補注

九　あこや貝の異名か。




一〇　紀伊国の歌枕。「吹上」「おろす」は風の縁語。

一一　海産の二枚貝。「かくる」「おろす」は簾の縁語。→補注

一二　赤い色。「染むる」「ますほ」は色の縁語。

一三　越前国の歌枕。→補注

一四　「波を治むる」同様、祝意の表現か。

一五　所在地未詳。一説に越前国。

一六　海産の巻貝。「雀」は竹の縁語。

一七　竹の縁語「節（よ）」を掛ける。

一八　紀伊国の歌枕。→補注

一九　海産の貽貝（いがひ）の異名か。

二〇　白の中の黒ゆえ。

二一　「甲斐」に「貝」を掛ける。「蔽ふ」「合ふ」は貝合の縁語。












入一道寂然、大二原に住み侍りけるに、高野より遣つかはしける




[image: ]　山三深みさ四こそあらぬと聞えつつ音あはれなる谷の川水







[image: ]　山深み真五ま木きの葉分くる月影はは六げしきもののすごきなりけり







[image: ]　山深み窓のつれづれ訪とふものは色づきそむる黄櫨七はじの立たち枝えだ







[image: ]　山深み苔八こけのむしろの上に居て何心なく鳴くま九しらかな







[image: ]　山深み岩にし一〇だるる水溜ためんか一一つがつ落つる橡とち拾ふほど







[image: ]　山深みけ一二近き鳥の音はせでものおそろしきふ一三くろふの声







[image: ]　山深み木こ暗ぐらき峯のこずゑよりも一四のものしくもわたる嵐か







[image: ]　山深み榾一五ほた伐きるなりと聞えつつ所一六にぎはふ斧の音かな











一　藤原頼業。西行の親友。

二　寂然の出家直後か。某年秋の贈答。→補注

三　山が深いので。西行贈歌十首は初句「山深み」で統一。

四　「さ」は第四句をさす。「あらぬ」は茨・松・玄玉集「あらめ」。→補注

五　杉・檜の類。

六　激しいけれど、ぞっとするほど寂しいと分ったよ。

七　はぜの木の高く伸びた枝。

八　苔が敷き詰めたのを筵に見立てた語。→五四〇・八五〇

九　猿。漢詩文の題材。鳴き声の悲哀を詠むのが通例。→補注




一〇　垂れる水を溜めよう。→補注

一一　ようやく少しずつ落ちる。

一二　身近に馴染んだ鳥。

一三　梟の声は不吉とされた。

一四　仰々しくも。風の形容として異例。

一五　燃料とする木。

一六　あたりが賑やかになる。→補注












[image: ]　山深み入いりて見一と見るものはみなあはれ催すけしきなるかな







[image: ]　山深み馴るるか二せぎのけ三近さに世に遠ざかるほどぞ知らるる







か四へし




寂　然　　




[image: ]　あはれさはか五うやと君も思ひやれ秋暮がたの大原の里







[image: ]　ひとりす六む朧七おぼろの清水友とては月をぞす八ます大原の里







[image: ]　炭九すみ竈がまのたなびくけぶり一一〇ひと筋すぢに心ぼそきは大原の里







[image: ]　何なにとなく露一一ぞこぼるる秋の田に引一二ひ板た引き鳴らす大原の里







[image: ]　水の音おとは枕一三に落つるここちして寝ね覚ざめがちなる大原の里







[image: ]　あ一四だに葺く草の庵いほりのあ一五ばれより袖に露一六置く大原の里











一　見るすべての。

二　鹿の異名。→補注

三　身近さにより私が憂世から遠ざかった程度が知られるよ。

四　寂然の返歌十首は結句「大原の里」で統一。

五　「かくや」の音便「かうや」に字音「高野」を掛ける。高野山の西行に、こうもあろうかと思いやれと応じる。

六　「住む」に「清水」の縁語「澄む」を掛ける。

七　大原の歌枕。→補注

八　「住ます」に「清水」の縁語「澄ます」を掛ける。

九　大原は炭焼きの里として著名。→補注




一〇　ひたすらにの意を掛ける。「一筋」「ほそき」は煙の縁語。

一一　涙を暗示。

一二　鳥獣を追う鳴子。

一三　枕に落ちるかのように近い。→補注

一四　いい加減に葺く。

一五　屋根の隙間。→補注

一六　涙を暗示。「草」の縁語。












[image: ]　山風に峯のさ一さ栗はらはらと庭に落ち敷く大原の里







[image: ]　ま二すらをが爪三つま木ぎにあけび挿し添へて暮四るれば帰る大原の里







[image: ]　葎五むぐら這はふ門かどは木この葉に埋もれて人もさ六し来こぬ大原の里







[image: ]　もろともに秋も山路も深ければし七かぞ悲しき大原の里







承八安元年六月一日、院九、熊野へまゐらせ給ひける次＊ついでに、住吉に御一〇ご幸かうありけり。修行し廻りて、二日、かの社にまゐりたりけるに、住一一すみの江え新しく仕立てたりけるを見て、後一二三条院の御み幸ゆき、神、思ひ出で給ひけんとおぼえて、詠一三みける




[image: ]　絶一四えたりし君が御み幸ゆきを待ちつけて神一五いかばかりうれしかるらん







松一六の下しづ枝えを洗ひけん波、古いにしへに変らずやとおぼえて




[image: ]　いにしへの松の下枝を洗ひけん波を心にか一七けてこそ見れ











一　芝栗とも。野生の実の小さい栗。洛北に多い。

二　力の強い男。ここは木樵などをいう。

三　薪にする小枝。

四　→補注

五　蔓性の雑草。荒廃した家の象徴。

六　接頭語「さし」に門の縁語「鎖し」を掛ける。

七　副詞「然か」に「鹿」を掛け、西行十首目の「かせぎ」に応対。→四三五・四三九

八　一一七一年

九　後白河院。この熊野詣は五月二九日進発、六月二一日帰還。往路に住吉参詣。




一〇　読みは心による。

一一　心「すみのえのつりどの」。

一二　延久五年（一〇七三）二月。

一三　心「つりどのにかきつけはべりし」。→補注

一四　途絶えていた。

一五　→補注

一六　→補注

一七　「かけ」は波の縁語。












斎一院おはしまさぬ頃にて、祭二の帰かへさもなかりければ、紫三野を＊通るとて




[image: ]　紫四の色なきころの野辺なれや片五かた祭まつりにてか六けぬ葵あふひは







北七きた祭まつりの頃、賀茂にまゐりたりけるに、折うれしくて、待たるるほどに＊使八まゐりたり。橋九はし殿どのに着きて、つ一〇い伏し拝まるるまではさる事にて、舞まひ人びとの気色振舞、見一一し世のことともおぼえず、東一二あづま遊あそびに琴一三うつ陪べい従じゆうもなかりけり。さこそ末の世ならめ、神いかに見給ふらんと、恥づかしき心地して、詠み侍りける




[image: ]　神の代も変りにけりと見ゆるかなそのこ一四とわざのあらずなるにも







更ふけけるままに、御一五み手洗たらしの音おと神さびて聞えければ




[image: ]　御手洗の流れはいつも変らじを末一六にしなればあ一七さましの世や











一　賀茂社に奉仕する未婚の皇女。→補注

二　陰暦四月の賀茂祭翌日に斎院が紫野の本院に還る行列。

三　洛北。斎院の本院があった。

四　紫の色がなく栄えない。

五　常例を欠く不完全な祭。

六　行列の人が髪にかざす葵を、行列がなく、懸けないという。

七　石清水八幡宮の南祭に対して賀茂祭・賀茂臨時祭を称する。

八　奉幣の勅使。

九　賀茂別雷社（上賀茂社）境内の川の上をまたぐ建物。勅使の座を設け、舞殿ともなる。




一〇　勅使が平伏して拝礼するまでは然るべき事態で。

一一　昔見た記憶と似つきもせず。

一二　東国の風俗（ふぞく）にもとづく歌舞。衛府が専門に管掌。

一三　和琴を弾ずる楽人。→補注

一四　「事業」「琴技」の掛詞。

一五　上賀茂社境内を流れる川。

一六　末世。「末」は川の縁語。

一七　川の縁語「浅し」を掛ける。












伊勢にまかりたりけるに、大一神宮にまゐりて詠みける




[image: ]　榊葉に心をか二けん木綿三ゆふ垂しでて思へば神四も仏なりけり







斎五院おりさせ給ひて、本六院の前を過ぎけるに、人の内へ入いりければ、ゆ七かしくおぼえて、具して見侍りけるに、か八うやはありけんとあはれにおぼえて、おりておはしましけるところへ、宣九せ旨んじの局つぼねの許もとへ申し遣つかはしける




[image: ]　君住まぬ御み内うちは荒れて有一〇あり栖す川がは忌一一いむ姿をも映しつるかな







返し




[image: ]　思ひきや一二忌一三いみ来こし人のつてにして馴れし御み内うちを＊聞かんものとは







伊勢に斎一四王おはしまさで、年経へにけり。斎宮、木こ立だちばかりさ一五かと見えて、築つい垣がきもなきやうになりたりけるを見て




[image: ]　いつかまた斎いつきの宮の斎いつかれて注連しめの御み内うちに塵を払はん











一　伊勢神宮。

二　「かけ」は木綿の縁語。

三　木綿（楮の皮を裂き糸状にした物）を垂らして。

四　本地垂迹説による。伊勢神宮の本地は大日如来。

五　斎院が退下なさって。斎院は頌子内親王。→補注

六　洛北紫野にあった斎院の館。

七　私も見たく思われて、伴って見たところ。

八　斎院がお住まいの頃はこんなに荒れていたろうかと。

九　頌子内親王の女房。→補注




一〇　斎館の辺を流れる川。「荒れてあり」を言い掛ける。

一一　神が忌む私の僧形。

一二　「や」は反語。

一三　忌み憚ってきた人。西行。

一四　斎宮不在は承安二年（一一七二）より文治三年（一一八七）まで。

一五　それか。そこが斎宮御所か。












世一の中に大事出で来て、新二院あらぬ様にならせお＊はしまして、御み髪ぐしおろして、仁三和寺の北院におはしましけるにまゐりて、兼四けん賢げん阿あ闍ざ梨り出であひたり。月明あかくて詠みける




[image: ]　かかる世に影も変らずす五む月を見るわ六が身さへ恨めしきかな







讃岐七さぬきにおはしまして後のち、歌といふことの世八にいと聞えざりければ、寂九然が許へ言ひ遣はしける




[image: ]　言一〇ことの葉の情け絶えにし折をり節ふしにあ一一り逢ふ身こそ悲しかりけれ







返し




寂　然　　




[image: ]　敷一二しき島しまや絶えぬる道に泣く泣くも君とのみこそ跡一三をしのばめ







讃岐にて、御心ひきかへて、後一四のちの世の御勤め隙ひまなくせさせおはしますと聞きて、女一五房の許へ申しける。こ一六の文もんを書き具して、「若一七もシ人不ンバ二瞋いかリテ打タ一、以もつテカレ何ヲ修センヤ二忍にん辱にくヲ一」




[image: ]　世一八の中を背そむく便りやなからまし憂一九き折節に君＊が逢はずは







これもついでに具してまゐらせけ＊る




[image: ]　あ二〇さましやいかなる故の報二一いにてか二二かる事しも有る世なるらん











一　保元の乱。→補注

二　崇徳院は思いもかけず出家なさって。

三　御室（おむろ）代々の本房。

四　→九一九補注

五　「住む」に「澄む」を掛ける。

六　私の身までも。

七　崇徳院が讃岐に配流なされて後。

八　世間であまり話題にならないので。

九　藤原頼業。西行の親友。




一〇　和歌の風雅を愛する心が途絶えてしまった時節に。

一一　生きてめぐり逢う。

一二　歌道を敷島の道という。

一三　歌道に熱心だった崇徳院の足跡。風雅集によると寂然は讃岐の崇徳院を訪問した。

一四　後世のための御勤行。

一五　→一一三六

一六　以下の経文を歌に書き添えて。

一七　出典未詳。→補注

一八　世の中を背き、出家する方便がなかっただろうに。反実仮想。

一九　保元の乱による讃岐遷幸をいう。

二〇　おどろきあきれたよ。

二一　前世の因果応報で。

二二　乱に敗れて配流されたことをいう。












[image: ]　永ながらへてつひに住むべき都か一はこ二の世はよしやとてもかくても







[image: ]　まぼろしの夢を現うつつに見る人は目三も合はせでや夜＊よを明かすらん







かくて後のち、人四のまゐりけるに付けて、まゐらせける




[image: ]　そ五の日より落つる涙を形見にて思ひ忘るる時の間＊まぞなき







返し




女六　房　　




[image: ]　目の前に変かはり果てにし世の憂さに涙を君＊七も流しけるかな







[image: ]　松八山の涙は海に深くなりて蓮九はちすの池に入いれよとぞ思ふ







[image: ]　波一〇の立つ心の水を鎮めつつ咲一一かん蓮はちすを今は待つかな







老一二人述懐と云ふ事を、人々詠みけるに




[image: ]　山一三深み杖にすがりて入る人の心一四の奥の恥一五づかしきかな











一　「かは」は反語。

二　現世はたとえどうなろうともよい。後世安楽を願えよ、の余意。→補注

三　目を閉じて眠れないで夜を明かすだろうか。「合はせ」は夢の縁語。→補注

四　人が讃岐の御所へ参上したのに託して。人は不明だが、寂然か。→一二二九

五　讃岐遷幸の日より。

六　→一二三〇

七　私と同じく貴君（西行）も。

八　讃岐国綾歌郡。崇徳院行あん宮ぐうは雲井御所と伝承。→一三五三

九　極楽の池。願生浄土を詠む。




一〇　怒りや悲しみに波立つ心の水。「心の水」は心を水にたとえた語で、波の縁語。→九〇三

一一　極楽で咲くだろう蓮。往生の願念。

一二　→補注

一三　山が深いので杖にすがって入山する人。求道者。

一四　茨・夫木抄「心の底」。

一五　私が恥じ入るほど立派だ。












左一京大夫俊成、歌二集めらるると聞きて、歌遣つかはすとて




[image: ]　花三ならぬ言の葉なれどお四のづから色もやあると君拾五はなん







返し




俊　成　　




[image: ]　世六を捨てて入いりにし道の言の葉ぞあはれも深き色七も見えける







恋八百十首







[image: ]　思ひ余り言九ひ出でて＊こそ池一〇水の深き心のほどは知られめ







[image: ]　無一一き名こそ飾一二しか磨まの市いちに立ちにけれまだ逢一三ひ初そめぬ恋するものを







[image: ]　包つつめども涙一四の色に顕あらはれて忍ぶ思ひは袖一五よりぞ＊散る







[image: ]　わ＊一六りなしやわれも人目を包む間まにし一七ひても言はぬ心尽くしは







[image: ]　な一八かなかに忍ぶ気け色しきやしるからんか一九はる思ひに習ならひなき身は











一　藤原俊成。→補注

二　私撰集（打聞）の資料収集。

三　花のように美しくない私の和歌。謙辞。「花」「葉」「色」は縁語。

四　まれに美点もあろうかと。

五　拾ってほしい。入集の願い。

六　遁世入道した人の和歌。

七　茨・松・心妙・西・長秋詠藻・続拾遺「色は」。

八　松「恋百」。→補注

九　「楲（いひ）」を掛け、「池水」「深き」の縁語。→補注




一〇　「心」を導く枕詞的用法。

一一　事実無根の噂。

一二　播磨国飾磨郡。褐（かち）染（濃い藍染）の市で有名。「市」「立ち」は縁語。

一三　「藍染め」を掛ける。→補注

一四　紅涙。

一五　袖より散り広がって人に知られる。→補注

一六　なすすべない辛さだ。

一七　無理にも言外しない。

一八　かえって。

一九　茨・西「かゝる」。












[image: ]　気一色をばあ二やめて人の咎とがむともう三ち任せては言はじとぞ思ふ







[image: ]　心には忍ぶと思ふかひもなくし四るきは恋の涙なりけり







[image: ]　色五に出でていつよりものは思ふぞと問ふ人あらばいかが答へん







[image: ]　逢六ふことのなくてやみぬるものならば今七見よ世にも有りや果つると







[image: ]　憂き身とて忍ばば恋のし八のばれて人九の名な立たてになりもこそすれ







[image: ]　み一〇さをなる涙なりせば唐から衣ころもか一一けても人に知一二られましやは







[image: ]　歎きあまり筆一三のすさみに尽くせども思ふばかりは書一四かれざりけり







[image: ]　わが歎く心のうちの苦しさを＊何一五にたとへて君に知られん











一　忍恋ゆえの顔色を。

二　怪しんで。→五八〇・六六〇

三　通りいっぺんには。

四　はっきり顕れるのは。

五　→補注

六　恋しい人に逢うことがなくて終わってしまうなら。

七　今すぐ見てくれよ、私がこの世に生き永らえるかどうか。

八　がまんできて。

九　だが結局は恋人の浮名を立ててしまいかねないよ。




一〇　平然とこらえ切れる涙だったならば。「操」に衣の縁語「棹」を掛ける。

一一　けっして。衣の縁語「懸け」を掛ける。

一二　知られることはあるまいに。反実仮想。「やは」は反語。茨・松・続拾遺ほか「しられざらまし」。

一三　恋文に筆に任せて書き尽くそうとするけれども。

一四　書けないよ。

一五　たとえるものなどない、の余意。












[image: ]　今はただ忍ぶ心ぞつ一つまれぬ歎二かば人や思ひ知るとて







[image: ]　心には深くしめども梅三の花折四らぬ匂ひはかひなかりけり







[image: ]　さ五かとよとほのかに人を見つれども覚六えぬ夢の心ここ地ちこそすれ







[image: ]　消七えかへり暮待つ袖ぞしほれぬる起八きつる人は露ならねども







[image: ]　いかにせんその五月雨の名九残りよりや一〇がてを止まぬ袖一一のしづくを







[image: ]　さ一二るほどの契りは君に有りながら行一三ゆかぬ心の苦しきやなぞ







[image: ]　今はさは覚一四えぬ夢になし果てて人一五に語らで止やみねとぞ思ふ







[image: ]　折る人の手には留とまらで梅の花誰一六たが移り香がにならんとすらん











一　隠しきれない。

二　歎いたらあの人が私の思いを知るというわけで。

三　恋人にたとえる。

四　→補注

五　そうか、こういう人かと。→一二二六・注一四

六　思い出せない夢。

七　消え入る思いでまた恋人に逢う暮を待つ間の袖。後朝恋。→補注

八　起きて帰った男。「置き」を掛け、「消え」と共に露の縁語。

九　雨の名残りに、別れの名残り惜しさの意を込める。→補注




一〇　そのまま少しも止むことない。

一一　涙の隠喩。

一二　然るべき宿縁。

一三　満足ゆかない心。→補注

一四　→一二五六

一五　他人に語らないで（自分だけの秘密にして）。「人」を恋人と取るのが通説。

一六　一旦は手中にした恋人の他人への心移りを含意。→補注












[image: ]　う一たた寝の夢をいとひし床とこの上の＊今二朝いかばかり起き憂うかるらん







[image: ]　ひ三きかへてうれしかるらん心にも憂かりしことは忘四れざらなん







[image: ]　七夕五たなばたは逢ふをうれしと思ふらんわれは別六れの憂き今こ宵よひかな







[image: ]　同じくは咲き初そめしよりし七めおきて人八に折られぬ花と思はで







[image: ]　朝九露に濡れにし袖を乾ほすほどにや一〇がて夕ゆふ立だつわが袂かな







[image: ]　待一一ちかねて夢に見ゆやとまどろめば寝一二ね覚ざめすすむる荻一三をぎの上うは風かぜ







[image: ]　包めども人知る恋や大一四おほ井ゐ川がは井一五ゐ堰せきの隙ひまをくぐる白一六波







[image: ]　逢一七ふまでの命もがなと思ひしに一八く一九やしかりけるわが心かな











一　仮寝の中のはかない逢瀬の夢。→補注

二　現実に逢瀬のかなった今朝。

三　逢えないでいた時とうって変って。

四　忘れないでほしい。

五　織女。

六　別れを思うと逢うのも辛い。

七　しめ縄で占有して。→補注

八　人に折られない（手の届かない）花と思わないで見たい。

九　後朝（きぬぎぬ）の別れの涙。




一〇　引き続き涙が夕立のように降る私の袂だな。

一一　恋人の訪れを待ちかねて、せめて夢に見るかと。女の立場。

一二　寝覚めを促す。

一三　荻の上葉（うわば）を吹く風。恋人来訪の予感を含意。

一四　山城国の歌枕。洛西。

一五　水をせき止める設備。

一六　隠しても洩れる恋情の比喩。

一七　恋人に逢うまでの命であったらなあ。

一八　茨・松・心・新古今ほか「は」。

一九　後悔される。→補注












[image: ]　今よりは逢一はで物をば思ふとも後二のち憂うき人に身をばまかせじ







[image: ]　い三つかはと答へんことの妬ねたきかな思四ひ知らずと恨み聞かせば







[image: ]　袖の上の人五目知られし折まではみ六さをなりけるわが涙かな







[image: ]　あ七やにくに人目も知らぬ涙かな絶八たえぬ心に忍ぶかひなく







[image: ]　荻の音おとは物思ふ我われか何なになればこぼるる露九の袖に置くらん







[image: ]　草一〇しげみ沢に縫はれて伏す鴫しぎのい一一かによそだつ人の心ぞ







[image: ]　あはれとて人の心のな一二さけあれな数一三ならぬにはよらぬ歎きを







[image: ]　いかにせん憂一四うき名をば世に立て果てて思ひも知らぬ人の心を







[image: ]　忘一五られんことをばかねて思ひにき何一六なにおどろかす涙なるらん











一　逢えずに物思いしようとも。

二　逢った後につらくする人。

三　いつそんなことがあったか（なかった）。恋人の返答。「かは」は反語。上句は下句を受ける倒置法。

四　私の思いを分ってくれない。

五　人目を感じていた時までは。

六　平然とこらえられた。

七　困ったことに。

八　途切れない心で忍ぶ甲斐がなく。→補注

九　涙の隠喩。




一〇　上句は、草が繁るので沢に縫い止められたように伏す鴫の、飛び立って姿を見せない様から「よそだつ」を導く序。

一一　何ともよそよそしい。

一二　情けを解するものであってほしいよ。

一三　私はあなたに比べて人数に入らない身だが、それにはよらない恋の歎きであるものを。

一四　いやな噂。

一五　あなたに忘れられることは予期していた。

一六　今さら私に何を気づかせる。












[image: ]　問一とはれぬも問はぬ心のつれなさも憂うきは変らぬ心ここ地ちこそすれ







[image: ]　つ二らからん人ゆゑ身をば恨みじと思三ひしことも叶はざりけり







[image: ]　今さらに何四かは人も咎とがむべきは五じめて濡るる袂ならねば







[image: ]　わ六りなしな袖にな七げきの満つままに命八をのみもいとふ心は







[image: ]　色九ふかき涙の川の水みな上かみは人を忘れぬ心なりけり







[image: ]　待ちかねてひとりは臥ふせど敷一〇しき妙たへの枕一一並ぶるあらましぞする







[image: ]　問一二とへかしな情なさけは人の身のためを憂一三きわれとても心やはなき







[image: ]　言一四ことの葉はの霜しも枯がれにしに思ひにき露一五の情もかからましとは







[image: ]　夜もすがら恨一六みを袖に湛たたふれば枕に波の音ぞ聞ゆる











一　恋人の訪れがないのも、訪れないでいる心のつれなさも。

二　辛く当るような人のために我が身を恨むまいと。

三　茨・松「思ひしかども」。

四　どうして他人も見咎めよう。

五　初めて涙に濡れる我が袂ではないから。度重なるゆえ。

六　どうにもならないな。

七　歎きの涙。

八　命あることだけを厭う心は。

九　紅の色深い涙の川の原因。→補注




一〇　「枕」に懸る枕詞。

一一　枕を並べる用意をする。待つ女の立場。→補注

一二　訪れなさいな、情は相手の身のためであるものを。

一三　辛い思いの私といっても情を解する心はあるゆえ。

一四　音信が絶えたこと。→補注

一五　露ほど（わずか）の情も同様に絶えたとは。「葉」「霜」「露」「かかる」は縁語。

一六　恨みの涙。「浦廻」を掛け、「湛ふ」「波」と縁語。












[image: ]　な一がらへて人のまことを見るべきに恋に命の絶二えんものかは







[image: ]　頼三めおきしその言ひごとやあだなりし波四越えぬべき末の松山







[image: ]　川の瀬によに消えやすきう五たかたの命をな六ぞや君がたのむる







[image: ]　か七りそめに置く露とこそ思ひしか秋八にあひぬるわが袂かな







[image: ]　お九のづからあり経ばとこそ思ひつれたのみなくなるわが命かな







[image: ]　身をも厭ひ人のつらさも歎かれて思一〇ひ数ある頃にもあるかな







[image: ]　菅一一すがの根の長く物をば思はじと手一二た向むけし神に祈りしものを







[image: ]　うちとけてま一三どろまばやは唐から衣ころも夜一四な夜な返すかひも有るべき







[image: ]　わ一五がつらきことにをなさんおのづから人一六目を思ふ心ありやと











一　生き永らえて。

二　なんと絶えそうだよ。「かは」を反語と取る解もある。

三　当てにさせておいたその約束の言葉は不実だったか。

四　→補注

五　水泡のような命。

六　なぜ君は当てにさせるのか。

七　一時的に置く露。涙を暗示。

八　「飽き」を掛ける。恋人に飽きられたこと。

九　ひょっとして、生き続けたら逢えるかと思ったが。




一〇　物思いが様々に数多い。

一一　菅の根のように長い物思いはすまいと。「菅の根」は「長し」の枕詞。

一二　供物を捧げて神に祈ったのに。

一三　まどろめたなら。「やは」は反語。現実にはまどろめもせず、効果がない。

一四　→七〇一補注

一五　私が薄情ということにしよう。「を」は強意の間投助詞。

一六　私に人目を思う心があるかと考えれば。












[image: ]　こ一とと言へばも二て離れたる気色かなう三ららかなれる人の心の







[image: ]　物思ふ袖に歎四きのたけ見えて忍五ぶ知らぬは涙なりけり







[image: ]　草の葉にあらぬ袂も物思へば袖に露六置く秋七の夕暮







[image: ]　逢八ふことの無き病やまひにて恋死なばさすがに人九やあはれと思はん







[image: ]　い一〇かにぞや言一一ひ遣りたりし方かたもなく物を思ひて過ぐる頃かな







[image: ]　わ一二ればかり物思ふ人やまたもあると唐土もろこしまでも尋一三ねてしがな







[image: ]　君にわれいかばかりなる契一四りありて二一五なく物を思ひそめけん







[image: ]　さ一六らぬだにも一七との思ひの絶えぬ身に歎一八きを人の添ふるなりけり







[image: ]　我のみぞわが心をばいとほしむあ一九はれぶ人のなきにつけても











一　その事と恋人に言うと。

二　取り合わない様子。

三　明るくのどかな。わが悩みに対照。→補注

四　歎きのある限り。「丈」は袖の縁語。

五　堪えることを知らないのは。

六　「草の葉」の縁語。涙を暗示。

七　「飽き」を響かせる。

八　逢う事がないのが原因の病。

九　恋人。→補注




一〇　どうしたことか。

一一　わが思いを言い送った恋人があるわけでもなく。

一二　→補注

一三　尋ねてみたいよ。

一四　前世の宿縁。

一五　「ふたつなく」と読むか。比べるものがなく。→補注

一六　そうでなくてさえ。→補注

一七　生来の恋の物思いが絶えない性分のわが身に。

一八　「木」を掛け、「思ひ」に掛けた「火」と縁語。

一九　私をあわれむ。→補注












[image: ]　恨一みじと思ふ我二さへつらきかなと三はで過ぎぬる心づよさを







[image: ]　いつとなき思四ひは富士のけぶりにてうち臥す床とこや浮五島が原







[image: ]　これもみな昔六のことと言ひながらなどもの思ふ契七りなりけん







[image: ]　などかわれつらき人ゆゑ物を思ふ契りをし＊八もは結びおきけん







[image: ]　紅九くれなゐにあらふ袂たもとの濃き色はこがれてものを思ふな一〇りけり







[image: ]　せきかねてさ一一はとて流す滝つ瀬に湧く白一二玉は涙なりけり







[image: ]　歎かじとつつみし頃の涙だにう一三ち任せたる心ここ地ちやはせし







[image: ]　今一四はわれ恋一五せん人をとぶらはんよに憂きことと思ひ知られぬ







[image: ]　な一六がめこそ憂き身のくせになり果てて夕暮ならぬ折もせ一七らるれ











一　恨むまいと。倒置で、下句を受ける。

二　私までも。

三　私に音信しないで過した恋人の強情を。

四　「火」を掛け、恋の思い。

五　駿河国の歌枕。「床や（涙で）浮き」を言い掛ける。→補注

六　前世からの事。→補注

七　前世からの約束。

八　「しも」は強調。「霜」の連想で「結びおき」は縁語か。

九　紅に洗って染める。紅涙を表現。「あらふ」は茨「あらぬ」。




一〇　茨・松「なみだか」。底本傍記「ナミタカ」。

一一　それではといって。

一二　→補注

一三　普通ではない気持ちだった（まして歎きを包み隠さない今は只事ではない涙だ）。

一四　恋は実に辛いと思い知られた今は。下句を受ける。→補注

一五　恋している人を見舞おう。

一六　物思いにふけること。

一七　→補注












[image: ]　思へども思ふかひこそなかりけれ思一ひも知らぬ人を＊思へば







[image: ]　綾二あやひねるさ三さめの小こ蓑みの衣四きぬに着ん涙の雨を＊しのぎがてらに







[image: ]　なぞもかくこ五と新あたらしく人六の問ふ我＊が物思ひは古ふりにしものを







[image: ]　死七なばやと何思ふらん後八のちの世も恋はよに憂きこととこそ聞け







[image: ]　わ九りなしやいつを思一〇ひの果はてにして月日を送るわが身なるらん







[image: ]　い一一とほしやさらに心の幼をさなびて魂一二た切まぎれらるる恋もするかな







[image: ]　君慕ふ心のうちは稚一三ち児ごめきて涙一四もろくもなるわが身かな







[image: ]　な一五つかしき君が心一六の色をい一七かで露も散らさで袖に包まん







[image: ]　い一八くほどもながらふまじき世の中に物を思はで経一九ふるよしもがな











一　私の思い。→補注

二　綾のように捻り編む。

三　茅の類。蓑の材料とする草。

四　→補注

五　「古り」に対照。

六　他人。恋人と取る説もある。

七　死にたいとなぜ思うのだろうか。

八　後世の報いも。恋の妄執を戒める仏教の因果応報思想に拠る。

九　致し方ないよ。




一〇　恋の物思いの終り。

一一　自分がふびんだよ。

一二　驚かれるような恋。下二段動詞「魂切る」は用例希少な非歌語。

一三　幼な子のようになって。

一四　茨「涙もろにも」。

一五　心ひかれる。

一六　心の表れ。

一七　何とかして少しも散らさないで私の袖に包みたい。人知れず独占したい。「露」「散る」、「袖」「包む」は縁語。

一八　どれほども生き永らえることができない。

一九　過す方法があったらなあ。












[image: ]　いつかわれ塵一積む床とこを払二ひ上げて来んとた三のめん人を待つべき







[image: ]　よ四たけたつ袖五にたたへて忍ぶかな袂たもとの滝に落つる涙を







[image: ]　憂きによりつひに朽六ちぬるわが袖を心七尽づくしに何しのびけん







[image: ]　心八から心に物を思はせて身を苦しむる我が身なりけり







[image: ]　ひ九とり着てわが身にまとふ唐から衣ころもし一〇ほしほとこそ泣き濡らさるれ







[image: ]　言一一ひ立てて恨みばいかにつらからん思へば憂しや人の心は







[image: ]　歎かるる心のうちの苦しさを人一二の知らばや君に語らん







[image: ]　人知れぬ涙にむせぶ夕一三暮は引一四き被かづきてぞうち臥されける







[image: ]　思一五ひきやかかる恋路に入いりそめて避一六よく方かたもなき歎きせんとは











一　塵が積る床は男の訪れがないことを表す。女の立場の歌。

二　すっかりきれいに払って。

三　約束してあてにさせる。

四　「よたけ」は「ゆきたけ（裄丈）」と同意。→補注

五　袖に湛えて、流れ出さないように耐え忍ぶよ。

六　涙で朽ちてしまう。

七　あれこれ心を尽してどうして耐え忍んだのだろうか。

八　自分の心のせいで。→補注

九　恋人と共寝で重ねて着るのではなくの含意。




一〇　→補注

一一　言わないでいるのも辛いが、取り立てて言葉に出して恨んだならばどんなに辛いだろうか。→補注

一二　第三者が知ったならば、その人はあなたに（私の心の内の苦しさを）語るだろうか。

一三　男が女を訪ねる時間。

一四　夜具を頭からかぶって。

一五　思ったか、思いはしなかった。「や」は反語。

一六　避けるすべもない。












[image: ]　危あやふさに人目ぞつ＊ねによ一かれける岩の角二かど踏むほ三きの懸かけ道みち







[image: ]　知らざりき身四にあまりたる歎きして隙ひまなく袖五を絞るべしとは







[image: ]　吹六く風に露もたまらぬ葛くずの葉の裏七返れとは君＊をこそ思へ







[image: ]　わ八れからと藻に住む虫の名にし負おへば人をばさらに恨九みやはする







[image: ]　むなしくてやみぬべきかな空一〇うつ蟬せみのこ一一の身からにて思ふ歎きは







[image: ]　包一二めども袖よりほかにこぼれ出いでてう一三しろめたきは涙なりけり







[image: ]　われながら疑はれぬる心かなゆ一四ゑなく袖を絞るべきかは







[image: ]　さ一五ることのあるべきかはと忍ばれて心一六いつまでみさをなりけん











一　自ずと避けられた。

二　→補注

三　山腹の懸崖に懸けた桟道。

四　→補注

五　涙に濡れた袖を絞ろうとは。

六　上句は「裏返れ」を導く序。

七　「心（うら）」を掛け、つれない心を翻して心の内を見せて欲しいと願う。

八　甲殻類「われから」に「我から」（自分のせい）を掛ける。→補注

九　恨みはしない。「やは」は反語。




一〇　「身」に懸る枕詞。「むなし」は縁語。

一一　この私自身のせいで。空蟬の縁語「空（から）」を掛けるか。

一二　→補注

一三　気がかりなのは。

一四　わけもなく涙で濡れた袖を絞ろうとは、あってはならぬことよ。「かは」は反語。

一五　恋心を知られること。

一六　心はいつまで平気を装えていたろうか。→補注












[image: ]　と一りのらし思ひもかけぬ露二払ひあなくらたかのわれが心や







[image: ]　君に染む心の色の深さには匂三ひもさらに見えぬなりけり







[image: ]　さ四もこそは人目思はずなり果＊てめあ五なさま憎にくの袖の雫や







[image: ]　か六つすすぐ沢の小こ芹ぜりの根を白み清七げに物を思はずもがな







[image: ]　い八かさまに思ひ続けて恨みましひ九とへにつらき君ならなくに







[image: ]　恨一〇みても慰めてましなかなかにつ一一らくて人の逢はぬと思へば







[image: ]　う一二ち絶えで君に逢ふ人いかなれやわが身も同じ世にこそは経ふれ







[image: ]　と一三にかくに厭いとはまほしき世なれども君が住むにも引一四かれぬるかな











一　歌意不明。→補注

二　通常の恋歌なら涙の隠喩。

三　表に抜き出る色つやは一向に見えないのだったか。我が恋心を相手が認めない理由の気づき。「染む」「匂ひ」は色の縁語。

四　それこそ本当に。

五　今もああ、みっともない程の袖の涙よ。「雫」は涙の隠喩。

六　摘んでは洗う。上句は「清げ」を導く序。→補注

七　さっぱりと恋の物思いをせずにいたい。

八　どのように。

九　ひたすら薄情なあなたではないから。ひたすら薄情なら、ただ恨み続けられる。




一〇　かえって恨んででも自分を慰めただろうに。

一一　薄情であの人が逢わないと思うと。→補注

一二　絶えることなくあなたに逢う人はいかなる宿世か。→補注

一三　あれやこれやと。

一四　心ひかれてしまうよ。出離を妨げるほどの恋情を訴える。












[image: ]　何なに事ごとにつけてか世をば厭いとはまし憂＊一うかりし人ぞ今け日ふはうれしき







[image: ]　逢二ふと見しその夜の夢の覚めであれな長三き眠ねぶりは憂かるべけれど




こ四の歌、題も、また人五に代かはりたることどももありげなれども、書かず




こ六の歌ども、山七里なる人の語るに従ひて、書きたるなり。されば僻ひが事ごとどもや、昔むかし今いまのこと取り集めたれば、時とき折をり節ふし違たがひたることども







こ八の集しうを見て、返しけるに




院九の少納言の局つぼね　　




[image: ]　巻一〇まき毎ごとに玉の声せし玉たま章づさのた一一ぐひはまたも有りけるものを







返し




[image: ]　よしさらば光なくとも玉といひて言一二葉の塵ちりは君磨みがかなん











一　私に辛かった人が、出家を決意した今日は却って嬉しいよ。「けふ」は茨・別「今」。→補注

二　恋人に逢うと見たその夜の夢は覚めないであってほしい。→補注

三　無明長夜の眠り。迷妄。

四　恋百十首を指す。

五　人に代って詠んだ代作。

六　一三五〇までの歌全体を指す。以下は恋百十首を増補した成立段階の跋文。松にない。

七　編者が別にいることを仮装。以下「僻事どもや」まで松は一二三八の後に同文。→解説

八　恋百十首を増補した山家集。

九　後白河院少納言。→八三〇




一〇　巻毎に玉のような美しい声がした歌集。→補注

一一　昔の優れた集に比類するものが今もまたあったのに、初めて知ったことよ。

一二　言葉の欠点はあなたが磨いてほしい。「光」「磨く」は玉の縁語。












讃岐さぬきに詣まうでて、松一山の津と申す所に、院二おはしましけん御跡尋ねけれど、か三たも無かりければ




[image: ]　松四山の波に流れて来こし舟のや五がて空むなしくなりにけるかな







[image: ]　松山の波の気け色しきは変らじをか六たなく君はなりましにけり







白七しろ峯みねと申しける所に、御墓の侍りけるに、まゐりて




[image: ]　よしや君昔の玉八の床ゆかとてもか九からん後は何にかはせん







同一〇じ国に、大一一師のおはしましける御一二辺あたりの山に、庵いほり結びて住み侍りけるに、月い＊と明あかくて、海の方かた曇りなく見えければ




[image: ]　曇一三りなき山にて海の月見れば島ぞ氷一四こほりの絶え間なりける







住みけるままに、庵いとあはれにおぼえて




[image: ]　今よりはい一五とはじ命あればこそかかる住すまひのあはれをも知れ











一　讃岐国綾歌郡。→補注

二　崇徳院がいらした御所跡。

三　跡形もなかったので。

四　松山の波に流されて来た舟。配流された崇徳院を喩える。「波」「流れ」は舟の縁語。

五　そのまま舟は空しく朽ち、院は崩御になったことよ。

六　御所と共に院は跡形もなくなってしまわれたよ。

七　讃岐国綾歌郡。白峯寺付近に崇徳院陵がある。

八　宝玉で飾った寝所の帳台。美麗な宮殿の喩に用いたか。→補注

九　崩御になった後は何になろうか、何にもならぬ。「かは」は反語。




一〇　讃岐国。心・西詞「讃岐の善通寺の山にて海の月を見て」。

一一　弘法大師空海。

一二　善通寺付近の山。→補注

一三　汚れない霊山に、月光が曇りなく照らす山の意を重ねる。

一四　「氷」は海面の月光の喩。→補注

一五　俗世を厭うまい。「いとはじ」で終止し、句割れ。命を「いとはじ」と取る説もある。












庵一の前に、松の立てりけるを見て




[image: ]　久二ひさに経てわが後のちの世をとへよ松跡しのぶべき人もなき身ぞ







[image: ]　こ三こをまたわれ住み憂うくて浮四かれなば松はひとりにならんとすらん







雪五の降りけるに




[image: ]　松の下は雪降る折の色六なれやみな白しろ妙たへに見ゆる山路に







[image: ]　雪七積みて木も分かず咲く花な＊ればと八きはの松も見えぬなりけり







[image: ]　花九と見る梢こずゑの雪に月さえてたとへん方かたもなき心ここ地ちする







[image: ]　ま一〇がふ色は梅むめとのみ見て過ぎゆくに雪の花には香かぞなかりける







[image: ]　折一一しもあれうれしく雪の埋うづむかなかき籠こもりなんと思ふ山路を







[image: ]　な一二かなかに谷の細道埋一三うづめ雪あ一四りとて人の通一五ふべきかは











一　→補注

二　長らく年を経て私の後世を弔えよ、松よ。「とへよ」は命令形で、句割れ。

三　心妙詞「土佐の方へやまかりなましと思ひ立つことの侍りしに」。西・別もほぼ同。空海が修行したという室戸崎、あるいは足摺岬の辺地修行を思い立ったが、未遂か。

四　浮かれ出て旅立ったなら。

五　以下七首は讃岐在住時の歌。

六　空の色だからだろうか。却って目立つの含意。

七　→補注

八　常緑の松も色を失い、見えないのだった。

九　雪を花に見立てる。配列から花は梅だが、雪月花の取揃え。




一〇　見紛う色は。

一一　折も折。

一二　かえっていっそ。

一三　埋めよ、雪よ。「埋め」は命令形で、句割れ。

一四　道があったからといって。

一五　通って来るはずもないから。「かは」は反語。












[image: ]　谷の庵いほに玉一の簾すだれを懸けましやすがる垂たる氷ひの軒を閉ぢずは







花二まゐらせける折しも、折三を敷しきに霰あられの散りけるを




[image: ]　樒しきみおく閼四あ伽かの折敷の縁ふちなくは何にあられの玉五と散らまし







[image: ]　岩六に堰せく閼七あ伽か井ゐの水のわ八りなきに心澄めとも宿る月かな







大九師の生むまれさせ給ひたる所とて、廻＊一〇めぐり仕し廻まはして、そ一一の標しるしに、松の立てりけるを見て




[image: ]　あはれなり同じ野山に立てる木のかかるしるしの契一二ちぎりありける











一　宝石を飾る簾。垂氷（つらら）の見立て。草庵を宮殿に見なす。

二　花は樒の生枝をいう。

三　角盆。屋外の閼伽棚に樒を置いた折敷を載せた状況を詠む。

四　仏前に供える水。その器。

五　茨・松・心妙・夫木抄「玉とまらまし」によれば、空海との仏縁による止住を表現。

六　→補注

七　閼伽を汲む井戸・霊池。ここは岩に堰かれた水流を代用。

八　格別清らかなので。茨・松「わりなきは」。

九　善通寺誕生院。大師は空海。




一〇　四周を垣で囲って。

一一　→補注

一二　前世の因縁。












ま一たある本に




曼二まん荼だ羅ら寺じの行ぎやう道だう所どころへ登るは、世の大事にて、手三を立てたるやうなり。大四師の、御経書きて埋うづませお＊はしましたる山の峯なり。は五うの卒そ塔と婆ば一丈ばかりなる、壇築つきて立てられたり。それへ日毎に登らせおはしまして、行道しお＊はしましけると、申し伝へたり。巡六めぐり行道すべきやうに、壇も二重に築つき廻まはされたり。登るほどの危ふさ、ことに大事なり。構へて這ひま七ゐり着きて




[image: ]　め八ぐり逢はんことの契ちぎりぞ頼＊もしき厳九しき山の誓ひ見るにも







や一〇がてそれが上は、大師の御一一師に逢ひまゐらせさせお＊はしましたる峯なり。我一二わが拝はい師し山さと、その山をば申すなり。その辺の人は「わがはいし」とぞ申しならひたる。「山」文字をば捨てて申さず。また筆一三の山とも名付けたり。遠くて見れば、筆に似て、まろまろと山の峯の先の尖とがりたるやうなるを、申しならはしたるなめり。行ぎやう道だう所どころより、構へてかきつき登りて、峯にまゐりたれば、師に逢はせおはしましたる所のしるしに、塔を建ておはしましたりけり。塔一四の礎いしずゑ、は一五かりなく大きなり。高一六野の大塔などばかりなりける塔の跡と見ゆ。苔は深く埋みたれども、石大きにして、あらはに見ゆ。筆の山と申す名につきて




[image: ]　筆の山にか一七き登りても見つるかな苔の下なる岩の気色を




善一八通寺の大一九師の御み影えいには、側そばにさ二〇しあげて、大師の御師画かき具せられたりき。大二一師の御手などもおはしましき。四二二の門の額がく少々割れて、お二三ほかたは違たがはずして侍りき。末二四にこそいかがなりなんずらんと、おぼつかなくおぼえ侍りしか











一　ある本による増補を示す。どの歌までか未詳。

二　讃岐国仲多度郡。行道所は施坂寺に所在。→補注

三　手を立てたような懸崖。

四　弘法大師空海。

五　未詳。角卒塔婆か。→補注

六　塔などを右廻りする行。

七　底本「まいり」を「まはり」と改訂する校注書が多い。茨「まはり」、松「まいり」。

八　弥勒の出世にめぐり逢おうとすることの宿縁。→補注

九　登るのに厳しい山の誓願の標を見るにつけても。→補注




一〇　そのまま行道所の上は。

一一　釈迦如来。

一二　善通寺西方の五岳山の一。「さ」は「さん」の「ん」を無表記。→補注

一三　五岳山の一で我拝師山の東隣の山。西行の混同か。

一四　塔はすでになく、礎石だけがあった。

一五　計り知れない大きさだ。

一六　高野山金剛峯寺の根本大塔。

一七　接頭語「搔き」に、筆の縁語「書き」を掛ける。

一八　曼荼羅寺と一体だった善通寺に、空海と釈迦の邂逅を示す図像があったことを想起して左注を付したか。

一九　空海の画像。→補注

二〇　少し高い位置に。

二一　空海の御真筆。

二二　四箇所の門の額。→補注

二三　大体は創建時と変らずに。善通寺は平安期に火災にあわなかった。

二四　行末どうなろうかと心配に。












備前の国に、小一嶋と申す嶋に渡りたりけるに、糠＊二あ蝦みと申す物とる所は、各三おの々おのわれわれ占しめて、長四き竿さをに袋を付けて、立てわたすなり。その竿の立て始めをば、一の竿とぞ名付けたる。中に齢とし高き海士あま人の立て初そむるなり。立五つるとて申すなる詞ことば、聞き侍りしこそ、涙こぼれて、申すばかりなくおぼえて詠みける




[image: ]　立て初そむるあ六み採る浦の初はつ竿さをは罪のなかにもす七ぐれたるら＊ん











一　児島郡児島。当時は半島でなく島。アミ漁を見た場所は郡か八浜か。

二　小えびに似た甲殻類。「備前海糠」は諸国土産（新猿楽記）。

三　めいめい各自に場所を占有して。

四　樫木（かしき）網漁の木坑をサオと称する。二本のサオに角錐状の袋網を付けた。→補注

五　仏教の発願に通じる「立つる」の語を、殺生戒を犯す事始めの予祝の呪詞に漁師の長老が用いることに感極まった。

六　阿弥陀の「阿弥」を掛けたとする説もある。

七　格段だろう。→補注












日一ひ比び、渋しぶ川かはと申す方かたへま＊かりて、四国の方かたへ渡らんとしけるに、風悪あしくて、ほど経けり。渋川の浦＊二田と申す所に、幼き者どもの数多あまた物を拾ひけるを、問ひければ、つ三みと申すもの拾ふなりと申しけるを聞きて




[image: ]　下おり立ちて浦田に拾ふ海士あまの子はつ四みより罪を習ふなりけり







真五ま鍋なべと申す島に、京より商あき人びとどもの下くだりて、や六うやうのつみの物ども商あきなひて、また塩七し飽わくの島に渡＊りて商はんずる由よし申しけるを聞きて




[image: ]　真鍋より塩飽へ通ふあき人はつ八みを櫂九かひにて渡一〇るなりけり







串に刺さしたるものを商ひけるを、何なにぞと問ひければ、蛤はまぐりを乾ほして侍るなりと申しけるを聞きて




[image: ]　同一一じくはか＊一二きをぞ刺して乾しもすべき蛤一三よりは名もたよりあり







牛一四うし窓まどの瀬戸に、海士あまの出で入りて、栄一五さだ螺えと申す物を採りて、舟に入れ入れしけるを見て




[image: ]　さだえ棲すむ瀬一六戸の岩壺求め出いでてい一七そぎし海士の気け色しきなるかな







沖なる岩に付つきて、海士どもの鮑あはび採りける所にて




[image: ]　岩の根に片一八かた趣おもむきに並なみ浮きて鮑を潜かづく海士の村一九むら君ぎみ











一　日比・渋川とも児島の南岸。

二　浦田の浜（現浦田ヶ浜）。白砂青松の名勝地。

三　小形の巻貝「つび（螺）」の転。

四　つみという名の貝より殺生（せっしょう）の罪を習うのだったか。

五　備中国小田郡。塩飽島の西。

六　様々の積み荷。

七　讃岐国仲多度郡。塩飽諸島の本島。

八　「積み」に「罪」を掛ける。→補注

九　「甲斐」を掛ける。商人の縁語「買ひ」を掛けるとも。




一〇　仏法により彼岸に渡るのではなく、という含意あるか。

一一　同じく串に刺すなら。

一二　牡蠣ならぬ柿を。→補注

一三　柿の縁語「栗」を掛ける。

一四　備前国邑久（おく）郡。

一五　「さざえ」の古い語形。→補注

一六　海峡の岩のくぼみ。

一七　せわしかった海士の様子だな。追想調に詠む。海士の縁語「磯」を響かせるか。

一八　一方にだけ片寄って。「片」は鮑の縁語。海士達を片貝の鮑が岩に付着する様に見立てる。

一九　漁撈の指揮者。男性。












題不知




[image: ]　小こ鯛だひ引く網のう一け縄寄り来くめり憂二きしわざある潮三しほ崎さきの浦







[image: ]　霞敷く波四の初はつ花はな折五をりかけて桜六鯛釣る沖の海士あま舟ぶね







[image: ]　海あま人びとのい七そして帰る引八ひ敷しき物ものは小九こ螺にし蛤はまぐり寄が居う虫な細した螺だみ







[image: ]　磯一〇い菜そな摘まん今生おひ初そむる若わか布ふ海苔のり海松みる布め神一一ぎ馬ば草さ鹿ひ尾じ菜き心一二こころ太ぶと







伊勢の答一三た志ふしと申す島には、小一四石の白の限り侍る浜にて、黒はひとつもまじらず、向むかひて菅すが島しまと申すは、黒の限り侍るなり




[image: ]　菅島や答志の小石分け替へて黒白混ぜよ浦の浜風







[image: ]　さ一五きしまの小石の白を高たか波なみの答志の浜にうち寄せてける







[image: ]　香一六か良ら洲す崎ざきの浜の小石と思ふかな白も混まじらぬ菅島の黒











一　浮子（うけ）を付けた縄。

二　殺生といういやな仕業。浮子の縁語「浮き」を掛ける。

三　紀伊国か淡路国か未詳。→補注

四　初花のような白波。「霞」「初花」「桜」は縁語。季節は春。

五　寄せ返して。「折り」は花の縁語。

六　桜咲く頃に産卵する真鯛。

七　磯物を採って帰る。→補注

八　ひじきを敷物にして載せる物は。海藻「ひじき」を掛ける。

九　食用の貝類を四種列挙。→補注




一〇　食用の海藻。

一一　ほんだわらの異名。→補注

一二　ところてんの原料で、後にてんぐさと称する海藻。

一三　「伊勢の」というが、南に位置する菅島と共に志摩国。

一四　「小石」を碁石に見立てる。「浜」は囲碁で取った石の意。

一五　志摩国か。「鷺」を掛け、白と縁語。

一六　伊勢国一志（いし）郡。「烏」を掛け、黒と縁語。












[image: ]　合一はせばや鷺二さぎと烏からすと碁ごを打たば答たふ志し菅すが島しま黒白の浜







伊勢の二三ふた見みの浦に、さ四るやうなる女めの童わらはどもの集まりて、わ五ざとのこととおぼしく、蛤をとり集めけるを、い＊六ふ甲斐なき海士あま人びとこそあらめ、う七たてきことなりと申しければ、貝八かひ合あはせに京より人の申させ給ひたれば、選えりつつ採るなりと申しけるに




[image: ]　今ぞ知る二九見の浦の蛤を貝合とてお一〇ほふなりけり







伊一一い良ら胡ごへ渡りたりけるに、貽一二い貝がひと申すはまぐりに、阿一三あ古こ屋やのむ一四ねと侍るなり。それを取りたる殻を高く積みおきたりけるを見て




[image: ]　阿古屋とるいがひの殻を積みおきて宝の跡を見するなりけり







沖の方かたより、風のあしきとて、鰹一五かつをと申す魚いを釣りける舟どもの帰りけるに




[image: ]　伊良胡崎に鰹釣り舟並び浮きては一六がちの波に浮かびて＊ぞ寄る











一　合わせたい。

二　鷺・烏を白・黒に対照。互いに縁語。

三　答志・菅島の西方。西行は最晩年に二見に居住。

四　然るべき身分のような。

五　意図のあること。

六　取るに足りない海人の仕業ならともかく。

七　情ないことだと。

八　貝の優劣を競う貝合と混同したが、貝覆とも称した遊戯。同じ蛤の貝殻を合わせて取る。

九　蛤の縁語「蓋」「身」を掛ける。




一〇　貝殻に手を伏せるようにして取るので「おほふ」という。

一一　三河国渥美郡。答志島と伊良胡水道を挟んで相対する岬。

一二　伊勢・三河に多い二枚貝。→補注

一三　真珠。

一四　主として。

一五　→補注

一六　北西風による風浪。「はがち」は方言。












二つありける鷹たかの、伊一良胡渡りをすると申しけるが、一つの鷹は留とどまりて、木の末に懸りて侍ると申しけるを聞きて




[image: ]　巣二す鷹だかわたる伊良胡が崎を疑ひてなほ木に帰る山三返りかな







[image: ]　は四し鷹のす五ずろかさでも古ふるさせて据ゑたる人の有六あり難がたの世や







宇治川を下くだりける舟の、金七かな突つきと申す物をもて、鯉の下るを突きけるを見て




[image: ]　宇治川の早八瀬落ち舞ふ漁れふ舟ぶねのか九づきに違ちがふ鯉のむ一〇らまけ







[image: ]　小一一こ鮠はえつどふ沼の入＊江の藻の下は人漬けおかぬ柴一二ふしにぞありける







[image: ]　種一三漬くる壺一四井の水の引く末に江鮒集まる落一五合のわだ







[image: ]　白一六しら縄なはに小こ鮎あゆ引かれて下くだる瀬にもち設けたる小一七こ目めの敷しき網あみ







[image: ]　見るも憂きは鵜一八う縄なはに逃にぐるい一九ろくづを逃のがらかさでもし二〇たむ持もち網あみ











一　伊勢・志摩から伊良胡へ渡ること。野生の鷹なら春季。

二　巣の雛を捉えて飼育した鷹。

三　秋に山で毛変りした後に捕えて飼育した鷹。

四　鷹狩に使う小型の鷹。

五　落ち着きなくさせずに年を重ねて。鷹の縁語「鈴」、鈴の縁語「振る」を掛ける。→補注

六　めったにいない。

七　魚を突く漁具。もり・やすの類。「かづき」も同じ。

八　→補注

九　「潜き」を掛け、鯉が潜ってすれ違う意か。→補注




一〇　群れ。→補注

一一　小形の鮠（コイ科）。

一二　ふし漬け。→補注

一三　「壺」を導く枕詞的用法。

一四　口が細い壺の形をした井戸。

一五　川の合流点の湾曲した入江。

一六　藁製の追縄か。→補注

一七　目の細かい敷網。→補注

一八　鵜の羽を付けた追縄。

一九　魚。

二〇　→補注












[image: ]　秋風に鱸一すずき釣り舟走るめりそ二の一ひと箸はしの名残り慕ひて




新三宮より伊勢の方かたへまかりけるに、み四き島に舟五の沙汰しける浦人の、黒き髪は一筋もなかりけるを呼び寄せて




[image: ]　年六経へたる浦の海士あま人びと言こと問とはん波七を潜かづきて幾いく世よ過ぎにき







[image: ]　黒八髪は過ぐると見えし白九波を潜かづき果てたる身には知一〇れ海士あま







小鳥どもの歌詠みける中に




[image: ]　声一一せずは色濃くなると思はまし柳の芽食はむ鶸一二ひはの群むら鳥どり







[image: ]　桃もも園ぞのの花にまがへる照一三てり鷽うその群れ立つをりは散一四る心ここ地ちする







[image: ]　並びゐて友を離れぬ小一五こ雀がらめの塒ねぐらにたのむ椎しひの下した枝えだ







月の夜よ、賀一六茂にまゐりて、詠み侍りける




[image: ]　月の澄一七む御一八み祖おや川が原はらに霜さえて千鳥遠とほ立だつ声聞ゆなり











一　鱸は宇治川の名産。→補注

二　鱸を食した一箸。→補注

三　熊野の新宮。

四　紀伊国南牟婁郡の三木崎あたりか。近辺の二木島と混同か。

五　舟の指図。遠回りの陸路によらず、渡船したか。

六　→補注

七　波に潜り、波をかぶって。「被き」を掛ける。

八　黒髪の時は過ぎると見えた。

九　黒髪に対し白髪の喩。




一〇　命令形で句割れ。→一二三

一一　声がしなかったら（鳥と分らず）。反実仮想。

一二　体色は黄緑。柳より色濃い。

一三　鷽の雄。頰から喉が紅色。桃花に見紛うと見立てた。

一四　花が散る。

一五　しじゅうから科。→補注

一六　下鴨神社。賀茂御祖神社とも。

一七　「住む」を掛ける。

一八　下鴨神社辺の鴨川の川原か。境内を流れる糺（ただす）川と取る説もある。












熊一野へまゐりけるに、七二な越なこしの峯の月を見て、詠みける




[image: ]　立ち昇る月の辺あたりに雲消えて光重三ぬる七越の峯







讃岐さぬきの国へまかりて、三四み野の津つと申す津に着きて、月明あかくて、篊五ひびの手も通六はぬほどに、遠く見えわたりたりけるに、水鳥の篊の手に付きて飛びわたりけるを




[image: ]　敷きわたす月七の氷こほりを疑ひてひびの手まはる味あ鴨ぢの群むら鳥どり







[image: ]　い八かでわれ心九の雲に塵ちり据ゑで見るかひありて月をながめん







[image: ]　ながめをりて月の影かげにぞ世をば見る住一〇むも住まぬもさ一一なりけりとは







[image: ]　雲晴れて身に愁うれへなき人一二の身ぞさやかに月の影かげは見るべき







[image: ]　さ一三のみやは袂一四たもとに影かげを宿すべき弱一五し心よ月な一六ながめそ











一　熊野本宮。

二　紀伊国東牟婁郡。熊野本宮の真東にある山。本宮より眺望。

三　七越の縁で「重ぬる」。

四　三豊郡三野津。四国の旅の上陸地の船着場か。

五　海中に竹や木を立てて囲いを作り、魚を捕る設備。「手」はその支柱。

六　立てられない遠くまで。

七　月光を氷に見立てる。→一三五六

八　何とかして私は。この歌以下、前歌の詞書が懸らない。

九　心の煩悩に煩悩を据えないで。「雲」「塵」とも煩悩の喩。




一〇　「澄む」「澄まぬ」を掛ける。

一一　そのように心次第。

一二　人の身であってこそ。→補注

一三　涙を流してばかりでよいわけがない。「やは」は反語。

一四　涙を暗示。

一五　終止形「弱し」で心に呼びかける体。句割れ。

一六　眺めるな。「な…そ」は禁止。












[image: ]　月一に恥ぢてさ二し出いでられぬ心かな眺三むか袖に影の宿れば







[image: ]　心をば見る人ごとに苦しめて何四かは月の取りどころなる







[image: ]　露五けさは憂き身の袖の癖なるを月六見る咎とがにおほせつるかな







[image: ]　ながめ来て月いかばかり偲しのばれんこ七の世し雲の外ほかになりなば







[image: ]　いつかわれこ八の世の空を隔たらんあ九はれあはれと月を思ひて







[image: ]　露一〇もありつかへすがへすも思ひ知りてひとりぞ見一一つる朝顔の花







[image: ]　ひ一二ときれは都を捨てて出づれども巡一三めぐりてはなほ木き曾その桟かけ橋はし







[image: ]　捨一四てたれど隠れて住まぬ人になればなほ世にあるに似たるなりけり











一　清らかな月に対し自らを恥じて。

二　「月」の縁語。

三　底本系統の多くと茨「ながむる」。

四　何が月の取柄か、取柄はない。「かは」は反語。

五　涙で湿りがちなのは。

六　月を見るからだと月に罪を負わせたよ。

七　現世が雲の彼方になったら。「し」は強意。私が他界する（死ぬ）ことの表現。

八　他界し、死ぬこと。

九　→六七九・七一〇




一〇　露も朝にはあった（夕の今はもうない）。露・朝顔は無常を表す題材。→補注

一一　終日見ていた趣き。

一二　一時は。

一三　国々を巡って木曾の桟道にやって来て、やはり都への帰路についた。「木曾」に「来」を言い掛ける。→一〇七〇

一四　出家したが遁世していない人。以下七首は出家直後の作か。












[image: ]　世の中を捨てて捨て得ぬ心地して都離れぬわが身なりけり







[image: ]　捨一てしをりの心二をさらに改めて見三る世の人に別れ果てなん







[image: ]　思へ心人四のあらばや世にも恥ぢんさ五りとてやはと勇いさむばかりぞ







[image: ]　呉六くれ竹たけの節七ふし繁からぬ世よなりせばこ八の君はとてさし出いでなまし







[image: ]　悪九あし善よしを思ひ分くこそ苦しけれた一〇だあ＊らるればあられける身を







[image: ]　深く入いるは月一一ゆゑとしもなきものを憂一二き世しのばんみ吉野の山







嵯峨野の、見一三し世にも変りてあ一四らぬやうになりて、人一五往いなんとしたりけるを見て




[image: ]　この里や嵯一六峨の御み狩かりの跡ならん野山も果ては褪一七あせかはりけり











一　出家した時の。

二　→一〇七〇

三　出会った俗世の人にすっかり別れてしまおう。

四　立派な人がいたら恥じもしようが、いないので全く恥じもしない。「や」は反語。

五　それでよいかといえば、よくないので、勇んで精進するだけだ。「やは」は反語。→補注

六　「節」を導く枕詞。「ふし」「よ」「この君」は縁語。

七　節が多く重なるように辛いことの多い世でなかったら。

八　この君はといって進んで出仕しただろうに。→補注

九　善悪を分別するのは。




一〇　善悪に頓着せずただ。

一一　決して月を見るためではないが。仏道修行のためだが。

一二　月を見ての含意。

一三　昔、見た記憶とも変って。

一四　ひどく様変りして。

一五　禁野の供御人等か。→補注

一六　白河天皇の野の行幸の鷹狩。

一七　うつろい変るのだ。












大一学寺の金二かな岡をかが立てたる石を見て




[image: ]　庭の岩に目三立つる人もなからまし才四かどある様さまに立てしおかずは







滝五のわたりの木こ立だちあ六らぬことになりて、松ばかり並なみ立ちたりけるを見て




[image: ]　流七れ見し岸の木立もあ八せ果てて松のみこそは昔なるらめ







龍九りう門もんにまゐるとて




[image: ]　瀬を早み宮一〇み滝やたき川がはを渡り行けば心の底の澄むここちする







[image: ]　思ひ出でて誰一一たれかはと＊めて分けも来ん入いる山道の露の深さを







[image: ]　呉一二竹のいま幾夜かは起一三き臥して庵いほりの窓を上げ下ろすべき







[image: ]　そ一四の筋すぢに入いりなば心何一五なにしかも人目思ひて世につつむらん







[image: ]　緑なる松にかさなる白雪は柳一六の衣きぬを山におほへる











一　→一〇四八

二　巨勢金岡。九世紀の宮廷画家。作庭にも関与。→補注

三　注意する人もなかっただろうに。反実仮想。「立つる」は岩の縁語。

四　才気ある様子に。岩の縁語「角」を掛ける。→補注

五　→一〇四八

六　うって変ったこと。

七　昔、滝の流れを見ていたはずの木立も。木立を擬人化。

八　移ろい変り果てて。

九　大和国吉野郡。→補注




一〇　宮滝付近の吉野川の称か。「底」「澄む」は川の縁語。

一一　誰が私を尋ね求めて踏み分けて来ようか。「かは」は反語。

一二　枕詞。縁語「節（よ）」を導き、「夜」に掛ける。

一三　竹の縁語「節（ふし）」を掛ける。

一四　仏道。

一五　どうして人目を思って世を憚るだろうか、その必要はない。

一六　柳襲（表白・裏青）の衣。












[image: ]　盛さかりならぬ木もなく花の咲きにけると一思へば雪を分くる山道







[image: ]　波と見ゆる雪を分けてぞ漕二ぎわたる木三曾の桟かけ橋はし底も見えねば







[image: ]　真四まな鶴づるは沢＊の氷こほりの鏡にて千五ち歳とせの影をも六てやなすらん







[image: ]　沢も解けず摘めど筐七かたみに留とどまらで目八にもたまらぬゑ九ぐの草＊く先ささき







[image: ]　君一〇が住む岸一一の岩より出づる水の絶えぬ末をぞ人も汲みける







[image: ]　田一二た代しろ見ゆる池の堤の嵩一三かさ添へて湛ふる水や春一四の夜よのため







[image: ]　庭に流す清水の末を堰き止めて門一五かど田た養やしなふ比＊ころにもあるかな







[image: ]　伏一六見過ぎぬ岡一七をか屋のやになほとどまらじ日一八野まで行きて駒心見ん







[image: ]　秋の色は風ぞ野一九もせにし二〇きり出す時二一し雨ぐれは音を袂にぞ聞く











一　→補注

二　まるで舟を漕ぐように渡る。

三　→一四一五

四　鶴の一種。種別不明だが、歌学では白鶴。→補注

五　「鶴は千年」といわれる姿。

六　自らもてはやすのだろうか。

七　竹で編んだ籠。

八　小さいので人目にも留まらず、摘んでも籠の目をすり抜けて落ちてしまう。人の「目」と籠の「目」を掛ける。

九　芹の若芽か。→補注




一〇　窟の聖への敬称か。→補注

一一　崖、山岸。

一二　田地。

一三　水量が増して。

一四　句意不詳。→補注

一五　門前の田。→補注

一六　「臥し」を響かせる。

一七　山城国宇治郡。→補注

一八　山城国宇治郡。岡屋の北東。

一九　野の面に。

二〇　語義未詳。→補注

二一　時雨を聞いてもよおす涙を暗示。












[image: ]　しぐれ初一そむる花＊二園山に秋暮れて錦三の色を改むるかな







伊勢の磯四の辺＊へ路ぢの錦五の島に、磯六い回そわの紅葉の散りけるを




[image: ]　波に敷七く紅葉の色を洗ふゆゑに錦の島と言ふにやあるらん







陸み奥ちの国に平ひら泉いづみに向むかひて、束稲八たはしねと申す山の侍るに、異九こと木きは少なきやうに桜の限り見えて、花の咲きたりけるを見て、詠める




[image: ]　聞きもせず束稲山の桜花吉野のほかにか一〇かるべしとは







[image: ]　奥一一になほ人見ぬ花の散らぬあれや尋一二ねを入いらん山ほととぎす







[image: ]　茅一三つ花ばな抜く北一四野の茅ち原はら褪あせゆけば心一五すみれぞ＊生おひかはりける











一　色の縁語「染むる」を掛ける。

二　三河国の歌枕。山城国とする説も。春の題材を秋に転じる。

三　紅葉の見立て。

四　熊野より伊勢に至る海辺難路か。→補注

五　志摩国の歌枕・錦の浦か。「島」は海上から見た称か。

六　→五四八・注二

七　「錦」の縁語。

八　平泉に対して北上川を挟んで東方にある山。→補注

九　桜以外の木は。




一〇　これほどの所があろうとは。

一一　前歌とは別時詠か。→補注

一二　「を」は間投助詞。

一三　茅萱（ちがや）の花。花期は春。食用。→補注

一四　洛北の野。→補注

一五　心「澄み」を「菫」に言い掛ける。












例一れいならぬ人の大事なりけるが、四月に梨の花の咲きたりけるを見て、梨の欲しき由よしを願ひけるに、も二しやと人に尋ねければ、枯れたる柏かしはに包＊つつみたる梨を、ただ一つ遣三つかはして、こ四ればかりなど申したりけ＊る返事に




[image: ]　花のをり柏に包む信濃五しなの梨なしはひ＊とつなれどもあ＊六りの実みと見ゆ







讃＊七さ岐ぬきの院＊、位におはしましける折の、行み幸ゆきの鈴＊八すずの奏そうを聞きて、詠みける




[image: ]　古九ふりにけり君がみゆきの鈴の奏はいかなる世にも絶えず聞えて







日一〇の入いる、鼓つづみのごとし




[image: ]　波一一の打つ音を鼓にまがふれば入＊いる日の影の打一二ちて揺らるる







題不知




[image: ]　山里の人も梢一三こずゑの松一四が末うれにあはれに来居るほととぎすかな







[image: ]　並一五べける心はわれかほととぎす君一六待ち得たる宵の枕に











一　病人で重態になった人が。

二　もしや梨があるかと西行が別の人に尋ねたところ。

三　西行に送ってきて。

四　これだけだが。梨を送って来た人のことば。

五　棠梨（ずみ）。→補注

六　梨（無し）の忌詞。→補注

七　崇徳院が在位の時。底本「院」は底本系統数本と茨「位」だが、いずれも誤脱の可能性高く、底本系統数本に「院位」とあるのにより改訂した。→補注

八　天皇の行幸に用いる駅鈴の申請・返還の際の奏上。

九　鈴の縁語「振り」を掛ける。




一〇　日想観による。→補注

一一　波の打つ音を鼓に聞き紛えると。漢詩文に由来する表現。

一二　打って揺らされるように見える。「打つ・打ち」は鼓の縁語。

一三　人も「来ず」を言い掛ける。→二三二補注

一四　松の枝先。「待つ」を掛ける。

一五　枕を並べた心は本当に私の心か。

一六　ほととぎすを恋人に見立てる。女の立場で詠む。












筑つく紫しに腹一はら赤かと申す魚いをの釣をば、十月一日ついたちに下ろすなり。師走しはすに引き上げて、京へは上のぼせ侍る、その釣の縄、遥かに遠く引きわたして、通る舟のその縄に当りぬるをば、か二こちかかりて、高三か家うけがましく申して、む四つかしく侍るな五り。その心を詠める




[image: ]　腹赤釣る大六おほわださきのう七け縄に心か八けつつ過ぎんとぞ思ふ







[image: ]　伊＊九い勢せ島しまやい一〇るるつきてす一一まふ波に家一二け子ごと覚ゆる入一三い取りとりの海士あま







[image: ]　磯一四いそ菜な摘つみて波かけられて過ぎにけるわ一五にの住みける大一六磯の根を










百一七首







花十首




[image: ]　吉野山花の散りにし木一八この下もとにと一九めし心はわれを待つらん







[image: ]　吉野山高たか嶺ねの桜咲き初そめばか二〇からんものか花二一の薄雲











一　鮸（にべ）。鱒の異名とも。元旦の腹赤の奏のため大宰府から宮廷に年毎に貢進した。

二　文句をつけてきて。

三　権威を笠にきるように。

四　面倒なことで。

五　伝聞か。

六　湾入部の岬。一般名詞。

七　→一三七八

八　「かけ」は縄の縁語。

九　伊勢に同じ。前歌の詞書は懸らない。→補注




一〇　句意不明。誤脱あるか。

一一　抵抗する波。

一二　従者。「家子」は源俊頼に先例ある語（散木奇歌集）。→一三七七「村君」。

一三　海中に潜って獲物を取ること。

一四　海藻。→一三八一

一五　さめの古称。

一六　突き出た大磯の根元の方。

一七　西行作として完存する唯一の百首歌。成立時期は諸説ある。

一八　→補注

一九　留めておいた心。→補注

二〇　これほどに懸るだろうとは。「懸る」「かくある」の掛詞。

二一　花を薄雲に見立てる。












[image: ]　人はみな吉野の山へ入一いりぬめり都の花にわ二れはとまらん







[image: ]　尋ね入いる人三には見せじ山桜わ四れとを花に逢はんと思へば







[image: ]　山桜咲五きぬと聞きて見に行かん人六をあらそふ心とどめて







[image: ]　山桜ほ七どなく見ゆるにほひかな盛りを人に待たれ待たれて







[image: ]　花八の雪の庭に積るに跡九つけじ門一〇かどなき宿と言ひ散らさせて







[image: ]　な一一がめつる朝あしたの雨の庭の面おもに花一二の雪敷く春の夕暮







[image: ]　吉野山ふ一三もとの滝に流す花や峯に積りし雪一四の下水







[image: ]　根一五ねに帰る花を送りて吉野山夏一六の境さかひに入一七いりて出でぬる











一　入ったようだ。

二　私は留まろう。

三　人には見せるまい。

四　自ら進んで花に出逢おうと思うので。「我と」は副詞、「を」は間投助詞。

五　咲いたと聞いてから。

六　人に対して先を争う心はやめて。風狂心への自制。

七　少しの間しか続かないと見える美しさだな。

八　落花を雪に見立てる。→補注

九　足跡をつけるまい。




一〇　出入の門が無い家だと人に言い触らさせて。「散ら」は花の縁語。

一一　物思いにふけって眺めていた。終日眺めていたことを含意。

一二　→一四五九

一三　吉野山麓の宮滝か。

一四　落花を雪の下から解けて流れ出した水に見立てる。

一五　根本の土に帰る。→補注

一六　春より夏への境界の時。→補注

一七　季は入って、私は山を出た。












郭公ほととぎす十首




[image: ]　鳴かん声や散りぬる花の名残なるや一がて待たるるほととぎすかな







[image: ]　春暮れて声二に花咲くほととぎす尋三ぬることも待つも変らぬ







[image: ]　聞四かで待つ人思ひ知れ郭公聞きても人はなほぞ待つめる







[image: ]　所五から聞きがたきかとほととぎす里六を変へても待たんとぞ思ふ







[image: ]　初七はつ声こゑを聞きての後のちはほととぎす待八つも心の頼もしきかな







[image: ]　五月雨さみだれの晴れ間たづねてほととぎす雲九ゐに伝ふ声聞ゆなり







[image: ]　ほととぎすな一〇べて聞くには似ざりけり古一一き山辺の暁あかつきの声







[image: ]　ほととぎす深き山辺に住むか一二ひは梢一三こずゑに続く声を聞くか一四な











一　花を惜しむ気持ちはそのまま待たれる郭公よ。郭公も花を惜しんで鳴くだろうゆえ。

二　声に花が咲くような美しさのある。

三　尋ねることも待つことも花と変らない。

四　まだ声を聞かないでお前を待つ私のことを分っておくれ、郭公よ。

五　場所のせいで。

六　わが住む里を変えてでも。

七　郭公の初声は恋焦がれて待たれた。

八　また聞けるかと、の含意。

九　遥か雲のある空を移り行く声が聞えてくる。声の移動から飛行の軌跡を推定。




一〇　普通に聞くのとは趣が異なるよ。

一一　さびれた山里の意か。松「深き」。

一二　「甲斐」に山の縁語「峡」を掛ける。

一三　梢に絶えずつらなる声。

一四　茨「なり」、松「也」。












[image: ]　夜一よるの床とこを泣き浮かさなん郭公ほととぎすも二の思ふ袖を問ひに来たらば







[image: ]　ほととぎす月三の傾かたぶく山の端はに出四いでつる声の帰り入いるかな







月十首




[image: ]　伊五い勢せ島しまや月の光のさ六ひか浦は明七あか石しには似ぬ影ぞ澄みける







[image: ]　池水に底清く澄む月影は波に氷八を敷きわたすかな







[image: ]　月を見て明石の浦を出いづる舟は波九のよるとや思はざるらん







[image: ]　離れたる白一〇しら良らの浜の沖の石を砕一一くだかで洗ふ月の白波







[image: ]　思一二ひとけば千ち里さとの影も数ならず至一三らぬ隈くまも月にあらせじ







[image: ]　大一四おほ方かたの秋をば月に包ませて吹きほ一五ころばす風の音かな











一　声を聞いて泣く涙で寝床を浮かすほどにしてほしい。

二　物思いの涙で濡れた私の袖。

三　西の山の端の意。→補注

四　「出で」「入る」は月の縁語。

五　→一四五一

六　伊勢国の地名としては未詳。→補注

七　月の名所。「明し」を掛ける。

八　月光を氷にたとえる。→三二三・三二六ほか

九　波が寄ると月光に明るく輝き、夜とは思わないだろう。「寄る」に「夜」を掛ける。→補注




一〇　紀伊国の歌枕。催馬楽・紀伊国にうたわれて有名。

一一　砕かずに洗うように見える。月光があまりに白く美しいゆえ。

一二　よく考えて理解すれば、月の光が届く距離は千里など問題ではない。

一三　月に光の届かない所もないようにさせたい。

一四　ほぼ全ての秋の景物を月光に包み込ませておいて。

一五　綻ばせる。「包ませ」と対。












[image: ]　何なに事ごとかこの世に経へたる思一ひ出いでを問へかし人に月を教へん







[image: ]　思二ひ知るを世三には隈くまなき影ならずわ四が目に曇る月の光は







[image: ]　憂き世とも思五ひ通さじお＊六しかへし月の澄みける久七ひさ方かたの空







[image: ]　月八の夜よやがて友九とをなりて何処いづくにも人知らざらん住みか教へよ







雪十首




[image: ]　信楽一〇しがらきの杣一一そまの大おほ路ぢは止とどめてよ初雪降りぬむ一二この山やま人びと







[image: ]　急一三がずは雪にわが身やとめられて山辺の里に春を待たまし







[image: ]　あはれ知りて誰一四たれか分け来ん山里の雪降り埋うづむ庭の夕暮







[image: ]　湊一五みなと川がは苫一六とまに雪＊葺ふく友一七舟はむ一八やひつつこ＊そ夜よを明かしけれ











一　思い出は何かを問うてくれよ、その人に月を思い出だと教えよう。

二　思い知っているが、仕方ない。

三　まことにかげりない月影ではない。→補注

四　私の目に涙で曇る月の光は。倒置法で初句に返る。

五　思い通すまい。

六　憂き世と正反対に。

七　「空」を導く枕詞。

八　→補注

九　友となって。「を」は強意の間投助詞。




一〇　近江国。

一一　杣山の大路は閉じなさいよ。→補注

一二　「むこ」は未詳。→補注

一三　先を急がないなら。旅人の立場で詠む。

一四　誰が雪を分けて来ようか、来はしない。「か」は反語。

一五　摂津国兵庫。

一六　苫屋根に雪を葺いたような。

一七　連れ立って運航する舟。

一八　綱で舟をつなぎとめて。












[image: ]　筏一いかだ師しの波の沈むと見えつるは雪二を積＊みつつ下くだるなりけり







[image: ]　溜たまりをる梢の雪の春ならば山里いかにも三てなされまし







[image: ]　大原は芹四せれ生うを雪の道に開あけて四方よもには人も通はざりけり







[image: ]　晴れやらで二五ふた村むら山やまに立つ雲は比六ひ良らの吹雪ふぶきの名な残ごりなりけり







[image: ]　雪しのぐ庵いほりのつ七まを差し添へて跡八とめて来ん人をとどめん







[image: ]　くやしくも雪九の深み山やまへ分け入らで麓ふもとにのみも年を積一〇みける







恋十首




[image: ]　古一一き妹いもが園に植ゑたる唐一二からなづな誰一三たれなづさへとお＊ほしたつらん







[image: ]　紅一四くれなゐのよ一五そなる色は知られねば筆一六にこそまづ染一七めはじめつれ











一　波が沈めると筏師が見えたのは。→補注

二　そうか、実は雪を積んで。

三　もてはやされるだろう。雪を花に見紛えるゆえ。

四　洛北・大原の西、都寄り。

五　尾張国の歌枕。反物の単位「疋（むら）」を掛け、「晴れ」に掛けた「張れ」、「立つ」に掛けた「裁つ」と縁語。→補注

六　近江国の歌枕。比良山。

七　軒先に補強を加えて。

八　私の足跡を尋ねて来る人。

九　釈迦が修行した雪山（せっせん）を寓意。




一〇　「積み」は雪の縁語。

一一　古くからの恋人。

一二　なずなの一種。「なづさへ」を導く枕詞。娘の比喩。→補注

一三　誰が馴れ親しめと育て上げたのだろう。

一四　「色」を導く枕詞。恋の色。

一五　まだ関わりない人の心の色。

一六　初句を受けて「紅の筆」は恋文の意。→補注

一七　「染め」は色の縁語。












[image: ]　さまざまの歎一きを身には積みおきて何時いつし二めるべき思三ひなるらん







[image: ]　君をい四かで細かに結へる滋五しげ目め結ゆひ立ちも離れず並びつつ見ん







[image: ]　恋すともみ六さをに人に言はればや身七にしたがはぬ心やはある







[image: ]　思ひ出いでよ三八み津つの浜松よ九そだつと志一〇賀の浦波立たん袂たもとを







[image: ]　疎うとくなる人は心の変るともわ一一れとは人に心おかれじ







[image: ]　月を憂しとながめながらも思ふかなそ一二の夜よばかりの影とやは見し







[image: ]　我はただ返一三かへさでを着ん小さ夜よ衣ごろも着一四て寝しことを思ひ出いでつつ







[image: ]　川一五風に千鳥鳴きけん冬の夜よはわ一六が思ひにてありけるものを











一　「積み」の縁語「木」を掛ける。

二　消えるだろう。

三　「湿る」の縁語「火」を掛ける。

四　何とかして。

五　目の細かい鹿かの子こ絞しぼり。「立ちも離れず」の序。→補注

六　平然としていると。

七　身に従わない心はあろうか、いやないから。「やは」は反語。

八　近江国の歌枕。日吉神社の社前の湖畔。「浜松」は恋人の喩。

九　よそよそしいと。→一二七五




一〇　三津の南。「波」に涙を暗示。

一一　自分から進んでは恋人に心を置かれるまい。

一二　恋人と逢ったその夜だけの月影と見ただろうか。

一三　裏返さないで着よう。「を」は間投助詞。夢で恋人に逢うより共寝の思い出を選ぶ。→補注

一四　共に着て寝たことを。

一五　上句は紀貫之の名歌を引用。→補注

一六　そのまま私の思いだったものを。












述懐十首




[image: ]　いざさらば盛り思ふもほ一どもあらじ藐二は姑こ射やが峯の花三にむつれし







[image: ]　山深く心四はかねて送りてき身こそ憂き世を出いでや＊らねども







[image: ]　月にいかで昔五のことを語らせて影に添ひつつ立ちも離れじ







[image: ]　憂き世とし思はでも身の過ぎにける月の影にもな六づさはりつつ







[image: ]　雲につきて浮かれのみゆく心をば山七にかけてをとめんとぞ思ふ







[image: ]　捨八てて後のちはま九ぎれし方かたは覚えぬを心一〇のみをば世にあらせける







[image: ]　塵一一つかでゆがめる道を直なほくなしてゆ一二くゆく人を世につがへばや







[image: ]　ひ一三としまんと思ひも見えぬ世＊にしあれば末にさこそは大一四お幣ほぬさの空











一　あと間もなくだ。全体的に賀歌の用語を無常感に転じ、出家の意志表明。

二　仙洞御所。西行が北面として仕えた鳥羽上皇の御所をさす。

三　花に馴れ親しんだ。倒置で「盛り」に懸る。

四　心はかねてから送り込んでいた。出家前の心境。

五　在俗時のことか。出家後の懐旧。

六　馴れ親しみながら。前歌と同じく恋歌的表現で月に寄せる懐旧。

七　動かない山に懸けて、止めようと思う。「を」は間投助詞。

八　世を捨て出家した後は。

九　俗事方面に紛れたことは。




一〇　心だけは世間にとどめてあるよ。一五〇四と対照的な心境。

一一　汚点がつかないようにして。

一二　将来、人を世の中に結び合わせたい、の意か。→補注

一三　人と等しくしようと、の意か。→補注

一四　気が多く乱れ、大幣が乱立する空のようになろう。→補注












[image: ]　深一き山は苔むす岩を畳み上げて古二ふりにし方かたを納めたるかな







[image: ]　古ふりにける心こそなほあ＊はれなれ及三ばぬ身にも世を思はする







無常十首




[image: ]　はかなしな千年＊四ちとせ思ひし昔をも夢のうちにて過ぎにける代よは







[image: ]　さ五さがにの糸に貫つらぬく露の玉を懸けて飾れる世にこそありけれ







[image: ]　現六うつつをも現うつつとさらに思＊はねば夢をも夢と何七か思はん







[image: ]　さ八らぬことも跡あと形かたなきを分九わきてなど露＊をあだにも言ひも置一〇きけん







[image: ]　灯一一とも火しびの掲かかげ力ぢからもなくなりて止一二まる光を待つわが身かな







[image: ]　水一三干ひたる池にう一四るほふ滴したたりを命一五に頼むい＊一六ろくづや誰たれ











一　この歌は流布本系統にない。

二　過ぎ去った事歴をしまい納めているのだな。

三　至らない身にも心が世を思わせてくれるゆえ。

四　千年の永続を思った昔。仙洞に仕えた在俗時をいうか。→一五〇三

五　蜘蛛の糸にかかる露が玉を貫いたような様態。はかないもののたとえ。→補注

六　→補注

七　どうして思おうか。

八　露以外のことも跡形なく消えてしまうのに。

九　格別にどうして露をはかないものとも。




一〇　「置き」は露の縁語。

一一　仏法の伝灯をともす力。

一二　仏道の継承が止まるのを。「光」は仏の智慧や慈悲をいう。

一三　→補注

一四　しめりを与える水滴。

一五　→補注

一六　魚はいったい誰か。ほかでもない私だ、という余意。












[image: ]　水み際ぎは近く引き寄せらるる大網に幾一い瀬くせのものの命籠こもれり







[image: ]　う二らうらと死なんずるなと思ひ解けば心三のやがてさぞと答＊ふる







[image: ]　言四ひ捨てて後のゆくへを思五ひ出でばさ六てさはいかに浦島の箱







[image: ]　世の中に亡なくなる人を聞くたびに思七ひは知るを愚かなる身に







神じん祇ぎ十首




神楽二首




[image: ]　めづらしな朝八倉山の雲ゐより慕九ひ出いでたる明一〇あか星ぼしの影かげ







[image: ]　名な残ごりいかにか一一へすがへすも惜しからん＊其一二その駒こまに立つ神楽一三かぐら舎人とねりは







賀茂二首




[image: ]　御一四み手洗たらしに若一五菜すすぎて宮みや人ひとの真一六ま手てに捧げて御み戸と開くめる











一　どれほど多くの瀬の生物。

二　おだやかに死のうとするのだなと思い至ると。「うらうら」は春日の形容を心情に転用。

三　心はすぐ、そうだと答える。

四　無思慮に放言して。

五　底本系統の多くと茨「思ひ果てば」なら、思い極めるとの意。

六　さてそれではどうしたものか、開けて悔しい浦島の箱のようだ。

七　無常の思いは知るのだが、愚かなこの身にも。

八　神楽歌の曲名「朝倉」「明星」を用いて実景を詠む。→補注

九　神楽歌を慕うように出た。




一〇　明けの明星（金星）。

一一　神楽の縁語「返す」（歌い方の一種）を掛ける。袖中抄・六・「かへしもの」参照。

一二　神楽歌の曲名。

一三　「其駒」で人長（にんじょう）として座を立って奏する近衛舎人。

一四　社頭を流れる川。

一五　→補注

一六　左右両手に。












[image: ]　長一なが月つきの力ちから合あはせに勝ちにけ二りわ三が片四かた岡をかを強く頼みて







男五山二首




[image: ]　今六日の駒は美七み豆づの菖八せう蒲ぶを負おひてこそ敵かたきを埒＊九らちに懸一〇かけて通らめ







放一一はう生じやう会ゑ




[image: ]　御一二み輿こし長をさの声先立てて下くだります唯一三をとかしこまる＊一一四いち々いちの人







熊野二首




[image: ]　み熊野のむ一五なしきこ＊とはあ＊らじかし枲一六む垂したれい一七たの運＊はこぶ歩みは







[image: ]　あ一八らたなる熊野詣の験しるしをば氷一九の垢こ離りに得うべきなりけり







御二〇み裳も濯すそ二首




[image: ]　初春をくまなく照らす影を見て月にま＊づ知る御裳濯の岸







[image: ]　御裳濯の岸の岩根に代二一よをこめて固め立てたる宮二二みや柱ばしらかな











一　九月九日の神前相撲。

二　底本系統の多くと茨「ける」。

三　「わが方」を言い掛ける。

四　上賀茂社境内の摂社。

五　石清水八幡宮。題詞の下に松「こさ月」。小五月会か。

六　五月五日の神事。競馬。

七　男山の北麓。→補注

八　「勝負を追ひて」を掛ける。

九　馬場の左右の柵。→補注




一〇　「駆けて」を掛ける。

一一　八月一五日の石清水八幡宮の神事。魚類を放した。

一二　御輿に付き添う人々の長。駕輿丁長（かよちょうおさ）とも。

一三　「を」と畏まって称する。

一四　御輿を担ぐ各人か。→補注

一五　効験なく虚しく終ることは。

一六　枲の垂衣（たれぎぬ）を付けた。

一七　女性をいう忌詞。→補注

一八　あらたかな

一九　厳冬期の冷水の水ごり。

二〇　伊勢内宮を流れる川。五十鈴川。

二一　幾代を籠めて。

二二　神社の柱。→補注












釈教十首




訖一き栗り枳き王わうの夢の中うちの三首




[image: ]　窓二ま出どいでし心を誰たれも忘れつつ控三ひかへらるなることの憂きかな







[image: ]　引四き引きにわが袖＊五そでつると思ひける人の心やせ六ばまくの衣きぬ







[image: ]　末の世の人の心を＊みがくべき玉七をも塵ちりに混まぜてけるかな







無八量義経三首




[image: ]　悟り広きこの法のりをま九づ説き置きて二一〇つ無しとは言ひ極きはめける







[image: ]　山一一桜つぼみはじむる花の枝に春をば籠こめて霞むなりけり







[image: ]　身に付つきて燃一二ゆる思ひの消一三えましや涼一四しき風のあふがざりせば







千一五手経三首




[image: ]　花一六までは身に似ざるべし朽一七果てて枝もなき木の根一八をな枯らしそ











一　迦葉の父。俱く舎しや論ろんの注釈に説く訖栗枳王の十夢による。

二　出家の比喩。→補注

三　引き止められる。

四　各自思い思いに。「引き」は袖の縁語。

五　句意不詳。→補注

六　幅を狭くした衣。狭量の意。

七　仏の正法の喩。→補注

八　法華経の開経（序）。

九　法華経に先立ってまず。




一〇　一切諸法に二法は無いと。→補注

一一　法華経の開経としての位置づけを蕾み始めた花にたとえた。

一二　煩悩の火。「思ひ」に「火」を掛ける。

一三　消えただろうか。反実仮想。

一四　→補注

一五　千手観音の功徳を説く経。

一六　花まではわが身にふさわしくない。「身」に花の縁語「実」を掛ける。→九〇七・一一八六補注

一七　わが身の比喩。卑下。

一八　仏道を求める心根は枯らして下さるな。「な…そ」は禁止。












[image: ]　誓一ひありて願二はん国へ行くべくは西三の門かどより悟り開四ひらかん







[image: ]　さ五まざまにたなごころなる誓ひをば南六な無もの言葉に総七ふさねたるかな







また一首こ八の心を




楊九やう梅ばいの春の匂ひ遍一〇へん吉きちの功く徳どくなり




紫一一し蘭らんの秋の色は普ふ賢げん菩ぼ薩さつの身しん相さうなり




[image: ]　野一二辺の色も春の匂ひもおしなべて心染めける悟りにぞなる







雑十首




[image: ]　沢一三の面おもに更一四ふけたる鶴たづの一声にお一五どろかされて千一六鳥鳴くなり







[image: ]　友一七になりて同じ湊みなとを出＊いづる舟のゆくへも知らず漕ぎ別れぬる







[image: ]　滝落つる吉野の奥の宮一八川の昔一九を見けん跡慕はばや







[image: ]　わが園の岡辺に立てる一二〇ひとつ松を友と見＊つつも老いにけるかな











一　千手観音の衆生済度の誓願。

二　私が願生する西方極楽浄土。

三　極楽に対する門。とくに四天王寺西門が有名。

四　開こう。茨・松「ひらけん」なら、開けよう。

五　様々の衆生を救うため多数の掌に込めた誓い。「千手」に対応する表現。

六　仏菩薩に帰依する語。→補注

七　総括したのだな。

八　次掲の偈の心。→補注

九　山桃。




一〇　「普賢」の異訳。

一一　藤袴の詩語。

一二　秋の野辺の色。

一三　沢に鳴く鶴は在野の賢人を寓するか。→補注

一四　夜更けの。

一五　目を覚まされて。

一六　「一声」に「千」を対照。

一七　会者定離の理を詠むか。

一八　宮滝川。→一四二六

一九　宇多上皇の宮滝御幸をいうか。→補注

二〇　→九四一補注












[image: ]　さ一まざまのあはれありつる山里を人二に伝へて秋の暮れぬる







[image: ]　山やま賤がつの住三みぬと見ゆるわたりかな冬に褪四あせゆく静五し原づはらの里







[image: ]　山里の心六の夢に惑ひをれば吹き白七しらまかす風の音かな







[image: ]　月をこそな八がめば心浮かれ出でめ闇九なる空にた＊一〇だよふやなぞ







[image: ]　波高き蘆一一あし屋やの沖をか＊一二くる舟のこ一三となくて世を過ぎんとぞ思ふ







[image: ]　さ一四さがにのいと世よをか＊一五くて過ぎにける人一六の人なる手にも懸かからで











一　→二五四

二　住む人（私）に伝えて。他人に「伝へで」と取る説もある。

三　確かに住んでいると。

四　人が遠のき荒涼としてゆく。

五　洛北。大原の西。炭焼の里。

六　夜の心中に夢の如く去来する迷妄。

七　迷妄を悉く打ちくじく。

八　眺めたら心は浮かれ出るだろうけれど。

九　月のない闇。→補注




一〇　漂うのは何故か。

一一　摂津国武庫郡。

一二　走らせる。→補注

一三　無事に。上句は「ことなくて」の序。

一四　蜘蛛。下の副詞「いと」に掛けた「糸」を導く枕詞。

一五　「かく」は蜘蛛の縁語。

一六　人の中でも格別な権勢者の取り立ても受けずに。在俗時を追想か。












以上歌数千一五百五十三首




本二ニ云フ一千五百七十二首ト云々




凡ソ此ノ書三本、落字僻字太はなはだ多シ之、又不審歌




繁多也。[image: ]四したしく可五レ校＊二証本一。




今山家集之外、又有二山六家心中抄一、被ル下略シ二－抜キ




此ノ集ノ内ヲ一書キ出サ上者也。











一　実数は一五五二首。

二　流布本系の歌数か。

三　書写に用いた親本。

四　「[image: ]」は底本系統の多く「志」によれば、「こころざして」と訓めるか。

五　証本と校合すべきだ。

六　山家心中集。山家集より秀歌を抄出した自撰秀歌撰。→解説











　本文校訂一覧




　詞書や歌本文に＊を付して改訂した箇所のある歌番号を頭に掲げた。上に底本（陽明文庫本）の該当箇所の本文をもとの表記のまま引用し、─の下に改訂した本文を示す。（　）の中に改訂の根拠とした本を略号で記した。（他）は他本（寺澤行忠『山家集の校本と研究』が用いた陽明文庫本系統の対校本すべてで、上中巻15本・下巻14本）の意で、底本の独自異文の改訂となる。それ以外は原則として底本系統の本数を示し、改訂の根拠となる本が底本系統に少数の場合は他系統・他集の本も参考として記した。とくに脚注・補注で改訂した事情を説明しているものは→で示した。※で必要に応じて底本の表記について説明した。





上巻




１　くつし─来べし（他）




５　事─事を（他）




７　事─事を（他）




11　おもははまし─思はまし（他）




18　わなゝり─若菜なり（他）




21　かすみに─霞ぞ（他）




22　事も─事を（他）




うつし─卯う杖づゑ（→補注）




23　覚菜─若菜（他）




24　山─声（他）




26　鶯─鶯の（他）




27　なりいては─なりはてば（他）




33　春の霞─春霞（他）




34　□は─かは（底本系14本）




35　人に─人を（他）




46　おほるかなき─おぼつかなき（他）




51　ならて─なくて（底本系14本）




56　忘田本─忘他（底本系４本・茨・別）




58　やすら─やすう（→補注）




78　たてまつる─たてまつれ（他）




91　散─声（他）




92　さか院─清せ和が院（底本系４本・茨）




98　皇子─王子（底本系１本・茨・松ほか）




99　をくられ─送れり（底本系13本）




さくち─桜（他）




[image: ]　おほして─おぼえて（他）




[image: ]　をそひ─思ひ（→脚注）




[image: ]　あらなん─あるらん（→脚注）




[image: ]　春の雪─花の雪（底本系11本）




[image: ]　ものは─ものを（他）




[image: ]　ちりぬ─散りね（→補注）




身に─身ぞ（底本系５本・茨・松・心ほか）




[image: ]　いかなせん─いかがせん（他）




[image: ]　しらぬ─知らね（他）




[image: ]　ちらす─散らん（→補注）




[image: ]　こゝろ─頃（他）




[image: ]　はな─春（他）




春─花（他）




[image: ]　たち─とぢ（他）




[image: ]　はる─花（他）




[image: ]　はる─散る（他）




木こそ─木にぞ（底本系11本）




[image: ]　人に─人も（他）




[image: ]　なこり─名残りと（他）




[image: ]　あした─荒田（他）




[image: ]　やま─焼き（他）




[image: ]　やふき─山吹（他）




[image: ]　海辺暮─海辺暮春（他）




[image: ]　はる─花（他）




[image: ]　しる─見る（他）




[image: ]　みつのえ上の─水の上の（→補注）




[image: ]　ける─けるに（他）




いみめるを─忌い籠こもるを（→補注）




[image: ]　とも─鳥（他）




[image: ]　春を─花を（他）




[image: ]　わすれな─忘るな（他）




[image: ]　ける─けるに（他）




[image: ]　まちて─まかりて（底本系14本）




[image: ]　へなる─べかる（他）




[image: ]　へかな─べかる（底本系14本）




[image: ]　しやふ─しやうぶ（他）




[image: ]　いわ間の─入江の（他）




[image: ]　かよひと─通ひ路（他）




[image: ]　なかれめや─なからめや（→補注）




[image: ]　のちる─のぼる（他）




[image: ]　みやへ─深山辺（他）




[image: ]　まくさ─真ま葛くず（他）




[image: ]　はれて─われて（他）




はけん─分けん（底本系７本・夫木抄）




[image: ]　なるを─鳴尾と（他）




[image: ]　はきのは─萩の枝え（他）




[image: ]　みてそは─しならば（底本系13本）




[image: ]　すかた─すがる（底本系４本・茨・松・別）




[image: ]　うつしても─うつしもて（他）（→補注）




[image: ]　はゝ─原（底本系13本）




[image: ]　のみ─野に（底本系６本・茨・別）




[image: ]　いりぬ─入りね（他）




[image: ]　月似池─月似池氷（底本系７本・茨）




[image: ]　なを─なき（底本系５本・茨）




心─所（底本系５本・茨）




[image: ]　かそへぬと─数へねど（底本系９本）




[image: ]　あさるやま─朝日山（底本系14本）




[image: ]　けり─けれ（底本系13本）




[image: ]　よの─夜は（他）




[image: ]　みかくれて─みがかれて（他）




[image: ]　くまなき─くまもなき（他）




[image: ]　をくり─負へり（底本系14本）




[image: ]　秋のよの─秋の月（他）




[image: ]　ますを─ますほ（底本系４本）




[image: ]　はなむしろ─稲いな筵むしろ（他）




[image: ]　そ─は（他）




[image: ]　おもなる─思ひなる（底本系13本）




[image: ]　もりくる─洩りける（他）




[image: ]　空の月に─空に月も（底本系５本・茨・松・別）




[image: ]　しほて─潮路（他）




ほかにそきゝし─ほのかにぞ聞く（他）




[image: ]　朝聞雁─朝聞初雁（他）




[image: ]　かゝる─かくる（底本系４本・茨・松・別）




[image: ]　おほき─多み（他）




[image: ]　夕暮に─夕暮を（他）




[image: ]　なくらん─鳴きけん（底本系12本）




[image: ]　見えぬ─道見えぬ（他）




[image: ]　こらすな─散らすな（他）




[image: ]　をちのは─荻の葉（底本系４本・茨・松ほか）




[image: ]　すはへかし─おはへかし（→補注）




[image: ]　　　　内裏─土御門内裏（底本系13本）




[image: ]　をかて─おちで（底本系４本・茨・松ほか）




[image: ]　しけみ─しげし（底本系２本・松・別・万代）




[image: ]　河─汀（他）




[image: ]　□せ─八瀬（底本系13本）




[image: ]　わけて─わきて（他）




[image: ]　うつる─かへる（他）




[image: ]　はし─かし（他）




[image: ]　こほり─氷る（他）




[image: ]　くれて─暮れし（他）







中巻




[image: ]　けり─けれ（底本系12本）




[image: ]　うらむ□─恨むる（他）




[image: ]　こひえ─濃から（底本系３本・茨）（→補注）




[image: ]　やみとかいへる─闇とかこへる（→補注）




[image: ]　別をは─別れは（他）




[image: ]　せ□─せば（他）




[image: ]　も─を（他）




[image: ]　売人に─商人（底本系13本）




[image: ]　潤月─閏月（底本系９本・松）




[image: ]　たえぬ─たへぬ（底本系２本・松・別）




[image: ]　すまゝ─住まば（他）




[image: ]　くまなかる─くまになる（他）




[image: ]　やまゝつ─山やま賤がつ（底本系14本）




[image: ]　をと─音に（底本系13本）




[image: ]　本是次下カ下帖─本是以下為下帖（底本系11本）




[image: ]　くもりなう─曇りなき（他）




[image: ]　たえぬ─たへぬ（→脚注）




浮身─憂き身（他）




[image: ]　はてめや─出でばや（他）




[image: ]　おもひて─思ひ出いで（他）




[image: ]　しける─しけるに（他）




まうてきたる─まうできたり（他）




[image: ]　すみすてゝ─捨てて（他）




ふもと─麓に（他）




あま─天野（他）




申さて─申さでは（他）




さりとては─さりとてはとて（底本系13本）




[image: ]　なりける─なる（他）




[image: ]　つほね─局の（他）




[image: ]　とむる─とむな（他）




[image: ]　よしなき─よしなく（他）




[image: ]　さらに─さらぬ（他）




[image: ]　けふを─今日は（他）




[image: ]　こふる─終ふる（底本系11本）




[image: ]　けふり─煙の（他）




[image: ]　その─そのをり（底本系13本）




[image: ]　ためとや─袂や（他）




[image: ]　ける─けるに（他）




つるゐし─ついゐし（底本系１本・茨・心妙）




[image: ]　しもかれかれの─霜枯れの（他）




[image: ]　すそ─でぞ（底本系９本）




[image: ]　おなし─同じ日（底本系６本・茨・松）




[image: ]　そと─空（他）




[image: ]　雪─行き（底本系10本）




[image: ]　なら─那智（他）




[image: ]　いひをくり─言ひ送れり（底本系10本）




[image: ]　けるに─けるに参りて（他）




[image: ]　六原─六波羅（底本系５本・茨）




[image: ]　あふへき─扇（他）




[image: ]　まとひつる─まどひつつ（他）




[image: ]　われと─我も（他）




[image: ]　遇於山水─過於山水（→補注）




[image: ]　悟心証心々─悟心々証心々（底本系13本）




[image: ]　五欲─於五欲（底本系13本）




[image: ]　なにゝか─何かは（他）




[image: ]　観持品─勧持品（底本系３本・心妙・西・別）




[image: ]　ける─けるに（他）




[image: ]　しぬる─しめる（底本系12本）




[image: ]　仁和寺─仁和寺の（底本系13本）




遂年─逐年（底本系３本・心妙）




よまさせ─詠ませ（底本系14本）




[image: ]　みたち─御嶽（底本系５本・茨・松）




生─笙（底本系４本・心妙・西）




[image: ]　きこえて─聞きて（他）




[image: ]　およはぬは─及ばねば（他）




[image: ]　こそさへ─さへこそ（他）




[image: ]　みる─見ん（底本系14本）




[image: ]　ならはの─楢の（底本系13本）




[image: ]　あさき─浅み（他）




[image: ]　ひなだ歟の─檜物（底本系10本）




過る─過ぎぬ（他）




[image: ]　はた─春（他）




[image: ]　はたゝ─晴るる（他）（→補注）




[image: ]　春─花（他）




はな─春（他）




[image: ]　に─よ（底本系14本）




[image: ]　ふかきみ─深み（他）




[image: ]　に─よ（底本系９本）




[image: ]　に─の（他）




[image: ]　のへこ─野つ子（→補注）




[image: ]　えそかけしま─蝦夷が千島（底本系８本）




[image: ]　なり─めり（他）




[image: ]　あらし─ならじ（他）




[image: ]　うらやましゝも─うらやましきも（底本系13本）







下巻




[image: ]　ものをと─琴の音（他）




そひ─垣に添ひ（底本系８本）




[image: ]　事も─事を（他）




[image: ]　中宮公久─中宮大夫（他）




[image: ]　つて─告ぐ（底本系13本）




[image: ]　わりたち─若立（他）




[image: ]　ける─けるに（他）




[image: ]　と─こと（他）




[image: ]　はてゝ─出でて（他）




[image: ]　まいらん─まからん（底本系12本）




[image: ]　春に─花に（底本系12本）




[image: ]　柳は─柳に（他）




春を─花を（底本系11本）




[image: ]　なに─なぞ（他）




[image: ]　友に─共に（他）




[image: ]　ひしゆ─光（他）




[image: ]　かくくねゑん─かくくゑん（→補注）




[image: ]　出行─遠行（→脚注）




[image: ]　けタリる─たりける（底本系11本）




[image: ]　まいり─まゐりて（他）




[image: ]　かは─かな（他）




[image: ]　もを─を（他）




[image: ]　て─べし（他）




[image: ]　むれ─むね（他）




[image: ]　よめる─詠みける（底本系12本）




[image: ]　たゝ─難かたく（底本系４本・茨）　※底本「たゝ」は補入




[image: ]　天ほうれん─転法輪（底本系10本）




はイし─石（底本系４本・茨）




[image: ]　やうなるやうなる─やうなる（他）




[image: ]　なに事─なる事（他）




[image: ]　◦ニ◦ク◦ミ◦タ◦リ◦ケ◦ル─に具したりける（底本系12本）　※底本「ニクミタリケル」は補入。




[image: ]　ける─にける（他）




[image: ]　をト─と（底本系８本）




[image: ]　うからん─浮かべん（他）




[image: ]　火あふき─檜扇（底本系10本）




[image: ]　かたりて─代りて（他）




[image: ]　松◦か◦せ─松に風（底本系11本）　※底本「かせ」は補入。




[image: ]　ける─けるに（他）




[image: ]　御返─御返事（底本系９本）




[image: ]　子をとろき─寝おどろき（底本系８本）




[image: ]　をこさむ─おこせむ（他）




[image: ]　思合事─思ふ事（底本系11本）




[image: ]　しらはとの─白河殿（他）




[image: ]　ますを─ますほ（底本系２本・松）




[image: ]　かひよりなきみかみそ◦そてに─かひありな君がみ袖に（底本系７本・茨・松・心ほか）　※底本「り」をミセケチ、「そ」は補入。




[image: ]　跡─次ついで（底本系12本）




[image: ]　もとほる─を通る（他）




[image: ]　そ─に（底本系12本）




[image: ]　に─を（底本系３本・茨・松・心妙ほか）




[image: ]　をはしまかし─おはしまし（他）




[image: ]　君あはすして─君が逢はずは（底本系13本）




[image: ]　けれ─ける（他）




[image: ]　世─夜（→補注）




[image: ]　まもなし─間ぞなき（他）




[image: ]　君に─君も（他）




[image: ]　し─て（他）




[image: ]　も─ぞ（他）




[image: ]　われなし─わりなし（底本系11本）




[image: ]　も─を（他）




[image: ]　に─の（底本系13本）




[image: ]　霜─しも（底本系12本）




[image: ]　も─を（他）




[image: ]　も─を（他）




[image: ]　我物おもふ─我が物思ひは（他）




[image: ]　つゐに─つねに（他）




[image: ]　君─君を（他）




[image: ]　はてゝ─果てめ（他）




[image: ]　うるはし─憂かりし（底本系６本・茨・西・別）




[image: ]　はと─いと（他）




[image: ]　なれや─なれば（他）




[image: ]　めくりの─廻り（他）




[image: ]　をりまし─おはしまし（他）




をりまし─おはしまし（他）




有タかノたモきシ─頼もしき（底本系11本）




[image: ]　をりまし─おはしまし（他）




[image: ]　あみ─糠あ蝦みと（他）




こひ─らん（→補注）




[image: ]　まはりて─まかりて（底本系13本）




うら─浦田（他）




[image: ]　わたり─渡りて（他）




[image: ]　かに─かき（他）




[image: ]　ゆふ─いふ（底本系13本）




[image: ]　つゝ─て（他）




[image: ]　いもえ─入江（他）




[image: ]　あらされは─あらるれば（底本系12本）




[image: ]　とて─とめて（他）




[image: ]　さい─沢（他）




[image: ]　くさゝよ─草くさ先さき（他）




[image: ]　心─比ころ（他）




[image: ]　いなそのやま─花園山（底本系13本）




[image: ]　つへち─辺へ路ぢ（他）　※底本「つ」をミセケチ、「へ」とする




[image: ]　をそいかはり─ぞ生ひかはり（他）　※底本「を」をミセケチ、「そ」とする




[image: ]　つみ─包み（他）




ける─ける返事に（他）




みとつり─ひとつ（底本系６本）　※底本「つ」をミセケチ、「り」とする




あかしのみ─ありの実（他）




[image: ]　さのき─讃岐（他）




院─院、位（→脚注）




まゝ─鈴（他）




[image: ]　入日─入る日（→補注）




[image: ]　はイらセかミつヤるイおルしニ□つきて─伊勢島やいるるつきて（→補注）




[image: ]　をしろし─おしかへし（他）




[image: ]　ゆく─雪（底本系２本・松）




ん─こそ（底本系２本・松）




[image: ]　みつゝ─積みつつ（他）




[image: ]　おほしたてツ─おほしたつ（他）




[image: ]　やられ─やらね（他）




[image: ]　世に─世にし（他）




[image: ]　あはれなり─あはれなれ（他）




[image: ]　千世─千ち年とせ（底本系13本）




[image: ]　おもえ─思は（他）




[image: ]　露も─露を（他）




[image: ]　色くつ─いろくづ（底本系13本）




[image: ]　こたゆる─答ふる（他）




[image: ]　し─ん（他）




[image: ]　うち─埒らち（底本系５本）




[image: ]　人　　　─一々の人（→補注）




[image: ]　とは─ことは（他）




よア歟らし─あらじ（底本系７本・茨・松）




はにコふ─運ぶ（他）




[image: ]　みつ─まづ（底本系12本）




[image: ]　うてつる─袖つる（→補注）




[image: ]　も─を（他）




[image: ]　出舟─出いづる舟（他）




[image: ]　みつゝモ─見つつも（松）




[image: ]　よしふ歟─ただよふ（底本系９本）




[image: ]　かくれル─かくる（→補注）




[image: ]　かして─かくて（底本系６本）



奥書　授語本─校証本（底本系12本）







　補注




　脚注で→補注を付した箇所のある歌番号を頭に掲げた。一首の中に複数箇所の→補注がある場合は脚注番号の漢数字を用いて項目分けして記した。





１夢と現実に見えたものについては諸説あるが、配列上からは立春の霞む景。正夢となる初夢の観念で立春の心を詠じた。

４裳合十一番で右「岩間閉ぢし氷も今朝はとけそめて苔の下水道もとむなり」（西）と番え、藤原俊成判は「左歌姿心あひ叶ひて見ゆ。但見せがほにといふ詞は我も人もみなよむ事也。さは有ながらなほ歌合ごときには控ふべきにやあらむ。かつは歌のさまによるべし。右歌心詞猶をかし。勝と申べきにや」として負の判定。「…顔」を難じられたが、西行の愛用表現。

６西行在世時（一一一八─一一九〇）に元日と子日が重なったのは、仁安二年（一一六七）、同三年、嘉応二年（一一七〇）、承安元年（一一七一）の四回。

８「心あらん人に見せばや津の国の難波わたりの春のけしきを」（後拾遺・春上・能因）を念頭に詠歌。初二句は松・別「いつしかも春きにけりな」。

９底本の詞書によれば志賀の里へ下向途上の立春前日に春に出会うということで歌意不通。「人に具して」の後の「まかりけるに」は、松「三日帰けるに」。それによれば帰京後の正月三日に都から春が来る東方の逢坂山を望んでの詠。宮合二番で左は九八五「来る春は」と番え、藤原定家の判詞は「左は先立つ霞に谷のみちの春をしり、右は遅れたる春を関山の霞に見る。詞は変れるに似て、心はすでに同じけれど、峯に霞をと置きて谷の筧をと言へる、よき歌にも多く詠めることには侍れど、此右の歌はいま少し滞ることなく言ひ下されて侍ればまさるべくや」と記し、当歌を勝と判定。

10心詞「山水春を告ぐといふことを、菩提院の前々斎宮にて人々よみ侍りしに」。菩提院を仁和寺の院家と取り、「斎宮」を「斎院」の誤りとして統子内親王に比定するのが通説だが、菩提院は東山の菩提樹院（菩提院とも）で、「前々斎宮」は一一四二の「菩提院の前斎宮」と共に亮子内親王（後の殷富門院）か。歌は裳合十一番右（→四補注）と表裏一体をなす風体。

13八　心詞「海辺霞と申すことを、伊勢にて神主どもよみ侍りしに」。一〇　参考「君をおきてあだし心をわが持たば末の松山波も越えなん」（古今・東歌）。

16参考「松の上になく鶯の声をこそ初はつ子ねの日とはいふべかりけれ」（拾遺・春・読人不知）。松と鶯の取り合わせは珍しい。

17西行在世時に、正月七日若菜と初子が重なったのは、保延五年（一一三九）、仁安元年（一一六六）、嘉応元年（一一六九）、承安二年（一一七二）、同三年の五回。

19参考「春日野は雪のみ積むと見しかども生ひいづるものは若菜なりけり」（後拾遺・春上・和泉式部）。

21宮合三番で右は二三「若菜生ふる」と番え、定家の判詞は「右歌も詞たくみに心をかしくは見え侍るを、末の句やなべての歌には猶いかにぞ聞ゆらん。昔をへだつる野辺の霞はあはれなるかたもたちまさり侍らむ」と勝の判定。

22底本「うつし」に対し同系統「うへし」が多いが、それでも意味不通。底本系統３本・茨・松・別「卯杖」により改訂。卯杖は宮廷だけでなく民間でも行われた。

24参考「咽レ霧山鶯啼尚少」（和漢朗詠・春・鶯・元稹）。「朝まだき霞にむせぶ鶯はおのが古巣をとめやかぬらん」（林葉集）は俊恵の同時代詠。

25参考「山里は冬ぞさびしさまさりける人目も草もかれぬと思へば」（古今・冬・源宗于）。

28「わがゆくへ」は、私のこれからの行く末とも、行き着いた先である谷住まいとも解釈できる。

34下句は「（雉子特有の鳴く音の高さに比して）飛び立つ羽音だといって高くないことがあろうか、いや高くないことはない」の意。「かは」は反語。

36「賤が垣根」を他者の家として、「よしなく過ぐる」作者が足を留めた経験にもとづくと取る解と、作者の草庵の卑下と見て、作者と無関係に梅を求めてきた訪問者を迎えての感想と取る解とある。

38「桜散る隣にいとふ春風は花なき宿ぞうれしかりける」（後拾遺・春下・坂上定成）の発想に倣い、桜を梅の匂いに転じた。

39参考「梅が香を夜半の嵐の吹きためて真木の板戸のあくる待ちけり」（後拾遺・春上・大江嘉言）。

48心詞「かへるかりを、長楽寺にて」。京都東山の長楽寺は景勝地で、詩会・歌会がよく行われた。西行も幾度か参加。和歌は「薄墨に書く玉章と見ゆるかな霞める空に帰る雁がね」（後拾遺・春上・津守国基）を下敷きにする。

52美しい柳の若木。「玉」は「かけ」の縁語。「小」は「緒」に通じる。参考「あたらしや賤しづの柴垣垣つくる便りに立てる玉の小柳」（月詣集・二月・源仲正）。裳合十三番で右「ふりつみし高嶺の深雪とけにけり清滝川の水の白波」（西）と番え、俊成は「左歌さる事ありと見る心地してめづらしき様也。末の句の「を」の字やすこしいかが。さもよみて侍るかとよ」と結句「玉の小柳」の「小」を難じた。

54当歌は鎌倉中期の私撰集『拾葉和歌集』（散佚）誹諧の部に入り、『新拾遺集』に誹諧歌として入集。

58「やすう」は底本「やすら」。同系統は「やすら」８本、「やすく」７本。茨・別「やすく」、松「やすら」。第四句は心・西「おもひのどめて」で、推敲の形跡がある。心「おもひのどめて」の右傍に「ヤスウマチツヽ」とある片仮名書きが、西行の推敲改案を示すと推定され、底本「やすら」は「やすう」の誤写と判断して改訂。音便形を用いた点を歌風の上で注意。

60陽明文庫本系統は六〇・六一も「待花」の題詞が懸る配列。茨・松は六〇より「花の歌あまたよみけるに」歌群。

63「や」を詠嘆と取り、霞が立ちこめているので心が花にまで届かないだろうとする解もある。

64裳合三番で右は三三四「秋はただ」と番え、俊成判は「左の歌うるはしくたけたかく見ゆ。…左こともなくうるはし。勝とや申すべからん」と長高様の風体を高く評価。花を白雲に見立てる発想は「桜花咲きにけらしな足引の山のかひより見ゆる白雲」（古今・春上・紀貫之）を先蹤に類想歌が多い。「桜咲く春にしなれば遠をち近こちの山の端ごとにかかる白雲」（林葉集）の俊恵作は同時代類想。

65五　参考「み吉野の吉野の山の桜花白雲とのみ見えまがひつつ」（後撰・春下・読人不知）。六　参考「かづらきや高間の桜咲きしより春ははれせぬみねの白雲」（林葉集）。

66「柴の庵に身をば心のさそひ置きて心は身にも添はず成り行く」（治承三十六人歌合・寂信）は同時代詠で下句類想。

70西行に「鶯の声に桜ぞ散りまがふ花のことばを聞く心地して」（西）の類想歌がある。

76治承三十六人歌合詞「出家の後、花見ありきてよめる」、月詣集・二月詞「白河の花みてよめる」。

77「願はくは」は漢籍・仏典に多用される願文の表現形式にもとづく訓読語で、和歌の先例は稀少。「春死なん」も例がない。裳合七番で俊成は「左は「願はくは」とおきて「春死なむ」といへる、うるはしき姿にあらず。此の体にとりて上・下あひ叶ひ、いみじく聞ゆるなり。さりとて、ふかく道に入らざらむ輩はかくよまむとせば、叶はざる事ありぬべし。是は至れる時のこと也」と評し、破格な詠み方の特例と認めながら、後学への悪影響を懸念。この歌は『山家集』『山家心中集』の成立から、五〇代以前の詠作と考えられる。→解説

78「仏」を死後の西行自身の姿を指したと解するのが通説だが、死を即、成仏と捉える後代的意識による誤解。西行の当時に、生前に死後の成仏を確信したとは考えがたい。桜の供華を遺言する先例は『源氏物語』御法の紫上の言葉にある。

81参考「わが行きは七日は過ぎじ龍田彦ゆめこの花を風にな散らし」（万葉・巻九・作者未詳）、「一ひと年とせは散らで桜の匂ひつつ花咲かぬ間の七日なりせば」（月詣集・二月・藤原伊綱）。『平家物語』に桜町中納言・藤原成範が七日の花を二十日あらせたいと祈った逸話がある。

92『聞書集』に清和院の歌会で西行が源俊高・源頼政と同座し、「老下女を思ひかくる恋」の題で詠んだ歌があり、『頼政集』の「下女を恋ふといふことを読み侍りしに」と詞書する歌と同時の詠か。

94参考「身をつめば老木の花ぞあはれなる今いくとせか春にあふべき」（清輔集）。

95参考「うらやまし春の宮人うち群れておのがものとや花を見るらん」（後拾遺・春上・良暹）。

97参考「散るまでは旅寝をせなむ木の本にかへらば花の名立なるべし」（後拾遺・春上・加賀左衛門）、「なづさふに花の名立の身なれども木の下かげは過ぎもやられず」（教長集）。

98参考「年を経ておほくの春は来しかども八上よかかる花は見ざりき」（忠盛集）。『西行物語絵巻』に西行が八上王子社に歌を書きつける絵がある。

99西行の返歌に「君が宿」とあるので、俊高は清和院に寄寓していた。父の能賢が天治二年（一一二五）頃、年若くして出家し、能賢の母は源頼綱（頼政の祖父）女であったので、同じく頼綱女を母に持つ官子内親王との縁によるか。俊高の祖父・能俊は璋子中宮中宮大夫、待賢門院（璋子）別当を歴任。

[image: ]保安五年（一一二四）閏二月、白河院・鳥羽院・待賢門院の白河法勝寺への御幸があり、花の宴が開かれ、供奉した兵衛が「万代のためしと見ゆる花の色を映しとどめよ白河の水」（金葉・春）の名歌を詠んだ（今鏡・二）。

[image: ]参考「桜狩雨は降り来きぬおなじくは濡ぬるとも花の陰に隠れむ」（拾遺・春・よみ人しらず）。同歌を『撰集抄』巻八では藤原実方の詠とする。

[image: ]東山は白川の南方。松「東山寺」。五七四も心詞「よのがれてひんがし山でらにはべりしころ、…」とあり、西行は出家後まもなく「東山寺」に止住したと知られる。双林寺か長楽寺か。最晩年に双林寺の庵室に住み（荒木田永元集）、そこで入滅したという説もあり（西行物語）、現在も旧寺域に西行庵が残る。

[image: ]参考「梓弓春の山辺を越え来れば道もさりあへず花ぞ散りける」（古今・春下・紀貫之）。「桜花道見えぬまで散りにけりいかがはすべき志賀の山越」（後拾遺・春下・橘成元）は同題。

[image: ]白河院が勅して雨を禁獄した故事（古事談）を踏まえ、落花の制禁に転じた。「勅なればいともかしこし鶯の宿はと問はばいかが答へむ」（拾遺・雑下）は字音語「勅」を詠む先例。『大鏡』で紀貫之の娘の作と伝え、『西行上人談抄』で「ことに優美なり」と賞する。西行に「とめゆきて主ぬしなき宿の梅なれば勅ならずとも折りて帰らん」（西）の作もある。

[image: ]参考「あらざらんこの世のほかの思い出でにいまひとたびのあふこともがな」（後拾遺・恋三・和泉式部）。

[image: ]参考「峯続き花に心のとまりつつ行きもやられず志賀の山越」（永久百首・常陸）、「散り敷ける花を踏まじとよくほどに行きぞやられぬ志賀の山越」（忠盛集）。

[image: ]宮合八番で次の一一七と番え、定家の判詞に「左あなあやにくのと置ける、人つねによむ言葉には侍れど、わざと艶なる詞にはあらぬにや」とあり、負とされた。

[image: ]三　参考「いざさくら我も散りなむひとさかりありなば人にうきめ見えなむ」（古今・春下・承均）。五　底本「ちりぬ」を同系統の多くと心ほか「ちりね」により改訂。命令形で句割れ。

[image: ]松・別はこの歌が「花のうたあまたよみけるに」の歌群にあり、八五「裾野焼く」の歌の次に配列。

[image: ]参考「残りなく散るぞめでたき桜花ありて世の中はてのうければ」（古今・春下・よみ人しらず）、「散ればこそいとど桜はめでたけれ憂き世になにか久しかるべき」（伊勢物語・八十二段）。

[image: ]参考「月は笠着る　八幡は種蒔く　いざ我等は　荒田開かむ」（本朝世紀所載歌謡）。

[image: ]下句を、そのように我が心にも自由に任せてほしいものだ、と取る解もある。

[image: ]「散らん」は底本「ちらす」。「散らす」の主語は「春」として一応解釈は可能だが、不自然。底本系統７本と茨・西・別「ちらむ（ん）」により改訂。

[image: ]参考「あしひきの山路に散れる桜花消えせぬ春の雪かとぞ見る」（拾遺・春・よみ人しらず）、「さくらばな散り敷く庭を払はねば消えせぬ雪となりにけるかな」（詞花・春・摂津）。

[image: ]一三　底本「せか院の斎院」は独自異文。学習院大学本は「せかの院の斎院」だが、底本系統は「さかの斎院」が優勢。茨「前斎院」は「さきのさいゐん」と読める。松「菩提院」。「清和院の斎院」の本文を取り、前斎院・官子内親王と解しておくが、なお存疑。→九二・九九。一四　参考「宿りして春の山辺に寝たる夜は夢の内にも花ぞ散りける」（古今・春下・紀貫之）。これを上句に踏まえ、下句で夢さめて後の心境まで詠む。

[image: ]「木の間より露吹きまぜて散る花は風そばへする霙なりけり」（為忠家後度百首・源仲正）に稀少な先例。

[image: ]参考「惜しと思ふ心は糸に縒よられなむ散る花ごとに貫ぬきてとどめむ」（古今・春下・素性）、「惜しめども風に乱れて散る花を結びとどめよ青柳の糸」（寂然法師集）。

[image: ]参考「あだなりと名にこそ立てれ桜花年にまれなる人も待ちけり」（古今・春上・よみ人しらず）。

[image: ]参考「峯に散る桜は谷の埋れ木にまた咲く花となりにけるかな」（金葉初度本・春・覚樹）。これを上句に取り、谷の木に散りかかった落花を「咲く」と見立てた。

[image: ]二　参考「よそにては岩越す滝と見ゆるかな峯の桜や盛りなるらむ」（金葉・春・堀河院）。三　「…と見たれば」で止める句法は先例がない。三九二・九八七にもあるほか、『残集』の「春雨に花の霙の散りけるを消えで積もれる雪と見たれば」は当歌と同様の構文。

[image: ]心妙詞「卯月のついたちになりて、散りて後のち花を思ふといふ事を人々よみ侍りしに」。西は夏の第一首に配列。『待賢門院堀河集』に「散りて後花し思ふ」と題する歌がある。参考「にほひつつ散りにし花ぞ思ほゆる夏は緑の葉のみしげれば」（後撰・夏・よみ人しらず）。

[image: ]参考「昔見し妹が垣ねは荒れにけりつばなまじりの菫のみして」（堀河百首・藤原公実）。

[image: ]源俊頼の「春来れど折る人もなきさわらびはいつかほどろとならんとすらん」（散木奇歌集）や、「深山木の蔭野のわらび萌え出でて折る人なしにほどろとぞなる」（有房集）の述懐（身の沈淪の嘆き）を転用。

[image: ]三　参考「入日さす夕くれなゐの色見えて山下照す岩躑躅かな」（金葉・春・参河）。四　参考「大井河うかべる舟のかがり火に小倉の山も名のみなりけり」（後撰・雑三・在原業平）。

[image: ]参考「風吹けば波折りかけて返りけり岸には植ゑじ款やま冬ぶきのはな」（散木奇歌集）。

[image: ]「井手とおぼゆるこのわたりかな」（行尊大僧正集・連歌）、「見るたびにここに井手とぞいはれける八重山吹の花のさかりは」（久安百首・藤原公能）。

[image: ]参考「あさりせし水のみさびに閉ぢられて菱の浮き葉にかはづ鳴くなり」（散木奇歌集）。

[image: ]参考「ともにこそ舟出はしつれ暮るる春などや泊まりをよそに過ぎぬる」（林葉集）は「海路暮春」題。

[image: ]参考「三十日にも一日はたちて暮れゆけばいとどぞ惜しき春の別れは」（風情集）の藤原公重作は「小三月尽」題。「たちて」は「たらで」か。

[image: ]陽明文庫本系統は以下二首の詞書を欠き、不自然。茨「三月つ晦日に」、松「三月つごもり」、別「三月盡」と詞書がある。参考「惜しめども春の限りの今日の日の夕暮にさへなりにけるかな」（伊勢物語・九十一段）。

[image: ]春を惜しむ更衣の歌の伝統に立ち、春着を「花色衣」「花の袂」と表すことを踏まえ、身には春の衣を脱ぎ替えても、心は花を慕うと詠む。参考「花の色に染めし袂の惜しければ衣かへうき今日にもあるかな」（拾遺・夏・源重之）、「夏衣たちきる今日に成りぬれど心にしみし花はわすれず」（堀河百首・源師頼）。

[image: ]三　「水の上の」は底本「みつのえの」の「え」の右傍に「上」とある。同系統本は「みつ（水）のえの」の本文を持つ伝本が多く、「みつのへ（水の辺）の」の誤写から派生した可能性もある。しかし学習院大学本は「水上」とあるので、陽明文庫本系祖本の復元として「水の上の」と校訂。四　立田河に卯の花を詠んだ先例に「卯の花の咲けるさかりは白波の竜田の河の井堰とぞ見る」（後拾遺・夏・伊勢大輔）。

[image: ]参考「夏萩の尾根の垣根の卯の花は夜さへ布をさらすなりけり」（堀河百首・大江匡房）。

[image: ]陽明文庫本系統では底本ほか「いみめるを」が優勢ながら、文意不通。同系統４本と茨「ゐこもるを」により改訂。

[image: ]参考「あしひきの山郭公里馴れてたそかれ時に名乗りすらしも」（拾遺・雑春・大中臣輔親）。

[image: ]浦島伝説と、それを踏まえる「夏の夜は浦島の子が箱なれやはかなく明けてくやしかるらん」（拾遺・夏・中務）に拠る。

[image: ]下句は心「はなをたづねし山ぢならずは」。

[image: ]参考「雲のゐる高間の山のほととぎす聞けば心ぞそらになりゆく」（中宮権大夫家歌合永長元年・源経仲）、「雲かかる高間の山のほととぎす聞けば心もそらになるかな」（為忠家初度百首・藤原為業）。

[image: ]井堰に声が堰き止められ、留まったならば（どんなに嬉しいだろうに）、の意。反実仮想の後半を省略した句法。「落ち積もる紅葉を見れば大井川井堰に秋もとまるなりけり」（後拾遺・冬・藤原公任）に拠り、「秋」をほととぎすの「声」に転換。

[image: ]冥界の鳥と信じられた郭公に、後ご世せに赴く死出の山路においても、現げん世せと変らぬ親密さを求めた。参考「死出の山越えて来つらん郭公恋ひしき人の上語らなん」（拾遺・哀傷・伊勢）、「この世にて語らひおきつほととぎす死出の山路の友とならなん」（和泉式部続集）。

[image: ]参考「我がごとく物思ふときはほととぎす身をうの花の蔭に鳴くらん」（敦忠集）。卯の花は卑賤の山家の垣根に用いられ、「待つ宿に来つつ語らへほととぎす身をうの花の垣根きらはで」（残集）の西行作は郭公に寄せる述懐歌。

[image: ]参考「鳴けや鳴け高田の山の郭公この五月雨に声な惜しみそ」（拾遺・夏・よみ人しらず）。

[image: ]裳合十六番で「右歌難とすべき所なく、たけ高く聞ゆ」と長高体を評価されたが、左「郭公深き峯より出でにけり外と山やまのすそに声の落ちくる」（西）が勝と判定。参考「ひと声はさやかに鳴きてほととぎす雲路はるかに遠ざかるなり」（千載・夏・源頼政）。

[image: ]一一　「聞くに」は底本系統の多くと茨・松ほか「きゝに」。一二　「郭公山寺友」と題する「ほととぎす夜よ離がれする夜は初瀬山ひとりこそすめ笹が仮り庵」（出観集）は、西行と親交があった覚性法親王の作で、初瀬山の郭公を詠む稀少な例。

[image: ]古語「あやめ」はショウブで、ハナショウブとは別種。似ているので戯れて表現。字音「さうぶ」を詠むのは珍しい。茨「花菖蒲」、夫木抄「はなしやうぶ」。

[image: ]「薬玉」は香料を入れた袋に菖蒲などの造花を付け、五色糸を垂らしたもの。五月五日に柱などに掛け、邪気を払う。稚児の歌は菖蒲の根に花が散りかかっているのを薬玉に見立てて洒落た。

[image: ]流布本系統はこの歌を二〇二「桜散る」歌の前に配列。

[image: ]参考「三島江の入江の真菰雨降ればいとどしをれて刈る人もなし」（新古今・夏・源経信）。真菰はイネ科の多年草。水辺に生え、夏に刈って筵や粽の材料にする。

[image: ]底本「うち橋」を「打橋」（板をかけ渡し、取り外しできる橋）と取り、「蜘蛛手」を蜘蛛の足のように八方に分れた様と解して、『伊勢物語』九段の「八橋」の景を踏まえたと理解する説も有力。『俊頼髄脳』に「蜘蛛手」の両説が示され、自作「並み立てる松の下しづ枝えを蜘蛛手にて霞みわたれる天の橋立」（詞花・雑上）は支柱の説に拠る。宇治橋は仁安元年（一一六六）に勧進により修造。

[image: ]「五月雨は軒の雫のつくづくとふりつむ物は日数なりけり」（散木奇歌集）など類想歌が多い。

[image: ]第二～四句は松・別「をがやの軒の糸水を玉ぬき乱る」。「糸水」は珍しい語。参考「五月雨の晴れせぬほどは蘆の屋の軒の糸水絶えせざりけり」（堀河百首・藤原顕仲）。

[image: ]参考「五月雨は海人の藻塩木朽ちにけり浦辺に煙絶えてほどへぬ」（久安百首、千載・夏・待賢門院安芸）。

[image: ]参考「広瀬川袖つくばかり浅きをや心深めてわが思へるらむ」（万葉・七・作者未詳）。これにより普段の「浅き」瀬が、五月雨による増水で水位が「深き」と対比。「五月雨に水のみづかさまさるらしみをのしるしも見えずなりゆく」（千載・夏・藤原親隆）は類想歌。

[image: ]難波堀江は仁徳朝に作られたと伝承。名物の蘆を取り合わせて詠むのが通例だが、「五月雨に難波堀江のみをつくし見えぬや水のまさるなるらん」（詞花・夏・源忠季）は五月雨を詠む珍しい作。源忠季は西行と親交があった（聞書集）。

[image: ]美豆は桂川と宇治川が合流して淀川になる地点で、御み牧まきがあった。「五月雨は美豆の御牧の真菰草刈り干すひまもあらじとぞ思ふ」（後拾遺・夏・相模）など真菰が景物の歌枕。

[image: ]第四句を「水の笠ほせ」と取り、水に濡れた笠を乾かせ、と解釈する説もあるが、「水の笠」という語句が成立するか疑問。五月雨の小休止の間に多少なりとも水位を落して真菰を刈りやすくせよと命じたと解し、校訂。第三句も底本ほか同系統多数の「なかれめや」は文意不通。底本系３本・茨・夫木抄「なからめや」により改訂。

[image: ]「五月雨に水み嵩かさまさりて浮きぬればさしてぞ渡る佐野の舟橋」（続古今・夏・祐盛）は同時代の類想歌。

[image: ]水なし池として詠まれる勝間田の池は全国各地にあり、歌学書においても美作・下総など諸説ある。顕昭『袖中抄』で大和国の歌枕に特定されたので、西行がどこに想定して詠んだかは不明。参考「五月雨のをやまぬほどぞ勝間田の池も昔のけしきなりける」（久安百首・上西門院兵衛）。三二三は同想の変奏。

[image: ]参考「五月雨は見えし小笹の原もなし安あ積さかの沼の心地のみして」（後拾遺・夏・藤原範永）。

[image: ]「桜散る隣にいとふ春風は花なき宿ぞうれしかりける」（後拾遺・春下・坂上定成）に拠り、春夏とも富裕な隣家のおこぼれで風流を楽しむ生活を詠む。「風」を春には花を散らすので厭う風を、と解する説もある。

[image: ]参考「たたくとて宿の妻戸をあけたれば人もこずゑの水鶏なりけり」（拾遺・恋三・よみ人しらず）。

[image: ]参考「行く末はまだ遠けれど夏山の木の下陰ぞ立ち憂かりける」（拾遺・夏・凡河内躬恒）、「花ならぬ楢の木蔭も夏来れば立つことやすき夕間暮かは」（林葉集）。

[image: ]参考「いかならむ今宵の雨に常夏の今朝だに露の重げなりつる」（後拾遺・夏・能因）、「この里も夕立しけり浅茅生に露のすがらぬ草の葉もなし」（金葉・夏・源俊頼）。夕立は曾禰好忠・源俊頼らが詠み始めた歌材。

[image: ]参考「朝夕になでつつおほす刈萱をしがひて君がみまくさにせん」（堀河百首・源俊頼）。板本の当歌に書き入れられた松は「みまくさに原の薄を刈り置きて鹿の臥所を見置きつるかな」という本文。別も同文の歌を収め、その第三句を「刈りに来て」として『万代集』『夫木抄』に入集。推敲改作というより別歌か。茨・心・西は底本と同じ歌で、心・西は第二句「はらのすすきを」の異文。

[image: ]葉末に触れて笠が外れると解する説もある。心・別「かくれて」。「旅人の小菅の笠も見えぬまでしげりにけらし野原篠原」（有房集）は「たびのみちにくさふかし」と題し、心詞「旅のみちにくさふかしといふことを」と一致。

[image: ]流布本系統には茨「行路夏といふ事を」の詞書がある。前歌と丈の低い茅原を詠む当歌の内容からみて詞書のある方が適切。

[image: ]「鹿妻め逢はせで」を掛けるとする説もある。参考「夏の夜は照射の鹿の目をだにも合はせぬ程に明けぞしにける」（和泉式部集）、「照射する火串の松も消えなくに外山の雲の明けわたるらん」（千載・夏・源行宗）。

[image: ]参考「早く出でて門田に宿れ秋の月葉のぼる露の数や見ゆると」（散木奇歌集）。顕昭『散木集注』に「露は地気ののぼるものなれば、葉のぼると詠めるなり」とある。

[image: ]参考「夏の夜も涼しかりけり月影は庭白妙の霜と見えつつ」（後拾遺・夏・藤原長家）。

[image: ]「照る月の光さえゆく宿なれば秋の水にもつららゐにけり」（金葉・秋・皇后宮摂津）に拠り、「夏の池にも…」とした。

[image: ]参考「風吹けば蓮の浮葉に玉こえて涼しくなりぬひぐらしの声」（金葉・夏・源俊頼）。

[image: ]参考「秋吹くはいかなる色の風なれば身にしむばかりあはれなるらん」（詞花・秋・和泉式部）。「まだきより身にしむ峯の嵐かな月すむ空に秋やかよへる」（唯心房集）は寂然の同時代詠。

[image: ]題「松風如秋」は『和歌一字抄』の永胤法師作に見え、詩題に「松間風似秋」「松間風度秋」（共に中右記部類紙背漢詩集）と類題がある漢詩的題材。「常盤なる松吹く風のいかなればわきても秋の気色なるらん」（教長集）は崇徳院在位の時に「松風似秋」題で詠まれた。「水声有秋」題は他に例がない。下句は「したくぐる水に秋こそかよふなれ掬ぶ泉の手さへ涼しき」（和漢朗詠・上・夏・納涼・中務）などを参考にしたか。

[image: ]参考「神南備の御室の山の葛くずかづら裏吹き返す秋は来にけり」（新古今・秋上・大伴家持）。

[image: ]参考「思ふことみな尽きねとて麻の葉を切りに切りても払へつるかな」（後拾遺・雑六・和泉式部）。

[image: ]「宵のまに出でて入りぬる三日月のわれて物思ふころにもあるかな」（古今・雑体・よみ人しらず）など三日月を「われて」と詠むのは常套。「山高みわれても月の見ゆるかな光を分けてたれに見すらむ」（和歌体十種・高情体）に着想を得たか。

[image: ]七月八日朝の七夕後きぬ朝ぎぬを詠んだと取る説も有力だが、歌群第一首の配列から見て七日朝の露の採集と解釈した。以下六首は七夕の一日を時間の順に構成するか。

[image: ]中国伝説では織女が鵲かささぎの橋を渡り牽牛に逢うとされるが、日本では『万葉集』以来、牽牛が渡船などで織女を訪れると詠まれた。

[image: ]参考「逢ふほどもなくて別るる七夕は心のうちぞ空に知らるる」（堀河百首・永縁）。

[image: ]「鵲」に、供えるの意の「貸す」を掛ける。蜘蛛の巣の糸を、技芸の上達を願って七夕に供える糸に見立てた。参考「織女にかしつる糸の打はへて年のをながく恋ひやわたらむ」（古今・秋上・凡河内躬恒）。

[image: ]「秋風に綻びぬらし藤袴つづりさせてふ蟋きり蟀ぎりすなく」（古今・雑体・在原棟梁）、「ささがにの糸のとぢ目やあだならん綻びわたる藤袴かな」（堀河百首・源顕仲）などを参考に、糸で「縫ふ」と「綻ぶ」を俳諧的に対照し、秋の七草「薄」「藤袴」が時季を得て咲く景を詠む。

[image: ]同題が俊恵・藤原教長の家集に見え、前者によれば歌林苑での設題。参考「鹿の鳴く草ふの野辺をわが宿のやがて庭とぞ思ひ占めつる」（教長集）。後出の「薄当道繁」（二七四）「古籬刈萱」（二七五）も両者の家集に近接してあり、歌林苑歌会詠の可能性もある。

[image: ]参考「欲謂之花　亦蜀人濯文之錦粲爛」（和漢朗詠・上・春・源順）、「江に洗ふ錦を見れば野の分わきする磯辺の萩のなびくなりけり」（出観集）。

[image: ]「君が植ゑしひとむら薄虫の音のしげき野辺ともなりにけるかな」（古今・哀傷・御春有助）。

[image: ]参考「白露や心おくらんをみなへし色めく野辺に人かよふとて」（金葉・秋・藤原顕輔）。

[image: ]参考「今朝見ればおきゐる露にあやなくも折れ伏しにける女郎花かな」（久安百首・藤原教長）。

[image: ]宮合十七番の定家判に「右歌の姿、心猶尤優なり」。心にも合点があり、高く評価。

[image: ]参考「広沢の池の鏡にうつしもて曇らぬ月の影をこそ見れ」（後葉集・雑一・藤原公重）。

[image: ]心「いけのほとりのをみなへし」の題がある。

[image: ]底本系統の多くは「近水」。俊恵・源頼政・藤原教長の家集に「女郎花近水」題が見える。歌林苑の歌会で始めて水辺の女郎花が詠まれたか。

[image: ]参考「秋はなほ夕まぐれこそただならね荻の上風萩の下露」（義孝集）。

[image: ]参考「世にふれど恋ひもせぬ身の夕さればすずろにものの悲しきやなぞ」（大和物語・十九段・二条の御息所）。

[image: ]『言葉集』は「山寺にすみ侍りけるころ、秋のあはれはいかにと、問ひ侍りければ」の詞書を付す。

[image: ]参考「山城の鳥羽田の面を見わたせばほのかに今朝ぞ秋風は吹く」（詞花・秋・曾禰好忠）、「なにとなく物ぞ悲しき菅原や伏見の里の秋の夕暮」（千載・秋上・源俊頼）。

[image: ]裳合十八番で右は四七〇「心なき」と番え、俊成は「左歌露にはなにのといへる詞浅きに似て心ことに深し」と判じて勝とした。下句を自卑と見て秋の造化の神秘の中に凡愚の自己を確認したと取る解と、反対にわが悲しみの深さを自認するあまり世間一般の露に対する優越感のごときものが籠められていると取る解がある。

[image: ]参考「つれづれとわが泣きくらす夏の日をかごとがましき虫の声かな」（源氏物語・幻・光源氏）の「虫」は蜩。西行歌の秋蟬も蜩か。「あきせみ」は漢語「秋蟬」の訓読語。

[image: ]別詞「ある人の秋の歌十首よませけるに」によれば、貴人の主催した歌会への応製か。もとそれぞれ歌題があったか。

[image: ]参考「秋の野の草のたもとか花すすき穂に出でて招く袖と見ゆらむ」（古今・秋上・在原棟梁）、「秋来れば野辺にたはるる女郎花いづれの人かつまで見るべき」（古今・雑体・よみ人しらず）。

[image: ]心「野の花虫をよみ侍りしに」、心妙「秋の興野にありといふ事を」とそれぞれ詞書がある。

[image: ]参考「荻の葉に吹き過ぎて行く秋風のまた誰が里をおどろかすらん」（後拾遺・秋上・よみ人しらず）。

[image: ]心・西「霧中鹿」題。参考「秋霧のはれせぬ峰に立つ鹿は声ばかりこそ人に知らるれ」（後拾遺・秋上・大弐三位）。「いづかたぞ秋の朝あさ明けの霧隠れほのかに鹿の声ばかりする」（粟田口別当入道集）の藤原惟方作は「霧のうちに鹿を聞くといふ心を」と詞書がある。

[image: ]西「時雨」題で冬の部に入れ、自撰した『治承三十六人歌合』では「冬の歌とて」と詞書を付す。参考「神な月ふかくなりゆく梢よりしぐれてわたる深山辺の里」（後拾遺・冬・永胤）。

[image: ]心・西は「秋の歌どもよみ侍りしに」歌群に配列。

[image: ]「残りなく暮れゆく春を惜しむとて心をさへもつくしつるかな」（金葉・春・源雅定）の「三月尽」を九月尽に転じた。宮合二十番で定家は「心をさへはつくすらんなどいへる言葉の寄せありてことなる咎なく侍れど」と評したが、左「秋篠や外山の里やしぐるらん生駒のたけに雲のかかれる」を勝とした。

[image: ]参考「漕ぎ出でて深沖海原見わたせば雲居の岸にかくる白波」（広田社歌合・藤原盛方）、「漕ぎ出でて月はながめんさざ浪や志賀津の浦は山の端近し」（頼政集）。前歌の「深沖」は広田神社に対する敬語「御」を含むか。「はるかなる岩のはざまにひとりゐて人目思はで物思はばや」（新古今・恋二・西行）の自作に通う心境。

[image: ]参考「二つなき物と思ひしを水底に山の端ならで出づる月かげ」（古今・雑上・紀貫之）、「秋の月浪の底にぞ出でにける待つらん山のかひやなからん」（拾遺・秋・大中臣能宣）。

[image: ]参考「思ひ知りしばしな入りそ秋の月ここまで人を誘ふとならば」（成通集）。「な…そ」は禁止。

[image: ]参考「浅茅原葉末に結ぶ露ごとに光をわけて宿る月かげ」（千載・秋上・藤原親盛）。

[image: ]この歌は本文に小異あるが、『歌仙落書』『玄玉集』『続拾遺集』では登蓮の作とする。参考「小夜ふけて富士の高嶺に澄む月は煙ばかりや曇りなるらむ」（久安百首・藤原公能）。

[image: ]参考「水錆ゐぬ鏡の池にすむ鴛鴦はみづから影を並べてぞ見る」（永久百首・常陸）。

[image: ]心は詞書「広沢にて、人々月をもてあそび侍りしに」とある。松・別（重出歌）は初・二・五句「池の面にうつれる月の…みくさなりけり」とあり、改作か。参考「谷河にやどれる月の浮雲は岩間によどむ水み草くさなりけり」（清輔集）。

[image: ]参考「光をばさしかはしてや鏡山みねより夏の月は出づらん」（散木奇歌集）、「玉寄する浦わの風に空晴れて光をかはす秋の夜の月」（千載・秋上・崇徳院）。宮合十二番で定家は崇徳院の先例があることを理由に当歌を負と判定した。

[image: ]参考「すみのぼる月の光にさそはれて雲の上までゆく心かな」（詞花・雑上・藤原実行）、「秋の夜の月の光にさそはれて知らぬ雲路に行く心かな」（久安百首・藤原顕輔）。

[image: ]「水の面に照る月浪を数ふれば今宵ぞ秋の最も中なかなりける」（拾遺・秋・源順）に対し、「数へねど秋のなかばぞ知られぬる今宵に似たる月しなければ」（新勅撰・秋上・登蓮）と同じく暦に無縁の山住みの立場から発想。裳合十一番では「仲秋三五天、歌の姿高く詞清くして二千里の外もまことに残るくまなからんと思ひやられ侍れば」と高く評価される。

[image: ]参考「いつも見る光なれども天の川名に流れたる秋の夜の月」（教長集）。

[image: ]「暮の秋ことにさやけき月かげは十夜にあまりて三み夜よとなりけり」（千載・雑下・賀茂政平）。

[image: ]「月影はまた来ん年の今宵まであるべき身だに惜しからじやは」（教長集）を逆転した発想。

[image: ]秋の名はただ今宵一夜のためだったか、と誇張して十五夜の名月を賞美。裳合三番で俊成は「歌の姿いとをかし。十五夜の月をめづるあまりに今夜一夜の名なりけりといへる心深しといへども、なほ残りの秋を捨てん事いかが聞ゆ」と評価しつつ難をつけ、左の六四を勝とした（→六四補注）。

[image: ]心「童子神心ヲ」と注記がある。中世に十五歳は童と成人を分ける境界的年齢。十五夜綱引きに出る稚児神が十五歳以下を有資格とする民俗などを踏まえ、十五歳で成長を止める不老の少年神の心を詠むか。字音「十五」を用い、十五夜満月への愛惜を強調。安産や産児の息災長寿を祈る童子経法にかかわらせて解釈する説もある。

[image: ]参考「遅く出づる月にもあるかな葦引の山のあなたも惜しむべらなり」（古今・雑上・よみ人しらず）。

[image: ]宮合十三番で「荒れたる宿ぞ月はさびしきといひはてたる、猶よろしくも侍るかな」と評される。

[image: ]「これや見し昔すみけん跡ならんよもぎが露に月のやどれる」（西）の自作に通う。

[image: ]参考「吹きくれば身にもしみける秋風を色なき物と思ひけるかな」（古今六帖・一・紀友則）、「秋吹くはいかなる色の風なれば身にしむばかりあはれなるらん」（詞花・秋・和泉式部）。

[image: ]参考「なにごとも変りゆくめる世の中にむかしながらの橋柱かな」（千載・雑上・道命）、「ありしにもあらずなりゆく世の中に変らぬものは秋の夜の月」（詞花・秋・明快）。

[image: ]参考「こころみにほかの月をも見てしかなわが宿からのあはれなるかと」（詞花・雑上・花山院）。

[image: ]参考「世の中をかくいひいひのはてはてはいかにやいかにならむとすらん」（拾遺・雑上・よみ人しらず）、「とてもかくかくてもよそになげく身の果はいかがはならむとすらん」（和泉式部集）。

[image: ]参考「浅からず契るにつけてつらきかなまことしからぬ心と思へば」（為忠家初度百首・藤原為忠）。

[image: ]参考「行末の月ぞゆかしきいにしへも今宵ばかりの影はなかりき」（定頼集）。

[image: ]参考「いつはりになりぞしぬべき月影をこの見るばかり人に語らば」（金葉・秋・藤原伊房）。

[image: ]参考「月影の夜とも見えずてらすかな朝日の山を出でやしぬらん」（能因法師集）。

[image: ]参考「かねてより昼と見ゆれば秋の夜の明くるもしらぬ有明の月」（久安百首・藤原教長）。

[image: ]参考「月影も松のみどりに色はえて千代まですまんけしきなるかな」（林葉集）。

[image: ]参考「くまもなき月の光にはかられておほをそ鳥も昼と鳴くなり」（散木奇歌集）、「くまもなき月の光を明けぬとて八声の鳥の声やたつらん」（教長集）。

[image: ]心は「ひかりの」の「の」をミセケチ、「そ」とする。心妙・茨・上は「の」。

[image: ]「月明白浪畳氷霜」（本朝麗藻・藤原道長）など漢詩文による西行の愛用表現。「よもすがら明石の浦の波の上に影たたみおく秋の夜の月」（聞書集）は同想。

[image: ]「今宵しも天の岩戸を出づるより影くまもなく見ゆる月かな」（松）も同想。下句は「いつとてもながむる空はかはらねど光ことなる秋の夜の月」（六条斎院歌合・式部）に一致。

[image: ]「すむ水にさやけき影のうつればや今宵の月の名に流るらん」（千載・秋下・藤原俊家）は後冷泉院時代の九月十三夜月宴の詠。「名に負ふ」の措辞は「昔より名に負ふ夜半の月なればたえぬところもなき光かな」（教長集）など八月十五夜に用いられた。

[image: ]西行在世時に閏九月のあったのは保延三年（一一三七）、保元元年（一一五六）、安元元年（一一七五）の三回。

[image: ]那智の滝を神体とする飛滝権現が祀られた。一三世紀末成立という「那智瀧図」（根津美術館蔵）は那智の滝の背後より月が上ろうとする図で、自然の景に神性を形象する点は当歌に通うか。「雲かかる那智の高嶺に風吹けば花ぬきくだす滝の白糸」（為忠家後度百首・源仲正）の「花」を「月」に詠み換えた趣。

[image: ]「ますほの薄」は諸説ある（無名抄）が、西行は穂先が赤紫に染まる薄と受け止めて詠む。一一九四「ますほの小貝」参照。「すがる臥す栗くる栖すの小野の糸薄まそほの色に露や染むらん」（長方集）は同時代同想。

[image: ]他所や他人の心中を照す野守の鏡を、他時を映すものへ転じたか。茨・心・西「花の色を」によれば、秋の野花の色を水影に映すので、の意。

[image: ]結句の「秋」は松・宮合・別「夜」。宮合十二番判詞に「…浅茅が下の虫の音、月の光は同じく昼にまがふとも…」とあり、「夜」の本文によれば、昼に見紛う月明の中で、露が置くことによって夜を知るのだろうか、の意になる。

[image: ]参考「おぼつかなたが袖の子にひきかさね法ほふ師し子ごの稲かへしそめけん」（散木奇歌集）。「かへし」は冷泉家本に「かぶし」とあり、顕昭『散木集注』に「かぶすとは稲の実のなりて傾くをいふなり」と注している。

[image: ]参考「ほのぼのと有明の月の月影に紅葉吹きおろす山おろしの風」（新古今・冬・源信明）。

[image: ]参考「憂きままにいとひし身こそ惜しまるれあればぞ見ける秋の夜の月」（後拾遺・秋上・藤原隆成）。

[image: ]参考「天の原ふりさけ見れば春日なる三笠の山に出でし月かも」（古今・羈旅・安倍仲麿）。裳合十番の判詞で「今宵三笠のと置ける詞はいと優に聞えたり。ふりさけしといへる初の句やいかにぞ聞ゆらん」と俊成は初句の破格を難じ、左の一〇三六「吉野山」を勝とした。

[image: ]参考「夜や寒き衣や薄き片削のゆきあはぬ間より霜や置くらむ」（俊頼髄脳・住吉の神、新古今・神祇）。西行歌は荒廃した住吉社殿の千ち木ぎ（屋根の上に交差して突き出た部分）の交差の隙間より洩れる月光を霜に見立てた。住吉神詠の「衣」より「み袖」を導く。嘉応二年（一一七〇）住吉社歌合の「社頭月」題詠に類想歌数首がある。西詞「院、熊野の御幸の次に、住吉に参らせ給たりしに」。「院」は鳥羽・崇徳・後白河のいずれか特定しがたい。

[image: ]初度西国の旅は旧説では仁平二、三年（一一五二、三）頃と推定。平治元年（一一五九）春から秋にかけての旅か。→一一四二補注

[image: ]参考「あはれしる人に見せばや山里の秋の夜深き有明の月」（玉葉・秋下・菅原孝標女）。「人に見せばや」に対し「人見たらばと思ふかな」は口頭語的。

[image: ]参考「追ひ風に八重の潮路をゆく舟のほのかにだにも逢ひ見てしかな」（新古今・恋一・源師時）。「波間わけ走る船路にほととぎす声ほのかにも鳴きわたるかな」（為忠家後度百首・藤原為盛）は「船中郭公」題。雁の場合はその声が波音、櫓を漕ぐ音に類似することからの連想もはたらく。

[image: ]参考「秋風に山飛び越ゆる雁がねのいや遠ざかり雲がくれつつ」（古今六帖・六・人麿、万葉は第二句「大和へ越ゆる」）、「風吹けば峯に別るる白雲の絶えてつれなき君が心か」（古今・恋三・壬生忠岑）。

[image: ]敏達天皇代に高麗より烏羽に墨書した国書が届いた故事（日本書紀）に拠り、「雁信」の故事（→四八）を応用。「烏羽」は藤原顕季・同為忠の恋歌に先例。院政期歌学書にも取り上げられる。宮合十九番で次の四二二と番え、定家は「烏羽の玉章、跡なきことにはあらねど、近き世より人好み詠むことに侍るべし」として当歌を負と判じた。

[image: ]参考「白雲に羽打ちかはし飛ぶ雁の数さへ見ゆる秋の夜の月」（古今・秋上・よみ人しらず）、「秋風に初雁がねぞ聞ゆなる誰が玉章をかけて来つらむ」（古今・秋上・紀友則）。「天の原とわたるつらに具せよとやたのむ（田の面）の雁の声あはすらん」（清輔集）は同じ「雁声遠近」題で遠近の鳴き交しが逆。

[image: ]「雁信」の故事に加え、雁行を空色の紙の書信に見立てるのは「雁飛二碧落一書二青紙一」（和漢朗詠・上・秋・菅原道真）に典拠。

[image: ]参考「人は行き霧は籬に立ちとまりさも中空に詠めつるかな」（和泉式部集）。

[image: ]参考「咲きかかる竹の編戸の卯花は夜をこめながらあくるなりけり」（林葉集）。

[image: ]「風かけて」が難解で、「すがひすがひに」への続き方が不分明。顕昭『散木集注』に「しがふ」を語釈して「しがふとは草をたばねて、また末を結び合はするを云ふなり。すがふとも云ふ。つがふ心なり」とあるのを参照し、試解した。花妻の萩に牡鹿の鳴声を風が寄せ懸けて次々に結び合わせるということか。参考「風かけてひしる牡鹿の声聞けばねらふ我が身ぞ遠ざかりぬる」（散木奇歌集）、「山がつの簀す戸どが竹垣枝もせに夕顔なれりすがひすがひに」（同）。

[image: ]参考「夜もすがら妻恋ひかねて小牡鹿のうらめしげなる暁の声」（待賢門院堀河集）、「妻恋ふる涙なりけり小牡鹿のしがらむ萩における白露」（久安百首・藤原実清）。

[image: ]参考「さらぬだに夕さびしき山里に霧の籬に牡鹿なくなり」（待賢門院堀河集）、「木の葉散る峯のあらしに夢さめて涙もよほす鹿の声かな」（散木奇歌集）。

[image: ]小倉山麓の二尊院に西行庵の伝承がある。

[image: ]「夢野の鹿」は『摂津国風土記逸文』によると、淡路国野島の妾の鹿に通う牡鹿を憎んだ嫡妻の鹿が、牡鹿の見た夢に対し偽りの夢合せをし、その通りに夫の鹿が射殺されたという古伝説。それゆえこの野を「夢野」と名づけたという。風土記逸文の内容にもとづき、恋の感傷・性的衝動を読み取る説もあるが、老残の思いを殺される運命の鹿の悲哀に寄せたのみか。

[image: ]参考「人も来ず隣たえたる山里に寝覚の鹿の声のみぞする」（恵慶法師集）。

[image: ]参考「ひたぶるに山田もる身となりぬれば我のみ人をおどろかすかな」（詞花・雑上・能因）、「ひたぶるに山田の中に家居してすだく牡鹿をおどろかすかな」（堀河百首・永縁）。

[image: ]参考「住む人の心ぞ見ゆる卯の花をひとへにかこふ小野の山里」（唯心房集）。作者の寂然は西行の親友で大原に隠棲。

[image: ]参考「秋風の吹きよるごとに刈萱の下に乱るる松虫の声」（四条宮下野集）。

[image: ]参考「文見ずと聞くにつけてもうたしめのはしたなきまで濡るる袖かな」（散木奇歌集）。

[image: ]参考「秋来れば虫もや物を思ふらむ声もをしまず鳴き明かすかな」（新拾遺・秋下・花山院）。

[image: ]参考「秋深き寝覚をいかになぐさめむともなふ虫の声もかれゆく」（久安百首・待賢門院堀河）。

[image: ]参考「人は来ず風に木の葉は誘はれぬよなよな虫は声弱りゆく」（好忠集）、「夜を重ね声弱りゆく虫の音に秋の暮れぬるほどを知るかな」（久安百首・藤原公能）。「蟋蟀夜寒に秋のなるままによわるか声の遠ざかりゆく」（裳合二十一番左）は四五五・四五六を併せて発展させた作か。

[image: ]参考「秋の野の草葉も分けぬわが袖のあやしやなどて露けかるらん」（一条摂政御集）、「忍びしに心の限り尽きにしをあやしやなにの物は思ふぞ」（続詞花集・恋下・藤原惟成）。これらにより恋歌的表現を下句に導入し、袂の涙より心の物思いを客体化して認知。

[image: ]参考「露ならぬ心を花におきそめて風吹くごとに物思ひぞつく」（古今・恋二・紀貫之）。

[image: ]参考「年へぬる秋にも飽かず鈴虫のふりゆくままに声のまされば」（後拾遺・秋上・藤原公任）およびその返歌「たづね来る人もあらなん年をへてわがふるさとの鈴虫の声」（同上・四条中宮）。

[image: ]蟋蟀が秋から初冬にかけて屋外より屋内に居所を移すことは『詩経』国風・豳ひん風の「…七月在野　八月在宇　九月在戸　十月蟋蟀入二我牀下一…」による。

[image: ]「くつわ虫」は馬具「轡」の縁で馬・駒と取り合わせて詠むのが基本ながら、曾禰好忠・源俊頼に馬の縁に拠らない詠作がある。茨「うち具する」（連れ立つの意）の初句によるなら、以下に従者を伴わない騎馬武者を想定した本文になるようだが、底本系統・松・歌枕名寄「うち過ぐる」によれば人跡絶えた夕方の寂しい道を過ぎ行く旅人が想定され、街道の夕景の静寂に、『枕草子』で厭われた轡虫の喧しい声を対照させる意図があったか。松・歌枕名寄の「野路」が近江国の歌枕とすれば、京都より一日の行程で日暮れとなる物寂しい場所で、先の鏡の宿での宿りが目指されるところだから、下向する旅人を「夕され」に喧しい声によって「送る」「くつわ虫」を詠むのにふさわしい。

[image: ]参考「山深みとふ人もなき宿なれど外面の小田に秋は来にけり」（金葉・秋・藤原行盛）。

[image: ]四　宗輔の中納言在任は大治五年（一一三○）より保延六年（一一四○）三月まで。西行一三歳より二三歳。宗輔につき『今鏡』に「菊や牡丹など、めでたく大きに作り立てて好みもち、院にもたてまつりなどして」とある。七　鳥羽離宮の南殿の構成は詳細不明。東南方にあった池に面して寝殿があり、東中門や中門廊もなく、開放的に池汀に臨んでいたようだから、寝殿の「東面」に坪（建物や垣・廊などで囲われた中庭）は存在しなかったか。寝殿の東北方部、西方部には坪庭のあった可能性があり、松・別「東西の坪」はそれらを指すか。「坪（壺）」は蓬萊山など三神山がいずれも壺の形をしているという伝説を意識するか。九　公重は西行の主家徳大寺実能の猶ゆう子し。保延二年（一一三六）以前に鳥羽院殿上人、保延三年正月に右兵衛佐に任じ、鳥羽院下北面・左兵衛尉義清（西行）と職務上のつながりもあった。

[image: ]参考「長月の九日ごとにつむ菊の花もかひなく老いにけるかな」（拾遺・秋・凡河内躬恒）。

[image: ]参考「不二是花中偏愛一レ菊　此花開後更無レ花」（和漢朗詠・上・秋・菊・元稹）。

[image: ]「心あらむ人に見せばや津の国の難波わたりの春のけしきを」（後拾遺・春上・能因）と、それに応答した「心なきわが身なれども津の国の難波の春にたへずもあるかな」（千載・春上・藤原季通）が参考になる。西行歌も能因歌への応答と見る限り、「心なき身」は情趣を解しない身という意の謙辞と取るのが妥当。能因歌を逆転し、名所歌枕でない「沢」より飛び立つ「鴫」に「あはれ」を感知し、その寂寥感のうちに中世美を発見した作。鴫は万葉・古今以来、羽音を立てて飛ぶ様を詠む農村的卑俗な題材で、季を限らず、暁に詠む表現伝統があった。「わが門のおくての引ひ板たにおどろきて室の刈田に鴫ぞ立つなる」（千載・秋下・源兼昌）も飛び立つ鴫の羽音を詠むが、これを先蹤として鴫を「秋の夕暮」の景物に定着させた西行歌は後世に大きな影響を残した。裳合十八番右に自撰し、俊成に「心幽玄に姿及びがたし」と評価されながら、左の二九四「おほかたの」に対し負と判定され、『千載集』にも選ばれなかったことから、説話伝承を派生し、相模国大磯に「鴫立沢」の歌枕伝承をも生んだ。

[image: ]参考「今さらに訪ふべき人も思ほえず八重葎して門させりてへ」（古今・雑下・よみ人しらず）。

[image: ]参考「天の原時雨にくもる今日しもぞ紅葉の色は照りまさりける」（西宮歌合・源顕仲女）。

[image: ]『後撰集』より「松の梢」が多く詠まれるのを受け、梢に松虫の音を残せと命じたと解したが、松虫（今の鈴虫という）の習性に頓着しない相当に大胆な発想となる。松・茨「限あれば」の初句によれば、二・三句に懸り、秋には限りがあるから草が枯れてゆく野辺は致し方ない、の意で通じやすくはなる。ただし別「こずゑあれば」。

[image: ]元性は嘉応元年（一一六九）一二月に入滅した覚性の忌明けに高野入山したらしく、承安元年（一一七一）八月には高野山にあった（平安遺文題跋編二六四四号）。元性の高野山における庵室は承安四年の時点で、別所の西小田原に所在（同二七三八号）。そこが歌会の場となり、一〇四五、一〇四九、一〇五五、一〇五六、一〇七四、一〇七五は同時期の詠か。上巻に収める当歌は、『山家集』の改編に際しての追補か。→九一六

[image: ]五　信夫郡には延喜式内社五社ほか古社数社があった。信夫庄司佐藤氏は西行の同族で、平泉藤原氏と特別に密接な関係。六　「常磐なる松の緑も春くれば今ひとしほの色まさりけり」（古今・春上・源宗于）を秋に転じ、紅葉を配した。別の詞書は「みちのおくにまかりけるとき、しのぶといふ所に社の松の下にもみぢのいとおもしろく見えたれば」と詳しく、これによれば下句は紅葉を玉垣に見立てたと解せる。松に絡む蔦紅葉と取る説は当らず、紅葉の赤が玉垣の朱色に映えると解する説は語法的に無理。

[image: ]参考「あさまだき嵐の山の寒ければ紅葉の錦着ぬ人ぞなき」（拾遺・秋・藤原公任）。

[image: ]参考→一九一補注・公任歌。下句は「もみぢゆく龍田の山の梢にて秋の深さの程ぞ知らるる」（忠盛集）に拠るか。

[image: ]流布本系特有歌の「山里に家居をせずは見ましやは紅深き秋の梢を」は類想。

[image: ]「山里は物のわびしき事こそあれ世の憂きよりは住みよかりけり」（古今・雑下・よみ人しらず）を受け、山里住みの悲しさの自覚へ転じる。「木の葉散る秋の末こそ悲しけれ深山隠れに住まひせしより」（唯心房集）は寂然の同時代類想。

[image: ]第二句は茨・松・別「月なみわかぬ」。この本文なら、暦の知識がなく、秋が暮れる月の次第を知らない、の意になる。「暮秋」題は、秋が暮れるのを惜しむのが本意だから、この方がよいか。「月なみも知らぬ伏せ屋もしるきかなとまらぬ花に春尽きぬとは」（教長集）は「山家三月尽」題。

[image: ]茨・心・別の結句「むすびかふらん」は結び変えているのだろう、の意でよく通じる。参考「高砂の尾上の鐘の音すなり暁かけて霜や置くらん」（千載・冬・大江匡房）。

[image: ]宮合二十四番で右「小倉山ふもとの庭に木の葉散れば梢に晴るる月を見るかな」（西）と番え、判詞に「両首歌左暮秋霜底聞暗蛬残声…意趣各宜歌品是同仍為持」とあり、「持じ」（引分け）の判定だが、定家は暮秋の歌と取っている。下句は「衣うつ遠をちの里人霧深みあるかなきかの声聞ゆなり」（江帥集）の大江匡房作に先例。

[image: ]「わが宿は雪降りしきて道もなし踏みわけて訪ふ人しなければ」（古今・冬・読人しらず）の雪を落葉に転じ、まだ早い冬籠りを詠じた。

[image: ]参考「木の葉散る宿は聞きわくことぞなき時雨する夜も時雨せぬ夜も」（後拾遺・冬・源頼実）。

[image: ]参考「ちはやぶる神世もきかず竜田河唐紅に水くくるとは」（古今・秋下・在原業平）。

[image: ]参考「ほのぼのと有明の月の月影に紅葉吹きおろす山颪の風」（和漢朗詠・下・風・源信明）、「いづるよりさえてぞ見ゆる木枯の紅葉吹きおろす山の端の月」（清輔集）。

[image: ]参考「みなかみに紅葉流れて大井川むら濃ごに見ゆる滝の白糸」（後拾遺・秋下・藤原頼宗）。

[image: ]参考「もろともに山めぐりする時雨かなふるにかひなき身とは知らずや」（詞花・冬・藤原道雅）。

[image: ]「東屋の真屋のあまりのその雨そそき…」（催馬楽・東屋）による。

[image: ]第四句は茨・松・別「ひをくくるとは」、西・夫木抄「ひをくくりとは」。第五句は茨・西・夫木抄「みゆるなりけり」、松・別「見えずやあるらん」。緋緒括（緋色に染めた糸組の緒による袖括り）とは見えない、が本来の意か。脆弱な魚体の氷魚（鮎の稚魚）を捕るには網代の簀に袋状の布を用いた。その袋布を袖に見立て、流れ寄る紅葉に一面緋色に染まったため、緋糸による袖括りとは見えず、氷魚を捕えているとも見えない、と表現したか。袖括りは鷹狩の狩衣より起こり、蹴鞠の装束にも用いたから、衛府官人であった西行には馴染みの題材。網代の簀布については「氷魚の寄るたびにぞ払ふ田上や居ゐ座ぐらにかかる網代木の布」（堀河百首・源師時）が証歌になる。氷魚漁の網代で有名な宇治川・田上川で実見されたか。

[image: ]覚範は未詳。興福寺別当権僧正範玄（寂念の子）の子に法橋覚範、源季広の子に覚範法師がいるが、僧都の履歴はなく、西行と交渉があったにしても、『山家集』原型成立以降になろう。覚雅なら源顕房の子で、神祇伯顕仲の弟であり、その僧房での詠作が『聞書集』『西行上人集』に見える。覚雅は康治元年（一一四二）に権少僧都となり、久安二年（一一四六）に寂しているので、当歌もその房での作なら西行の若い頃になる。

[image: ]第二句は茨・松・心・西・別「花のかづらも」、心妙「はなのすがたも」。参考「いろめきし花のかづらにをみなえしいただく霜のあはれなるかな」（唯心房集）。

[image: ]参考「冬ごもり思ひかけぬを木の間より花と見るまで雪ぞ降りける」（古今・冬・紀貫之）。

[image: ]「神無月初時雨には難波江の波よる葦も色やつくらむ」（四条宮下野集）の先例はあるが、霜枯れの葦の穂を「色あらたむる」と捉えたのは独自。

[image: ]参考「浅茅原玉まく葛の裏風のうらがなしかる秋は来にけり」（後拾遺・秋上・恵慶）。

[image: ]中古に「すさまじき例ためし」とされた冬月の美は『源氏物語』朝顔・総角巻で発掘された。それを先駆として「冷え寂び」の中世美へ展開。

[image: ]「さびしさは秋見し空に変りけり枯野を照す有明の月」（西）は秋月と冬の枯野を照す有明月を対照して類想。

[image: ]参考「よそにても同じ心に有明の月を見るやと誰にとはまし」（和泉式部集）、「露ふかき蓬がもとをかき分けて月は見るやと訪ふ人もなし」（唯心房集）。裳合二十二番の俊成判「なを心姿殊によろし」。

[image: ]参考「秦甸一千余里　凜凜氷舖」（和漢朗詠・秋）、「桜花散りぬる風のなごりには水なき空に浪ぞたちける」（古今・春下・紀貫之）。

[image: ]第三句の底本「すはへかし」は独自異文。同系統の校異に揺れが大きいが、学習院大学本ほか「おはえかし」を同系統本文として取り、動詞「追はふ」を用いたと見て改訂。しかし文法的には「おはへよかし」とあるべきところで、不審。茨・松・別・西追加・夫木抄・六華集「をきとらし」は「招ぎ取らじ」と解せ、鷹詞「招ぎ取る」を用い、鷹飼が招餌（をぎゑ）を見せて鷹を呼び戻し拳に帰らせることはするまい、の意になる。「合はす」は獲物の鳥に狙いを合わせて鷹を放つ意だが、鳥が叢深く逃げ隠れた場合、鷹は翼を傷つけないよう叢中に入らず、「木居」（木に止まるの意）を取る。鷹が樹上でにらむ眼の方向に犬飼は犬を走らせ、獲物を嗅ぎ出させる（新修鷹経）。下句の「犬飼人の声」は「鳥叫（とさけび）」（鷹経弁疑論）の声か。再び鳥が叢から飛び立ったことを告げる犬飼人の声が頻りに聞えるから、木居のはし鷹を呼び戻しはせず、再び獲物を狙わせようという歌意で通じる。

[image: ]参考「み狩野はかつ降る雪にうづもれて鳥立も見えず草がくれつつ」（高陽院七番歌合・大江匡房、江帥集）。

[image: ]「木の間洩る月のかげにも似たるかなはだらに降れる夜半の初雪」（安元元年右大臣家歌合・藤原頼輔）は酷似。

[image: ]流布本系統はこの歌の前に「有あら乳ち山やまさがしく下る谷もなしかじきの道をつくる白雪」の特有歌があり、共に北陸（越路）の旅の詠か。越前の有乳山で旅人が橇に乗ることを詠んだ先例に「初み雪降りにけらしな有乳山越の旅人そりにのるまで」（永久百首・源兼昌）、「跡絶えて有乳の山の雪越えにそりの綱手を引きぞわづらふ」（久安百首・藤原親隆）。

[image: ]参考「冬来なば思ひもかけじ有乳山雪をれしつつ道まどひけり」（散木奇歌集）。

[image: ]土御門内裏は保延四年（一一三八）一一月二四日に焼亡、同六年一一月に再建されたので、保延元年（一一三五）に兵衛尉に任じ、同六年一○月一五日に出家した西行の事歴からみて、保延元～三年の在俗時の可能性が高い。崇徳天皇在位期。還立御神楽は清涼殿東庭に天皇が出御して催行。

[image: ]参考「住吉の松のしづえに神さびて緑に見ゆる朱の玉垣」（後拾遺・雑六・蓮仲）。

[image: ]第三句は茨・松・別・夫木抄「上にして」、第四句も茨・松・別・夫木抄「雪はしとねの」の異文。「しく」「しとね」が原本文と考える説もあるが、陽明文庫本系統本文として底本ほか数本の「しく」「しらね」を取って校訂。青根が峰は「み吉野の青根が峰の蘿こけ蓆むしろ誰か織りけむ経たて緯ぬき無しに」（万葉・巻七・作者不詳）、「今朝はしも青根が峰に雪積みて苔のさ莚敷きかへつらん」（散木奇歌集）など苔を莚に見立てて詠む伝統がある。「白根」は越の白根、白山を連想し、「青根」に対照したと解せる。「年深く降り積む雪を見る時ぞ越の白根にすむ心地する」（後撰・冬・よみ人知らず、躬恒集）を本歌として春に転じた「み吉野の花の盛を今日見れば越の白根に春風ぞ吹く」（千載・春上・藤原俊成）は『山家集』以降の詠作と推定され、その意表をつく発想は西行歌から着想されたか。

[image: ]参考「時わかず降れる雪かと見るまでに垣根もたわに咲ける卯の花」（後撰・夏・よみ人しらず）の季と見立てを逆転。

[image: ]参考「浪の折る伊良胡の崎を出づる舟はや漕ぎわたれしまきもぞする」（堀河百首・源国信）。「しまき（風巻）」は激しく吹き巻く風。

[image: ]参考「訪ふ人もなき冬の夜のさ夜中に音するものは霰なりけり」（為仲集）、「人とはで葎は宿をさせれども音するものは霰なりけり」（堀河百首・大江匡房）。

[image: ]「雪消えぬ深山かたそのすすくるは焼く炭竈の煙なりけり」（為忠家初度百首・源仲正）など「すすく」は院政期に用いられ始めた非歌語。

[image: ]参考「淡路島いそわの桜咲きにけりよきてをわたれ瀬戸の潮風」（忠盛集）。西行歌第五句の底本「さえわたる」に対し、茨・松・別・万代集「さえまさる」。

[image: ]参考「淡路島かよふ千鳥の鳴く声に幾夜寝ざめぬ須磨の関守」（金葉・冬・源兼昌）。

[image: ]流布本系統は前歌と配列が逆。また松・別は「夜をさむみ声こそしげく聞ゆなれ」と上句が異なり、下句は同一文の歌を収める。改作というより別歌か。

[image: ]参考「岩間とぢつゆも洩らさず谷川の水ほすものは氷なりけり」（為忠家初度百首・源仲正）。

[image: ]参考「山里の紅葉見にとや思ふらん散り果ててこそ訪ふべかりけれ」（後拾遺・秋下・藤原公任）。

[image: ]参考「夕されば門田の稲葉おとづれて葦の丸屋に秋風ぞ吹く」（金葉・秋・源経信）。

[image: ]参考「かもめこそ夜がれにけらし猪名野なる昆陽の池水うは氷りせり」（後拾遺・冬・長算）。

[image: ]地名「ゆふさき」を詠む唯一の先例に「神のます浦々ごとにこぎ過ぎてかけてぞ祈るゆふさきの松」（大弐高遠集）。『夫木抄』はこれを播磨とし、西行歌は冬部に部類。『大弐高遠集』の配列では上京途上の須磨と鳴尾の間に「ゆふさき」が見え、現神戸市東灘区魚崎が該当するなら、摂津国。

[image: ]参考「小夜更くるままに汀や氷るらん遠ざかりゆく志賀の浦波」（後拾遺・冬・快覚）。宮合二十五番で次の五六五と番え、定家は「帰る波なきなどいへるよりは花にまがふ吉野の雪、旧りてや聞え侍らん」と判じ、当歌の表現の新しさを賞して勝とした。

[image: ]参考「さびしさに煙をだにも絶たじとて柴折りくぶる冬の山里」（後拾遺・冬・和泉式部）は『西行上人談抄』にも引く歌。松屋本特有歌に熊野で柴を焚くことを好んだ老人を詠む歌もある。

[image: ]「雪降れば木ごとに花ぞ咲きにけるいづれを梅とわきて折らまし」（古今・冬・紀友則）のように「木ごと」は「木」と「毎」で「梅」を表すのが本来。離合詩の手法をまねた表現だが、西行はその手法を離れ、「ひとときに遅れ先立つこともなく木ごとに花の盛りなるかな」（聞書集）でも桜に転用。

[image: ]覚性法親王は紫し金こん台だい寺じ御お室むろと号す。九一四も「仁和寺の御室にて、…」とあるが、同歌の西詞「仁和寺の宮、山崎の紫金台寺に籠りゐさせ給ひたりし比、…」とあるから、当歌も紫金台寺での詠か。→九一四補注

[image: ]参考「わが宿は雪降りしきて道もなし踏み分けて訪ふ人しなければ」（古今・冬・読人しらず）。

[image: ]参考「思ひやれ雪も山路も深くして跡絶えにける人の住処を」（後拾遺・冬・信寂）。

[image: ]心詞「よのがれてひんがし山でらにはべりしころ、としのくれに人々まうできて、おもひのべはべりしに」。→一〇四補注

[image: ]参考「園原や伏屋に生ふる帚木のありとてゆけどあはぬ君かな」（古今六帖・五、新古今・恋一・坂上是則）。

[image: ]参考「思ひかね今日立て初むる錦木の千束も待たで逢ふよしもがな」（詞花・恋上・大江匡房）。

[image: ]参考「くれはとりあやに恋しく有りしかば二村山も越えずなりにき」（後撰・恋三・清原諸実）。

[image: ]恋人の情が濃やかになってほしいの含意。底本「こひえまほしき」は独自異文で、同系統多くの「こかえまほしき」も意味不通。底本系３本と茨「こからまほしき」により改訂。

[image: ]底本「やみとかいへる」は独自異文。底本系統は「やみとかまつる」の本文が優勢だが、意味不通。茨「やみとかこへる」、松「やみにかこへる」。茨により改訂。

[image: ]松・別「あはずはいつのならひにて…人をうらむる」。

[image: ]陽明文庫本系統「すそとる」が優勢だが、学習院大学本ほか４本の「すうとる」は「すかとる」の誤写か。松・別・夫木抄「すかとる」。夫木抄は「すかとるいと」の標目で所収。原本文かと推定される「すかとる」は、まだ練っていない生糸、また繭の表面の部分から取った質の悪い絹糸（しけ糸）をも意味する「絓すが」を取るということか。

[image: ]参考「ゆきずりの人の袖さへ匂ふかな梅の立枝に風や吹くらむ」（江帥集）。

[image: ]参考「つれもなき人に見せばや女郎花あだしの野辺にまねく気色を」（林葉集）。

[image: ]「露すがる萩の下枝はさもあらぬに我が涙には人もたわまず」（頼政集）は同一題。

[image: ]「ばや」を願望でなく、「ば」を接続助詞、「や」を疑問の係助詞と取り、上句を原因、下句を結果した現象とする解もある。

[image: ]参考「毎レ朝声少漢林風」（和漢朗詠・上・落葉・具平親王）。第二句の「たたむる」は茨・松・別「おさむる」。陽明文庫本系の「たゝむる」は「おさむる」の誤写ではなく、同意の別語に推敲か。しまい込む意の用法もある「畳む」を用いたと見たいが、「畳む」は四段活用・他動詞であるから、文法的には「たためる」とあるべき。「畳む」には自動詞の用法もあり、西行にその用例（三七六）もあるので、あるいは下二段活用に誤用したか。落葉を風が畳むと表現した作例に「池の面に洗ふ紅葉の錦をば汀にたたむ木枯の風」（出観集）があり、風が声を畳むと表現する特異な作例に西行の「ほととぎす鳴きわたるかな波の上に声たたみおく志賀の浦風」（夫木抄・夏二）がある。「畳む」は漢詩文系の措辞。→三七六

[image: ]参考「諏訪の海の氷の上の通ひ路は神のわたりてとくるなりけり」（堀河百首・源顕仲）。「冬くれば駒うちわたす諏訪の海のいくへとぞなき人のつららは」（頼政集）は恋歌。

[image: ]寿永百首家集『隆信集』によれば佐々木は上西門院美作の居所で、西行が仲介してそこに隆信を呼んで「山家恋」題で人々が詠んだ歌会を開いた事情が分る。参考「思ひやれとふ人もなき山里の筧の水の心細さを」（後拾遺・雑三・上東門院中将）、「雲の上にさばかりさしし日影にも君がつららはとけずなりにき」（後拾遺・恋一・藤原公成）。

[image: ]市は色好みが懸け想そうをし、浮名の立つ場であった表現伝統を踏まえる。人目が多いので浮名が立つのを避けて自分は行かず、市へ通う、懸想人に縁故ある商人を探し出して恋の手紙を託し、商人を玉たま章づさの使いに見立てたところが新機軸。

[image: ]この歌は流布本系統では配列が異なり、六七一の後にある。参考「いはしろの野中に立てる結び松心もとけず昔思へば」（拾遺・恋四・柿本人麿。万葉では長忌寸意吉麿の作）、「かくとだにまだいはしろの結び松むすぼほれたるわが心かな」（金葉・恋上・源顕国）。

[image: ]参考「あしひきの山より出づる月待つと人には言ひて君をこそ待て」（拾遺・恋三・柿本人麿）。参考歌と同じく女の立場で詠む。

[image: ]裳合二十八番で六二八「歎けとて」と番え、俊成判は「左右両首ともに心深く、姿優なり。よき持とすべし」。当歌の「雲居」から宮中の意を連想し、高貴な女性に恋をして一度は逢うことができたという伝説も生じたが、「雲居のよそ」の修辞は宮中に特定されない。初恋（始発期の恋）を主題とする当歌は、一目望見した無縁と思われた女性の面影が恋の涙を流す対象とまでなった自己の心の感応を自覚し、恋を知らなかった段階から知的に捉え返した歌。

[image: ]参考「月影にわが身を替ふるものならばつれなき人もあはれとや見む」（古今・恋二・壬生忠岑）。

[image: ]感動詞「いでや」に月の縁語「出で」を掛ける。参考「懲りずまに猶も待つかな冬の夜の有明の月のいでやと思へば」（基俊集）。

[image: ]「外れ」は月の縁語。「やさし」に「矢」、「いつか」に「射」と弓の縁語を響かせる。この歌は『山家心中集』では恋の最初に配列するので、初恋（始発期の恋）の回想と解せる。

[image: ]「ぬる」は松・別・西・夫木抄「ける」。

[image: ]こちらで月が山の端に入っても、山のあなたの君には月が見えているからの含意。参考「遅く出づる月にもあるかな葦引の山のあなたも惜しむべらなり」（古今・雑上・よみ人しらず）。

[image: ]裳合二十八番→六一七補注。『千載集』は詞書「月前恋といへる心をよめる」。『小倉百人一首』に撰ばれた歌。

[image: ]参考「袖は漬ひち涙の池に目はなりて影見まほしき音ねをのみぞ泣く」（成尋阿闍梨母集）。

[image: ]参考「かきくらす心の闇に迷ひにき夢うつつとは世よ人ひとさだめよ」（古今・恋三・在原業平）。

[image: ]第四句は茨・松・別ほか「かげにあはれを」。「憂き面影」の語句は藤原隆信以下、後代に受容例がある。初案「影にあはれを」を「憂き面影に」に推敲か。

[image: ]参考「いづくにか来ても隠れむ隔てたる心のくまのあらばこそあらめ」（後拾遺・雑二・和泉式部）。

[image: ]底本系統は「月は」が有力本文だが、「月」の語が重複する同字の病。歌病を気にしない詠法とも取れるが、茨・松の方が本来か。

[image: ]底本系統の多くと茨・松「のごひ捨てて」。「捨つ」と同義の「棄うつ」は平安期以降は用例が少ないから、原本文「のこひうてゝ」から誤写により「のこひすてゝ」が派生したか。

[image: ]草庵の月を友とする伝統的発想の上に、恋を余情に回した。『新後撰集』は秋下に、『万代集』は雑二に入集。

[image: ]「染む」は茨・松・西・別「そふ」（添ふ）。新古今は「そむ」「そふ」両様の伝本がある。

[image: ]参考「和泉なる信太の杜の楠の千枝にわかれてものをこそ思へ」（古今六帖・二）。

[image: ]参考「更級の姨捨山の有明のつきずも物の思ほゆるかな」（伊勢集）、「夜な夜なはまどろまでのみあり明けのつきせず物を思ふころかな」（金葉〔異本歌〕・雑上・皇后宮美濃）。

[image: ]第三句は松・心・西・別ほか「なしはてゝ」の異文。その場合「なし果てで知らせて」と同意にも解釈できるが、「なし果てて知らせで」と反対の解釈も成り立つ。裳合・新古今は「なしはてし」「なしはてて」両様の伝本が存する。裳合二十四番では右「もらさでや心の底を汲まれまし袖にせかるる泪なりせば」と番え、俊成判は「両首の恋ともに心深しといへども右歌なほ由ありて聞ゆ。まさるべくや」と当歌は負の判定。俊成は「知らせてこそは」と読み、その強い意志と行動性に違和を覚えたか。参考「思ひあまり言ひ出づるほどに数ならぬ身をさへ人に知られぬるかな」（後拾遺・恋一・道命）。

[image: ]上句を序として「方」を導き「頼り無き」と続け、「片便り無き」を掛ける。「荒野」は一度は耕されて無人化し荒廃した土地。中世の荒野開発は主として他郷から越境した浪人層が当ったので、その卑賤な「山賤」が住み始めた地点は頼りなく、拠り所がないと表現。掛詞に用いた「片便り」の語意を「こちらからは便りをするが、先方からは返事がこないこと」と解する説もあるが、当歌より措辞を受容した「浜中に塩風ばかりおとづれてかたたよりなき海人の宿かな」（新撰六帖・藤原信実）の用例から見ても、「片便り」は「一片の手紙」という語意。

[image: ]参考「年を経て葉替へぬ山の椎柴やつれなき人の心なるらん」（後拾遺・恋一・源顕房）。

[image: ]参考「いかにしてしばし忘れん命だにあらば逢ふ世のありもこそすれ」（拾遺・恋一・よみ人しらず）、「惜しからぬ命心にかなはずはあり経へば人に逢ふ瀬ありやと」（好忠集）。

[image: ]当歌は初句を「何せんに」として『治承三十六人歌合』、『言葉集』恋上では平経盛を作者とする。

[image: ]裳合二十五番で右「たのめぬに君来やと待つ宵の間の更けゆかでただ明けなましかば」と番え、俊成判は「左忍びはつべきなどいへる末の句いとをかし。初の五文字やいかにぞ聞ゆらむ…」と、初句「あやめつつ」を難じ、負の判定。「あやむ」は「恋すとも身のけしきだに変らずは言はぬに人のあやめましやは」（散木奇歌集）あたりから摂取した非歌語。

[image: ]参考「たきつ瀬のはやき心を何しかも人目つつみの堰きとどむらむ」（古今・恋三・よみ人しらず）、「打ち絶えて落つる涙に鳴滝のたぎれて人を見ぬがわびしき」（古今六帖・三）。西行歌は、上流は河川沿いに谷底平野を形成し、谷合から宇多野に出る箇所に形成された扇状地付近でしばしば氾濫した鳴滝川（御室川）の水流の様相に即して、しばらくは人目をはばかって涙を隠し通せたが、ついにはあふれ出る涙となった様を詠んだか。

[image: ]「なりなん」は茨・心・西・別「ありなん」、新千載「なりけん」。

[image: ]「などなど」は「何故」の繰り返し（畳語）と見たが、「何故などと」の意に取る解釈もある。

[image: ]参考「われを思ふ人を思はぬ報いにやわが思ふ人のわれを思はぬ」（古今・雑体・誹諧歌・よみ人しらず）。

[image: ]参考「忘らるる身はことわりと知りながら思ひあへぬは涙なりけり」（詞花・恋下・清少納言）。

[image: ]「雨の脚」は漢語「雨脚」の訓読語。→六七〇・一一七〇

[image: ]裳合二十七番右、第四句「悔しかりける」。左「人は来で風のけしきもふけぬるに哀れに雁のおとづれて行く」と番え、俊成は「左歌も心あり、をかしくは聞ゆ。右歌猶よろし。勝と申すべし」と判じ、『千載集』に撰入。「物思い」する人としての西行の他者とは異なる資質の自覚がよく表れた歌。流布本系はこの歌の後に六一二「岩いは代しろの」を配列。

[image: ]当歌を西・別は述懐歌群に配列。

[image: ]参考「あはれてふ言だになくは何をかは恋の乱れの束つかね緒をにせむ」（古今・恋一・読人しらず）。

[image: ]参考「身の憂きに思ひあまりのはてはては親さへつらき物にぞ有りける」（玉葉・恋五・藤原慶子。延喜御集では醍醐天皇の作）。裳合二十六番は左「世を憂しと思ひけるにぞなりぬべき吉野の奥へ深く入りなば」と番え、俊成判は「左の吉野の奥へ入る、右の親さへつらき恋の心ともに深く聞ゆれど…」とあり、持（引分け）の判定。

[image: ]第二句は茨・松・別「心やすめの」。その場合は心を慰める口癖の意になり、歌意が大きく異なる。参考「しのぶべき人もなき身はあるをりにあはれあはれと言ひやおかまし」（後拾遺・雑三・和泉式部）、「山をのみあはれあはれと見てくれば今日日暮しのことぐさにせむ」（素性集）。

[image: ]底本「けふ」に対して、茨・松・心・西・別・新古今「いま（今）」。心妙「けふ」。推敲か。

[image: ]松・別・万代集「などて」。意味は同じ。

[image: ]掘兼の井は多く恋情の深さを詠む。底本の結句「そこの心を」に対して底本系統の多くと松「底のふかさを」。「汲む」は井の縁語。

[image: ]参考「人知れぬ思ひをつねにするがなる富士の山こそ我が身なりけれ」（古今・恋一・読人しらず）。

[image: ]「さかまく」「水脈」「みなぎる」は水の縁語。

[image: ]底本ほか「とゝひ」を従来「としひ（年日）」に改訂したのは誤り。「とどひ（ゐ）」は方言トドイを参照すると潮合の意で、瀬戸内海で上げ潮・下げ潮が交替するときに潮流が停止することを意味する語。参考「淡路舟潮のとどゐを待つほどに涼しくなりぬ瀬戸の夕風」（登蓮法師集）。→解説

[image: ]参考「しのぶ山忍びて通ふ道もがな人の心の奥も見るべく」（伊勢物語・十五段）、「東路のさやの中山さやかにも見ぬ人ゆゑに恋ひやわたらん」（古今六帖・二）。

[image: ]参考「いつとてかわが恋やまむちはやぶる浅間の嶽の煙絶ゆとも」（拾遺・恋一・よみ人しらず）。

[image: ]夜の衣を返すのは夢で恋人に逢うためのまじない。参考「いとせめて恋しき時はむばたまの夜の衣を返してぞ着る」（古今・恋二・小野小町）。

[image: ]「知られで」と取れば意味は逆になる。参考「枯れはてむ後のちをば知らで夏草の深くも人の思ほゆるかな」（古今・恋四・凡河内躬恒）。

[image: ]時雨が木の葉を紅葉させるという当時の通念の上に、紅こう涙るいを紅葉に見立てる。

[image: ]参考「いとどしく物思ふ宿の荻の葉に秋と告げつる風のわびしさ」（後撰・秋上・よみ人しらず）。このように荻の葉に吹く風は秋の到来や恋人の来訪を予感させるもの。

[image: ]参考「この世にて君を見る目の難からば来ん世の海人となりてかづかん」（古今六帖・五）。この歌は『俊頼髄脳』に「聞くに、罪深く聞ゆる歌」として引く。

[image: ]肉声を響かせる口頭語「あはれあはれ」は和泉式部に先例。宮合三十六番で左は一三五〇「逢ふと見し」と番え、定家の判詞は「両首歌心ともに深く、詞及びがたきさまには見え侍るを、右の此世とをき、来ん世と言へる、ひとへに風情を先として言葉をいたはらず侍れど、かやうの難は此歌合にとりてすべてあるまじき事に侍ればなずらへて又持とや申すべからむ」とある。

[image: ]四、五句は西「物おもふつみはぐしてつくらん」。

[image: ]参考「暮れぬなりいくかをかくて過ぎぬらん入相の鐘のつくづくとして」（和泉式部集）。

[image: ]心・西・別「寄橘懐旧」題。「五月待つ花橘の香をかげば昔の人の袖の香ぞする」（古今・夏・よみ人しらず）により「花橘」は懐旧を詠む題材。西行歌は恋の思い出を秘めるか。参考「風に散る花橘に袖しめてわが思ふ妹の手枕にせん」（千載・夏・藤原基俊）。

[image: ]参考「みよしのの山のあなたに宿もがな世の憂き時のかくれがにせむ」（古今・雑下・よみ人しらず）。遁世以前の作とする説と、西山の彼方の西方極楽浄土に憧れるのに現世を憂き世と知らない迷妄を詠む作とする説とある。宮合二十八番では一〇三一「時雨かは」（異文）と番え、負の判定。

[image: ]裳合三十五番では右「たのもしな君君にます折に逢ひて心の色を筆に染めつる」（新勅撰・雑二）と番え、俊成判は「左右ともに由緒ありけんとは見えながら、左は諫訴の心あり、右は聖朝にあへるに似たり。よりて以右為勝」とある。右歌は高倉天皇に勅撰集の撰集を勧めたと見る説により、左歌を崇徳院に自重を諫奏したと解する説がある。それに対して悟りを開いた心の上のわずかな煩悩の塵をも問題にする世の中に対する批判を読む説がある。

[image: ]参考「世の中は千種の花の色色も心の根よりなるとこそ聞け」（久安百首・藤原清輔）。

[image: ]参考「ありし世を昔語りになしはててかたぶく月を友と見るかな」（散木奇歌集）。

[image: ]霞は立春を、また景物を隠し隔てるものと詠むのが本意だが、浮かれ立つものとして遁世の願望を寄せて詠むところが西行的。

[image: ]参考「憂き世をば背きはてぬと言ひしかど人ははかなく知らざりしかな」（行尊大僧正集）。

[image: ]『新古今集』では恋四に入集。「都なる人」は前歌の「ゆかりありける人」と同人の可能性もある。

[image: ]参考「おともせで越ゆるにしるし鈴鹿山ふり捨ててけるわが身なりとは」（散木奇歌集）は源俊頼の伊勢滞在中の詠。

[image: ]心妙詞「素覚が許にて、俊恵などまかりあひて、思ひを述べ侍りしに」。西・別も同様の詞書。素覚は俗名藤原家基。歌林苑会衆。俊恵は源俊頼男。歌林苑主催者。宮合三十番で左は九三九「待たれつる」と番え、定家は判詞に「…右のさらにしも又と言へる、負くべき歌の詞とは見え侍らねば、勝負わきがたくや」と記す。

[image: ]成通は出家時に六三歳で、西行より二一歳年長。法名栖蓮。出家の日付は一〇月一五日で、西行の出家と同月同日。蹴鞠・今様など諸芸の達人で、西行とは蹴鞠を通じての親交か。

[image: ]底本・同系統「いひし」が有力本文。茨・松・西・別「みし」、心・新後撰「みえし」の異文があり、その場合は西行が主語で、私が見た、もしくは私には見えた、の意。

[image: ]詞書は、西「後の世の事、思ひ知たる人のもとへ遣はしける」、別「後の世の事などつねに物語し侍る人のもとへ」とあり、それぞれ事情がやや相違。

[image: ]参考歌→六五二補注

[image: ]久安元年（一一四五）八月の待賢門院崩御後に交された可能性が高い。

[image: ]底本「はけしさ」は、心妙「けはしさ」。底本系統の学習院大学本は「けわしさ」の「わ」をミセケチ、「け」の上に「は」を補入して「はけしさ」と訂す。原本文は「けはしさ」か。強風を「けはしさ」で形容する用例に、「山おろしの身にしむ風のけはしさに頼む木の葉も散り果てにけり」（行尊大僧正集）などがある。

[image: ]九　「同じ院の兵衛の局」は『山家集』で作者標記だが、西・別は詞書本文の最初にある。一〇　参考「うき世には嵐の風に誘はれて来し山川に袖も濡らしつ」（和泉式部続集）。

[image: ]能因が「天の川」歌により神感あって雨を降らせた霊験譚は『能因法師集』『金葉集』『俊頼随脳』などに見える。西行はその霊験譚に拠りながら、祈雨の願を止雨の願に置き換えて詠歌。

[image: ]参考「なく声は劣らぬものをほととぎす死出の山路の道しるべせよ」（兼澄集）。堀川（堀河）の姉妹に当る大夫典侍の「この世にて語らひ置きつほととぎす死出の山路の友とならなん」（言葉集・雑上）に酷似。

[image: ]この歌は『治承三十六人歌合』に「遊女に宿を借りけるに、貸さざりければ遣はしける」と詞書して自撰。後白河院近臣の藤原親盛に「宿貸さぬ人の心ぞ忘れぬる月すむ野辺に旅寝する夜は」（親盛集）という、院の天王寺御幸の時の歌会で詠んだ歌があり、同集が成立した寿永頃にはすでに西行と江口の遊女の贈答は説話化されていた（中村文『後白河院時代歌人伝の研究』）。親盛は西行と同じく院北面・左兵衛尉に任じ、西行を「道しるべ」（親盛集）と頼んだ人物。この贈答は『撰集抄』に説話化され、謡曲『江口』の基となるなど、西行伝承として大きく発展。

[image: ]「妙」は江口・神崎の遊女の長者に世襲された通称で、後人が『西行上人集』に付加した作者標記に『新古今集』が依拠したか（稲田利徳『西行の和歌の世界』）。

[image: ]「北山寺に住み侍りけるころ、例ならぬことの侍りけるに、ほととぎすの鳴きけるを聞きて」と詞書する「ほととぎす死出の山路へ帰りゆきて我が越えゆかむ友にならなん」（聞書集）の歌が詠まれた「北山寺」も同じ寺か。

[image: ]「宮輩」と解して、鳥羽皇女の双林寺宮の可能性を推測する説もある。

[image: ]「おどろかぬわが心こそ憂かりけれはかなき世をば夢と見ながら」（千載・釈教・登蓮）は同時代の類歌。

[image: ]参考「亡き人もあるがつらきを思ふにも色わかれぬは涙なりけり」（拾遺・哀傷・伊勢）により注解した。「今は亡き人もかつてはこの世にあったことを思うにつけ」と解する説もある。茨は第三句「あるをおもふに」、第五句「夢とこそしれ」。

[image: ]「人生二天地之間一、若二白駒過一レ隙、忽然而已」（荘子）にもとづく歌語「ひま行く駒」が通常。「隙すぐる影よりも疾きかげろふの世を玉きはる五十いそぢの春に逢ひにけるかな」（堀河百首・藤原仲実）に拠るか。

[image: ]第五句は茨「送りをかれん」。下句は宮合・新続古今「野辺にや誰も送り置かれん」の異文あり、推敲の跡か。宮合三十一番では左「亡き人を数ふる秋の夜もすがらしほるる袖や鳥辺野の露」（西）と番え、定家の判詞は「送り置かれん野辺のあはれも浅く見なさるるには侍らねど…」とあり、負の判定。

[image: ]宮合二十九番で右「昔思ふ庭に浮木を積み置きて見し世にも似ぬ年の暮かな」（聞書集）と番え、定家の判詞は「昨日の人も今日は亡き世、まことにさる事と聞えて、いとあはれには侍るを…」としながら、負の判定。しかし両首共に『新古今集』に入集。下句は「限りあれば月は今夜も出でにけり昨日見し人今日は亡き世に」（頼政集）の同時代詠に類句がある。

[image: ]参考「范蠡長男凡草老、韋賢少子一叢残」（新撰朗詠集・秋）。『宝物集』片仮名古活字三巻本・巻上にも「范蠡ガ長男」の故事が見え、説経師の話材として流布したか。

[image: ]参考「末の露本の雫や世の中の後れ先だつためしなるらん」（和漢朗詠・下・無常・遍照）。

[image: ]参考「いかでわれ心の月をあらはして闇にまどへる人を照さむ」（詞花・雑下・藤原顕輔）。心月輪の顕現を願う顕輔歌に対し、遍照する満月の恩沢に浴して死出の山路の闇を越える人を照そうと発想。

[image: ]参考「夕されば蓬が閨ねやのきりぎりす枕の下に声ぞ聞ゆる」（南宮歌合・源顕仲）。

[image: ]参考「はかなさをまづ目の前に知らするは籬の上の朝顔の露」（相模集）、「身の憂さは過ぎにし方を思ふにも今行く末の事ぞ悲しき」（堀河百首・源師頼）。

[image: ]参考「もろともに見る人なしに往き帰る月に棹さす舟路なりけり」（堀河百首・藤原仲実）は王おう子し猷ゆうの故事（蒙求）を詠む。「もろともに見る人いかがなりにけむ月は昔に変らざりけり」（登蓮法師集）、「もろともに見し夜の月に変らねば眺むることもあるやと思ひて」（唯心房集）は、ひとり目の前の月と対し、かつて月を共に眺めた友を偲ぶという点で西行歌に通じる発想（小峯和明『院政期文学論』）。

[image: ]以下の詞書は西「知りたりける人の許へ、春花の盛りに遣はしける」と、堀川の名を朧化し、時季も異なる。別もほぼ同。

[image: ]参考「人の世の思ふにかなふものならば我が身は君に後れざらまし」（兼輔集）。

[image: ]一　玉葉詞「近衛院の御墓に分けまゐりて侍りけるに、野辺の気色たぐひなくあはれにて、春宮と申しし昔より今のつゆけさまで思ひ続けて詠み侍りける」は、現存する西行の家集に見えない詳しい内容。近衛院の遺骨は知足院に安置され、後に安楽寿院に移されたが、西行が人々と墓参したのは知足院付近の蓮台野の境域内に設けられた火葬塚か。生前に居した美麗な宮殿に対し、野辺の荒涼を背景に天皇の死後の行方を歌う。二　「玉のすみか」は稀少語彙で、帝王の居所を意味する語としては「玉台」の訓読後「玉のうてな」が一般的。寂然は近衛院東宮蔵人であり、兄の藤原為業は近衛天皇の中宮呈子の権大進だったから、共に墓参した人々は寂然らだったか。

[image: ]玉葉詞「鳥羽院かくれさせ給ひて御わざの夜、昔仕うまつり馴れにし事など思ひ続けて詠み侍りける」。宮合三十二番では崇徳院配所を詠む一三五三「松山の」の歌と番え、定家は判を加えない。

[image: ]『山槐記』保元三年八月一三日条は「今朝右大将公能、母堂被逝去云々、故左大臣周忌中也、将軍重服相重、悲而有余事歟」と記す。この時、公能は権大納言を兼任していたが、「右大将」「将軍」と称されている。

[image: ]香隆寺は現在の等持院の東に位置したと推定されるが、二条天皇陵の位置は不確定。火葬所では諸寺僧が供養を行ったが、額打論（平家物語）のもとになった興福寺僧と延暦寺僧の争いがあった。西行が墓参した五十日の忌明けは、永万元年九月一八日に当る。中陰法要は四十九日を満中陰とするが、院政期頃の文献には五十日を忌明けとする例が散見（→八〇二、八八一）。『とはすがたり』には「五い十か忌き」「五旬」の語も見える。

[image: ]『粟田口別当入道集』に「二条院かくれさせ給ひてのち、かのふるき宮に、中納言典侍、御はてまでひとり候はるると聞きしかば、申し送りし」と詞書して藤原惟方（粟田口別当入道）の贈歌「かくれにし雲居の月を思ひ出でて誰と昔の秋を恋ふらん」および返歌「かきくらす涙ばかりをともしとママてかくれし月を恋はぬ日ぞなき」（「しと」は「とし」の誤りか）を収録。中納言典侍は出自未詳。「ひとり候はるる」と詞書しながら、続けて同所に「むかし御乳たてまつりし、すむつるといはれし女」もいたとして、それとの贈答歌も収録。三河の内侍も中納言典侍らと共に二条東洞院殿に忌明けまで居て、西行と贈答歌を交したか。あるいは中納言典侍は三河の内侍の誤りか。

[image: ]「雲の上に光かくれし夕より幾夜といふに月を見るらん」（後拾遺・雑三・明快）は後朱雀院崩御後の詠。

[image: ]八　法金剛院は待賢門院璋子が御願寺として建立、女院御所となり、保元四年（一一五九）の統子内親王（母は待賢門院）の院号宣下（上西門院）時には上西門院領となっていた。九　参考「いにしへを恋ふる涙に染むればや紅葉も深き色まさるらん」（新勅撰・雑三・堀河院讃岐典侍）。




[image: ]参考「君が植ゑし一群すすき虫の音のしげき野辺ともなりにけるかな」（古今・哀傷・御春有助）。裳合三十番で右は一一二一「しをりせで」（異文）と番え、俊成判は「左心ことに深し。右厭ふ心又深し。なほ持とすべし」。

[image: ]周防内侍の旧宅は冷泉・堀河の西北隅にあった（今鏡・無名抄）。荒廃した冷泉院の一郭に位置。建久頃まで現存（今物語）。

[image: ]左中将藤原実方は現実には能吏として辺境対策のために陸奥守に任じられたが、殿上で藤原行成と口論したのを一条天皇が見とがめ、「歌枕見てまいれ」と左遷されたと伝説化（古事談）。長徳四年（九九八）に客死したが、名取郡笠嶋社の傍らに墓があると伝承（源平盛衰記）。実方墓はかつての本道から外れた場所にあり、西行は墓参の目的でわざわざ訪れたと考えられるので、思いがけず実方の塚に際会したごとく叙述する詞書は物語的脚色か。

[image: ]縁者にことづけて恨みを言ってきた人と解する説もある。

[image: ]西住の没年は未詳だが、承安年間（一一七一─一一七四）頃とする説が有力。西住哀傷歌は『山家集』改編時の追補か。

[image: ]贈歌を申し送った成通の遺族は誰か不明。妻（北の方）、養子の泰通、側近の人など諸説ある。大治二年（一一二七）に妻（藤原基隆女）が卒去して後は、成通は正妻を迎えなかったらしく、実子の存在も知られない。成通の薨じた日付については『楽臣類聚』のみに見え、入滅した場所は『兵範記』仁安三年（一一六八）八月二二日条によって知られる。

[image: ]藤原範綱は生没年未詳だが、寿永元年（一一八二）以前没（月詣集）。治承三年（一一七九）生存で間もなく没した藤原敦頼（道因）（一〇九○─？）より先に没し、没年齢は敦頼と同じというから（覚綱集）、九○歳前後。成通（一〇九七─一一六二）より年長と考えられるが、成通との親密な関係の由来は不詳。

[image: ]寂然の妹（藤原為忠女）については『尊卑分脈』に一人（参議定長母、藤原光房妻）見える。それとおそらく別に藤原俊成の最初の妻となり、覚禅（覚弁か）、覚長、快雲、後白河院京極らを産んだ為忠女がいる（井上宗雄『平安後期歌人伝の研究』）。遁世して大原に隠棲した寂然妹は、『唯心房集』に「はらからなる尼のすみかにまかりたりけるに、…」の詞書を付す贈答歌を収録する尼と同一人と見られ、同集の関戸本（八条坊門局自筆）に「先人旧室後白川院京極殿母儀也」という定家筆傍記があるから、俊成の旧室だった為忠女の方である。従来の注釈は当歌の寂然妹に対して「参議定長母」と注するが、再考を要する。

[image: ]「母の思ひに侍りけるとき、雪の降りけるを見て」と詞書する「降るほどもなくてやみぬるあは雪のあはれはかなき世にもあるかな」（万代集・雑五・藤原成範）は類想。

[image: ]二位の局を船岡に葬送した歌については、心妙・巻末に付載する西行消息断簡に、二位の局の遺児・成範の歌「鳥辺山思ひやるこそ哀しけれひとりや苔の下に朽ちなむ」が、実際は船岡で葬送した事実に反して「鳥辺山」（消息は「鳥辺野」とする）に変えて詠まれ、なおかつ『千載集』に入集したことに対する不審を表明している。消息の宛先は不明ながら、藤原俊成か。

[image: ]西行は待賢門院女房だった堀河・兵衛姉妹から往生の「しるべ」（導師）と頼まれていた。同じく待賢門院女房だった院の二位の局からも同様に頼まれていたことに注意。

[image: ]陽明文庫本系も「かなしきに」とある本が多い。

[image: ]藤原成範は初め成憲。平治の乱により下野国に配流されたが、永暦元年（一一六〇）に召還、成範と改名。弟の修憲は平治の乱に隠岐国に配流、永暦元年に本位に復し、名を修範に改める。母の死の時点では「修範」が正しい。

[image: ]藤原為忠の長男・為盛（兼綱と改名）は、寂念・寂超の同母兄（寂然も同母か）だが、官途で零落し、出家して大原に隠棲したか。為忠家百首の作者となり、『詞花集』改撰時に西行へ贈歌する（九三一）など和歌に関心があった。『西行上人談抄』に「寂然舎兄の壱岐入道相空」と見える。

[image: ]「人を」は茨・松「人の」。それに拠り、「見ば」「恨みやせまし」の主語を想空と解する説もある。

[image: ]心妙・西・別は寂然贈歌一首目（八三三）と、この西行答歌二首目（八三九）を一対の贈答とし（心妙は自撰か）、その組み合わせで『続後撰集』に入集する。

[image: ]内容的に見て西行答歌三首目（八四〇）と四首目（八四一）とが逆順の方が寂然贈歌三首目（八三五）、四首目（八三六）と照応するようながら、『風雅集』は四首目同士（八三六・八四一）を一対の贈答として入集。

[image: ]西は贈答歌と離れて収録、詞書「寂然大原にて親しき物にをくれて歎き侍りけるに、遣はしける」とあり、想空を明示しない。別も同様。

[image: ]「明遍云、出家遁世の本意は、道のほとり、野辺の間にて死せむことを期したりしぞかしと…」（一言芳談）という当時の遁世者の覚悟を語る明遍（信西の子）の言に通じる。自分の死を幻視するのは西行歌の一特色。

[image: ]「ばや」は願望、「は」は詠嘆。「やは」を反語と取り、覚醒しようという意志があったとしても、無む明みよう長ぢよう夜やの眠りから覚め出ることはないであろう、と解釈する説もある。七五八・七五九参照。

[image: ]「不繫舟」は『荘子』以来、自由の境涯を比するものだったが、『和漢朗詠集』の句で身命の無常を嘆じる表現に転じた。和泉式部に朗詠句訓読文の一字ずつすべてを歌頭に据えて詠んだ連作がある。

[image: ]石いわ陰かげ（京都市北区衣笠鏡石町）は船岡の西野に当り、一条天皇、三条天皇の火葬塚が所在する葬送地。参考「岩陰の煙を霧に分きかねてその夕ぐれの心地せしかな」（栄花物語・いはかげ・藤原資業）は一条天皇を野辺に見送る歌。

[image: ]蓮台野は鎌倉時代には船岡山より西にある上品蓮台寺一帯をさしたが、院政期には船岡山を中心として、それを囲んで蓮台野という墓地が形成されていたか。浄土思想と関連し、浄土教の聖や上人によって築かれた葬送地（平田英夫『和歌的想像力と表現の射程─西行の作歌活動─』）。

[image: ]花山院は那智に千日参籠修行したと伝承されるが（吾妻鏡・源平盛衰記など）、現実には正暦三年（九九二）春より数か月間の熊野滞在。「木のもとを」の御製は『栄花物語』見はてぬ夢巻では「円城寺」での詠とし、『詞花集』詞書は場所を明示せず、修行中の詠とする。「円城寺」は那智に跡地の伝承もあるが、東山の西麓にあったと伝え（山城名勝志）、また仁和寺の一院「円成寺」とする説も有力。西行は花山院伝説の生成過程のある段階で、那智参籠中の詠と受け止めている。

[image: ]藤原定信は仁平元年（一一五一）に多武とうの峰みねにおいて出家。法名「生光」については陽明文庫本系統で「生先」とする伝本も多い。茨・松「生光」。『台記』仁平二年（一一五二）七月二日条に「生兊定信法師」とあり、「兊」は「兌」の俗字。「兌」「光」「先」の崩しは相似るので、正しくは法名「生兌」だった可能性もある。没年は未詳だが、一説に保元元年（一一五六）正月一八日卒（世尊寺家現過録）。定信は待賢門院発願という久能寺経の筆者に加わり、待賢門院中納言（→七四六）は姉妹。西行の観音寺堂造営への結縁は、待賢門院ゆかりの勧進のひとつか。観音寺は京都近郊に数か所あるが、ここは今熊野観音寺に比定する説が有力。定信卒を保元元年とするならば、永暦元年（一一六〇）に後白河院が熊野権現を勧請して今熊野と称する以前のことになる。

[image: ]阿闍梨勝命は未詳だが、鎮守府将軍利仁の曾孫に当る後藤則明の孫の勝命か（則明の養子。実父は則明の子・阿闍梨勝秀）。西行とは義理の又従兄弟。歌人・歌学者であった藤原北家魚名流の親重入道勝命を当てるのが通説だが、「入道」でなく「阿闍梨」とあり、親重入道の出家は承安二年（一一七二）より安元元年（一一七五）の間と推定され、『山家集』原型成立以降と目されるから、疑問。

[image: ]平清盛は福原、輪田浜で三月と一〇月中旬過ぎの年二回、それぞれ三日間程の日程で千僧供養を行った。記録に残るのは仁安四年（一一六九）三月からで、都合六回を数える。西行が詠歌したのは承安二年（一一七二）三月、もしくは一〇月の折とするのが通説ながら、記録に残らない折の可能性もある。

[image: ]『頼政集』に西行と相識の伊賀入道藤原為業・源頼政・殷富門院大輔の三者間に天王寺で交された一連の贈答があり、西方浄土往生にかかわって亀井の水も詠まれており、参照される。

[image: ]参考「積るらん塵をもいかで払はまし法のりにあふぎの風のうれしさ」（後拾遺・雑六・伊勢大輔）。

[image: ]姫百合は『万葉集』に見えるが、その後詠まれなくなり、院政期頃より作例が散見する珍しい題材。西行当時の「荒野」は、自然のままで用益の対象となる野に対し、野でも田畠でもない境界的性格の全く無用の地であり、後に中世的開発の対象となった（→六五五）。上句は、叢から雲雀が飛び立つほど荒廃した、用益と無縁の荒野に生える、人目につかず脆弱な姫百合のように、の意で下句を導く序。何に帰着することもない我が心性を姫百合に託して、無用者の意識を仏教的見地から捉え直した歌。

[image: ]「懺悔業障」は『華厳経』普賢行願品を原拠とする「普賢十願」の一。『発心和歌集』の歌題。永観『往生講式』第二段の標題となり、それによる題詠が『閑谷集』にある。『宝物集』巻六で「懺悔業障」につき詳説。

[image: ]「釈迦の月は隠れにき、慈じ氏しの朝日はまだ遥かなり、その程長夜の闇きをば、法華経のみこそ照らい給へ」（梁塵秘抄）ほか、弥勒（慈氏）を朝日にたとえる類想は和讃・伽陀に広く見え、仏会における和歌と歌謡の相互交渉が知られる。なお弘法大師空海は高野山に入定して弥勒出世を待っているとの伝説が当時すでに成立していた。

[image: ]参考「藤の花わが待つ雲の色なれば心にかけて今日もながめつ」（続千載・釈教）は高野の庵室の前に藤の花が咲いたのを見て詠まれた覚法法親王（一〇九一─一一五三）の歌。

[image: ]一　浄土教で昼夜を六時（晨じん朝じよう・日中・日にち没もつ・初夜・中夜・後ご夜や）に分ち、読経・法要などを行い、時報の鐘（六時鐘）を打った。四　十念は『無量寿経』の「乃至十念」を原拠とし、多釈あるが、善導により「十たび念仏を声で唱えること」と解された。日本においても良源、千観、源信などにより専ら「南無阿弥陀仏」を十度唱号することとして普及。参考「あみだ仏と十度唱ふる声のうちにいつはゆゆしき罪も消ゆなり」（教長集）。

[image: ]経文の句は、浄土は易行道といって、阿弥陀仏を信ずれば行き易いのだが、現実には仏道に心を入れないため往生人はそういない、という意。その句意を自然の摂理で西へ行く月に託して詠む。

[image: ]流布本系の「人命不停速於山水」により底本「遇」を「速」に改訂されていたが、原拠『涅槃経』以下、『往生要集』『孝養集』『宝物集』『法門百首』などの引文はすべて「過」。底本系11本「過」により改訂。寂然の「瀬を速み岩行く水も淀みけり流るる年のしがらみぞ無き」（法門百首）は同題詠で、「無常」十首のうち。

[image: ]火宅から子を救う方便である羊車・鹿ろく車・牛ご車の三車は、それぞれ声しよう聞もん・縁えん覚がく・菩薩の受ける教えをたとえる。三車火宅は法華七喩の第一。

[image: ]法華七喩の第四・化け城じよう喩ゆを説く品。宝処（一仏乗による究竟の仏果）に至る長い難路の途中で疲れた衆生に対し、導師は方便力を以て大城郭を化作して休息させ、宝処に導くとする。化城喩の宝処に至る途中に中有の旅を掛けた表現は類を見ない。

[image: ]衣え裏り宝ほう珠じゆは法華七喩の第五。困窮を救うべく親友が衣の裏に宝珠を繫けてくれたのに泥酔して気付かず、後に教えられて徒に辛苦していたことを知るという話柄。宝珠は一乗実相の智慧をたとえる。

[image: ]この歌は流布本系統では提婆品三首のうち、三首目に配列。『法華経』原典では提婆品の前半に提婆達多のことが語られ、後半に龍女の成仏が語られる構成。

[image: ]参考「法華経を我が得しことはたき木樵り菜摘み水汲み仕へてぞ得し」（拾遺・哀傷・行基）。次の八八五もこれを参考にするか。

[image: ]七　勧持品・二首目の八八七は流布本系にない歌。八　参考「大空にわかぬ光を雨雲のしばし隔つと思ひけるかな」（玉葉・釈教・崇徳院）。一〇　参考「我が心なぐさめかねつ更級や姨捨山に照る月を見て」（古今・雑上・よみ人しらず）、「恨みける気色や空に見えつらん姨捨山を照らす月影」（千載・釈教・藤原敦仲）。

[image: ]神力品の結尾の偈げ文もん「於我滅度後、応受持斯経、是人於仏道、決定無有疑」に取材。

[image: ]原典末尾「仏説是経時、普賢等、諸菩薩、舎利弗等、諸声聞、及諸天龍、人非人等、皆大歓喜、受持仏語、作礼而去」では釈迦の法華経説法が終わると一切大だい会えは大歓喜して仏の語を受持し、礼をして去ったとあるが、西行は花（法華経）の匂いの名残りが多いので立ち去り難かったと表現。

[image: ]『往生要集』大文第一厭離穢土・第二餓鬼道に説く種々の鬼のうち、昼夜におのおの五子を生み、生むに随ってこれを食うけれど、常に飢えて満ち足りない餓鬼（出典は六波羅蜜経）などに取材したか。子を食う母の格別な苦の悲しみに焦点を当てるのは唱導の説法に通有。

[image: ]神楽歌「其その駒こま」の末「その駒ぞ　や　我に　我に草乞ふ　草は取り飼はむ　水は取り　草は取り飼はむや」の詞章を踏まえる。風俗の婚よばい歌うたを神送りの歌に転用したといわれ、末の句の詞章に見える、よばいの帰路に貴人が愛馬をねぎらって草を手に取り与えるところから「いたけれど」と発想したか。神楽歌はとくに近衛・兵衛の官人が管掌したので、兵衛尉で馬術に長けていた西行には馴染みの題材。→一五二四

[image: ]たとえば覚超の『五相成身私記』の一節に「得心水澄浄。菩提心月影現於中」（出典は『普賢金剛薩埵略瑜伽念誦儀軌』）とある（前田泰良「『山家集』「心におもひけることを」歌群の再検討─仏典から捉える二つの心─」詞林四六号、二〇〇九年）。参考「照る月の心の水に澄むなればやがてこの身に光をぞさす」（久安百首・藤原教長）は「秘蜜荘厳即心成仏」の題詠。

[image: ]参考「つひに行く道とはかねて聞きしかど昨日今日とは思はざりしを」（古今・哀傷・在原業平）。

[image: ]「師となる」を「師となる心もある」の意に解する説もあるが、後代の影響歌とおぼしい「愚かなる心の師とはなりぬともおもふ思ひに身をばまかせじ」（新撰六帖・四・藤原家良）も私が自心の師となる事態を想定。

[image: ]千手観音が陀羅尼により枯木に花を咲かせることのもとになった、『千手経』の「此大神呪呪スルニ二乾キ枯タル樹ヲ一、尚得二枝柯華葉菓ヲ一、何ソ況ヤ有情有識衆生身ヲヤ」の文に拠る。「何況（なんぞいわんや）」の論理を逆にして、有情有識の衆生、人間でありながら後ご世せを思わず、仏道を知らない者の愚かさを、非情の木、それも枯木に対比して指弾する。→一一八六補注・一五三九

[image: ]この歌は、西詞「出家後よみ侍ける」として七二六と共に収め、出家直後の作。我が身のつらさを思い知って出家するという常識を逆にする発想。上句が全く一致する「身の憂さを思ひ知らでややみなましあひ見ぬさきのつらさなりせば」（千載・恋四・法印静賢）は同時代詠。「身の憂さの思ひ知らるる」（六六八）恋歌的表現を出家の述懐に転用。

[image: ]参考「みよしのの山のあなたに宿もがな世の憂き時の隠れがにせむ」（古今・雑下・よみ人しらず）、「穴憂世間、隠二一身於何処一」（行基菩薩遺誡）。「いかがせん世にあらばやは世をも捨ててあな憂の世やとさらに思はん」（西）の詞書によれば、西行は行基菩薩遺誡を受持。

[image: ]参考→九〇九補注・古今歌、「爪木樵る隠れがにする山里にいかでか月の尋ね来つらん」（堀河百首・藤原基俊）。

[image: ]参考「おのが身のおのが心にかなはぬを思はば物は思ひ知りなん」（詞花・雑上・和泉式部）、「いかにせんいかにかすべき世間を背けばかなし住めば住み憂し」（和泉式部集）。和泉式部的身心の相克を、出家の身でもどうにもならない浮動する己心への諦観に転じた。

[image: ]西行は高野山において、別所聖と僧房で集住したのではなく、ひとり草庵に閑居し、「もののあはれ」を求める生活を営んだ（目崎徳衛『西行の思想史的研究』）。歌本文の「たかの」は底本系統で、漢字表記「高野」（学習院大学本ほか）、仮名表記「かうや」とする伝本が数本あり、もと「かうや」（「かくや」の音便で、このようにの意に、地名「高野」の字音を掛ける）であった可能性もある。一二〇八・寂然歌に「かうや」の用例。参考「月影の至らぬくまはなけれども所からにやすみまさりける」（教長集）は高野山での詠。

[image: ]西詞「仁和寺の宮、山崎の紫金台寺に籠ゐさせ給ひたりし比、道心年ををいてふかしと云ことをよませ給ひしに」。心妙詞「仁和寺の宮にて、道心逐年深といふことをよませ給ひしに」。仁和寺の宮は覚性法親王（→五六八）。紫金台寺は覚性法親王がはじめ西山物集庄に建て（仁和寺諸堂記）、後に鳴滝に移建し、永暦二年（一一六一）に供養された（仁和寺諸院家記・顕證本）。仁和寺蔵「紫金台寺領内北崎指図」（紫金台寺境内図の原本）によれば、西詞「山崎」は「北崎」の誤りか。「道心追歳深といふこころを」と詞書する「いにしへはあくがれ出でて捨てし身を今は仏とかへしてぞ知る」（出観集）の覚性法親王詠、また寂然の家集と推定される伝西行筆佚名家集切（手鑑「夏蔭帖」所収）に見える「としをたのめて道心ふかしといふ事を仁和寺宮よませ給しに」と詞書する「いでしより月に心のかかりつつ山のはちかくなりにけるかな」も同時の作か。

[image: ]松詞「しづかなる夜のあかつきといふ事をおなじ夜よませ給ける」。この詞書も前歌と同時の覚性法親王が主催した歌会詠であることを示す。

[image: ]「あはればむと思ふ心は広けれどはぐくむ袖の狭くもあるかな」（金葉・雑上・天台座主仁覚）は「大原の行蓮聖人のもとへ、小袖つかはすとてよめる」と詞書する歌。このように聖へ小袖を施すことは当時よく行われた。

[image: ]西詞「大峯の笙窟にて、もらぬいはやもと平等院僧正よみ給ひけむこと、思ひいだされて」。「平等院僧正」は行尊。次歌と併せた二首と、下巻・雑に所収する大峯入峰修行歌群（一一〇四～一一一九）との関係は未詳。『古今著聞集』に西行を「大峰二度の行者」というのは、『山家集』に大峯関係歌を分置する配列からの影響とも考えられ、先達に導かれての峰入り修行は一度で、中巻所収の二首は行尊ゆかりの笙の窟を訪ねる私的な入山と見る説が妥当か。歌の涙の解釈については、行尊の法悦の涙の追体験と読む説もあるが、『今鏡』に行尊の歌を「伝へ聞く人の袖さへしぼりぬべく」とあることからも、修行の厳しさへの同情が中心か。

[image: ]陽明文庫本系統の本文「源賢」は、松・心妙・西・別「兼賢」。本来は「兼賢」か（→一二二七）。兼賢は加賀権守藤原顕兼男。仁和寺僧。兄弟の能宗は、『保元物語』で、配流された崇徳院に従って讃岐に下ったという「兵衛尉能宗」と見る説もある。長寛二年（一一六四）一月一四日、僧綱（僧位と僧官の総称）に列し、法橋に任じる（御室相承記）。陽明文庫本系統の「僧都」は「僧綱」の誤りか。茨・松・心妙・西・別「僧綱」。西行の歌に名利を求めた変節に対する痛烈な皮肉を読む説があるが、皮肉は含んでも、仁和寺に復帰した兼賢への祝意表明と見るべき。

[image: ]この歌と全く同文の歌が「わづらひ侍りしころ、ある宮ばらより、御とぶらひのありしかば」と詞書して『覚綱集』（寿永百首家集）に見える。この贈答一対は混入で、『山家集』の誤謬と見る説もある。しかし病気見舞いの私的贈答が西行側の資料にあって『山家集』に収録されたわけだから、『覚綱集』にない「吹き過ぐる」の返歌は西行歌の可能性が高い。参考「思ひには露の命ぞ消えぬべき言の葉にだにかけよかし君」（後拾遺・恋四・藤原兼家）。

[image: ]『和琴血脈』に付載する『絲管要抄』（以仁王撰か）によれば小侍従は雅楽頭・源範基（宇多源氏）から和琴を相承し、三條宮（以もち仁ひと王おう）に伝授している。

[image: ]九二六「この里人」、九二七「君が宿」から見て、病により京の某人の里邸における集いを離れて山寺に帰り、送られてきた見舞いの消息に察せられた各人の厚志を思いやっての贈歌か。西行歌としての資料性を疑う見解もあるが、無常観と一期一会の交情への切実な思いからなる一連五首の贈歌と見てよい。

[image: ]左注は後人の添加とする説、作者と編者は別という偽装と見る説がある。各人の返歌が亭主の所へあったが、私（西行）は聞き及んでいないので、とも取れる。

[image: ]『詞花集』の改撰時とすれば、久寿二年（一一五五）から翌保元元年頃か。寂超撰『後葉集』序文によると崇徳院に改撰の意志があった。下命時の天養元年（一一四四）とする説もある。

[image: ]参考「家の風吹かぬものゆゑ羽は束つか師しの杜の言の葉散らし果てつる」（金葉・雑上・藤原顕輔）。

[image: ]崇徳院の『久安百首』は康治年間（一一四二─一一四三）に給題、久安六年（一一五〇）に一四人の作者が詠進。この贈答は康治二年頃から久安五年頃の間。

[image: ]歌の解釈は諸説紛々だが、大意を示したように解した。和歌の浦には和歌の神である玉津島明神があり、和歌そのものの意味でよく詠まれた。名誉の作者に拾われたことで、和歌の家としての閑院流（徳大寺家）の家風を自分が伝えたということも知ったと公能は答え、崇徳院による恩顧の認識を表明し、その意識に共鳴するだろう西行に応じたか。

[image: ]二　九三五以下一〇四一まで、陽明文庫本で一〇七首の中巻巻末「題しらず」歌群は、山里と旅の所詠から成り、西行の面目を伝える作品群。十題百首の構想があったとする説もある。三　九三五は西詞「落葉」と題する三首の一。参考「もみぢ葉や落つると思へど木枯の吹けば涙もとまらざりけり」（和泉式部続集）、「木の葉散る嵐の風の吹く頃は涙さへこそ落ちまさりけれ」（相模集）、「山おろしにたへぬ木の葉の露よりもあやなくもろきわが涙かな」（源氏物語・橋姫・薫）。藤原俊成の「嵐吹く峰のもみぢの日に添へてもろくなりゆくわが涙かな」（長秋詠藻）は保延六（一一四〇）、七年頃の述懐百首の作。

[image: ]「さびしさ」こそが山里生活の生きがいと逆説的に観じ、中世的精神に踏み込む。松尾芭蕉は「さびしさなくは憂からましと西上人のよみ侍るは、さびしさをあるじなるべし」（嵯峨日記）と述べる。当歌以下、「題しらず」歌群のうち、九三七─九四三、九四六、九五〇─九五三、九五七、九五八、九六二、九六三、九六六、九六九、九七八─九八〇、九九七、九九九、一〇〇一、一〇〇五、一〇〇八─一〇一〇、一〇一六、一〇二〇、一〇二三、一〇二八、一〇三〇─一〇三三、一〇三五、の計三七首は『西行上人集』の「述懐の心を」歌群中にある歌。

[image: ]暁の鐘と、秋の木草を枯らす嵐との交響に心底深く感応する内容から見て、無常観の自覚が主題か。暁に夕べも期しがたいという覚悟。「嵐にたぐふ」の措辞を共有する「秋来れば朽葉かつ散る深山辺の嵐にたぐふ鐘の音かな」（教長集）は覚性法親王の泉殿御室での「秋日山寺即時」の題詠。「心の底」は漢語「心底」の和語化で、先例がなく、西行に四例。裳合三十一番で右「夜もすがら鳥の音思ふ袖の上に雪は積らで雨しほれけり」（聞書集）と番え、「左の歌、ことに甘心す」と俊成に評され勝の判定、『千載集』に入集。

[image: ]参考「山寺の入相の鐘の声ごとに今日も暮れぬと聞くぞ悲しき」（拾遺・哀傷・よみ人しらず）、「夕暮は物ぞ悲しき鐘の音を明日も聞くべき身とし知らねば」（詞花・雑上・和泉式部）。「今日過ぎぬ命もしかとおどろかす入逢の鐘の声ぞ悲しき」（新古今・釈教・寂然）は「此日已過、命即衰滅」（出曜経、往生要集、例時作法など）の法文題を詠み、思想を共有。→一五一八

[image: ]参考「ひぐらしの鳴く山里の夕暮は風よりほかにとふ人もなし」（古今・雑上・よみ人しらず）、「山里はさびしかりけり木枯の吹く夕暮の日ぐらしの声」（堀河百首・藤原仲実）。仲実歌に「松風の音もさびしき夕まぐれ鹿の音ね添ふる秋の山里」（忠盛集）を切り組んで、「さびしさ添ふる」の独自句でまとめた。

[image: ]「澗底松」（白楽天「新楽府」）の不遇意識を孤独感に転じ、『古事記』倭建命の歌謡以来の「一つ松」に重ねて、孤独を共有する友と見立てる発想。『玉葉集』では「庵の前に松の立てりけるを見て詠み侍りける」の詞書のもとに一三五八「久に経て」の歌と併せて入集し、四国の旅における草庵住居の折りの詠に扱う。参考「数へ知る人なかりせば奥山の谷の松とや年を積ままし」（千載・雑上・藤原道長）、「我のみと思ひこしかど高砂の尾上の松もまだ立てりけり」（後拾遺・雑三・藤原義定）。→一五四六「一つ松」、聞書集「谷の間」、宮合二十二番左「谷の間に間に」。

[image: ]同じく願生浄土の心を詠む「月の行く山に心を送り入れて闇なる後あとの身をいかにせん」（新古今・雑上・西行）と対照を成す。

[image: ]「思ひ出でて」の異文に拠れば、三日月が稲株のひこ生えを忘れずに思い出してほのかに照らすという意になり、月を擬人化し、その恩沢が「ひつち」の如きものにまで及んでいることの発見を詠んだ歌。陽明文庫本系統の「生ひ出でて」の本文に拠れば、純叙景であり、歌境を異にする。参考「刈れる田に生ふるひつちのほに出でぬ世を今更に秋はてぬとか」（古今・秋下・よみ人しらず）。「鶉伏す」の措辞は、「稲敷や外面の小田に伏す鴫の隠れぬばかり[image: ]ひつち生ひにけり」（永久百首・源兼昌）の「鴫」を「鶉」に変換して着想したか。「思ひ出でて」の本文に拠るなら、「四日ばかりなる月」を詠む「木の間よりわれたる月のほのかにも誰かは我を思ひ出づらん」（行尊大僧正集）に想を得たとも考えられる。

[image: ]「高根より出でぬと見つるほどもなく谷の清水に宿る月かな」（月詣集・雑下・頼円）は同時代詠。→「峯の木の間を分くる月影」（七五四）。九四五・九四六は流布本系統で歌順が逆の配列。










[image: ]「月やさわがん」という月の擬人化は俳諧歌的。「涼むとも泉の水は掬びあげじ宿れる月のさわぎもぞする」（月詣集・六月・藤原実家）は同時代詠。

[image: ]月を友とする発想は源俊頼、行尊らに先蹤。

[image: ]「年経れど言問ふ人のなき宿に月を友にて老いにけるかな」（万代集・雑二・藤原修範）は同時代詠。

[image: ]「山」は茨・松・六華集「宿」。従来は底本「山」を「宿」に改訂。底本系統に多い「山（やま）」を取って校訂、解釈した。「雨洩る宿」なら、「板間より月の洩るをも見つるかな宿は荒して住むべかりけり」（詞花・雑上・良暹）にならい、雨が洩る宿に、射し入って来る月光を想う風流隠士の歌境となり、山里の生活を詠む前後の配列にも見合う。歌枕「守山」を詠んだとするなら旅の詠となり、この歌群中では九六七以下に配列されるのが適切。

[image: ]「人を」は茨・松「人の」。その場合、「人」は他の人で、他の人が私をの意になる。

[image: ]一一　一首の構成は「思ひやれとふ人もなき山里の筧の水の心細さを」（後拾遺・雑三・上東門院中将）、「思ひやれ筧の水の絶え絶えになりゆくほどの心細さを」（詞花・恋下・高階章行女）に拠る。三〇〇も同様の構成。一二　水乞鳥は珍しい題材で、『伊勢集』（男。平中物語にも）、『散木奇歌集』（源俊頼）に先例があり、覚性法親王に同時代詠がある程度。赤翡翠は雨乞鳥という異名もあり、夏に渡来し、鳴くと降雨の前兆とされる。前世は人で、悪業により鳥に転生し、常に飢渇するも水を飲みえず、雨水を口に承けるほかないという説話が伝承される。原拠は『正法念処経』一六の「遮吒迦鳥」の因縁話とされ、由来が古く、『伊勢集』の男や西行も聞き及んでいたか。

[image: ]「うつれば」は茨・松・心・西・別「うつれる」。参考「滝つ瀬の岩間を見れば一つがひ鴛鴦ぞ住みける山川の水」（能因集）。鴛鴦は夫婦仲がよいとされ、能因歌のように番いを詠むのが本意だが、早くから番わない鴛鴦もよく詠まれた。「山河に友なき鴛鴦は影を見て一つがひある心地すらしも」（永久百首・源兼昌）は類想の先例。「山河にひとり離れて住む鴛鴦の心知らるる波の上かな」（裳合二十二番右）の西行詠も孤絶する鴛鴦に孤独な自己を投影して詠む。

[image: ]参考「類るいよりもひとり離れて飛ぶ雁の友に遅るるわが身悲しな」（好忠集）。曾禰好忠詠の沈淪の身を歎く述懐意識を、孤絶感に転じる。

[image: ]参考「訪ふ人のなき蘆葺きのわが宿は降る霰さへ音せざりけり」（後拾遺・冬・橘俊綱）。「真言教のめでたさは、蓬ほう窓さう宮く殿でん隔てなし…」（梁塵秘抄）は「蓬窓」の同時代例。「蓬窓」は中国でも一二世紀を溯る用例がなく、「篷窗」（とまを懸けた舟の窓）の転用か。霰は音を立て、訪れるのが本意だが、蓬が茂る茅屋の窓の視点により、岩に当って飛び散りながら無音の訪れをする霰の映像を山家の友と見なす。

[image: ]参考「柴の庵に葉は薦ごもの囲ひそよめきてす通るものは嵐なりけり」（散木奇歌集）。西行歌第三句「旅だちて」については、その庵の主人が旅立ちをしてと取る解、作者が定住する草庵内にあっても旅先の仮庵であるかのような錯覚を抱かせてと取る解など諸説ある。次歌と同様に風の擬人化と取り、「旅だちて」の主語は風と解した。旅立って素通りする風も草庵内には留まらないように、風に誘われてこの私もめぐりを囲う草庵のうちに留まらず、旅に出たい願いがあったと気づく趣。

[image: ]底本「たたて」は同系統で「たてて」とある本も多い。茨「かけて」、松「たえて」、夫木抄「立ちて」。波が立っているか、立っていないかで本文異同が大きく対立。

[image: ]万葉植物「このてかしは」の実体は諸説あり、不明。西行に二例。「いちこもる姥うば女めおうなの重ね持つ児手柏に面並べん」（聞書集）は巫女が姥うば神がみを祀る様子を詠む内容からみて、『能因歌枕』などに拠り柏の異名として詠むか。対して萩の絶え間の所々に咲く花を詠む当歌は、『秘府本万葉集抄』に大和守藤原範永の挿話として語られる、女郎花の近縁種であるオオドチ＝オトコエシ（男郎花）の異名とする説などに依拠して詠んだと推定される。歌学書それぞれの説に拠り、両様に詠み分けたか。

[image: ]参考「今朝来つる野原の露に我濡れぬ移りやしぬる萩が花摺り」（後拾遺・秋上・藤原範永）。

[image: ]参考「崑こん崙ろん山さんには石も無し、玉してこそは鳥は抵うて、玉に馴れたる鳥なれば、驚く景色ぞ更に無き」（梁塵秘抄）。この崑崙山は仏説の崑崙山（＝香山）とは異なり、中国神話に見える西域の神仙境をさす。石は無く、玉（宝石）ばかりの世界。

[image: ]底本「ひなのたくみ」（独自異文）の「な」の右に「だ歟」と傍書。茨「ひたのたくみ」。従来は板本と底本傍書により「飛驒の匠」と改訂されたが、底本系10本・『夫木抄』重出の二箇所・西追加「ひものたくみ」。『夫木抄』雑十七では標目「ひものたくみ」で所収。陽明文庫本系統の本文として「檜ひ物もの工たくみ」と校訂するのが適切であり、それが原本文の蓋然性が高い。「檜物工」は一一世紀段階の史料に所見（中右記）。檜物工の細工技法の基本は、榑くれを柾目に割って薄くはいだ片へ木ぎを用いた。奥山を生産現場として木材の粗加工、榑の製材に当ったから、笠取山の山上で「まさき」を割るのは、その実態に見合う。「まさき」は辞書的には①ニシキギ科のマサキ、②まさきのかづらの略称と二義あるが、どちらも檜物工が製材加工する用材として該当しない。西行には「まさきのかづら」の略称として「まさき」を詠んだ例歌（一〇七八）もあるが、当歌にはつる植物は全く不適当。当歌の「まさき」は檜の榑を柾目に割った用材を意味する語で、職人の専門用語か。→解説

[image: ]「蹂く」に続く第三句「からさき」は茨・松も「からさき」だが、近江国唐崎だと、相模国足柄と地理的に整合しない。夫木抄「かささき」により「風先」の誤写と取るべきか。→一〇〇五「風先」。「足柄の山」は松「しからきの山」。信楽は近江国だが、なお不審。

[image: ]参考「夜を寒み越の嶺渡しさえさえて思ふもしるし今朝の初雪」（元永元年十月十三日内大臣家歌合・藤原宗国）、「吹雪して越の嶺渡し風たけしいかが愛発あらちの山は越ゆべき」（為忠家後度百首・藤原顕広）。「初雪にしるしの竿は立てしかどそことも見えず越の白山」（万代集・冬・大炊御門右大臣家佐）、「越の山立ておく竿のかひぞなき日を降る雪にしるし見えねば」（夫木抄・冬三・大炊御門右大臣家佐）。「しるしの竿」を二首詠んだ作者は、大炊御門右大臣藤原公能に仕えた女房「佐」とすれば、西行と接点がある。西行歌は山嶺から山降しの風が初雪を伴って吹く時分に、嶺から嶺へ渡って、しるしの竿を立てる意を掛けるか。「越の中山」は越後国の妙高山と推定する説が有力ながら、「嶺渡し」「しるしの竿」の例歌は「愛発」「白山」など越前国を想定しているから、旧来の越前の山説も否定できない。

[image: ]熊野本宮から那智へ雲取山を越える山道を小雲取越・大雲取越と称した。小雲取越が開かれる前に、本宮方面から万ばん才ぜ峠を越えて志古を通り小口に至る、中世に「志古の山路」と呼ばれた番ばん西ぜ道みちが古道だったとする説がある（紀伊続風土記）。大雲取越にかかる前の小雲取越に対して、かなり迂回する道。建仁元年（一二〇一）の後鳥羽院熊野御幸に従った藤原定家は、那智から「雲トリ紫金峯」を越えて本宮に戻ったことを記しており、「紫金峯」は「志古の峯」を仏教的に呼称したと推定され、一行は「志古の山路」を西行とは逆に辿ったと見られる（以上、戸田芳実『歴史と古道』参照）。「をくちかはら」は「小口が原」と校訂されてきたが、寛政年間の『熊野巡覧記』に「小口は川の辺也。故に小口川原と云」とある。

[image: ]一　「ふもと」は『山家心中集』諸本で「さもと」。『西行上人集』も「さもと」とある伝本が数本あり、「さもと」が原本文か。語義未詳だが、「さもとの流れせきわけて」（久安百首・藤原隆季）の稀少な先例があり、川幅の狭い所を意味する語か。二　「くま山岳」は『夫木抄』で紀伊国とするが、備前国説もある。中巻巻末「題しらず」歌群は二、三首前後で主題・素材のまとまりを有する傾向があるから、前歌と同じく紀伊国と考えるべきか。西行の当時、本宮・新宮間の熊野川を上下する舟の運航があった。

[image: ]鷺の群れを白波に見立てる。鶴を波に見立てる例は早く紀貫之の作（古今・雑上）にあるが、「洲鶴」題の「あさりして洲崎にたづの群れ居るを風に立ち寄る波かとぞ見る」（為忠家初度百首・藤原忠成）の鶴の群れを鷺の群れに置換したか。鷺は院政期頃より詠まれる題材。

[image: ]参考「明月好同二三径夜一」（和漢朗詠・下・隣家）。世間の交わりを断ち、隣家に続く三本の小径を作って、明月の夜に隣人とだけ交遊した中国故事を踏む。

[image: ]結句は従来「思はざりけり」と改訂。底本ほか同系統の多くと茨「お（を）もらざりけり」、松・夫木抄「およばざりけり」。水みず持もちの軽重に関する表現と見て、底本のまま「重らざりけり」と校訂。水持が重いとは、一度引いた水が田に長い日数にわたり留まること。上句で水を常に絶やさず引いているからと理由を言い、下句で水持も重くならないことだと結果を述べる構文と解せる。平地の田では水持が重いのをよしとするのに対し、山田の水持の軽さを表現したか。

[image: ]第四句は学習院大学本のみ底本と同文だが、同系統中に異文が様々に多い。松「柴吹風ぞ」。茨は下句「柴吹風も哀成けり」。底本本文は「こそ」に対して結びが連体形で破格。参考「外山なる柴の立ち枝に吹く風の音聞くをりぞ冬はもの憂き」（詞花・冬・曾禰好忠）。

[image: ]一四　参考「春日野の雪げの沢に袖たれて君がためにと小芹をぞ摘む」（堀河百首・藤原仲実）。一六　桜井の里は山城国、伊予国にも（能因歌枕）。「越え来ればただぢなりけり桜井と名のみぞ高き所なりける」（和泉式部集）は配列から摂津国と見られ、水無瀬の近辺。この桜井は聖の住所として表れ（赤染衛門集、大日本国法華験記）、藤原頼長の「桜井庄」があった。行尊の弟子であった大僧正行慶（白河院皇子）と、その弟子の無品親王道恵（鳥羽院第六皇子。待賢門院の養子）は共に「平等院　桜井」と号した。西行に有縁の地。

[image: ]宮合二番で右「わきて今日」（九）と番え、定家は右歌を勝と判じた（→九補注）。参考「解け初むる岩間の水をしるべにて春こそ伝へ谷の筧を」（玄玉集・時節歌上・藤原公信）は「山家立春」題の同時代詠。

[image: ]参考「芽ぐむより気色ことなる花なればかねても枝のなつかしきかな」（散木奇歌集）。

[image: ]底本「空はたゞ」（独自異文）を私意により「空わたる」と改訂する校注書が多いが、底本系他本・茨・松・心・万代集「そらはるる」。

[image: ]心詞「つとめてはなをたづぬといふ事を」（行間に小字書入「朝赴花」）。中巻巻末「題しらず」歌群中で唯一の題詠歌の編入。

[image: ]伊勢の菩提山上人と共に「対月述懐」題を詠んだ「めぐりあはで雲のよそにはなりぬとも月に馴れゆくむつび忘るな」（西）も「むつび」を忘れないように呼びかけた歌。

[image: ]参考「谷深み人も尋ねぬ柴の庵におとなふ物はうぐひすの声」（堀河百首・隆源）。

[image: ]一二　冬を谷の古巣で過ごした鶯は、春になると都へ往来して鳴くと認識されていた。鶯の鳴声には変音・添加音による地方差のあることが知られ、東北地方のウグイスには句の終わりにｎの音が添加してホーホケキョンまたはホーホケンキョンと鳴く個体が多いという。西行は初度奥州の旅において平泉で越年したときに鶯の訛った鳴き声を聞き知り、それを前提に当歌を詠んでいるか。京都近郊の田舎の鶯は谷を住所としていても、都へ往来する習性があるから、そうか、辺境の鶯とは異なり、訛った音は鳴かないのだったか、という気づきにもとづく歌。一三　底本「だびたる」に対し、底本系統の数本と茨・心・夫木抄「たみたる」。「たみたる」が原本文で、語頭の「た」は清音と推定される。

[image: ]この歌は流布本系統では九九二「うぐひすはゐなかの谷の」の前に配列。

[image: ]第四句は茨「はなみるをりの」、松「はなみぬよはの」、心「はなみぬよるの」、心妙「はな見よるの」、西「花みるよひの」、風雅「はなみる春の」と、様々に異文がある。

[image: ]「人の住む里のけしきになりにけり山路の末の賤の焼け畑」（万代集・雑四・行尊）のように修行途上の山路を出て、人里にさしかかった際に焼畑の光景を嘱目しての詠か。参考「悲鳴呦咽　痛恋本群」（摩訶止観）。

[image: ]参考「我が子は十余に成りぬらん。巫かうなぎしてこそ歩くなれ、田子の浦に汐踏むと、如何に海あま人びと集ふらん　正しとて、問ひみ問はずみ嬲なぶるらん　憐しや」（梁塵秘抄・四句神歌）。潮踏む巫覡の行う神事は禊か口寄せか未詳。

[image: ]一二　参考「神風の伊勢の浜荻折り伏せて旅寝やすらむ荒き浜辺に」（万葉・四・碁檀越妻）。『万葉集』の「伊勢の浜荻」は葦とは別種の植物として区別されていたが、『俊頼髄脳』や、『住吉社歌合』の俊成判では葦と混同され、後に「難波の葦は伊勢の浜荻」の諺も生じた。三重県伊勢市二見町三津に字あざ浜荻の地名があり、かつて浜荻の群生地であったが、この地方では浜荻を「片葉の蘆」といい、その特色は細長い蘆葉が左右対称に出ず、長い茎の片方のみ葉が側生するという（中西正幸編『伊勢の海と神宮』）。西行は晩年の伊勢移住以前に三津で神主たちと歌会で同席しているから（→一七〇）、伊勢の浜荻が葦とは異なることを実地に見知っていたか。一三　松・心・西・別「ほずゑをなみの（穂末を波の）」。穂末を波が改めて生き返らせるという方が意は通じる。

[image: ]みさご（鶚・雎鳩）は『万葉集』に数例あるが、磯の松と縁を持たせた取り合わせは「みさごゐる磯まに生ふる松の根のせばしく見ゆる世にもあるかな」（堀河百首・源俊頼）など平安後期の作に見える。

[image: ]一　「かこみ」は不詳。藤原清輔『和歌初学抄』冷泉家本（広本系）に「舩」の語彙として「カコミ」が見える。船体左右の台間の艪の立たない所を板で張った舟を称するか。二　艫艪については、歌意不詳ながら「おそろしやともろはしりぞ浪間行くあから小舟のあからめなせそ（夫木抄・雑十五・源顕仲。出典の永久百首では「ともへ」の異文も）が参照される。「共艪」で艪を二挺仕立てたのをいうとする説もある。

[image: ]朝妻舟は美濃・尾張など東山道筋の庄園の年貢・租穀などを琵琶湖東岸の朝妻から大津へ運送する舟。すでに一〇世紀には就航。次歌と共に朝妻へ向かう舟を案じて詠んだと取れるようだが、朝妻から出港した舟を詠んだと解する説もある。なお伊吹山は役えんの行ぎよう者じやが開いたと伝承され、七高山の一。

[image: ]参考→五四四補注

[image: ]この歌以下四首は初度奥州の旅の平泉滞在（某年一〇月より翌年三月）の経験にもとづく作か。「野つ子」は底本ほか同系統では「のへこ」の本文が優勢だが、意味不明。茨・松・西・夫木抄「野べに」。心「のつこ」。底本系統の「のへこ」は「のつこ」の誤写と見て改訂。「野つ子」は民俗語としてはノッゴで、主に四国で田野の一隅に祀る農神。四国では牛に関わる神だが、奥州で馬形を結ぶ行事を知り、その同質性への気づきによる発想か。西行は仁安三年（一一六八）の四国の旅で讃岐に滞在して野つ子の存在を知ったであろうから、その後に、初度奥州の旅を追想して詠んだ虚構の作か。藁で作った馬形を焼く行事も左義長と称し、小正月（一月一五日）と結びついた例のあることは、次歌との関連で注意される。

[image: ]「いたけ」はイチコ・イタコと同じく民間の巫女を意味する当時の奥州方言か。「いちこもる姥女おうなの重ね持つ児手柏に面並べん」（聞書集）は巫女が奉斎する姥神を詠んでおり、「あまみ」は何らかの神の名称で、それを祀る時節の到来を詠んだと見られる。平泉滞在経験からの所産とすれば、左さ義ぎ長ちようなど火を用いる小正月行事との関連で「煙こめたり」の表現も解せるようだが、なお未詳。→五六六「煙こめたり」

[image: ]第四句は心・西「あけそのしさり」に拠れば、「揚げその退り」で、「そ」は禁止の終助詞、「の」は打消・否定表現を受けて体言を修飾する格助詞と取るなら、足を揚げずに摺り足で後退する足さばきを意味するか。「鴨の入首」は中世に舞の手の名として見え、近世に相撲や古武術の技の名としても表れるが、西行当時の実態は不明。平泉で秀郷流兵法を伝習する武士達の練技を見て感嘆しての作か。

[image: ]一六　初句は松「むつのくにの」、別・夫木抄「みちのくの」。西行は奥州藤原氏の軍事交通支配下に置かれた「奥大道」の中枢に位置づけられた平泉にあって、「奥大道」の末端に位置する外浜の浜風に思いを馳せたか。「外の浜」は一二世紀において日本国の東の境界と認識された地。一七　「壺のいしぶみ」は所在未詳。芭蕉の信じた多賀城碑に当てるのは猪苗代兼載による付会説。『袖中抄』により青森県上北郡七戸町（糠ぬかの部ぶのうち）にあったと伝えられる古碑と見るのが通説だが、確証はない。むしろ『拾芥抄』天正十七年写本所載大日本図の「壺石踏」の地名により石碑ではなく、交通路の一部を構成していた土木施設と推定する説が有力か（うんのかずたか『ちずのしわ』）。それによれば「都河路大国」の区域内で、「外の浜」に至る「奥大道」の行程上に位置する。

[image: ]難解歌。初句「あさかへる」は『野坂本賦物集』に西行歌を出典とする賦ふし物ものの語彙として「朝帰」とある。第二～四句は茨「かりゐうのうのむら鳥ははらのをかやに」、松「かりねこならのむら鳥ははらのをか山」、夫木抄「かりいそなこのむらともははらのをか山」。『夫木抄』は標目「はらのをか山」で山名と取り、その下に本により「狩伊曾名子」「狩場暮名所」などの注記がある。「はらのをか山」は藤原基家（良経男）に西行から受容したらしい作例（夫木抄・夏三）がある。『山家集』の配列で続く二首は鹿に材を取るので、当歌も鹿狩を詠んだか。「照射（ともし）」題の「道遠み火ほ串ぐしの松も尽きぬべし八重山越ゆる夜半のともしは」（堀河百首・源顕仲）のように、夜間に移動しながら山越えする狩人の集団を詠んだと推定しておく。「朝帰る」は歌題「照射及暁」（六条修理大夫集、行宗集）、「暁更照射」（為忠家初度百首）も参考としたか。

[image: ]「木ぐれ」（木の下陰の暗がり）なら「ともしすと鹿にもあはぬものゆゑにこぐれの下に夜を明しつる」（堀河百首・隆源）に先例。

[image: ]参考「紫の根ばふ横野の春野には君をかけつつ鶯鳴くも」（万葉・十）、「茅花抜く浅茅が原の壺菫今盛りなり吾が恋ふらくは」（万葉・八・大伴田村大嬢）、「紫の根はふ横野の壺菫真袖に摘まむ色もむつまし」（久安百首・藤原顕広）。顕広（後の俊成）と共に万葉歌枕「横野」を受容。西行歌の「人」は女性か。「咲く」「咲きぬれば」は同字の病。第三句は茨・松・夫木抄「生ひぬれば」。

[image: ]参考「水無月の河原におもふ八や穂ほ蓼たでのからしや人に逢はぬ心は」（古今六帖・六）。「八穂蓼も河原を見れば老いにけりからしや我も年を積みつつ」（好忠集）と同じく西行歌も述懐的。

[image: ]「水」は茨・松・夫木抄「みつ」、別「水」。陽明文庫本系統も底本と学習院大学本だけ「水」と表記。どこの地名を当てるか諸説あるが、真菰を景物とする歌枕としては山城国美豆が妥当か。夫木抄の詞「家集、みつ河にて」。

[image: ]参考「蔭繁き野洲の河原の柳原木高く蟬の声騒ぐなり」（出観集）は近江国野洲川の河原の柳原を詠む。

[image: ]「涼め」を動詞「涼む」の命令形と取る旧説に対し、「め」は「高め」「強め」の「め」と同じく接尾語と取り、また「涼目」として涼しげな様子と解するのが現在の通説だが、そういう語が存在するか疑問。「…悲しかれともなれる秋かな」（四三四）も情景が私に命じているかのごとき感知について、動詞の命令形を「と（も）なれる」で受ける語法で表現。当歌も同様か。宮合二十三番で「しのにおるあたりもすずし河社榊にかかる波の白木綿」と番え、定家は引分けの判定。

[image: ]賀茂別雷社（上賀茂社）の御生神事は陰暦四月、中の酉の日の賀茂祭の前日に行われる。神が憑霊した榊に種々の彩色をした帛をつけて御み生あれ木ぎとする。これに鈴もつけて祈願したことは「わが引かん御生につけて祈ることなるなる鈴もまづ聞えけり」（順集）によって知られる。出家後は「内へも入らぬ事」（一〇九五）とあるので、在俗時の経験によるか。御生は六一四にも。

[image: ]参考「み熊野の浦の浜木綿百重なる心は思へどただに逢はぬかも」（拾遺・恋一・柿本人麿）。

[image: ]参考「石上ふりにし人を尋ぬれば荒れたる宿にすみれ摘みけり」（能因法師集）。松は当歌の代りに「いそのかみあれたる宿をとひにきてたもとに雨ぞさらにふりぬる」という初句のみ共通する別歌を収録。

[image: ]難解歌。初句の「とをち」は茨・松「とをく」、夫木抄「とをて」、第二句の「ひた」は茨「ひゝ」、松・夫木抄「ひく」の異文がある。陽明文庫本系統の本文では、大和国「十市（とをち）」の里の「引板（ひた）」の景となろうが、歌意不通。海辺の歌と見て茨によるなら、遠く沖合まで差す「篊（ひび）」（魚を取るための設備）に寄せた心を詠む歌と解せるようだが、本文「ひゝ」は茨のみで、流布本系統諸本「ひた」。

[image: ]参考「おもしろや華に睦るる唐から蝶てふのなればや我も思ふあたりに」（夫木抄・雑九・源仲正）、「はかなくも招く尾花にたはぶれて暮れ行く秋を知らぬ蝶かな」（同上）。

[image: ]参考「風吹けばまづやぶれぬる草の葉によそふるからに袖ぞつゆけき」（後拾遺・釈教・藤原公任）も同じ十喩による。『維摩経』では「是身如芭蕉、中無有堅」とあり、芭蕉の実は皮を剝いても何も得られないので、事物に実体のないことのたとえ。芭蕉が風に破れ易く、無常を表すことは、『大智度論』巻二に「咄、世間無常、如水月芭蕉、功徳満三界、無常風所壊」と見える。『観心略要集』にも「如浮雲如芭蕉。待無常風不保故。此是仮諦生滅無常也」とある。底本結句「かは」は茨・松・心「よか」。

[image: ]参考「植ゑ置きし松も巌も変はらぬに昔の人はいづちなるらん」（恵慶法師集）は「主なき荒れたる宿」と題し、河原院の荒廃を詠む。

[image: ]宮合二十八番左も初句「しくれかは」で、右は七一六「わが宿は」と番え、定家は「しぐれかはと置けるより、いつまでとのみ打しほれつつと言ひはてたる末の句も、猶左やまさり侍らむ」と当歌を賞揚。「時雨かは」の本文の方が定家好み。

[image: ]『俊頼髄脳』に「芹摘みし昔の人も我がごとや心に物は叶はざりけむ」（出典未詳）の古歌にまつわる漢籍出自という、芹を召し上がる后を垣間見た男が芹を献じる悲恋の説話が見える。「芹摘みし」は『枕草子』にも引かれる古歌で、不如意の恋を語る説話と共に伝承され諸書に引用。西行は同話に拠り「七草に芹ありけりと見るからに濡れけむ袖のつまれぬるかな」（聞書集）という歌も詠む。

[image: ]「吉野山うれしかりけるしるべかなさらでは奥の花を見ましや」（聞書集）は『法華経』信解品の題詠で、うれしい道案内（しるべ）を得て、吉野山の奥の花（仏法の奥義の象徴）を見られた喜びを歌う。

[image: ]「人」を歌友など知人と取れば軽味ある内容となり、特定の親しい人と取れば恋歌的情感の屈折を読めもする。裳合十番で右は四〇七「ふりさけし」と番え、俊成は「左歌、こともなくよろし。まさると申すべからん」と判じ、当歌を勝とした。

[image: ]参考「吹き来れば身にもしみける秋風を色なき物と思ひけるかな」（古今六帖・一）。

[image: ]「われなれや松の梢に月たけて緑の色に霜降りにける」（西）という、松に老境の自己を仮託する歌もある。

[image: ]西行の詞書叙述は、荒れた宿の女性を訪ねる王朝物語風の雅な趣向。『今物語』では伏見中納言源師仲邸での「打たれる西行」の話型の説話に展開。

[image: ]「泉の主」・「あと伝へたりける人」については、紫金台寺の泉殿に居した覚性法親王・守覚法親王、六波羅泉殿を一門の拠点とした（残集によれば西八条邸にも泉殿を有した）平忠盛・清盛、また藤原通基・基家に当てる説などがある。覚性・守覚にはこの呼称や、「まかりて」の待遇表現が不適当。清盛を中心に歌会が催されたとは考えにくい。持明院基家の北白河邸（残集）に泉があったか不明。西行の交際を考えると他に、名泉を有した滋野井第を別邸として滋野井と号した藤原成通・泰通（養子）の可能性もある。滋野井第は、滋野井兵衛督・滋野井別当と称した権中納言藤原公成（公実の祖父）、滋野井御息所と呼ばれた後三条天皇女御藤原茂子（公成女）もかつての居住者であり、西行の主家筋ゆかりの泉殿。

[image: ]『教長集』詞書「少将基家朝臣会に、遇友恋音」（「音」は「昔」の誤りか）。藤原基家の少将在任と教長の配流期間を考え合わせて、永万二年（一一六六）六月六日より嘉応二年（一一七〇）七月二五日までの間の歌会と推定。西行は基家と親交があったから（残集）、同じ歌会詠の可能性がある。参考「人問はば何によりとかこたへましあやしきまでも濡るる袖かな」（和泉式部続集）。

[image: ]参考「あしひきの山より出づる月待つと人には言ひて君をこそ待て」（拾遺・恋三・柿本人麿）など恋歌の発想を離別歌に転じた。

[image: ]一七　当歌は例外的に『残集』に重出。寂然らと見に行った事情が知られる。良暹の旧房は大原野の江文の東北に当る所といい（顕昭・後拾遺抄注）、朧清水の近辺。一　参考「大原やまだ炭竈もならはねば我が宿のみぞ煙絶えたる」（詞花・雑上・良暹）。

[image: ]四　大覚寺（「大学寺」とも）の滝殿の石は百済川成が立てたと伝承（今昔物語集）。五　閑院は白河上皇・鳥羽上皇・八条院と伝領され、八条院から譲り受けた藤原基房が仁安二年（一一六七）一二月に第宅を新造した折に、大覚寺の滝殿の石が移されたか。七　参考「滝の糸は絶えて久しく成りぬれど名こそ流れて猶聞こえけれ」（拾遺・雑上・藤原公任）、「あせにける今だにかかり滝つ瀬の早くぞ人は見るべかりける」（後拾遺・雑四・赤染衛門）。→一四二四、一四二五

[image: ]四七七・一〇四五と共に、元性法印の庵室での歌会詠の可能性がある。「夜もすがら枕に落つる声聞けば心を洗ふ谷川の水」（月詣集・雑下・元性）は『今鏡』によれば長寛二年（一一六四）八月の崇徳院崩御の頃、元性一四歳の詠だが、それにちなむ設題か。同趣の題「夜聞水声」の詠歌が、元性ゆかりの覚性法親王、藤原教長の家集（出観集、教長集）に見える。

[image: ]『夫木抄』は標目「たはらのみね」で収録し、初二句「夕ぐれやたはらの峰を」。「たはら」は山城国宇治田原にあった山か。

[image: ]参考「みさごゐる磯の松が根枕にて潮風寒く明しつるかな」（続詞花集・旅・登蓮法師）は「海辺旅宿」題。松・別「海辺旅泊」題で、下句「うらがなしくも明しつる哉」の異文。これが原形で改題・改作したか。登蓮歌の『続詞花集』の詞書は「明石にこれかれまかりてあそびける時…」とあり、西行も同道した可能性がある。

[image: ]参考「沖つ風吹きにけらしな住吉の松の下枝を洗ふ白波」（後拾遺・雑四・源経信）。後三条院の住吉御幸に際して詠まれた経信の名歌を踏まえ、孫の俊恵に挨拶。→一二一八

[image: ]一七　「中宮大夫」は茨など流布本系統に「返し」の作者「時忠卿」とあり、平時忠（時信男）と知られる。時忠は承安二年（一一七二）二月一〇日、女御平徳子の中宮権大夫に任じ、治承二年（一一七八）七月、中宮大夫に転じた。一八　旧説は治承二年一二月の大雪の折と推定したが、陽明文庫本系統に「権大夫」と異文注記のある伝本もあり、『山家集』の成立時期を考慮すると、時忠の中宮権大夫時代の贈答か。

[image: ]「かき曇りまだ白雪のふる年に春とも見えで春は来にけり」（月詣集・雑上・藤原頼輔）のように旧年は冬のものである雪で表象するのが通常だが、春のものである雨にしたところが珍しい。雨によっても春到来の実感がわかない心境を表現。暦の知識と季節感のずれを詠むのが本意の「年内（旧年）立春」題の変奏。

[image: ]底本「つみはへししは」は同系統で優勢な本文だが、意味不通。「柴」「芝」では食用に供する「菜」に当てはまらない。茨・松・夫木抄「つみけらしゑく」で、陽明文庫本系統にも同文の伝本が数本あり、そちらが本来か。万葉植物「ゑぐ」は実体不明。黒茲姑（クログワイ）、芹の異名ほか諸説あり、平安期の作例も語義に混乱がある。万葉歌にならい、山田、沢のゑぐを詠む作例が多い（一四三四も）のに対し、当歌は野を場所とすることに注意。あるいは若菜の芽を出したばかりをいうとする説（和歌色葉）に拠るか。

[image: ]参考「何となく春立つ今日のうれしきは思へば花のゆかりなりけり」（月詣集・雑上・覚延）。「何となく」は西行の愛用語。

[image: ]参考「いつしかと今日降り初むる春雨に色づきわたる庭の若草」（肥後集。新勅撰に結句「野辺の若草」で入集）。

[image: ]参考「春立てば雪の下水うち解けて谷の鶯今ぞ鳴くなる」（後葉集・春上・藤原顕綱）。

[image: ]参考「鶯は花の都も旅なれば谷の古巣を忘れやはする」（詞花・恋下・行尊）、「枝ごとに移ろひ鳴くは鶯の花のねぐらや住み憂かるらん」（林葉集）。

[image: ]底本「ならて」の「ら」は「え」に酷似。従来は「なえて」と翻字。茨・松・夫木抄「なへて」。「並べて」、あるいは「萎えて」と解釈されて来たが、底本系統の有力本文「ならて」に拠り「鳴らで」と解した。「吹く風は枝も鳴らさで万代と呼ばふ声のみ音高の山」（長秋詠藻）のような祝賀の表現を叙景に転じたか。

[image: ]「昔」を在俗時と取り、「あらためて」は態度を改めてと解する説もある。

[image: ]一三・五　「みやたて」は高貴な家にさしあげ、奉公させる意の動詞「みやたつ」の名詞形が固有名詞化し、「贈り物」というような含意があるという（佐伯真一「義王の選択─「ミヤタテ」の語義、そして遊女の娘の人生─」日本文学五〇巻九号、二〇〇一年）。参考「幼くて親と馴れたる雁の子をみやたてしても思ふべきかな」（忠見集）は「雁の子を奉るとて」と詞書する。一八・一　詞書「果物を」は茨・夫木抄「くだ物を高野の御山へ」とあり、みやたてが高野山の西行へ仏供料として菓子を送った事情が知られる。茨・夫木抄「花と申す果物」は未詳ながら、吉野金峯山寺の花はな供く懺せん法ぽう（修二月会）における供物に由来する餅菓子か。円扁で花弁に似た餅という。三　「思ひつつ」は、茨・夫木抄「折櫃に」。『夫木抄』は標目「櫃」のもとに収録。折櫃は檜の薄板を折り曲げて作った蓋のある箱で、菓子などの入物。「折櫃に」の本文に拠れば、上句の主語もみやたてと取れ、折櫃に花の菓子を積んだよ、吉野の人のみやたてが贈物にして、という大意になる。「吉野」の縁で「花」「宮」の語を取り合わせた興趣の歌。

[image: ]「白鷺の松の梢に群れゐると見ゆるは雪のつもるなりけり」（為忠家初度百首・源頼政）は逆の見立て。流布本系統は当歌を一〇七八「葛城や」の後に配列。

[image: ]岩田は現在の富とん田だ川中流域。田辺より熊野本宮に至る中なか辺へ路ちの途中。川瀬の徒渉が清めのみそぎとなると観念された所。一二世紀前半期には熊野別当庶子家による宿所が設けられていたが、同後半期には仮屋を構えた昼養所・休憩所となる。西行歌は「夕涼み」とあるので岩田に宿泊しての詠か。「夕涼み」は非歌語で、『為忠家初度百首』『為忠家後度百首』に先例。

[image: ]参考「み山には霰降るらし外山なるまさきのかづら色づきにけり」（古今・神遊びの歌）。「まさきのかづら」の実体については蔓正木、定家葛などに当てられてきたが、いずれも常緑。ブドウ科の三角蔓とするのが有力か。西行は「まさのはかづら」（裳合。新古今・秋下）の語彙も用いている。

[image: ]一四　陽明文庫本系統は「かくくゑん阿闍梨」が有力本文。茨「覚堅阿闍梨」、松「阿闍梨かくけん」。『たまきはる』の女房名寄の「少納言」の項に「何とかや、筑前の阿闍梨かくけんといひしが妹」。この建春門院少納言と後白河院少納言（八三〇・一三五一）を同一人と見て、その兄と推定。通説は少納言藤原通憲（信西）男・覚憲（興福寺）、一説に少納言藤原実明男・覚顕（園城寺）だが、仁和寺の護持院住持で、覚性法親王の声明弟子だった姓系未詳の筑前阿闍梨覚兼（声明血脈）が最も妥当。一七　西行の贈歌は菊水の故事を踏むが、贈物の「菊」によそえたまでで、長寿のことほぎの本意を離れ、「下に」「出で」た私のことを「菊（聞く）」でもなく「聞かぬ」のかと、からかい興じた内容。親密な間柄の贈答。

[image: ]どこへの旅か不明だが、『菩提心論』の要文を詠んだ「分け入ればやがて悟りぞ現はるる月の影敷く雪の白山」（聞書集）により、某年暮秋から冬にかけてと推定される白山参詣か。「ほど経ける所」は、白山参詣途上に位置する越前国の藤原成通の私領が庄園化した小山庄（安楽寿院に寄進）、泉庄（醍醐寺・円光院に寄進）で、幸便を得ての贈歌か。帰途に同地で返歌を落手したとすれば、そのとき西行は西へ向っていた。『続拾遺集』は成通の官職を「権大納言」とし、それによれば成通が権大納言に任じた久安五年（一一四九）より大納言に転じた保元元年（一一五六）九月までの贈答。参考「われが身は木の葉と共に散り果てぬ峯のあらしぞ行方知るらん」（行尊大僧正集）。松屋本は当歌より「山家集下末」とする。

[image: ]参考「もみぢ葉の散り行く方を尋ぬれば秋もあらしの声のみぞする」（久安百首・崇徳院）。

[image: ]御嶽精進は五十日・百日の通例に対して千日は異例。元性は承安年間（一一七一─一一七四）に千日の御嶽精進を行ったか。そのころ高野山・西小田原の庵室で写経していた事跡が知られる。→四七七

[image: ]久能寺は『海道記』の貞応二年（一二二三）の記述によると、行基菩薩の草創という寺伝があり、天台宗延暦寺の末寺で、三百余宇の僧房を有し、隆盛。装飾経として著名な久能寺経を蔵した。鳥羽院周辺の人々が結縁した久能寺経と西行の関わりを推測する説もある。

[image: ]底本「物あはれなる」は第四句の名詞「あはれ」と同語反復で同字病。茨「物あらげなる」は荒涼とした様子の意の稀少語。松・別「物あはれなる」。

[image: ]宮合二十七番で左「我が心さこそ都にうとくならめ里のあまりに長居してける」と番え、「右、猶滞る所なく言ひ流されて侍れば、まさるとや申すべからむ」と勝の判定。

[image: ]ここの「今宵」は夜が明けて前夜、昨夜の意。

[image: ]参考「古里に同じ雲井の月見れば旅の空をや思ひ出づらん」（待賢門院堀河集）。

[image: ]底本・心妙・夫木抄雑十八「仁安二年」に対し、心・西・別・玉葉・夫木抄雑十六「仁安三年」。茨など流布本系統や陽明文庫本系統の多くの伝本に「仁和二年」とあるのは明白な誤り。古写本である心「仁安三年」が有力か。一〇四八によれば仁安二年一二月に西行は在京した可能性が高い。仁安三年（一一六八）は西行五一歳。かつて二三歳で出家した一〇月一五日前後に出立したことが注目される。四国の旅の目的は崇徳院の白峯陵詣でと弘法大師遺跡巡拝。この旅の歌は『山家集』下巻に分散して収録され、旅程や経路については未解明。

[image: ]八　参考「いにしへの野中の清水ぬるけれど本の心を知る人ぞ汲む」（古今・雑上・よみ人しらず）。野中の清水は印南いなみ野のにあった（袋草紙・下巻、為忠家後度百首・為忠、寂蓮法師集）が、その所在地については二説ある（→地名索引）。九　「一昔」前は平治元年（一一五九）と推定される初度西国の旅の折（→四一四補注）で、その一〇年ほど後の仁安三年（一一六八）に行われた四国の旅の旅程において書写山へ参詣する途中に野中の清水を再訪しての詠か。『治承三十六人歌合』に自撰。

[image: ]参考「天の原ふりさけ見れば春日なる三笠の山に出でし月かも」（古今・羈旅・安倍仲麿、土佐日記は初句「青海原」）。西行の当歌は『千載集』に「世を背きて後、修行し侍りけるに、海路に月を見て詠める」の詞書を付して入集。初度西国の旅の所産か。「旅の歌詠みけるに」四首は前二首が陸路、後二首が海路で、西行の取った西国の旅の行程を反映するか。

[image: ]参考「都にて山の端に見し月なれど波より出でて波にこそ入れ」（土佐日記）。宮合十四番では左「月の色に心を清く染めましや都を出でぬ我が身なりせば」と番え、定家判は「両首共、洛外之月色、海上之暁影、又強ゐて分きがたくは侍れど、右、波にも月はなどいへる、いま少し強くや聞え侍らむ」と、表現の強度を評価。

[image: ]従来この歌は仁安三年（または二年）の四国の旅に際してのものと見て、西住は一旦は同行しなかったものの、摂津国山本（流布本は明石）で待ち合わせて（一一三五）同行したという事情が憶測された。しかし歌の内容は、美豆野の景物である真菰に繫ぎ止められて「もの憂げに」見える春駒を詠んだと解せる。「春駒」の題詠「真菰草つのぐみわたる沢辺にはつながぬ駒も離れざりけり」（林葉集）との類想にも注意。冬一〇月出発の四国の旅（一〇九五）とは考えがたく、春出発の初度西国の旅と考えるべき。→一一四二

[image: ]一三　深仙宿は大峯山中の中台（後の七五靡なびき第三八）に当る最も神聖な場所。当時すでに大峯山は釈迦が説法を行った霊鷲山が飛来したものとする伝承、大峯山を金剛界・胎蔵界に充当する両界曼荼羅の思想が成立していた。一一〇四以下一一一九まで一六首は、月・紅葉・難所・拝所の主題ごとに、吉野側から熊野への行程順におよそ配列。秋から冬にかけての峰入と見られる。前半に月の歌一〇首が並び、西行は月輪観を修したとする説もある。大峯修行した時期については未詳で、初度奥州の旅から帰って吉野入りした後、三〇歳前後の頃か。西行の大峯修行には行尊への敬慕を認められるが、行尊の修行詠に対し、西行歌は月を主題とする傾向が顕著。一五　反実仮想により、深山に澄む（住む）月を見て今生の思い出もない我が身とはならなかった感激を歌う。参考「思ひ出でもなくてや我が身やみなまし姨捨山の月見ざりせば」（詞花・雑上・済慶）。

[image: ]参考→九一三補注・教長集

[image: ]西行以前に吉野の姨捨山を詠む歌はなく、後に藤原良経、藤原家隆に作例がある。西行歌の詠歌地点は不明。深仙宿付近と推測する説がある。伯母ヶ峰は深仙から北東約一八キロメートル。その一キロメートル西に東熊野街道最大の難所である伯母峰峠がある。

[image: ]『諸山縁起』には中世の大峯山の宿名として「池宿」「小池宿」があり、前者は中世にすでに「小池宿」と宿名が変り、後の七五靡第三一小池宿となる。後者は七五靡第五五講こう婆ば世せ宿より吉野寄りの位置。西行がどちらで詠んだか不明。なお、「いさぎよき池の泊に宿りてぞ心の月は澄みはてにける（行尊集二類本）を踏まえるとすれば、前者の可能性が高いか。

[image: ]九一八「小篠の泊」と同じく当歌の「篠の宿」を七五靡第六六小篠宿に比定する旧説は当らない。四二宿史料の第二七篠宿、『七十五靡行所記』第二三篠宿で、七五靡第二三乾光門に該当。

[image: ]参考「東屋のむねとたててし山伏をやがて破らぬ身ともならばや」（行尊集二類本）。

[image: ]参考「もろともにあはれと思へ山桜花よりほかに知る人もなし」（金葉・雑上・行尊）。第四句は『行尊集』二類本の冷泉家本で「花よりほかの」（「の」の右に「ニ」と傍書）。西行は『行尊集』二類本の本文に拠ったか。行尊の名が書かれた卒塔婆があった、西行歌の詠歌地点は不明。小篠宿とする説がある。小池宿とする説は根拠不明。『撰集抄』には「笙の岩屋の率都婆」（ただし「もらぬ岩屋も」の歌が書かれたもの。→九一七）とあり、『西行物語絵詞』には「大峯の持経者の宿に平等院の名かかれたる率都婆侍りけるに」（『西行法師行状絵巻（センチュリーミュージアム本）』巻二に詞書と画像）とある。

[image: ]近世に現れる山上ヶ岳裏行場の蟻の門渡とする説が多いが、それとは別の場所。西行歌は「岫」の原義である山穴の意を踏まえて詠んでいるとするなら、位置関係から見て七五靡第六二笙の窟に数日籠って後、窟を霧と共に朝立ちして難所にかかる自らの行動を蟻の歩行に見立てたか。

[image: ]行者還は熊野から来た役行者があまりのけわしさにここより還ったと伝承。底本「稚児の泊」に対して茨「稚児の泊に」。吉野側からは稚児泊・行者還の順。西行は吉野から秋に入峰し、春に熊野から入峰する山伏の難行を想像。熊野からだと行者還の難所が登りとなる。修験にかかわる「稚児落し」の伝承が各地にあり、稚児の滑落死を語り伝え、大峯の稚児泊付近にも「薩摩ころげ」「内侍落し」と称する岩場がある。『西行物語（文明本）』には「むかし稚児通りえずして命絶えけるところにて、行者は還りける、理りとあはれに見えける」とある。あるいは西行歌も絶命した稚児の話柄を踏むか。

[image: ]『夫木抄』『歌枕名寄』は当歌を那智の滝を詠んだ例歌として採る。しかし『山家集』の一連の配列からは、大峯七五靡第二九前鬼の裏行場に当る三重の滝を詠んだ歌と見なせる。前鬼三重の滝は虚空無遍超越菩薩の嶺に充当され、滝上に役行者の如法経二部があると伝承し（諸山縁起）、大峯奥おく駈がけ中の重要な行場。

[image: ]一三　転法輪の嶽を七五靡第四〇釈迦ヶ岳の別名と見る説があるが、近世に生じた誤解か。中世の史料では平地宿の項目の前に「転法輪嶽」の項目があり、「同頂ニ釈迦坐シ給フ」と記す（大峯秘所私聞書）。転法輪岳の頂上に台状の岩が現存。一五　底本「ける」に対し、同系統伝本でも「たる」が優勢。

[image: ]参考「いかならむ巌の中に住まばかは世の憂き事の聞えこざらむ」（古今・雑下・よみ人しらず）。裳合三十番→七九六補注

[image: ]代作した人を加賀の同僚女房と取る解もあるが、恋人の男性か。一一二四の故郷の小萩は二人が子をなしたことの暗示か。

[image: ]当歌は久寿二年（一一五五）頃成立の寂超撰『後葉集』に入集するので、西行の初度奥州の旅の詠であること確実。以下一連九首はすべて初度の旅の作と考えるのが有力。初度の旅が行われた時期については未解明。康治二年（一一四三）西行二六歳の折から三〇代前半までの間で諸説ある。旅の目的については仏道修行が主か、能因の後を慕う歌枕探訪が主かで意見が分れる。

[image: ]陽明文庫本系統も「たどる」の本文が優勢。「たどる」の場合、下に続く「まで」は時間的・空間的到達点を示す副助詞。底本「たどり」の場合、「まで」は動詞の連用形「詣で」となり、謙譲語。前歌の詞書に卑所へ行く「まかり」を用いているので、貴所へ行く「詣で」は不審。

[image: ]参考「武隈の松はふた木を都人いかがと問はばみきとこたへん」（後拾遺・雑四・橘季通）、「武隈の松はこのたび跡もなし千歳を経てや我は来つらん」（後拾遺・雑四・能因）。武隈にはもと松が二本並んで立っていたが、早くから枯れて失われたという。武隈の松の所在は未詳。宮城県岩沼市の竹駒神社に伝承の松（一本の松の木が二又に岐れたもの）が現存するが、付会に過ぎない。『古今集教長注』に宮城野に「タケクマノ松モハベリケレド、イマハミエズ」とあり、藤原教長説は西行と知識を共有していた可能性がある。多賀国府（宮城県多賀城市）に程近い宮城野（仙台市東部）に武隈の松があったと考えられていたか。

[image: ]「おもはくの橋」は留谷村（多賀城市）に伝承地があるが、近世に生じた説か。「おもはく」は動詞「思ふ」の未然形に接尾語「く」の付いた語形で、「思うこと」の意。いわゆる思案橋の類の名称か。なお、一一二九・一一三〇は紅葉を錦に見立てる歌が二首並び、行程順より題材の共通を優先する配列か。

[image: ]二〇〇五年に衣川北岸に接待館遺跡・衣の関道遺跡などを含む衣川遺跡群が発掘され、調査研究が進展。「衣河の城」については安倍一族の「衣のたて」を当てる説、奥州藤原氏の居館的施設を当てる説などがある。安倍氏の衣川柵はすでに遺跡化し、「しまはしたる」が防御を固めた威圧的な臨戦態勢とするなら、西行が訪れた二代基衡の時代に奥州藤原氏の城塞として現実的に機能していた場所を考えるべきか。「河の岸に着きて」の文言と推定奥大道・衣川の地理関係とを考え合わせると、泉ヶ城跡が「衣河の城」に重なってくるようながら、該地が基衡時代にどういう様相だったか未詳。

[image: ]「滝の山と申す山寺」の所在地については、西蔵王の山形市土坂三百坊跡（標高七〇〇メートル）に当てる説と、山形市長谷堂の滝の山廃寺跡（山頂標高三二〇メートル）に当てる説がある。前者は蔵王信仰（修験）を構成する龍山信仰圏に属し、早く古代から天台宗勢力が入り込んでいた。後者は古代から中世にかけて大規模寺院が建立され、熊野信仰（修験）の影響が色濃い地域。紅山桜は東北地方では山頂付近に自生するが、「並み立てりける」は修験による植樹も考えられる。

[image: ]参考「何となく物ぞ悲しき秋風の身にしむ夜半の旅の寝覚めは」（千載・雑体・仁上）。

[image: ]仁安の四国の旅において摂津国山本で西住と待ち合わせて同行したとする説が行われて来たが、「人」を西住に特定できず、疑問。山本里は昆陽里の北に隣接。行基が摂津国川辺郡山本に昆陽施院を起工したと伝えられ、南接する昆陽に設けた昆陽布施屋と同一の施設か不明ながら、それが後に昆陽寺（現在地移建前）の基になったとするなら、西行が昆陽寺に参籠して人（誰か不明）を待った折の歌とも考えられる。西行は「行基菩薩遺誡」を受持していた。→九〇九補注

[image: ]一一三六─一一四一、一二三〇─一二三七の讃岐往来歌における「女房」は形式上で、実は崇徳院その人か。主人の和歌を女房が代筆して送る書状の例が平安期にあり、広義の女房奉書の形式で歌が贈答された（田渕句美子「御製と「女房」」日本文学五一巻六号、二〇〇二年）。「女房」を崇徳院兵衛佐に当てる説もある。

[image: ]後の返歌のうち一一四一は流布本系統にない歌。

[image: ]通説では統子内親王への別れと解したことにより初度奥州の旅出立に際しての詠歌と考えられていた。この斎宮を亮子内親王とすれば、保元三年（一一五八）八月の退たい下げだから、翌平治元年（一一五九）春から秋にかけて行われたと推定される、厳島参詣を目的とする初度西国の旅の出立に際しての詠歌か。平治元年は、四国の旅（再度西国の旅）を仁安三年（一一六八）出立とすれば、そのおよそ一〇年前になる。→一〇補注、一〇九五、一〇九六

[image: ]西行が初度西国の旅で参籠した児島の八幡宮については諸説ある。郡こおり八幡宮（岡山市郡弁天島）、八はち浜はま八幡宮（玉野市八浜）、大崎八幡宮（玉野市大崎）、清田八幡宮（倉敷市曽原）などに可能性がある。『高倉院厳島御幸記』には治承四年（一一八〇）三月二三日に児島泊（郡衙のあった郡の港か）に着いて「この国に八幡の若宮おはしますときこしめして、幣たてまつらせ給」とあり、それについては西行が参籠した八幡と同じか否か不分明で、本荘八幡宮（倉敷市児島通生）を当てる説もある。

[image: ]参考「世を厭ふ草の庵の竹柱立てたるずしのむつましきかな」（唯心房集。「ずし」は「すぢ」の異文あり）は入道静蓮が西山辺に住んだ頃、寂然が訪れて柱に書き付けた歌。入道静蓮（俗名・藤原重茂。治部少丞頼綱男）は忍西入道（→一一五九）と同一人物か。

[image: ]参考「ひぐらしの鳴く山里の夕暮は風よりほかに訪ふ人もなし」（古今・秋上・よみ人しらず）。

[image: ]「よもよも」は従来、板本により「よりより」と改訂されていたが、陽明文庫本系統、茨・松「よもよも」。参考「よもよもと頼めし君が言の葉は秋立ちぬればかれがれになる」（散木奇歌集）。

[image: ]参考「さらぬだに影ほのかなる三日月の心細くも木の間洩るかな」（為忠家後度百首・藤原為盛）。樹間を洩れるほのかな三日月の光を詠じたのはこの時代には珍しく、後の京極派好みの表現の先蹤。

[image: ]「月蝕」題は先例がない。虚空蔵求聞持法を詠んだとする説もある。『覚禅抄』によれば、求聞持法の結願日には日食・月蝕の時を配するべきで、月蝕が最もよいといい、その作法が詳述されている。それによれば俗世間では忌避する月蝕の日に、密教の修法を行うために強いて月を見ることを気にかけた歌。

[image: ]裳合二十三番左に撰ばれ、第四句「雪ふる里を」とする伝本が多い。その場合「雪降る」に「古里」を言い掛けた表現となる。俊成判は「左歌は只詞にしてあはれ深し」と評する。『新勅撰集』では「高野に侍りける頃、寂然法師大原に住み侍りけるに遣はしける」と詞書し、西行が高野山から大原の寂然に贈った歌とする。

[image: ]六　「忍西」「西忍」のいずれが是か未詳。『治承三十六人歌合』では「静蓮入道」と表記され、『続詞花集』では撰者・藤原清輔と親交のあった静蓮側の資料から「静蓮法師」の表記で撰入（第三句「残るらん」）。静蓮は俗名・藤原重茂（義）。兼輔流治部少丞頼綱男で、『千載集』一首入集歌人。『月詣集』『実国集』によれば「高野奥の院入道静蓮」と記される。大法師兼意（成蓮房）の付法弟子中に見え、保元元年（一一五六）一一月五日に伝法灌頂を受けている静蓮上人（血脈類集記・五）と同一人か。静蓮は「静忍法師」（一〇六七作者）と同一人の可能性もあり、「忍西」もしくは「西忍」はその別号か。また一一四七に見える嵯峨の「竹の柱」の住居の主も静蓮の可能性がある。静蓮が吉野山の麓に住んだ事歴は知られない。九　『元輔集』『麗花集』によれば嵯峨野での作「秋の野の萩の錦をふるさとに鹿の音ながら移してしかな」（和漢朗詠・清原元輔）を踏むか。『宝物集』に「かなふまじき事をねがふ」歌の一例として引用。

[image: ]「人の、歌詠みてと申ししに」と詞書する「歌召せど心たくみのはかなさは斧の音してえこそ作らね」（二条太皇太后宮大弐集）は「心たくみ」に「作る」を寄せた稀少な先例。

[image: ]当時の陰陽頭は賀茂氏が独占し、保延二年（一一三六）より寿永元年（一一八二）の間は宗憲・守憲・憲栄・在憲の順に頭に任じた。このうち在憲（一一〇二─一一八二）は『山家集』成立時に現任ゆえ除外される。宗憲男の憲栄（生没年未詳）の可能性が高いか。憲栄は久安四年（一一四八）閏六月に卒した守憲の後を受けて頭に任じ、保元元年（一一五六）五月以降に没した。

[image: ]参考「最上河上れば下る稲舟の否にはあらずこの月ばかり」（古今・東歌）。『承徳本古謡集』では結句「しばしばかりぞや」とあり、『俊頼髄脳』以下も結句「しばしばかりぞ」で引く歌書が多く、これを本歌とする歌も「しばし」の語句を用いている例が多い。崇徳院歌もそちらの系統の本文に拠ったか。

[image: ]参考「こよろぎの磯立ちならし磯菜摘むめざし濡らすな沖にをれ浪」（古今・東歌）。

[image: ]以下三首の題については、陽明文庫本系統では「古今、梅に寄す」「後撰、桜を寄す」「拾遺に山吹を寄す」（「拾遺、山吹を寄す」とある伝本が多い）と不統一もしくは変化を持たせているが、茨・松は「古今、梅に寄す」「後撰、桜に寄す」「拾遺、山吹に寄す」と形式を統一した設題。

[image: ]参考「桜散る隣にいとふ春風は花なき宿ぞうれしかりける」（後拾遺・春下・坂上定成）。→三八

[image: ]「安く」の音便形「安う」（→五八）を、当時「す」がシュに近い発音だったことから「やしう」と表記したか。松「あしう」で、その場合「…里ぞ此は悪しうゐたりと…」という文脈を形成するか。本文に問題のある歌。

[image: ]参考「隙もなく洩り来る雨の脚の音をわが遠づまと思はましかば」（散木奇歌集）。「雨の脚」は六六九・六七〇にも作例。

[image: ]鶴の子が「巣立ち始むる」は、誕生祝いの表現だが、ここは松の枝に移り初めただろうというので、仕官の始めの祝いか。裳合三十四番で左は一一八一「若葉さす」と番え、俊成判は「左歌は、平野の松に若葉をささしめたり。さだめて其故ありけんかし。右歌は、ただ、沢辺の鶴の子の松に移り初めたるは、祝の心、左には及びがたくやと覚え侍れど、歌のほどは、なほ持なるべし」。

[image: ]参考「君が代は白雲かかる筑波嶺の峯の続きの海となるまで」（詞花・賀・能因）。

[image: ]参考「子日する野辺に小松のなかりせば千代のためしに何を引かまし」（拾遺・春・壬生忠岑）、「千歳まで変らぬ松の緑かなこや君が代のためしなるらん」（後葉集・賀・藤原忠通）。

[image: ]参考「君が代は限りもあらじ三笠山峯に朝日のささむ限りは」（金葉・賀・大江匡房）。

[image: ]参考→一一七六補注・忠岑歌、「万代のためしに君が引かるれば子日の松もうらやみやせむ」（詞花・春・赤染衛門）。参考歌と同様に西行歌も「子日」の小松引きを詠むと解せる。

[image: ]当歌は『山家心中集』雑下の第一首に配列。平野神社は皇室とも縁が深いが、平氏の氏社でもあり、「平野の松」を詠む同時代詠は平氏の祝賀にかかわるものが多い。高倉天皇を当代とする賀歌か。『今鏡』すべらぎ下「二葉の松」に当歌と通底する表現を見いだせ、あるいは仁安三年（一一六八）三月の高倉天皇即位（八歳の幼帝）の後、翌嘉応元年三月に盛大に行われた皇太后平滋子（高倉生母、平時忠妹、もと上西門院女房小弁）の平野社行啓に際して贈られた歌か。なお当歌には詳細不明ながら「詠寄松祝和哥　円位」と記された一首懐紙が存在（久曽神昇「西行の書蹟」書道研究三巻一一号、一九八九年一一月）。裳合三十四番左→一一七四補注

[image: ]参考「千代経べき二葉の松のみどりこは面影さへぞ常磐なりける」（清輔集）。

[image: ]参考「繁りあへるごえふのたけの千枝ごとに君が千歳を祈りかけつる」（行尊大僧正集）と同様、「五葉」を字音で詠む。

[image: ]二首の贈歌は『千手経』の文（→九〇七補注）に拠る。「万の仏の願よりも、千手の誓ひぞ頼もしき、枯れたる草木も忽ちに、花咲き実生ると説い給ふ」（梁塵秘抄）と類想。観音の誓いを詠む同時代詠に「雪降れば誓ひ頼もし初瀬山枯れたる木にも花咲きにけり」（続詞花集・釈教・覚延）、「頼もしき誓ひは春にあらねども枯れにし枝も花ぞ咲きける」（千載・釈教・平時忠）。

[image: ]鳥羽天皇第三皇女・暲子内親王は応保元年（一一六一）一二月に院号八条院を賜っているので、それ以前の姫宮と申し上げた時にこの虫合（種々の虫を持ち寄り、鳴く音色や形状の優劣などを競う物合）は行われたと考えられるが、その時期は未詳。西行が歌を代作した「人」も誰か不明。

[image: ]藤原育子（一一四六─一一七三。実能女。藤原忠通の養子となる）は応保元年（一一六一）二月に二条天皇に入内、翌応保二年二月に中宮冊立。『袋草紙』によれば同年三月一三日に「中宮の御方に貝合の事有るべし」とあり、中宮となった育子に対する慶賀の意をこめ二条天皇が主催したか。この時点の御所は中宮育子の兄関白藤原基実の高倉殿を里内裏としていたので、そこで挙行された晴儀の貝合か。『山槐記』によれば、右方かた人うどは中宮大夫藤原兼実以下（その他は名を記さず）、左方人は中宮権大夫藤原実長以下、中宮職事の官人を中心に構成。西行は方人の誰かに依頼されて歌を代作したか。同じ貝合で覚性法親王も「ある人」の歌を代作（出観集）。貝合は左右に分れて珍しい貝の優劣を競う物合で、歌を添えた。

[image: ]『歌枕名寄』や従来の注釈は、「三島江の浦」を摂津国三島江（淀川の右岸）に当てるが、海産の桜貝が寄せられる場所として不適当。『夫木抄』は標目「みしまのうら、摂津又伊予或肥後」のもとに当歌を所収。「みしまえのうらみて汐にまがふ蘆のねたく末葉にかかる白浪」（康資王母集）は海浜として「三島江の浦」を詠んでいる。西行の「桜貝」のもう一例「花と見えて風に折られて散る波の桜貝をば寄するなりけり」（聞書集）は「海波映二花色一」題で海産の貝を海浜に詠んでいるから、「三島江の浦」は所在地未詳の海浜と考えるべき。契沖『勝地通考目録』が「摂津」の「三嶋江」とは別に「未勘国」に「三嶋江浦」を挙げる見識に従う。

[image: ]参考「池の面に洗ふ紅葉の錦をば水際に畳む木枯しの風」（出観集）。「畳む」→三七六

[image: ]「百敷の玉の台うてなの簾貝芦屋が浦に波やかけけん」（出観集）、「雲の上に塵ぞまがへる春風の吹上の浜の梅の花貝」（同）は、同じ貝合で「簾貝」「吹上の浜」を二首に詠み分けている。

[image: ]参考「袖のうらの色の浜とはなりぬとも何のかひかはあらんとすらん」（伊勢集二類本）は「甲斐」に「貝」を掛けている。「色の浜」は「種の浜」とも表記。松尾芭蕉が『奥の細道』の旅で訪れ、「ますほの小貝」を拾ったことで有名。

[image: ]白良の浜は催馬楽にもうたわれた紀伊国の著名な歌枕。「沖の石」を詠む一四七六は紀伊国の白良の浜に違いないが、当歌の場合は長久元年（一〇四〇）五月六日『斎宮良子内親王貝合』、『鴨長明伊勢記抜書』を参照すると、伊勢国の白良の浜（所在未詳）を詠んだ可能性もある。

[image: ]二　別は詞書の下に「霊禅院と云寺也」と加注。出拠は不明だが、あるいは寂然が住した大原の寺か。四　歌本文第二句「あらめ」に拠る場合は、大原でもさようだろうと申しつつと取る解、さもあろうと聞いていたがと取る解の両説ある。

[image: ]参考「わびしらにましらな鳴きそあしひきの山のかひある今日にやはあらぬ」（古今・雑体・凡河内躬恒）は「ましら」を詠む早い作例。

[image: ]橡の実には有毒な成分が含まれるため、粉食するにはあく抜きが必要だが、その技術工程は地域によって種々の相違がある。ここはようやく少しずつ落ち始めた橡の実を拾う間に、水さらしであく抜きをするための山水を溜めようと歌ったか。

[image: ]参考「山守よ斧の音おと高く響くなり峯の紅葉はよきて切らせよ」（金葉・秋・源経信）。

[image: ]「かせぎ」→一一四九。『方丈記』に「峰のかせぎの近く馴れたるにつけても、世に遠ざかるほどを知る」とあり、当歌を受容。西行の「山深み」十首は当時の隠者や隠遁に憧れる者達に広く受容された形跡がある。

[image: ]参考「ほどへてや月も浮かばん大原や朧の清水すむ名ばかりぞ」（後拾遺・雑三・良暹）。

[image: ]参考→一〇四七補注

[image: ]参考→一〇四九補注

[image: ]底本「あはれ」に対し同系統では漢字表記「哀」とある本も多く、茨「あわれ」、別「哀」。松「あはれ」。玄玉集「あれま」を参照すると、下二段動詞「あばる（[image: ]・荒）」の名詞形「あばれ」と解するべきか。寂然の父・藤原為忠の作「あだに結ふ賤の竹垣あばれつつまばらに来鳴くほととぎすかな」（為忠家初度百首）は類想で、西行の「あばれたる草の庵」（三四八・一一四八）二首にも通じる着想。

[image: ]参考「訪ふ人も暮るれば帰る山里にもろともにすむ秋の夜の月」（後拾遺・秋上・素意）。

[image: ]一三　住吉社殿と別に、海に面して住江殿（津守氏の居館か）があり、その南に続いて釣殿があったという（住吉松葉大記）。釣殿で歌会が催されたりした。後に梶原景時、藤原隆祐、如願（藤原秀能）、藤原秀経らが住江殿の釣殿の柱に和歌を書き付けたことが知られる。一五　参考「住吉の神はあはれと思ふらんむなしき舟をさして来たれば」（後拾遺・雑四・後三条院）。「むなしき舟」は上皇の意。

[image: ]参考→一〇五四補注

[image: ]承安元年（一一七一）八月から治承二年（一一七八）六月までの斎院空位期の歌か。『山家集』の成立、改編に関連して承安年間（一一七一─一一七四）頃か。歌は「紫の色こき時はめもはるに野なる草木もわかれざりける」（古今・雑上・在原業平）を踏む。賀茂祭に用いる葵（二葉葵）は面が青（緑）で背が紫を帯びる。

[image: ]この「北祭」は陰暦四月の賀茂祭か陰暦一一月の賀茂臨時祭のいずれか不明。五三六は賀茂臨時祭の還立の御神楽を詠む。もと衛府官人だった西行は、衛府の本源的歌舞だった東遊や和琴に格別の関心があった。仁安二年（一一六七）までは賀茂臨時祭の東遊に和琴が用いられた記録がある（兵範記）。承安～治承頃に作成されたという『年中行事絵巻』別本巻一の賀茂臨時祭の上賀茂社頭儀の東遊の図で、立楽する陪従達の中に和琴が見えないのは当歌に詠まれた事情に関連するか。舞人については同じく東遊を奏した石清水臨時祭について『吉記』治承四年（一一八〇）四月二六日条で、近来の舞人の習練不足を遺恨としているのも当歌に通じる。承安年間頃に楽舞の衰微に接して神祇の衰退を歎いた歌か。

[image: ]四　五辻斎院頌子内親王は承安元年（一一七一）六月二八日に三三代斎院に卜定されたが、同年八月一四日に病のため退下。前斎院の僐子内親王も嘉応二年（一一七〇）一〇月に卜定されながら、承安元年二月に退下してまもなく病没。二代続いて斎院が本院入りすることなく退下した歎きを「君住まぬ御内は荒れて」と表し、承安年間に神祇の衰退を歎く歌群（一二二〇─一二二六）に編入したか。八　頌子に仕えた宣旨は承安三年（一一七三）五月没（吉記・承安三年六月一九日、二八日条）。宣旨の法事は頌子、吉田経房が沙汰して経房一家が修しているので、宣旨は頌子の後見であった経房（玉葉・建久五年正月六日条）の勧修寺流藤原氏縁辺の女性か。本院の生活経験があるのは、斎院時代より勧修寺流藤原氏の支援を受けていた三一代斎院・式子内親王に仕えた前歴があったか。西行の妻は勧修寺流藤原氏・葉室家ゆかりの女性というから（発心集）、その縁で西行との関係も考えられる。

[image: ]この歌は保元元年（一一五六）七月一三日以降、一五日前後に詠まれたかと推測されていたのは誤り。七月一一日暁の合戦で崇徳院は白河殿を脱し、弟宮である仁和寺の御室・覚性法親王の許へ逃れた（愚管抄）。ときに鳥羽殿にいた覚性へ書状で保護を願うも固辞され（兵範記）、一二日に院は出家（百錬抄）。世間的には一二日時点で院の存否・在所は不分明だったが、一三日には仁和寺潜幸が発覚、同日に寛遍法務の土橋旧房に身柄を移され、勅定による源重成の守護のもとに後白河天皇方に拘束された（兵範記）。土橋房は藤原顕季が建立した仁和寺の院家・最勝院に属し（平安遺文三五七九号）、後に妙心寺が創建された花園の地にあった（仁和寺諸院家記）。七月二三日に崇徳院は寛遍の房より源重成に警護されて鳥羽辺で乗船し、讃岐に配流された（兵範記、百錬抄）。従って、出家して北院にいた崇徳院を西行が訪問したのは七月一二日夜に限定される。世間では在所不分明であった時点で極秘の情報を得て西行は崇徳院のもとに駆けつけたと考えられる。

[image: ]経文の大意は「もし人が目を見張って怒り、打ちのめさなかったなら、何をもって忍辱（迫害や辱めを忍耐すること。六波羅蜜の一）を修することができようか、できないだろう」。

[image: ]参考「世の中はとてもかくても同じこと宮も藁屋もはてしなければ」（新古今・雑下・蟬丸、和漢朗詠）、「数ならぬ身を何ゆゑに恨みけんとてもかくても過しける世を」（新古今・雑下・行尊）。

[image: ]諸注「世」と「夜」の掛詞と取るが、底本「世」の表記は独自で、他本は「よ」「夜」のいずれか。「世」の意は用いていないか。

[image: ]「後徳大寺左大臣、西行法師などともなひて大原にまかれりけるに、来迎院にて、寄老人述懐といふ事をよみ侍りけるに」と詞書する「山の端に影かたぶきて悲しきはむなしく過ぎし月日なりけり」（続後撰・雑中・縁忍）との関連を考える説がある。古態を有するという松は詞書と歌の行間に「山里なる人のかたるにしたがひて書きたる也。さればひがごともや」の文が記され、底本一三五〇の左注に部分的に同文。『山家集』の段階的成立を考える上で重要。また当歌を跋文・識語の類と見做しうる和歌とする説もある。→解説

[image: ]底本・茨「左京大夫俊成」の表記は不審。松「左京大夫あきひろ」、心妙・西「五条三位」、続拾遺「皇太后宮大夫俊成」。心妙は返歌の作者表記を「右京大夫俊成」とする。藤原俊成は仁安二年（一一六七）一二月に顕広から俊成に改名。官位は応保元年（一一六一）九月に左京大夫に任じ、仁安元年（一一六六）一月に辞任。同年八月に従三位に叙任。仁安三年一二月に右京大夫に任じ、嘉応二年（一一七〇）七月に皇后宮大夫を兼任、承安二年（一一七二）二月に皇太后宮大夫（極官）となる。松の表記に従えば、顕広の私撰集のため歌稿資料として原『山家集』を送り、この贈答歌を交したのは、仁安元年一月以前と考えるべきか。その後、集の改編や他集撰入の時点の官位・本名に合わせて表記が変遷したと見られる。顕広（俊成）の私撰集は『三五代集』（散佚）で、それをもとに『千載集』が編纂されたと推定されている。→解説

[image: ]八　底本・茨「恋百十首」に対し、松「恋百」で歌数は九八首。『夫木抄』には数首が「恋百首中」として撰入されているから「恋百首」で自立して存し、また『山家集』に組み込まれ、増補されたか。成立については肥後（散佚）、登蓮、賀茂重保（散佚）らの「恋百首」と関連あるか。九　参考「思ひ余り今日言ひ出だす池水の深き心を人は知らなん」（堀河百首・藤原顕季）。楲いひは池の堤に穴を開けて水を引き出す樋。

[image: ]参考「わが恋は逢ひ初めてこそまさりけれ飾磨の褐の色ならねども」（詞花・恋下・藤原道経）。

[image: ]参考「包めども涙に袖の顕はれて恋すと人に知られぬるかな」（中宮亮顕輔家歌合・源雅定）、「包めども涙の玉のくだけつつ袖よりつひに洩らしつるかな」（為忠家初度百首・藤原忠成）。

[image: ]参考「忍ぶれど色に出でにけりわが恋は物や思ふと人の問ふまで」（拾遺・恋一・平兼盛）。

[image: ]参考「よそにのみあはれとぞ見し梅の花あかぬ色香は折りてなりけり」（古今・春上・素性）。

[image: ]参考「朝ぼらけ置きつる霜の消えかへり暮待つほどの袖を見せばや」（新古今・恋三・花山院）、「起きてゆく人は露にはあらねども今朝は名残りの袖もかわかず」（和泉式部続集）。和泉式部歌と同じく女の立場での歌と解した。花山院歌と同じく置いて来た女を恋う男の立場での歌と解する説が多い。「帰りつる今朝の袂は露と言ひて暮待つ袖を何にかこたん」（堀河百首・藤原顕仲）から「暮待つ袖」の措辞を摂取。

[image: ]「袖濡れしその夜の雨の名残りよりやがて晴れせぬ五月雨の空」（長秋詠藻）は同時代の類想歌。

[image: ]参考「遥々と思ひやれども朝夕に行かぬ心の苦しきやなぞ」（永久百首・源忠房）は下句が同一。

[image: ]参考「なつかしき花橘の匂ひかな誰たが移り香と思ひなさまし」（忠盛集）。

[image: ]参考「はかなくて夢にも人を見つる夜は朝あしたの床ぞ起き憂かりける」（古今・恋二・素性）。

[image: ]「咲きしよりわがとこなつとしめおきて夜もつゆだに避さらずこそ見れ」（教長集）も幼い頃より女を独占したい男の願望を花にたとえて詠む。西行歌の結句「思はで」は板本により「思はん」と改訂されてきたが、茨・松「思はで」。陽明文庫本系統も「思はで」が優勢。破格だが、下に「見ん」などの語句を略した句法。

[image: ]参考「逢ひ見ての後の心にくらぶれば昔は物を思はざりけり」（拾遺・恋二・藤原敦忠）。西行歌は、逢って後にいっそう物思いがつのることを予想し得なかったわが心の至らなさを顧みて後悔。

[image: ]底本ほか「たえぬ」を「たへぬ（堪へぬ）」と解釈校訂するのが通説。

[image: ]参考「涙河何みなかみを尋ねけむ物思ふ時のわが身なりけり」（古今・恋一・読人しらず）。

[image: ]参考「君にいかで並べてみんと夜とともに思ひしきたへ今宵とめてん」（相如集）は「枕代へるとて」と詞書する歌。

[image: ]参考「ことの葉も霜にはあへず枯れにけりこや秋はつるしるしなるらん」（拾遺・恋三・大中臣能宣）。

[image: ]参考「君をおきてあだし心をわが持たば末の松山浪も越えなむ」（古今・東歌）。他人に心移りすることなどありえないと恋人に誓約する古歌を踏む。「末の松山」は陸奥国の歌枕。第三句は茨「あだになりし」。

[image: ]「なれる」は茨・夫木抄「なれや」、松「なれな」。

[image: ]参考「恋死なば君はあはれと言はずともなかなかよその人は忍ばむ」（詞花・恋上・覚念）。参考歌の「よその人」を恋人に転じて詠むか。

[image: ]参考「我ばかりもの思ふ人はまたもあらじと思へば水の下にもありけり」（伊勢物語・二十七段・女）。

[image: ]底本「二なく」を「になく」と読んで、第四句を字足らずと取る説もある。茨・松「まなくも」に拠れば、絶えずの意。

[image: ]四〇四、七五六など西行は「さらぬだに」を用いて、生来のわが身の資質をさらに増長させる具象物を好んで詠む。当歌は恋人が歎きを添え、木を投じて、わが生来のただでさえ恋の物思いが絶えない性分に火勢を加えたのだったか、という気づきを詠じた。

[image: ]底本系統の多くと茨・松「あはれむ」。

[image: ]参考「つれなさを思ひしづめる涙にはわが身のみこそ浮島が原」（肥後集）、「恋すれば涙の海にただよひて心は常に浮島の原」（夫木抄・雑五・源仲正）。参考歌はいずれも「浮」に「憂き」を掛ける。

[image: ]参考「これもみなさぞな昔の契りぞと思ふものからあさましきかな」（和泉式部続集）。

[image: ]参考「つつめども袖にたまらぬ白玉は人を見ぬめの涙なりけり」（古今・恋二・安倍清行）。

[image: ]流布本系は次歌「ながめこそ」と歌順が前後逆。

[image: ]茨・西・別「わかれね」は区別がない意。万代集「せらるれ」。松「わすれね」。底本傍記「ワカレネ」。

[image: ]参考「思へども思はずとのみ言ふなればいなや思はじ思ふかひなし」（古今・誹諧歌・よみ人しらず）、「思へども我が心こそ心えね我を思はぬ人を思へば」（堀河百首・源師頼）。

[image: ]参考「紅くれなゐの濃こ染ぞめのころも上に着む恋の涙の色隠るやと」（詞花・恋上・藤原顕綱）。「ころも」に比して「きぬ」は高級な上着。高級織物「綾」と卑俗な「小蓑」を対照するなど、西行歌は雅俗を織り交ぜた趣向。

[image: ]裄丈は着物の裄（背縫いの部分から袖口まで）の長さ。「ゆたけ」とも。「よたけたつ」は裄丈を裁つ意で「袖」に懸る枕詞と取る説もあるが、他に用例がない。「ゆたけ」なら「豊けし」を掛けた和歌の用例があるが、「よたけ」を用いたのはあるいは「弥猛（よだけ）し」を掛け、仰山に大きく裁つ袖の意を含ませたか。→六九一

[image: ]参考「心から心よりする恋なれば我が身ぞつらき人の咎かは」（久安五年右衛門督家歌合・源季時）。

[image: ]参考「なり果つる姿を見れば悲しさにしほしほとこそ音ねは泣かれける」（散木奇歌集）の源俊頼作は述懐歌。

[image: ]参考「よの節と言ひ立てねども笛竹の音に表はれぬ世を恨むとは」（散木奇歌集。冷泉家本は初句「そのふしと」）。

[image: ]松・夫木抄「かけ」は「陰」とすれば、「よかれける」によく対応するか。

[image: ]参考「ほどもなく身にあまりたる心地して置き所なき我が思ひかな」（堀河百首・源師頼）。

[image: ]参考「海人の刈る藻に住む虫の我からとねをこそ泣かめ世をば恨みじ」（古今・恋五・藤原直子、伊勢物語）。

[image: ]参考→一三一一補注

[image: ]底本・夫木抄「なりけん」により、知られることはあるまいと堪えていた恋心を知られてしまった後の追想と解した。従来のテキストは「なるらん」と改訂するものが多い。茨・松「なるらん」。

[image: ]「とりのらし」「くらたかの」の二箇所に誤写があり、歌意不明となったか。底本初句は従来「とりのこし」と校訂。底本ほか同系統は「とりのらし」がやや有力だが、種々の異文があり、本文不確定。茨「とりのくし」、松「とりのこし」。陽明文庫本系統の有力本文「くらたかの」も意味不明で、茨「くしたかの」、松「くらさまや」。結句も茨「我心かな」。

[image: ]参考「茎も葉もみな緑なる深芹はあらふ根のみや白く見ゆらん」（拾遺・物名・藤原輔相）。

[image: ]「思へば」は、茨・松・玉葉「思はば」。「思はば」なら正格の反実仮想。

[image: ]「うち絶えて」と取り、私とあなたの関係が絶えて、と解する説もある。

[image: ]辛さゆえの厭世観を機縁として、却って仏道に導かれるのは、逆縁による出家の嬉しさ。「世の中の憂きは今こそうれしけれ思ひ知らずは厭はましやは」（千載・雑中・寂蓮）は同時代詠。

[image: ]宮合三十六番左→七一〇補注

[image: ]「玉章」は手紙・消息文だが、ここは歌集の意。参考「遺文三十軸　軸軸金玉声」（和漢朗詠・下・白楽天）。「枚ひら毎に光さすめる言の葉は玉の声せしたぐひとぞ見る」（月詣集・雑下・土佐内侍）は同時代類想歌。

[image: ]保元元年（一一五六）七月、乱に敗れた崇徳院は讃岐国に配流、長寛二年（一一六四）八月二六日崩御、四六歳。西行は一〇九五によれば、崇徳院崩御後の仁安三年（一一六八）か二年の冬に出立し、讃岐国松山の御所跡、白峯陵を訪ねた。寂然は崇徳院の生前に松山の御所を訪ねている（風雅集）。歌は退位した天皇（上皇）を意味する歌語「空しき舟」にもとづく発想。参考→一二一八補注・後三条院歌

[image: ]「松が根の枕も何かあだならむ玉のゆかとて常のとこかは」（千載・羈旅・崇徳院、久安百首で「玉のとこ」の本文も）を踏む。無常観を踏まえた詠嘆と取るか、すでに萌芽していた怨霊に対する鎮魂と取るかで説が分れる。一三五三・一三五五の二首は諸書に引用され崇徳院怨霊説話を展開。

[image: ]一〇　西行が空海生誕の地と伝える善通寺付近に結んだ草庵については二箇所に伝承。道範『南海流浪記』は仁治四年（一二四三）時点で、一三五八「久に経て」歌に詠まれた松が善通寺南大門前にあり、その松の下に西行が七日七夜籠居したことを寺僧から聞いており、玉泉院（南大門西側）に西行庵と「久の松」を伝承するが、そこからは海が眺望できない。五岳山のひとつ中山山麓の水茎の岡の山里庵からは海の眺望が得られる。一二　一面の月光を氷にたとえるのは和漢朗詠句による。→三二六ほか。「白河の春の梢を見渡せば松こそ花の絶え間なりけれ」（詞花・春・源俊頼）を冬の海景に転じた。

[image: ]心妙詞「善通寺に草の庵結びて住み侍りしに、庵の前に侍りし松を見て」。→九四一

[image: ]参考→五六七補注・友則歌

[image: ]この歌は流布本系で一三六九の後に配列。善通寺の玉泉井を詠んだという伝承も生じた。

[image: ]善通寺誕生院は空海生誕地と伝承。『南海流浪記』に大師「御誕生所」の様子を記し、「大樹少々有レ之」とある。

[image: ]一四　一一世紀の史料に、空海は曼荼羅寺の南の山中に行道所として施せ坂さか寺を建立したと伝え（平安遺文一〇〇八号）、『南海流浪記』によれば、その位置は「我拝師山西岫」。施坂（世坂）寺は現在の出しゆつ釈しや迦か寺じ奥院の禅定寺に比定される。一七　近年の校注書の校訂「坊の外は」は文脈・状況に不適合。「はう」はあるいは「方」で、断面方形の石造角卒塔婆をいうか。埋経の経塚の地上標識で、「一丈ばかり」は卒塔婆の高さだろう。空海が当地に経塚を造営し、弥勒出世の三会暁を期したという在地伝承が平安中期以降に生じていた（高野大師御広伝・下）。二　空海と釈迦の邂逅を詠んだと解するのは誤り。それは行道所の上に位置する我拝師山の山頂と伝承され、一三七一に詠まれる。「めぐり逢ひし」でなく「めぐり逢はん」と表現するのは、経塚の伝承をもとに、釈迦滅後五六億七千万年後に当来仏として出世する弥勒とめぐり逢おうとする宿縁を詠んだと解せる。空海は高野山奥院に入定し弥勒出世を待つとする伝承がすでに生じており、西行も弥勒下生信仰を有したことは八六八歌、心妙・跋文に明らか。三　捨身行の厳しさを読み取るのは不適。空海が七歳のとき捨身したが天人により救われたゆえ我拝師山を別名、捨身ヶ岳という云々の伝説はさほど古くない。

[image: ]六　もとの山名「皮かは志し」（平安遺文一〇〇八号）を、空海が釈迦に邂逅したという寺院縁起の創案に伴い「我が拝はい師し」に読み変えたか。「わがはいし」の読みが存在したか不明。松「我はいしやま」の「我」は「が」とも「わが」とも読める。一三　『南海流浪記』に大師御建立の二重宝塔が現存し、その内に空海自筆の等身像「御影」が安置され、左の松山の上に「釈迦如来影現像」のある図であったことを記す。二　空海自筆で「善通之寺」と書いた額が南大門と中門に、「大宝樓閣陀羅尼」の額を東西の二門に掲げたと伝える。『南海流浪記』は「善通之寺」額二枚は残存、「大宝樓閣陀羅尼」額二枚は破損と記す。

[image: ]八　樫かし木き網あみ漁は、海中に立てた二本の木坑に角錐状の袋網を付け、激しい潮流を利用して小魚・小えびなどを採る定置網漁法。児島では樫の木をサオに用いた。現在の児島湾のアミ漁の最盛期は冬だが、夏糠蝦・秋糠蝦もあった。一一　底本「こひ」は独自異文。陽明文庫本系統の有力本文は「そは」。茨「かな」。「かな」に改訂する校注書が多いが、松「らん」も参照し、底本系統・御所本甲の「らむ」により改訂。

[image: ]参考「大淀につみの重荷をおろしおきてうらやましきはくだる河舟」（歌枕名寄・源仲正）。

[image: ]備前・備中では「牡蠣」「柿」のアクセントが京都と高低逆になる。京都アクセントを身に備えていた西行には、地元の漁師の発音する「牡蠣」の語が「柿」に聞えたことからの着想。ここの漁師は「牡蠣」を「柿」と言っているから、牡蠣ならぬ柿なら「串柿」の名にも縁があり、殺生の罪を免れてよいではないか、と京下りの商人に提案。

[image: ]栄螺は「さだえ」が平安時代の語形であり、これを「さざえ」の転じて訛った語と見るのは誤り。栄螺と次歌の鮑は漁期が春から初夏にかけてだから、この二首は仁安の四国の旅の帰路、または別時の詠か。

[image: ]紀伊国牟婁郡の潮崎浦（潮岬の古名）か、淡路国三原郡塩崎か、決め難い。「紀の海に鯛引く網の沖かけて置くほど見ゆるうけの数かな」（新撰六帖・三・藤原家良）は西行歌を受容して紀伊国の鯛網を詠み、謡曲「黒塚（安達原）」に紀伊国牟婁郡の地名として「潮崎浦」が現れるから、紀伊国の方がやや有力か。

[image: ]七　「いそしく」と改訂する校注書が多いが、陽明文庫本系統の多くと茨・松「いそして」。動詞「磯す」は漁師の間に用いられた語で、磯物（貝類・海藻）を採取する意か。貝類や海藻の採取は、村君的存在の指示による口明け制度を取る漁村が多く、口明け（解禁）の時季は春彼岸、八十八夜などが通例。九　「小螺」は小形の巻貝。「寄居虫」はやどかりで、食用。「細螺」は、干潟にいるきさごとは似て異なる小形巻貝（馬蹄螺科）。

[image: ]ほんだわらの名が定着しているが、和名は不明。漢名「神馬草」（じんばさう）より、じばさ・ぎばさなどと称する地方がある。『重訂本草綱目啓蒙』は備後方言として「ぎんばさう」「ぎばさ」を挙げる。第四句「みるめぎばさ」は字足らずだが、「ぎんばさ」の撥音「ん」無表記の可能性がある。ほんだわらの歌語「名告藻（なのりそ）」に対し、民俗語的語彙を用いたか。

[image: ]「蛤」「蚌」は同類異形で、共に「はまぐり」と称した。烏貝の異名（→一一九六）もある貽貝は「蚌」に属し、珠を孕むものを「蚌ばう貽たい」という。西行は本草学の知識により、蛤と形が異なる貽貝を「はまぐり」と称したか。参考「勢州の蚌貽、件の珠を産するものなり」（雲州消息・巻下、原漢文）。

[image: ]鰹は『延喜式』内の水産神饌。一二世紀前期に伊勢神宮・外宮領の伊良胡御厨が確立していたから、当歌の鰹と共に前歌の阿古屋も外宮への貢納品とされたか。中世には岬の蔭部に当る中山、畠集落に舟着場があったかと推定されている。伊良胡では秋霖明けから冬季に北西風（はがち）が卓越し、その時季に伊勢湾方面から吹く北西風による風浪に浮かんで帰港する鰹船団を詠んだか。

[image: ]参考「かりにても据ゑじとぞ思ふはし鷹のすずろなる名を立ちもこそすれ」（古今六帖・二）。鷹狩の鷹は脚に鈴を付けたので縁語となる。「据ゑ」は鷹匠が鷹を手に据えること。一三九〇は前歌詞書と関係なく後補か。

[image: ]八　参考「大井川早瀬落ち舞ふ水の面に流れもやらずすめる月かな」（出観集）。九　当歌を受容したと思われる「程もなく立ちゐるあとに帰るなり筏に違ふ味の村鳥」（夫木抄・雑十五・寂蓮）、「早瀬川小さ網でには違ふ石伏をいざ鵜ひとつに任せてをみむ」（現存和歌六帖・藤原知家）はいずれも「違ふ」をすれ違う意で用いる。一〇　「むらまけ」は西行歌以外に用例を見ない稀少語彙。「味のむらまけ」（聞書集）は味鴨の群れの意。

[image: ]参考「柴ふし漬けしおどろの下に住む鮠の心幼き身をいかにせん」（散木奇歌集）。柴漬けは柴を束ねて水中に漬け、冬季に柴の中に潜り込んだ魚を捕る漁法。

[image: ]一六　参考「ますらをは鵜川の瀬々に鮎とると引く白縄の絶えずもあるかな」（散木奇歌集）。『散木集注』によれば、この「白縄」は鵜飼をする川で魚が逃げられないように、川の中に引きめぐらした白い縄。対して西行歌は鵜飼漁ではなく、次歌と共に追さで網漁の原始形態を詠んでいるから、「白縄」は伝統漁法で、増水して川が濁った時に使用する藁製の追縄か。一七　「敷網」は水中に仮に敷設し魚を集めて引き上げる漁網。四よつ手で網あみが該当。

[image: ]『石山寺縁起』巻五に、当歌さながら宇治橋付近で行われた鵜縄漁の絵がある。「持網」は手持ちで操作する漁網のうち四手網をいう場合が多く、『石山寺縁起』でも船上から四手網を水中に入れて待ち構えている漁師が描かれる。「したむ」が難解。雫をしたたらせながら掬いあげる、などの解釈が通説だが、無理か。あるいは笊・魚籠びくの意の民俗語彙・シタミに関係あるか。

[image: ]一　参考「秋風一箸鱸魚膾　張翰揺頭喚不帰」（新撰朗詠集・上・白楽天）、「秋風に鱸の膾なます思ひ出でて行きけん人の心地こそすれ」（散木奇歌集）。『蒙求』に「張翰適意」として見える中国故事による。鱸は海魚だが、春・夏に川を遡上し秋に海に帰り、川の産が美味とされる。『延喜式』に山城国の貢物と見え、中世末期まで琵琶湖に遡上。近世前期には宇治川産が上品とされていた（雍州府志、本朝食鑑）。当歌は秋の落鱸を宇治川で釣る川漁師の舟を詠んだか。二　底本「其」は独自異文で、底本系の多くと茨・夫木抄「うの」だが、典拠との関係から「その」が本来と見なせる（久保田淳『新古今歌人の研究』、同『西行山家集入門』）。

[image: ]「年経たる宇治の橋守言問はん幾世に成りぬ水の白波」（清輔集）は嘉応元年（一一六九）詠。

[image: ]参考「並びゐる小雀め臥しの中に入りてわりなく人に睦れぬるかな」（夫木抄・雑九・源仲正）。仲正歌のように恋歌で男女の共寝を詠む題材を友の主題に転じた。

[image: ]副助詞「のみ」を用いたとも取れるが、陽明文庫本系統・流布本系統の多くの伝本は漢字「身」の表記。

[image: ]参考「ありとても頼むべきかは世のなかを知らするものは朝顔の花」（和泉式部集）。

[image: ]参考「今日こそは知らせそめつれ恋しさをさりとてやはと思ふあまりに」（成通集）。「いさむ」は我を「諫む」と解する説もある。

[image: ]「此君」は晋の王子猷の故事による竹の異称。『和漢朗詠集』『枕草子』で有名。「この君」は崇徳院をさし、次歌とともに西行の出家の政治的要因に関係づける説と、また保元の乱に際し崇徳院を批判したとする説がある。

[image: ]承保三年（一〇七六）一〇月に白河天皇が久しく絶えていた野の行幸を復活し、洛西の嵯峨野で鷹狩を行ったことは、後代にまで語り継がれて著名（嵯峨野物語）。野の行幸は白河天皇以降、殺生禁断の風潮もあって途絶したが、『宝物集（七巻本）』巻一に野の行幸が行われた嵯峨野の転変した様子を語るのが、西行歌に共通する。嵯峨野は元慶六年（八八二）に禁野（一般人の狩猟を禁制する野）に加えられ、臨時の野の行幸に対し、日常的に日ひ次なみ供く御ごを貢進する鷹狩が行われた。在俗時に兵衛尉として鷹狩にかかわった西行は、嵯峨野が禁野として衰退し、野守・鷹飼配下の供く御ご人にんらが退去する様子を見て、野山の荒廃を歎いたか。

[image: ]二　大覚寺の「滝殿の石」は百済川成が立てたと伝承（→一〇四八補注）。巨こ勢せの金かな岡おかが立てたと西行の認識する「庭の岩」はそれと別で、大沢の池の池中立石として現存する「庭湖石」に比定する説もある。四　参考「石はさも立てける人の心さへ片かどありと見えもするかな」（散木奇歌集）。

[image: ]この参詣は、吉野山の付近から出発して吉野川を宮滝で南から北へ渡河し、上かみ市いちを経て細峠を越えて多武峰へ出るルートで峠の手前にあった龍門寺に至ったか。当歌の詞書は次歌以下に懸らない。

[image: ]参考「ひぐらしの鳴きつるなへに日は暮れぬと思ふは山の蔭にぞありける」（古今・秋上・よみ人しらず、猿丸集は第四句「と思へば山の」）。

[image: ]参考「真鶴の立ち居ならせる川の瀬に千歳の跡を残さざるべき」（古今六帖・四・壬生忠岑）。

[image: ]「ゑぐ」をクログワイとする旧説は当歌に該当しない。クログワイが芽を出すのは夏で、食用にならない。食用になるのは地下茎の先に付くイモ（塊茎）で、それは「摘む」ものではなく「掘る」もの。「草先」は従来「くさぐき（草茎）」と校訂されていたが、陽明文庫本系統・流布本系統のいずれも「くさゝき」が有力本文。「ゑぐ」を芹とする説に拠ったと見れば、沢の氷も解けない春先に摘む若芽の意味で「草先」と解せるか。→一〇六一補注

[image: ]春の東風解氷による出水の時季設定とすれば、崖の窟で厳冬期に籠る修行を成し遂げた、いわゆる晦日山伏に対する敬意を表明した歌か。その崖の住所の岩より流れ出る水を汲むとは、超人的験力を備えた高徳の聖の余徳に浴する意か。

[image: ]「春の夜のため」は、立春を迎えて夜間でも結氷せず、一段と解氷が進んだために用水池の水位が増したということか。「春」に水の縁語「張る」を響かせる。

[image: ]参考「わが宿の門田の早苗植ゑしよりいさら小河をまかせてぞみる」（為忠家初度百首・藤原忠成）は「門田早苗」題。

[image: ]参考「日暮れなば岡屋にこそ臥しみなめ明けて渡らん櫃川や櫃川櫃川の橋」（梁塵秘抄）。岡屋には巨椋池に面した津があり、宿泊地。

[image: ]第三句は従来「しきわたす（敷き渡す）」と改訂されていたが、陽明文庫本系統・流布本系統のいずれも有力本文は「しきりたす」。

[image: ]『新猿楽記』弘安本「通大峯葛木、踏礒辺路、年々」。「辺へ路ぢ」は修験の修行の路。

[image: ]『吾妻鏡』文治五年（一一八九）九月二三日条に「駒形嶺」と見え、安倍頼時が桜樹を一帯に並べ植えたと伝える。陽明文庫本系統の多くは「たわしのね」、茨「たはしのね」。この地の桜はカスミザクラかという。歌は初度奥州の旅の作とする説が有力。

[image: ]参考「まだ散らぬ花もやあると尋ねみんあなかましばし風に知らすな」（後拾遺・雑六・藤原実方）。

[image: ]一三　参考「茅花抜く浅茅が原の壺菫今盛りなり吾が恋ふらくは」（万葉・八・大伴田村大嬢）。一四　北野は代表的な禁野。その荒廃を歎く点で一四二三と共通。当歌は人の手の入った野の荒廃を歎きつつ、心を澄ます可憐な野生の花が新しく生え変ってゆくところに目を止めたか。

[image: ]二　信濃梨は古来有名な諸国土産（新猿楽記）。晩春から初夏にかけて花が咲き、秋に実を結ぶが、二、三度霜にあたると味が増す。ここは柏の枯葉に包んで翌年初夏まで保存した実を送られた返礼の歌。三　参考「置き返し露ばかりなる梨なれど千代ありの実と人は言ふなり」（相模集）。

[image: ]崇徳院が天皇在位の時は、保安四年（一一二三）─永治元年（一一四一）。西行の在俗時の歌か。

[image: ]『観無量寿経』に浄土を観想する方法の第一に日想観を説いて「見日欲没状如懸鼓」とある。「懸けん鼓く」は天空に懸った太鼓。日想観を詠む先例に「色色の雲のはたてをかぎりにている日や弥陀の光なるらん」（散木奇歌集）。これなどにより底本「入日」を「入る日」と校訂。

[image: ]難解歌。上句の校訂は底本系統の有力本文による。底本は初句から二句の途中まで目移りで前歌を写して訂正し「はらかつるおし（イセミヤイルニ）□つきて」とあり、御所本甲は「はらかつるお（イセシマヤイルゝ）□□わきて」とある。校異状況から見て第二句はあるいは原本文「いるるにつきて」か、または底本の訂正書入れ「イルニ」を重視すれば「いるにしつきて」のような形か。他動詞連体形「いるる」でなく自動詞「いる」の方が文脈に適合するから、第二句原本文「入るにしつきて」と想定した上での歌意は「伊勢島では、海中に入るに従って抵抗する波が立つ様子により（潜りの拙劣さが分り）、（村君ではなく）従者と思われる潜り漁の海士よ」と試解。

[image: ]一七　参考「根に帰る花の姿の恋しくはただ木の本を形見とは見よ」（金葉・雑下・藤原実行）は西行の主家・藤原実能の父である公実死後の歌。この参考歌を介在させると、花十首の最後一四六二「根に帰る花を送りて」の歌と連関させる構想があるか。一八　参考「人はいさ飽かぬ夜床にとどめつるわが心こそわれを待つらめ」（頼政集）。

[image: ]参考「待つ人の今も来たらばいかがせむ踏ままく惜しき庭の雪かな」（詞花・冬・和泉式部）の「雪」を「花」に転じて着想。

[image: ]一五　「花悔帰根無益悔　鳥期入谷定延期」（和漢朗詠・藤原滋藤）、「花は根に鳥は古巣に帰るなり春の泊りを知る人ぞなき」（久安百首・崇徳院）。一六　参考「花の散る事を歎くとせしほどに夏の境に春はいにけり」（堀河百首・藤原顕季）は「三月尽」題。西行歌は吉野山の花はな供くの峰入のことを詠んだか（阿部泰郎「観念と斗擻─吉野山の花をめぐりて─」国文学三九巻八号、一九九四年七月）。

[image: ]「山の端に月のかたぶくほどばかり西に心のかからましかは」（唯心房集）は寂然の同時代詠。

[image: ]「雑さひ賀か浦」は紀伊国の歌枕として知られる。第三句は松「さびしからば」、底本系統の多くと茨「さびる浦は」。底本は「月の光の」から「さひか浦」への連接も不自然で、あるいは誤写か。月が明るいことで有名な明石とは異なる、閑寂な趣の伊勢の海浜の月を歌うのが原形か。

[image: ]参考「有明の月も明石の浦風に波ばかりこそよると見えしか」（金葉・秋・平忠盛）。

[image: ]底本系統・茨「ならず」に対し、松「ならん」。

[image: ]茨も「月のよやかて」。二字字余りはきわめて異例。流布本系統諸本「月のよや」、松「月よかて」。底本系統の御所本甲「月の〔不審〕よやかて」とあり、同系統数本「月よやかて」。友となって教えよと呼びかける対象としては「月の夜」より「月」がふさわしいから、校異状況から見て「月よやがて」が原形で、種々の誤写が生じたか。

[image: ]一一　杣山に材木を挽く「大路」があったことは近江国・信楽杣に隣接する伊賀国・玉滝杣に証例（平安遺文二七二号）。一二　底本系統・茨・松「むこ」。従来は「おほぢ」を老翁と取り、「むこ」を婿と解したが、疑問。板本など流布本系統諸本「むそ」に拠れば「六十」で、杣山の杣そま工くの人数と解せるか。玉滝杣には七十人の杣工がいたから（平安遺文一八二六号）、信楽杣については不明ながら杣工六十人は妥当な数。

[image: ]底本系統・流布本系統とも「波の」で校異がない。松「浪に」。「波に」に改訂する校注本もあるが、「沈む」を他動詞と取れば解釈可能。「雪」を波に見立てる。

[image: ]近江国方面から尾張国へ向けて吹く冬季の強い北西風により二村山まで運ばれたと見た雲を詠むか。

[image: ]参考「雪を薄み垣根に摘める唐なづななづさはまくのほしき君かな」（拾遺・雑春・藤原長能）。

[image: ]参考「踏み初めて思ひ帰りし紅の筆のすさみをいかで見せけん」（金葉・恋上・内大臣家小大進）。

[image: ]参考「逢ふ事は滋目結ひかと思ひしを遠とほ狩かりに来む人は頼まじ」（夫木抄・雑十八・源仲正）。

[image: ]参考→七〇一補注、「幾度か返して寝まし身にふれて下に重ねし衣ならずは」（久安百首・藤原季通）。

[image: ]参考「思ひかね妹がり行けば冬の夜の河風寒み千鳥鳴くなり」（拾遺・冬・紀貫之）。

[image: ]結句は底本系統・茨・松「つかへはや」だが、語法未詳。「ばや」を未然形接続の願望の終助詞と取れば、四段活用動詞「番ふ」「継がふ」は文法的に不適合。下二段活用・他動詞「番ふ」「継がふ」の存在を考えるべきか。

[image: ]一三　初句は「はとしまんと」など校異が様々に分れるが、底本・松「ひとしまんと」に拠る。二八九「ひとしめて」は下二段活用・他動詞「等しむ」を用いている。四段活用・自動詞「等しむ」の存在を想定し、その用例と考えるべきか。一四　「大幣」は気が多く、浮気である意だが、「空」とあるので実景を伴う。ここはたとえば稲荷祭の神幸の行列の狂騒の中で大幣が乱立する情景などに思い寄せたか（年中行事絵巻）。

[image: ]参考「ささがにの糸にかかれる白露は常ならぬ世にふる身なりけり」（相模集異本）。

[image: ]参考「夢や夢現や夢と分かぬかないかなる世にかさめむとすらん」（赤染衛門集）は維摩経十喩のうち「是身如夢」を題とする歌。

[image: ]一三　『出曜経』を原拠として『往生要集』に引く「此日已過　命即減少　如二少水魚一　斯有二何楽一」の無常を主題とする偈文に拠る。一五　参考「常もなき夏の草葉に置く露を命と頼む蟬のはかなさ」（後撰・夏・よみ人しらず）。

[image: ]賀茂臨時祭の還立御神楽では「朝倉」「其駒」が最後に歌われる（江家次第）。それを実見した経験により「神楽二首」を構成したか。→五三六

[image: ]正月七日の鶏鳴の刻に御戸（神殿の扉）を開いて若菜の神供を捧げる賀茂別雷社の年中神事（賀茂注進雑記）を詠む。「宮人」は神官で、「祝はふり」がこの役を務めた（賀茂別雷社嘉元年中行事）。

[image: ]七　美豆野の景物としては真菰が著名（二二一・一〇一八）だが、隣接する淀と共に菖蒲の名産地であったことは『散木奇歌集』『讃岐典侍日記』に見える。九　古式競くらべ馬うまは走行妨害も許され、ここは敵馬を柴垣の埒に押し懸けて動けないようにし、自らは馬場を駆けて通り、勝を得ようということか。『江家次第』一九・臨時競馬事に「武文為二公時一、雌埒被二押措一」とあり、物部武文が下野公時に負けたのも同様の状況か。

[image: ]第五句は底本「人　　　」。茨「　　　人」、松「一〻の人」。板本など流布本系統「神の宮人」。従来は板本により「神の宮人」と校訂。陽明文庫本系統は空白を有する本が多いが、御所本甲「一　　虫損人」に注目すると、祖本は松と同じく「一〻の人」であった可能性が考えられ、校訂本文に採用した。石清水八幡宮の放生会では上院にある神殿から三基の神輿が下院に渡御し、それぞれ左右二人の駕輿丁長に先導されて、御綱引二〇人・駕輿丁八人が神輿を運ぶ（榊葉集）。御輿長（駕輿丁長）の先導する声に御綱引・駕輿丁の「一々の人」（各人）が「唯（を）」と畏まって称し、神輿が進発する時点を捉えた歌か。

[image: ]熊野参詣の路次の忌詞で女をイタと称する（渓嵐拾葉集・巻第六・神明部）。熊野の巫女を「いた」と称したが、ここは遠路からの参詣による俗人女性の祈願成就を詠んだことは「千里運歩之人。虚往実帰」（長寛勘文）に照らして明らか。

[image: ]「度会の宇治の五十鈴の川上に大宮柱太敷き立て」（伊勢大神宮・四月神衣祭ほか）など祝詞に類似表現がある。

[image: ]訖栗枳王之十夢の第一・大象の夢による。普光『俱舎論記』（光記とも）などによれば、大象が小窓だけある室に閉じ込められ、出ようとするも、尾は窓にさえぎられて出られない。これは出家しても名利を捨て去れないことを表す。

[image: ]底本「うてつる」は独自異文。底本系統の多くと茨「そてつる」。松「そてつま」に拠るなら「袖褄」で袖や褄など着物の端々。歌は十夢の第九・広堅衣の夢による。広く丈夫な衣の四面を少しずつ十八人が争って引くが、衣は破れない。これは仏の正法が十八部に分れて異なるが、なお真法が存することを表す。西行は趣旨を読み換え、人心の狭量に焦点を当てる。

[image: ]十夢の第三・麨むぎこがしの夢による。一升の真珠を一升の麨と交換する夢。これは名利を求めて、仏の正法を説いて他人の財物を希うことを表す。西行歌は「麨」を「塵」に変換。

[image: ]「一切諸法…猶如虚空無有二法」（無量義経・説法品）による。法華経に比すべき経は他にないと取る説もある。

[image: ]「開涅槃門扇解脱風、除世悩熱致法清涼」（無量義経・徳行品）による。

[image: ]「なむ」の転訛でなく「なも」が当時は一般的。

[image: ]題詞に引用の偈は普賢菩薩の功徳・身相を対にして説示される「法身遍一切処」「一色一香無非中道」という天台の思想信仰による。歌は「一色一香無非中道」（歌題用例あり）の思想に基づき、春秋の花に心を染める煩悩がそのまま悟りになるという「煩悩即菩提」を詠む（大場朗「『山家集』巻末百首と仏教」大正大学大学院研究論集三〇号、二〇〇六年）。天台本覚論的な思想に依拠した詠歌。偈の詞章の直接的典拠は未詳。楊梅・紫蘭など春・秋の草木を用いた類似の対句表現は、伝源信『万法甚深最頂仏心法要』巻下・二三、永観『三時念仏観門式』第三段、平康頼『宝物集（七巻本）』巻四などに見える。

[image: ]『堀河百首』雑・「鶴」題で、古今・雑下・大江千里に先例のある、『詩経』小雅・鶴鳴を典拠とする歌を藤原基俊、隆源が詠んでいる。「鶴鳴二于九皐一声聞二于天一」（「九皐」は奥深い沢）により、声が天に聞えない「鶴鳴之歎」が詠まれたが、西行は「鶴鳴二于九皐一声聞二于野一」の句により、賢人は野にあっても世に知られ、共鳴されることを寓したか。「千鳥」に多くの鳥、衆鳥の意を込める。

[image: ]昌泰元年（八九八）一〇月に菅原道真、素性法師らを伴って宇多上皇の吉野・宮滝御幸があり、和歌が詠まれ、『後撰集』などに入集。宮滝の景観に、人麿や赤人が歌を詠んだ万葉の昔を見た御幸の跡を私も慕って見たいと詠む。

[image: ]「月の行く山に心を送り入れて闇なるあとの身をいかにせん」（新古今・雑下・西行）は類想。

[image: ]底本「かくれル」は独自異文。底本の訂正も参照し、底本系統の多くと茨・夫木抄「かくる」により改訂。底本系統・流布本系統の数本と松「かへる」。従来は「かへる」と校訂し、沖から湊に帰る舟を詠んだと取る注釈書が多いが、「かくる」が原形か。









　解説





一、西行の家集






　西行は五〇歳頃より家集の編纂を始め、その営みは晩年に至るまできわめて熱心に継続された。目崎徳衛『西行の思想史的研究』は西行の生涯を「数奇より仏道へ」という思想史的変遷の視点から捉え出したが、家集編纂にかけた西行の熱意に注目すると、数奇の人としての姿勢は生涯を貫いている如くである。

　西行の家集として現存するのは、自歌合も家集に準じて数えると以下のものが知られる。


山家集

山家心中集

聞書集・残集

御裳濯河歌合・宮河歌合

西行上人集（西行法師家集）

別本山家集



　これほど多種・多様な家集を残している歌人は同時代に類がない。本文庫に収める『山家集』は底本とした陽明文庫本では一五五二首を収め、諸家集の中で歌数は一番多い。五〇歳頃より数次にわたって編集を重ねて成った西行の代表的な家集である。『山家集』の伝本は三系統に分類されるが、系統や成立については二、三に詳しく述べる。

『山家心中集』は完本の妙法院蔵本で三七四首（うち自詠三六〇首・他人詠一四首）から成り、その奥書によれば「千三百首」の段階の『山家集』より自詠「三百六十首」を抽出した自撰秀歌撰である。三六〇は和歌の聖数六・三六の倍数に合わせている。『山家心中集』には完本でなく書きさし本（歌数二九一首）ながら鎌倉初期写の宮本家蔵本（伝西行自筆本とも）があり、中世書写の本が現存しない『山家集』の一部の歌の原本文を考える上で貴重な善本である。

『聞書集』『残集』は『山家集』『山家心中集』の編纂・改編を終了して後、晩年に至って新たに編纂された家集である。西行が晩年に移住した伊勢において文治二年（一一八六）七月頃までに成立したと考えられる（和歌文学大系『山家集／聞書集／残集』「解説」参照）。『聞書集』は歌数二六三首（連歌四句を含む）で、釈教歌を多く収めるほか「たはぶれ歌」「地獄絵を見て」など特色ある連作を含み、晩年の作品と思想を知ることができる。『残集』は歌数三二首（連歌一四句を含む）の小さな家集であり、『聞書集』に続いて成立し、出家前の若年時の作も拾われている点で貴重である。両集は冷泉家に一具の家集として伝わった藤原定家所持の古写本があり、『聞書集』の方は冷泉家を出て伊達家に入り、現在は天理図書館に所蔵されている。『聞書集』『残集』は『山家集』の続編として編纂されたため、原則として『山家集』と和歌の重複はなく、例外的に『山家集』一〇四七の一首だけが『残集』にも収録される。

『御裳濯河歌合』『宮河歌合』は自作をそれぞれ三六番につがえた自歌合であり、前者は藤原俊成に、後者は俊成息の定家に判詞を求めて、伊勢の内宮・外宮に奉納したものである。複雑な構成を創意し、両宮歌合の総歌数一四四首のうち他家集に見えない初出歌が三六首もあり、中には旧詠の改作と見なせる歌もある。前者は左・山家客人、右・野径亭主、後者は左・玉津島海人、右・三輪山老翁にそれぞれ作者を仮託する虚構を取り、まことに意欲的な編纂意識を汲み取れる。両宮歌合が結番されたのは文治三年（一一八七）と推定され、老練な歌合判者の俊成が判した『御裳濯河歌合』は間もなく年内に成立したが、重圧から加判が遅延した若い定家の判詞が、督促に応じて病床の西行の手許にようやく届いて『宮河歌合』が成立したのは二年後の文治五年、西行が亡くなる前年のことであった。最晩年に至るまで西行の家集編纂にかける情熱が並大抵でなかったことを物語る挿話である。なお慈円の『拾玉集』には西行が大神宮に奉納しようとした「諸社十二巻の歌合」があったということを記しているが、内宮・外宮に奉納したこの両宮歌合二巻のほかは全く詳細不明であった。近年、「伝鴨長明筆『伊勢滝原社十七番歌合』断簡」が紹介され（久保木秀夫『中古中世散佚歌集研究』）、今後のさらなる解明が俟たれる。

『西行上人集（西行法師家集）』はかつて『異本山家集』とも称されたが、『山家集』の異本ではなく別個の家集である。『山家心中集』の母胎として先行する成立と見る見解もあったが、現在は『山家心中集』を増補して成り立ったと見る説が有力である。しかし、その成立の経緯については未解明で、確説を見ない。西行自身が晩年に試みた秀歌撰編纂が未完成に終ったとする説や、『宮河歌合』以降『新古今集』以前に俊成周辺の人の手による他撰と推定する説がある。石川県立図書館李花亭文庫本の奥書によれば、周しゆう嗣し（頓とん阿あの門人）は「西行上人自筆本」を所持していたという。『山家集』にない代表的秀歌も多く収め、中世には西行の家集として重んじられた。『山家集』に比して室町期の古写本も数本あり、本文に相対的価値がある。李花亭文庫本は他人詠も含め五九七首から成り、この本のみ他本にない、追補して加え書いた一八九首を付載するが、他人詠が混じるなど誤りも含まれる。

『別本山家集』は後人が『山家集』『西行上人集』より和歌を抄出して再編したもので、九五八首（新出歌一首を含む）から成る志香須賀文庫本のみが伝存する。後代の他撰家集であるが、『山家集』松屋本系統の本文を有するところに価値があり、本文庫では校異に用いた。

　以上のように、西行は最晩年まで家集の編纂・改編に熱意を傾けた。本文庫に収める『山家集』には残念ながら中世の写本が伝わらない。続編である『聞書集』『残集』は際立った古写本があるものの、原則として『山家集』と和歌は重複しないので、ここでは直接の参照対象とはならない。けれどもそれ以外の家集は西行が様々に家集の再編を試みた結果として重複する歌が存在し、その本文の異同を比較検討することによって、中世の写本がない『山家集』の不備を補って西行が詠んだ原本文の参考となる場合もあるのである。





二、『山家集』の系統と本文校訂






『山家集』の伝本は現在、三系統に分類されている。数多くの伝本を調査し、校本を作成した寺澤行忠『山家集の校本と研究』の成果を参照して概要を記そう。


一、陽明文庫本系統

二、流布本系統（六家集板本系統）

三、松屋本系統



　一は陽明文庫本のほかに寺澤の校本では同系統の対校本15本（学習院大学本は下巻を欠くので下巻は14本）が用いられ、さらに四類に分類される。第一類のうち最も祖本に近い位置にあると評価される陽明文庫本を本文庫は底本とした。陽明文庫本は戦前から戦後にかけての伊藤嘉夫の本文研究において評価が定まり、戦後の同『山家集（日本古典全書）』（「近衛本」と称する）をはじめ、風巻景次郎ほか『山家集・金槐和歌集（日本古典文学大系）』、後藤重郎『山家集（新潮日本古典集成）』、久保田淳ほか『西行全歌集（岩波文庫）』などの校注書に収められて広く読まれた。また『私家集大成』、久保田淳編『西行全集』などに翻刻され、『新編国歌大観』第三巻に校訂本文が収められて『山家集』の基本的本文として依拠されてきた。

　二は近世初期に、いわゆる六家集（藤原俊成・藤原良経・慈円・藤原定家・藤原家隆・西行の家集）として刊行され、広く流布した板本の系統である。六家集板本（版本）系統とも一般に称されてきたが、本文庫では寺澤に従って流布本系統の称を採用した。板本は歌数一五六九首、うち他系統にない特有歌二二首を含む。板本は近世から近代まで広く流通し、それにより『山家集』は享受されたが、前言したように戦後は陽明文庫本が取って代った。板本には誤字・誤脱による本文の誤りが多いからである。ところが近年に至って流布本系統の中でも茨城大学本、三手文庫本は板本より書写は新しいものの、誤りが少ない善本であることが明らかにされてきた。寺澤により流布本系の本文も、陽明文庫本系の本文と同等の比重をもつという評価もなされた。そのような近年の研究動向を受けて、西澤美仁ほか『山家集／聞書集／残集（和歌文学大系）』では『山家集』の底本として茨城大学本を採用する新しい試みもなされている。

　三の松屋本は「松まつ屋のや」と号した小山田（高田）与とも清きよ（一七八三―一八四七）が所持していたことによる呼称である。その本自体は現存せず、板本への書入れによって本文が知られるものである。他の二系統と性格を異にし、歌数は一二五二首と少ないが、他系統にない特有歌が六九首もあることが注目される。久保田淳編『西行全集』に平井卓郎蔵本が「松屋本書入六家集本」として収められている。同系統として、松屋本より早く昭和九年に伊藤嘉夫により「古鈔本山家集」として発見紹介された天理図書館竹柏園旧蔵の残欠本があり、歌数は三四六首、板本書入れ本の「下末」にほぼ相当する。松屋本は寺澤により『山家集』の三系統の中で最も古態を存すると評価され、松屋本から他の二系統がそれぞれ派生し、成長したと推定されている。

　ここで本文庫の本文校訂の方針について説明しておきたい。寺澤の研究に明言されるように、現存する『山家集』伝本の中で、近世初期写と推定される陽明文庫本が最善本であることは動かない。底本にしたのもそれが最大の理由である。けれども寺澤の校本作成の結果として明らかになったように、陽明文庫本には独自異文、すなわち対校本すべて（＝他本）に対して一本だけ異なる本文が二〇〇箇所余りもあるという問題がある。他の二系統においても誤写を大量に含んでいる事情に変りはない。つまり、いずれも中世に溯る写本のない『山家集』三系統で、絶対的優位を占める系統はなく、寺澤が古態を存すると位置付けた松屋本にしても転写を重ねた誤写を多く含むので、『山家集』の本文を見定める上では三系統を相対的に比較検討することが求められる。そこで本文庫では比較的誤写の少ない陽明文庫本の祖本を想定し、それを復元することを目標に、底本の独自異文は原則として同系統の他本により改訂する方針を取った。また底本が独自異文でない場合の同系統の有力本文に対しては、みだりに改訂しないこととした。陽明文庫本系統の本来の本文の再現につとめたものである。例外的に底本系統の本文が明らかな誤写で意味不通の場合に限り他系統・他集による改訂をした箇所もわずかにあるが、その場合は脚注・補注でその旨を断っている。この処置により従来の陽明文庫本を底本とする校訂本文とは相当数の箇所で本文が異なるけれども、三系統の本文の比較検討が着実に行え、西行が詠んだ原形に近づく手懸りを的確に得られることになる。

　従来は陽明文庫本に対し、他系統である流布本系統の板本を対校し、陽明文庫本系統の校異に考慮せず、独自異文がそのままとされ、あるいは独自異文でない本文が板本により改変されるという事態があった。他系統と混態した本文が捏造され、かえって原本文から離れる改悪もなされたところがないわけではない。ちなみに本文庫で取った新たな校訂方法により原本文に近づきえた二例を例示してみる。次に底本の原状表記で歌本文を引用する。
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　前歌第四句の「とゝひ」は独自異文でなく、底本同系統第一類に属する善本の学習院大学本ほか「とゝ（と）ひ」の本文を持つ伝本が計８本と過半数を占めるのに、それに考慮せず従来の校注書では板本により「としひ（年日）」と改悪されてきた。これは補注に示したように「とどひ」という珍しいことばが用いられたと考えられ、陽明文庫本が原本文を伝えていたのである。後歌第二句の「ひなのたくみ」は底本の独自異文であり、板本本文「ひたのたくみ」と、流布本系本文によると目される底本の書入も参照して、従来は「ひだのたくみ（飛驒の匠）」と改訂されていた。しかし陽明文庫本の校異を見ると学習院大学本をはじめ「ひものたくみ」が10本もあることから本文庫ではじめて「ひものたくみ」と改訂し、「檜物工」を詠んだことを明らかにした。同歌第四句の「過る」は独自異文で、同系統他本・流布本系統とも「すき（過）ぬ」であるのに、従来の校注書では改訂されないできた。本文庫では原則により同系統他本の「過ぎぬ」に改訂することで、歌意が正しく理解できることとなった。このように陽明文庫本系の本来の本文を復元する校訂方針により、埋もれていたことばが発掘され、本文が整う例もある。陽明文庫本を有力な手懸りとする校訂によって同系統の祖本、さらには『山家集』の原本文へと遡及することが可能となり、もって同本の比類ない価値が再認識されるのである。

　本文庫では現代語の通釈をつけないが、祖本の段階ですでに誤写を相当に含むことを前提としながら陽明文庫本系統の祖本の復元を第一とする校訂方針を取ったことが理由の一つである。他の二系統を底本としても同様の事情があることは前述した。誤写による西行の関知しない派生本文に無理な訳を施すのは無益であろう。底本系統の多数や他系統・他集の本文が異なり、底本が原本文を離れている可能性が高いと判断した箇所に限って、脚注・補注で校異を示した。他系統・他集のほか、原本文を保存している可能性のある勅撰集や中世の歌集も校異の採録対象としている。他の二系統で本文が一致する場合や、古写本の『山家心中集』宮本家本の本文は原形に溯る可能性が高いけれども、誤写の発生しやすい珍しい語彙などが一系統にかろうじて伝存している場合などもあり、また誤写ではなく西行自身による推敲・改作と見られるものも中には含まれ、事情は複雑である。読者は要所に付した語釈に加えて、校異を参照しながら原形に溯る道筋を求めて原文を感受する読みを心がけていただきたい。所与の現代語訳がかえって原典に近づく妨げとなることもあるから、能動的に古典を味読する楽しみを得られることになるであろう。





三、『山家集』の構成と成立






『山家集』は数次にわたって再編され、段階的に成立したと考えられている。松野陽一「山家集　総説」（鑑賞日本古典文学『新古今和歌集・山家集・金槐和歌集』）は藤原俊成の私撰集編纂と関連づけて『山家集』の構成の中に段階成立を跡づける画期的な成立論を開いた。それ以後の研究動向も含めて『山家集』の構成と成立についての見解を概説しよう。次に、松屋本・流布本系統が上下二巻から成るのに対し、上中下三巻から成る陽明文庫本『山家集』の構成を左に図示する。
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　松野は跋文の一部が松屋本では陽明文庫本の一二三八の後、俊成贈答歌の前に相当する位置にあることなどに注意して、一二三八までの原型部分が自撰されて俊成の私撰集資料として供された上に、恋百十首・旅歌（讃岐）と自撰増補歌群が加わり、この一三六九までの段階（西行自詠およそ一三〇〇首）で『山家心中集』が抄出され、さらに旅歌（その他）・十題百首が西行自身か第三者の手で付加されて現行の『山家集』となったと考えた。原型部分は承安末ごろと思われる作品（一二二六）を含んでいるので、俊成が右京大夫（一二三九詞「左」は「右」の誤りと取る）を辞した安元元年（一一七五）までの間に成ったのであろうという。

　松野説に対し寺澤行忠『山家集の校本と研究』は、中巻雑部と下巻雑部の関係が不自然であることから、松野自身も本来は一―一〇四一の部分が原型であるかもしれないと言っていることに妥当性を認め、中巻巻末「題しらず」歌群までが原型として編纂されたと推定し直した。西澤美仁「山家集の成立」（久保田淳編『論集中世の文学　韻文篇』一九九四年）も中巻巻末一〇四一までの段階を原型と認め、一二三八までを次の段階と見なしている。西澤説は成立段階それぞれの巻末に崇徳院関係歌が配列されていることに着目し、『山家集』に崇徳院慰霊の意図が込められていたという動機を重視する視点から立論されていて注目される。一二三八までの段階の成立時期については松野説と異なり、一二三九詞の俊成の表記が松屋本で「左京大夫顕広」とあることから、これを俊成改名以前の前左京大夫時代と受け取り、西行と親交があった藤原惟方の俊成への歌稿提出時期との関連から仁安二年（一一六七）ころ、崇徳院陵墓参を主目的とする四国への旅立ち直前に提出されたと考えている。けれども四国の旅出立は仁安三年が有力であるし、提出時期は顕広（俊成）が左京大夫を辞任した仁安元年一月以前と取るのが自然であろう（一二三九補注参照）。また仁安元年以前に提出されたのが原型で、次の段階の一二三八までは承安年間から安元元年頃までの再編と考える方が、無理がないのではなかろうか。顕広（俊成）との贈答歌は『山家心中集』妙法院本にも巻末に俊成を「五条三位」と表記して付載され、これは『山家集』の位置でいえば一三六九の後に相当する。左京大夫顕広時代に交されたものが、家集再編ごとに巻末に移し変えられ、俊成の表記もその当時に合わせて変更されているのである。

　さらに言えば、最初に撰集資料として俊成に提出された家集巻末に「題しらず」歌群がはたして付載されていただろうかという疑問がある。陽明文庫本で一〇七首あるこの歌群は百首歌の未定稿とも見られ、西行の詠作の中でも注目すべき作品群だが、用語・修辞の上で実験的試みにまで及ぶ内容であり、またこの歌群以前で撰集資料家集としてのまとまりもよいように見える。加えて歌群中の一〇〇八の歌に用いられた「野つ子」という語は補注に記したように四国方言であり、讃岐に渡ってはじめて知りえた語とすれば、四国の旅以後の作品と見なせる。後に追捕された可能性もなくはないが、当初からあったとすれば「題しらず」歌群の成立は仁安以後であり、俊成への最初の資料提供以後に追補付載されたことになろう。すなわち『山家集』の原型は九三四までと見る考えも成り立つのではないかということを問題提起しておきたい。西行は、後に俊成の私撰集編纂が勅撰集に移行し『千載集』として実現するまでの過程に連動し、『山家心中集』、両宮歌合などを次々に提供している。親密な交流のあった俊成に対し、『山家集』も成立段階ごとに随時提供したらしく、その最初は九〇〇首余りの原型であったと考えてみたい。ちなみに『千載集』に西行歌は一八首入集したが、『山家集』九三四までから一三首採られており（うち西住哀傷歌は原型になかったか）、ほか五首は主に両宮歌合などに拠っている。

　やや煩瑣にわたって『山家集』の構成と段階成立について述べたのは、西行の歌は編年不能のものが大部分であるが、『山家集』の所収位置からおよその詠作年代の下限の見当が得られるからである。たとえば次の著名な一首
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については西行の辞世の歌として取り上げられることもあるが、誤りである、なぜなら『山家集』の原型部分に収められている上に、『山家心中集』にも自撰しているので、成立時期説により揺れはあるものの、死の十数年以上前、もしくは二十数年以上前の詠作と見てよいからである。それに対して「また、ある本に」とある一三七〇より後の旅歌（その他）・十題百首の歌群は、ここから『山家心中集』に抄出された歌が全くなく、自撰か他撰かも分らず、増補された時期も不明なので、詠作年次が知られない。西行の完存する唯一の百首歌である十題百首（巻尾百首とも）は、出家前後の若年時の体験にもとづくかと取れる歌も含むのだが、若い時の作品か晩年の作品かで意見が分かれ、確定しないのである。





四、西行とその和歌






　西行の伝記上の根本史料は、藤原頼長の日記『台記』永治二年（一一四二）三月一五日条である。西行は法華経の一品を各一人で書写して供養する一品経の勧進のため、藤原実能の女婿として実能邸に同居していた頼長を訪れ、その問いに応じている。年は二五で「去々年」に二三で出家したと答えていることから、逆算して生年は元永元年（一一一八）、保延六年（一一四〇）に二三歳（数え）で出家したと知られる。もと「兵衛尉義清」であり、「左衛門大夫康清子」であることも明かされている。室町初期の系図集『尊卑分脈』によれば、西行・俗名佐藤義のり清きよの家系は、むかで退治の伝承で有名な俵藤太と称した藤原秀郷を遠祖とし、一二世紀に平泉を本拠とした奥州藤原氏と同族である。西行は、曾祖父・公清の頃から左衛門尉に任じ、検非違使を務めた武門の出自である。母は『尊卑分脈』に「監物源清経女」と見える。源清経の系譜は未詳だが、今様・蹴鞠に優れた遊興の士であった。父系の佐藤氏は紀伊国田仲庄の預所を務め、富裕であったらしい。義清は生家の財力により内舎人、兵衛尉に任官した。鳥羽院に下北面として仕え、『古今著聞集』などによれば徳大寺藤原実能の家人であったと伝えられるが、事実と見てよい。義清の出家後は弟と推定されている仲清が家督を継いだ。義清の妻子については鴨長明の説話集『発心集』第六・五話が事実に近いと考えられ、葉室家ゆかりの妻があり、女子が一人いた。また『尊卑分脈』に「権律師隆聖」となる男子のあったことが記されている。

　西行の出家遁世は武門の出自と妻子を捨てて成されたものである。『百錬抄』に出家の日付は保延六年の「十月十五日」と記されている。『台記』は「重代勇士を以て法皇に仕へ、俗時より仏道に心を入れ、家富み年若く心に愁ひ無くして、遂に以て遁世す、人これを歎美するなり」（原漢文）と記している。当時の出家は死に臨んで後世の功徳のために成されることが多かったので、豊かな家に生まれ、愁いを持たないと頼長の眼に映じた青年の年若い遁世は賞讃に価した。ただし佐藤義清の遁世を歎美した「人」は世人一般でなく、徳大寺家周辺の人に限定して受け止めておくべきであろう。西行は無名の存在であった。出家の原因については様々な説があるが、不明である。

　西行は法名を円位という。若年より親交のあった藤原俊成は「西行、西住などいふ上人ども」「西行法師」「円位ひじり」（以上、長秋詠藻）、「上人円位」（御裳濯河歌合一番判詞）と記しているから、僧としての身分は法師であり、いわゆる聖（ひじり）・上人であった。西行生存時の同時代資料に「西行房」（粟田口別当入道集、寿永本隆信集）、「西行房上人」（心覚・別尊要記巻四）と記されるので、広く用いられた「西行」の称は房号であったらしい。『尊卑分脈』は「大宝（本）坊」の号もあったと記すが、同時代資料にはほとんど表れず、わずかに春日局消息（宝簡集）に見えるだけである。

　西行は三〇歳頃に入山した高野山を三〇年ほど居所とし、晩年に伊勢に移住した。高野入山前に奥州へ、その後に西国、四国、再度奥州など各地へ「修行」と称する旅に赴いている。和歌愛好の数奇者として多少は知られていたが、中央の歌壇からは相手にされない一介の凡僧であった。崇徳院勅撰の『詞花集』に一首入集したが、「読人知らず」の扱いである。文治四年（一一八八）に奏覧された『千載集』に一八首入集したことで人々の注目する歌人となったが、これは撰者・藤原俊成と親交があったことによる格別の取り立ての面があり、死の二年前のことであった。西行を何より有名にしたのは、「願はくは」の歌の予告通りに、建久元年（一一九〇）二月一六日に入滅したことが大きい。往生疑いなしと人々に深い感銘を与えた出来事であり、没後に成立した『新古今集』に九四首という最多入集数を誇る歌人として崇敬され、歌聖として語り継がれてゆくこととなった。その影響力は今日に至るまで日本文化の全般に及んでいる。

　生前は有名とは言えない存在であったが、『山家集』ほかに表れる人間関係は驚くほど多彩である。主家である徳大寺家関係者を中心に、主家筋の待賢門院・上西門院の女房たちとの交流があり、寂然ら常盤三寂など隠者歌人と歌交を結び、同行と呼ぶ西住を心友として、それらの人達との関係から多くの歌が詠み出されているが、それだけではない。蹴鞠・今様の達人であった稀代の天才というべき藤原成通は西行の勧めにより出家を遂げたが、その日付は西行と同じく一〇月一五日である。村上源氏の源雅定も西行の勧めに従い出家したが、雅定は義清が家人として仕えた藤原実能が出世を争った逸話を残す人物である（古今著聞集）。敵対関係をも越えて一方に偏らない立場を、出家は西行にもたらしたと見られるが、その最たるものは下北面として仕えた鳥羽院と不和であった崇徳院との関係であろう。和歌を愛好した帝王である崇徳院への西行の私的な心寄せが尋常でなかったことは、本文庫が明らかにしたように、保元の乱に敗れて仁和寺に潜幸した崇徳院の許へ、院の所在が内裏や世間に知られていなかった七月一二日の時点で駆けつけて絶唱（一二二七）を残している事実ひとつを取っても明らかであろう。『山家集』編纂の動機が崇徳院の鎮魂にあったという説が有力であることも思い合わされる。西行の取り結んだ人間関係は世俗の常識を越えて広く大きかったのであり、それが西行の家集を豊かに彩っているといえよう。

　西行の和歌はまことに多様である。久保田淳は、西行が多くの日本人に親しまれてきながら、「享受者それぞれの思い描く西行像が先入主として存在するために、その和歌表現の多様性や伝統性、同時代歌人との共通性などには余り注意が払われてこなかった」ことに注意を促している（『西行全歌集』解説）。西行像の先入主は保留して、その和歌表現に即して改めて西行の多様性を読み直してみる必要があろう。花月を好み、花月の詩人とも称されるが、その和歌についてみると、一方で『西行上人談抄』で自ら説くように『古今集』を規範とする優美な姿の歌を詠みながら、他方では花月に対して動感するわが心を鮮烈に捉え出す歌が多く、中には花月に憧れて浮かれ出る心を詠んで自身の資質を表出する個性の強い歌をも詠んでいる。僧でありながら恋歌の名手であったことも注目されてよい。実事にもとづくのではないかと思わせる実感のこもった歌もあれば、題詠や代作もあり、女の立場で詠む女性仮託歌まである。高貴な女性への失恋から出家したという伝説が生じ（源平盛衰記など）、今に至るまで西行の恋歌の中にその事実を探り出そうとする向きが絶えない。しかし、様々に想定した恋の局面に感応する心をたくみに表現する虚構の恋歌も多いことに目を向けてみるのもよい。仏教を主題とする釈教歌では、天台浄土教の思想に拠り欣ごん求ぐ浄土の心を詠む歌が多いけれども、密教に傾斜した歌も残している。神祇の歌も含め西行の宗教性はその和歌の中に多様な表れ方を見せている。宗教性に対しては、社会性の備わる作品も相当に多く、様々な階層・職業の人々を活写し、あるいは社会批判にまで及ぶ歌もあり、取材範囲はことのほか広い。殺生を業とする鷹飼・漁撈を歌う歌もあるが、仏者として一方的に断罪するのでなく、その生業に興味津々の好奇心を向けた歌のあることも注意されよう。西行自身が山家草庵に止住し、修行の旅において行動する二面性を有していた。中巻巻末「題しらず」歌群の作品にその特性が最もよく表れている。西行の足跡は山野河海のあらゆる領域に及び、地方で採集した方言を取り込んだ歌まで詠んでいる。

　西行は晩年に自歌合を編んだが、歌合に出詠した記録はない。対して、主に仁和寺や賀茂社周辺の私的な歌会に多く参加したことは『山家集』の随所に窺える。様々の規制がはたらく歌合は性に合わなかったのかもしれない。和歌のことばに即してみると、歌語と非歌語とを自在に使いこなしている。歌合では論難される同語反復や重語・畳語、句割れといった語法もいとわないのは、肉声を響かせることを重視したからであろうか。けれども『古今集』をはじめとする勅撰集の歌を参考歌とする伝統的詠作もあり、一方で曾禰好忠、和泉式部、能因、源頼俊といった先達の異端、女歌、数奇、新風の作を参考歌として用いた歌も目立つ。同時代歌人との類同歌もあれば、参考歌の指摘できない独創もある。西行の和歌は題材と言語のいずれをとっても、対立する両極をさながらすべて包蔵するかのような広さと豊かさ、多様さを見せている。西行においては雅と俗、数奇と仏道、宗教と社会といった対立が併せ吞まれているようである。西行は器量の大きな人間性を体現する歌人であったと思われるが、それは『山家集』だけからでも十分に汲み取れる。本文庫では歴史・民俗・宗教などの分野の知見に出来る限り目配りすることから西行の多様性に対応する注解を試みたが、まだ今後の発見を俟っている事柄も多く残されているであろう。





五、参考文献






　西行とその和歌について、より深く探究するための参考文献を近年の主要なものに限り、ごく厳選して紹介する。西行の研究文献は膨大を極める。網羅修正する文献目録としては昭和期の文献に限って西澤美仁編『西行関係研究文献目録』（貴重本刊行会、一九九〇年）があり、一九八九年以降の文献については西行学会編『西行学』（笠間書院発売、年刊）が創刊第一号（二〇一〇年）より毎号に文献目録を掲載しているので、参照されたい。





本文翻刻



和歌史研究会編『私家集大成３中世Ⅰ』（明治書院、一九七四年）

久保田淳編『西行全集』（日本古典文学会、一九八二年）

「新編国歌大観」編集委員会編『新編国歌大観第三巻』（角川書店、一九八五年）、『同第五巻』（同、一九八七年）


校本・索引ほか



臼田昭吾編『西行法師全歌集総索引』（笠間書院、一九七八年）

犬井善壽編著『西行和歌歌番号対照表』（私家版、一九八八年）

福田秀一編『西行和歌引用評釈索引』（武蔵野書院、一九九三年）

寺澤行忠編著『山家集の校本と研究』（笠間書院、一九九三年）

寺澤行忠編著『西行集の校本と研究』（笠間書院、二〇〇五年）


校注・選釈



風巻景次郎・小島吉雄『山家集　金槐和歌集（日本古典文学大系）』（岩波書店、一九六一年）

後藤重郎『山家集（新潮日本古典集成）』（新潮社、一九八二年）

近藤潤一ほか『中世和歌集鎌倉篇（新日本古典文学大系）』（岩波書店、一九九一年）

有吉保・松野陽一・片野達郎『新古今和歌集・山家集・金槐和歌集（鑑賞日本古典文学第一七巻）』（角川書店、一九七七年）

久保田淳『西行山家集入門（有斐閣新書）』（有斐閣、一九七八年）

森重敏『西行法師和歌講読』（和泉書院、一九九六年）

武田元治『西行自歌合全釈』（風間書房、一九九九年）

井上宗雄『中世和歌集（新編日本古典文学全集）』（小学館、二〇〇〇年）

西澤美仁・宇津木言行・久保田淳『山家集／聞書集／残集（和歌文学大系）』（明治書院、二〇〇三年）

西澤美仁『西行―魂の旅路―（ビギナーズ・クラシックス日本の古典）』（角川学芸出版、二〇一〇年）

塚本邦雄『西行百首（講談社文芸文庫）』（講談社、二〇一一年）

平田英夫『御裳濯河歌合・宮河歌合新注（新注和歌文学叢書）』（青簡舎、二〇一二年）

松村雄二『西行歌私註』（青簡舎、二〇一三年）

久保田淳・[image: ]野朋美『西行全歌集（岩波文庫）』（岩波書店、二〇一三年）


研究書・論文集



窪田章一郎『西行の研究―西行の和歌についての研究―』（東京堂、一九六一年）

久保田淳『新古今歌人の研究』（東京大学出版会、一九七三年）

安田章生『西行（弥生選書）』（弥生書房、一九七三年）

目崎徳衛『西行の思想史的研究』（吉川弘文館、一九七八年）

久保田淳『西行　長明　兼好―草庵文学の系譜―』（明治書院、一九七九年）

糸賀きみ江『中世の抒情』（笠間書院、一九七九年）

山木幸一『西行の世界（塙新書）』（塙書房、一九七九年）

目崎徳衛『西行（人物叢書）』（吉川弘文館、一九八〇年）

久保田淳『山家集（古典を読む）』（岩波書店、一九八三年→『久保田淳著作選集第一巻西行』岩波書店、二〇〇四年）

目崎徳衛編『思想読本西行』（法蔵館、一九八四年）

日本文学研究資料刊行会編『西行・定家（日本文学研究資料叢書）』（有精堂、一九八四年）

山木幸一『西行和歌の形成と受容』（明治書院、一九八七年）

山田昭全『西行の和歌と仏教』（明治書院、一九八七年→『山田昭全著作集第四巻　西行の和歌と仏教』おうふう、二〇一二年）

和歌文学会編『論集西行』（笠間書院、一九九〇年）

久保田淳『中世和歌史の研究』（明治書院、一九九三年）

久保田淳『草庵と旅路に歌う　西行（日本の作家）』（新典社、一九九六年）

花部英雄『西行伝承の世界』（岩田書院、一九九六年）

伊藤博之『西行・芭蕉の詩学』（大修館書店、二〇〇〇年）

西澤美仁監修・解説『西行研究資料集成』全一〇巻（クレス出版、二〇〇二年）

稲田利徳『西行の和歌の世界』（笠間書院、二〇〇四年）

山口眞琴『西行説話文学論』（笠間書院、二〇〇九年）

平田英夫『和歌的想像力と表現の射程―西行の作歌活動―』（新典社、二〇一三年）







他出一覧





　　山家集（陽明文庫本）の通し番号を掲げ、その歌の他出状況を示した。採録範囲は山家集三系統・別本山家集を除く西行の家集類・自歌合、勅撰集、南北朝期までの私撰集（後葉集より六華集まで）、西行と同時代の歌人の私家集に限り、その他の文献は割愛した。歌番号は原則として『新編国歌大観』によるが、西行上人集（西行法師家集）・山家心中集は久保田淳編『西行全集』の歌番号によった。『新編国歌大観』第三巻所収の西行法師家集は二七三を他本により増補しているので、それ以降は底本の李花亭文庫本の実態より歌番号が一番ずつ多くなっており、『西行全集』と異なる。山家心中集は宮本家本（心）により、宮本家本にない歌は妙法院本（心妙）、内閣文庫本（心内）によった。作者表記などの特記事項をカッコ内に記す。







一　　　　西追加六七八　夫木抄七二

四　　　　心一六一　裳合二一　西三

九　　　　宮合四

一〇　　　心一六三　西一一

一一　　　西追加六一〇　続後撰二一

一三　　　心一六四　西一五　夫木抄五四〇　歌枕名寄四七六一

一四　　　心一六五　西一六

一七　　　心一六六　西一七

一八　　　心一六七　西一八　続拾遺一九

二〇　　　心一六八　西一九　歌枕名寄二五八五

二一　　　宮合五　御裳濯集二二

二三　　　心一六九　宮合六　西二〇　六華集一一五八

二五　　　西一二

二七　　　心一七〇　宮合七　西二一　御裳濯集三四

二九　　　夫木抄三七〇

三一　　　心一七五　西二六　夫木抄二四〇

三二　　　心一七四　西二五　西追加七六八　夫木抄一七八四

三四　　　西追加七六九　夫木抄一七八三

三六　　　西追加七二七

三七　　　夫木抄一七三一九

三八　　　心一七三　西二四　雲葉集八一

三九　　　夫木抄六七三

四一　　　心一七一　西二二

四二　　　西追加七七四　夫木抄三六八

四三　　　心一七二　西二三　新拾遺五〇

四六　　　心一七六　西二七

四七　　　西追加七〇二　夫木抄八六七七

四八　　　心一七七　西二八　言葉集二四九　夫木抄一六三〇

五二　　　心一七九　裳合二五　西三六　新古今一六七七　御裳濯集六八　六華集六二

五四　　　心一七八　西三五　新拾遺一九一八

五七　　　心一八一　西一一四

五八　　　心五　西七六　夫木抄一七三一五

五九　　　玉葉一三一

六二　　　心一八二　西一一五　夫木抄一七三一八

六四　　　心七　治承三十六人歌合一六九　裳合五　西五〇　千載六九　御裳濯集一〇四　六華集一六二

六六　　　心八　西七七　続後拾遺一〇一　玄玉集五七二

六七　　　心九　西五六　新後撰九一

六八　　　夫木抄一七二八六

六九　　　心六　西五九　歌枕名寄一五七八・二〇九一（重出）

七〇　　　夫木抄一三一八

七一　　　心三六　西九四　玉葉二四四四

七二　　　心一四五　西五六一　風雅一八五七　月詣集八三〇

七六　　　心一〇　治承三十六人歌合一七一　裳合一五　西五三　千載一〇六六　月詣集一三八　御裳濯集一三一

七七　　　心一一　裳合一三　西五二　新古今切出歌一九九三　続古今一五二七　六華集二二二　長秋詠藻六五一　拾玉集五一六〇左

七八　　　心一二　西五七　千載一〇六七　六華集一九〇七

八一　　　夫木抄一四五九

八三　　　心一五　宮合一九　西七九　玄玉集五九五　夫木抄一二五一

八五　　　歌枕名寄一九九一

八七　　　西追加五九八　玉葉一四四

八九　　　心一八九　西一二〇

九〇　　　心一八六　西一一九　西追加七二九

九三　　　心一八七　西六一　夫木抄一〇八五

九四　　　心一八八　西六〇　続古今一五二〇

九七　　　西追加七四二　玉葉一四五

九八　　　心一八三　西一一六　夫木抄八八八九　歌枕名寄八七一五

一〇一　　心一八四　西一一七

一〇二　　心一八五　西一一八

一〇四　　心一九〇　西一二一　千載一〇六五　月詣集七一三

一〇五　　心一七　西八一　玉葉二一九　夫木抄一四九〇

一〇六　　心一三　西七八　夫木抄一四五八

一〇七　　心一四　西一〇二

一〇九　　宮合一一　西追加六一三　続拾遺九一　御裳濯集一二一

一一〇　　心一九　西八三

一一三　　心一八　西八二　夫木抄一四九一

一一四　　心二〇　西八四

一一五　　夫木抄一七二八七

一一六　　心二八　宮合一五　西一〇三

一一七　　心二九　治承三十六人歌合一七二　宮合一六　西一〇四　玉葉二三二　月詣集七〇三　玄玉集五九三　御裳濯集一五四　夫木抄一五二七　六華集二三七

一一八　　心三〇　西一〇九　夫木抄一七二八八

一一九　　心三一　西八九

一二〇　　心三二　西一一〇　新古今一二六　御裳濯集一五五　自讃歌一六三

一二二　　西九八

一二三　　西九九

一二五　　心二一　西八五　夫木抄一一五九　六華集一一九二

一二六　　六華集一一九三

一二七　　心二七　西一一一

一二八　　心二五　西八八

一二九　　西一〇〇

一三〇　　夫木抄一七二八九

一三四　　心二六　西九〇

一三五　　西五八

一三六　　心二四　西八七　歌枕名寄一五八九

一三七　　心二三

一三八　　夫木抄一五三七

一四〇　　夫木抄一四五七

一四一　　西追加七七〇　夫木抄一五三八

一四二　　心三五　西九三

一四三　　心三　西四二　新後撰五四

一四四　　心二　西三九　玉葉一三〇

一四五　　西四五　月詣集一二六　夫木抄一七二九〇

一四八　　心一四二　西九六

一四九　　新続古今一四一　万代集二八〇

一五一　　夫木抄一四六〇　六華集一一九一

一五二　　夫木抄一七三一四

一五三　　心三三　西九一　新後撰一一三

一五五　　心二二　西八六

一五六　　万代二八〇二

一五七　　心三四　西九二

一五八　　心二四二　西一三〇

一六〇　　西追加七六七　夫木抄一九六一

一六一　　心一九一　西一二四

一六二　　拾遺風体集四〇

一六三　　夫木抄二二三七

一六四　　西追加七六六　夫木抄二二三六

一六六　　心一九二　西一二五

一六七　　心一九三　宮合四一　西一二六　風雅二六八　月詣集八八　御裳濯集八〇

一六九　　心一九四　西一二七

一七一　　心一九五　西一二八

一七四　　万代集五〇七　閑月集一〇九

一七五　　心二四三　西一三一

一七六　　西追加七六四　夫木抄二三六七

一七八　　心二四四　西一三二

一七九　　心二四五　西一三三　新後撰一二七六

一八一　　心二四六　西一三四　玉葉三二五　万代集六一七

一八二　　西一四〇

一八六　　心二四七　西一三五

一八八　　心二四八　西一三六

一八九　　西追加七三七　続千載二五三

一九〇　　心二五〇　西一三八

一九三　　心二四九　西一三七　新後拾遺一九三

一九八　　心二五一　裳合三二　西一三九　御裳濯集二三九

一九九　　西追加六八三　夫木抄二九二七

二〇一　　夫木抄一七二九一

二〇二　　夫木抄二六五五

二〇四　　夫木抄二六三九

二〇七　　宮合四二

二〇八　　心二五三　西一五六　西追加七五六　夫木抄二九八二

二一〇　　夫木抄一七二九二

二一三　　西追加七五一　夫木抄三〇五一

二一六　　夫木抄一一二九五

二一七　　西追加七五七　夫木抄二九八三

二一八　　西一五三　夫木抄三〇五〇

二二〇　　夫木抄二九八六

二二二　　夫木抄一五八六五

二二三　　夫木抄九四八五

二二五　　心二五二　西一五五　西追加七五四　夫木抄三〇三九

二二六　　西追加七五九　夫木抄二九八五

二二七　　西追加七五二　夫木抄三〇五二・一五三六八（重出）

二二八　　西一五四　西追加七五三　夫木抄三〇五三

二三三　　心二五五　西一五八　夫木抄七七八〇（別歌か）

二三四　　秋風集二〇八

二三六　　心二五九　西一六二　万代集六七二（別歌か）　夫木抄四三七〇（別歌か）

二三七　　心二六〇　西一六三

二四〇　　万代集七一六

二四二　　心二五六　西一五九　夫木抄一一五三一　歌枕名寄三六〇三

二四四　　心二五八　西一六一

二四九　　心二五七　西一六〇　夫木抄三五三二

二五二　　心二六一　西一六四　続後撰二三二

二五四　　心一九六　西一六五

二五五　　西追加七三二

二五六　　夫木抄五一〇一

二五七　　心一九七　西一六六　新拾遺三一四　歌枕名寄四四一二

二五八　　夫木抄四〇四五

二六〇　　夫木抄三九九五

二六一　　心一九八　西一六八

二六三　　六華集一二二七

二六四　　心二〇〇　西二二七

二六五　　心一九九　西二二六

二六六　　夫木抄四三六二

二六七　　心二〇一　西二二八　夫木抄九三一一　歌枕名寄六三五四

二七二　　心二〇三　西二三〇

二七四　　心二〇二　西二二九

二七七　　夫木抄四二八七

二七九　　夫木抄四二八五

二八〇　　心二〇五　宮合三四　西二三二　玄玉集六六三

二八二　　夫木抄四二八四

二八三　　心二〇六　西二三三

二八四　　万代集八六六　夫木抄一七二九三

二八五　　心二三二　西二四三　新続古今一六九八　万代集八九八

二八九　　夫木抄五五二四

二九〇　　西追加六一七　新古今三六七　御裳濯集三七八

二九一　　心妙二三〇　西追加六一四　続後撰二七四　言葉集二七五

二九二　　心二三三　西二四四　風雅五六六　歌枕名寄一〇五九

二九四　　心二三四　裳合三五　西一七四　千載二六七　御裳濯集三七四

二九五　　西追加七四七　夫木抄三五八二・五五五七（重出）

二九六　　心妙一九四　新勅撰一九六　歌枕名寄五四二五

二九八　　心二〇八　西二三五

二九九　　新後撰二七七

三〇〇　　心二一八　西二五四

三〇一　　治承三十六人歌合一七四　西二七六

三〇二　　心二三〇　西二四一　玉葉五六九　夫木抄四八六〇

三〇三　　心二三一　西二四二　風雅六一八

三〇五　　心二四〇　宮合四〇　西二七三　御裳濯集四九二　閑月集二九〇

三〇六　　心四六　西二一一

三〇八　　心四七　西二一二

三〇九　　心六八　西一八一

三一一　　心五〇　西一八三　夫木抄一〇六〇七

三一三　　心六九　西二〇一

三一四　　西追加六四三

三一七　　夫木抄五二九九

三一九　　続拾遺三一一（登蓮法師）　玄玉集一九八（登蓮法師）

三二〇　　夫木抄一七三一七

三二二　　心二二七　西二三八　夫木抄五一九五

三二四　　心五八　宮合二三　西二二〇　夫木抄一一九五三　歌枕名寄五二〇八

三二六　　夫木抄五二一六

三二七　　心二二五　西二五九

三二八　　万代集三〇四〇

三三〇　　心三七　宮合二一　西二〇三　玄玉集四二八

三三二　　心三九　西二〇五

三三三　　心四〇　西一七九

三三四　　心三八　裳合六　西二〇四　玄玉集四二七　御裳濯集四〇三

三三五　　心四一　西二〇六

三三六　　心四二　西二〇七

三三七　　心四八　西二一三　六華集七四二

三三八　　心四九　西一七七

三三九　　心六二　西二二二

三四〇　　心六六　宮合二六　西一九九　風雅六一七　玄玉集二一九　御裳濯集四三一

三四二　　心六一　裳合一〇　西一七五　玄玉集二一六

三四四　　心六〇　西一八〇　玉葉六八七

三四七　　西五二八　夫木抄一七二九四

三四九　　心六五　西二二四　新古今一五三二　御裳濯集三九六

三五○　　心七二　西一九三　続拾遺五九五

三五一　　心六四　西一八二　新古今一五三三

三五二　　心五九　西二二一

三五三　　心六七　西二二五

三五五　　心五四　西二一六

三五六　　心五三　西二一五

三五七　　新後拾遺四〇五　万代集九九二　雲葉集五三五

三五八　　心五五　西二一七

三六〇　　心七〇　西二〇二

三六一　　夫木抄一七二九六

三六三　　心五六　西二一八

三六六　　夫木抄五二一五

三六七　　万代集一〇二五

三七〇　　心六三　西二二三

三七六　　心五七　西二一九　玉葉六五七　夫木抄五一九四　歌枕名寄七九八四

三七七　　心五二　西二一四　続後撰三二三

三七九　　心四四　西二〇九　夫木抄五九〇八

三八〇　　心四三　西二〇八

三八一　　心四五　西二一〇

三八二　　西追加六八八　夫木抄九〇七六　歌枕名寄八四三五

三八六　　夫木抄四四二四

三八九　　心二〇四　西二三一

三九〇　　夫木抄四二八六

三九二　　心二〇七　西二三四

三九三　　宮合二二

三九四　　夫木抄五五九五

三九六　　心二二四　西二五八　夫木抄四九九六

四〇〇　　西四三六

四〇一　　心七三　宮合二九　西一九五　玉葉二四九四　御裳濯集四三二

四〇三　　心七一　西一九四

四〇五　　西四四五　玉葉二五〇七

四〇七　　心二二六　裳合二〇　西二六一

四〇八　　夫木抄一六三九三

四〇九　　西三七七　夫木抄一六一〇二

四一〇　　西追加六九二　夫木抄一二二七九

四一二　　心妙三〇九　西四七二

四一四　　心妙三〇八　西四七〇　玉葉一二二一

四一六　　心妙三一〇　西一八五　万代集三四四八

四一八　　心妙三一一　西四七三　新古今九三七

四二〇　　心二一五　西二五二　新古今五〇一　御裳濯集三六七

四二一　　心二一七　宮合三八　西二六二　新拾遺四九九　御裳濯集三六八　六華集八二　　　　　六

四二二　　心二一六　宮合三七　西二五三　新古今五〇二　御裳濯集三六六

四二九　　六華集一二四四

四三五　　心二二二　西二五七

四三七　　心二二〇　西二五六　夫木抄四七〇八　歌枕名寄四五二一

四三八　　心二一九　西二五五

四三九　　西追加七一七　夫木抄一四四二八

四四〇　　心二二一　西二六七　新古今四四八　御裳濯集三三九

四四一　　新後撰三二〇　夫木抄四六六一　歌枕名寄四六二

四四二　　心二三七　西二四六

四四三　　西追加七〇八　夫木抄一四五四一

四四四　　心二一一　西五一二　玉葉六〇九

四四六　　心二一二　西二四九　続拾遺三四六　夫木抄四四四九

四四八　　夫木抄一七二九七

四五一　　西追加六一六　玉葉六一六

四五四　　心二一三　西二五〇

四五七　　西追加六一五　玉葉八一四

四五八　　心二一四　西二五一

四五九　　心二一〇　西二三七

四六一　　夫木抄五六一七

四六二　　心二〇九　西二三六　夫木抄五五七〇

四六三　　歌枕名寄六三五五

四六六　　六華集一二五一

四六七　　夫木抄五九一九

四七〇　　心二三六　裳合三六　西一七二　新古今三六二　御裳濯集三五二

四七三　　夫木抄六二三七　歌枕名寄八五二八

四七四　　心二三八　西二四七

四七七　　心二三九　西二四八

四七八　　新勅撰三三九　歌枕名寄七三一

四八〇　　夫木抄五三五五

四八六　　西追加七〇九　夫木抄一四五八七

四八七　　心二三五　西二四五　新勅撰三三八

四八八　　歌枕名寄一二〇五

四九〇　　心二四一　西二七四

四九三　　心二六二　宮合四七　西二七八　御裳濯集四九一

四九六　　心二六三　西二七九　続後撰四七〇

四九八　　夫木抄六四二七

四九九　　心二二九　西二四〇

五〇一　　夫木抄一四一一七

五〇二　　玉葉八三八

五〇三　　西追加六二〇　続後撰四五九　万代集一三一〇　六華集九四九

五〇四　　西追加七七八　夫木抄六七二〇

五〇五　　心二六五　西二八一　夫木抄一四四六四

五〇九　　西追加七七七　夫木抄六六一九

五一〇　　新拾遺五九九

五一一　　心二七一　西三〇一　夫木抄六五九七

五一二　　心二七四　西三〇三

五一三　　西二九九　新古今六二七

五一四　　心二六四　西二八〇　歌枕名寄三六〇四

五一七　　西追加六二四　玉葉九〇四　夫木抄六六四九

五一九　　西追加六二三　玉葉九〇三

五二一　　心二六六　裳合四三　西二八二　千載一〇〇九

五二三　　西追加七八五　夫木抄七四一二　六華集一三二六

五二七　　心二七九　西三〇八　西追加七八一　夫木抄七一八九

五二八　　西追加七八二　夫木抄七二三〇

五二九　　夫木抄七一五七

五三五　　西二九五　玉葉九九一

五三六　　西二九六　西追加七八三　言葉集二九三　夫木抄七二三一

五三七　　夫木抄一六〇四七　歌枕名寄一二九三

五三八　　万代集二九五一

五四〇　　西追加六九九　夫木抄八七五二

五四二　　西追加六八二　夫木抄一四九九三

五四四　　心二六九　西二八五

五四五　　西追加七一六　夫木抄一四四一〇

五四六　　夫木抄七一一三

五四八　　万代集一四一七

五四九　　心二六七　西二八三

五五一　　心二六八　西二八四

五五三　　西追加六九四　夫木抄一一七〇八　歌枕名寄八七八四

五五四　　月詣集一〇〇七

五五五　　西二九四

五五六　　西追加七〇三　夫木抄一五七六二

五五七　　心二七〇　西三〇〇

五五八　　心二七二　西二九二

五五九　　心二七三　西三〇二

五六一　　心二七五　西三〇四　夫木抄一二三〇二　歌枕名寄六一一・七〇五（重出）

五六二　　夫木抄六八八一　歌枕名寄九六四五

五六三　　心二七六　西三〇六

五六四　　心二七七　宮合五〇　西三〇五　新勅撰四〇〇　歌枕名寄五九六七　六華集一三七四

五六五　　心二七八　治承三十六人歌合一七五　宮合四九　西三〇七　続千載六七一

五六九　　心二八〇　西三〇九

五七四　　心二八一　西三一〇　玉葉二〇六〇

五七五　　心二八二　西三一一

五七六　　西追加六七五　新古今六九一

五七九　　西追加六三一

五八四　　心八六　西三七四

五八九　　心八七　西三三一

五九二　　心八五　西三三〇

五九三　　西追加六五〇　続後撰八四八

五九四　　夫木抄一五六八三

五九七　　言葉集一五七（教行法師）

六〇六　　夫木抄七七二一

六〇七　　歌枕名寄六七一四

六一四　　西三六九

六一六　　心七六　西三一五

六一七　　心七五　裳合五六　西三一四　千載八七五

六一八　　心七七　西三一六　玉葉一四八四

六二〇　　心七四　西三一三　夫木抄一七二九五　六華集一四四一

六二一　　西追加六四八　新古今一一八五　六華集一一一二

六二四　　西一八八　夫木抄一七三〇九

六二七　　西五四七

六二八　　心七八　裳合五五　西三五二　千載九二九　百人一首八六　六華集七七〇

六三四　　西五二七　夫木抄一〇七八九

六三八　　万代集一八九七

六四一　　秋風集一一一四　雲葉集五三六

六四四　　西一八七　新古今一二六八　玄玉集二二〇　六華集一四八五

六四八　　新後撰三八八　万代集二九八八

六四九　　西追加六五五　新古今一二六九

六五〇　　西追加六四四　玉葉一二六九

六五一　　歌枕名寄三四八五

六五二　　心七九　宮合七〇　西三四八　新古今一一四八

六五三　　心八〇　裳合四七　西三一七　新古今一一〇〇

六五五　　西三四一

六五六　　西三五四　夫木抄一三九九九　歌枕名寄一一七〇

六五八　　西三七一　新古今一一四七

六五九　　治承三十六人歌合六六（太皇大后宮権大夫経盛）　西追加七三五　続古今一〇六九　言葉集三〇（平三位経盛）　万代集一九五九

六六〇　　心八一　裳合四九　西三二七　夫木抄一七二九九

六六二　　西追加七二一　歌枕名寄一五九六

六六三　　心八四　西三二九　新千載一一九九

六六五　　心九〇　宮合六八　西三三三

六六七　　心一〇八　西三二六　夫木抄一七三〇三

六六八　　心八三　西三六八　玉葉一五〇〇　万代集三六六八

六六九　　心九九　西三一九

六七〇　　心一〇〇　西三二〇

六七一　　心一〇七　裳合五四　西三五一　千載九二八

六七二　　西三七〇　万代集二六九〇

六七四　　西五三一

六七五　　心一〇二　西三二二

六七七　　心一〇五　裳合五二　西三二四　万代集二三四五

六八〇　　心一〇三　宮合六七　西三二三　新古今一二三一

六八二　　心一〇四　西三五六

六八三　　心九七　西三三九　万代集二三一七

六八四　　夫木抄一七三〇〇

六八五　　心九六　西三三八　新古今一二九八　六華集一一三一

六八六　　心九八　西三一八

六八七　　西三七二

六八九　　西三六〇　万代集一九一一

六九一　　夫木抄一七三〇二

六九二　　万代二三二二

六九四　　夫木抄一七二九八　歌枕名寄四八一九

六九五　　夫木抄八七五三　歌枕名寄九三二七

六九七　　歌枕名寄四三一九

七〇三　　心九三　西三三六

七〇四　　心九五　西三三七

七〇五　　心九四　宮合六九　西三四七　新古今一三〇七

七〇九　　万代集二三二三

七一〇　　心一一〇　宮合七二　西三五○

七一一　　西五六二

七一二　　心一一六　西五六六　玉葉二一四三

七一三　　西五五五　新古今一八四二

七一四　　心二五四　西一五七

七一五　　万代集三七五二　拾遺風体集四六七

七一六　　宮合五六

七一七　　裳合六九　夫木抄七九九五・一五三四〇（重出）

七二四　　西追加六七四　新古今一八二八

七二五　　夫木抄一七三一三

七二六　　西四四二　新後拾遺一四二一

七二七　　心内三一三　西四七一　新古今一二六七

七二八　　西五一八　新古今一六一三　歌枕名寄四六三一

七二九　　心妙三一二　宮合六〇　西四九三　新古今一八三一

七三〇　　新後撰一五四九

七三一　　新後撰一五五〇

七三二　　心妙三一四　西四九五　新後撰六五一　玉葉異本二八一六　月詣集八七二

七三三　　心妙三一五　西四九六　新後撰六五二

七三四　　心妙三二一　西四二六　月詣集八一八

七三五　　心妙三二二　西四二七　月詣集八一九

七四二　　西四八〇

七四三　　西四八一

七四四　　心妙三一六　西四九七

七四五　　心妙三一七　西四九八　夫木抄一四四〇六

七四六　　心妙三一八　西四九九

七四七　　心妙三一九　西五〇〇

七五〇　　心妙三三一　西五一四　新後撰一五五六　玉葉異本二八〇九

七五一　　心妙三三二　西五一五

七五二　　治承三十六人歌合一七六　西四四六　新古今九七八

七五三　　西四四七（遊女たへ）　新古今九七九（遊女妙）

七五五　　心妙三二〇　西四五〇　玉葉一一二三

七五六　　西追加七三一　夫木抄一二八四七

七五七　　心妙三三九　西三九七

七五九　　心妙三四〇　西四〇四

七六〇　　西追加六三六　続後拾遺一二七二

七六二　　西三九五

七六四　　宮合六二　新続古今一五八〇

七六八　　心妙三四一　宮合五七　西三九八　新古今一七五〇

七六九　　夫木抄一五二八〇

七七〇　　心妙三四三　西四〇〇

七七二　　心妙三四二　西三九九

七七三　　心妙三四六　西四〇二

七七四　　西追加七四五　新千載二二〇七　万代集三五七七

七七五　　心妙三四四　西四〇一

七七六　　心妙三四八　西四一一　歌枕名寄一三四一

七七八　　心妙三四五　西四四九　千載六〇三

七七九　　西四二三

七八〇　　西四二四

七八一　　西四二五　玉葉二三七七

七八二　　新拾遺八五六

七八三　　宮合六三　西三九三　玉葉二三七三

七八四　　心妙三六四　西四二二

七八五　　心妙三四九　西四〇八　玉葉二三五九　月詣集九八二

七八六　　心妙三五〇　月詣集九八三

七九〇　　心妙三六〇　西四一八

七九一　　心妙三五一　西四〇九

七九六　　心妙三二九　裳合五九　西五〇六　新古今一六七八　玄玉集六八六

七九七　　心妙三二五　西五〇二

七九八　　心妙三二六　西五〇三

七九九　　心妙三二八　西五〇五

八〇〇　　心妙三三〇　西四五四　新古今七九三

八〇二　　西追加六三三　玉葉二二七三

八〇三　　心妙三五二　治承三十六人歌合一七八　西四〇三　新古今八三八

八〇四　　心妙三五三　西四一〇

八〇五　　心妙三五六　西四一四　千載六〇四　月詣集九六一　寿永本寂然集八六

八〇六　　心妙三五七　西四一五　千載六〇五　月詣集九六二

八〇七　　心妙三五八　西四一六　寿永本寂然集八七

八〇八　　心妙三五九　西四一七

八一七　　西追加六三五　玉葉二三四五

八一八　　西四〇六

八一九　　心妙三六一　西四一九　新千載二二二〇　万代集三五四〇

八二〇　　心妙三六二　西四二〇　玉葉二三四六　夫木抄一七〇一六　歌枕名寄一四〇〇

八二二　　心妙三六三　西四二一

八二七　　西四〇五

八三三　　心妙三五四　西四一二　続後撰一二四五

八三六　　風雅二〇〇二

八三九　　心妙三五五　西四一三　続後撰一二四六

八四一　　風雅二〇〇三

八四三　　西四三一

八四九　　六華集一八一九

八五二　　西追加六九〇　風雅一四七三　夫木抄一三六六　歌枕名寄八四三四

八五四　　西追加六七七詞書　新古今一九七五

八五五　　西追加六七七　新古今一九七六

八五六　　西三八三

八六〇　　西三八四

八六六　　西追加七五〇　夫木抄三一三八

八六八　　西五四九　閑月集五四九

八七一　　心妙三三四　西五一七

八七二　　西追加七三九　続千載九七六

八七三　　夫木抄一七〇三三

八七六　　心妙三三八　西三八九　新古今一九七八

八七七　　心妙三三五　西三八五　風雅二〇四三　月詣集一〇四〇

八七九　　西三八六

八八六　　心妙三三六　西三八七

八八七　　西追加七三八　続千載九六五

八八八　　心妙三三七　西三八八　千載一二三一

八九四　　西三九〇

九〇四　　西追加七三三

九〇七　　夫木抄一三六八四

九〇八　　西四四一　新古今一八二九

九〇九　　西五四五　千載一一五〇

九一〇　　西五四四

九一四　　心妙三三三　西五一六

九一六　　心妙二九六　西四八六

九一七　　心妙二九八　西四五九

九一九　　心妙二九七　西四八七

九二〇　　覚綱集六六

九二二　　西追加六四一　玉葉二四八一

九三三　　西五二二

九三五　　心一一五　西二八六　玉葉八七六　万代集一三五八

九三七　　心一一八　西五三二　拾遺風体集四七五

九三八　　心一一七　裳合六一　西五四〇　千載一一四九

九三九　　心一二七　宮合五九　西五七二　新古今一八〇八

九四〇　　心一二〇　西五六八

九四一　　心一一九　西五六七　玉葉二一八五

九四二　　心一二八　西五七三

九四三　　心一四六　西五八二

九四五　　夫木抄五六八三

九四六　　心一三三　西五七八

九四八　　雲葉集五〇七

九五〇　　心一二九　西五七四

九五一　　心一三二　西五七七

九五二　　心一三五　西五八〇

九五三　　心一三四　西五七九　夫木抄五三〇七

九五五　　六華集七三六

九五七　　心一二一　西五五二　夫木抄一二九〇四

九五八　　心一四八　西五八四

九六二　　心一五〇　西五八六　夫木抄一二九三四

九六三　　心一四九　西五八五　夫木抄一四九二二

九六六　　心一四七　西五八三

九六七　　心一三八　西六　夫木抄一四八一〇　歌枕名寄六一五四

九六八　　夫木抄五二一九　歌枕名寄三四二五

九六九　　心一三一　西五七六　夫木抄五二一八

九七〇　　夫木抄一三九六六　六華集六〇五

九七二　　夫木抄五四九二

九七三　　西追加六九七　夫木抄八三三四・一六六八二（重出）

九七四　　西追加六九八　万代集二八五八　夫木抄八〇九八・八九九八（重出）　歌枕名寄三八四

九七五　　西追加七八四　夫木抄七二九七

九七六　　夫木抄八六七六　六華集一二七二

九七七　　夫木抄八九二四　歌枕名寄九三二九

九七八　　心一五七　西五九三　万代集三四一九　夫木抄八五七二　歌枕名寄九三三八

九七九　　心一五四　西五九〇

九八〇　　心一三〇　西五七五　夫木抄九三一五

九八一　　万代集三二〇六

九八二　　夫木抄一五七三八

九八四　　心一三七　西五　夫木抄一四七七五

九八五　　心一三六　宮合三　西四

九八六　　心一三九　西七　風雅一四〇

九八七　　心一四四　西九五・五八一（重出）　万代集四六五

九八八　　心一八〇　西一一三

九九一　　西追加五九九　玉葉一八四五

九九二　　心一四一　西九　夫木抄三六九

九九四　　心一四〇　西八

九九五　　夫木抄七八二九

九九六　　心一四三　西九七　風雅一七五

九九七　　心一二二　西五五三　新古今一六七六　歌枕名寄八七一九

九九八　　夫木抄一六〇五三

九九九　　心一五六　西五九二

一〇〇〇　夫木抄一二八〇三

一〇〇一　心一五五　西五九一

一〇〇四　夫木抄一〇六〇三

一〇〇五　心一五八　西五九四　夫木抄一五八三四　歌枕名寄六二三八

一〇〇六　夫木抄一五八三三　歌枕名寄六二三三

一〇〇七　夫木抄一六九三六　歌枕名寄六三五一

一〇〇八　心一五一　西五八七　夫木抄九六一四

一〇〇九　心一五九　西五九五　夫木抄一〇五五一

一〇一〇　心一六〇　西五九六

一〇一一　西追加七一三　夫木抄一一七七五　歌枕名寄七二二二

一〇一二　夫木抄八一九六

一〇一三　夫木抄五八四四

一〇一五　西追加七〇六　夫木抄九六八八　歌枕名寄六七八六

一〇一六　心一五二　西五八八

一〇一七　夫木抄一三六二一

一〇一八　夫木抄一三四八一　歌枕名寄一五二二

一〇二〇　心一五三　宮合四六　西五八九　御裳濯集二六二　夫木抄三六四二

一〇二二　西追加七六三　夫木抄二五二八

一〇二三　心一二三　西五六九

一〇二五　夫木抄一七三一一

一〇二七　夫木抄四五五四

一〇二八　心一二六　西五七一　夫木抄一三六四九

一〇三〇　心一二五　西五五〇

一〇三一　宮合五五　西五三五

一〇三二　心一一二　西五六四

一〇三三　心一一一　西五六三

一〇三四　西四九

一〇三五　心一一三　西五六五　万代集三五二

一〇三六　心一一四　治承三十六人歌合一七〇　裳合一九　西五四　新古今一六一九　玄玉集五七四　御裳濯集一四九　自讃歌一六二　歌枕名寄二〇三〇　六華集二六一

一〇三八　万代集二八七五

一〇三九　夫木抄一三二六四

一〇四一　心妙三四七

一〇四三　心妙三二四　西五〇一

一〇四四　心妙三二三　西四三七　月詣集八六〇

一〇四五　心妙三一三　西四九四　雲葉集七二九

一〇四六　心妙二九五　西四五三　新古今八八五

一〇四七　西四五一　残集一九

一〇四八　心妙三二七　西五〇四　新拾遺一七六四

一〇四九　夫木抄一五二四四

一〇五二　西追加七三〇　夫木抄九〇六七

一〇五四　心二九〇　西三八一　続拾遺一四三八　歌枕名寄三八五〇

一〇六一　西追加七七五　夫木抄一七

一〇六二　心一　西七四

一〇六八　西追加七六五　夫木抄二二七三

一〇六九　西追加七七三　夫木抄一〇六四

一〇七一　夫木抄一五七〇〇

一〇七四　夫木抄一五三六

一〇七七　心妙三〇四　西四六六　玉葉一九三九　夫木抄一三七七四　歌枕名寄八四六一

一〇七八　夫木抄六〇八二　歌枕名寄二三〇二

一〇八二　西四七七　続拾遺六九一　万代集二九四一　雲葉集七六一

一〇八三　西四七八

一〇九一　宮合五四　西四四三　続後撰一二九三　月詣集一五四

一〇九五　心二九一　西三八二　玉葉二七八六　万代集一六〇四　閑月集四四四　拾遺風体集四八三　夫木抄一五九六八・一七三一二（重出）

一〇九六　心妙三〇五　治承三十六人歌合一七七　西四六七　続後撰一三一七　夫木抄一二五三〇　歌枕名寄七九二一

一〇九七　新後撰五五二　万代集三三二八

一〇九八　西追加七四〇　玉葉一一八九

一一〇一　西追加六二八　千載五一六　月詣集二七〇

一一〇二　心五一　宮合二八　西一八四　玉葉六五八　六華集七五〇

一一〇三　新千載二一五二　歌枕名寄一五〇二

一一〇四　心妙二九九　西四六二　風雅六一四　歌枕名寄八七二〇

一一〇六　心妙三〇〇　西四六三　玉葉六六五　夫木抄五二一七

一一〇七　心妙三〇一　西四六四　歌枕名寄八七二一

一一〇九　心妙三〇二　西四六一

一一一〇　心妙三〇三　西四六五

一一一一　夫木抄九〇六八　歌枕名寄八七二二

一一一五　西追加七〇五　夫木抄九〇九八　歌枕名寄八七二三

一一一六　西追加七二五　歌枕名寄八七二四

一一一七　西追加七二四　歌枕名寄八七二五

一一一八　西追加六八九　夫木抄一二三八三　歌枕名寄八四三三

一一二一　裳合六〇　西五三九　新古今一六四三

一一二六　心妙三〇七　西四六九　新拾遺七八二　後葉集二六七

一一二九　夫木抄九四五二　歌枕名寄七二〇五

一一三〇　夫木抄六二一七

一一三三　歌枕名寄四四三

一一三四　西追加六三二　玉葉一一八八

一一三六　拾遺風体集二三二

一一三七　拾遺風体集二三三

一一三八　西追加六二七詞書　玉葉一一一〇詞書

一一四〇　西追加六二七　玉葉一一一〇

一一四二　西四七九　新古今八八七

一一五四　夫木抄五一七三

一一五五　裳合四五　西追加七二三　新勅撰四一五　玄玉集三二〇　唯心房集一二四　歌枕名寄四〇五・六一三〇（重出）

一一五六　唯心房集一二五

一一五七　夫木抄九三五四

一一五八　夫木抄九三五五

一一五九　治承三十六人歌合一七三詞書（静蓮入道）　西二六八　続詞花集二一五（静蓮法師）

一一六〇　治承三十六人歌合一七三　西二六九　続詞花集二一六

一一六三　心妙二九一　西四九〇　拾遺風体集四一二　夫木抄一一三一三　歌枕名寄六八三九

一一六四　心妙二九二　西四九一　夫木抄一一三一四　歌枕名寄六八四〇

一一六五　西追加六八〇　夫木抄一六五八四　六華集一七

一一七〇　心内二八四

一一七一　西五二三

一一七二　夫木抄一六八一一

一一七四　裳合六八

一一七六　心二八四　西五二五　新後撰一五七一

一一七九　夫木抄八二九九　歌枕名寄六七六

一一八一　心二八三　裳合六七　西五二四　夫木抄一三七三四　歌枕名寄一四一八

一一九〇　夫木抄一三〇八六　歌枕名寄三六三七

一一九一　心二八六　西四八四　夫木抄一一六五四・一三〇八五（重出）　歌枕名寄四二一六

一一九二　心二八七　西四八五　夫木抄一一六〇二・一三〇八七（重出）　歌枕名寄九六二九

一一九三　西追加六六三　夫木抄一三〇八八　歌枕名寄八三八一

一一九四　西追加六六一　夫木抄一三一〇三　歌枕名寄七四〇九

一一九五　西追加六六二　夫木抄一三〇八九　六華集一六八七

一一九六　夫木抄一三〇九〇　歌枕名寄四八五一

一一九七　心二八五　西四八三

一一九八　玄玉集二五〇

一一九九　玄玉集二四九

一二〇〇　夫木抄六〇七〇

一二〇二　六華集一二四八

一二〇三　夫木抄一二七九六

一二〇七　西追加六二六　玉葉二二四〇　夫木抄一四四九〇

一二〇九　玉葉二二四一

一二一一　夫木抄五〇二六

一二一二　西追加七一〇　夫木抄一四六八〇

一二一三　玄玉集六九二

一二一四　玄玉集六九〇　夫木抄一四〇〇八

一二一六　玄玉集六九一　夫木抄五六九一

一二一八　心二八八　西三七九

一二一九　心二八九　西三八〇

一二二〇　西追加六八四　六華集三二七

一二二三　西追加六〇二

一二二四　心妙二八九　西四八八　夫木抄一七三二二　歌枕名寄一八七

一二二五　心妙二九〇　西四八九

一二二六　夫木抄一七三二三

一二二七　心妙二九三　西四九二　拾遺風体集三九九

一二三八　夫木抄一五一五六

一二三九　心妙三七三　西五一〇　続拾遺一一四八　長秋詠藻四〇一

一二四〇　心妙三七四　西五一一　続拾遺一一四九　長秋詠藻四〇二

一二四四　西三四〇

一二四五　西三四三

一二五一　西追加六五六　続拾遺八二一

一二五六　夫木抄一七三〇四

一二五七　心八八　西三三二　新勅撰八一四

一二五八　心一〇一　西三二一

一二六六　夫木抄一七二七〇

一二六九　心八九　西三七五　新古今一一五五　六華集一一〇三

一二七〇　西追加六四六　玉葉一七〇〇　万代集二四九二

一二七二　西三六一　続古今一〇二一　六華集一四九九

一二七五　夫木抄五七〇八

一二七六　西追加六五四　新古今一二三〇

一二八三　続後拾遺七六〇

一二八五　西三六二　続古今一三三八　万代集二六〇六

一二九七　夫木抄一七三〇五

一二九八　万代集一九一〇　夫木抄一七三〇八

一三〇二　万代集三六四二

一三〇五　夫木抄一七三二〇

一三〇六　西三六三

一三一四　西三六四　万代集三六五五

一三一六　夫木抄一七一一四

一三一九　西三六五

一三二〇　夫木抄一七三〇六

一三二三　西三四四　玉葉一五〇一

一三二五　夫木抄一七三二一

一三二七　西三六六　玉葉二五四三

一三二九　夫木抄一七三一〇

一三三一　夫木抄一七三〇七

一三三三　夫木抄九三一四

一三四〇　夫木抄一七三〇一

一三四四　西三六七　夫木抄一三六〇九

一三四六　西追加六四五　玉葉一五三二

一三四七　西追加七四一　玉葉一六八〇

一三四八　心一〇六　西三二五　玉葉一七八二

一三四九　西五二六

一三五〇　心一〇九　宮合七一　西三四九　千載八七六

一三五三　心妙三六五　宮合六四　西四五五　歌枕名寄八八三三

一三五四　歌枕名寄八八三四

一三五五　心妙三六六　西四五六

一三五六　心二二八　西二三九

一三五七　心妙三六九　西五四三

一三五八　心妙三六七　西四五七　玉葉二一八六

一三五九　心妙三六八　西四五八

一三六四　心妙三七〇　西五〇八　玉葉二〇三九

一三六五　心妙三七一　西五〇七

一三六七　心妙三七二　西五〇九　夫木抄一六二九六

一三八四　西追加七一四　夫木抄一〇五九七

一三八五　夫木抄一〇五九八

一三八六　夫木抄一一五九三

一三八八　西追加七一五　夫木抄一二〇九二

一三八九　夫木抄一二七八八

一三九一　夫木抄一三一七二

一三九四　夫木抄一三一八〇

一三九六　夫木抄一三二〇三

一四三八　西追加七一二　夫木抄一四七一八

一四四〇　西追加六九六　夫木抄八一九四

一四四一　西追加六六九　夫木抄一〇四三二

一四四四　夫木抄九八〇八

一五三一　西追加六九三　夫木抄一二二七五

一五四八　夫木抄一四八〇三

一五五一　夫木抄一〇六二六













































　人名索引




　人名（神仏名を含む）を詞書（詞）・和歌・作者（作）・左注（左）から採録した。男性は原則として訓読みの名前で立項し、よみがなは歴史的仮名遣いによるが、現代仮名遣いによる五十音順に配列した。本名、生没年（西暦）、親子兄弟姉妹関係、最終官歴・僧暦、号、法名など人物の基本的事柄を略記した。見出し項目と表現が異なる場合は該当歌番号の後のカッコの中に記した。他系統・他集に底本と異なる人名・表現が表れる場合は「異文」としてカッコの中に所見の本の略号を記した。→で関連項目を示した。





あ行







赤染衛門　あかぞめゑもん　生没年未詳。父は赤染時用。一説に平兼盛。夫は大江匡衡。一〇四八詞（赤染）

顕隆女　あきたかのむすめ　藤原顕隆の娘。生年未詳─一一五八年。藤原実能の室。公能の母。七八五詞（母）

阿弥陀房　あみだばう　生没年・伝未詳。東山に住んだ上人。七二五詞

一院　いちのゐん　→鳥羽天皇

五辻斎院　いつつじのさいゐん　頌子内親王。一一四五─一二〇八年。鳥羽皇女。母は藤原実能女。一二二四詞（斎院）

院　ゐん　→後白河天皇、崇徳天皇、鳥羽天皇

院の二位　ゐんのにゐ　→紀伊二位

内　うち　→二条天皇

大宮の加賀　おほみやのかが　大宮（藤原多子）に仕えた女房。待賢門院加賀（伏柴の加賀）と同一人か。一一二三作・一一二五作（おなじ人）

御室　おむろ　→覚性法親王

御師　おんし　→釈迦







か行







覚雅　かくが　一〇九〇─一一四六年。源顕房男。待賢門院堀河・兵衛の叔父。東大寺僧。権少僧都。五〇五詞異文（茨）

覚兼　かくけん　姓系・生没年未詳。院少納言の兄弟。覚性法親王の声明弟子。一〇七九詞・一〇八〇作

覚性法親王　かくしやうほふしんわう　一一二九─一一六九年。鳥羽天皇第五皇子。母は待賢門院。仁和寺の御室。五六八詞（仁和寺の御室）・九一四詞（仁和寺の御室）

覚範　かくはん　未詳。覚雅の誤りか。五〇五詞　→覚雅

花山天皇　くわざんてんわう　九六八─一〇〇八年。第六五代天皇。冷泉天皇第一皇子。八五二詞（花山院）

金岡　かなをか　巨勢金岡。生没年未詳。九世紀の宮廷絵師。一四二四詞

観音寺入道生光　くわんおんじにふだうしやうくわう　→定信

紀伊二位　きのにゐ　後白河院の二位。生年未詳─一一六六年。藤原兼永女朝子。藤原通憲（信西入道）の室。成範・修憲の母。八一七詞（院の二位の局）

京極太政大臣　きやうごくだいじやうだいじん　→宗輔

行尊　ぎやうそん　一〇五五─一一三五年。三条天皇第一皇子敦明親王の孫。源基平男。母は藤原良頼女。平等院僧正。九一七詞異文（松「平等院」西・別「平等院僧正」）・一一一四詞（平等院）

清盛　きよもり　平清盛。一一一八─一一八一年。平忠盛男。白河院落胤説も。母は祇園女御の妹という。八六二詞（六波羅太政入道）

訖栗枳王　きりきわう　仏弟子迦葉の父。一五三三詞

公重　きんしげ　藤原公重。一一一八─一一七八年。藤原通季男。母は藤原忠教女。梢少将と号す。四六六詞

公能　きんよし　藤原公能。一一一五─一一六一年。藤原実能男。母は藤原顕隆女。大炊御門右大臣と号す。七八五詞・七八六作・九三三詞・九三四作

空海　くうかい　弘法大師。七七四─八三五年。一三五六詞・一三六九詞・一三七〇詞・一三七一詞・一三七一左（以上すべて大師）

兼賢　けんげん　生没年未詳。藤原顕兼男。加賀法橋と号す。九一九詞異文（松・心妙・西・別）・一二二七詞

源賢　げんけん　未詳。「兼賢」の誤りか。九一九詞　→兼賢

元性　げんしやう　一一五一─一一八四年。崇徳院第二皇子。母は源師経女。宮の法印。四七七詞異文（心・西「宮の法印」）・九一六詞（宮の法印）・一〇四五詞異文（雲葉集）・一〇八四詞作（宮の法印）

後三条天皇　ごさんでうてんわう　一〇三四─一〇七三年。第七一代天皇。一二一八詞（後三条院）

小侍従　こじじゆう　生没年未詳。石清水八幡宮別当紀光清女。母は花園左大臣家小大進。二条天皇・大宮（藤原多子）に仕え、後白河院に出仕したか。待宵の小侍従。九二二詞（院の小侍従）・九二三作

後白河院少納言　ごしらかはゐんのせうなごん　姓系・生没年未詳。覚兼の姉妹。八三〇作（院少納言の局）・一三五一作（院の少納言の局）

後白河天皇　ごしらかはてんわう　一一二七─一一九二年。第七七代天皇。鳥羽天皇第四皇子。母は待賢門院。四〇九詞異文（西・別「院」）・一二一八詞（院）　四〇九詞異文は鳥羽、崇徳の可能性も。

近衛天皇　このゑてんわう　一一三九─一一五五。第七六代天皇。鳥羽天皇第八皇子。母は美福門院。七八一詞（近衛院）







さ行







西住　さいじゅう　生没年未詳。俗名源季政。源季貞猶子。一説に覚雅僧都男。山家集で「同行」は西住。七七八詞（同行に侍りける上人）・八〇五詞（同行に侍りける上人）・八五三詞（同行に侍りける上人）・一〇七七詞・一〇九二詞（同行）・一〇九七詞（同行）・一〇九八詞異文（別・玉葉「同行」）・一一〇三詞（同行）・一一五七詞・一一五八作

斎院　さいゐん　→五辻斎院

西忍　さいにん　未詳。忍西、静忍、静蓮と同一人か。一一五九詞異文（西・別「西忍入道」）→静忍、静蓮、忍西

さくさみの神　さくさみのかみ　未詳。九六八異文（茨・松・夫木抄）

さへさみの神　さへさみのかみ　未詳。九六八　→さくさみの神

讃岐の院　さぬきのゐん　→崇徳天皇

定信　さだのぶ　藤原定信。一〇八八─没年未詳。藤原定実男。母は源基綱女。世尊寺家第五代。待賢門院中納言の兄弟。法名は生光（「生兌」の可能性も）。八五八詞作（観音寺入道生光）

実方　さねかた　藤原実方。生年未詳─九九八年。藤原定時男。母は源雅信女。陸奥守として現地で没。八〇〇詞

実能　さねよし　藤原実能。一〇九六─一一五七年。藤原公実男。母は藤原光子。徳大寺左大臣と号す。西行は家人として仕えた。七八二詞・七八五詞（父）

成範　しげのり　藤原成範。一一三五─一一八七年。藤原通憲（信西入道）男。母は紀伊二位朝子。修憲の兄。八二七詞

釈迦　しやか　釈迦牟尼。仏教の開祖。一一一九詞・一三七一詞左（大師の御師）

寂然　じやくぜん　俗名藤原頼業。生没年未詳。藤原為忠男。兄寂念・寂超と共に常盤（大原）三寂の一人。唯心房とも。四七七詞・八〇五作・八〇七作・八一六作・八三三～八三七作・九三一詞・一〇四五詞・一〇五五詞作・一〇七四詞・一〇七五作・一一五五詞・一一五六作・一一九八詞・一二〇八～一二一七作・一二二八詞・一二二九作

寂然妹　じやくぜんいもうと　生没年未詳。藤原為忠女。藤原俊成の最初の妻か。八一五詞（妹）

寂超　じやくてう　俗名藤原為経。生没年未詳。藤原為忠男。兄寂念・弟寂然と共に常盤（大原）三寂の一人。藤原隆信の父。妻美福門院加賀は藤原俊成と再婚して定家の母となる。八五六詞・八五七作・九二九作・九三一詞

俊恵　しゆんゑ　一一一三～没年未詳。源俊頼男。東大寺僧。歌林苑を主催。七二九詞異文（心妙・西・別）・一〇五四詞

上西門院　じやうさいもんゐん　鳥羽天皇皇女統子内親王。一一二六～一一八九年。母は待賢門院。一〇一詞・七九七詞

上西門院兵衛　じやうさいもんゐんのひやうゑ　生没年未詳。源顕仲女。待賢門院堀河の妹。待賢門院に仕え、後に上西門院に出仕。一〇一詞・七四七作（同じ院（待賢門院）の兵衛）・七九七詞・七九八作

静忍　じやうにん　未詳。西忍、忍西、浄蓮と同一人か。一〇六七作→西忍、静蓮、忍西

静蓮　じやうれん　俗名藤原重茂（重義とも）。生没年未詳。藤原頼綱男。西忍、静忍、忍西と同一人か。一一五九詞異文（治承三十六人歌合「静蓮入道」、続詞花「静蓮法師」）→西忍、静忍、忍西

勝命　しようみやう　生没年未詳。後藤則明の孫の勝命か（則明の養子。実父は則明の子・阿闍梨勝秀）。西行と義理の又従兄弟。藤原親重入道勝命を当てるのが通説。八六〇詞（阿闍梨勝命）

白河天皇　しらかはてんわう　一〇五三─一一二九。第七二代天皇。一〇六（勅とかやくだす帝）・一〇七（白川の君）

新院　しんゐん　→崇徳天皇

周防内侍　すはうのないし　平仲子。生没年未詳。一二世紀初に没。平棟仲女。母は源正職女。七九九詞

崇徳天皇　すとくてんわう　一一一九─一一六四年。第七五代天皇。鳥羽天皇第一皇子。母は待賢門院。鳥羽院の一院に対し新院。讃岐往来歌の「女房」作は形式上で、実質的には崇徳院作か。四〇九詞異文（西・別「院」）・八六四詞作（院）・九二九詞（新院）・九三一詞（新院）・九三三詞（新院）・一一三六詞（新院）・一一三六作（女房）・一一三八～一一三九作（女房）・一一六三詞作（新院）・一二二七詞（新院）・一二三〇詞（女房）・一二三五～一二三七作（女房）・一三五三詞（院）・一四四六詞（讃岐の院）　四〇九詞異文は鳥羽、後白河の可能性も。一二二八・一二三〇に崇徳院を主語とする表現がある。

清和院の斎院　せがゐんのさいゐん　白河天皇皇女官子内親王。生没年未詳。清和院と号す。九二詞・九九詞・一三九詞

宣旨　せんじ　生年未詳─一一七三年。姓系未詳だが、勧修寺家縁辺か。五辻斎院女房。一二二四詞・一二二五作

想空　さうくう　生没年未詳。寂念・寂超・寂然（三寂）の兄に当る藤原為盛か。八三三詞・九三一詞作

素覚　そかく　俗名藤原家基。生没年未詳。藤原家光男。橘俊綱孫。七二九詞異文（心妙・西・別）







た行







待賢門院　たいけんもんゐん　藤原璋子。一一〇一─一一四五年。藤原公実女。藤原実能の妹。鳥羽天皇中宮。崇徳、後白河、覚性、上西門院の母。七七九詞・七九七詞

待賢門院帥　たいけんもんゐんのそち　生没年未詳。藤原季兼女か。七四八詞（同じ院の帥）

待賢門院中納言　たいけんもんゐんのちゆうなごん　生没年未詳。藤原定実女。藤原定信の姉妹。七四八詞によれば小倉山麓から高野山麓の天野に移住。七四六詞

待賢門院兵衛　たいけんもんゐんのひやうゑ　→上西門院兵衛

待賢門院堀河　たいけんもんゐんのほりかは　底本表記「堀川」。生没年未詳。源顕仲女。上西門院兵衛の姉。七四四詞作異文（心妙・西・別）・七五〇作・七七九詞・七八〇作・八五四詞作

大師　だいし　→空海

妙　たへ　生没年未詳。江口遊女長者の世襲名か。七五三作異文（茨・松・西・新古今「遊女妙」）

隆信　たかのぶ　藤原隆信。一一四二─一二〇五年。藤原為経（寂超）男。母は美福門院加賀。藤原定家の異父兄。六〇九詞

為忠　ためただ　藤原為忠。生年未詳─一一三六年。藤原知信男。母は藤原有佐女。寂念・寂超・寂然（三寂）の父。九二九詞・九三一詞

為業　ためなり　藤原為業。生没年未詳。藤原為忠男。法名寂念。弟の寂超・寂然と共に常盤（大原）三寂の一人。七三四詞・七三五作・七九六詞

中宮大夫　ちゆうぐうのだいぶ　→時忠

同行　どうぎやう　→西住

時忠　ときただ　平時忠。一一三〇─一一八九年。平時信男。平清盛妻時子の兄。建礼門院（平清盛女徳子）の中宮大夫。一〇五七詞（中宮大夫）・一〇五八作

俊高　としたか　源俊高。生没年未詳。源能賢男。九九作

俊成　としなり　藤原俊成。一一一四─一二〇四年。藤原俊忠男。母は藤原敦家女。一一六七年に顕広から俊成に改名。一二三九詞・一二四〇作

鳥羽天皇　とばてんわう　一一〇三─一一五六年。第七四代天皇。堀河天皇第一皇子。母は藤原実季女苡子。佐藤義清（西行）は鳥羽院の下北面を勤めた。四〇九詞異文（西・別「院」）・四六六詞・（鳥羽院）・七八二詞（一院）　四〇九詞異文は崇徳、後白河の可能性も。







な行







中院右大臣　なかのゐんうだいじん　→雅定

修憲　ながのり　藤原修憲。一一四三─没年未詳。藤原通憲（信西入道）男。母は紀伊二位朝子。成範の弟。八二七詞・八二八作・八三二作

仲麿　なかまろ　安倍仲麿。七〇一─七七〇年。遣唐使として中国で没。四〇七（ふりさけし人）

成通　なりみち　藤原成通。一〇九七─一一六二年。藤原宗通男。母は藤原顕季女。西行の蹴鞠の師。七三〇詞・八〇九詞（侍従大納言入道）・一〇八二詞・一〇八三作

二条天皇　にでうてんわう　一一四三─一一六五年。第七八代天皇。後白河天皇第一皇子。七九二詞（二条院）・一一八九詞（内）

忍西　にんさい　未詳。西忍、静忍、静蓮と同一人か。一一五九詞・一一五九作者

仁和寺の御室　にんわじのおむろ　→覚性法親王

能因　のういん　俗名橘永愷（ながやす）。九八八─没年未詳。橘元愷男か。七四八詞・一一二六詞

範綱　のりつな　藤原範綱。生没年未詳。藤原永雅男。法名西遊。覚綱の父。八一三詞・八一四作







は行







八条院　はちでうゐん　一一三七─一二一一年。暲子内親王。鳥羽天皇第三皇女。母は美福門院。一一八八詞

范蠡　はんれい　中国春秋時代の越王勾践の賢臣。七六九詞

平等院　びやうどうゐん　→行尊

普賢菩薩　ふげんぼさつ　文殊菩薩とともに釈迦如来の脇侍。白象に乗る。一五四二詞

ふりさけし人　→仲麿

遍吉　へんきち　→普賢菩薩

菩提院の前の斎宮　ぼだいゐんのさきのさいぐう　後白河天皇皇女亮子内親王（殷富門院）。一一四七─一二一六年。母は藤原季成女成子。一〇詞異文（心）・一三九詞異文（松）・三二七詞異文（心）・一一四二詞

堀川　ほりかは　→待賢門院堀河







ま行







雅定　まささだ　源雅定。一〇九四─一一六二年。源雅実男。中院右大臣と号す。法名蓮如。七三二詞（中院右大臣）・七三三作

三河内侍　みかはのないし　二条院参河内侍。生没年未詳。藤原為業（寂念）女。七九三詞・七九四作

みやたて　生没年・伝未詳。半物（はしたもの）。一〇七一詞・一〇七二作

宮法印　みやのほふいん　→元性

宗輔　むねすけ　藤原宗輔。一〇七七─一一六二年。藤原宗俊男。母は源俊房女。京極太政大臣と号す。四六六詞（京極太政大臣）







ら行







良暹　りやうせん　生没年・姓系未詳。一一世紀中頃の晩年に大原に隠棲。一〇四七詞

六波羅太政入道　ろくはらだいじやうにふだう　→清盛

六角　ろくかく　生没年・姓系未詳。菩提院の前斎宮女房。一一四四作









　地名索引




　地名（寺社名・建造物名を含む）を詞書（詞）・和歌・左注（左）から採録した。よみがなは歴史的仮名遣いによるが、現代仮名遣いによる五十音順に配列した。所在地は脚注で旧国郡名を示し、京都近郊の場合は洛北・洛西のように表したので、ここでは現行地名を記す。見出し項目と表現が異なる場合は該当歌番号の後のカッコの中に記した。他系統・他集に底本と異なる地名が表れる場合は「異文」としてカッコの中に所見の本を略号で示した。→で関連項目を示した。





あ行







間の中山　あひのなかやま　所在未詳。六九五

青根山　あをねやま　青根ヶ峰。奈良県吉野郡吉野町。五四〇　→吉野山

明石　あかし　兵庫県明石市。三二五・三七六・一一三五詞異文（茨）・一四七三・一四七五

安芸の一宮　あきのいちのみや　厳島神社。広島県甘日市市宮島町。四一四詞

朝倉山　あさくらやま　福岡県朝倉市。一五二三

朝妻　あさづま　滋賀県米原市。一〇〇五・一〇〇六

朝日山　あさひやま　京都府宇治市。三五九

浅間　あさま　長野県北佐久郡軽井沢町。六九六

足柄の山　あしがらのやま　神奈川県・箱根外輪山の金時山の北。九七五

蘆屋　あしや　兵庫県芦屋市。一五五一

東　あづま　逢坂関以東。三三七・四八二詞・一〇四六

東路　あづまぢ　東国への道。六九五・一〇〇七異文（松・別）

東屋　あづまや　奈良県吉野郡十津川村。一一一一詞・一一一一

天野　あまの　和歌山県伊都郡かつらぎ町上天野。七四八詞

天の川　あまのがは　大阪府枚方市で淀川に合流。三三一・九六八

嵐の山　あらしのやま　京都市西京区嵐山。五六一

有栖川　ありすがは　京都市北区紫野の斎院付近。一二二四

蟻の戸渡　ありのとわたり　奈良県吉野郡上北山村。一一一六詞・一一一六

淡路潟　あはぢがた　兵庫県淡路市。五四八異文（茨）・五四九異文（茨）

淡路島　あはぢしま　兵庫県淡路市、洲本市、南あわじ市。千鳥、瀬戸を詠むのは淡路市の明石海峡沿岸。五四八・五四九・一〇〇二

伊勢　いせ　三重県中部。山家集では三重県南部の志摩国を含む。一三詞・四〇詞・一七〇詞・七二八詞・九九九・一〇九四詞・一二二三詞・一二二六詞・一三八二詞・一三八六詞・一三九七詞・一四四一詞

伊勢島　いせしま　伊勢に同じ。一四五一・一四七三　→伊勢

石上　いそのかみ　奈良県天理市。一〇二四

磯の辺路　いそのへぢ　和歌山県から三重県にかけての海岸の路をいうか。一四四一詞

厳島神社　いつくしまじんじや　→安芸の一の宮

井手　ゐで　京都府綴喜郡井手町。一六六・一一六九

出羽の国　いではのくに　山形・秋田県。一一三二詞・一一三二（いでは）

糸鹿山　いとかやま　和歌山県有田市。四七三

伊吹　いぶき　滋賀県米原市。一〇〇五・一〇〇六

伊良胡・伊良胡が崎・伊良胡崎　いらご・いらごがさき・いらござき　愛知県田原市伊良湖町。一三八七詞・一三八八・一三八九詞・一三八九

入野　いるの　京都市西京区大原野。四四三異文（夫木抄・西追加）

色の浜　いろのはま　福井県敦賀市。一一九四

石陰　いはかげ　京都市北区衣笠鏡石町。八五〇

岩代　いはしろ　和歌山県日高郡南部町。六一二

岩田　いはた　和歌山県西牟婁郡上富田町。一〇七七詞・一〇七七

磐余野　いはれの　奈良県桜井市。二九三・九七〇

浮島が原　うきしまがはら　静岡県沼津市から富士市にかけて。一三〇七

宇治川　うぢがは　京都府宇治市。一三九一詞・一三九一

宇治橋　うぢばし　京都府宇治市。二〇八

牛窓の瀬戸　うしまどのせと　岡山県瀬戸内市牛窓町。一三七六詞

浦田　うらた　岡山県玉野市渋川の浦田ヶ浜。一三七三詞・一三七三　→渋川

江口　えぐち　大阪市東淀川区。七五二詞

絵島の浦　ゑじまのうら　兵庫県淡路市岩屋。五五三

蝦夷が千島　えぞがちしま　北辺の地を漠然と呼ぶ。一〇〇九

逢坂・逢坂山　あふさか・あふさかやま　滋賀県大津市。九詞・九・一一二七

近江路　あふみぢ　近江国（滋賀県）の路。一〇〇七

大井川　おほゐがは　京都市右京区嵯峨と西京区嵐山の辺りの川名。一九一・四八四・五六一（おほゐの淀）・一二六八

大沢　おほさわ　大沢の池。京都市右京区嵯峨。三二一異文（茨）→広沢の池

大原　おほはら　京都市左京区。四五詞・八一五詞・八三三詞異文（心妙・西・別）・八五六詞異文（西・別）・九二九詞・九三〇・九三〇異文（茨「大原の山」）・一〇四七詞・一〇四七・一〇五五詞・一一三三・一一五五詞・一一五五・一一九八詞・一二〇八・一二〇九・一二一〇・一二一一・一二一二・一二一三・一二一四・一二一五・一二一六・一二一七・一四八九

大峯　おほみね　吉野・熊野間の山系。九一七詞異文（心・西・別）・一一〇四詞　→御嶽（みたけ）、吉野の奥

岡屋　をかのや　京都府宇治市。一四三八

小口川原　をぐちがはら　和歌山県新宮市熊野川町。九七七

奥の院　おくのゐん　高野山金剛峯寺の奥の院。和歌山県伊都郡高野町。一一五七詞　→高野

小倉の里　をぐらのさと　京都市右京区嵯峨。四八六

小倉・小倉山　をぐら・をぐらのやま・をぐらやま　京都市右京区嵯峨。一六四・一九一・四三六詞・四三六・四七八・四八五・七四六詞・七四八詞

小篠の泊　をざさのとまり　奈良県吉野郡天川村洞川。九一八詞・九一八（小篠）

男山　をとこやま　京都府八幡市の石清水八幡宮。一五二七詞

音羽山　おとはやま　京都市山科区と滋賀県大津市の境。三

小野　をの　京都市左京区大原。二一〇・二六四・四四一詞・四四一・五六六・一一三三

伯母が嶺　をばがみね　奈良県吉野郡川上村の伯母ヶ峰。一一〇七詞異文（茨・心妙・西・別）

姨捨の峯　をばすてのみね　奈良県吉野郡川上村。一一〇七詞・一一〇七（をばすて）

姨捨の山　をばすてのやま　長野県中央部の冠着山をいう。三七五・八八六

朧の清水　おぼろのしみづ　京都市左京区大原。一二〇九

思はくの橋　おもはくのはし　所在未詳。宮城県多賀城市に伝承地。一一二九詞・一一二九







か行







覚雅僧都の坊　かくがそうづのばう　京都市下京区か。五〇五詞異文（茨）

覚範僧都房　かくはんそうづばう　未詳。五〇五詞→覚雅僧都の坊

風越の峯　かざこしのみね　長野県飯田市の風越山か。八三

笠取の山　かさとりのやま　京都市伏見区醍醐山。九七三

花山院の御庵室の跡　くわざんゐんのごあんじちのあと　那智の二の滝の上に伝承地。八五二詞→那智

春日　かすが　春日大社。奈良市春日野町。四〇七詞

春日野　かすがの　奈良市春日野町。一九

葛城　かづらき　大阪府と奈良県の境に連なる葛城山地。一〇七八詞・一〇七八

片岡　かたをか　京都市北区・賀茂別雷神社境内の摂社。一五二六　→賀茂

勝間田の池　かつまたのいけ　所在未詳。奈良市五条町説ほか。二二五・三二三

亀井の水　かめゐのみづ　大阪市天王寺区四天王寺。八六三詞・八六三　→天王寺

亀山　かめやま　京都市右京区嵯峨。一一七九

賀茂　かも　京都市左京区の賀茂御祖社（下鴨）・北区の賀茂別雷社（上賀茂）の総称。一八〇詞（賀茂社）・五三六詞・六〇九詞・六一四詞・六一五詞（同社）・一〇九五詞・一二二一詞・一四〇二詞・一五二五詞

唐崎　からさき　滋賀県大津市。五六四・九七五（夫木抄「風先」）

香良洲崎　からすざき　三重県津市香良洲町。一三八四

閑院　かんゐん　京都市中京区。一〇四八詞

観音寺　くわんおんじ　未詳。京都市東山区の新熊野観音とする説が有力。八五八詞

木曾の桟橋　きそのかけはし　長野県のどこか未詳。一四一五・一四三二

北白川　きたしらかは　京都市左京区北白川。二三一詞・二五一詞・四九〇詞異文（心・西）・一〇四二詞

北野　きたの　京都市上京区から北区にかけて。一四四四

北院　きたのゐん　仁和寺の院家。一二二七詞　→仁和寺

北山寺　きたやまでら　未詳。京都の北山辺りの寺。七五四詞

京　きやう　京都。五七五詞異文（心・西・別）・七三六詞・九一三詞・一〇七七詞・一一二四詞・一一五〇詞・一一五七詞・一一八四詞・一三七四詞・一三八六詞・一四五〇詞　→都

行者還　ぎやうじやがへり　奈良県吉野郡上北山村。一一一七詞・一一一七

清見潟　きよみがた　静岡県清水市。三一九・三二四

清水　きよみづ　清水寺。京都市東山区。一一八六詞

久能の山寺　くののやまでら　久能寺。静岡市久能山。一〇八七詞

熊野・み熊野　くまの・みくまの　和歌山県田辺市本宮町の熊野本宮大社。また新宮市の熊野速玉大社、那智勝浦町の熊野那智大社を併せた熊野三山をいう。九八詞・四〇九詞異文（西・別）・一〇二三・一〇七七詞・一二一八詞・一四〇三詞・一五二九詞・一五二九・一五三〇

熊山岳　くまやまだけ　所在未詳。和歌山県か。九七八

雲取　くもとり　大雲取山。和歌山県東牟婁郡那智勝浦町。九七七

鞍馬　くらま　京都市左京区鞍馬本町。五七一詞

小池　こいけ　奈良県吉野郡下北山村。一一〇八詞・一一〇八

高野　かうや　高野山。和歌山県伊都郡高野町。一三八詞・二〇二詞・四七七詞・五三一詞・五七五詞・七四八詞・七八二詞・七八五詞・八〇七詞・九一三詞・九一六詞・九一九詞・一〇四五詞・一〇四九詞・一〇五五詞・一〇五七詞・一〇七一詞異文（茨）・一〇七四詞・一〇七九詞・一〇八四詞・一一二一詞・一一五〇詞・一一五五詞異文（新勅撰）・一一五七詞・一一九八詞・一二〇八・一三七一詞　→高野（たかの）

粉河　こかは　粉河寺。和歌山県紀の川市。七四八詞

越の中山　こしのなかやま　未詳。新潟県妙高市の妙高山説が有力。四七・五二九（越の白雪）・九七六

児島　こじま　現在は児島半島だが、一二世紀には島。岡山市南部・玉野市・倉敷市南東部に相当。一一四五詞・一三七二詞小嶋

近衛院の御墓　このゑのゐんのみはか　京都市北区紫野。七八一詞

昆陽の池　こやのいけ　兵庫県伊丹市。五六〇

衣河　ころもがは　岩手県西磐井郡平泉町中尊寺の北を東流し北上川に合流。一一三一詞・一一三一

衣の浦　ころものうら　愛知県知多郡。一一九二







さ行







さひか浦　さひかうら　三重県では所在未詳。茨「さびる浦」は非地名。一四七三

斎宮　さいぐう　三重県多気郡明和町。一二二六詞

西国　さいごく　京都以西。一一四五詞　→西の国

嵯峨・嵯峨野　さが・さがの　京都市右京区嵯峨。三八詞・四七一詞・一〇六六詞・一〇六六・一一四七詞・一一五九詞異文（続詞花）・一四二三詞・一四二三

桜井の里　さくらゐのさと　大阪府三島郡島本町。九八四

さきしま　所在未詳。三重県志摩市の崎（先）志摩を当てる説、鳥羽市答志島の北東に位置する大築海島（おづくみじま）を当てる説がある。一三八三

佐々木　ささき　京都市北区の賀茂別雷神社の西南にある佐々木野。六〇九詞

篠の宿・篠　ささのすく・ささ　奈良県吉野郡十津川村か。一一〇九詞・一一〇九

讃岐　さぬき　香川県。一一三六詞・一二二八詞・一二三〇詞・一三五三詞・一三五六詞（同じ国）・一四〇四詞・一四四六詞（讃岐の院）

佐野の舟橋　さののふなはし　群馬県高崎市。二二三

佐保の河原　さほのかはら　奈良市・大和郡山市を流れ大和川に合流する川。五四

塩崎の浦　しほさきのうら　兵庫県南あわじ市とする説、和歌山県東牟婁郡串本町の潮岬を当てる説がある。一三七八

志賀　しが　滋賀県大津市。九詞

志賀の浦　しがのうら　滋賀県大津市。一四九八

志賀の唐崎　しがのからさき　滋賀県大津市の唐崎神社。五六四　→唐崎

志賀の山越・志賀の山道　しがのやまごえ・しがのやまみち　京都市左京区北白川から滋賀県大津市北方へ越える山道。一〇五・一一三

飾磨の市　しかまのいち　兵庫県姫路市飾磨区。一二四二

信楽　しがらき　滋賀県甲賀郡信楽町。九六七・九七五異文（松）・一四八三

四国　しこく　四国。一〇九五詞・一〇九七詞・一三七三詞

地獄　ぢごく　六道の一つ。悪業の報いで死後に堕ちて責苦を受ける場所。八九七詞

志古の山路　しこのやまぢ　和歌山県田辺市本宮町の熊野本宮から万才峠を越えて新宮市熊野川町日足の志古を通り熊野川町西（旧小口村）に至る山路か。九七七

紫金台寺　しこんだいじ　仁和寺の院家。京都市右京区鳴滝。九一四異文（西）　→仁和寺、山崎

静原　しづはら　京都市左京区静市静原町。一五四八

死出の山・死出の山地　しでのやま・しでのやまぢ　冥土へ行く途中に死者が越える山。七五〇・七五一・七六三・七七四・七九二・八二四・一一四二

信濃　しなの　長野県。一一〇七・一四四五

信太の杜　しのだのもり　大阪府和泉市。六五一・六七六

篠原　しのはら　滋賀県野洲市。四三八

信夫　しのぶ　福島市域。四八二詞・一一二七詞・一一二九左

渋川　しぶかは　岡山県玉野市渋川。一三七三詞

下野の国　しもつけのくに　栃木県。一一三三詞

蜀江　しよくかう　中国四川省の川。二七二（その江）

書写　しよしや　書写山円教寺。兵庫県姫路市。一〇九六詞

白川　しらかは　京都市左京区。六九・七〇・一〇四詞・一三六・一三七詞・一一八八

白河殿　しらかはどの　京都市左京区白河に造営された院御所。一一八八詞

白川の関　しらかはのせき　福島県白河市。一一二六詞・一一二六・一一二七

白根　しらね　福井県・石川県・岐阜県にまたがる白山か。五四〇

白良の浜　しららのはま　和歌山県西牟婁郡白浜町。一一九六は三重県とする説もある。一一九六・一四七六

白峯　しろみね　香川県坂出市。一三五五詞

笙の窟　しやうのいはや　奈良県吉野郡上北山村。九一七詞

塩飽　しわく　塩飽諸島の本島。香川県丸亀市。一三七四詞・一三七四

新宮　しんぐう　熊野速玉神社。和歌山県新宮市。一三九七詞　→熊野

神仙　しんせん　奈良県吉野郡上北山村。一一〇四詞・一一〇四（深き山）

末の松山　すゑのまつやま　宮城県多賀城市に伝承地。一二八九

菅島　すがしま　三重県鳥羽市。一三八二詞・一三八二・一三八四・一三八五

鈴鹿山　すずかやま　三重県亀山市関町。七二八詞・七二八

須磨　すま　神戸市須磨区。五四九・六九七

住江　すみのえ　大阪市住吉区の入江。一一八〇異文（茨）・一二一八詞、一二一八詞異文（心・西・別「住江の釣殿」）

住吉　すみよし　住吉大社。大阪市住吉区。四〇九詞・四一〇・一〇五四詞・一〇五四・一一八〇・一二一八詞

駿河　するが　静岡県中央部。六九一・一〇八七詞

諏訪の渡り　すはのわたり　長野県諏訪市・諏訪郡下諏訪町。六〇七

清和院　せがゐん　染殿の一角または隣接。京都市上京区・京都御苑。九二詞・九九詞・一三九詞

雪山　せつせん　ヒマラヤ山脈の古称。一四九二（雪の深山）

芹生　せれう　京都市左京区大原草生町。一四八九

善通寺　ぜんつうじ　香川県善通寺市。一三七一左

双林寺　さうりんじ　京都市東山区鷲尾町。五〇六詞

袖の浦　そでのうら　山形県酒田市。六三一

外の浜　そとのはま　青森県東津軽郡外ケ浜町。一〇一一

その江　→蜀江







た行







大学寺　だいかくじ　大覚寺。京都市右京区嵯峨大沢町。一〇四八詞・一四二四詞

大神宮　だいじんぐう　伊勢神宮。三重県伊勢市。一二二三詞

たかとみの浦　たかとみのうら　広島県呉市安浦町の多賀登美浦か。四一四詞

高野　たかの　高野山。九一三・一〇七四　→高野（かうや）

高間の山　たかまのやま　奈良県御所市高天の金剛山。一九〇

滝の山　たきのやま　山形市土坂三百坊跡説と、同長谷堂滝の山廃寺跡説がある。一一三二詞

武隈　たけくま　所在未詳。仙台市東部か。宮城県岩沼市の竹駒神社に伝承地。一一二八詞・一一二八

竹の泊　たけのとまり　所在未詳。一説に石川県加賀市。一一九五

立田河　たつたがは　竜田川。奈良県生駒郡斑鳩町を南流して大和川に注ぐ。一七六

立田山　たつたやま　竜田山。奈良県生駒郡斑鳩町。三九九

棚尾の社　たなうのやしろ　京都市北区の賀茂別雷神社の末社。一〇九五詞　→賀茂

たはらの峯　たはらのみね　京都府宇治市田原の山か。一〇五二異文（夫木抄）　→檜原の峯

束稲山　たはしねやま　岩手県西磐井郡平泉町と一関市東山町の境の山。一四四二詞・一四四二

千種の嶽　ちくさのたけ　奈良県吉野郡上北山村。一一一五詞・一一一五

稚児の泊　ちごのとまり　奈良県吉野郡上北山村。一一一七詞・一一一七

中院　ちゆうゐん　高野山本中院谷の竜光院。二〇二詞　→高野

中将の御墓　ちゆうじやうのみはか　藤原実方の墓。宮城県名取市愛島塩手に伝承地。八〇〇詞

長楽寺　ちやうらくじ　京都市東山区円山町。四八詞異文（心・西）・四九一詞

筑紫　つくし　九州。一四五〇詞

筑摩の沼　つくまのぬま　滋賀県米原市。二〇四

土御門内裏　つちみかどだいり　京都市上京区。五三六詞

津の国　つのくに　摂津国。大阪府北部と兵庫県東南部。八・五五九・八六二詞・一一三五詞

壺のいしぶみ　つぼのいしぶみ　所在未詳。青森県の津軽地方か。一〇一一

天王寺　てんわうじ　四天王寺。大阪市天王寺区。七五二詞・八五三詞・八六三詞・一〇五四詞・一〇七六詞

転法輪の嶽　てんぼふりんのたけ　奈良県吉野郡下北山村と十津川村の境。一一一九詞

答志　たふし　答志島。三重県鳥羽市答志町。一三八二詞・一三八二・一三八五

答志の浜　たふしのはま　答志島の浜。一三八三　→答志

常盤　ときは　京都市右京区。二五六詞・七三四詞・七三四・七三五（常盤木）・七九六詞・九二九詞・九三〇

常盤山　ときはやま　京都市右京区。六五六

土佐　とさ　高知県。一三五九詞異文（心妙・西・別）

鳥羽田　とばた　京都市南区上鳥羽から伏見区下鳥羽にかけての水田。二九二

鳥羽の南殿　とばのみなみどの　鳥羽離宮の南殿。京都市伏見区。四六六詞

鳥部野　とりべの　京都市東山区。七五七・七七六

鳥部山　とりべやま　京都市東山区。七七六詞・七七七詞異文（茨）・七九〇詞・七九〇・八四八







な行







灘　なだ　兵庫県西宮市の武庫川河口から神戸市の生田川河口に至る海岸。三一一

那智　なち　那智大社。三八二・八五二詞・八五二　→熊野

名取河　なとりがは　宮城県南部を東流する川。一一三〇詞・一一三〇

七越の峯　ななこしのみね　和歌山県田辺市本宮町高山。一四〇三詞・一四〇三

難波　なには　大阪市。八詞

難波江・難波江の浦・難波潟・難波の浦　なにはえ・なにはえのうら・なにはがた・なにはのうら　大阪市の入江・海岸。八・二四二・三二六・五一〇・五一四・六八六・一一九〇

難波堀江　なにはほりえ　場所は大阪市の天満川（現大川）説が有力。二一九

鳴尾　なるを　兵庫県西宮市の武庫川の河口。二五七詞・二五七

鳴滝の川　なるたきのかは　御室川とも。京都市右京区鳴滝。六六二

西　にし　西方極楽浄土をさす。二〇五・二〇六・八五三・八五四・八六九・八七〇詞・八七〇・八七二・八七六

錦の島　にしきのしま　三重県度会郡大紀町錦。一四四一詞・一四四一

西の国　にしのくに　京都以西。一一〇三詞　→西国（さいごく）

西福山　にしふくやま　所在未詳。三重県に二説。四〇詞異文（茨）

西山　にしやま　京都市西方の山、その一帯。七四四詞・一一五九詞異文（茨・松ほか）　→嵯峨、仁和寺

二条院の御墓　にでうゐんのみはか　香隆寺か。京都市北区等寺院の東か。七九二詞

如意輪の滝　によいりんのたき　那智の二の滝。八五二詞　→那智

仁和寺　にんわじ　京都市右京区御室大内。五六八詞・七三六詞・七四四詞異文（心妙）・八五四詞・九一四詞・九一九詞・一二二七詞

野路　のぢ　滋賀県草津市。二六七異文（心・西・夫木抄）・四六三異文（松・歌枕名寄）・一〇〇七

野中の清水　のなかのしみづ　神戸市西区岩岡町野中説と、明石市魚住町清水説がある。一〇九六詞・一〇九六







は行







藐姑射が峯　はこやがみね　上皇の仙洞御所をいう。一五〇三

橋殿　はしどの　賀茂別雷神社の建物。一二二一詞　→賀茂

八幡　はちまん　→八幡（やはた）

初瀬の山　はつせのやま　長谷寺。奈良県桜井市。一九九

花園山　はなぞのやま　愛知県岡崎市奥山田町か。一四四〇

帚木の伏屋　ははきぎのふせや　長野県下伊那郡阿智村園原。五七八

早瀬川　はやせがは　所在未詳。二一八

原の岡山　はらのをかやま　所在未詳。一〇一二

播磨　はりま　兵庫県西南部。六九七（播磨路）・一〇九六詞

播磨潟　はりまがた　兵庫県明石市より西の海岸。三一一

東山　ひがしやま　京都市東方の山、その一帯。一〇四詞・五七四詞・七二三詞・七二五詞

備前の国　びぜんのくに　岡山県東南部。一三七二詞

日野　ひの　京都市伏見区日野。一四三八

檜原の峯　ひはらのみね　普通名詞か。奈良県の地名とも。一〇五二　→たはらの峯

日比　ひび　岡山県玉野市日比。一三七三詞

屛風立　びやうぶだて　奈良県吉野郡上北山村。一一一七詞

平泉　ひらいづみ　岩手県西磐井郡平泉町。一一三一詞・一四四二詞

平野　ひらの　平野神社。京都市北区。一一八一

比良・比良の高嶺　ひら・ひらのたかね　滋賀県高島市から大津市にかけての連山。一一五五・一一五六・一四九〇

広瀬川　ひろせがは　奈良県北葛城郡河合町。二一七

広沢の池　ひろさはのいけ　京都市右京区嵯峨。遍照寺の北。三二一詞　→大沢、遍照寺

東山寺　ひんがしやまでら　未詳。京都東山のどこかの寺。五七四異文（心）　→双林寺、長楽寺、東山

深草の里　ふかくさのさと　京都市伏見区深草。四二五・五三八

吹上　ふきあげ　和歌山市紀ノ川河口から雑賀にかけての海岸。七四八詞・七四八・七四九左・一一九三

富士　ふじ　静岡県と山梨県境の富士山。三一九・六九一・一三〇七

伏見　ふしみ　京都市伏見区。四四四詞・一四三八

二見・二見の浦　ふたみ・ふたみのうら　三重県伊勢市二見町。一三詞・一三・一三八六詞・一三八六

二村山　ふたむらやま　愛知県豊明市沓掛町か。三八三（二村の山）・一四九〇

筆の山　ふでのやま　香川県善通寺市。我拝師山の東隣の山。一三七一詞・一三七一　→我拝師山（わがはいしさん）

船岡・船岡山　ふなをか・ふなをかやま　京都市北区紫野。七七四詞・八二〇・八四九

布留野　ふるの　奈良県天理市。二〇

古屋　ふるや　奈良県吉野郡十津川村。一一一三詞・一一一三

平地　へいち　奈良県吉野郡十津川村と下北山村の境。一一一〇詞

遍照寺　へんぜうじ　京都市右京区嵯峨。三二一詞

法金剛院　ほふこんがうゐん　仁和寺の院家。京都市右京区花園扇野町。七九五詞・七九七詞　→仁和寺

法輪　ほふりん　法輪寺。京都市西京区嵐山。四八四詞

保津の山越　ほづのやまごえ　京都府亀岡市保津から京都市西京区嵐山辺りへの山越か。五五六

菩提院　ぼだいゐん　東山の菩提樹院。京都市左京区。一〇詞異文（心）・一三九詞異文（松）・三二七詞異文（心）・一一四二詞

法勝寺　ほつしようじ　白河六勝寺の一つ。京都市左京区岡崎。一〇一詞　→白川

掘兼の井　ほりかねのゐ　所在未詳。埼玉県狭山市堀兼に伝承地。六九〇

本院　ほんゐん　斎院の本院。京都市北区紫野。一二二四詞







ま行







真木の裾山　まきのすそやま　所在未詳。九七四

松尾の山　まつのをのやま　松尾大社。京都市西京区嵐山宮町。五三七

松山　まつやま　香川県坂出市。一二三六・一三五三詞・一三五三・一三五四

真鍋　まなべ　真鍋島。岡山県笠岡市。一三七四詞・一三七四

真野の萩原　まののはぎはら　神戸市兵庫区か。五〇七

曼荼羅寺　まんだらじ　香川県善通寺市吉原町。一三七〇詞

御祖川原　みおやがはら　下鴨神社付近の川原か。一四〇二　→賀茂

三笠・三笠の山　みかさ・みかさのやま　奈良市春日野町。四〇七・一一七八

三重の滝　みかさねのたき　奈良県吉野郡下北山村。一一一八詞・一一一八

三木島　みきしま　三重県尾鷲市三木崎か。熊野市二木島か。一三九七詞

三島江の浦　みしまえのうら　所在未詳。一一九一

三栖の山　みすのやま　和歌山県田辺市。九八

美豆・美豆野　みづ・みづの　京都市伏見区淀美豆町。二二一・一〇一八（水）・一一〇三詞・一一〇三・一五二七

御嶽　みたけ　大峯山（山上ヶ岳）。奈良県吉野郡天川村。九一七詞・一〇八四詞　→大峯

御手洗　みたらし　賀茂社境内の御手洗川。一二二二詞・一二二二・一五二五　→賀茂

陸奥国　みちのくに　青森・岩手・宮城・福島県。五七二詞・八〇〇詞・一〇一一異文（茨）・一〇四六詞・一一二六詞・一四四二詞　→むつのく、むつのくに

三津　みつ　三重県伊勢市二見町。一七〇詞・一七〇

三瀬川　みつせがは　冥土の三途の川。七〇九

三津の浜松　みつのはままつ　滋賀県大津市坂本。一四九八

水無瀬川　みなせがは　大阪府三島郡島本町水無瀬。二一六

湊川　みなとがは　神戸市兵庫区。一四八六

三野津　みのつ　香川県三豊市三野町。一四〇四詞

三室戸の山　みむろとのやま　三室戸寺。京都府宇治市。四八八異文（松・別・歌枕名寄）

御裳濯・御裳濯川　みもすそ・みもすそがは　五十鈴川とも。伊勢内宮を西北流。一五三一詞・一五三一・一五三二　→大神宮

宮川　みやがは　宮滝川に同じ。一五四五　→宮滝川

宮城野　みやぎの　仙台市宮城野区。四三〇

都　みやこ　京都。一五七・三三七・四一一・四一二・四一八・五二七・五七五詞・五七五・七二七詞・七四八詞・七五五詞・七五五・一〇四五・一〇五七詞・一〇六四・一〇八一・一〇九一・一〇九四詞・一〇九四・一〇九七詞・一〇九七・一〇九八詞・一〇九八・一〇九九・一一〇〇・一一〇一・一一〇二・一一二二・一一二四・一一二五・一一二七詞・一一二七・一一三三・一一三五・一一五六・一二三二・一四一五・一四一七・一四五五　→京

宮滝川　みやたきがは　奈良県・吉野川の宮滝付近の称か。一四二六

宮の法印の御庵室　みやのほふゐんのごあんじち　元性法印の庵室。高野山別所の西小田原か。四七七詞異文（心・西）・一〇四五詞異文（雲葉集「元性法印の庵室」）　→高野

武蔵野　むさしの　関東平野全体。二九六

陸奥　むつのく　一〇一一　→みちのくに

陸奥国　むつのくに　一〇一一異文（松）　→みちのくに

紫野　むらさきの　京都市北区紫野。一二二〇詞・一二二〇

最上川　もがみがは　山形県内を流れる川。一一六三・一一六四

もりやま　三重県のどこか所在未詳。四〇詞　→西福山（にしふくやま）

守山　もるやま　滋賀県守山市か。静岡県、群馬県説も。他系統「もる宿」。九五五

唐土　もろこし　中国。一三〇二

八上の王子　やがみのわうじ　熊野九十九王子の一つ。和歌山県西牟婁郡上富田町。九八詞・九八（八上）







や行







野洲河原　やすがはら　滋賀県野洲市。一〇〇七

柳原　やなぎはら　滋賀県野洲市か。一般名詞とも。一〇一九　→野洲河原

山崎　やまざき　仁和寺紫金台寺の所在地「北崎」の誤りか。九一四異文（西）　→紫金台寺

山城　やましろ　京都府南部。一一〇三

山本　やまもと　兵庫県伊丹市昆陽池から宝塚市の山本を冠する地域にかけて。一一三五詞

八幡　やはた　備前国。どこの八幡宮に当てるか諸説ある。一一四五詞

木綿崎の浦　ゆふさきのうら　所在未詳。神戸市東灘区魚崎か。五六二

雪の深山　ゆきのみやま　→雪山（せっせん）

夢野　ゆめの　神戸市兵庫区。四三七

横野　よこの　大阪市生野区か。一〇一五

吉野　よしの　奈良県吉野郡吉野町。五一二・一〇七〇詞・一〇七一詞・一〇七一・一四四二

吉野の奥　よしののおく　一〇三四は大峯をさすか。一〇三四・一五四五　→大峯

吉野の里　よしののさと　奈良県吉野郡吉野町。一〇七〇　→吉野

吉野山・吉野の山・み吉野の山　よしのやま・よしののやま・みよしののやま　奈良県吉野郡吉野町。主峰は青根ケ峯。一一・五七・六二・六三・六五・六六・六九・八五・九六・一一〇・一一一・一一五・一二五・一三二・一四二・一四三・五六五・九八七・一〇三六・一〇六二・一一五九詞・一四二二・一四五三・一四五四・一四五五・一四六一・一四六二　→青根山、吉野







ら行







龍門　りゆうもん　龍門寺。奈良県吉野郡吉野町大字山口に跡地。一四二六詞

霊山　りやうぜん　霊山寺。京都市東山区静閑寺霊山町。五二七詞

蓮台野　れんだいの　京都市北区紫野。船岡の西。八五一

和歌の浦　わかのうら　和歌山市・紀ノ川の河口一帯。七四九左・九三四







わ行







我拝師山　わがはいしさん　香川県善通寺市。一三七一詞　→筆の山

鷲の山・鷲のみ山・鷲の高嶺　わしのやま・わしのみやま・わしのたかね　インドの霊鷲山（りょうじゅせん）。七七六・八八八・八八九・八九〇・八九一・八九五

輪田　わだ　大輪田泊。神戸市兵庫区。八六二詞・八六二
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あ行






あかずのみ　　　四一一

あかつきの　　　九三八

あきかぜに


すずきつりぶね　　　一三九六




ほずゑなみよる　　　四四六



あきかぜの


ことにみにしむ　　　一〇四二




ふけゆくのべの　　　四四八



あきかぜや　　　三三九

あきくるる　　　四八九

あきたつと


おもふにそらも　　　二五六




ひとはつげねど　　　二五五



あきのいろは


かぜぞのもせに　　　一四三九




かれのながらも　　　七六七



あきのつき


いさよふやまの　　　三八四




しのだのもりの　　　六五一




ものおもふひとの　　　六四一



あきののの　　　四五三

あきのよに　　　四五二

あきのよの


そらにいづてふ　　　三〇六




つきやなみだを　　　六二二




つきをゆきかと　　　三一七



あきのよを　　　四五一

あきはくれ　　　一一二二

あきはただ　　　三三四

あきふかき　　　七〇七

あきふかみ


ならぶはななき　　　四六八




よわるはむしの　　　四五七



あくがるる　　　六七

あくがれし　　　一〇八四

あくるまで　　　三一五

あこやとる　　　一三八七

あさかへる　　　一〇一二

あさからぬ　　　八六三

あさくいでて　　　九一四

あさごとに　　　六〇六

あさぢはら　　　三一六

あさつゆに　　　一二六六

あさひまつ　　　八六八

あさましや　　　一二三一

あさゆふの　　　八九八

あしひきの　　　六二七

あしよしを　　　一四二一

あだならぬ　　　八七四

あだにちる


こずゑのはなを　　　一三七




このはにつけて　　　九二五




さこそこずゑの　　　一三〇



あだにふく　　　一二一三

あたらしき　　　五七三

あたりまで　　　二八八

あづまぢや　　　六九五

あづまやの


あまりにもふる　　　五〇三




をがやがのきの　　　二一二



あとしのぶ　　　八二六

あとたえて　　　一五九

あととむる　　　五三四

あとをとふ　　　八二四

あながちに


にはをさへはく　　　一二九




やまにのみすむ　　　四〇六



あはざらん　　　五七八

あはせつる　　　五二三

あはせばや　　　一三八五

あはぢしま


いそわのちどり　　　五四八




せとのしほひの　　　五四九




せとのなごろは　　　一〇〇二



あはれあはれ　　　七一〇

あはれさは　　　一二〇八

あはれしりて　　　一四八五

あはれしる


そらにはあらじ　　　八三〇




そらもこころの　　　八二九




なみだのつゆぞ　　　九一一




ひとみたらばと　　　四一六



あばれたる


くさのいほりに　　　三四八




くさのいほりの　　　一一四八



あはれてふ　　　六九八

あはれとて


とふひとのなど　　　七〇五




はなみしみねに　　　一一一四




ひとのこころの　　　一二七六



あはれとも


こころにおもふ　　　八〇三




みるひとあらば　　　六一八



あはれなり


おなじのやまに　　　一三六九




よもよもしらぬ　　　一一四九



あはれにぞ


ふかきちかひの　　　一一八七




ものめかしくは　　　九六四



あふことの


なきやまひにて　　　一三〇〇




なくてやみぬる　　　一二四九



あふことを　　　五八五

あふとみし　　　一三五〇

あふとみる　　　五八二

あふまでの　　　一二六九

あふみぢや　　　一〇〇七

あまくだる


かみのしるしの　　　六一五




なをふきあげの　　　七四八



あまぐもの


はるるみそらの　　　八八六




わりなきひまを　　　六五〇



あまのがは


けふのなぬかは　　　二六〇




なにながれたる　　　三三一



あまのはら


あさひやまより　　　三五九




おなじいはとを　　　三七七




さゆるみそらは　　　六二三




つきたけのぼる　　　三〇七



あまびとの　　　一三八〇

あやにくに


しるくもつきの　　　六三八




ひとめもしらぬ　　　一二七三



あやひねる　　　一三一六

あやふさに　　　一三三三

あやめつつ　　　六六〇

あらいその　　　一〇〇〇

あらしこす　　　九四六

あらしのみ　　　九一五

あらしはく　　　四九八

あらしふく　　　一〇八二

あらたなる　　　一五三〇

あらぬよの　　　八二一

ありあけの　　　三六〇

ありがたき


のりにあふぎの　　　八六四




ひとになりける　　　九〇一



あれにける　　　九八一

あればとて　　　七六六

あをねやま　　　五四〇

あをばさへ　　　一五八

いかがせん　　　八三六

いかさまに　　　一三四五

いかだしの　　　一四八七

いかでかは


おとにこころの　　　一〇八九




ちらであれとも　　　一二三



いかでわれ


きよくくもらぬ　　　九〇四




こころのくもに　　　一四〇五




このよのほかの　　　一〇八




こよひのつきを　　　七七四



いかなれば　　　八九六

いかにして


うらみしそでに　　　八八七




きくことのかく　　　八八五




こずゑのひまを　　　一一〇八



いかにせん


うきなをばよに　　　一二七七




かげをばそでに　　　三四六




こんよのあまと　　　七〇八




そのさみだれの　　　一二五八



いかにぞや　　　一三〇一

いかにとも　　　八〇八

いかばかり


うれしからまし　　　三一〇




きみおもはまし　　　八一五



いくあきに　　　四六七

いくほども　　　一三二三

いけにすむ　　　三二二

いけのおもに　　　二八二

いけみづに　　　一四七四

いさぎよき　　　八八三

いざことし　　　一五〇

いざさらば　　　一五〇三

いさよはで　　　三一二

いせしまや


いるるつきて　　　一四五一




つきのひかりの　　　一四七三



いそがずは　　　一四八四

いそぎおきて　　　二五八

いそなつまん　　　一三八一

いそなつみて　　　一四五二

いそなつむ　　　一一六五

いそによる　　　一一六六

いそにをる　　　一〇〇四

いそのかみ　　　一〇二四

いそのまに　　　六九三

いたけもる　　　一〇〇九

いつかはと　　　一二七一

いつかまた　　　一二二六

いつかわれ


このよのそらを　　　一四一三




ちりつむとこを　　　一三二四




むかしのひとと　　　五七七



いづくとて　　　三四〇

いづくにか


ねぶりねぶりて　　　八四四




みをかくさまし　　　九〇九



いつしかと　　　八

いつしかも　　　一〇六三

いつとなき　　　一三〇七

いつとなく　　　六九六

いつのよに　　　七五八

いつよりか　　　四七二

いでながら　　　三八三

いとかやま　　　四七三

いとすすき　　　二六六

いとどいかに　　　八五三

いとどしく　　　一一三八

いとふよも　　　四〇三

いとへども　　　三七三

いとほしや　　　一三二〇

いにしへに


かはらぬきみが　　　七三四




もれけんことの　　　八六一



いにしへの


かたみになると　　　八一二




まつのしづえを　　　一二一九



いにしへは　　　七九九

いにしへを


こふるなみだの　　　七九五




しのぶるあめと　　　一〇二




なににつけてか　　　四〇〇



いはしろの　　　六一二

いはつたひ　　　一六三

いはにせく　　　一三六八

いはのねに　　　一三七七

いはまゆく　　　五五四

いはれのの　　　九七〇

いひすてて　　　一五二一

いひたてて　　　一三二九

いへのかぜ


つたふばかりは　　　九三一




ふきつたふとも　　　九三四




ふきつたへける　　　九三三




むねとふくべき　　　九三二



いへをいづる　　　七五三

いほにもる　　　三〇三

いほりさす　　　一一〇九

いまさらに


なにかはひとも　　　一二八一




はるをわするる　　　五八



いまぞしる　　　一三八六

いまだにも　　　一〇四八

いまはさは　　　一二六〇

いまはただ　　　一二五四

いまはわれ　　　一三一三

いまよりは


あはでものをば　　　一二七〇




いとはじいのち　　　一三五七




はなみんひとに　　　八六




むかしがたりは　　　一〇四四



いむといひて　　　一一五四

いらござきに　　　一三八八

いりぬとや　　　三三七

いりひさす　　　九四二

いるさには　　　八〇七

いろかへで　　　七三五

いろにいでて　　　一二四八

いろふかき


こずゑをみても　　　七九八




なみだのかはの　　　一二八三



うかれいづる　　　九一二

うきくもの　　　三七一

うきにだに　　　六六四

うきにより　　　一三二六

うきふしを　　　六七四

うきみとて　　　一二五〇

うきみにて　　　二四

うきよとし　　　一五〇六

うきよとも　　　一四八一

うきよには　　　一一七

うきよをば　　　七四七

うぐひすの


こゑぞかすみに　　　二五




こゑにさとりを　　　九九三




はるさめざめと　　　二六



うぐひすは


たにのふるすを　　　二八




われをすもりに　　　二九




ゐなかのたにの　　　九九二



うたたねの　　　一二六二

うぢがはの　　　一三九一

うちすぐる　　　四六三

うちたえて　　　六三五

うちたえで　　　一三四七

うちつけに　　　三三三

うちとけて　　　一二九五

うちむかふ　　　六五四

うつつをも　　　一五一五

うづらなく　　　四二五

うづらふす　　　九四五

うつりゆく　　　一〇二七

うづゑつき　　　二二

うとくなる　　　一四九九

うのはなの　　　五四一

うめがかに　　　四一

うめがかを　　　三九

うらうらと　　　一五二〇

うらがへす　　　五三六

うらちかみ　　　一〇〇一

うらみじと　　　一三〇六

うらみても　　　一三四六

うれしとも　　　一六九

うれしとや　　　三〇八

おいもせぬ　　　三三五

おきかけて　　　四一九

おくになほ　　　一四四三

おくりおきて　　　八一九

おくれいて　　　八二三

おしなべて


おなじつきひの　　　五七五




きくさのすゑの　　　二八六




はなのさかりに　　　六四



おとはせで　　　九六三

おどろかす　　　七三〇

おどろかぬ　　　七三一

おどろかんと　　　八四五

おなじくは


かきをぞさして　　　一三七五




さきそめしより　　　一二六五




つきのをりさけ　　　九九六



おなじみの　　　一五四

おのづから


ありへばとこそ　　　一二九二




いはぬをしたふ　　　五七六




おとするひとぞ　　　五〇二




きよきこころに　　　八八二




くるひとあらば　　　九九




つきやどるべき　　　二四八




はななきとしの　　　九二



おひかはる　　　三二

おほうみの　　　一一七五

おほかたの


あきをばつきに　　　一四七八




つゆにはなにの　　　二九四




のべのつゆには　　　二七九



おぼつかな


あきはいかなる　　　二九〇




いかにとひとの　　　五八〇




いづれのやまの　　　五九




いぶきおろしの　　　一〇〇五




たにはさくらの　　　一四六




なにのむくいの　　　六七八




はるのひかずの　　　一〇六六




はるはこころの　　　一四九



おほなみに　　　八四七

おほはらは


せれうをゆきの　　　一四八九




ひらのたかねの　　　一一五五



おほはらや　　　一〇四七

おほゐがは


ゐせきによどむ　　　四八四




をぐらのやまの　　　一九一



おもかげに　　　六三九

おもかげの　　　六二一

おもはずに


あなづりにくき　　　二二九




よしあるしづの　　　四八一



おもひあまり　　　一二四一

おもひいづる


ことはいつとも　　　六二六




すぎにしかたを　　　七一九




なさけをひとの　　　七八九



おもひいでて


たれかはとめて　　　一四二七




ふるすにかへる　　　一〇六八



おもひいでに　　　九三

おもひいでよ　　　一四九八

おもひかね　　　六一〇

おもひきや


いみこしひとの　　　一二二五




かかるこひぢに　　　一三三二



おもひしる　　　六五二

おもひしるを　　　一四八〇

おもひつつ　　　一〇七一

おもひとけば　　　一四七七

おもひやる


こころはみえで　　　一一五八




こころやはなに　　　六三




たかねのくもの　　　八一



おもふこと　　　一〇二二

おもふとも　　　七四一

おもふにも　　　二八五

おもへこころ　　　一四一九

おもへただ


くれぬとききし　　　一〇八一




けふのわかれの　　　八一四




はなのちりなん　　　一一九




みやこにてだに　　　一一五六



おもへども　　　一三一五

おりたちて　　　一三七三

おろかなる　　　九〇六





か行






かかりける　　　一一三九

かかるみに　　　六七七

かかるよに　　　一二二七

かきくらす


なみだのあめの　　　六七〇




ゆきにきぎすは　　　五二四



かきこめし　　　五〇五

かきみだる　　　六七九

かぎりあらん　　　五四七

かぎりあれば


いかがはいろの　　　四七八




ころもばかりは　　　一七四



かぎりなく


かなしかりけり　　　七九〇




なごりをしきは　　　三七八



かきわけて　　　二三四

かぐらうたに　　　八九九

かくれにし　　　七九三

かげうすみ　　　一一五一

かげきえて　　　九五一

かげさえて


つきしもことに　　　二四七




まことにつきの　　　三六五



かけひにも　　　六〇九

かざこしの　　　八三

かさねきる　　　七八五

かさねては　　　五八七

かしこまる　　　一〇九五

かずかくる　　　一一八〇

かすがのは　　　一九

かずならぬ　　　六五三

かすまずは　　　一一

かすみしく　　　一三七九

かすめども　　　一〇五九

かぜあらき


いそにかかれる　　　八四六




しばのいほりは　　　一一三四



かぜあらみ　　　一三六

かぜさえて　　　五六四

かぜさそふ　　　一三四

かぜたたで　　　一一八九

かぜのおとに　　　一〇三八

かぜふくと　　　一五一

かぜふけば


あだにやれゆく　　　一〇二八




はなさくなみの　　　一一九一



かぜをのみ　　　二三〇

かぞへねど　　　三三〇

かたそぎの　　　四〇九

かたばかり　　　一四五

かたらひし　　　一九五

かたをかに　　　三四

かつすすぐ　　　一三四四

かづらきや　　　一〇七八

かどごとに　　　五

かねてより　　　三〇一

かはあひや　　　九七四

かはかぜに　　　一五〇二

かはのせに　　　一二九〇

かはばたの　　　二二八

かひありな　　　一一九七

かべにおふる　　　四六一

かへりゆく　　　一〇九七

かへれども　　　九二八

かみがきの　　　一七八

かみなづき


しぐれはるれば　　　一一一一




しぐれふるやに　　　一一一三




たににぞくもは　　　一一一二



かみのよも　　　一二二一

からころも　　　五九三

からすざきの　　　一三八四

からすばに　　　四二一

かりがねは　　　四七

かりそめに　　　一二九一

かりのこす　　　一〇一八

かれにける　　　一一二八

かれはつる　　　五二八

かをとめん　　　三五

きえかへり　　　一二五七

きえぬべき


つゆのいのちも　　　九二〇




のりのひかりの　　　八六二



きえぬめる　　　八一八

きかでまつ　　　一四六五

ききおくる　　　一九〇

ききもせず　　　一四四二

きしかたの　　　七六一

きしちかみ　　　一六五

きみいなば　　　一〇四六

きみがいなん　　　一一四四

きみがすむ


きしのいはより　　　一四三五




やどのつぼをば　　　四六六



きみがため


あきはよにうき　　　七八七




ごえふのねのび　　　一一八四



きみがよの　　　一一七六

きみがよは　　　一一七七

きみしたふ　　　一三二一

きみすまぬ　　　一二二四

きみにいかで　　　六二九

きみにさへ　　　八三二

きみにそむ　　　一三四二

きみにわれ　　　一三〇三

きみをいかで　　　一四九六

きみをおきて　　　一一二三

きよみがた


おきのいはこす　　　三二四




つきすむそらの　　　三一九



きりぎりす


なくなるのべは　　　四四七




よさむになるを　　　四五五



くさしげみ　　　一二七五

くさしげる　　　一七五

くさのはに　　　一二九九

くさふかみ　　　四六〇

くさまくら　　　一〇九九

くちてただ　　　六〇一

くちもせぬ　　　八〇〇

くまのすむ　　　九六二

くまもなき


つきのおもてに　　　三六六




つきのひかりに　　　三二七




つきのひかりを　　　三七五




をりしもひとを　　　六四四



くみてしる　　　六九〇

くみてなど　　　一〇七九

くもかかる　　　九九〇

くもきえし　　　三八〇

くもきゆる　　　三八二

くもとりや　　　九七七

くもなくて　　　五一

くもにただ　　　九五二

くもにつきて　　　一五〇七

くもにまがふ　　　九〇

くものうへの　　　九〇二

くもはらふ　　　三七四

くもはるる


あらしのおとは　　　三六二




わしのみやまの　　　八九〇



くもはれて　　　一四〇七

くももかかれ　　　九八九

くももみゆ　　　三六八

くもりなき


かがみのうえに　　　七一七




やまにてうみの　　　一三五六



くやしきは　　　七五五

くやしくも


しづのふせやと　　　三四七




ゆきのみやまへ　　　一四九二



くるはるは　　　九八五

くれたけの


いまいくよかは　　　一四二八




ふししげからぬ　　　一四二〇



くれなゐに　　　一三一〇

くれなゐの


いろこきむめを　　　一一六七




いろなりながら　　　一〇一六




いろにたもとの　　　七〇四




よそなるいろは　　　一四九四



くれぬめり　　　二五九

くれはつる　　　四八八

くれふねよ　　　一〇〇六

くろかみは　　　一三九八

けさいかに　　　八三一

けさのいろや　　　九一九

けさみれば　　　二七八

けさよりぞ　　　五八四

けしきをば　　　一二四六

けふぞしる


おもひいでよと　　　六八五




そのえにあらふ　　　二七二



けふのこまは　　　一五二七

けふのみと　　　一七二

けふはただ　　　一八

けふもまた　　　一一五二

けぶりたつ　　　六九一

こえきつる　　　一一〇〇

こえぬれば　　　七六三

こがらしに


このはのおつる　　　九三五




みねのこのはや　　　五〇〇



こけうづむ　　　一一七二

こここそは　　　一一一九

こころえつ　　　一三一

こころから　　　一三二七

こころざし


ありてのみやは　　　六八七




ふかくはこべる　　　一〇七二



こころせん　　　三六

こころなき　　　四七〇

こころには


しのぶとおもふ　　　一二四七




ふかくしめども　　　一二五五



こころをば


ふかきもみぢの　　　一〇八六




みるひとごとに　　　一四一〇



ここをまた　　　一三五九

こざさしく　　　二一〇

こずゑあれば　　　四七六

こずゑうつ　　　一四一

こずゑふく　　　一二二

こずゑもる　　　一一一〇

こぜりつむ　　　九八四

こだひひく　　　一三七八

ことづくる　　　六一四

ことづけて　　　五八九

ことといへば　　　一二九七

こととなく


きみこひわたる　　　一一五七




けふくれぬめり　　　七六二



ことのねに　　　九二二

ことのはの


しもがれにしに　　　一二八六




なさけたえにし　　　一二二八



このさとや　　　一四二三

このたびは　　　七九一

このはちれば　　　四九五

このはるは


えだえだまでに　　　一一八六




きみにわかれの　　　一一四三




しづがかきねに　　　三七



このまもる


ありあけのつきの　　　三九八




ありあけのつきを　　　三四五




つきのかげとも　　　五二六



このもとに


すみけるあとを　　　八五二




たびねをすれば　　　一二五



このもとの　　　一二四

このもとは　　　九五

このよにて


かたらひおかん　　　七五〇




ながめられぬる　　　一〇四一




またあふまじき　　　八〇六



こはえつどふ　　　一三九二

こはぎさく　　　四六二

こひしさや　　　六四六

こひしさを　　　六三三

こひすとも　　　一四九七

こひらるる　　　七〇二

こほりしく　　　五二〇

こほりわる　　　五五六

こよひきみ　　　七九二

こよひこそ


あはれみあつき　　　九一六




おもひしらるれ　　　七八二



こよひはと　　　三七九

こりもせず　　　八七九

これもみな　　　一三〇八

これやさは　　　八八四

ころもでに　　　九七一

こゑせずは　　　一三九九

こんよにも　　　一〇四〇





さ行






さえわたる　　　五六二

さかきばに　　　一二二三

さかとよと　　　一二五六

さかりならぬ　　　一四三一

さきしまの　　　一三八三

さきそはん　　　二七〇

さくらさく　　　七五

さくらちる　　　二〇二

さくらばな　　　八二七

ささがにの


いとにつらぬく　　　一五一四




いとよをかくて　　　一五五二




くもでにかけて　　　二六三



ささふかみ　　　一一一六

さしいらで　　　八五五

さしきつる　　　一一五三

さだえすむ　　　一三七六

さだめなく　　　三六三

さだめなし


いくとせきみに　　　一〇九二




かぜわづらはぬ　　　九二四



さとなるる　　　一八一

さとびとの　　　一〇〇八

さとりえし　　　八八九

さとりひろき　　　一五三六

さのみやは　　　一四〇八

さはといひて　　　七〇一

さはのおもに　　　一五四三

さはべより　　　一一七四

さはもとけず　　　一四三四

さびしさに　　　五一三

さまざまに


あはれおほかる　　　九二七




おもひみだるる　　　六七五




たなごころなる　　　一五四一




はなさきけりと　　　五〇六



さまざまの


あはれありつる　　　一五四七




あはれをこめて　　　二五四




なげきをみには　　　一四九五




にしきありける　　　四七七



さみだれに


さののふなはし　　　二二三




ほすひまなくて　　　二一五




みづまさるらし　　　二〇八




をだのさなへや　　　二一三



さみだれの


ころにしなれば　　　二一四




はれぬひかずの　　　二二四




はれまたづねて　　　一四六八




はれまもみえぬ　　　一九八




をやむはれまの　　　二二二



さみだれは


いはせくぬまの　　　二〇九




やまだのあぜの　　　二二七




ゆくべきみちの　　　二二六



さもこそは　　　一三四三

さやかなる　　　三三二

さゆとみえて　　　五二二

さゆるよは　　　五六〇

さゆれども　　　五五一

さよごろも　　　四四三

さらにまた　　　九八八

さらぬことも　　　一五一六

さらぬだに


あきはもののみ　　　四三二




うかれてものを　　　四〇四




かへりやられぬ　　　五八六




こゑよわかりし　　　四七五




もとのおもひの　　　一三〇四




よのはかなさを　　　七五六



さらばただ　　　五九一

さりともと　　　一一四二

さることの


あるなりけりと　　　六八四




あるべきかはと　　　一三四〇



さるほどの　　　一二五九

しかのたつ　　　一一六〇

しかのねや　　　一一五九

しかのねを


かきねにこめて　　　三〇二




きくにつけても　　　四四一



しかもわぶ　　　四三四

しがらきの　　　一四八三

しきしまや　　　一二二九

しきみおく　　　一三六七

しきわたす　　　一四〇四

しぐるれば　　　一〇三一

しぐれかと　　　四九六

しぐれそむる　　　一四四〇

しげきのを　　　七九六

しげりゆきし　　　二七三

したはるる　　　三一四

したはれし　　　一〇五六

したふあきは　　　一一二五

しだりさく　　　四二九

しづのめが　　　五九四

しなばやと　　　一三一八

しにてふさん　　　八五〇

しのはらや　　　四三八

しのびねの　　　六三一

しばかこふ　　　九六五

しばしこそ　　　六六二

しばのいほと　　　七二五

しばのいほに　　　四〇

しばのいほの　　　一〇九八

しばのいほは　　　九五〇

しほかぜに　　　九九九

しほそむる　　　一一九四

しほぢゆく　　　一〇〇三

しほなれし　　　七四四

しもうづむ　　　四九三

しもかづく　　　五〇八

しもかれて　　　五〇九

しもさえて　　　五五〇

しもさゆる　　　五二一

しもにあひて　　　五一四

しらかはの


こずゑをみてぞ　　　六九




せきやをつきの　　　一一二六




はるのこずゑの　　　七〇



しらくもを　　　四二二

しらざりき


くもゐのよそに　　　六一七




みにあまりたる　　　一三三四



しらなはに　　　一三九四

しろたへの　　　六三〇

しをりせじ　　　一一二一

すがしまや　　　一三八二

すがのねの　　　一二九四

すがるふす　　　一〇一三

すぎてゆく　　　九九四

すぎやらで　　　三七二

すぐるはる　　　一七〇

すずかやま　　　七二八

すそのやく　　　八五

すだかわたる　　　一三八九

すてしをりの　　　一四一八

すてたれど　　　一四一六

すてていにし　　　四〇五

すててのちは　　　一五〇八

すてやらで　　　七六九

すみがまの　　　一二一〇

すみすてし　　　八〇一

すみよしの　　　一〇五四

すみれさく　　　一〇一五

すむことは　　　九一三

すむといひし　　　七三三

すむひとの　　　一〇四三

すゑのよの　　　一五三五

すゑばふく　　　二六五

せきかねて　　　一三一一

せとぐちに　　　六九四

せとわたる　　　五四四

せをはやみ　　　一四二六

そでのうへの　　　一二七二

そのすぢに　　　一四二九

そのひより　　　一二三四

そのをりの　　　七七五

そまびとの


くれにやどかる　　　二三二




まきのかりやの　　　五四五



そめてけり　　　四七四

そらいろの　　　四二四

そらにいでて　　　六〇

そらになる　　　七二三

そらはるる　　　九八七

そらはれて　　　二〇一





た行






たえたりし　　　一二一八

たきおつる　　　一五四五

たぐひなき


おもひいではの　　　一一三二




ここちこそすれ　　　三九七




はなのすがたを　　　二八三




はなをしえだに　　　七三




むかしのひとの　　　八一一



たけのいろも　　　一一八二

たけのおとも　　　一一四六

たしろみゆる　　　一四三六

ただはおちで　　　五四六

たちかはる　　　四

たちかへり　　　一〇六七

たちこむる　　　四二七

たちのぼる


あさひのかげの　　　五二七




つきのあたりに　　　一四〇三



たちまがふ　　　一一四

たちよりて


しばのけぶりの　　　七三六




となりとふべき　　　四七一



たつたがは　　　一七六

たつたひめ　　　四九七

たつたやま　　　三九九

たづぬとも　　　七七九

たづぬれば　　　一八三

たづねいる　　　一四五六

たづねきて　　　九四九

たてそむる　　　一三七二

たてそめて　　　五七九

たなばたは　　　一二六四

たにかぜは　　　九六六

たにのいほに　　　一三六六

たにのまに　　　九四一

たにふかく　　　一〇八〇

たねつくる　　　一三九三

たのむべき　　　九二三

たのむらん　　　一一四〇

たのめおきし　　　一二八九

たのもしき　　　八一六

たのもしな　　　七一一

たびねする　　　五一六

たびびとの　　　二三七

たまがきは　　　五三七

たまかけし　　　五一一

たまづさの


つづきはみえで　　　四二三




はしがきかとも　　　四八



たまにぬく　　　二九六

たままきし　　　五一五

たまみがく　　　一〇五〇

たまりをる　　　一四八八

たゆみつつ　　　五二九

たれかまた　　　五七

たれきなん　　　三二八

たれならん　　　一六〇

たれもみな　　　三六四

ちかひありて　　　一五四〇

ちどりなく　　　五五三

ちよくとかや　　　一〇六

ちよふべき


ふたばのまつの　　　一一八三




ものをさながら　　　一一七一



ちりしきし　　　八九三

ちりそむる　　　一〇五

ちりつかで　　　一五〇九

ちりばかり　　　八六五

ちりまがふ　　　八七七

ちるとみれば　　　七七二

ちるはなの　　　一三八

ちるはなは　　　八二八

ちるはなを


けふのあやめの　　　二〇三




をしむこころや　　　一二七



ちるをみて　　　一〇四

つがはねど　　　九五八

つきいづる　　　五一八

つきかげの　　　三五四

つきさゆる　　　三七六

つきすむと　　　三八七

つきすめば　　　一一〇六

つきなくは　　　三八八

つきならで　　　三一八

つきにいかで　　　一五〇五

つきにはぢて　　　一四〇九

つきのいろを　　　三九〇

つきのすむ


あさぢにすだく　　　三九三




みおやがはらに　　　一四〇二



つきのため


ひるとおもふが　　　三五八




みさびすゑじと　　　一〇二一



つきのみや　　　七二七

つきのよやがて　　　一四八二

つきはてし　　　七七〇

つきはなほ　　　四一三

つきまつと　　　六一六

つきみれば


あきくははれる　　　三八一




いでやとよのみ　　　六一九




かげなくくもに　　　三三六




かぜにさくらの　　　一〇六九



つきやどる　　　四一七

つきをうしと　　　一五〇〇

つきをこそ　　　一五五〇

つきをみて


あかしのうらを　　　一四七五




いづれのとしの　　　七七三




こころうかれし　　　三四九



つきをみる


こころのふしを　　　六二五




ほかもさこそは　　　九五三



つくづくと


のきのしづくを　　　二一一




ものをおもふに　　　七一二



つくりおきし　　　四二

つたひくる　　　九八二

つたへきく　　　八五七

つつじさく　　　一六四

つつめども


そでよりほかに　　　一三三八




なみだのいろに　　　一二四三




ひとしるこひや　　　一二六八



つづらはふ　　　九六一

つねよりも


あきになるをの　　　二五七




こころぼそくぞ　　　五七二



つのくにの　　　五五九

つばなぬく　　　一四四四

つまこひて　　　六〇二

つみびとの　　　八九七

つゆおきし　　　一一二四

つゆおもみ　　　二三五

つゆけさは　　　一四一一

つゆときえば　　　八五一

つゆながら　　　三九四

つゆのたまは　　　七六五

つゆのぼる　　　二四二

つゆふかき　　　八四三

つゆもありつ　　　一四一四

つゆもらぬ　　　九一七

つよくひく　　　一一六四

つらからん　　　一二八〇

つらくとも　　　五九〇

つらならで　　　九五九

つらなりし　　　八六〇

つれもなき　　　五九七

つれもなく　　　六〇〇

てらつくる　　　八五八

ときはなる　　　四八二

ときはやま　　　六五六

ところから　　　一四六六

としくれし　　　五七四

としくれぬ　　　一

としつきを　　　七六八

としのうちは　　　五七〇

としははや　　　一〇六一

としふれど　　　九三〇

としへたる　　　一三九七

としをへて


おなじこずゑに　　　八九




まつもをしむも　　　一〇九



となりゐぬ　　　四三九

とにかくに　　　一三四八

とはばやと　　　七八四

とはれぬも　　　一二七九

とふひとは　　　五六九

とふひとも　　　九三七

とへかしな


なさけはひとの　　　一二八五




わかれのそでに　　　八三三



とへなきみ　　　五四三

とまのやに　　　七四五

ともしする　　　二三九

ともしびの　　　一五一七

ともすれば　　　六四七

ともになりて　　　一五四四

ともにみし　　　一〇七五

とりのらし　　　一三四一

とりべのや　　　七七六

とりべのを　　　七五七

とりわきて　　　一一三一

とをちさす　　　一〇二五





な行






ながつきの


あまりにつらき　　　六一三




ちからあはせに　　　一五二六



なかなかに


おもひしるてふ　　　六八八




かぜのほすにぞ　　　五三




くもるとみえて　　　三七〇




こころつくすも　　　三〇九




しのぶけしきや　　　一二四五




たにのほそみち　　　一三六五




ときどきくもの　　　三六一




とはぬはふかき　　　八三七




なるるつらさに　　　六八一




なれぬおもひの　　　六六五




ゆめにうれしき　　　五八一



ながむてふ　　　一〇〇

ながむとて　　　一二〇

ながむるに


なぐさむことは　　　六四八




はなのなたての　　　九七



ながむるも　　　三五五

ながむれば


いなやこころの　　　三六七




そでにもつゆぞ　　　四六四




ほかのかげこそ　　　三五二



ながめきて　　　一四一二

ながめこそ　　　一三一四

ながめつる　　　一四六〇

ながめをりて　　　一四〇六

ながらへて


つひにすむべき　　　一二三二




ひとのまことを　　　一二八八



ながらへんと　　　七一八

ながれいづる　　　一一四一

ながれみし　　　一四二五

ながれゆく　　　八一七

なかんこゑや　　　一四六三

なきあとも　　　八一三

なきあとを　　　八四八

なきなこそ　　　一二四二

なきひとも　　　七六〇

なきひとを


かすめるそらに　　　七七一




しのぶおもひの　　　八四一



なげかじと　　　一三一二

なげかるる　　　一三三〇

なげきあまり　　　一二五二

なげくとも　　　六五七

なげけとて　　　六二八

なごりいかに　　　一五二四

なごりおほみ　　　四二六

なごりさへ　　　八二五

なさけありし　　　七一三

なぞもかく　　　一三一七

なつかしき　　　一三二二

なつくさの　　　七〇三

なつのよの　　　二四一

なつのよは　　　二四〇

なつのよも　　　二四五

なつやまの　　　二三三

などかわれ


ことのほかなる　　　六八九




つらきひとゆゑ　　　一三〇九



なとりがは　　　一一三〇

なにごとか　　　一四七九

なにごとに


つけてかよをば　　　一三四九




とまるこころの　　　七二九



なにごとも


かはりのみゆく　　　三五〇




むかしをきくは　　　七一五




むなしきのりの　　　八九四



なにごとを　　　二九一

なにせんに　　　六六六

なにとかく


あだなるはなの　　　一五三




こころをさへは　　　三〇五



なにとかや　　　七九

なにとこは　　　六七三

なにとなく


おつるこのはも　　　一〇八三




おぼつかなきは　　　四六




くむたびにすむ　　　九四三




くるるしづりの　　　五三八




さすがにをしき　　　六五八




すままほしくぞ　　　四三五




せりときくこそ　　　一〇三三




つゆぞこぼるる　　　一二一一




のきなつかしき　　　四四




はるになりぬと　　　一〇六二




みやこのかたと　　　一一三五




ものがなしくぞ　　　二九二



なにはえの　　　五一〇

なにはがた


しほひばむれて　　　一一九〇




つきのひかりに　　　三二六




なみのみいとど　　　六八六



なにゆゑか　　　六五九

なはしろに　　　七四九

なはしろの　　　五〇

なべてなき　　　三二五

なべてみな


きみがなげきを　　　八〇二




はれせぬやみの　　　七四〇



なほざりに　　　一六一

なほざりの　　　六七二

なみあらふ　　　一一九二

なみかくる　　　一一九三

なみこすと　　　一三

なみしのぐ　　　六一一

なみたかき


あしやのおきを　　　一五五一




よをこぎこぎて　　　八四九



なみだがは


さかまくみをの　　　六九二




ふかくながるる　　　六六一



なみだのみ　　　一〇八七

なみだゆゑ


くまなきつきぞ　　　六三七




つきはくもれる　　　六四三



なみだをや　　　八〇四

なみちかき　　　一〇五三

なみとみゆる　　　一四三二

なみにしく　　　一四四一

なみにつきて　　　九九八

なみにやどる　　　四一〇

なみのうつ　　　一四四七

なみのおとを　　　四一四

なみのたつ　　　一二三七

なみふする　　　一一九五

なみもなく　　　一〇七

なみよする　　　一一九六

ならひありて　　　八四

ならびゐて　　　一四〇一

ならべける　　　一四四九

なれきにし　　　一〇四五

にごりたる　　　九〇三

にごるべき　　　九四七

にしきはる　　　四八〇

にしにのみ　　　二〇五

にしへゆく


しるべとたのむ　　　八五四




つきをやよそに　　　八七二



にしをまつ　　　八六九

にはさゆる　　　三九二

にはにながす　　　一四三七

にはのいはに　　　一四二四

にはよりは　　　一〇七六

ぬしいかに　　　三八

ぬまみづに　　　一六二

ぬるともと　　　一〇三

ぬるれども　　　九五五

ねがはくは　　　七七

ねざめする　　　四九二

ねざめつつ　　　二九三

ねにかへる　　　一四六二

ねのびして　　　六

ねのびしに　　　一六

ねのびする


のべのわれこそ　　　一一八五




ひとにかすみは　　　一五



ねわたしに　　　九七六

のがれなく　　　九〇五

のきちかき　　　七一四

のちのよを　　　八二二

のどかなれ　　　八二

のにたてる　　　九〇七

のべになく　　　四五〇

のべのいろも　　　一五四二

のりしらぬ　　　八八〇





は行






はがくれに　　　五九九

はかなくて　　　七七七

はかなしな　　　一五一三

はかなしや　　　七六四

はぎがえの　　　四三〇

はしたかの　　　一三九〇

はつこゑを　　　一四六七

はつはなの　　　一四八

はつはるを　　　一五三一

はながえに　　　二八〇

はなざかり　　　一三五

はなすすき


こころあてにぞ　　　二七四




つきのひかりに　　　三八六



はなちらで　　　七二

はなときくは　　　一四七

はなとみば　　　一三三

はなとみる　　　一三六二

はなならぬ　　　一二三九

はなにおく　　　五一九

はなにそむ　　　七六

はなのいろや　　　九一

はなのかを　　　八七八

はなのころを　　　三八九

はなのゆきの　　　一四五九

はなのをり　　　一四四五

はなまでは　　　一五三九

はなみにと　　　八七

はなみれば　　　六八

はなもかれ　　　五五七

はなもちり


ひともこざらん　　　八八




ひともみやこへ　　　一五七



はなれたる　　　一四七六

はなをこそ　　　二九八

はなをみし　　　一〇七〇

はなをみる　　　五九八

はやせがは　　　二一八

はらかつる　　　一四五〇

はらはらと　　　一〇三二

はりまがた　　　三一一

はりまぢや　　　六九七

はるあさみ　　　九六七

はるがすみ　　　三三

はるかぜの


はなのふぶきに　　　一一三




はなをちらすと　　　一三九




ふきおこせむに　　　一一六八



はるくれて　　　一四六四

はるごとに　　　一四

はるさめの


のきたれこむる　　　四五




ふるののわかな　　　二〇



はるしれと　　　一〇

はるたつと　　　三

はるとしも　　　一〇六〇

はるになる　　　九八六

はるのほどは　　　三〇

はるふかみ　　　一二八

はるゆゑに　　　一七一

はるをまつ　　　六〇七

はれがたき　　　九六〇

はれまなく　　　九五四

はれやらで　　　一四九〇

はれやらぬ


こぞのしぐれの　　　七八八




みやまのきりの　　　三〇〇



ひかりさす　　　一一七八

ひかりをば　　　九六九

ひきかへて


うれしかるらん　　　一二六三




はなみるはるは　　　七一



ひきひきに　　　一五三四

ひさぎおひて　　　一〇二〇

ひさにへて　　　一三五八

ひとかたに　　　六〇三

ひときれは　　　一四一五

ひとこばと　　　五三三

ひとしまんと　　　一五一〇

ひとしれぬ　　　一三三一

ひとすぢに　　　一一六一

ひとはうし　　　六八二

ひとはみな　　　一四五五

ひともこず　　　一〇三七

ひともみぬ　　　三四四

ひとりきて　　　一三二八

ひとりすむ


いほりにつきの　　　九四八




おぼろのしみづ　　　一二〇九




かたやまかげの　　　五五八



ひとりぬる　　　四三

ひとりねの


ともにはなれて　　　四五九




よさむになるに　　　四四二



ひにそへて　　　六八三

ひばりあがる　　　二三八

ひばりたつ　　　八六六

ひまもなく　　　一一七〇

びやうぶにや　　　一一一七

ひるとみゆる　　　四〇八

ひろせがは　　　二一七

ひろむらん　　　八五六

ひをふれば　　　六六九

ふかきやまに　　　一一〇四

ふかきやまは　　　一五一一

ふかくいるは　　　一四二二

ふきすぐる


かぜさへことに　　　四六五




かぜしやみなば　　　九二一



ふきみだる　　　一〇七三

ふきわたす　　　二八九

ふくかぜに　　　一三三五

ふくかぜの


なめてこずゑに　　　一五二




ゆくへしらする　　　七八〇



ふししづむ　　　八一〇

ふしみすぎぬ　　　一四三八

ふぢごろも　　　七八六

ふでのやまに　　　一三七一

ふなをかの　　　八二〇

ふねすゑし　　　二二〇

ふねよする　　　二六一

ふままうき　　　一一二九

ふもとゆく　　　九七八

ふゆがれの　　　五一七

ふりうづむ　　　五六八

ふりさけし　　　四〇七

ふりにけり　　　一四四六

ふりにける　　　一五一二

ふるきいもが　　　一四九三

ふるさとの　　　一〇二九

ふるさとは　　　一〇三〇

ふるすうとく　　　二七

ふるはたの　　　九九七

ふるゆきに


しをりししばも　　　五三〇




とだちもみえず　　　五二五



へだてこし　　　一〇五五

へだてたる　　　六四二

へだてなき　　　八四〇

ほとけには　　　七八

ほととぎす


いかばかりなる　　　一九四




うづきのいみに　　　一八〇




おもひもわかぬ　　　一九三




きかであけぬと　　　一八六




きかであけぬる　　　一八七




きかぬものゆゑ　　　一八八




きくにとてしも　　　一九九




しのぶうづきも　　　一九七




そののちこえん　　　一九二




つきのかたぶく　　　一四七二




なくなくこそは　　　七五一




なごりあらせて　　　二〇〇




なべてきくには　　　一四六九




はなたちばなは　　　一九六




ひとにかたらぬ　　　一七九




ふかきやまべに　　　一四七〇




まつこころのみ　　　一八四



ほどとほみ　　　一一三七

ほどふれば　　　一〇九一

ほにいづる　　　二六八

ほにいでて　　　二九七





ま行






まがきあれて　　　二七五

まがふいろに　　　六五

まがふいろは　　　一三六三

まがふべき　　　一七七

まきごとに　　　一三五一

まぎれつる　　　一〇四九

まこととも　　　三五七

まさきわる　　　九七三

ますげおふる　　　一六七

ますらをが　　　一二一五

ませなくは　　　四六九

ませにさく　　　一〇二六

まだきより　　　二五〇

またれつる　　　九三九

まちいでて　　　三三八

まちかねて


ひとりはふせど　　　一二八四




ゆめにみゆやと　　　一二六七



まちきつる　　　九八

まちつけて　　　二六二

まちわびぬ　　　八三四

まつかぜの


おとあはれなる　　　九四〇




おとのみならず　　　二五一



まつかぜは　　　一〇九〇

まつがねの　　　一〇七七

まつことは　　　一八九

まつにより　　　五六

まつのしたは　　　一三六〇

まつひとの　　　一八五

まつやまの


なみだはうみに　　　一二三六




なみにながれて　　　一三五三




なみのけしきは　　　一三五四



まどいでし　　　一五三三

まどひきて　　　八七五

まどひつつ　　　八六七

まなづるは　　　一四三三

まなべより　　　一三七四

まぼろしの　　　一二三三

みがかれし　　　七八一

みぎはちかく　　　一五一九

みくまのの


はまゆふおふる　　　一〇二三




むなしきことは　　　一五二九



みこしをさの　　　一五二八

みさびゐて　　　一六八

みさびゐぬ　　　三二〇

みさをなる　　　一二五一

みしままに　　　四一二

みそぎして　　　二五三

みたらしに　　　一五二五

みたらしの　　　一二二二

みだれさく　　　二六九

みだれずと　　　八〇五

みちかはる　　　七八三

みちもなし　　　四九四

みづくきの　　　一一三六

みづたたふ　　　二〇七

みづなくて　　　三二三

みづなしと　　　二二五

みづのおとに　　　二三一

みづのおとは


さびしきいほの　　　九四四




まくらにおつる　　　一二一二



みづのおもに　　　三一三

みづひたる　　　一五一八

みづわくる　　　二一九

みどりなる　　　一四三〇

みなかみに　　　五五五

みなせがは　　　二一六

みなそこに


しかれにけりな　　　二二一




ふかきみどりの　　　五五



みなとがは　　　一四八六

みなひとの　　　二〇六

みにしみし　　　九八三

みにしみて　　　三四二

みにつきて　　　一五三八

みにつもる　　　一一一八

みにもしみ　　　一〇八八

みねおろす　　　一〇五一

みねにちる　　　一五五

みねのうへも　　　一一〇五

みねわたる　　　九三六

みのうさの


おもひしらるる　　　六六八




かくれがにせん　　　九一〇



みのうさを　　　九〇八

みのりをば　　　八四二

みまくさに　　　二三六

みもすその　　　一五三二

みやこいでて　　　一一二七

みやこちかき　　　一一三三

みやこにて　　　四一八

みやこにも　　　一〇九四

みるひとに　　　一〇一

みるもうきは　　　一三九五

みわたせば　　　五四

みをしれば　　　六八〇

みをもいとひ　　　一二九三

みをよどむ　　　九六八

みをわけて　　　七四

むかしみし


のなかのしみづ　　　一〇九六




まつはおいきに　　　一一四五



むかはらば　　　六六七

むぐらはふ　　　一二一六

むしのねに


かれゆくのべの　　　三四三




つゆけかるべき　　　四五八



むしのねを


よそにおもひて　　　四四九




よわりゆくかと　　　四五六



むすびあぐる　　　二四三

むすぶてに　　　二四四

むつのくの　　　一〇一一

むなしくて　　　一三三七

むらさきの　　　一二二〇

むれたちて　　　一一七三

めぐりあはん　　　一三七〇

めづらしな　　　一五二三

めのまへに　　　一二三五

もえいづる　　　三一

もがみがは　　　一一六三

もしほやく　　　一二

ものおもひて　　　六四九

ものおもふ


こころのくまを　　　六四五




こころのたけぞ　　　六二四




そでになげきの　　　一二九八




そでにもつきは　　　六三二



ものおもふと　　　七〇九

ものおもへども　　　六七一

ものおもへば


そでにながるる　　　六六三




ちぢにこころぞ　　　六七六




まだゆふぐれの　　　六九九



もののふの　　　一〇一〇

もみぢちる　　　四八三

もみぢばの　　　四七九

もみぢみし　　　一〇七四

もみぢみて　　　七九七

もみぢよる　　　五〇四

ももぞのの　　　一四〇〇

もらさじと　　　五九二

もろごゑに　　　一〇一四

もろともに


あきもやまぢも　　　一二一七




かげをならぶる　　　三六九




たびなるそらに　　　四一五




ちることのはを　　　九二九




ながめながめて　　　七七八




われをもぐして　　　一一八







や行






やすむべき　　　八八一

やすらはん　　　五八八

やせわたる　　　五五二

やどかこふ　　　五〇一

やどしもつ　　　三二一

やなぎはら　　　一〇一九

やまおろしに


しかのねたぐふ　　　四三三




みだれてはなの　　　一五六



やまおろしの


このもとうづむ　　　一一二




つきにこのはを　　　四九九



やまおろす　　　七四六

やまかぜに　　　一二一四

やまがつの


あらのをしめて　　　六五五




かたをかかけて　　　五二




すみぬとみゆる　　　一五四八



やまがはの


いはにせかれて　　　二四六




みなぎるみづの　　　八七三



やまくづす　　　八五九

やまごとに　　　五六六

やまざくら


えだきるかぜの　　　一四〇




おもひよそへて　　　五六七




かすみのころも　　　八〇




さきぬとききて　　　一四五七




つぼみはじむる　　　一五三七




はつゆきふれば　　　五一二




ほどなくみゆる　　　一四五八



やまざとに　　　七三七

やまざとの


こころのゆめに　　　一五四九




そとものをかの　　　二九五




ひともこずゑの　　　一四四八



やまざとは


あきのすゑにぞ　　　四八七




かすみわたれる　　　七




しぐれしころの　　　五六三




そとものまくず　　　二五二




たにのかけひの　　　九五七



やまざとへ　　　四九

やまさむみ　　　一四四

やましろの　　　一一〇三

やまぢこそ　　　一〇六四

やまのはに


かくるるつきを　　　八七〇




つきすむまじと　　　一〇八五



やまのはの　　　二

やまのはを　　　三二九

やまびとよ　　　一〇三四

やまふかく　　　一五〇四

やまふかみ


いはにしだるる　　　一二〇二




いりてみとみる　　　一二〇六




かすみこめたる　　　九九一




けぢかきとりの　　　一二〇三




こぐらきみねの　　　一二〇四




こけのむしろの　　　一二〇一




さこそあらぬと　　　一一九八




つゑにすがりて　　　一二三八




なるるかせぎの　　　一二〇七




ほたきるなりと　　　一二〇五




まきのはわくる　　　一一九九




まどのつれづれ　　　一二〇〇



やまぶきの


はなさくさとに　　　一六六




はなさくゐでの　　　一一六九



やまみづの　　　一一五〇

やまもなき　　　九九五

やみはれて　　　八七六

ゆきうづむ　　　五三五

ゆきしのぐ　　　一四九一

ゆきずりに　　　五九六

ゆきちらん　　　八〇九

ゆきつみて　　　一三六一

ゆきとくる　　　九七五

ゆきとぢし　　　六一

ゆきとみえて　　　一二六

ゆきふかく　　　五三一

ゆきふれば　　　五三九

ゆきわけて


とやまがたにの　　　一〇六五




ふかきやまぢに　　　一〇五七



ゆくすゑの


ためにととかぬ　　　八九二




つきをばしらず　　　三五六




なにやながれん　　　一一八八



ゆくはるを　　　一七三

ゆくへなく　　　三五三

ゆふぎりの　　　六〇四

ゆふされや


たまおくつゆの　　　四四五




ひはらのみねを　　　一〇五二



ゆふだちの　　　二四九

ゆふつゆの　　　三九六

ゆふつゆを　　　二六四

ゆみはりの　　　六二〇

ゆめさむる　　　八七一

ゆめとのみ　　　五八三

ゆめをなど　　　七〇〇

よこぐもの　　　四二〇

よしさらば


いくへともなく　　　一一二〇




なみだのいけに　　　六三四




ひかりなくとも　　　一三五二



よしなしな　　　九〇〇

よしのやま


くもをはかりに　　　六二




こずゑのはなを　　　六六




さくらにまがふ　　　一三二




たかねのさくら　　　一四五四




たにへたなびく　　　一一〇




はなのちりにし　　　一四五三




はなふきぐして　　　一一五




ひとにこころを　　　一四三




ひとむらみゆる　　　一四二




ふもとにふらぬ　　　五六五




ふもとのたきに　　　一四六一




ほきぢづたひに　　　九六




みねなるはなは　　　一一一




やがていでじと　　　一〇三六



よしやきみ　　　一三五五

よそにおもふ　　　八三九

よたけたつ　　　一三二五

よのうきに　　　七二一

よのうさを　　　七二二

よのなかに


こころありあけの　　　七四二




すまぬもよしや　　　七二〇




なくなるひとを　　　一五二二



よのなかの　　　四〇一

よのなかは　　　四〇二

よのなかを


いとふまでこそ　　　七五二




すててすてえぬ　　　一四一七




そむきはてぬと　　　七二六




そむくたよりや　　　一二三〇




ゆめとみるみる　　　七五九



よひのまの　　　三九一

よもぎふは　　　一〇一七

よもぎわけて　　　三四一

よもすがら


あらしのやまに　　　五六一




うらみをそでに　　　一二八七




たもとにむしの　　　四五四




つきこそそでに　　　三五一




つきをながめて　　　七三二




つきをみがほに　　　六四〇




つまこひかねて　　　四三一




をしげなくふく　　　四九一



よよふとも


たけのはしらの　　　一一四七




わすれがたみの　　　六三六



よるのとこを　　　一四七一

よろづよの　　　一一七九

よをいとふ　　　七二四

よをこめて　　　四二八

よをすてて


いりにしみちの　　　一二四〇




たにそこにすむ　　　七五四



よをすてぬ　　　七三九

よをそむく　　　七四三

よをのこす　　　四三七





わ行






わがきみの　　　七九四

わがそでの　　　六〇八

わがそのの　　　一五四六

わがために　　　一一六二

わがつらき　　　一二九六

わかなおふる　　　二三

わがなげく　　　一二五三

わかなつむ


けふにはつねの　　　一七




のべのかすみぞ　　　二一



わがなみだ　　　六〇五

わかばさす　　　一一八一

わがものと　　　四八六

わがやどに


にはよりほかの　　　五三二




はなたちばなを　　　一八二



わがやどは　　　七一六

わがよとや　　　三九五

わかるとも　　　一〇九三

わかれにし　　　八三五

わきてけふ　　　九

わきてみん　　　九四

わけいりて


たれかはひとを　　　九五六




よもぎがつゆを　　　八三八



わけかねし　　　五〇七

わけきつる　　　九一八

わけている


そでにあはれを　　　四四四




にはしもやがて　　　二七一



わけてゆく


いろのみならず　　　一一一五




やまぢのゆきは　　　一〇五八



わしのやま


うへくらからぬ　　　八九五




たれかはつきを　　　八九一




つきをいりぬと　　　八八八



わすられん　　　一二七八

わたのはら


なみにもつきは　　　一一〇二




はるかになみを　　　一一〇一



わづかなる　　　三〇四

わづらはで　　　九八〇

わびびとの　　　一〇三五

わりなしな　　　一二八二

わりなしや


いつをおもひの　　　一三一九




こほるかけひの　　　五七一




さこそものおもふ　　　七〇六




われもひとめを　　　一二四四



われからと　　　一三三六

われながら　　　一三三九

われなくは　　　九二六

われなれや　　　一〇三九

われのみぞ　　　一三〇五

わればかり　　　一三〇二

われはただ　　　一五〇一

をぎのおとは　　　一二七四

をぎのはを　　　二九九

をぐらやま　　　四八五

をざさはら　　　九七二

をしかなく　　　四三六

をしかふす　　　二八七

をしからぬ　　　七三八

をしまれぬ　　　一一六

をしむよの　　　三八五

をしめども


おもひげもなく　　　一二一




かねのおとさへ　　　四九〇



をばすては　　　一一〇七

をみなへし


いけのさなみに　　　二八四




いろめくのべに　　　二七七




わけつるのべと　　　二七六



をやまだの　　　四四〇

をらでゆく　　　二六七

をらぬより　　　二八一

をらばやと　　　五七九

をりかくる　　　九七九

をりしもあれ　　　一三六四

をりならぬ　　　五四二

をりにあひて　　　二〇四

をるひとの　　　一二六一
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